
社会思想史学会年報

社会思想史研究
No.43  2019

〈特集〉東アジアの市民社会 
 　　――理論、統治性、抵抗――



〈
特
集
〉
東
ア
ジ
ア
の
市
民
社
会
―
―
理
論
、統
治
性
、抵
抗

〈
論
文
〉

中
国
の
「
監
視
社
会
化
」
と
市
民
社
会
の
役
割 

梶
谷 

懐　

009 
〈
論
文
〉

国
家
に
〈
し
な
い
〉、
乗
り
捨
て
る  

森 

宣
雄　

031 

【
琉
球
・
沖
縄
に
お
け
る
海
域
の
社
会
思
想
】

〈
論
文
〉

現
代
中
国
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
論
の
展
開 

石
井
知
章　

052 



〈
公
募
論
文
〉

ホ
ッ
ブ
ズ
は
「
助
言
者
」
で
あ
っ
た
の
か 

上
田
悠
久　

068 

【
政
治
を
め
ぐ
る
同
時
代
人
と
の
論
争
】

〈
公
募
論
文
〉

カ
ン
ト
道
徳
哲
学
に
お
け
る
社
交
論
の
意
義 

髙
木
裕
貴　

087 

【
礼
儀
作
法
が
い
か
に
し
て
他
者
を
道
徳
化
す
る
の
か
】

〈
公
募
論
文
〉

J
・
S
・
ミ
ル
に
お
け
る
女
性
の
性
格
形
成 

山
尾
忠
弘　

106 

【
シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
「
女
性
教
育
」
と
の
対
比
を
手
が
か
り
に
】

〈
公
募
論
文
〉

高
群
逸
枝
に
お
け
る「
母
性
」概
念
の
成
立
と
展
開 

蔭
木
達
也　

125 

【
差
別
否
定
か
ら
「
と
も
に
生
き
る
愛
」
へ
】



〈
書
評
〉『

ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ル
マ
ー
の
政
治
思
想
―
―
ロ
ッ
ク
が
否
定
し
た
王
権
神
授
説
』（
古
田
拓
也
著
） 

辻 

康
夫　

142

“C
om

m
erce and Strangers in A

dam
 Sm

ith”

（Shinji N
ohara

著
） 

篠
原 

久　

146

『
共
和
制
の
理
念
―
―
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
と
一
八
世
紀
末
プ
ロ
イ
セ
ン
の
「
理
論
と
実
践
」
論
争
』（
網
谷
壮
介
著
） 

金 

慧　

150
『
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
生
き
た
思
想
家
た
ち
―
―
ク
ロ
ー
チ
ェ
と
批
判
的
継
承
者
』（
倉
科
岳
志
著
） 

奥
田 

敬　

154

『
ア
ー
レ
ン
ト
の
マ
ル
ク
ス
―
―
労
働
と
全
体
主
義
』（
百
木
漠
著
） 

石
田
雅
樹　

158

『
思
想
の
政
治
学
―
―
ア
イ
ザ
ィ
ア
・
バ
ー
リ
ン
研
究
』（
森
達
也
著
） 

蛭
田 

圭　

162

『
ロ
ー
ル
ズ
を
読
む
』（
井
上
彰
編
著
） 

谷
澤
正
嗣　

166

『
統
治
の
抗
争
史
―
―
フ
ー
コ
ー
講
義1978-79
』（
重
田
園
江
著
） 

箱
田 

徹　

170

『
公
開
性
の
根
源
―
―
秘
密
政
治
の
系
譜
学
』（
大
竹
弘
二
著
） 

山
崎 

望　

174

『
初
期
社
会
主
義
の
地

ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー

形
学
―
―
大
杉
栄
と
そ
の
時
代
』（
梅
森
直
之
著
） 

大
田
英
昭　

178

『
経
済
学
者
た
ち
の
日
米
開
戦
―
―
秋
丸
機
関「
幻
の
報
告
書
」の
謎
を
解
く
』（
牧
野
邦
昭
著
） 

福
家
崇
洋　

182



『
道
徳
哲
学
史
』（
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
著
、
門
亜
樹
子
訳
） 

前
田
俊
文　

186

『
合
衆
国
滞
在
記
（
近
代
社
会
思
想
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
』（
ト
ク
ヴ
ィ
ル
著
、
大
津
真
作
訳
） 

髙
山
裕
二　

190

『
社
会
契
約
と
性
契
約
―
―
近
代
国
家
は
い
か
に
成
立
し
た
の
か
』 

梅
垣
千
尋　

194 

　
　
（
キ
ャ
ロ
ル
・
ペ
イ
ト
マ
ン
著
、
中
村
敏
子
訳
）

『
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
―
―
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
友
と
敵
』 

森
本
あ
ん
り　

198 

　
　
（
カ
ス
・
ミ
ュ
デ
、
ク
リ
ス
ト
バ
ル
・
ロ
ビ
ラ
・
カ
ル
ト
ワ
ッ
セ
ル
著
、
永
井
大
輔
・
髙
山
裕
二
訳
）

第
八
回
（
二
〇
一
八
年
度
）
社
会
思
想
史
学
会
研
究
奨
励
賞
の
公
示　

006

二
〇
一
八
年
会
員
新
著
一
覧
（
五
十
音
順
）　

203

英
文
抄
録
／
英
文
目
次　

215

公
募
論
文
投
稿
規
程
／
公
募
論
文
審
査
規
程
／
執
筆
要
領
／
社
会
思
想
史
学
会
研
究
奨
励
賞
規
程　

216

編
集
後
記　

225
『
社
会
思
想
史
研
究
』
第
四
三
号
編
集
委
員
会

犬
塚
元
、
宇
野
重
規
、
梅
田
百
合
香
、
梅
森
直
之
、
王
前
、
佐
藤
方
宣
、

佐
藤
嘉
幸
、
中
山
智
香
子

（編
集
主
任
）、
日
暮
雅
夫
、
藤
野
寛
、

水
溜
真
由
美
、
安
武
真
隆
、
山
田
正
行 

　

[

五
十
音
順]



社会思想史研究　No. 43　2019

●　6

第 8 回（2018 年度）社会思想史学会研究奨励賞の公示

　受賞論文（『社会思想史研究』第 42 号掲載）

　　間永次郎

　　　「 非暴力と乳汁――南アフリカ滞在期における　

� ガーンディーのブラフマチャリヤの実験」

〈選考経過〉

　ガーンディーにおける非暴力主義思想に関して、従来の政治学的観点からの分析

に加え、近年、「身体」「性」「霊性」といった新たな観点からの再解釈を試みる研究

が盛んになっている。本稿は、ガーンディーの南アフリカ滞在期（1893-1914）にお

ける「ブラフマチャリヤ」（性的な自己規制の実験）に着目し、かれのセクシュアリティ

認識の変化をたどることを通じて、ガーンディーの非暴力思想の発展と展開という

重要な主題に、新たな解釈を提示する。本稿でとりわけ重要な意義を与えられてい

るのが、南アフリカ滞在期におこなわれた乳汁放棄の実験である。著者は、ガーン

ディー自身の著作やアーカイブに所蔵されている書簡等の一次史料をていねいに読

解することを通じて、この実験の背景に存在した同性の友人カレンバッハとの「ホ

モエロティック」な関係をうきぼりにする。この関係に着目することで本稿は、ガー

ンディーの非暴力思想が、単に暴力の不在を意味するものでなく、彼自身の身体的・

心理的な欲望の統制という主題と不可分な関係にあることを明らかにしている。ガー

ンディーの思想的展開を、政治的・社会的な外面世界の暴力性との関連だけでなく、

むしろこうした主題が、内面における情念の性的性質の認識と、ジャイナ教やヨー

ガの実践から学んだ宗教・思想的な要素と繊細に接合されることによって深められ

ていったものであること、したがって、ガーンディーの非暴力思想は、接合の内的

プロセスを理解したうえで考察されるべきであるとする本稿の主張は明解であり、

かつ独創的であり、今後の研究の発展可能性も十分に期待出来る。よって本稿を、

社会思想史学会研究奨励賞の受賞作にふさわしいと判断し、推挙するものである。

　以上の報告に基づき、2018 年 10 月 26 日の幹事会は、間会員に第 8 回社会思想史

学会研究奨励賞を授与することを決定した。

 2018 年 10 月 27 日　

 社会思想史学会　
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日
本
に
お
け
る
市
民
社
会
研
究
に
は
、
重
厚
な
蓄
積
が
あ
り
、
社
会
思
想
史
学
会
も
ま
た
、
一
九
七
六
年
の
発
足
以
来
、
そ
の
中
心
的
役
割
を

担
う
存
在
で
あ
り
続
け
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
五
年
度
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「〈
市
民
社
会
〉
を
問
い
直
す
」
で
議
論
さ
れ
た
よ

う
に
、
そ
こ
で
は
、
市
民
社
会
の
モ
デ
ル
を
西
洋
の
思
想
や
歴
史
か
ら
導
出
し
、
そ
れ
を
基
軸
と
し
て
日
本
の
現
状
を
批
判
的
に
分
析
す
る
と
い

う
発
想
も
ま
た
顕
著
で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
次
第
に
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
東
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
歴
史
的
変
動
は
、
こ
れ
ま
で
日
本

の
市
民
社
会
論
が
前
提
と
し
て
き
た
近
代
化
論
的
発
想
（
西
洋
vs
日
本
の
二
元
論
）
を
完
全
に
無
効
化
す
る
に
い
た
っ
た
。
市
民
社
会
と
い
う
問

題
を
、
い
ま
い
ち
ど
東
ア
ジ
ア
全
体
の
文
脈
の
な
か
に
置
き
な
お
し
、
そ
の
思
想
史
的
意
味
を
東
ア
ジ
ア
の
人
々
と
と
も
に
考
え
て
み
る
こ
と
、

そ
れ
は
、
単
に
こ
れ
ま
で
の
日
本
社
会
の
自
己
理
解
に
つ
い
て
深
刻
な
再
検
討
を
迫
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
西
洋
の
歴
史
的
経
験

を
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
社
会
思
想
史
と
い
う
学
問
そ
の
も
の
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
く
上
で
も
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

　

「
東
ア
ジ
ア
の
市
民
社
会
」
と
い
う
問
題
設
定
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
ま
ず
「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
存
立
根
拠
そ
の
も
の
が

あ
き
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
地
理
的
・
文
化
的
近
接
性
と
い
っ
た
従
来
の
論
拠
に
加
え
、
こ
の
地

域
全
体
が
、「
高
度
で
持
続
的
な
経
済
成
長
」
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
と
文
化
の
濃
密
な
相
互
依
存
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
し

た
事
実
こ
そ
が
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
た
こ
の
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
単
に
大
衆
文
化
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
社
会
運
動
が
国
境
を
こ
え
て
拡
散
す
る
う
え
で
の
媒
体
と
も
な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
代
に

生
じ
た
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
会
運
動
の
連
鎖
、
す
な
わ
ち
、
台
湾
の
ひ
ま
わ
り
学
生
運
動
、
香
港
に
お
け
る
雨
傘
革
命
、
日
本
に
お
け
る
安
保

法
制
や
共
謀
罪
に
対
す
る
反
対
運
動
、
韓
国
に
お
け
る
ロ
ウ
ソ
ク
革
命
な
ど
の
連
続
的
発
生
と
展
開
は
、
自
由
な
意
志
に
基
づ
く
非
国
家
的
・
非

経
済
的
な
関
係
が
、
東
ア
ジ
ア
を
横
断
す
る
か
た
ち
で
誕
生
し
つ
つ
あ
る
こ
と
の
証
左
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
「
東
ア
ジ
ア
の
市
民
社
会
」
と
い
う
問
題
設
定
は
、「
高
度
で
持
続
的
な
経
済
成
長
」
と
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
」

と
い
う
共
通
の
下
地
の
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
が
有
し
て
い
る
固
有
の
特
色
を
、
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
作
業
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
単
に
、
中

国
、
台
湾
、
韓
国
、
日
本
な
ど
の
国
々
が
発
展
さ
せ
て
き
た
社
会
の
有
り
様
を
実
体
の
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
々

で
議
論
さ
れ
て
き
た
市
民
社
会
論
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
自
己
理
解
や
将
来
像
も
ま
た
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
加
え
て
こ
う
し
た
分
析
に
、
沖
縄
や
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
と
い
っ
た
「
周
辺
」
で
起
き
て
い
る
現
実
を
考
察
の
主
題
と
し
て
加
え
る
こ
と
に
よ

り
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
市
民
社
会
を
め
ぐ
る
議
論
を
い
っ
そ
う
豊
か
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
市
民
社
会
と
い
う
概
念
に

込
め
ら
れ
て
き
た
普
遍
的
意
味
・
価
値
が
現
在
も
っ
と
も
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
東
ア
ジ
ア
の
「
周
辺
」
に
お
け
る
統
治
と
抵

抗
の
せ
め
ぎ
合
い
の
現
場
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
東
ア
ジ
ア
の
市
民
社
会
は
、
も
は
や
西
洋
の
「
過
去
」
で
も
西
洋
の
「
他
者
」
で
も
あ
り
え

な
い
。そ
れ
は
す
べ
て
の
人
々
の
未
来
を
可
能
性
と
し
て
含
み
込
ん
だ
現
在
と
し
て
、わ
れ
わ
れ
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
。 （
梅
森
直
之
）
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は
じ
め
に
―
―
監
視
社
会
化
が
進
む
中
国
？

　

近
年
の
中
国
社
会
に
お
け
る
急
速
な
I 

T
の
普
及
、
生
活
イ
ン
フ
ラ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
は
、
膨
大
な
個
人
情
報
の
蓄
積
と
そ
れ
を
利
用

し
た
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
よ
る
社
会
統
治
と
い
う
新
た
な
「
管
理
社
会
」

「
監
視
社
会
」
の
到
来
と
い
う
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
「
監
視
社
会
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
欧
米
や
日
本
な
ど
の

事
例
を
め
ぐ
っ
て
盛
ん
な
議
論
の
蓄
積
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
進
展
に
よ
る
「
監
視
社
会
」
化
の
進
行
は
止
め
よ
う
の
な
い

動
き
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
大
企
業
や
政
府
に
よ
る
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
管
理
あ
る
い
は
「
監
視
」
の
あ
り
方
を
市
民
（
社
会
）
が
ど

の
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
議
論
の
焦
点
が
移

り
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
、
習
近
平
へ
の
権
力
集
中
が
強
化
さ
れ
る
現
代
中
国
に
お
い

て
、
そ
の
よ
う
な
「
市
民
に
よ
る
政
府
の
「
監
視
」
の
監
視
」
と
い
う

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
望
む
べ
く
も
な
い
。
で
は
、
中
国
の
よ
う
な
権
威
主
義

的
な
国
家
に
お
け
る
「
監
視
社
会
」
化
の
進
行
は
、
欧
米
や
日
本
に
お

け
る
そ
れ
と
は
全
く
異
質
な
、
お
ぞ
ま
し
い
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
の
到
来
な

の
か
。
し
か
し
、
「
監
視
社
会
」
が
現
代
社
会
に
お
い
て
人
々
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
き
た
背
景
が
利
便
性
・
安
全
性
と
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

（
人
権
）
と
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
に
お
い
て
、
前
者
を
よ
り
優
先
さ
せ
る
、

功
利
主
義
的
な
姿
勢
に
あ
る
と
し
た
ら
、
中
国
に
お
け
る
そ
の
受
容
と

「
西
側
先
進
諸
国
」
に
お
け
る
そ
れ
と
の
間
に
、
明
確
に
線
を
引
く
こ

〈
特
集
〉
東
ア
ジ
ア
の
市
民
社
会　

〈
論
文
〉

中
国
の
「
監
視
社
会
化
」
と
市
民
社
会
の
役
割

梶
谷 

懐
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と
は
果
た
し
て
可
能
だ
ろ
う
か
。

　

以
下
で
は
、
人
々
の
経
済
的
な
欲
望
を
解
放
し
つ
つ
、
政
治
的
に
は

ま
す
ま
す
強
権
の
度
合
い
を
強
め
る
習
近
平
政
権
下
の
中
国
を
、
「
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
通
じ
た
統
治
と
市
民
社
会
」
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し

て
み
た
い
。

一　

中
国
に
お
け
る「
市
民
社
会
」論

　

さ
て
、
「
市
民
社
会
」
は
（
米
国
を
含
む
）
西
洋
社
会
の
、
そ
し
て
日

本
の
よ
う
な
非
西
洋
の
後
発
資
本
主
義
国
の
近
代
化
を
論
じ
る
上
で
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
概
念
だ
が
、
論
者
や
そ
の
立
場
に
よ
っ
て
使

い
方
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
た
め
、
し
ば
し
ば
混
乱
を
招
き
や
す
い

用
語
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
域
、
お
よ
び
歴
史
的
文
脈
に
お
い
て
も

と
も
と
異
な
っ
た
概
念
を
表
し
て
い
た
別
々
の
用
語
が
、
今
日
の
日
本

で
は
「
市
民
社
会
」
と
い
う
言
葉
で
総
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
中
で
も
冷
戦
の
終
焉
以
降
は
一
般
的
な
理
解
と

し
て
国
家
と
も
市
場
と
も
異
な
る
第
三
の
社
会
領
域
に
位
置
付
け
ら
れ

る
組
織
で
あ
り
、
そ
う
い
う
N 

G 

O
な
ど
の
国
家
に
も
市
場
に
も
位
置

づ
け
ら
れ
な
い
社
会
組
織
を
市
民
社
会
と
し
て
理
解
す
る
と
言
う
の
が

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
八
九
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
以
降
、
社
会
主
義
と
自
由
主
義

陣
営
と
の
間
の
い
わ
ゆ
る
冷
戦
構
想
が
崩
れ
る
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
や
マ
ル

ク
ス
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
「
市
民
社
会
」
概
念
は
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
社
会
主
義
体
制
の
下
で
は
労
働
者
の
「
貧

民
化
」
を
も
た
ら
す
市
民
社
会
お
よ
び
資
本
主
義
経
済
の
問
題
点
は
解

決
さ
れ
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
は
社
会
主
義
体
制
の
下
で

は
官
僚
支
配
や
言
論
の
抑
圧
、
生
産
の
停
滞
な
ど
数
多
く
の
問
題
が
生

じ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
旧
体
制
の
打
破
に
立
ち
上
が
っ
た
人
々
が
、

「
市
民
社
会
」
を
、
「
国
家
共
同
体
」
と
も
「
自
由
な
経
済
社
会
」
と
も

異
な
る
第
三
の
意
味
合
い
で
用
い
る
と
い
う
こ
と
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
動
き
を
あ
ら
た
な
「
市
民
社
会
」
に
関
す
る
理
論
と
し
て
ま
と
め

あ
げ
た
の
が
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
で
あ
る
。

　

二
十
世
紀
以
降
の
高
度
消
費
社
会
化
は
、「
生
活
シ
ス
テ
ム
」
と
「
社

会
シ
ス
テ
ム
」
の
深
刻
な
乖
離
を
も
た
ら
し
た
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
『
公

共
性
の
構
造
転
換
』
は
、
ま
さ
に
理
性
的
な
市
民
社
会
か
ら
大
企
業
・

官
僚
機
構
に
支
配
さ
れ
た
没
理
性
的
大
衆
社
会
へ
と
社
会
が
変
革
す
る

中
で
、
い
か
に
し
て
「
市
民
的
公
共
性
」
を
保
つ
か
、
と
い
う
切
実
な

問
題
意
識
の
も
と
に
書
か
れ
た
書
物
で
あ
る
。

　

そ
の
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
と
い
う
現
実
に
直
面

し
、
改
め
て
〈civil society

〉
の
直
訳
語
と
し
て
使
い
始
め
た
の
が

Zivilgesellschaft

と
い
う
言
葉
だ
っ
た
（
植
村
、2018

）
。
こ
れ
は
、
一

九
九
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
英
語
版
の
『
公
共
性
の
構
造
転
換
』
の
序
文

の
表
現
を
借
り
る
な
ら
ば
、
「
自
由
な
意
志
に
基
づ
く
非
国
家
的
・
非

経
済
的
な
結
合
関
係
」
で
あ
り
、
「
教
会
、
文
化
的
な
サ
ー
ク
ル
、
学
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術
団
体
を
は
じ
め
と
し
て
、
独
立
し
た
メ
デ
ィ
ア
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体
、
弁
論
ク
ラ
ブ
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
市
民

運
動
が
あ
り
、
さ
ら
に
同
業
組
合
、
政
党
、
労
働
組
合
、
オ
ー
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
な
施
設
」
ま
で
を
含
む
も
の
だ
っ
た
（
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
、1994

）
。

　

こ
の
よ
う
に
、
冷
戦
の
終
焉
以
降
、
政
治
社
会
＝
国
家
（
政
府
）
と

も
経
済
社
会
＝
市
場
（
企
業
）
と
も
異
な
る
、
第
三
社
会
領
域
の
組
織

お
よ
び
運
動
と
し
て
「
市
民
社
会
＝
市
民
団
体
」
の
影
響
力
を
評
価
す

る
立
場
が
現
在
の
「
市
民
社
会
」
論
の
主
流
に
な
り
、
政
治
学
、
経
済

学
、
社
会
学
な
ど
の
社
会
科
学
に
お
い
て
急
速
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
第
三
の
社
会
領
域
の
組
織
お
よ
び
運
動
と
し
て
、
「
市

民
社
会
＝
市
民
団
体
」
を
と
ら
え
る
姿
勢
は
、
日
本
や
中
国
を
含
む
ア

ジ
ア
の
国
々
で
も
急
速
に
広
が
っ
て
い
く
（
李
、2012

／
五
十
嵐
、

2018

）
。
同
時
に
、
中
国
の
よ
う
な
非
民
主
制
、
権
威
主
義
体
制
の
国

家
の
下
で
も
、
「
第
三
の
社
会
領
域
」
と
し
て
の
市
民
社
会
は
存
在
し

て
お
り
、
一
定
の
社
会
的
意
義
を
持
つ
、
と
い
う
立
場
か
ら
の
議
論
が

次
第
に
増
え
る
よ
う
に
な
る
。
背
景
に
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
社
会
」

と
い
う
概
念
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
領
域
的
な
国
家
と

深
く
結
び
つ
い
た
市
民
社
会
概
念
に
代
わ
っ
て
、
水
平
的
で
国
境
横
断

的
な
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
中
心
的
役
割
を
担
う
も

の
と
し
て
、
N 

G 

O
な
ど
の
第
三
の
社
会
領
域
、
す
な
わ
ち
「
市
民
社

会
（Zivilgesellschaft

）
」
の
役
割
を
再
評
価
し
よ
う
、
と
い
う
潮
流
の

存
在
が
あ
げ
ら
れ
る
（
カ
ル
ド
ー
、2007

）
。

　

例
え
ば
李
妍
焱
は
、
「
市
民
社
会
は
決
し
て
市
民
社
会
的
伝
統
を
有

す
る
欧
米
の
国
々
、
あ
る
い
は
国
家
権
力
の
相
対
化
を
追
求
す
る
民
主

主
義
制
度
の
「
特
許
的
領
域
」
で
は
な
い
。
市
民
社
会
の
伝
統
を
有
さ

な
い
国
に
お
い
て
も
、
社
会
主
義
を
標
榜
す
る
国
に
お
い
て
も
、
国
家

が
公
共
の
問
題
の
全
て
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
以
上
、
市
民
社
会

の
存
在
が
現
実
的
に
可
能
と
な
る
」
と
し
て
、
中
国
で
活
躍
す
る
多
く

の
N 

G 

O
に
取
材
し
、
そ
の
活
動
を
日
本
の
読
者
に
紹
介
し
て
い
る

（
李
、2012

）
。

　

た
だ
、
中
国
の
よ
う
な
権
威
主
義
国
家
に
お
け
る
市
民
社
会
＝

N 

G 

O
に
つ
い
て
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
権
力
に
従
順
」
で
あ
り
、
ハ
ー

バ
ー
マ
ス
の
構
想
し
た
「
公
共
的
な
討
論
」
に
参
加
し
て
「
世
論
を
形

成
す
る
諸
結
社
」
と
し
て
の
市
民
社
会
の
側
面
が
ぜ
い
弱
な
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
中
国
法
を
専
門
と
す
る
鈴
木
賢
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て

い
る
。
「
中
国
の
社
会
組
織
法
制
は
厳
し
い
制
御
［
控
制
］
主
義
と
一

定
程
度
の
放
任
主
義
を
特
徴
と
す
る
と
概
括
さ
れ
る
が
、
政
治
的
、
社

会
的
安
定
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
社
会
組
織
の
発
展
を
で

き
る
だ
け
抑
制
す
る
こ
と
を
基
調
と
し
た
。
党
国
は
党
国
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
及
ば
な
い
「
社
会
」
が
育
つ
こ
と
に
強
い
警
戒
感
を
抱
き
、

そ
の
勢
力
の
拡
大
を
恐
れ
て
す
ら
い
る
よ
う
に
見
え
る
」
「
党
国
は
党

国
に
決
し
て
逆
ら
わ
ず
、
聞
き
分
け
の
よ
い
、
む
し
ろ
協
力
的
で
、
利

用
価
値
の
高
い
社
会
組
織
だ
け
を
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
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る
」
（
鈴
木
、2017

）
。

　

ま
た
、
辻
中
豊
ら
も
「
現
状
に
お
い
て
、
中
国
の
市
民
社
会
組
織
に

許
さ
れ
た
活
動
空
間
は
、
限
定
的
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
指
摘
し

た
上
で
、
中
国
共
産
党
第
一
六
期
中
央
委
員
会
第
六
回
全
体
会
議
（
二

〇
〇
六
年
十
月
）
で
は
、
「
民
間
組
織
」
に
変
わ
り
「
社
会
組
織
」
と
い

う
新
た
な
概
念
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、

「
こ
の
呼
称
の
変
化
は
、
「
民
間
」
と
い
う
言
葉
に
内
包
さ
れ
た
「
主
体

性
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
否
定
し
、
団
体
を
、
共
産
党
が
領
導
す
る
「
社

会
建
設
」
に
貢
献
す
べ
く
再
定
義
す
る
動
き
で
あ
っ
た
」
か
ら
で
あ
る

（
辻
中
＝
李
＝
小
嶋
、2014

）
。

　

こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し
て
、
李
（2018
）
は
、
溝
口
雄
三
の
『
中

国
の
公
と
私
』
を
援
用
し
つ
つ
、
中
国
の
市
民
社
会
に
お
け
る
「
公
共

性
」
概
念
と
し
て
、
「
天
理
」
概
念
に
代
表
さ
れ
る
儒
教
思
想
が
重
要

な
役
割
を
果
た
す
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
中
国
の
公
観
念
に
は
、

『
天
』
の
観
念
が
色
濃
く
浸
透
し
て
お
り
、
そ
れ
は
古
来
の
『
天
理
』
、

す
な
わ
ち
『
万
民
の
均
等
的
生
存
』
と
い
う
絶
対
的
原
理
に
基
づ
く
。

政
府
、
国
家
も
、
世
間
や
社
会
、
共
同
も
『
天
理
』
を
外
れ
て
は
な
ら

な
い
」
「
公
共
性
を
担
う
存
在
と
し
て
、
国
家
も
市
民
社
会
も
そ
の
正

当
性
は
所
与
の
も
の
で
は
な
く
、
『
天
理
に
適
う
』
こ
と
に
よ
っ
て
担

保
さ
れ
る
。
天
理
に
適
う
役
割
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
公
共
性
を
担
う
資

格
（
権
威
）
が
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
概
念
に
よ
っ
て
市
民
社
会
の
正
当
性
を
裏

付
け
よ
う
と
い
う
試
み
が
行
わ
れ
る
こ
と
自
体
、
中
国
の
よ
う
な
非
西

洋
社
会
に
お
い
て
「
市
民
社
会
」
の
基
盤
の
上
に
「
公
共
性
」
を
打
ち

立
て
る
こ
と
の
困
難
さ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　

そ
の
困
難
さ
と
は
、
端
的
に
言
う
な
ら
、
人
々
の
私
的
利
益
の
基
盤

の
上
に
公
共
性
を
築
く
こ
と
が
、
近
代
西
洋
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

「
市
民
社
会
」
、
あ
る
い
は
よ
り
適
切
な
用
語
を
使
え
ば
「
市
民
的
公
共

性
」
の
根
本
的
な
課
題
で
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
の
課
題
の
実
現
が
―
―

西
洋
社
会
に
比
べ
て
―
―
著
し
く
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
、

中
国
を
含
む
「
ア
ジ
ア
的
社
会
」
が
こ
れ
ま
で
、
そ
し
て
現
在
に
至
る

ま
で
抱
え
て
い
る
問
題
は
集
約
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

現
代
中
国
社
会
で
は
、
格
差
の
拡
大
や
大
気
汚
染
な
ど
の
公
害
や
役

人
の
汚
職
の
蔓
延
、
と
い
っ
た
現
象
に
つ
い
て
、
人
々
が
「
私
利
私
欲
」

を
追
求
す
る
あ
ま
り
、「
公
」
的
な
も
の
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
結
果
だ
、

と
い
う
指
摘
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
習
近
平
政
権
が
大
々
的

に
行
っ
た
反
腐
敗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
共
産

党
は
そ
こ
に
「
公
共
性
」
の
タ
ガ
を
は
め
よ
う
と
そ
の
「
領
導
権
」
を

通
じ
て
積
極
的
な
介
入
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

そ
の
苛
烈
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
広
く
人
々
の
支
持
を
得
て
い
る
の
は
、

多
く
の
人
々
が
限
度
を
超
え
た
私
欲
の
追
求
が
横
行
す
る
現
代
社
会
に

お
い
て
何
ら
か
の
「
公
共
性
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
党
の
権
力
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
、
と
考
え
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
、

経
済
発
展
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
私
欲
の
追
求
と
、
「
公
益
」
と
の
両



13　●　〈論文〉中国の「監視社会化」と市民社会の役割――梶谷懐

立
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
、
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
以
来
の
問
題
が
い
ま
だ

未
解
決
の
ま
ま
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

二　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
変
え
る
中
国
社
会

　

二
〇
一
四
年
六
月
に
中
国
政
府
が
「
社
会
信
用
シ
ス
テ
ム
建
設
計
画

要
綱
（2014-2020

）
」
を
公
表
し
、
政
府
各
部
局
に
「
信
用
シ
ス
テ
ム
」
の

構
築
を
要
請
し
て
以
来
（
「
国
務
院
印
発
社
会
信
用
体
系
建
設
規
格
綱
要
（
二

〇
一
四
―
二
〇
二
〇
年
）
的
通
知
」
中
華
人
民
共
和
国
中
央
人
民
政
府
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
、http://w

w
w.gov.cn/zhengce/content/2014-06/27/content_8913.

htm

、
二
〇
一
九
年
三
月
十
日
ア
ク
セ
ス
）
、
中
国
で
急
速
に
進
む
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
蓄
積
と
と
も
に
そ
れ
を
政
府
に
よ
る
住
民
管
理
に
応
用
し
た

「
社
会
信
用
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
少
し
整
理
を
し
て
お
こ
う
。
現
在
の
中
国
に
お
い
て
、「
社

会
信
用
」
と
名
の
つ
い
て
い
る
仕
組
み
は
、
そ
の
提
供
主
体
や
目
的
の

面
で
民
間
企
業
が
提
供
す
る
信
用
ス
コ
ア
と
、
政
府
主
体
の
社
会
信
用

シ
ス
テ
ム
の
二
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
よ
り
広
く
知
ら
れ
て
い
る

の
は
、
I 

T
大
手
で
あ
る
ア
リ
バ
バ
傘
下
の
ア
ン
ト
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
が
開
発
し
た
「
芝
麻
信
用
（
セ
サ
ミ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
」
を
は
じ
め
と

し
た
前
者
の
ほ
う
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
は
基
本
的
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
商
品
や
信
用
の
取
引
を

円
滑
に
進
め
る
目
的
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
で
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
を
含
め
た
信
用
取
引
が
極
め
て
未
発
達
だ
っ
た
。
不
渡
り

な
ど
の
法
制
度
が
未
整
備
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
零
細
な
企
業
の
参
入

が
相
次
ぐ
産
業
構
造
に
よ
り
、
企
業
同
士
が
長
期
的
取
引
関
係
を
結
び

に
く
か
っ
た
か
ら
だ
。
も
と
も
と
、
ア
リ
バ
バ
が
開
発
し
た
独
自
の
決

済
シ
ス
テ
ム
支
付
宝
（
ア
リ
ペ
イ
）
は
、
第
三
者
の
仲
介
機
能
に
よ
っ

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
に
お
け
る
「
信
用
の
壁
」
を
乗
り
越
え
た
と

こ
ろ
に
そ
の
画
期
性
が
あ
っ
た
。
芝
麻
信
用
な
ど
の
信
用
ス
コ
ア
は
そ

れ
を
一
歩
推
し
進
め
た
も
の
で
、
ア
リ
バ
バ
が
運
営
す
る
取
引
仲
介
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
蓄
積
さ
れ
る
デ
ー
タ
を
、
独
自
に
開
発
さ
れ
た
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
個
人
や
企
業
の
「
信
用
度
」
が
一
目
で
わ
か
る

ス
コ
ア
に
置
き
換
え
、
信
用
取
引
に
か
か
る
審
査
な
ど
の
コ
ス
ト
を
大

き
く
引
き
下
げ
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
だ
。

　

一
方
、
二
〇
〇
五
年
ご
ろ
か
ら
い
く
つ
か
の
都
市
で
は
、
市
民
の
個

人
情
報
と
行
動
を
管
理
し
、
問
題
行
為
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
「
社

会
信
用
シ
ス
テ
ム
」
の
原
型
と
も
い
う
べ
き
仕
組
み
の
試
験
的
な
運
用

が
始
ま
っ
て
い
た
（
堀
内
、2019

）
。
こ
れ
は
、
芝
麻
信
用
の
よ
う
に
個

人
の
行
動
を
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
分
析
し
て
ス
コ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
の
で

は
な
く
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
一
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
割
り
振
り
、
飲
酒

運
転
や
ロ
ー
ン
へ
返
済
の
不
履
行
問
題
な
ど
、
社
会
的
に
問
題
の
あ
る

行
動
を
と
る
た
び
に
減
点
し
て
い
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
の
「
社
会
信
用
シ
ス
テ
ム
建
設
計
画
要
綱
」

は
、
中
央
レ
ベ
ル
の
政
府
部
門
や
裁
判
所
な
ど
の
横
断
的
な
関
与
に
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よ
っ
て
、
全
国
レ
ベ
ル
に
お
け
る
社
会
信
用
の
構
築
を
目
指
し
た
も
の

と
し
て
理
解
で
き
る

）
1
（

。

　

こ
の
政
府
主
導
の
社
会
信
用
シ
ス
テ
ム
は
芝
麻
信
用
な
ど
民
間
会
社

が
運
用
す
る
信
用
ス
コ
ア
と
混
同
さ
れ
が
ち
だ
が
、
両
者
は
そ
の
実
施

主
体
も
、
目
的
も
、
ま
た
社
会
信
用
評
価
の
仕
組
み
も
異
な
る
、
別
個

の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
後
者
は
、
む
し
ろ
米
国
の
信
用
会
社
な
ど
が
提

供
す
る
F 

I 

C 

O
シ
ス
テ
ム
な
ど
と
比
較
す
る
の
が
適
当
だ
と
考
え
ら

れ
る
（C

reem
ers, 201

）
2
（8

）
。

　

ま
た
、
二
〇
一
八
年
二
月
に
は
政
府
系
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
金
融
協

会
と
、
芝
麻
信
用
を
含
む
八
つ
の
民
間
企
業
が
出
資
し
「
信
聯
（
正
式

名
は
百
行
征
信
用
有
限
会
社
）
」
が
発
足
し
、
こ
れ
ま
で
民
間
企
業
に
蓄

積
さ
れ
て
き
た
個
人
の
信
用
情
報
を
政
府
が
管
理
し
よ
う
と
す
る
動
き

が
本
格
化
し
た
（
中
国
投
資
銀
行
部
・
中
国
調
査
室
、2018

）
。
政
府
は
信

聯
に
初
め
て
個
人
信
用
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
与
え
、
急
速

に
拡
大
す
る
P 

2 

P
の
融
資
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
金
融
の
拡
大
に
伴

う
個
人
信
用
情
報
の
市
場
取
引
に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
不
正
行
為
の

防
止
を
図
っ
た
。
こ
の
「
信
聯
」
の
発
足
に
よ
り
、
ア
ン
ト
・
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
な
ど
の
民
間
企
業
が
独
立
し
た
個
人
信
用
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
国
政
府
が
あ
た
か
も
国
家
が
個
人
情
報
を
一
元

的
に
管
理
す
る
「
社
会
信
用
シ
ス
テ
ム
」
の
青
写
真
を
す
で
に
描
い
て

お
り
、
民
間
企
業
の
提
供
す
る
「
社
会
信
用
ス
コ
ア
」
も
そ
の
中
に
組

み
込
ま
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
ス
タ
ン
ス
の
報
道
や
言
説
は
明
ら
か
に

ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
民
間
企
業
が
運
用
す
る
社
会
信
用
ス
コ

ア
は
、
そ
の
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
利
益
を
生
む
財
産
で
あ
り
、
そ
の

他
企
業
や
政
府
の
シ
ス
テ
ム
と
の
統
合
は
そ
う
簡
単
に
は
進
ま
な
い
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　

次
に
、
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
文
字
通
り
の
市
民
に
対
す
る
「
監
視
」
を

め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。
近
年
中
国
の
大
都
市
を
訪

れ
た
機
会
が
あ
る
人
な
ら
、
駅
な
ど
の
公
共
施
設
及
び
信
号
機
周
辺
、

さ
ら
に
商
業
施
設
の
出
入
り
口
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
に
多
数
の
監
視
カ

メ
ラ
が
無
造
作
に
設
置
さ
れ
、
通
行
す
る
人
々
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の

に
ぎ
ょ
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

だ
が
よ
り
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
画
像
を
認
識
す
る
技
術
の
急
速
な

進
歩
で
あ
る
。
左
頁
の
写
真
は
、
筆
者
が
二
〇
一
八
年
の
九
月
に
A 

I

を
使
っ
て
個
体
認
識
を
行
う
技
術
を
開
発
し
て
い
る
北
京
市
の
企
業
を

訪
問
し
た
際
、
オ
フ
ィ
ス
に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
が
捉
え
、
モ
ニ

タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
た
筆
者
の
画
像
で
あ
る
。
写
真
と
と
も
に
表
示
さ

れ
て
い
る
の
は
、
短
髪
の
男
性
で
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
い
る
、
青
い

長
袖
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
る
、
と
い
う
写
真
か
ら
抽
出
し
た
属
性
で
あ
る
。

こ
の
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
の
入
り
口
に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
は
道
行

く
無
数
の
歩
行
者
を
四
六
時
中
撮
影
し
て
お
り
、
同
様
の
デ
ー
タ
を
常

に
集
め
セ
グ
メ
ン
ト
化
の
た
め
の
精
度
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

一
方
、
A 
I
に
よ
る
顔
認
証
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
カ
メ
ラ
に
映
り
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こ
ん
だ
人
物
を
特
定
化
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

こ
の
技
術
を
使
え
ば
、
犯
罪
者
や
指
名
手
配
犯
の
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い

る
人
物
の
リ
ス
ト
と
照
合
し
て
特
定
化
し
、
追
跡
す
る
こ
と
が
容
易
で

あ
る
。

　

も
う
一
つ
重
要
な
も
の
と
し
て
、
動
体
認
識
、
す
な
わ
ち
人
々
の
動

作
を
A 

I
が
認
識
し
て
そ
の
特
徴
を
記
録
す
る
こ
と
に
関
す
る
技
術
が

あ
る
。
た
と
え
ば
歩
き
方
の
癖
を
記
録
し
て
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
て

お
き
、
暗
く
て
顔
が
よ
く
分
か
ら
な
い
場
合
で
も
監
視
カ
メ
ラ
に
映
っ

た
人
物
を
特
定
化
し
、
犯
罪
者
の
追
跡
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

こ
う
い
っ
た
統
治
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
社

会
は
、
特
に
大
都
市
を
中
心
に
「
お
行
儀
が
よ
く
、
予
測
可
能
な
社
会
」

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
「
人
民
網
日
本
語
版
」

二
〇
一
八
年
〇
一
月
二
十
五
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
人
口
一
〇

万
人
あ
た
り
の
殺
人
件
数
は
二
〇
一
七
年
が
〇
・
八
一
件
と
、
殺
人
発

生
件
数
の
最
も
低
い
国
の
一
つ
に
な
っ
た
。
ま
た
、
暴
行
罪
の
件
数
は

二
〇
一
二
年
よ
り
五
一
・
八
％
減
少
し
、
重
大
交
通
事
故
の
発
生
率
は

四
三
・
八
％
減
少
、
社
会
治
安
に
対
す
る
人
々
の
満
足
度
は
、
二
〇
一

二
年
の
八
七
・
五
五
％
か
ら
二
〇
一
七
年
の
九
五
・
五
五
％
に
上
昇
し

た
と
い
う
（
「
中
国
、
殺
人
事
件
発
生
数
最
低
国
に
ラ
ン
ク
イ
ン
―
―
社
会
治

安
の
満
足
度
が
九
五
・
五
五
％
に
」
『
人
民
網
日
本
語
版
』
二
〇
一
八
年
一
月

二
十
五
日
、http://j.people.com

.cn/n3/2018/0125/c94475-9419781.htm
l

、

二
〇
一
九
年
三
月
九
日
ア
ク
セ
ス
）
。
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言
う
ま
で
も
な
く
「
人
民
日
報
』
は
中
国
共
産
党
の
機
関
紙
で
あ
り

こ
れ
は
政
府
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
一
種
で
は
あ
る
。
一
方
で
、
こ
れ
ら

は
あ
な
が
ち
嘘
で
あ
る
と
も
言
い
が
た
い
。
以
前
は
絶
え
な
か
っ
た
タ

ク
シ
ー
の
客
と
運
転
手
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も
、
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
常
に

レ
イ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
た
め
め
っ
き
り
減
っ
た
こ
と
が
し

ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
要
は
、
「
向
社
会
的
行
動
の
点
数
化
」
、
つ

ま
り
人
々
が
よ
り
社
会
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
行
為
を
行
う
と
、
そ
れ

が
可
視
化
さ
れ
て
自
分
の
利
益
に
な
っ
て
い
く
仕
組
み
が
社
会
の
中
に

実
装
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
人
々
は
そ
れ
に
自
発
的
に
服
従
し
て
い
る
。
そ

れ
が
、
近
年
の
中
国
大
都
市
に
お
け
る
人
々
の
行
動
の
変
化
の
背
景
に

あ
る
、
と
い
え
そ
う
だ
。

三　
「
道
具
的
合
理
性
」に
基
づ
く
統
治
を
ど
う
制
御
す
る
か

　

こ
こ
で
は
上
記
の
よ
う
な
中
国
社
会
の
変
化
が
実
際
に
起
き
て
い
る

こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
そ
う
い
っ
た
「
（
広
い
意
味
で
の
）
監
視
を
通

じ
た
社
会
秩
序
の
実
現
」
に
理
論
的
な
根
拠
を
与
え
る
思
想
と
し
て
、

功
利
主
義
を
と
り
あ
げ
よ
う
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
功
利
主
義
の
主
張
は
、
1
．
帰
結
主

義
、
2
．
幸
福
（
厚
生
）
主
義
、
3
．
集
計
主
義
と
い
う
三
つ
の
要
素

に
帰
着
す
る
。
な
ぜ
こ
れ
が
監
視
社
会
を
肯
定
す
る
思
想
に
な
る
の
か
。

安
藤
馨
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
功
利
主
義
に
よ
れ
ば
諸
個
人
の
自
由
や

自
立
と
い
っ
た
も
の
は
統
治
者
が
何
を
為
す
べ
き
か
に
於
い
て
は
本
質

的
に
無
関
係
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
そ
う
し
た
方
が
結
局
は
幸
福
の

総
計
の
最
大
化
に
資
す
る
と
思
う
な
ら
ば
、
諸
個
人
の
自
由
や
自
立
を

侵
害
す
る
よ
う
な
統
治
や
立
法
を
よ
し
と
す
る
だ
ろ
う
」
か
ら
だ
（
安
藤
、

2010: 74

）
。

　

安
藤
は
ま
た
、
監
視
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
に
よ
り
、
例
え
ば
犯
罪

や
暴
力
的
行
為
の
予
防
的
措
置
が
可
能
に
な
り
、
そ
れ
が
人
々
の
身
体

の
拘
束
の
機
会
を
む
し
ろ
減
ら
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
、
こ

の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
「
仮
に
監
視
技
術
が
発
達
し
、
当
該
の
行
為
に

及
ぶ
前
に
（
中
略
）
そ
れ
を
制
止
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
物
理
的
に

刑
務
所
や
そ
の
他
の
施
設
に
閉
じ
込
め
て
お
く
こ
と
で
事
前
規
制
を
実

行
す
る
と
い
う
方
法
を
採
る
必
要
は
な
く
な
る
。
監
視
に
よ
る
事
前
規

制
は
彼
ら
の
自
由
を
大
幅
に
回
復
し
、
厚
生
の
増
大
に
資
す
る
に
違
い

な
い
。
監
視
こ
そ
が
む
し
ろ
彼
ら
を
自
由
に
す
る
（
安
藤
、2010: 89

）
。

前
節
で
触
れ
た
よ
う
な
、
中
国
で
は
「
信
用
度
の
低
い
」
個
人
や
企
業

（
「
失
信
被
執
行
人
」
）
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
公
表
さ
れ
、
銀
行
か
ら
の

融
資
や
、
自
動
車
や
不
動
産
の
購
入
、
さ
ら
に
は
飛
行
機
や
鉄
道
の
一

等
車
の
チ
ケ
ッ
ト
が
買
え
な
い
と
い
っ
た
行
政
措
置
を
受
け
る
動
き
が

広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
基
本
的
に
、
こ
の
よ
う
な
あ
る
種
の

功
利
主
義
に
基
づ
く
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
思
想
が
あ
る

）
3
（

。

　

吉
川
浩
満
に
よ
れ
ば
、
「
自
己
責
任
」
を
強
調
す
る
時
代
の
風
潮
や
、

人
工
知
能
（
A 
I
）
関
連
技
術
の
発
展
と
い
う
技
術
環
境
の
変
化
に
く
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わ
え
、
「
道
徳
（
公
共
心
）
の
科
学
的
解
明
」
が
進
ん
で
き
た
こ
と
の
結

果
、
近
年
は
功
利
主
義
に
「
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
」
（
吉
川
、 2018

）
。

　

「
道
徳
（
公
共
心
）
の
科
学
的
解
明
」
を
行
う
理
論
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
心
の
二
重
過
程
理
論
」
で
あ
る
（
カ
ー

ネ
マ
ン
、2012
）
。
こ
の
理
論
で
は
、
人
間
の
脳
内
に
「
シ
ス
テ
ム
1
（
速

い
シ
ス
テ
ム
）
」
と
「
シ
ス
テ
ム
2
（
遅
い
シ
ス
テ
ム
）
」
と
い
う
二
つ
の

異
な
る
認
知
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
こ
と
を
想
定
す
る
。
前
者
は
演
算
能
力

を
そ
れ
ほ
ど
必
要
と
せ
ず
、
迅
速
な
判
断
が
可
能
、
そ
し
て
自
動
的
か

つ
無
意
識
的
か
つ
非
言
語
的
に
機
能
す
る
。
そ
れ
に
対
し
後
者
は
よ
り

多
く
の
演
算
能
力
を
必
要
と
し
、
意
識
的
・
言
語
的
な
集
中
を
要
す
る
。

そ
し
て
こ
の
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
人
間
が
そ
の
環
境
に
適
応
す
る
上

で
必
然
的
に
進
化
し
て
き
た
、
と
い
う
説
が
次
第
に
有
力
に
な
っ
て
い

る
。

　

つ
ま
り
、
自
動
的
・
無
意
識
的
に
働
く
、
脳
の
古
い
シ
ス
テ
ム
（
シ

ス
テ
ム
1
）
の
方
は
、
個
体
と
い
う
よ
り
も
種
、
あ
る
い
は
遺
伝
子
の

利
益
を
最
大
化
す
る
よ
う
に
作
動
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は

融
通
が
利
か
ず
、
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
し
ば
し
ば
個
体
を
危
険
に
さ
ら
す
よ
う
な
誤
り
を
犯
す
。
一
方
、

脳
の
新
し
い
部
分
に
よ
り
作
動
す
る
シ
ス
テ
ム
2
は
、
個
体
の
利
益
・

生
存
可
能
性
を
最
大
化
す
る
よ
う
に
、
環
境
の
変
化
に
対
し
て
も
よ
り

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
性
質
を
兼
ね
備
え
て
い
る
、
と
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
通
常
人
間
は
こ
の
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
自
在
に
使
い
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、
個
体
の
利
益
を
守
る
た
め

に
合
理
的
な
判
断
を
行
う
シ
ス
テ
ム
2
を
き
ち
ん
と
作
動
さ
せ
る
た
め

に
は
、
か
な
り
の
訓
練
や
努
力
、
集
中
力
な
ど
を
必
要
と
す
る
。
こ
の

た
め
、
し
ば
し
ば
よ
り
「
楽
に
作
動
す
る
」
シ
ス
テ
ム
1
に
頼
り
が
ち

に
な
り
、
非
合
理
的
な
誤
り
を
犯
す
こ
と
に
な
り
が
ち
（
ヒ
ュ
ー
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
ア
ス
）
で
あ
る
（
吉
川
、2018

）
。

　

進
化
心
理
学
や
認
知
科
学
の
成
果
に
よ
っ
て
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
の
は
、
一
般
の
人
々
が
行
う
道
徳
的
な
善
悪
の
判
断
は
多
く
の

場
合
「
シ
ス
テ
ム
1
」
に
依
存
し
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

こ
の
知
見
を
現
実
社
会
に
お
け
る
様
々
な
倫
理
問
題
に
当
て
は
め
、

詳
細
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
哲
学
者
ジ
ョ
シ
ア
・
グ
リ
ー
ン
に

よ
る
『
モ
ラ
ル
・
ト
ラ
イ
ブ
ズ
』
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
は
、
上
述
の
シ

ス
テ
ム
1
の
シ
ス
テ
ム
を
乗
り
物
の
運
転
に
お
け
る
「
オ
ー
ト
モ
ー
ド
」
、

そ
し
て
シ
ス
テ
ム
2
を
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
モ
ー
ド
」
に
な
ぞ
ら
え
る
。
そ

の
上
で
、
私
た
ち
が
行
う
道
徳
的
な
善
悪
を
判
断
す
る
際
に
も
、
オ
ー

ト
モ
ー
ド
に
よ
っ
て
駆
動
す
る
「
道
徳
感
情
」
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
モ
ー

ド
に
基
づ
い
て
冷
静
に
特
質
を
判
断
す
る
「
功
利
主
義
」
の
二
つ
の
シ

ス
テ
ム
が
働
く
の
だ
、
と
主
張
す
る
（
グ
リ
ー
ン
、2015

）
。

　

グ
リ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
前
者
の
道
徳
感
情
は
、
共
同
体
内
の
裏
切
り

者
や
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
に
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
あ
た
え
、
「
共
有
地
の
悲

劇
」
を
解
決
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
性
質
と
し
て
人
類
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
、
異
な
る
道
徳
感
情
の
基
準
を
持
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つ
「
部
族
（tribe

）
」
同
士
の
、
激
し
い
抗
争
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
（
「
常

識
的
道
徳
の
悲
劇
」
）
。
そ
こ
で
、
冷
静
か
つ
合
理
的
に
お
互
い
の
損
得

に
基
づ
い
て
道
徳
的
な
正
し
さ
を
決
め
よ
う
と
主
張
す
る
功
利
主
義
こ

そ
が
、
こ
の
よ
う
な
部
族
間
の
道
徳
感
情
の
対
立
を
調
停
し
、
「
常
識

的
道
徳
の
悲
劇
」
を
回
避
す
る
の
に
有
用
な
思
考
と
し
て
、
一
種
の
公

共
財
（
「
共
通
通
貨
」
）
の
役
割
を
果
た
す
、
と
グ
リ
ー
ン
は
主
張
す
る
。

　

グ
リ
ー
ン
は
、
オ
ー
ト
モ
ー
ド
の
「
道
徳
感
情
」
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

モ
ー
ド
の
「
功
利
主
義
」
と
が
し
ば
し
ば
対
立
す
る
こ
と
の
根
拠
と
し

て
、
「
ト
ロ
ッ
コ
問
題
」
と
い
わ
れ
る
思
考
実
験
に
つ
い
て
詳
し
い
考

察
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
略
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
ブ
レ
ー
キ
の
つ
い
て
い
な
い
ト
ロ
ッ
コ
が
勢
い
よ
く
線
路
を

走
っ
て
い
く
。
そ
の
先
に
は
五
人
の
作
業
員
が
い
て
、
そ
の
ま
ま
だ
と

確
実
に
ひ
き
殺
し
て
し
ま
う
。
そ
の
時
、
た
ま
た
ま
歩
道
橋
の
上
で
そ

の
様
子
を
見
て
い
た
あ
な
た
と
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
も
う
一
人
の

人
物
が
い
た
と
し
て
、
あ
な
た
が
そ
の
人
を
突
き
落
と
し
て
無
理
矢
理

ト
ロ
ッ
コ
を
止
め
て
し
ま
い
、
五
人
の
命
を
救
う
こ
と
は
正
当
化
さ
れ

る
か
。

　

こ
う
い
っ
た
「
道
徳
的
な
ジ
レ
ン
マ
」
は
、
吉
川
の
表
現
を
借
り
る

と
「
い
わ
ば
脳
内
で
義
務
論
的
な
直
観
と
功
利
主
義
的
な
批
判
が
戦
う

状
況
」
で
あ
る
が
、
「
も
し
ゆ
っ
く
り
選
べ
る
な
ら
の
な
ら
批
判
的
な

吟
味
が
可
能
な
功
利
主
義
的
思
考
が
選
ば
れ
る
だ
ろ
う
」
（
吉
川
、

2018

）
。

　

こ
の
こ
と
は
一
つ
の
疑
問
を
私
た
ち
に
投
げ
か
け
る
だ
ろ
う
。
功
利

主
義
は
人
間
の
合
理
的
な
思
考
、
す
な
わ
ち
シ
ス
テ
ム
2
に
基
づ
き
道

徳
的
な
善
悪
を
判
断
す
る
思
考
だ
が
、
作
動
す
る
の
に
大
き
な
コ
ス
ト

が
か
か
る
上
に
、
そ
の
判
断
は
完
全
に
は
程
遠
い
。
だ
と
し
た
ら
、
い
っ

そ
の
こ
と
初
め
か
ら
人
工
知
能
（
A 

I
）
に
任
せ
て
し
ま
っ
た
方
が
、

よ
り
正
し
い
道
徳
的
判
断
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
？

　

こ
の
点
に
関
し
て
重
要
な
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、

や
は
り
「
心
の
二
重
過
程
理
論
」
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
研
究
者
の
一
人

で
あ
る
、
キ
ー
ス
・
E
・
ス
タ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
よ
る
「
道
具
的
合
理
性

と
メ
タ
合
理
性
」
に
関
す
る
議
論
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

こ
の
「
道
具
的
合
理
性
」
と
は
、
あ
る
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
目

的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
発
揮
さ
れ
る
合
理
性
の
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
バ
ナ
ナ
が
お
い

て
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
た
上
で
箱
と
棒
を
与
え
る
と
、
そ
の
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
は
箱
の
上
に
載
っ
て
棒
を
使
い
、
バ
ナ
ナ
を
手
の
届
く
と
こ
ろ

ま
で
落
と
す
こ
と
が
で
き
る
。
ス
タ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
エ
ル
ス
タ
ー
に

よ
る
〈
薄
い
理
論
〉
と
〈
広
い
理
論
〉
の
区
分
を
援
用
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
道
具
的
合
理
性
を
〈
薄
い
合
理
性
理
論
〉
と
し
て
理
解
し
、

そ
れ
が
「
人
間
と
し
て
の
わ
た
し
た
ち
が
切
実
に
求
め
る
全
て
だ
と
し

た
ら
、
人
間
の
合
理
性
は
実
際
に
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
合
理
性
と
全
く
同

列
の
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（
ス
タ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
、

2017: 256

）
。
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し
か
し
、
ス
タ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
も
い
う
よ
う
に
、
私
た
ち
の
多
く
は
そ

う
い
っ
た
〈
薄
い
合
理
性
理
論
〉
の
水
準
で
立
ち
止
ま
る
こ
と
を
望
ん

で
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
道
具
的
合
理
性
と
い
う
の
は
、
あ
る
行
為
の

目
的
自
体
が
正
し
い
も
の
か
ど
う
か
、
た
と
え
ば
、
目
の
前
に
い
る
人

の
命
を
奪
っ
て
ま
で
他
の
複
数
の
人
々
の
命
を
救
う
こ
と
が
本
当
に
正

し
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
決
し
て
問
わ
な
い
も
の
だ
か
ら
だ
。
そ
う

い
っ
た
〈
薄
い
理
論
〉
よ
り
も
一
歩
高
い
地
点
か
ら
、
目
的
自
体
の
妥

当
性
へ
の
判
断
を
下
す
広
い
意
味
で
の
合
理
性
理
論
の
こ
と
を
、
ス
タ

ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
「
メ
タ
合
理
性
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
メ
タ
合
理
性
」

は
私
た
ち
に
、
（
薄
い
合
理
性
の
理
論
で
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
）
合
理

的
に
ふ
る
ま
う
こ
と
は
、
ど
ん
な
場
合
に
合
理
的
で
あ
り
、
ど
ん
な
場

合
に
合
理
的
で
は
な
い
か
を
問
い
か
け
る
も
の
で
あ
る
。
ス
タ
ノ

ヴ
ィ
ッ
チ
に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
、
常
に
自
分
の
「
合
理
的
な
」

選
択
を
、
そ
の
選
択
と
自
分
の
価
値
観
と
の
整
合
性
に
基
づ
い
て
批
判

的
に
吟
味
す
る
メ
タ
合
理
性
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
と
人
間
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）
を
分
か
つ
も
の
で
あ
る
。

　

A 

I
が
行
う
功
利
主
義
的
な
判
断
も
、
あ
く
ま
で
も
目
的
が
あ
ら
か

じ
め
所
与
に
決
め
ら
れ
た
状
況
の
下
で
そ
の
実
現
を
目
指
す
「
薄
い
合

理
性
」
あ
る
い
は
「
道
具
的
合
理
性
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
だ
け
で
は
様
々
な
社
会
問
題
を
解
決
す
る
の
に
十
分
で
は
な
い
、

と
い
う
批
判
が
可
能
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
議
論
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
私
た
ち
が
よ
り

「
人
間
ら
し
い
」
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
の
制
度
や
シ
ス
テ

ム
は
道
具
的
合
理
性
の
み
で
は
な
く
、
必
ず
メ
タ
合
理
性
が
機
能
す
る

よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が
慣

れ
親
し
ん
で
い
る
近
代
的
な
統
治
シ
ス
テ
ム
、
す
な
わ
ち
「
市
民
的
公

共
性
」
が
機
能
し
て
い
る
よ
う
な
社
会
は
、
少
な
く
と
も
理
念
上
は
、

そ
う
い
っ
た
メ
タ
合
理
性
の
基
盤
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
社
会
に
と
っ
て
ど
う
い
う
目
的
を
追
求
す
べ
き

な
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
公
共
の
場
に
お
け
る
議
論
を
通
じ
て
吟
味
し

な
が
ら
、
あ
る
い
は
歴
史
の
中
で
人
々
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
形
成
さ

れ
て
き
た
判
断
基
準
を
も
と
に
、
よ
り
広
い
合
理
性
の
観
点
か
ら
判
断

す
る
よ
う
な
仕
組
み
が
、
法
の
支
配
や
民
主
主
義
が
き
ち
ん
と
機
能
し

て
い
る
よ
う
な
社
会
に
は
本
来
備
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

図
1
で
は
、
意
思
決
定
や
判
断
に
お
い
て
「
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」

（
直
感
的
で
す
ば
や
い
が
間
違
い
も
多
い
、
「
人
間
臭
い
」
や
り
方
）
に
と
ら

わ
れ
が
ち
な
一
人
ひ
と
り
の
市
民
と
、
そ
れ
ら
の
バ
イ
ア
ス
を
も
踏
ま

え
た
「
広
い
」
合
理
性
の
実
現
を
追
求
す
る
シ
ス
テ
ム
（
具
体
的
に
は

民
主
的
な
議
会
や
政
府
、
N 

G 

O
な
ど
）
と
の
間
に
お
け
る
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
在
り
方
を
、
「
市
民
的
公
共
性
」
に
当
た
る
も
の
と
し
て
と

ら
え
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
必
ず
し
も
そ
う
い
っ
た
「
メ
タ
合
理
性
」

に
裏
付
け
ら
れ
な
い
統
治
シ
ス
テ
ム
が
力
を
持
ち
始
め
て
い
る
こ
と
に

注
意
を
向
け
て
い
る
。
そ
れ
が
図
の
右
に
仮
に
「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
公

共
性
」
と
名
付
け
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
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「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
公
共
性
」
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
統
治
と
は
、

ま
さ
に
「
道
具
的
」
に
、
人
々
の
日
常
の
購
買
行
動
や
S 

N 

S
の
書
き

込
み
な
ど
を
デ
ー
タ
と
し
て
収
集
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
あ
る
特
定
の
目

的
に
沿
っ
た
手
順
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
で
、
人
々
を
社
会
的
に
よ

り
望
ま
し
い
方
向
へ
と
動
機
付
け
る
よ
う
な
ル
ー
ル
や
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
が
形
成
さ
れ
る
、
と
い
う
統
治
の
あ
り
方
を
指
す
。

　

図
1
で
示
し
た
よ
う
な
「
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ベ
ー
ス
の
生
活
世

界
」
と
、
「
メ
タ
合
理
性
ベ
ー
ス
の
シ
ス
テ
ム
」
お
よ
び
「
道
具
的
合

理
性
ベ
ー
ス
の
シ
ス
テ
ム
」
と
の
三
者
の
関
係
は
、
上
記
の
よ
う
な
メ

タ
合
理
性
に
よ
る
道
具
的
合
理
性
の
吟
味
、
と
い
う
関
係
性
を
意
識
し

て
描
か
れ
て
い
る
。
図
で
は
同
時
に
、
生
活
世
界
に
生
き
る
一
人
ひ
と

り
の
市
民
と
、
メ
タ
合
理
性
ベ
ー
ス
の
シ
ス
テ
ム
（
具
体
的
に
は
議
会

や
内
閣
、
N 

G 

O
な
ど
）
と
の
間
に
お
け
る
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
在
り

方
を
、
こ
れ
ま
で
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
「
市
民
的
公
共
性
」

に
当
た
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
先
進
国
・
新
興
国
を
問
わ
ず
現
代
社
会
で
は
、
市
民
的
公

共
性
と
は
異
な
る
形
で
の
市
民
と
統
治
シ
ス
テ
ム
の
間
に
お
け
る
独
自

の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
次
第
に
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。
そ
れ
が
図

2
の
右
側
の
部
分
、
「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
公
共
性
」
と
名
付
け
て
点
線

で
囲
っ
て
い
る
部
分
だ
。
こ
れ
は
、
大
手
I 

T
企
業
、
あ
る
い
は
政
府

が
人
々
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
嗜
好
、
そ
し
て
欲
望
な
ど
を
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
し
て
吸
い
上
げ
、
「
治
安
を
よ
く
す
る
」
「
よ
り
豊
か
に
な
る
」
な

　　　　道具的合理性ベースのシステム

　　メタ合理性ベースのシステム

　　　ヒューリスティックベースの生活世界

市民的公共性による
アルゴリズムの制御

法による規制
（GDPR）

効率的統治
のための
ツール提供

（筆者作成）

市民的
公共性 民意による制約

一般的なルール
としての「法」

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
提
供
に
よ
る

セ
グ
メ
ン
ト
化

個
人
化
さ
れ
た

サ
ー
ビ
ス
提
供

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
公
共
性

図 1　二つの合理性と公共性
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ど
功
利
主
義
的
な
目
的
か
ら
望
ま
し
い
社
会
的
な
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を

設
計
し
、
人
々
の
正
し
い
行
動
を
制
御
し
て
い
く
、
と
い
う
双
方
向
の

秩
序
形
成
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
。

　

図
2
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
公
共
性
に
支
え
ら

れ
た
道
具
的
合
理
性
ベ
ー
ス
の
シ
ス
テ
ム
を
、
市
民
的
公
共
性
に
支
え

ら
れ
た
メ
タ
合
理
性
ベ
ー
ス
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
な
ん
と
か
制
御
し
、

そ
の
暴
走
を
防
ぐ
と
い
う
構
図
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
こ
れ
ま
で
の
人
間

中
心
主
義
的
な
近
代
社
会
の
あ
り
方
と
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速
な
進

歩
が
生
み
出
す
新
し
い
統
治
の
あ
り
方
と
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
、
ほ
ぼ
唯
一
の
方
法
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

四　

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
制
御
す
る
市
民
的
公
共
性

　

こ
こ
で
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
い
わ
ば
「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に

よ
る
人
間
の
支
配
」
を
批
判
す
る
根
拠
と
し
て
の
市
民
社
会
と
い
う
、

「
市
民
社
会
」
の
新
た
な
（
第
四
の
？
）
役
割
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
市

民
社
会
に
よ
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
制
御
」
と
い
う
問
題
意
識
が
具
体
化

さ
れ
た
も
の
が
、
E 

U
に
お
け
る
G 

D 

P 

R
（
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
）

制
定
の
動
き
（
二
〇
一
六
年
に
制
定
、
一
八
年
施
行
）
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

G 
D 
P 
R
は
、
い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

ま
ず
抑
え
て
お
く
べ
き
な
の
は
、
そ
れ
が
「
私
的
財
産
と
し
て
の
個
人

情
報
」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
立
場
か
ら

　　　　道具的合理性ベースのシステム

メタ合理性ベースの
システム

　　　ヒューリスティックベースの生活世界

形式的
正当性

実質的
支配

（筆者作成）

形式的
民主制

一般的なルール
としての「法」

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
提
供
に
よ
る

セ
グ
メ
ン
ト
化

個
人
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
、

実
質
的
な「
法
」と
し
て
の

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
公
共
性

図 2　アルゴリズムによる統治の肥大化
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理
論
的
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
の
が
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
学
者
、
ジ
ャ
ン
・

テ
ィ
ロ
ー
ル
で
あ
る
（
テ
ィ
ロ
ー
ル
、2018

）
。
テ
ィ
ロ
ー
ル
は
、
い
わ

ゆ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
っ
て
一
般
的
な
も
の
と
な
っ

た
事
業
者
と
利
用
者
が
お
互
い
を
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
利

用
者
に
よ
る
個
々
の
業
者
に
対
す
る
評
価
が
、U

ber

や
ト
リ
ッ
プ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
に
所
有
さ
れ
て
い
る

現
状
に
つ
い
て
異
議
を
唱
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
個
々
の
業
者
が
受
け

た
よ
い
評
価
は
、
そ
の
業
者
が
個
人
的
な
努
力
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
も

の
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
業
者
が
別
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
に
登
録

す
る
際
に
、
個
人
の
「
財
産
」
と
し
て
持
ち
運
べ
る
よ
う
な
も
の
で
あ

る
べ
き
だ
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　

テ
ィ
ロ
ー
ル
は
、
こ
う
い
っ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
者
が
提

供
し
た
情
報
そ
の
も
の
と
、
そ
の
情
報
の
処
理
や
加
工
は
明
確
に
区
別

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
前
者
は
提
供
し
た
本
人
に
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
（
持

ち
運
ぶ
こ
と
）
を
含
め
た
所
有
権
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

こ
う
い
っ
た
主
張
や
社
会
の
動
き
は
、
い
ず
れ
も
近
代
的
な
排
他
的
財

産
権
の
概
念
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
き
来
す
る
「
個
人
情

報
」
に
ま
で
拡
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
個
人
の
デ
ー
タ
保
護
を
、
財
産
権
に
と
ど
ま
ら
な
い
よ
り
幅

広
い
概
念
か
ら
と
ら
え
、
デ
ー
タ
社
会
に
お
け
る
新
し
い
人
権
の
在
り

方
を
規
定
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
動
き
も
、
法
学
者
を
中
心
に
広

が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
憲
法
学
者
の
山
本
龍
彦
は
、
A 

I
に
よ
る
認

証
技
術
や
デ
ー
タ
蓄
積
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

を
用
い
て
個
人
の
行
動
の
「
予
測
可
能
性
」
が
高
ま
る
と
、
以
下
の
よ

う
な
人
権
保
護
の
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
問
題
が
生
じ
る
懸
念
が
あ
る
、

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
（
山
本
編
、2018

）
。

　

第
一
は
、A 

I
の
も
つ
デ
ー
タ
あ
る
い
は
判
断
が
も
つ
「
バ
イ
ア
ス
」

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
五
年
にG

oogle

の
画

像
認
識
サ
ー
ビ
ス
（G

oogle Photo

）
が
白
人
に
偏
っ
た
認
識
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
た
た
め
に
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
画
像
を
「
ゴ
リ
ラ
」

と
ラ
ベ
ル
付
け
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
有
名
な
事
例
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
バ
イ
ア
ス
の
存
在
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
差
別
を
再
生
産
な

い
し
助
長
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
は
、
A 

I
に
よ
る
デ
ー
タ
の
蓄
積
及
び
判
断
が
、
「
セ
グ
メ
ン

ト
化
」
、
す
な
わ
ち
個
々
の
人
間
を
「
二
十
代
の
男
性
」
や
「
後
期
高

齢
者
」
と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
「
セ
グ
メ
ン
ト
（
共
通
の
属
性
を
持
っ
た

集
団
）
」
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
A 

I
の
行
う
「
予
測
」
が
、
セ
グ
メ

ン
ト
に
回
収
さ
れ
な
い
個
人
の
特
性
や
潜
在
能
力
が
十
分
考
慮
さ
れ
な

い
ま
ま
行
わ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
点
で
「
個
人
の
尊
厳
」
を
脅
か
す

可
能
性
が
あ
る
。

　

第
三
は
、
A 

I
が
意
思
決
定
を
行
う
際
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
、「
自
分
で
も
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
理
由
」
に
よ
っ

て
ス
コ
ア
付
け
を
さ
れ
た
り
、
行
動
が
制
限
さ
れ
た
り
す
る
問
題
で
あ
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る
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
「
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
理
由
」
に
と
っ
て
自

分
の
行
動
が
決
め
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
す
る
本
能
的
な
警
戒
感
に

関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
山
本
は
、
G 

D 

R 

P
の
よ
う
な
個
人
デ
ー
タ
保
護
の
動
き

を
、
A 

I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
と
個
人
の
尊
重
原
理
と
の
関
係
を
考
え

る
上
で
重
要
な
示
唆
を
含
ん
だ
、
二
十
一
世
紀
の
「
人
権
宣
言
」
だ
と

し
て
評
価
し
、
個
人
の
尊
重
原
理
の
観
点
か
ら
、
特
に
1
．
デ
ー
タ
主

体
が
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
る
権
利
（
二
一
条
）
、

2
．
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
な
ど
の
自
動
処
理
の
み
に
基
づ
き
、
デ
ー
タ

主
体
に
関
す
る
重
要
な
決
定
を
下
さ
れ
な
い
権
利
（
二
二
条
）
、
3
．
公

正
さ
と
透
明
性
の
要
請
（
一
三
条
第
二
項
）
と
い
う
三
つ
の
条
文
が
特

に
重
要
だ
と
評
価
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
三
つ
め
の
「
公
正
さ
と
透
明
性
の
要
請
」
と
は
、
自
動
決

定
の
存
在
お
よ
び
決
定
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
関
す
る
意
味
の
あ
る
情
報
、
そ

の
処
理
の
重
大
性
及
び
デ
ー
タ
主
体
に
及
ぼ
す
と
想
定
さ
れ
る
帰
結
を
、

主
体
に
対
し
て
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
要
請
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
市
民
が
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
示
す
「
道
具
的
合
理
性
」
に

盲
目
的
に
従
う
こ
と
を
拒
否
し
、
「
メ
タ
合
理
性
」
か
ら
の
「
有
意
味

な
決
定
」
の
み
に
従
う
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
条
文
と

し
て
理
解
で
き
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
、「
メ
タ
合
理
性
に
よ
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
制
御
」
に
と
っ

て
重
要
な
の
は
、
そ
の
よ
う
な
市
民
に
よ
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
監
視
・

制
御
を
訴
え
る
主
張
が
、
「
社
会
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
目
的
を
優
先

さ
せ
る
か
」
を
熟
議
に
よ
っ
て
決
め
て
い
く
、
市
民
的
公
共
性
の
存
在

を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
う
い
う
市
民
的
公
共
性

に
よ
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
制
御
、
と
い
う
理
想
が
現
実
に
ど
の
程
度
機

能
し
て
い
く
の
か
、
と
な
る
と
、
決
し
て
楽
観
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

特
に
、
市
民
的
公
共
性
の
基
盤
が
弱
い
社
会
で
は
、
図
2
の
よ
う
に
メ

タ
合
理
性
の
上
に
立
つ
シ
ス
テ
ム
が
形
式
的
に
は
残
っ
て
い
る
も
の
の
、

実
際
は
ほ
と
ん
ど
機
能
せ
ず
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
／
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
的

な
統
治
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
人
々
の
行
動
が
ほ
と
ん
ど
律
せ
ら
れ
て
し

ま
う
、
と
い
う
未
来
図
が
容
易
に
描
け
る
だ
ろ
う

）
4
（

。

　

こ
の
と
き
、
上
述
の
よ
う
な
中
国
に
お
け
る
儒
教
的
な
「
天
理
」
に

よ
る
公
共
性
の
追
求
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
人
間
行
動
の
支
配
へ

の
対
抗
軸
に
な
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
そ
れ
と
結
び
つ
い
て
一
体

化
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
倫
理
的
な
お
墨
付
き
を
与
え
る
可
能
性
が

高
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
寺
田
浩
明
に
よ
れ
ば
、
伝
統
的
な
中
国
社
会
の
法
秩
序
は
、

西
洋
的
な
「
ル
ー
ル
と
し
て
の
法
」
に
対
比
さ
れ
る
「
公
論
と
し
て
の

法
」
と
い
う
概
念
で
理
解
さ
れ
る
（
寺
田
、2018

）
。
こ
の
「
公
論
と
し

て
の
法
」
で
は
、
個
々
の
案
件
に
お
い
て
個
別
の
事
情
や
社
会
情
勢
を

考
慮
し
た
「
公
平
な
裁
き
」
を
実
現
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
重
視
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
「
公
平
な
裁
き
」
を
実
現
で
き
る
の
は

教
養
を
積
ん
で
人
格
的
に
も
優
れ
て
い
る
、
つ
ま
り
一
部
の
「
徳
」
の
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あ
る
人
だ
け
だ
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、
個
人
の
人
格
と
分
か
ち

難
く
結
び
つ
い
た
「
徳
」
に
よ
っ
て
社
会
の
秩
序
を
保
ち
、
公
共
性
を

実
現
す
る
、
と
い
う
伝
統
的
中
国
社
会
の
倫
理
観
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
で
も
、
伝
統
中
国
に
お
け
る
「
公
論
と
し
て
の
法
」
の
名
残
は

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
垣
間
見
ら
れ
る
。
し
ば
し
ば
指
導
者
の
意

向
を
反
映
し
た
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
法
律
よ
り
も
効
力
を
発
揮
し
た

り
、
「
公
正
」
さ
を
求
め
る
民
衆
の
直
接
行
動
が
法
廷
へ
の
提
訴
で
は

な
く
、
上
級
官
庁
・
中
央
官
庁
へ
の
陳
情
（
「
信
訪
」
「
上
訪
」
）
と
い
う

形
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
、「
高
い
徳
を
備
え
た
統
治
者
」
が
直
接
民
衆
（
市
民
）

の
声
を
吸
い
取
り
、
そ
の
意
思
を
反
映
し
た
（
と
称
す
る
）
政
治
を
行

う
反
面
、
言
論
の
自
由
や
人
権
を
求
め
る
運
動
は
厳
し
く
弾
圧
さ
れ
る
、

と
い
う
状
況
は
、
ち
ょ
う
ど
図
2
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
、
市
民
の
「
欲

望
」
を
吸
い
上
げ
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
統
治
が
肥
大
化
し
、
そ
れ

を
「
法
」
に
よ
っ
て
縛
る
は
ず
の
市
民
的
公
共
性
が
や
せ
細
っ
て
い
く
、

と
い
う
構
図
と
パ
ラ
レ
ル
な
現
象
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ

う
。

　

先
ほ
ど
取
り
上
げ
た
G 

D 

P 

R
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
中
国
で
も
二

〇
一
七
年
六
月
か
ら
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
（
中
華
人
民
共
和
国

網
絡
安
全
法
）
」
が
施
行
さ
れ
て
い
る

）
5
（

。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
は
、

I 

T
企
業
に
対
し
て
個
人
情
報
の
保
護
を
定
め
る
点
で
は
G 

D 

P 

R
と

同
じ
性
格
を
持
つ
が
、
デ
ー
タ
の
海
外
持
ち
出
し
や
海
外
企
業
に
よ
る

使
用
を
厳
し
く
規
制
す
る
反
面
、
企
業
に
対
し
国
の
安
全
及
び
犯
罪
捜

査
の
活
動
の
た
め
に
、
技
術
的
サ
ポ
ー
ト
及
び
協
力
を
義
務
づ
け
る
な

ど
、
「
企
業
の
デ
ー
タ
収
集
活
動
に
対
す
る
国
家
介
入
の
正
当
化
」
と

い
う
性
格
が
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る

）
6
（

。

　

そ
こ
に
あ
る
の
は
民
間
企
業
に
よ
る
個
人
情
報
の
取
得
や
そ
れ
を
用

い
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
提
供
を
国
家
が
規
制
す
る
、
と
い
う
姿
勢
で
あ

り
、
G 

D 

P 

R
の
よ
う
な
政
府
が
提
供
す
る
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
も
含
め

た
統
治
シ
ス
テ
ム
を
市
民
が
監
視
す
る
、
と
い
う
発
想
は
基
本
的
に
希

薄
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
情
報
技
術
の
進
展
を
背
景
と
し
た
個
人
情
報
の
保
護

を
め
ぐ
る
法
規
制
の
あ
り
方
に
は
、
欧
州
と
中
国
と
の
間
に
鮮
や
か
な

対
比
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
民
的
公
共
性
の
伝
統
を
持
つ
前
者

で
制
定
さ
れ
た
G 

D 

P 

R
で
は
市
民
自
ら
が
定
め
た
「
ル
ー
ル
と
し
て

の
法
」
に
よ
っ
て
個
人
の
尊
厳
を
脅
か
す
も
の
を
縛
ろ
う
、
と
い
う
発

想
が
濃
厚
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
儒
教
的
な
「
天
理
」
を
通
じ
た
公

共
性
の
実
現
、
あ
る
い
は
有
徳
な
権
威
者
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
「
公
論

と
し
て
の
法
」
の
伝
統
を
持
つ
後
者
で
は
、
個
人
情
報
を
め
ぐ
る
法
規

制
も
あ
く
ま
で
「
民
意
（
＝
天
の
意
思
）
」
を
体
現
し
た
共
産
党
政
権
が

市
民
に
代
わ
っ
て
民
間
大
手
I 

T
企
業
の
暴
走
を
止
め
る
、
と
い
う
姿

勢
が
前
面
に
出
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。



25　●　〈論文〉中国の「監視社会化」と市民社会の役割――梶谷懐

五　

道
具
的
合
理
性
が
暴
走
す
る
と
き

　

前
節
で
見
た
よ
う
な
、
人
々
の
行
動
の
監
視
を
「
道
具
的
合
理
性
」

に
基
づ
い
て
行
う
「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
公
共
性
」
に
対
す
る
市
民
の
監

視
が
不
十
分
で
あ
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。

筆
者
は
、
中
国
の
「
監
視
社
会
化
」
を
、
多
く
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ

る
報
道
が
そ
う
し
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
が
『
一
九
八
四
年
』

で
描
い
た
よ
う
な
冷
戦
期
の
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
る
の

は
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
だ
、
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
う
考
え
て

も
そ
れ
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
で
語
る
こ
と
を
避
け
ら
れ
な
い
事
態
も
生
じ

て
い
る
。
そ
の
も
っ
と
も
深
刻
な
ケ
ー
ス
が
、
少
数
民
族
居
住
地
域
に

お
け
る
統
治
、
な
か
ん
ず
く
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
け
る
状
況
が

そ
れ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
各
地
に
建
設
さ
れ
た
、
大
規
模
な
「
再
教

育
キ
ャ
ン
プ
」
と
呼
ば
れ
る
収
容
施
設
が
世
界
的
な
関
心
を
集
め
て
い

る
。
こ
の
問
題
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
数
生
活
す
る
新
疆
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
で
、
再
教
育
キ
ャ
ン
プ
と
よ
ば
れ
る
非
常
に
大
き
な
収
容
施
設

が
い
く
つ
も
建
設
さ
れ
、
そ
の
中
に
「
イ
ス
ラ
ム
の
過
激
思
想
に
染
ま
っ

て
反
社
会
的
行
動
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
み
な
さ
れ
た
人
々
が
、

職
業
訓
練
や
法
律
な
ど
の
「
再
教
育
」
を
受
け
る
た
め
に
長
期
間
収
用

さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
だ

）
7
（

。

　

中
国
で
は
二
〇
一
五
年
に
「
反
テ
ロ
法
」
が
成
立
し
、
そ
の
法
律
に

基
づ
い
た
新
疆
に
お
け
る
治
安
維
持
活
動
が
本
格
化
す
る
。
上
記
の
収

容
施
設
は
、
ち
ょ
う
ど
の
そ
の
時
期
、
二
〇
一
六
年
初
頭
か
ら
建
設
が

始
ま
り
、
現
自
治
区
党
書
記
の
陳
全
国
氏
が
就
任
し
た
同
年
夏
か
ら
か

ら
自
治
区
全
体
に
広
が
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
に
な
る

と
、
そ
の
存
在
が
海
外
に
住
む
亡
命
ウ
イ
グ
ル
人
や
人
権
団
体
の
間
に

伝
わ
っ
て
い
き
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
そ
の
深
刻
さ
が
報
道
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

二
〇
一
八
年
夏
に
開
か
れ
た
国
連
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
で
、
米
マ

ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル
委
員
が
ウ
イ
グ
ル
人
や
カ
ザ
フ
人
を
は
じ
め
と
し
た
イ

ス
ラ
ム
教
徒
一
〇
〇
万
人
以
上
が
収
容
施
設
に
送
ら
れ
た
疑
い
が
あ
る

と
懸
念
を
表
明
し
、
世
界
的
に
も
関
心
が
高
ま
っ
た
。
当
初
施
設
の
存
在

を
否
定
し
て
い
た
中
国
政
府
も
、
そ
の
後
は
「
再
教
育
の
た
め
に
必
要
な

施
設
」と
い
う
主
張
に
転
じ
、
同
年
十
月
十
日
に
は
施
設
建
設
の
法
的
根

拠
と
な
る
「
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
脱
過
激
化
条
例
」
の
改
正
版
を
公
布

し
て
い
る
（
「
『
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
去
極
端
化
条
例
』
公
布
施
行
」
二
〇
一
八

年

十

月

十

日
、https://w

w
w.guancha.cn/politics/2018_10_10_474949.

shtm
l

、
二
〇
一
九
年
三
月
十
日
ア
ク
セ
ス
）
。
し
か
し
、
施
設
に
収
容
さ
れ

て
い
た
当
事
者
の
証
言
が
少
し
ず
つ
明
る
み
に
出
る
の
に
従
い
、
そ
の

実
態
が
中
国
政
府
の
主
張
す
る
も
の
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
自
由
な
取
材

が
許
さ
れ
な
い
中
で
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
や
観
光
客
と
し
て
現
地
を
訪
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れ
た
人
た
ち
に
よ
る
旅
行
記
が
、
中
国
の
他
の
都
市
に
輪
を
か
け
た
「
監

視
」
の
徹
底
ぶ
り
、
な
ら
び
に
そ
れ
が
あ
か
ら
さ
ま
に
ム
ス
リ
ム
系
の

少
数
民
族
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る

）
8
（

。

　

こ
の
問
題
は
、
民
族
の
独
自
の
文
化
や
歴
史
、
宗
教
的
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
抑
圧
、
と
い
う
側
面
や

）
9
（

、
地
域
が
抱
え
る
貧
困
や
就
業
な

ど
と
い
っ
た
経
済
的
な
側
面
な
ど
、
い
く
つ
か
の
異
な
る
側
面
か
ら
語

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
本
論
文
の
テ
ー
マ
で
あ
る
監

視
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た
統
治
の
い
わ
ば
「
実
験
場
」
と
し
て
の

側
面
の
み
簡
単
に
論
じ
て
お
こ
う
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
通
じ
た
「
監
視
」
が
、
政

府
に
よ
る
人
々
の
生
活
へ
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
介
入
と
強
く

結
び
つ
い
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
六
年
ご
ろ
か

ら
は
、
住
民
の
ス
マ
ホ
に
ス
パ
イ
ウ
ェ
ア
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
義
務
付

け
る
な
ど
I 

C 

T
（
情
報
通
信
技
術
）
を
用
い
た
個
人
情
報
の
収
集
、

さ
ら
に
は
D 

N 

A
や
虹
彩
の
デ
ー
タ
、
お
よ
び
話
し
声
や
歩
き
方
な
ど

の
い
わ
ゆ
る
生
体
情
報
の
収
集
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら

も
民
生
の
向
上
、
と
い
う
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
介
入
と
結
び
つ

け
ら
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
D 

N 

A
サ
ン
プ
ル
な
ど
は
、
多
く

の
人
が
無
料
で
受
け
た
健
康
診
断
プ
ロ
グ
ラ
ム
「Physicals for All

（
全

民
健
康
体
検
）
」
の
際
に
収
集
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
て

い
る

）
10
（

。

　

こ
の
よ
う
な
生
体
情
報
の
収
集
を
通
じ
た
個
人
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
に
よ
り
、
新
疆
で
は
特
定
の
人
々
を
何
ら
か
の
属
性
を
持
っ
た
集
団

と
し
て
抽
出
す
る
セ
グ
メ
ン
ト
化
が
究
極
ま
で
進
ん
で
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
特
定
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
「
犯
罪
率
が
高
い
」な
ど
の
レ
ッ

テ
ル
を
貼
り
、
常
に
監
視
の
対
象
と
す
る
、
果
て
は
そ
の
自
由
を
奪
う
。

さ
ら
に
は
そ
う
い
っ
た
一
連
の
行
為
を
社
会
の
安
定
化
の
た
め
に
仕
方

が
な
い
の
だ
、
と
い
う
デ
ー
タ
至
上
主
義
的
な
「
予
測
原
理
」
に
よ
っ

て
正
当
化
を
行
う
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
第
三
節
の
図
2
が
示
し
て
い

る
た
よ
う
な
「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
公
共
性
」
が
肥
大
化
し
た
社
会
に
お

い
て
人
間
の
尊
厳
が
大
規
模
に
奪
わ
れ
る
実
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
異
様
な
状
況

に
つ
い
て
明
ら
か
な
の
は
、
そ
こ
で
は
社
会
を
安
定
さ
せ
る
、
と
い
っ

た
目
的
が
疑
う
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
与
え
ら
れ
て
お
り
、
全

て
は
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
目
的
を
達
成
す
る
際
に
発
揮
さ
れ
る
、「
道

具
的
合
理
性
」
に
過
ぎ
な
い
。
社
会
の
安
定
性
の
向
上
と
い
う
目
的
を
、

多
く
の
人
々
の
人
権
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
苦
痛
を
与
え
て
ま
で
実
現

す
る
こ
と
が
果
た
し
て
本
当
に
「
正
し
い
」
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
そ

こ
で
は
決
し
て
問
わ
れ
な
い
か
ら
だ
。

　

そ
う
い
っ
た
「
メ
タ
合
理
性
」
の
立
場
か
ら
治
安
の
目
的
自
体
を
問

う
の
は
、
本
来
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
学
者
そ
れ
に
作
家
な
ど
、
知
識

人
の
役
割
で
あ
る
。
し
か
し
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
有
力
な
知
識
人
層
は
こ

と
ご
と
く
拘
束
さ
れ
た
り
、
自
由
な
発
言
の
機
会
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
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か
と
い
っ
て
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
漢
人
の
知
識
人
も
、
い
つ
災
い
が

自
分
の
身
に
降
り
か
か
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
状
況
の
下
で
は
、
事

実
上
こ
の
問
題
に
つ
い
て
発
言
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
と
い
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
い
て

い
わ
ば
「
道
具
的
合
理
性
の
暴
走
」
と
も
い
う
べ
き
現
象
を
も
た
ら
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め
―
―
中
国
の「
監
視
社
会
化
」と
わ
た
し
た
ち

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
中
国
社
会
が
西
欧
と
は
異
な
り
「
公
」
と
「
私
」

の
分
裂
が
解
消
し
が
た
く
、
市
民
的
公
共
性
の
実
現
が
困
難
だ
、
と
い

う
伝
統
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
近
年
の

中
国
で
は
「
公
」
と
「
私
」
の
ズ
レ
を
、
利
便
性
を
重
視
し
た
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ
に
人
々
が
自
発
的
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
さ
せ
る
方
向

に
向
か
い
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
結
果
中
国
社
会
は
次
第
に

お
行
儀
よ
く
、
予
測
可
能
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問

題
提
起
を
行
っ
た
。

　

た
だ
そ
の
こ
と
は
、
企
業
や
政
府
が
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
行

う
「
こ
の
よ
う
に
振
る
舞
え
ば
よ
り
幸
福
に
な
り
ま
す
よ
」
と
い
う
提

案
（
ナ
ッ
ジ
）
や
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に
対
す
る
懐
疑
、
ま
た
そ
の
こ
と

が
人
間
の
尊
厳
を
奪
っ
て
し
ま
う
こ
と
の
制
限
と
監
視
を
行
う
は
ず
の

市
民
社
会
の
基
盤
を
欠
い
た
ま
ま
、
道
具
的
合
理
性
の
み
に
基
づ
い
た

統
治
の
技
術
の
み
が
進
化
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
危
う
さ
を
は
ら
ん
で

い
る
。
中
国
社
会
で
は
す
で
に
そ
う
い
っ
た
「
道
具
的
合
理
性
」
、
そ

れ
に
支
え
ら
れ
た
「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
公
共
性
」
の
暴
走
が
現
実
に
起

き
て
お
り
、
そ
の
最
大
の
象
徴
が
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
け
る
再

教
育
キ
ャ
ン
プ
に
象
徴
さ
れ
る
テ
ュ
ル
ク
系
住
民
に
対
す
る
自
由
の
は

く
奪
の
問
題
な
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
、
そ
う
い
っ
た
「
道
具
的
合
理
性
の
暴
走
」
は
中
国
の
よ
う
な

社
会
主
義
の
一
党
独
裁
国
家
だ
か
ら
起
き
る
こ
と
で
、
そ
う
で
は
な
い

わ
れ
わ
れ
の
社
会
と
は
無
関
係
な
の
だ
、
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

よ
り
便
利
に
快
適
に
な
り
た
い
と
い
う
人
々
の
欲
望
を
吸
い
上
げ
る
形

で
人
々
が
好
み
や
属
性
に
従
っ
て
セ
グ
メ
ン
ト
化
・
階
層
化
さ
れ
、
お

互
い
に
関
心
を
持
た
な
く
な
る
こ
と
で
、
階
層
が
固
定
化
さ
れ
る
。
さ

ら
に
は
階
層
の
固
定
化
を
社
会
の
安
定
化
の
た
め
に
仕
方
が
な
い
の
だ
、

と
い
う
現
状
追
認
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
正
当
化
す
る
。
こ
れ
は
ど
の

社
会
で
も
起
き
う
る
こ
と
で
あ
る
。

　

現
代
の
監
視
社
会
化
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ

我
々
の
社
会
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
を
考
え

る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が
肯
定
す
る
か
ど
う
か
に

か
か
わ
ら
ず
A 

I
を
含
む
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
進
歩
を
続
け
て
い
く
。
こ

の
よ
う
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
そ
れ
を
社
会
実
装
し
た
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

が
人
々
の
行
動
パ
タ
ー
ン
や
、
考
え
方
ま
で
も
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る

か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
現
在
中
国
で
起
き
て
い
る
こ
と
、
特
に
新
疆
ウ
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イ
グ
ル
自
治
区
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
、
少
し
ず
つ
で
も
そ
の
関
心
を

向
け
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

（
か
じ
た
に
・
か
い
／
現
代
中
国
経
済
論
）

注（
1
） 

例
え
ば
、
二
〇
一
六
年
九
月
に
は
「
失
信
被
執
行
人
」
に
対
す
る
警
告
お

よ
び
懲
戒
制
度
を
整
備
す
る
国
務
院
の
文
書
（
中
共
中
央
弁
公
庁
・
国
務
院

弁
公
庁
印
発
「
于
加
快
推
進
失
信
被
執
行
人
信
用
监
監
督
、
警
示
和
懲
戒
規

制
建
設
的
意
見
」
二
〇
一
六
年
九
月
二
十
五
日
。http://w
w

w.gov.cn/
zhengce/2016-09/25/content_5111921.htm

、
二
〇
一
九
年
三
月
十
日
ア

ク
セ
ス
）
が
公
表
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
一
八
年
三
月
に
は
国
家
発
展
改
革
委

員
会
に
よ
っ
て
、
五
月
一
日
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
や
パ
ス
ポ
ー
ト
の
偽
造
、
著
し

い
迷
惑
行
為
な
ど
の
問
題
行
動
を
起
こ
し
た
人
物
（
「
失
信
被
執
行
人
」
）
は

飛
行
機
や
鉄
道
の
チ
ケ
ッ
ト
が
買
え
な
く
な
る
、
と
い
う
通
達
が
出
さ
れ
た

（
「
関
于
在
一
定
期
限
内
適
当
限
制
特
定
厳
重
失
信
人
乗
坐
火
車 

推
動
社
会

信
用
体
系
建
設
的
意
見
」
発
改
財
金
〔2018

〕
三
八
四
号
、
三
月
二
日
。

http://w
w

w.ndrc.gov.cn/zcfb/zcfbtz/201803/t20180316_879618.htm
l?

fbclid=Iw
AR

2yB2R
cm

w
J0AsG

P4eN
0d6Z

7aY5X
K

JeK
Lv6yuhPyV

vT-
C

vK
kR

reb7dO
3L1A

、
二
〇
一
九
年
三
月
十
日
ア
ク
セ
ス
）
。

（
2
） 

た
だ
し
、
江
蘇
省
蘇
州
市
な
ど
一
部
の
都
市
で
政
府
の
提
供
す
る
市
民
の

行
動
を
評
価
し
て
ス
コ
ア
付
け
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
ア
ン
ト
・
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
が
請
け
負
う
動
き
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
「
蘇
州
打
造〝
桂
花
分
〞

個
人
信
用
評
価
体
系
」
『
中
国
江
蘇
網
』
二
〇
一
八
年
七
月
十
五
日
、

https://baijiahao.baidu.com
/s?id=1606013999839208017&

w
fr=spider

&
for=pc&

fbclid=Iw
AR

34ZO
uzR

D
O

Apzua8tt9R
Ebd5aU

ecy1niLC
tC

6 L1lFEgsS8d3yP8jO
atvW

g

、
二
〇
一
九
年
三
月
九
日
ア
ク
セ
ス
）
。

（
3
） 

中
国
の
「
社
会
信
用
シ
ス
テ
ム
」
が
持
つ
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ク
な
性
格

に
つ
い
て
は
、
堀
内
（2019

）
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
） 

ユ
ヴ
ァ
ル
・
ハ
ラ
リ
の
『
ホ
モ
・
デ
ウ
ス
』
が
描
く
、
現
在
の
「
人
間
至

上
主
義
」
の
世
界
が
終
わ
っ
た
後
に
続
く
と
さ
れ
る
「
デ
ー
タ
至
上
主
義
」

の
世
界
像
が
、
図
2
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
統
治
が
肥
大
化
し
た
社
会
の

イ
メ
ー
ジ
に
近
い
も
の
だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
（
ハ
ラ
リ
、2018

）
。

（
5
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
中
国

語
の
条
文
と
日
本
語
訳
の
対
訳
が
入
手
で
き
る
。
「
中
華
人
民
共
和
国
網
絡

安
全
法
／
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
安
全
法
」https://w

w
w.jetro.go.jp/ext_im

ages/
w

orld/asia/cn/law
/pdf/others_005.pdf

、
二
〇
一
九
年
三
月
十
日
ア
ク
セ
ス
。

（
6
） 

ま
た
、
二
〇
一
八
年
五
月
か
ら
「
個
人
情
報
安
全
規
範
」
も
施
行
さ
れ
（
「
信

息
安
全
技
術
／
個
人
信
息
安
全
規
」
全
国
信
息
安
全
標
準
化
技
術
委
员
会
二

〇
一
七
年
十
二
年
二
十
九
日
公
布
、
二
〇
一
八
年
五
月
一
日
実
施
。https://

w
w

w.tc260.org.cn/upload/2018-01-24/1516799764389090333.pdf

、

二
〇
一
九
年
三
月
十
日
ア
ク
セ
ス
）
、
企
業
が
個
人
デ
ー
タ
を
扱
う
場
合
の

規
則
に
は
一
層
の
制
限
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
般
消
費
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
の
高
ま
り
が
、
個
人
情
報
保
護
の
名
を
借
り
た
政
府
に
よ

る
民
間
企
業
の
活
動
制
限
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
も
あ

る
（
山
谷
、2018

）
。

（
7
） 

こ
の
問
題
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
報
道
機
関
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が

自
由
な
取
材
を
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
人
権
団
体
な
ど
や
そ
の

協
力
者
が
当
局
の
目
を
か
い
く
ぐ
っ
て
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、
海
外
亡

命
者
に
よ
る
証
言
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
深
刻
な
事
態
が
次
第
に
明
ら
か
に

な
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
れ
ら
の
証
言
者
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
事
実
は
政
府
や
政
府
系
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
も
の
と

は
大
き
な
距
離
が
あ
る
こ
と
、
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

（
8
） 

海
外
か
ら
の
相
次
ぐ
批
判
に
政
府
当
局
は
最
近
に
な
っ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
取
材
を
受
け
入
れ
、
再
教
育
キ
ャ
ン
プ
内
で
の
生
活
が
快
適
で
、
批
判

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
強
制
収
容
所
」
で
は
な
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
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と
し
て
い
る
。
一
方
で
、
そ
う
い
っ
た
視
察
を
受
け
入
れ
る
際
に
は
、
有
刺

鉄
線
や
収
容
者
の
部
屋
に
あ
る
監
視
カ
メ
ラ
、
ド
ア
や
窓
に
取
り
付
け
て

あ
っ
た
鉄
板
な
ど
を
撤
去
す
る
な
ど
の
「
や
ら
せ
」
が
行
わ
れ
て
い
る
、
と

い
う
指
摘
も
あ
る
（
水
谷
、2019

）
。

（
9
） 
「
再
教
育
」
の
た
め
の
施
設
に
は
成
功
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
著
名
な
大

学
教
授
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
作
家
や
音
楽
家
な
ど
社
会
の
一
線
で
活
躍
す

る
人
々
が
多
数
収
容
さ
れ
て
い
る
（
水
谷
、2018

）
。
そ
こ
に
は
二
〇
一
八

年
に
来
日
し
て
講
演
を
行
っ
た
ヌ
ー
リ
・
テ
ィ
ッ
プ
氏
の
兄
、
タ
シ
ポ
ラ
ッ

ト
・
テ
ィ
ッ
プ
氏
の
よ
う
に
日
本
で
の
留
学
経
験
が
あ
り
、
新
疆
大
学
の
学

長
を
務
め
た
人
物
も
含
ま
れ
て
い
る
（
長
岡
、2018

）
。
彼
（
女
）
ら
の
多

く
は
「
過
激
思
想
」
の
持
ち
主
な
ど
で
は
な
い
、
体
制
内
部
で
そ
れ
な
り
の

地
位
を
得
て
い
た
人
た
ち
で
あ
る
。

（
10
） 

「
中
国
―
―
少
数
民
族
か
ら
D 
N 
A
サ
ン
プ
ル
を
数
百
万
人
規
模
で
採
取
」

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
・
ウ
ォ
ッ
チ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
二
〇
一
七
年
十
二
月

十
三
日
。https://w

w
w.hrw.org/ja/new

s/2017/12/13/312755

、
二
〇
一

九
年
三
月
九
日
ア
ク
セ
ス
。
二
〇
一
七
年
に
は
、
新
疆
の
全
体
で
七
四
・
一
％
、

カ
シ
ュ
ガ
ル
市
で
は
九
九
・
四
七
％
が
こ
の
検
査
を
受
け
た
と
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
「
新
疆
―
―
二
〇
一
七
年
全
民
健
康
体
検
工
作
全
部
完
成
」
中
華
人

民
共
和
国
中
央
人
民
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
二
日
、

http://w
w

w.gov.cn/xinw
en/2017-11/02/content_5236389.htm

、
「

新

疆
喀
什
市
推
進
全
民
免
費
健
康
体
験
」
『
中
国
共
産
党
新
聞
網
』
二
〇
一
七

年
十
二
月
十
二
日
、http://cpc.people.com

.cn/n1/2017/1212/c415067-
29701818.htm

l

、
い
ず
れ
も
二
〇
一
九
年
三
月
九
日
ア
ク
セ
ス
。
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人
信
用
情

報
業
界
が
規
範
化
へ
―
―
中
央
銀
行
は
引
き
続
き
主
導
権
を
握
る
」
『
三
菱

U 

F 

J
銀
行
（
中
国
）
経
済
週
報
』
、
第
三
八
八
期

辻
中
豊
・
李
景
鵬
・
小
島
華
津
子
（2014

）
『
現
代
中
国
の
市
民
社
会
・
利
益

団
体
―
―
比
較
の
中
の
中
国
』
木
鐸
社

成
瀬
治
（1984

）
『
近
代
市
民
社
会
の
成
立
―
―
社
会
思
想
史
的
考
察
』
歴
史

学
選
書
（
8
）
、
東
京
大
学
出
版
会

テ
ィ
ロ
ー
ル
、
ジ
ャ
ン
（2018

）
『
良
き
社
会
の
た
め
の
経
済
学
』
村
井
章
子
訳
、

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
、
ユ
ル
ゲ
ン
（1994

）
『
公
共
性
の
構
造
転
換　

第
二
版
』
細

谷
貞
雄
・
山
田
正
行
訳
、
未
來
社

平
田
清
明
（1969

）
『
市
民
社
会
と
社
会
主
義
』
岩
波
書
店
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長
岡
義
博
（2018

）
「
ウ
イ
グ
ル
絶
望
収
容
所
で
「
死
刑
宣
告
」
さ
れ
た
兄
を

想
う
」『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
』
二
〇
一
八
年
十
一
月
八
日
（https://

w
w

w.new
sw

eekjapan.jp/stories/w
orld/2018/11/post-11257.php

）

ハ
ラ
リ
、
ユ
ヴ
ァ
ル
（2018

）
『
ホ
モ
・
デ
ウ
ス
』
（
上
、
下
）
柴
田
裕
之
訳
、

河
出
書
房
新
社

堀
内
進
之
介
（2019

）
「
情
報
技
術
と
規
律
権
力
の
交
差
点
―
―
中
国
の
「
社

会
信
用
シ
ス
テ
ム
」
を
紐
解
く
」
『SYN

O
D

O
S

』
二
〇
一
九
年
一
月
一
日

（https://synodos.jp/international/22353

、
二
〇
一
九
年
三
月
十
日
ア
ク
セ

ス
）

水
谷
尚
子
（2018

）
「
ウ
イ
グ
ル
収
容
施
設
の
惨
状
」
『
週
刊
金
曜
日
』
十
二
月

十
四
日
号

水
谷
尚
子
（2019

）
「
共
産
党
の
網
を
か
い
く
ぐ
り
ウ
イ
グ
ル
支
持
の
輪
は
広

が
る
」『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版
』
二
〇
一
九
年
二
月
二
十
二
日
（https://

w
w

w.new
sw

eekjapan.jp/stories/w
orld/2019/02/-12-12.php

、
二
〇
一
九

年
三
月
十
日
ア
ク
セ
ス
）

山
本
龍
彦
編
著
（2018

）
『
A 

I
と
憲
法
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社

山
谷
剛
史
（2018

）「
中
国
の
個
人
情
報
保
護
の
動
き
と
行
き
過
ぎ
へ
の
不
安
」

『Z
D

N
et JAPAN

』
二
〇
一
八
年
十
二
月
十
二
日
（https://japan.zdnet.

com
/article/35129999/?fbclid=Iw

A
R

1Ekg7a4pU
JH

_p4_C
dFtH

m
_

T
bo9w

jN
uXQ

T-SIm
huG

t1PPJX
gckfvN

H
w

O
M

、
二
〇
一
九
年
一
月
三

十
日
ア
ク
セ
ス
）

吉
川
浩
満
（2018

）
『
人
間
の
解
剖
は
サ
ル
の
解
剖
の
た
め
の
鍵
で
あ
る
』
河

出
書
房
新
社

李
妍
焱
（2012

）
『
中
国
の
市
民
社
会
―
―
動
き
出
す
草
の
根
N 

G 

O
』
岩
波

新
書

李
妍
焱
（2018

）
『
下
か
ら
構
築
さ
れ
る
中
国
―
―
「
中
国
的
市
民
社
会
」
の

リ
ア
リ
テ
ィ
』
明
石
書
店

C
reem

ers, R
ogier (2018

）, “C
hina ’s Social C

redit System
: A

n Evolving 

Practice of C
ontrol: An Evolving Practice of C

ontrol ”, SSRN
 Electronic 

Journal.
H

um
an R

ights W
atch (2018), “Eradicating Ideological V

iruses” C
hina’s 

C
am

paign of Repression Against Xinjiang’s M
uslim

s, Septem
ber 2018.

キ
ー
ワ
ー
ド　

監
視
社
会
、
市
民
社
会
、
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
化
、
習
近
平
政
権
、
中
国
社
会
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一　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
思
想
史
研
究
へ
む
け
て

　

本
稿
は
琉
球
列
島
・
沖
縄
の
先
史
時
代
か
ら
現
在
に
い
た
る
歴
史
を

概
観
し
な
が
ら
、
社
会
思
想
史
研
究
お
よ
び
市
民
社
会
論
の
ア
ジ
ア
に

た
い
す
る
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
非
欧
米
の
第
三
世
界
の
社
会
思
想
に
た
い
す

る
認
識
や
そ
の
将
来
展
望
を
め
ぐ
る
洞
察
が
い
っ
そ
う
豊
か
に
な
り
、

〈
ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
会
思
想
史
研
究
〉
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
鍛

え
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
問
い
の
設
定
の
た
め
に
、
古
典
的
な
意
味
で
の
社
会
思
想
と
、

そ
の
研
究
で
主
流
と
な
っ
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
ざ
っ
と
要
約
し
て
み
よ
う
。

社
会
思
想
史
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
社
会
」
は
、
近
代
西
欧
の
〈
国
家
vs

社
会
〉
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
、
権
力
の
超
越
論
的
な
形
態
か
ら
の

自
由
な
領
域
と
し
て
設
定
さ
れ
た

）
1
（

。
そ
し
て
西
欧
近
代
国
家
の
柱
と
な

る
啓
蒙
思
想
（
立
憲
国
家
、
市
民
社
会
、
超
国
家
組
織
な
ど
）
や
そ
の
止

揚
を
目
ざ
す
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
な
ど
が
研
究
テ
ー
マ
の
王
道
と
さ
れ
、

「
市
民
社
会
」
は
こ
れ
ら
の
思
想
を
担
い
国
家
を
形
成
し
、
あ
る
い
は

抵
抗
・
刷
新
し
て
い
く
主
体
と
さ
れ
た
。
一
方
、
欧
米
列
強
の
帝
国
主

義
と
敗
戦
後
の
占
領
改
革
に
追
従
す
る
位
置
に
立
っ
た
近
現
代
の
日
本

に
あ
っ
て
は
、
上
記
の
近
代
思
想
の
研
究
や
普
及
を
お
こ
な
い
、
ア
ジ

ア
に
お
い
て
も
市
民
社
会
の
育
成
や
民
主
的
な
国
家
形
成
を
促
進
す
る

こ
と
が
社
会
思
想
史
研
究
の
主
た
る
職
務
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
あ
る

い
は
、
西
欧
近
代
と
は
様
相
を
異
に
す
る
自
生
的
な
ア
ジ
ア
の
近
代
を

〈
特
集
〉
東
ア
ジ
ア
の
市
民
社
会　

〈
論
文
〉

国
家
に
〈
し
な
い
〉
、
乗
り
捨
て
る

【
琉
球
・
沖
縄
に
お
け
る
海
域
の
社
会
思
想
】

森 

宣
雄
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発
掘
し
、
近
代
性
の
概
念
を
多
元
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
て
き
た
。

　

こ
れ
に
た
い
し
琉
球
・
沖
縄
の
社
会
運
動
・
思
想
は
、
く
わ
し
く
は

後
に
論
じ
る
が
、
上
記
の
近
代
啓
蒙
思
想
や
マ
ル
ク
ス
主
義
の
よ
う
な

一
元
的
な
思
想
体
系
の
も
と
で
〈
国
家
―
社
会
〉
を
構
想
・
形
成
す
る

こ
と
に
距
離
を
置
い
て
き
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
（
以
下
、
「
琉
球
」
は

奄
美
諸
島
か
ら
先
島
諸
島
に
い
た
る
琉
球
列
島
と
そ
の
文
化
圏
、
な
い
し
琉
球

王
国
の
社
会
を
指
し
、
「
沖
縄
」
は
沖
縄
島
な
い
し
近
現
代
の
沖
縄
県
の
社
会

を
指
す
。
沖
縄
県
に
は
奄
美
諸
島
は
含
ま
れ
な
い
）
。
だ
が
、
に
も
か
か
わ

ら
ず
現
在
の
沖
縄
社
会
は
、
近
代
啓
蒙
思
想
の
精
華
と
も
位
置
づ
け
ら

れ
る
立
憲
的
運
動
、
市
民
運
動
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
相
互

扶
助
な
ど
を
実
態
的
に
展
開
さ
せ
て
い
る
（
本
稿
第
四
節
）
。
そ
れ
ら
は

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
世
界
最
強
の
軍
隊
で
あ
る
米
軍
の
無
期
限
・
無

制
約
の
占
領
統
治
を
大
衆
的
な
日
本
復
帰
運
動
に
よ
っ
て
終
わ
ら
せ
た

歴
史
の
延
長
線
上
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
沖
縄
は
日
本
の

市
民
的
抵
抗
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
も
目
さ
れ
て
き
た
。

　

た
と
え
ば
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
沖
縄
の
日
本
復
帰
の
前
後
、「
沖

縄
ほ
ど
憲
法
が
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
、
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
な
い
」
と

し
て
、
「
理
想
の
実
現
に
は
程
遠
い
本
土
の
憲
法
状
況
を
ふ
ま
え
、
今

こ
そ
沖
縄
に
お
い
て
憲
法
の
実
現
を
期
し
、
機
会
あ
る
ご
と
に
県
民
の

力
に
支
え
ら
れ
た
個
々
の
権
利
闘
争
を
積
み
上
げ
て
局
面
の
打
開
を
図

る
べ
き
で
あ
る
」
と
、
沖
縄
の
日
本
国
参
入
を
テ
コ
に
し
た
日
本
全
体

の
立
憲
的
民
主
化
を
く
り
返
し
提
言
し
た

）
2
（

。
ま
た
、
現
代
ア
メ
リ
カ
の

代
表
的
な
東
ア
ジ
ア
研
究
者
で
あ
っ
た
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

は
、
多
く
の
国
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
著
書
の
な
か
で
、
沖
縄
は

「
住
民
が
自
力
で
勝
ち
取
っ
た
民
主
主
義
を
み
ず
か
ら
享
受
し
て
い
る

日
本
で
唯
一
の
地
域
社
会
で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
た

）
3
（

。

　

こ
こ
に
は
あ
る
種
の
ね
じ
れ
と
ゆ
が
み
が
伏
在
し
て
い
る
。
西
欧
の

国
家
形
成
／
対
抗
の
主
体
と
し
て
市
民
社
会
が
設
定
さ
れ
た
よ
う
に
、

沖
縄
に
も
民
主
主
義
を
生
み
だ
す
何
か
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
沖

縄
社
会
の
内
部
に
は
近
代
的
な
社
会
思
想
の
自
生
的
な
生
成
も
、
被
啓

蒙
的
な
吸
収
や
定
着
も
あ
ま
り
見
い
だ
せ
な
い
。
そ
の
結
果
、
沖
縄
の

民
主
的
抵
抗
の
動
向
は
長
き
に
わ
た
り
リ
ベ
ラ
ル
な
新
聞
雑
誌
で
注
目

の
的
で
あ
り
つ
づ
け
て
き
た
が
、
お
お
む
ね
時
事
的
な
関
心
に
と
ど
ま

り
、
歴
史
的
思
想
的
な
背
景
が
掘
り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
も
、
理
解
を
深

め
ら
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
し
て
日
本
政
府
に
よ
る
沖

縄
の
自
治
や
民
主
主
義
の
否
定
が
新
聞
の
紙
面
を
か
ざ
る
一
方
、
上
引

の
コ
メ
ン
ト
で
い
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
、
「
住
民
が
自
力
で
勝
ち
取
っ

た
民
主
主
義
」
が
な
く
「
理
想
の
実
現
に
は
程
遠
い
本
土
の
憲
法
状
況
」

は
、
そ
の
ま
ま
に
漸
次
的
後
退
を
つ
づ
け
、
い
ま
で
は
改
憲
プ
ロ
セ
ス

の
発
動
を
待
つ
段
階
に
い
た
っ
て
い
る
。

　

社
会
思
想
史
研
究
が
事
実
上
は
欧
米
思
想
史
研
究
の
別
名
で
あ
り
、

か
の
地
の
近
代
国
家
と
市
民
社
会
に
範
を
と
っ
た
輸
入
学
問
と
し
て
本

質
的
に
そ
の
範
囲
を
超
え
る
こ
と
な
く
終
始
す
る
な
ら
ば
、
第
三
世
界

の
非
欧
米
的
な
社
会
の
動
き
が
置
き
去
り
に
な
る
の
も
い
た
し
方
な
い
。
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近
代
化
論
や
市
民
社
会
論
、
マ
ル
ク
ス
主
義
革
命
論
な
ど
に
適
合
し
な

い
部
分
は
専
門
外
と
し
て
関
知
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

本
誌
が
今
号
に
お
い
て
「
東
ア
ジ
ア
の
市
民
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
立
て

た
こ
と
に
は
、
日
本
を
ふ
く
む
東
ア
ジ
ア
の
枠
外
に
立
っ
て
立
憲
民
主

主
義
の
漸
次
的
衰
退
を
拱
手
傍
観
す
る
よ
う
な
姿
勢
を
乗
り
こ
え
よ
う

と
す
る
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
意
志
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
近
代
西
欧
的
な
市
民
社

会
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
表
面
的
に
は
市
民

社
会
概
念
の
変
種
と
も
流
用
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
東
ア
ジ
ア
の
市

民
社
会
」
の
発
現
が
、
概
し
て
西
欧
性
と
も
近
代
性
と
も
無
縁
な
と
こ

ろ
か
ら
発
し
、
社
会
思
想
を
発
展
さ
せ
つ
づ
け
て
き
た
と
い
う
道
す
じ

を
、
沖
縄
の
事
例
か
ら
提
起
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

ま
ず
も
っ
て
沖
縄
が
日
本
の
民
主
主
義
の
先
頭
に
立
つ
と
い
わ
れ
な
が

ら
そ
の
社
会
思
想
が
学
問
上
の
関
心
対
象
に
な
り
え
な
い
と
い
う
ね
じ

れ
を
正
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
近
代
西
欧
を
標
準

と
し
た
社
会
思
想
史
研
究
を
、
真
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
価
値
基
盤
の
上
に

置
き
な
お
す
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
改
廃
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い

う
の
も
、
古
典
的
な
社
会
思
想
史
の
世
界
観
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
、

近
代
西
欧
と
は
対
照
的
な
海
域
の
群
島
社
会
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
ア

ジ
ア
の
〈
自
生
的
な
社
会
思
想
史
研
究
〉
が
成
立
し
、
ひ
い
て
は
第
三

世
界
に
お
け
る
民
主
主
義
や
自
治
の
来
歴
と
展
望
を
適
切
に
と
ら
え
う

る
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
が
ひ
ら
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

二　

戦
後
沖
縄
に
お
け
る
社
会
思
想

　

沖
縄
に
お
け
る
民
主
主
義
の
発
展
を
跡
づ
け
る
際
、
主
と
し
て
注
目

さ
れ
て
き
た
の
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
米
軍
占
領
統
治
か
ら
の
日
本
復

帰
運
動
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
市
民
社
会
論
と
沖
縄
の
つ
な
が
ら
な
さ

に
つ
い
て
明
確
に
す
る
課
題
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
戦
後
沖
縄
の
歩
み

を
ふ
り
返
っ
て
い
き
た
い

）
4
（

。

　

戦
後
沖
縄
の
社
会
運
動
を
一
言
で
い
え
ば
〈
自
治
・
平
和
・
人
権
〉

の
獲
得
を
目
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
否
定
さ
れ
た
統
治
体
制

の
も
と
に
置
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
一
九
四
五
年

に
日
本
国
の
防
衛
圏
か
ら
外
さ
れ
、
国
体
・
日
本
本
土
防
衛
の
〈
捨
て

石
〉
と
し
て
全
島
を
戦
場
化
さ
れ
た
。
こ
れ
は
以
後
現
在
に
い
た
る
ま

で
緩
慢
に
つ
づ
く
、
日
本
の
政
治
判
断
に
よ
る
沖
縄
住
民
虐
殺
の
は
じ

ま
り
と
な
っ
た
と
も
い
え
る
。
そ
の
後
、
一
九
五
二
年
発
効
の
対
日
講

和
条
約
で
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
沖
縄
占
領
の
継
続
が
合
意
さ
れ
、
翌
年

か
ら
は
、
大
統
領
ら
米
政
府
首
脳
が
冷
戦
下
の
極
東
情
勢
の
緊
張
が
つ

づ
く
か
ぎ
り
無
期
限
に
統
治
す
る
と
し
た
疑
似
的
戒
厳
令
の
声
明
を
重

ね
る
こ
と
で
、
沖
縄
住
民
の
決
定
権
の
剥
奪
が
正
当
化
さ
れ
た
。
こ
れ

は
日
本
政
府
が
戦
前
来
の
沖
縄
に
た
い
す
る
主
権
を
名
目
的
に
保
持
し

な
が
ら
そ
の
主
権
の
顕
在
化
を
放
棄
し
、
米
政
府
の
無
制
限
の
統
治
を

容
認
す
る
と
い
う
、
日
米
合
作
の
沖
縄
占
領
体
制
の
確
立
を
意
味
し
た
。
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沖
縄
は
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
提
供
さ
れ
た
租
借
地
の
よ
う
な
法
的
地

位
に
あ
っ
た
と
い
え
る

）
5
（

。
そ
の
た
め
、
沖
縄
社
会
は
日
本
国
内
に
復
帰

し
戦
後
の
平
和
憲
法
を
適
用
さ
せ
る
こ
と
で
〈
自
治
・
平
和
・
人
権
〉

を
回
復
す
る
展
望
を
立
て
、
大
衆
的
な
自
治
要
求
運
動
と
ベ
ト
ナ
ム
反

戦
運
動
を
起
こ
す
こ
と
で
米
軍
統
治
の
継
続
を
不
可
能
に
さ
せ
た
。

　

し
か
し
一
九
七
二
年
に
沖
縄
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
日
本
の
国
会

は
実
態
的
に
沖
縄
の
み
を
対
象
と
す
る
特
別
立
法
を
お
こ
な
い
、
在
日

米
軍
基
地
の
ほ
と
ん
ど
を
沖
縄
に
集
中
さ
せ
る
差
別
政
策
を
再
構
築
し

た
。
沖
縄
か
ら
選
ば
れ
た
議
員
が
国
政
参
加
を
は
た
し
て
も
、
沖
縄
県

の
人
口
と
そ
れ
に
比
例
す
る
議
員
定
数
は
全
体
の
一
％
し
か
な
く
、
他

府
県
民
お
よ
び
選
出
議
員
の
多
数
専
制
支
配
の
も
と
で
差
別
政
策
は
継

続
さ
れ
、
こ
ん
に
ち
に
い
た
る
。

　

も
と
も
と
一
八
七
九
年
の
「
琉
球
処
分
」
で
琉
球
王
国
が
強
制
併
合

さ
れ
た
と
き
か
ら
、
近
代
日
本
国
家
に
と
っ
て
沖
縄
は
着
脱
可
能
な
「
外

地
」
と
し
て
の
性
格
が
あ
り
、
沖
縄
戦
で
切
り
離
さ
れ
た
あ
と
は
米
軍

に
と
っ
て
の
戦
利
品
の
性
格
が
加
わ
っ
た
。
総
じ
て
沖
縄
は
国
家
主
権

へ
の
決
定
権
を
剥
奪
さ
れ
た
地
域
と
し
て
近
現
代
の
国
家
関
係
を
結
ん

で
き
た
。
こ
う
し
た
沖
縄
の
経
験
は
、
た
し
か
に
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た

〈
国
家
vs
社
会
〉
の
枠
組
み
で
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
で
は

こ
の
差
別
体
制
や
軍
事
的
圧
迫
に
抗
す
る
沖
縄
の
運
動
・
思
想
主
体
は
、

「
市
民
社
会
」
と
し
て
の
性
質
を
ど
れ
ほ
ど
そ
な
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

市
民
社
会
は
こ
れ
ま
で
多
角
的
か
つ
多
様
に
定
義
づ
け
ら
れ
て
き
た

概
念
で
あ
る
が
、
そ
の
特
質
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
諸
特
徴
を
ざ
っ

と
ふ
り
返
る
と
、
そ
れ
は
ま
ず
国
家
共
同
体
あ
る
い
は
そ
れ
を
形
成
す

る
政
治
社
会
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。
ま
た
経
済
面
を
加
味
し
て
、
分
業

と
商
品
交
換
に
も
と
づ
く
文
明
的
商
業
社
会
と
も
称
さ
れ
た
。
そ
こ
か

ら
さ
ら
に
、
資
本
主
義
の
発
展
が
生
ん
だ
自
由
・
平
等
・
独
立
的
な
個

人
に
よ
る
理
性
的
結
合
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
。
お
お
む
ね
前
近
代
の

封
建
的
な
領
主
と
共
同
体
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
る
近
代
文
明
の
担
い

手
と
い
っ
た
像
で
あ
る
。
そ
し
て
現
代
で
は
、
公
共
的
な
討
論
で
世
論

を
形
成
す
る
市
民
結
社
の
総
体
、
あ
る
い
は
人
間
の
尊
厳
と
平
等
な
権

利
を
認
め
あ
う
社
会
を
創
り
支
え
る
「
市
民
」
の
行
動
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
公
共
空
間
と
い
う
よ
う
に
、
議
論
は
精
緻
化
な
い
し
複
雑
化
し

て
い
る
。
国
境
や
経
済
体
制
で
く
く
ら
れ
る
「
社
会
」
か
ら
、
よ
り
あ

い
ま
い
な
世
論
や
空
間
と
い
っ
た
概
念
へ
と
成
立
基
盤
を
移
し
て
き
た

と
い
え
る
が
、
公
開
性
や
透
明
性
を
そ
な
え
た
合
理
主
義
的
理
性
が
核

と
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う

）
6
（

。

　

こ
れ
に
た
い
し
て
戦
後
沖
縄
の
社
会
運
動
・
思
想
は
ど
う
か
。
沖
縄

戦
を
生
き
の
び
た
沖
縄
島
の
住
民
三
三
万
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
数
カ
月

か
ら
数
年
に
わ
た
り
米
軍
が
設
置
し
た
収
容
所
に
隔
離
さ
れ
、
海
山
の

自
然
の
恵
み
を
採
集
し
、
相
互
扶
助
を
発
達
さ
せ
て
生
存
を
保
っ
た
。

こ
の
隔
離
さ
れ
た
留
守
中
に
戦
利
品
と
し
て
全
島
の
要
塞
化
が
進
み
、

住
民
は
米
軍
の
余
剰
地
に
生
息
を
許
さ
れ
る
存
在
、
「
現
地
人
」
に
す

ぎ
な
く
さ
れ
た
。
市
民
権
を
も
っ
た
国
家
共
同
体
の
形
成
主
体
と
し
て
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遇
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
無
権
利
の
捕
虜
・

政
治
難
民
と
し
て
の
出
発
点
か
ら
脱
し
て
き
た
歩
み
に
は
、
次
の
よ
う

な
特
徴
が
見
い
だ
せ
る
。

　

第
一
に
組
織
論
・
方
法
論
と
し
て
は
、
野
外
・
夜
間
の
集
会
や
明
確

な
綱
領
を
も
た
な
い
抵
抗
運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
と
お
し
て
、
公

的
な
政
治
領
域
の
外
で
共
通
意
思
を
は
ぐ
く
み
、
有
事
に
超
党
派
で
結

集
し
、
大
衆
的
参
集
の
実
力
で
意
思
表
示
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
そ
し

て
そ
の
つ
ど
逃
げ
て
分
散
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
典
型
的
な
方
法
は
総

辞
職
で
あ
る
。
最
大
規
模
の
抵
抗
運
動
で
あ
る
一
九
五
六
年
の
「
島
ぐ

る
み
の
土
地
闘
争
」
で
は
、
琉
球
政
府
の
主
席
、
立
法
院
議
員
、
市
町

村
の
首
長
・
議
員
な
ど
す
べ
て
の
公
職
の
指
導
者
た
ち
が
総
辞
職
を
表

明
し
、
最
大
推
計
で
全
住
民
の
半
数
以
上
が
各
市
町
村
の
抗
議
集
会
に

参
集
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
軍
用
地
を
新
規
接
収
し
安
価
で
買
い
上
げ

る
と
い
う
米
議
会
の
決
定
は
く
つ
が
え
さ
れ
た
。
そ
し
て
統
治
者
の
方

針
が
ゆ
ら
ぎ
を
み
せ
る
と
、
ま
た
公
務
に
も
ど
っ
て
以
前
よ
り
拡
大
さ

れ
た
政
治
空
間
の
も
と
で
折
衝
を
再
開
す
る
の
で
あ
っ
た
。
政
治
的
同

意
形
成
の
場
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
逆
手
に
と
り
、
統
治
者
に

と
っ
て
の
不
可
視
性
・
制
御
不
可
能
性
を
力
と
し
て
自
治
と
相
互
扶
助

を
発
達
さ
せ
て
き
た
と
い
え
る
。

　

第
二
に
思
想
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
啓
蒙
的
な
知
性
や
主
義
で
は

な
く
、
生
存
も
ま
ま
な
ら
な
い
逆
境
に
た
が
い
が
置
か
れ
て
い
る
と
い

う
〈
よ
わ
さ
〉
を
絆
と
し
て
結
集
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
基
盤
の
上
に
、
自
然
の
い
の
ち
の
恵
み
、
人
と
し
て
の
し
ぜ
ん
な

情
を
守
る
倫
理
が
結
集
軸
と
な
っ
て
き
た
。

　

第
三
に
主
体
と
し
て
は
、
い
の
ち
を
産
み
育
て
、
自
然
宗
教
の
霊
媒

者
と
も
な
る
女
性
た
ち
が
、
背
後
に
ひ
か
え
る
精
神
的
指
導
者
と
し
て

あ
り
つ
づ
け
て
き
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
の
「
島
ぐ

る
み
闘
争
」
や
一
九
九
五
年
以
降
の
基
地
縮
小
要
求
、
二
〇
〇
四
年
の

辺
野
古
新
基
地
建
設
工
事
な
ど
、
沖
縄
の
政
治
社
会
が
同
意
を
せ
ま
ら

れ
追
い
つ
め
ら
れ
た
と
き
、
反
撃
の
発
火
点
を
つ
く
っ
た
の
は
つ
ね
に

女
性
を
中
心
と
し
た
集
団
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
社
会
の
前
面
に
立

つ
前
衛
的
位
置
に
立
っ
た
の
は
、
政
党
、
労
組
、
市
民
・
住
民
運
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
と
、
社
会
構
造
の
変
化
と
と
も
に
代
替
わ
り
し
つ
つ
、

先
導
的
役
割
を
終
え
る
と
後
衛
に
ま
わ
り
、
層
を
厚
く
し
て
い
っ
た
。

現
在
は
、
問
題
の
〈
現
場
〉
に
お
け
る
対
面
関
係
で
つ
な
が
り
、
次
々

と
消
え
て
い
く
個
々
人
の
不
定
形
な
顔
見
知
り
関
係
（
半
匿
名
）
が
、

県
内
外
の
世
論
を
背
景
に
前
衛
的
な
突
破
口
を
ひ
ら
き
、
累
積
し
た
政

党
・
労
組
な
ど
の
諸
団
体
が
後
追
い
し
、
そ
れ
を
投
票
行
動
や
世
論
調

査
が
支
持
し
、
そ
こ
か
ら
ま
た
個
々
人
が
行
動
に
立
ち
あ
が
る
と
い
っ

た
循
環
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
戦
後
沖
縄
の
運
動
主
体
は
合
理
主
義
、
個
人
主
義
な
ど
の

近
代
思
想
よ
り
も
、
そ
れ
ら
が
否
定
し
た
前
近
代
性
の
諸
特
徴
の
ほ
う

に
親
和
的
で
あ
る
。
村
落
共
同
体
を
基
盤
と
し
て
い
る
が
、
新
旧
内
外

の
諸
要
素
が
折
り
か
さ
な
り
、
突
出
し
た
政
党
や
組
織
、
リ
ー
ダ
ー
や
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政
治
思
想
は
生
み
だ
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
「
主
体
」
と
も

い
い
に
く
い
。
よ
わ
く
、
自
然
で
、
社
会
の
前
面
に
出
な
い
が
、
具
体

的
な
日
常
に
お
い
て
い
の
ち
を
生
み
守
る
た
め
の
人
び
と
の
編
成
や
つ

な
が
り
が
、
歴
史
を
動
か
す
中
心
に
あ
り
つ
づ
け
た
よ
う
に
思
う
。

　

で
は
、
な
ぜ
表
に
出
ず
、
一
元
的
に
ま
と
ま
っ
て
強
い
も
の
（
組
織

や
思
想
）
を
つ
く
り
出
そ
う
と
し
な
い
の
か
。
そ
の
信
念
を
さ
ぐ
る
手

が
か
り
と
し
て
、
戦
後
沖
縄
の
非
暴
力
抵
抗
運
動
の
原
典
と
も
い
え
る
、

伊
江
島
土
地
闘
争
の
「
陳
情
規
定
」
（
一
九
五
四
年
十
一
月
二
十
三
日
改

訂
版
）
を
一
瞥
し
て
み
よ
う
。
そ
の
補
足
部
分
で
は
次
の
諸
点
の
重
要

性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
「
人
道
、
道
徳
、
宗
教
の
精
神
と
態
度
で

接
（

マ

マ

）
衝
し
、
布
令
・
布
告
な
ど
誤
っ
た
法
規
に
と
ら
わ
れ
ず
、
道
理
を
通

し
て
訴
え
る
こ
と
」
。
「
人
間
性
に
お
い
て
は
、
生
産
者
で
あ
る
わ
れ
わ

れ
農
民
の
方
が
軍
人
に
優
っ
て
い
る
自
覚
を
堅
持
し
、
破
壊
者
で
あ
る

軍
人
を
教
え
導
く
心
構
え
が
大
切
で
あ
る
こ
と
」
。
素
朴
で
普
遍
性
を

も
っ
た
道
理
や
社
会
倫
理
に
立
脚
し
、
人
間
を
超
え
た
も
の
へ
の
敬
虔

や
慎
み
を
重
ん
じ
る
価
値
観
に
結
集
す
る
こ
と
で
、
近
代
国
家
の
法
や

軍
事
力
を
凌
駕
す
る
思
想
的
態
度
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

人
為
性
で
は
な
く
、
自
然
環
境
の
な
か
で
育
ま
れ
つ
づ
け
た
思
想
・

文
化
・
宗
教
心
が
、
人
び
と
の
結
集
や
抵
抗
の
バ
ッ
ク
に
あ
る
。
そ
れ

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
次
節
で
は
、
よ
り
長
期
的
な
琉
球
列
島
の
歴

史
と
文
化
か
ら
そ
の
思
想
の
由
来
を
探
っ
て
み
た
い
。

三　

琉
球
列
島
の
先
史
～
近
世
史
に
お
け
る
対
国
家
思
想

　

本
節
で
は
近
年
進
展
し
て
い
る
琉
球
列
島
の
先
史
・
古
代
・
近
世
史

に
つ
い
て
の
人
類
学
・
考
古
学
・
歴
史
学
の
研
究
成
果
を
参
照
し
て
、

現
代
沖
縄
の
社
会
思
想
の
背
景
を
探
っ
て
い
く
。

　

ま
ず
先
史
時
代
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
島
嶼
研
究
で
は
世
界
的
に
非

常
に
ま
れ
と
さ
れ
る
基
盤
社
会
の
形
成
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
る

）
7
（

。
す
な
わ
ち
、
小
集
団
・
平
等
社
会
・
遊
動
生
活
を

特
徴
と
す
る
狩
猟
採
集
漁
労
民
の
社
会
が
、
小
さ
な
島
（
一
七
〇
〇
㎢

以
下
）
で
長
期
に
わ
た
り
維
持
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
確
認
で
き
る
範

囲
で
は
約
七
千
年
前
か
ら
の
六
千
年
で
あ
る
。
通
例
、
島
に
移
住
し
た

人
間
社
会
は
短
期
間
で
自
然
環
境
を
破
壊
し
、
ま
た
別
の
土
地
に
出
て

い
く
。
だ
が
琉
球
で
は
バ
ン
ド
社
会
か
ら
首
長
社
会
の
あ
い
だ
で
離
合

集
散
を
く
り
か
え
し
、
環
境
破
壊
を
し
な
い
高
度
な
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
発
達
さ
せ
た
。

　

な
お
、
人
類
学
・
考
古
学
研
究
で
は
一
般
に
バ
ン
ド
社
会
は
五
〇
人

以
下
の
遊
動
的
、
平
等
社
会
と
さ
れ
る
。
次
の
レ
ベ
ル
の
族
長
社
会
は

一
〇
〇
～
五
〇
〇
人
程
度
の
農
耕
社
会
で
、
族
長
は
人
望
に
よ
っ
て
選

ば
れ
、
非
権
力
的
で
非
世
襲
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
そ
し
て
首
長
社

会
は
数
千
（
二
五
〇
〇
人
ほ
ど
）
か
ら
数
万
人
規
模
の
社
会
で
、
首
長

は
絶
対
的
権
威
・
権
力
を
も
ち
、
世
襲
制
で
縦
社
会
。
こ
こ
か
ら
国
家
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が
発
展
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。

　

琉
球
で
は
十
一
世
紀
後
半
か
ら
農
耕
が
進
ん
で
人
口
が
増
加
し
、
首

長
・
階
級
社
会
が
成
立
し
、
十
四
世
紀
に
は
統
一
国
家
が
形
成
さ
れ
た
。

二
～
三
〇
〇
年
で
首
長
社
会
か
ら
国
家
を
形
成
す
る
と
い
う
変
化
も
急

激
で
、
世
界
的
に
ま
れ
と
さ
れ
る
。
こ
の
国
家
形
成
の
最
大
の
誘
因
は
、

通
常
よ
く
あ
る
よ
う
な
生
産
力
の
増
大
や
権
力
の
集
中
で
は
な
く
、
サ

ン
ゴ
の
海
を
土
台
に
し
た
交
易
の
発
展
で
あ
っ
た
。

　

琉
球
列
島
で
は
東
ア
ジ
ア
で
唯
一
、
大
規
模
な
サ
ン
ゴ
礁
と
内
海
、

海
岸
砂
丘
が
約
二
千
年
前
ま
で
に
は
形
成
さ
れ
た
。
人
が
住
む
地
表
の

大
部
分
も
、
地
殻
変
動
で
隆
起
し
た
サ
ン
ゴ
（
琉
球
石
灰
岩
）
で
で
き

て
い
る
。
サ
ン
ゴ
礁
は
い
ま
地
球
の
表
面
積
の
〇
・
一
％
し
か
な
い
が
、

海
洋
生
物
の
種
類
の
四
分
の
一
が
そ
こ
に
生
息
し
て
い
る
。
人
類
を
ふ

く
む
地
球
上
の
生
命
が
多
様
性
を
も
っ
て
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め

の
、
き
わ
め
て
貴
重
な
空
間
で
あ
る
が
、
琉
球
は
先
述
の
と
お
り
こ
れ

を
破
壊
す
る
こ
と
の
な
い
程
度
の
小
規
模
な
遊
動
的
社
会
を
維
持
し
て

い
た
。
一
方
、
東
ア
ジ
ア
で
は
中
国
大
陸
か
ら
朝
鮮
半
島
、
日
本
列
島

へ
と
王
権
の
確
立
が
進
み
、
巨
大
化
し
た
王
や
呪
術
者
た
ち
の
権
威
を

か
ざ
る
神
秘
的
な
威
信
材
と
し
て
、
琉
球
の
遠
浅
の
海
で
育
ま
れ
た
貝

類
が
ひ
ろ
く
求
め
ら
れ
た
。
日
本
で
は
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代

に
あ
た
る
。
サ
ン
ゴ
の
海
は
こ
わ
れ
や
す
い
が
、
「
海
の
畑
」
と
し
て

こ
れ
を
守
っ
て
き
た
こ
と
が
琉
球
の
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に

ヤ
コ
ウ
ガ
イ
な
ど
の
大
型
巻
貝
は
内
側
が
真
珠
層
で
で
き
て
い
て
、
磨

い
て
加
工
す
る
と
光
り
輝
く
装
飾
品
や
螺
鈿
細
工
、
匙
が
で
き
、
東
ア

ジ
ア
諸
国
で
珍
重
さ
れ
た
。

　

琉
球
で
は
七
世
紀
か
ら
こ
の
貝
の
採
集
・
加
工
・
交
易
の
た
め
に
漁

労
共
同
体
か
ら
交
易
共
同
体
と
そ
の
分
業
体
制
が
発
達
し
、
ひ
ろ
く
東

ア
ジ
ア
の
文
物
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
独
自
の
琉
球
文
化
圏
を
つ
く
り

出
し
た
（
北
は
奄
美
諸
島
か
ら
南
西
の
先
島
諸
島
に
い
た
る
南
北
七
四
五
km

の
海
域
）
。
そ
し
て
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
渡
っ
て
き
た
外
来
集
団
が
島
の

人
び
と
と
共
存
し
土
着
化
す
る
な
か
で
、
琉
球
の
風
土
に
即
し
た
ム
ギ

作
に
も
成
功
し
、
人
口
増
大
と
国
家
建
設
に
い
た
っ
た
。
渡
来
船
と
交

易
を
お
こ
な
う
有
力
者
が
一
定
範
囲
の
共
同
体
を
た
ば
ね
て
商
船
を
仕

立
て
、
利
益
や
舶
来
品
を
分
配
す
る
領
主
と
な
り
、
や
が
て
地
域
の
小

王
国
を
つ
く
り
割
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ひ
ら
か
れ
た
国
際
交
流
は
琉
球
の
国
家
形
成
の
礎
と
な
っ
た
。
十
三

世
紀
に
築
か
れ
た
琉
球
王
国
の
初
期
の
王
墓
（
浦
添
よ
う
ど
れ
）
は
、「
高

麗
瓦
匠
」
が
造
っ
た
と
刻
印
さ
れ
た
多
量
の
瓦
で
屋
根
を
葺
い
て
建
て

ら
れ
て
お
り
、
埋
葬
人
骨
を
分
析
す
る
と
、
中
国
南
部
か
ら
東
南
ア
ジ

ア
に
特
徴
的
な
D 

N 

A
を
も
っ
た
人
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
来

歴
は
十
五
世
紀
に
つ
く
ら
れ
首
里
城
正
殿
に
か
け
ら
れ
た
「
万
国
津
梁

の
鐘
」
（
沖
縄
県
立
博
物
館
所
蔵
）
に
刻
ま
れ
、
国
際
交
流
を
尊
ぶ
琉
球

の
精
神
と
し
て
、
現
在
ま
で
ひ
ろ
く
沖
縄
社
会
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

鐘
の
胴
体
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。
「
琉
球
国
は
南
海
の
美
し
い
土

地
に
三
韓
の
す
ぐ
れ
た
文
化
を
集
め
、
中
国
と
日
本
と
極
め
て
親
密
な
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関
係
を
結
ぶ
、
日
中
の
間
に
湧
き
出
た
理
想
郷
で
あ
る
。
船
を
万
国
へ

の
架
け
橋
と
し
て
操
り
、
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
珍
し
い
宝
は
い
た
る

と
こ
ろ
に
満
ち
て
い
る
」
（
私
訳
）
。

　

で
は
、
こ
う
し
た
歴
史
の
な
か
で
ど
ん
な
社
会
思
想
が
形
成
さ
れ
た

の
か
。
政
治
権
力
に
関
す
る
代
表
的
な
も
の
を
見
て
い
こ
う

）
8
（

。

　

第
一
に
、
古
代
性
を
お
び
た
古
い
格
言
と
し
て
、
「
上
り
太テ

ィ

ダ陽
ど
ぅ

拝
む
ど
ぅ　

下
り
太
陽
や
拝
ま
ぬ
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
上
る
朝
日

こ
そ
崇
拝
す
る
が
、
沈
む
夕
陽
は
見
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
、

そ
の
慣
習
は
近
代
ま
で
村
落
に
伝
わ
っ
て
い
た
。
「
テ
ィ
ダ
」
は
古
代

首
長
・
豪
族
の
尊
称
で
あ
る
。
権
力
の
浮
沈
交
代
を
自
然
現
象
に
な
ぞ

ら
え
て
新
た
な
支
配
者
へ
の
順
応
を
奨
励
す
る
一
方
、
そ
の
没
落
や
使

い
捨
て
も
必
然
視
す
る
思
想
と
い
え
る
。

　

第
二
に
、
琉
球
王
国
建
設
後
、
第
一
尚
氏
か
ら
第
二
尚
氏
へ
の
王
統

革
命
（
一
四
六
九
年
）
の
故
事
に
ち
な
ん
だ
格
言
と
し
て
、
「
物
呉く

ゆ
す

ど
我わ

ぁ

御う
し
ゅ
う主

」
（
物
や
ゆ
た
か
さ
を
も
た
ら
す
者
こ
そ
主
人
・
国
王
だ
）
と
い

う
の
が
あ
る
。
政
変
時
に
お
こ
る
忠
誠
心
に
よ
る
心
中
や
一
族
郎
党
の

粛
清
を
否
定
し
た
も
の
で
、
中
国
王
権
の
徳
治
論
、
孟
子
の
易
姓
革
命
、

近
代
の
生
存
権
思
想
に
も
通
じ
る
。
だ
が
そ
れ
ら
の
輸
入
思
想
で
は
な

く
、
ル
ー
ツ
は
第
一
に
挙
げ
た
古
代
思
想
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
隆
起

サ
ン
ゴ
で
で
き
た
平
坦
な
島
に
暮
ら
す
人
び
と
が
、
力
に
み
ち
た
朝
日

の
到
来
を
歓
迎
し
、
つ
い
で
昼
の
盛
り
の
き
び
し
い
日
光
に
苦
し
み
、

つ
い
に
は
沈
む
夕
陽
に
権
力
の
栄
枯
盛
衰
を
読
み
こ
ん
で
き
た
日
常
経

験
が
、
こ
れ
ら
の
思
想
を
生
ん
だ
の
だ
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
十
二
～
十
七
世
紀
に
か
け
て
島
々
で
う
た
わ
れ
た
歌
謡
を

あ
つ
め
た
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
を
読
む
と
、
古
代
琉
球
人
の
価
値
観
を

あ
ら
わ
す
代
表
的
な
こ
と
ば
と
し
て
、「
む
か
う
か
た
し
な
て
」
と
「
す

で
る
」
と
い
う
も
の
が
見
い
だ
せ
る
。
「
し
な
て
」
「
し
な
う
」
は
し
な

や
か
な
調
和
・
和
合
を
意
味
す
る
。
祭
祀
を
つ
か
さ
ど
る
ノ
ロ
（
祝
女
・

神
官
）
が
神
に
祈
り
を
さ
さ
げ
て
歴
史
を
語
り
ゆ
た
か
な
未
来
を
祈
る

こ
と
で
、
神
の
住
ま
う
自
然
の
杜
と
人
が
し
な
い
、
そ
の
媒
介
役
の
力

を
得
て
神
・
聖
域
・
城
と
王
が
し
な
い
、
さ
ら
に
は
そ
の
王
・
領
主
と

人
民
が
し
な
う
こ
と
で
、
自
然
・
国
・
集
落
の
秩
序
と
平
和
が
守
ら
れ
、

生
命
の
維
持
が
保
た
れ
る
と
い
う
社
会
観
を
あ
ら
わ
す
。
も
う
ひ
と
つ

の
「
す
で
る
」
は
「
巣
出
る
」
が
語
源
と
考
え
ら
れ
、
蝶
や
蛇
な
ど
の

孵
化
生
物
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
形
態
を
変
え
た
生
命
の
再
生
・
継
承
を
尊

ぶ
思
想
を
あ
ら
わ
す
。
ノ
ロ
は
蝶
を
か
た
ど
っ
た
菱
形
も
よ
う
を
内
衣

に
し
の
ば
せ
て
儀
礼
を
お
こ
な
い
、
王
は
新
年
に
「
す
で
水
」
を
も
ら

う
こ
と
で
力
を
よ
み
が
え
ら
せ
統
治
を
つ
づ
け
た
。

　

以
上
に
共
通
す
る
の
は
、
政
治
権
力
を
相
対
化
し
、
自
然
環
境
の
も

と
で
の
生
命
の
再
生
・
循
環
を
こ
と
ほ
ぐ
思
想
で
あ
る
。
な
お
琉
球
で

は
国
事
か
ら
家
庭
に
い
た
る
ま
で
す
べ
て
の
宗
教
儀
礼
は
基
本
的
に
男

子
禁
制
で
、
女
性
を
担
い
手
と
し
て
つ
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
人
類
の

古
代
社
会
に
ひ
ろ
く
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
の
古
代
性
を
維
持

し
て
、
男
性
を
中
心
と
し
た
政
治
権
力
に
社
会
の
決
定
権
を
す
べ
て
委
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ね
な
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
業
体
制
を
維
持
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
琉
球
の

い
ち
じ
る
し
い
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
戦
後
史
、
現
代
に
お
け
る
沖
縄

の
社
会
運
動
・
思
想
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
う
一
点
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
琉
球
で
は
首
長
社
会
か
ら
国

家
形
成
に
進
む
な
か
で
、
各
地
の
領
主
間
の
戦
乱
や
王
統
の
変
更
が
頻

発
し
た
こ
と
で
あ
る
。
琉
球
王
国
（
中
山
王
）
の
来
歴
に
関
す
る
も
の
だ

け
で
も
、
十
二
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
の
あ
い
だ
に
舜
天
、
英
祖
、
察
度
、
第

一
・
第
二
尚
氏
と
い
う
五
つ
の
王
統
が
お
こ
っ
た
。「
万
世
一
系
」を
う
た

う
日
本
の
天
皇
制
思
想
と
は
異
質
で
あ
り
、
離
合
集
散
を
く
り
返
し
て

権
力
の
集
中
を
防
ぐ
の
は
先
史
時
代
か
ら
つ
づ
く
琉
球
の
特
徴
で
あ
る
。

　

し
か
し
革
命
に
と
も
な
う
戦
乱
は
、
社
会
が
大
規
模
化
す
る
に
つ
れ

望
ま
し
く
な
い
負
担
と
な
る
。
上
記
の
社
会
思
想
は
こ
れ
を
背
景
に
生

み
だ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
じ
っ
さ
い
に
相
つ
ぐ
動
乱
を
終
息
さ

せ
る
契
機
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
国
家
形
成
の
誘
因
と
お
な
じ
く
、
外

部
の
国
際
情
勢
の
変
化
と
、
そ
れ
に
適
応
し
た
交
易
上
の
利
益
の
拡
大

で
あ
っ
た
。
十
四
世
紀
に
元
か
ら
交
替
し
国
際
秩
序
を
再
構
築
し
て
い

た
明
は
、
琉
球
の
王
た
ち
に
中
華
世
界
の
華
夷
秩
序
内
に
入
る
よ
う
う

な
が
し
、
琉
球
は
中
国
皇
帝
か
ら
国
王
の
承
認
（
冊
封
）
を
う
け
る
こ

と
で
統
一
国
家
と
し
て
の
琉
球
王
国
を
形
成
し
た
。
こ
う
し
て
琉
球
社

会
は
政
治
的
権
威
・
統
治
技
術
を
輸
入
す
る
こ
と
で
動
乱
を
お
さ
え
る

と
同
時
に
、
中
国
へ
の
朝
貢
貿
易
や
東
南
ア
ジ
ア
と
の
中
継
貿
易
に

よ
っ
て
繁
栄
す
る
条
件
を
得
た
。

　

琉
球
・
沖
縄
の
人
び
と
は
す
べ
て
の
命
・
も
の
の
種
・
神
・
先
祖
が

お
わ
す
原
郷
と
し
て
水
平
線
の
か
な
た
に
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
を
思
い
え
が

く
世
界
観
を
、
古
代
か
ら
語
り
継
い
で
き
た
。
そ
れ
は
単
に
古
い
も
の

が
残
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
交
易
を
め
ぐ
る
歴
史
経
験
に
裏
打

ち
さ
れ
更
新
さ
れ
て
き
た
結
果
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
海
の
む
こ
う
か
ら

は
共
同
体
に
と
っ
て
有
害
な
も
の
も
や
っ
て
く
る
が
、
迎
え
入
れ
る
こ

と
、
ひ
ら
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
自
治
の
尊
重
と
い
う
原
理
と
対
立
し

つ
つ
も
、
島
全
体
の
発
展
に
と
っ
て
否
定
し
て
は
な
ら
な
い
超
越
的
な

原
理
と
し
て
歴
史
的
に
鍛
え
上
げ
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　

つ
づ
い
て
琉
球
王
国
の
段
階
で
の
、
近
世
に
か
け
て
の
社
会
思
想
を

見
て
い
こ
う
。
そ
こ
に
も
前
代
か
ら
の
特
徴
の
継
承
発
展
が
み
ら
れ
る

）
9
（

。

　

第
一
に
、
中
国
皇
帝
に
よ
る
新
国
王
の
承
認
か
ら
下
級
役
人
や
村
の

ノ
ロ
交
替
に
い
た
る
ま
で
、
同
僚
や
共
同
体
成
員
の
大
衆
の
推
挙
に
よ

り
就
任
す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
人
事
が
貫
か
れ
て
い
た
。
第
二
に
、
首
里

城
を
守
る
警
備
機
構
や
軍
事
組
織
は
そ
れ
以
前
か
ら
の
交
易
船
の
航
海

体
制
・
乗
員
組
織
を
モ
デ
ル
に
踏
襲
し
、
琉
球
王
国
は
「
地
上
に
浮
か
ん

だ
貿
易
船
」
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
は
、
先
述

の
と
お
り
宗
教
儀
礼
は
「
聞
得
大
君
」（
王
の
姉
妹
を
ル
ー
ツ
と
す
る
）
を

頂
点
に
男
子
禁
制
を
維
持
し
、
権
力
の
一
元
化
を
防
い
だ
こ
と
で
あ
る
。

　

交
易
通
商
の
利
益
で
便
宜
的
に
琉
球
王
国
に
結
集
す
る
が
、
そ
の
な

か
で
も
共
同
体
の
自
治
を
重
ん
じ
、
王
府
の
政
治
権
力
の
暴
走
を
防
ぐ

平
等
主
義
の
論
理
は
生
き
つ
づ
け
て
い
た
。
そ
の
後
、
十
九
世
紀
末
に
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琉
球
王
国
は
日
本
に
併
合
さ
れ
滅
亡
す
る
が
、
そ
の
混
乱
の
な
か
、
国

王
は
対
日
抵
抗
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力
し
、
東
京
に
連
行
さ

れ
る
こ
と
も
な
か
ば
喜
ん
で
い
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
旧
王
家
に
伝
わ

る
の
は
、
琉
球
の
政
治
は
古
来
「
天
下
は
一
人
の
天
下
に
非
ず
し
て
、

天
下
の
天
下
な
り
」
と
い
う
思
想
で
や
っ
て
き
た
の
で
大
国
の
到
来
に

も
抵
抗
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
諦
念
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

じ
っ
さ
い
、
対
日
恭
順
姿
勢
を
と
る
王
家
を
捨
て
て
新
王
統
を
立
て
よ

う
と
す
る
意
見
も
あ
り
（
「
黒
頑
派
」
）
、
王
国
存
続
を
ね
が
う
抵
抗
派
は

日
清
戦
争
で
中
国
が
敗
れ
る
ま
で
中
国
に
亡
命
し
て
救
国
請
願
を
つ
づ

け
た
。
国
王
の
権
威
や
決
定
に
盲
従
し
な
い
思
想
は
、
王
国
が
最
期
を

迎
え
る
ま
で
、
上
下
そ
ろ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
先
史
古
代
か
ら
近
世
ま
で
駆
け
足
で
た
ど
っ
た
本
節
の
議
論

と
前
節
の
問
い
を
総
合
し
、
琉
球
・
沖
縄
の
国
家
と
の
向
き
あ
い
方
を

ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
島
の
生
存
環
境
に
と
っ
て
破
壊

的
と
な
る
過
度
な
発
展
を
抑
制
す
る
小
規
模
・
非
権
力
的
・
遊
動
的
な

基
盤
社
会
が
約
七
千
年
前
か
ら
成
立
し
、
約
千
年
前
か
ら
は
そ
の
村
落

共
同
体
（
シ
マ
）
が
連
携
し
て
交
易
体
制
を
築
き
だ
し
た
。
そ
し
て
十

四
世
紀
か
ら
は
外
来
の
文
明
・
統
治
集
団
を
迎
え
入
れ
つ
つ
、
国
家
を

建
設
し
運
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
共
同
体
の
あ
い
だ
に
根
づ
い
た

自
治
・
平
等
主
義
を
基
盤
に
し
て
国
家
を
そ
の
社
会
思
想
の
も
と
で
飼

い
な
ら
し
、
国
際
環
境
の
推
移
に
あ
わ
せ
て
国
家
体
制
を
乗
り
捨
て
る

≒

使
い
捨
て
る
こ
と
ま
で
よ
し
と
し
て
い
た
。

　

こ
の
千
年
の
あ
い
だ
、
社
会
が
生
き
の
び
る
た
め
の
対
外
的
な
仮
構

は
、
東
ア
ジ
ア
諸
王
権
の
威
信
材
の
供
給
地
、
中
華
朝
貢
体
制
の
貿
易

中
継
地
、
薩
摩
藩
侵
攻
後
の
中
国
・
日
本
へ
の
二
重
朝
貢
、
天
皇
制
帝

国
の
外
縁
、
米
太
平
洋
軍
の
拠
点
、
そ
し
て
現
在
の
東
ア
ジ
ア
随
一
の

リ
ゾ
ー
ト
、
「
癒
や
し
の
島
」
と
、
種
々
変
容
し
て
き
た
。
こ
う
し
た

多
様
な
変
遷
を
可
能
に
し
た
背
景
と
し
て
は
、
時
代
ご
と
の
〈
国
家
―

社
会
〉
の
政
治
的
論
理
に
統
合
さ
れ
な
い
領
域
が
、
自
然
環
境
と
そ
れ

に
即
し
た
宗
教
観
・
秩
序
観
の
も
と
で
保
持
さ
れ
、
そ
う
す
る
こ
と
で

一
元
的
な
思
考
の
支
配
を
封
じ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
戦
後
沖

縄
に
お
い
て
国
家
に
対
抗
す
る
社
会
運
動
が
発
展
し
た
の
は
、
歴
史
的

に
見
れ
ば
特
異
な
現
象
で
あ
り
、
そ
れ
は
帝
国
主
義
的
な
軍
事
支
配
に

抗
す
る
こ
と
が
シ
マ
社
会
の
存
続
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
時
代
環
境

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

四　
〈
国
家
―
社
会
〉の
外
部
と
交
通
す
る
立
憲
的
運
動

　

前
節
で
は
琉
球
・
沖
縄
の
政
治
思
想
の
特
徴
と
し
て
、
外
来
の
侵
略

的
な
も
の
で
あ
れ
内
部
か
ら
自
生
的
に
芽
ぶ
い
た
も
の
で
あ
れ
、
権
力

政
治
に
一
定
の
距
離
を
保
つ
姿
勢
が
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
。
限
ら

れ
た
島
の
自
然
環
境
で
社
会
の
生
存
と
発
展
を
は
か
る
に
は
、
権
力
の

過
剰
な
自
己
増
殖
を
お
さ
え
つ
つ
、
新
た
な
要
素
を
外
か
ら
と
り
入
れ
、

ま
た
外
部
に
ひ
ら
か
れ
て
出
て
い
く
開
放
系
の
思
考
が
欠
か
せ
な
い
か
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ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
琉
球
・
沖
縄
の
社
会
は
国
家
の
形
成
／
対
抗
の
主

体
と
し
て
自
己
を
規
定
す
る
こ
と
を
避
け
、
む
し
ろ
〈
国
家
―
社
会
〉

の
外
部
領
域
と
交
通
し
つ
づ
け
る
こ
と
で
多
元
的
な
社
会
の
存
続
と
発

展
を
は
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
を
近
代
思
想
に
な
ぞ
ら
え
て
い
え
ば
、
三

つ
の
思
想
原
理
が
ゆ
る
や
か
に
三
位
一
体
を
な
す
編
成
と
い
え
る
。
ア

ナ
キ
ズ
ム
と
そ
の
相
互
扶
助
の
精
神
に
通
じ
る
村
落
共
同
体
の
自
治
を

基
盤
と
し
て
、
一
方
で
は
琉
球
・
沖
縄
を
単
位
と
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
よ
っ
て
群
島
の
外
部
か
ら
の
破
壊
的
影
響
に
対
処
し
つ
つ
、
他
方

で
は
海
を
こ
え
た
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
で
新
た
な
活
路
を
も
と
め
つ

づ
け
る

）
10
（

。

　

と
は
い
え
現
在
の
沖
縄
は
、
日
本
の
衰
退
と
大
国
中
国
の
復
活
の
は

ざ
ま
で
、
今
後
も
半
永
久
的
に
「
基
地
の
島
」
と
し
て
生
存
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
る
か
否
か
、
き
び
し
い
政
治
の
季
節
を
迎
え
て
い
る
。
本
節

で
は
、
こ
う
し
た
世
紀
的
な
岐
路
に
あ
っ
て
国
家
権
力
の
圧
迫
を
う
け
、

や
む
を
え
ず
そ
れ
に
対
抗
す
る
な
か
で
、
開
放
系
の
琉
球
・
沖
縄
の
政

治
文
化
か
ら
ど
ん
な
運
動
と
思
想
が
生
み
だ
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
い

き
た
い
。

　

一
九
九
六
年
以
降
、
日
本
政
府
は
市
街
地
に
あ
っ
て
老
朽
化
し
た
米

軍
普
天
間
基
地
を
返
還
す
る
か
わ
り
に
沖
縄
島
北
部
の
名
護
市
辺
野
古

に
巨
大
な
新
基
地
を
建
設
す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
日
本
復

帰
後
一
度
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
米
軍
基
地
の
新
規
拡
張
計
画
に
た

い
し
沖
縄
で
は
県
民
の
七
割
ほ
ど
が
反
対
し
、
各
種
の
選
挙
結
果
で
も

新
基
地
反
対
派
が
勝
利
し
つ
づ
け
た
。
そ
の
た
め
日
本
政
府
は
二
〇
一

四
年
か
ら
建
設
工
事
を
強
行
し
、
司
法
権
と
警
察
力
を
使
っ
て
平
和
運

動
の
鎮
圧
を
は
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
裁
判
の
代
表
的
な
も
の
と

し
て
、
二
〇
一
六
年
一
月
、
米
軍
辺
野
古
ゲ
ー
ト
前
の
道
路
上
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
千
数
百
個
を
積
み
上
げ
た
威
力
業
務
妨
害
の
事
件

を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う

）
11
（

。

　

二
〇
一
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
那
覇
地
検
は
「
平
和
の
壁
」
積

み
上
げ
運
動
の
主
謀
者
と
し
て
山
城
博
治
（
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
議

長
）
と
稲
葉
博
（
沖
縄
平
和
サ
ポ
ー
ト
代
表
）
の
両
氏
を
長
期
勾
留
し
起

訴
し
た
。
那
覇
地
裁
お
よ
び
福
岡
高
裁
は
有
罪
判
決
（
執
行
猶
予
つ
き

で
懲
役
二
年
と
同
八
月
）
を
下
し
、
最
高
裁
は
控
訴
を
棄
却
し
た
。
し
か

し
こ
の
運
動
を
推
し
進
め
た
の
は
被
告
人
と
な
っ
た
運
動
現
場
の
世
話

人
で
は
な
く
、
沖
縄
内
外
か
ら
工
事
現
場
ま
え
の
抗
議
活
動
に
通
い
、

あ
る
い
は
支
援
を
送
り
つ
づ
け
た
「
多
数
の
氏
名
不
詳
者
ら
」（
起
訴
状
）

で
あ
っ
た
。
そ
の
運
動
参
加
者
に
た
い
し
、
戦
後
沖
縄
刑
法
史
研
究
会

が
公
開
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、

次
の
よ
う
な
体
験
と
思
い
が
寄
せ
ら
れ
た
（
一
部
抜
粋
）
。

　

「
も
う
こ
れ
以
上
の
ケ
ガ
人
を
出
し
た
く
な
い
と
ふ
い
に
ブ
ロ
ッ
ク

を
置
く
こ
と
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
」
。
「
一
人
ひ
と
り
が
自
主
的
に
行
動

に
加
わ
っ
て
い
た
。
何
と
美
し
い
行
為
だ
ろ
う
」
。
「
機
動
隊
と
の
直
接

衝
突
も
な
く
、
何
よ
り
県
民
同
士
の
対
峙
を
避
け
る
、
す
ば
ら
し
い
反

対
行
動
」
。
「
機
動
隊
も
喜
ん
で
い
る
感
が
あ
っ
た
」
。
「〝
解
き
放
た
れ
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た
世
界
が
展
開
〞
み
た
い
に
感
じ
た
。
参
加
し
た
多
く
の
人
た
ち
は
、

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
基
地
の
な
い
平
和
な
世
界
を
実
現
さ
せ
る
ん
だ
！
と

い
う
願
い
を
込
め
て
積
み
上
げ
た
の
で
す
」
。
「
人
の
代
わ
り
に
『
は
に

わ
』を
使
っ
て
殉
死
の
習
慣
を
止
め
さ
せ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
ブ
ロ
ッ

ク
を
置
く
こ
と
で
私
達
の
身
体
へ
の
暴
力
を
回
避
す
る
」
。
「
権
力
を
持

た
な
い
人
々
の
ギ
リ
ギ
リ
の
表
現
行
為
が
犯
罪
に
さ
れ
る
と
は
、
と
て

も
信
じ
が
た
い
。
名
護
署
に
自
首
し
に
行
っ
た
人
も
居
ま
す
」
。
「
民
意

を
無
視
し
て
命
を
う
ば
う
基
地
を
、
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
を
た
く
さ
ん
ケ

ガ
さ
せ
て
、
無
理
や
り
つ
く
る
国
と
、
つ
く
ら
せ
な
い
、
と
自
分
た
ち

と
一
緒
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
置
い
て
抵
抗
す
る
、
誰
が
一
番
悪
い
ん
で
す
か
。

非
暴
力
で
基
地
の
な
い
平
和
を
求
め
て
立
ち
上
が
る
人
た
ち
の
行
為
は
、

こ
の
国
で
は
正
義
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」
。

　

当
時
の
状
況
を
説
明
す
る
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
は
最
初
ゲ
ー
ト
前
に
座
り

こ
ん
だ
市
民
が
一
日
に
何
度
も
警
察
に
よ
っ
て
暴
力
的
に
排
除
さ
れ
、

傷
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
人
の
身
が
わ
り
に
意
思
表
示
と
し
て

置
い
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
現
場
の
警
察
官
個
々
人
に
と
っ
て
も
、

非
難
さ
れ
な
が
ら
人
間
を
運
ぶ
よ
り
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
楽
で
、

人
間
同
士
の
衝
突
や
憎
し
み
の
増
殖
を
避
け
る
妥
協
策
と
し
て
秘
か
に

歓
迎
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
上
げ
に
よ
っ

て
座
り
こ
み
の
人
の
身
体
の
安
全
を
守
る
方
法
が
S 

N 

S
な
ど
で
伝
わ

る
と
、
日
本
本
土
か
ら
も
ブ
ロ
ッ
ク
や
購
入
資
金
が
送
ら
れ
て
き
た
。

託
送
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
絵
な
ど
が
描
か
れ

辺野古工事用ゲート前のブロックアート
（『沖縄タイムス』2016 年 1 月 29 日「辺野古刻々」ツイート配信より）
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て
お
り
、
カ
ン
パ
で
購
入
さ
れ
た
大
量
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
沖
縄
県
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
海
と
太
陽
が
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
積

み
上
げ
は
基
地
建
設
を
阻
止
す
る
威
力
と
し
て
よ
り
も
、
抗
議
の
現
場

で
の
暴
力
的
衝
突
を
避
け
る
た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
ア
ー
ト
と
い
う
表
現
活

動
へ
と
変
質
し
た
。

　

こ
こ
で
の
運
動
と
思
想
の
展
開
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
ブ

ロ
ッ
ク
の
積
み
上
げ
は
当
初
は
目
的
で
は
な
く
手
段
と
し
て
と
ら
れ
た

非
暴
力
抵
抗
だ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
誰
に
も
ひ
ら
か
れ
た
参
加
可
能
性

が
芽
ぶ
き
、
対
立
す
る
機
動
隊
の
個
々
人
を
も
巻
き
こ
ん
で
か
れ
ら
の

暴
力
性
や
「
罪
」
を
も
浄
化
し
て
い
く
〈
真
・
善
・
美
〉
の
意
識
が
大

き
く
湧
出
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
ひ
ら
か
れ
た
時
空
間
の
認
識
と
世
界

観
の
も
と
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
積
み
上
げ
自
体
が
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
を
あ

ら
わ
す
た
め
の
目
的
行
為
、
象
徴
表
現
と
な
り
、
つ
い
に
は
政
治
的
意

思
表
示
の
自
由
を
ま
も
る
た
め
の
司
法
参
与
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
ブ

ロ
ッ
ク
積
み
上
げ
に
関
与
し
た
と
警
察
に
「
自
首
」
し
、
裁
判
傍
聴
や

支
援
集
会
に
参
加
し
、
ま
た
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
こ
な
っ
た
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
す
る
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
の
裁
判
に
は
、
三
つ
の
観
点
か
ら
重
要
な
意
義
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
る
。
第
一
は
法
政
治
思
想
的
な
意
義
で
あ
る
。
本
裁
判
は
現
存

す
る
国
家
権
力
と
そ
の
法
秩
序
に
お
い
て
生
み
だ
さ
れ
る
不
正
義
・
差

別
・
暴
力
を
乗
り
こ
え
て
、
普
遍
的
な
人
権
の
法
規
範
を
打
ち
立
て
よ

う
と
す
る
、
構
成
的
（
立
憲
的
）
権
力constituent pow

er

の
生
成
を

め
ぐ
る
争
い
と
い
う
性
格
を
そ
な
え
て
い
る
。
構
成
的
権
力
と
は
、
刑

法
・
民
法
な
ど
の
諸
法
律
よ
り
優
位
に
立
つ
最
高
法
規
と
し
て
の
憲
法

の
「
法
規
範
」
を
生
み
だ
す
権
力
の
来
源
を
指
し
示
す
概
念
で
あ
る
。

日
本
国
憲
法
で
は
第
九
七
条
で
、
「
過
去
幾
多
の
試
練
に
堪
へ
」
て
き

た
「
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の
成
果
」
が
憲
法
の
権
威
の
原

基
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

構
成
的
権
力
を
め
ぐ
っ
て
は
、
民
主
革
命
が
実
現
し
た
の
ち
に
議
会

に
お
い
て
成
文
化
さ
れ
た
憲
法
や
諸
法
律
が
お
お
い
つ
く
し
、
飼
い
な

ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
憲
法
の
効
力
の
源
泉
で
あ
り
、
議
会
の
代
表
制

民
主
主
義
に
制
度
化
さ
れ
え
な
い
絶
対
的
民
主
主
義
の
、
不
定
形
／
流

動
的
な
社
会
的
権
力
だ
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
本
質
的
な
特
徴
は
、

既
存
の
法
秩
序
（
善
悪
や
内
外
な
ど
の
境
い
目
を
つ
く
っ
て
「
罪
」
を
定
義
し
、

あ
が
な
わ
せ
る
）
を
破
壊
し
、
罪
を
取
り
去
る
浄
罪
／
滅
罪
的
で
神
的

な
力
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
権
力
者
に
よ
っ
て
私
物
化
さ
れ
が
ち
な
法
秩

序
を
一
新
さ
せ
る
そ
の
至
高
性
の
根
源
に
は
、
罪
を
罰
す
る
だ
け
で
な

く
む
し
ろ
罪
を
浄
化
す
る
崇
高
性
や
、
世
界
観
の
刷
新
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る

）
12
（

。

　

こ
の
特
質
は
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
上
げ
運
動
に
お
い
て
も
見
い
だ
せ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
で
多
様
に
表
現
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
運
動
と
警
察

の
あ
い
だ
の
力
の
せ
め
ぎ
合
い
に
終
始
す
る
の
で
な
く
、
暴
力
的
衝
突

を
抜
け
出
し
て
対
立
す
る
両
者
が
共
存
し
あ
え
る
空
間
を
切
り
ひ
ら
い

た
こ
と
が
画
期
的
な
意
義
を
も
っ
た
の
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
意
見
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対
立
や
立
場
の
違
い
の
な
か
に
も
平
和
を
つ
く
り
出
そ
う
と
す
る
の
は
、

沖
縄
の
社
会
運
動
史
に
お
い
て
く
り
返
し
見
い
だ
せ
る
モ
ラ
ル
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
敵
側
」
を
憎
し
み
、
対
立
を
固
定
化
さ
せ
る
こ
と
で
武
力
に

よ
る
解
決
の
み
に
頼
ら
せ
、
結
果
と
し
て
強
大
な
権
力
に
従
う
こ
と
を

国
民
に
強
い
る
国
家
主
義
思
想
を
超
克
す
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

　

第
二
は
、
沖
縄
戦
後
史
に
お
け
る
最
大
の
難
問
に
た
い
す
る
突
破
口

が
う
か
が
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
難
問
と
は
、
一
九
七
二
年
に
米
軍

の
戦
時
占
領
権
力
を
倒
し
た
沖
縄
社
会
は
、
日
本
国
の
安
保
体
制
や
刑

法
な
ど
法
政
治
体
制
に
た
い
し
、
ど
う
転
換
を
迫
り
う
る
か
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
に
明
ら
か
に
な
っ
た
昭
和
天
皇
か
ら
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
あ

て
た
「
天
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
（
一
九
四
七
年
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦

後
日
本
の
国
家
権
力
は
米
軍
に
よ
る
沖
縄
長
期
占
領
の
提
唱
者
で
あ
り

共
謀
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
た
い
し
て
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
ぶ
か

は
、
現
在
も
沖
縄
社
会
に
と
っ
て
喫
緊
の
根
底
的
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
「
平
和
の
壁
」
積
み
上
げ
運
動
は
、
こ
の
難
問
を
め
ぐ
っ
て
沖
縄

社
会
が
、
風
前
の
灯
と
な
っ
た
平
和
憲
法
を
守
ろ
う
と
す
る
日
本
の
市

民
と
と
も
に
〈
憲
法
的
な
法
規
範
づ
く
り
〉
の
領
域
に
ふ
み
こ
ん
だ
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

戦
後
沖
縄
の
社
会
は
、
軍
事
支
配
の
終
焉
と
平
和
憲
法
へ
の
合
流
を

目
ざ
し
て
米
軍
権
力
と
た
た
か
い
、
日
本
に
復
帰
し
た
。
だ
が
い
ま
や

日
本
の
政
治
権
力
は
改
憲
プ
ロ
セ
ス
に
着
手
し
つ
つ
沖
縄
の
基
地
の
固

定
化
を
策
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
日
本
復
帰
の
正
当
性
さ
え

疑
問
に
さ
ら
さ
れ
る
歴
史
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
が
到
来
し

て
い
る
。
こ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
を
も
っ
と
も
明
確
に
訴
え

支
持
を
ひ
ろ
げ
た
翁
長
雄
志
知
事
は
、
日
本
政
府
と
き
び
し
く
対
峙
す

る
な
か
で
在
職
中
の
二
〇
一
八
年
に
病
死
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、

不
正
義
や
差
別
の
克
服
を
目
ざ
す
沖
縄
の
社
会
思
想
は
、
日
本
国
の
法

秩
序
を
前
提
と
す
る
こ
と
さ
え
部
分
的
に
踏
み
こ
え
つ
つ
あ
る
。
も
と

も
と
憲
法
を
生
み
だ
す
構
成
的
権
力
は
国
家
の
法
秩
序
に
収
ま
り
き
ら

な
い
力
で
あ
り
、
立
憲
的
な
正
義
を
求
め
る
社
会
運
動
は
国
家
体
制
を

ふ
み
こ
え
る
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
平
和
憲
法
を
も
と
め
た
精
神
は
再

度
不
定
形
な
状
態
に
も
ど
り
、
国
家
の
枠
組
み
か
ら
流
出
し
は
じ
め
た

と
も
い
え
よ
う
。

　

そ
の
流
出
の
向
か
う
先
は
、
本
裁
判
を
め
ぐ
る
第
三
の
特
徴
と
意
義

に
重
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
国
際
人
権
法
の
領
域
と
の
接
続
で
あ
る
。

運
動
の
首
謀
者
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
山
城
博
治
氏
は
、
二
〇
一
六
年
十

月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
五
カ
月
に
わ
た
り
未
決
拘
留
さ
れ
、
検
察
官
の

取
り
調
べ
で
は
運
動
か
ら
の
離
脱
を
迫
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
た
い

し
て
は
国
内
の
刑
法
学
者
六
十
余
名
の
緊
急
声
明
を
皮
切
り
に
、
市
民

や
国
際
人
権
N 

G 

O
が
抗
議
と
釈
放
要
求
を
展
開
し
、
裁
判
所
に
は
国

内
外
か
ら
の
約
六
万
人
分
の
署
名
簿
が
提
出
さ
れ
た
。
国
連
の
人
権
理

事
会
で
も
、
表
現
の
自
由
に
関
す
る
特
別
報
告
者
が
不
当
な
長
期
拘
留

に
つ
い
て
懸
念
を
報
告
し
、
保
釈
後
の
二
〇
一
七
年
六
月
に
は
、
国
連

本
部
で
の
総
会
で
山
城
氏
が
沖
縄
に
お
け
る
人
権
弾
圧
に
つ
い
て
報
告



45　●　〈論文〉国家に〈しない〉、乗り捨てる――森宣雄

し
た
。
日
本
の
司
法
に
お
い
て
刑
事
事
件
の
被
告
人
と
さ
れ
た
人
物
が
、

権
威
あ
る
国
際
機
関
で
そ
の
不
当
性
を
訴
え
る
と
い
う
の
は
日
本
史
上

初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
国
際
人
権
運
動
と
の
接
続
は
裁
判
過
程
に
も
反
映
さ
れ
た
。

日
本
の
法
律
家
・
法
学
者
を
中
心
と
し
た
山
城
氏
の
弁
護
団
は
国
連
の

特
別
報
告
者
に
よ
る
「
訪
日
報
告
書
」
と
「
集
会
の
適
切
な
管
理
に
関

す
る
国
連
勧
告
」
を
法
廷
に
証
拠
提
出
し
た
。
後
者
の
文
書
で
は
、
長

期
に
わ
た
る
座
り
こ
み
や
「
占
拠
」
型
の
示
威
行
動
も
集
会
の
一
形
態

と
さ
れ
、
救
急
車
の
交
通
往
来
な
ど
人
命
に
か
か
わ
る
緊
急
の
場
合
を

の
ぞ
き
「
集
会
の
自
由
」
は
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
勧
告
さ
れ
て
い

る
（
第
一
〇
項
）
。
ま
た
、
「
歴
史
的
に
差
別
を
経
験
し
た
集
団
ま
た
は

個
人
の
権
利
の
平
等
か
つ
効
果
的
な
保
護
を
確
保
す
る
た
め
、
特
別
に

尽
力
す
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
（
第
一
六
項

）
13
（

）
。
こ
の
文

書
は
一
審
で
は
証
拠
採
用
が
却
下
さ
れ
た
が
、
ね
ば
り
強
い
努
力
に
よ

り
控
訴
審
で
は
採
用
さ
れ
た
。
本
裁
判
は
閉
鎖
的
な
日
本
の
司
法
に
国

際
人
権
基
準
を
適
用
さ
せ
る
と
り
く
み
と
し
て
も
、
大
き
な
意
義
を

も
っ
た
と
い
え
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
国
際
人
権
法
の
世
界
と
の
接
続
は
、
一
国
的
な
〈
国

家
―
社
会
〉
の
外
部
と
の
交
通
に
よ
っ
て
シ
マ
社
会
の
存
続
と
発
展
、

〈
自
治
・
平
和
・
人
権
〉
の
獲
得
を
目
ざ
す
現
在
の
沖
縄
の
社
会
運
動

の
特
徴
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
他
に
沖
縄
県
知
事
も
二
〇
一
五
年
に
は

国
連
人
権
理
事
会
で
米
軍
新
基
地
建
設
に
反
対
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。

国
家
を
媒
介
し
な
い
国
際
的
な
発
信
・
交
流
活
動
は
、
国
際
的
な
観
光

リ
ゾ
ー
ト
地
と
な
っ
て
海
外
と
の
交
通
量
を
増
し
た
沖
縄
で
頻
繁
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
れ
を
よ
り
長
期
的
な
琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
に
位
置
づ
け
、

市
民
社
会
論
と
の
関
係
を
問
う
と
す
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
。
海
域
の
島
嶼

社
会
の
生
存
戦
略
は
、
国
家
以
外
の
人
権
N 

G 

O
な
ど
多
様
な
ア
ク

タ
ー
が
協
働
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
民
社
会
と
も
連
携
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
え
る
。
だ
が
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
沖
縄
に
市
民
社
会
が
成

長
し
た
と
い
え
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
先
史
古
代
か
ら

の
琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
発
展
の
パ
タ
ー
ン
を
く
り
返
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
国
際
環
境
の
変
化
に
〈
し
な
て
〉
適
応
し
な
が
ら
、
島
の
生

存
発
展
を
は
か
る
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
が
、
日
本
の
法
政
治
秩
序
か
ら
の

思
想
的
流
出
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
か
つ
て
希
少
な
大
型
巻

貝
を
も
と
め
る
人
び
と
を
迎
え
る
な
か
で
統
治
技
術
を
輸
入
し
て
交
易

国
家
を
つ
く
り
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
と
も
に
国
際
交
易
体
制
を
つ
く
り

出
し
た
よ
う
に
、
い
ま
沖
縄
社
会
は
日
本
の
護
憲
勢
力
や
国
連
人
権
理

事
会
な
ど
と
連
携
し
つ
つ
、
国
家
権
力
と
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
の
暴
走
を
お

さ
え
る
政
治
技
術
の
開
発
に
と
り
く
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

）
14
（

。

五　
 

国
家
を
忌
避
す
る
大
陸
の
社
会
と
、 

国
家
を
乗
り
捨
て
る
海
域
社
会

　

国
家
の
形
成
と
対
抗
い
ず
れ
に
も
距
離
を
と
り
つ
つ
そ
の
外
部
に
自
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治
と
生
存
の
空
間
を
ひ
ら
こ
う
と
す
る
琉
球
・
沖
縄
の
社
会
思
想
は
、

市
民
社
会
論
の
枠
組
み
に
う
ま
く
当
て
は
ま
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
う

位
置
づ
け
る
の
が
適
切
だ
ろ
う
か
。
比
較
考
察
の
対
象
と
し
て
も
っ
と

も
適
し
て
い
る
の
は
、
南
米
や
ア
ジ
ア
の
人
類
学
研
究
で
発
掘
さ
れ
て

き
た
、
国
家
の
集
権
的
統
治
を
忌
避
す
る
社
会
思
想
に
つ
い
て
の
議
論

だ
ろ
う
。

　

国
家
の
統
治
を
忌
避
す
る
社
会
は
、
近
代
国
家
と
そ
の
国
家
間
関
係

を
基
礎
と
す
る
近
代
的
世
界
観
に
お
い
て
は
、
「
野
蛮
」
「
未
開
」
と
さ

れ
て
き
た
。
外
部
か
ら
の
征
服
や
教
化
、
あ
る
い
は
内
発
的
な
成
熟
や

発
展
で
あ
れ
、
い
ず
れ
は
国
家
の
統
治
空
間
に
統
合
さ
れ
る
も
の
と
見

な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
近
代
国
家
の
集
権
的
な
世
界
像

を
一
元
的
に
全
世
界
に
押
し
ひ
ろ
げ
た
結
果
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

西
欧
諸
国
が
近
代
に
お
い
て
帝
国
主
義
の
支
配
を
世
界
全
域
に
ひ
ろ
げ

る
な
か
で
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
役
割
を
担
う
、
そ
の
意
味
で
の
歴
史

性
を
お
び
た
世
界
観
と
い
え
る
。

　

だ
が
帝
国
主
義
間
の
争
い
が
二
度
の
世
界
大
戦
を
生
み
、
人
種
偏
見

が
各
種
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
も
た
ら
し
た
こ
と
か
ら
、
第
二
次
大
戦
後
、

こ
の
よ
う
な
一
元
的
な
世
界
観
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
と
り
く
み
が
本

格
化
し
、
そ
の
な
か
で
国
家
の
統
治
を
忌
避
す
る
社
会
の
研
究
も
積
み

上
げ
ら
れ
て
き
た
。
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
ク
ロ
ー
ド
・

レ
ヴ
ィ
＝

ス
ト
ロ
ー
ス
は
ユ
ネ
ス
コ
の
依
頼
で
一
九
五
二
年
に
論
文

「
人
種
と
歴
史
」
を
発
表
し
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
人
類
学
研
究
の
知
見

を
背
景
に
、
進
化
論
的
な
世
界
観
を
否
定
し
た
。
近
代
化
を
進
め
る
文

明
社
会
に
た
い
し
遅
れ
た
社
会
が
存
在
す
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ

は
停
滞
的
に
見
え
る
だ
け
で
、
「
必
ず
し
も
そ
の
文
化
自
体
が
そ
う
で

あ
る
か
ら
で
は
な
く
て
、
そ
の
発
展
の
線
が
わ
れ
わ
れ
に
何
の
意
味
も

も
た
ず
、
わ
れ
わ
れ
が
用
い
て
い
る
準
拠
体
系
の
用
語
で
は
測
り
え
な

い
か
ら
」
に
す
ぎ
な
い
。
未
開
と
見
え
る
社
会
は
、
大
規
模
な
文
明
を

築
き
上
げ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
活
動
的
で
同
じ
く
ら
い
多
く
の
才
能
を

使
い
な
が
ら
、
発
見
や
発
明
を
蓄
積
し
総
合
す
る
よ
り
も
「
一
種
の
波

う
つ
流
れ
に
分
散
」
さ
せ
て
き
た
の
だ
と
論
じ
た

）
15
（

。

　

で
は
革
新
的
な
知
識
や
技
術
を
蓄
積
し
総
合
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る

な
か
で
、
「
未
開
」
社
会
は
何
を
追
求
し
て
き
た
の
か
。
ピ
エ
ー
ル
・

ク
ラ
ス
ト
ル
は
お
な
じ
く
南
米
の
人
類
学
研
究
に
も
と
づ
い
て
、
「
未

開
」
社
会
と
は
、
国
家
と
い
う
機
構
が
物
質
的
超
過
と
社
会
的
格
差
を

も
た
ら
し
て
人
間
に
と
っ
て
制
御
不
能
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
の

制
度
や
習
慣
を
発
達
さ
せ
て
き
た
社
会
だ
と
位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
国

家
形
成
を
唯
一
の
す
じ
道
と
し
て
価
値
づ
け
る
進
化
主
義
や
社
会
の
構

造
主
義
的
・
マ
ル
ク
ス
主
義
的
解
釈
を
批
判
し
た

）
16
（

。

　

さ
ら
に
近
年
で
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
C
・
ス
コ
ッ
ト
が
、
中
国
南
部
か

ら
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
に
ひ
ろ
が
る
山
岳
地
帯
で
は
、
平
地
に
発
達
し

た
定
住
農
業
・
文
字
・
国
家
な
ど
の
文
明
と
接
し
な
が
ら
、
あ
え
て
そ

れ
を
遠
ざ
け
、
平
等
主
義
的
な
社
会
を
選
ん
で
き
た
遊
動
社
会
が
広
大

に
存
在
し
て
き
た
と
指
摘
し
た
。
そ
こ
は
国
家
か
ら
の
避
難
地
帯
で
も
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あ
り
、
近
代
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
国
家
に
触
れ
れ
ば
人
類
は
い
ず
れ
同

化
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
文
明
史
観
を
否
定
し
た
。
そ
し
て
こ
の
知
見
を

も
と
に
、
山
地
民
、
漂
海
民
、
遊
牧
民
、
逃
亡
奴
隷
、
先
住
民
な
ど
「
国

家
を
避
け
よ
う
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
国
家
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
て
き

た
」
社
会
の
視
点
か
ら
、
国
家
中
心
主
義
と
は
異
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

世
界
史
を
描
い
て
い
く
展
望
を
示
し
た
（
ス
コ
ッ
ト
は
「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム

史
観
」
と
呼
ぶ

）
17
（

）
。

　

た
だ
し
ス
コ
ッ
ト
は
、
距
離
の
障
壁
を
と
り
の
ぞ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
、
第
二
次
大
戦
後
で
は
山
地
民
の
自
治

は
弱
体
化
さ
れ
、
国
民
国
家
の
覇
権
の
も
と
に
吸
収
さ
れ
て
き
た
と
述

べ
て
、
自
己
の
研
究
事
例
の
射
程
を
限
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し

本
稿
は
、
山
地
と
は
異
な
り
第
二
次
大
戦
後
も
現
在
進
行
形
で
展
開
を

と
げ
て
い
る
海
域
の
事
例
を
提
起
す
る
意
味
を
も
つ
だ
ろ
う
。

　

本
稿
は
地
球
全
体
の
自
然
環
境
と
人
類
史
の
視
点
か
ら
歴
史
を
と
ら

え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
な
か
に
、
琉
球
・
沖
縄
史
の
独
自
な

存
在
意
義
を
位
置
づ
け
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、

い
ま
挙
げ
て
き
た
レ
ヴ
ィ
＝

ス
ト
ロ
ー
ス
、
ク
ラ
ス
ト
ル
、
ス
コ
ッ
ト

の
研
究
は
、
い
ず
れ
も
大
陸
部
で
の
事
例
に
依
拠
す
る
か
た
よ
り
の
あ

る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
地
球
の
七
割
は
海
だ
か
ら

で
あ
る
。

　

な
お
、
陸
地
の
三
分
の
一
は
森
林
で
あ
り
、
他
に
高
山
地
帯
や
砂
漠

な
ど
居
住
不
適
地
も
あ
る
。
従
来
の
世
界
史
は
、
古
代
の
農
業
革
命

（
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
大
河
流
域
）
、
近
代
西
欧
に
発
す
る
産
業
革
命
、
ア

メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
金
融
資
本
主
義
と
I 

T
革
命
と
い
っ
た
流
れ
を

主
軸
と
し
て
、
そ
も
そ
も
地
球
上
の
二
割
程
度
の
地
域
を
主
た
る
舞
台

と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
は
国
家
や
都
市
に
お
け
る
政
治
経
済
権

力
が
主
役
の
座
を
占
め
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
観
は
、
人
間
に
と
っ
て

生
産
力
や
権
力
を
増
や
す
こ
と
が
大
事
だ
と
す
る
価
値
観
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
、
説
得
力
を
得
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
現
代
世
界
は
人
間
の

生
存
環
境
さ
え
お
び
や
か
す
科
学
文
明
の
弊
害
に
直
面
し
、
世
界
の
多

様
な
姿
と
そ
の
必
然
性
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
産
力
と
権
力
を
中

心
に
し
た
も
の
の
見
方
は
、
人
間
の
文
明
世
界
が
統
制
可
能
な
範
囲
で

立
て
た
世
界
観
・
歴
史
観
と
し
て
限
定
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
稿
で
見
て
き
た
琉
球
・
沖
縄
の
社
会
思
想
・
運
動
の
歩
み
は
、
自

然
界
・
異
世
界
に
ひ
ら
か
れ
た
海
域
の
群
島
社
会
に
お
け
る
自
治
と
平

等
性
の
維
持
回
復
に
む
け
た
と
り
く
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ス
コ
ッ

ト
が
提
起
し
た
「
国
家
を
避
け
よ
う
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
国
家
に
よ
っ

て
排
除
さ
れ
て
き
た
」
者
た
ち
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
は
一
部

重
な
り
、
一
部
外
れ
る
。
み
ず
か
ら
国
家
を
つ
く
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

現
在
も
国
家
を
全
否
定
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
が
検
討

し
た
よ
う
な
山
岳
地
帯
は
国
家
の
支
配
か
ら
逃
避
し
た
者
た
ち
の
避
難

地
帯
で
も
あ
っ
た
が
、
自
然
の
障
壁
が
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
た
。
そ

れ
に
た
い
し
島
嶼
社
会
の
住
民
は
逃
げ
る
場
所
も
な
く
、
海
外
か
ら
到

来
す
る
国
家
の
支
配
を
受
け
い
れ
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
だ
が
他
方
で
山
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地
の
避
難
地
帯
の
自
治
が
二
十
世
紀
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の

発
達
に
よ
り
失
わ
れ
て
い
っ
た
の
と
対
照
的
に
、
琉
球
・
沖
縄
は
国
家

の
支
配
を
次
々
と
受
け
い
れ
つ
つ
も
そ
れ
に
従
属
し
な
い
自
治
と
民
主

主
義
を
現
在
ま
で
独
特
な
か
た
ち
で
展
開
さ
せ
て
き
た
。
海
に
ひ
ら
か

れ
た
開
放
性
・
融
合
性
の
思
想
は
国
家
に
い
ま
だ
征
服
さ
れ
て
い
な
い

の
み
な
ら
ず
、
国
家
を
拒
否
す
る
「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
史
観
」
に
も
統
合

さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
い
わ
ば
両
者
の
中
間
領
域
を
私
た
ち
の
世
界
認

識
に
提
起
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

亜
熱
帯
の
海
域
に
う
か
ぶ
隆
起
サ
ン
ゴ
の
平
坦
な
島
で
発
展
し
て
き

た
琉
球
・
沖
縄
の
社
会
は
、
集
権
的
な
国
家
の
建
設
を
み
ず
か
ら
は
強

く
志
向
し
て
こ
な
か
っ
た
。
環
境
が
そ
の
思
想
を
導
い
た
と
も
い
え
る
。

土
壌
は
薄
く
真
水
や
資
源
も
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
農
業
革
命
に
も
産

業
革
命
に
も
適
さ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
高
温
多
湿
な
気
候
と
台
風
の
定

期
的
な
襲
来
は
富
と
権
力
の
蓄
積
・
集
中
を
は
ば
み
、
散
在
す
る
島
々

に
わ
ざ
わ
ざ
労
力
を
注
い
で
集
権
的
な
支
配
を
し
い
て
い
く
利
益
も
必

然
性
も
と
ぼ
し
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
海
域
の
群
島
世
界
に
共
通
す
る
自

然
条
件
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
琉
球
・
沖
縄
は
絶
海
の
孤
島
と

し
て
国
家
か
ら
隔
絶
し
て
き
た
の
で
も
な
か
っ
た
。
古
代
王
権
の
貝
交

易
ル
ー
ト
の
成
立
や
、
中
華
帝
国
の
国
際
秩
序
に
お
け
る
冊
封
・
朝
貢

体
制
、
近
代
の
国
民
国
家
、
国
際
人
権
運
動
な
ど
、
各
時
代
の
陸
地
で

発
達
し
た
文
明
の
動
き
に
順
応
し
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
選
択
的

に
摂
取
し
つ
つ
も
、
何
ら
か
の
主
義
や
制
度
で
一
元
的
に
社
会
を
編
成

し
生
産
力
や
権
力
を
増
大
さ
せ
よ
う
と
は
せ
ず
、
限
ら
れ
た
環
境
下
で

の
生
命
の
維
持
と
、
外
部
の
多
様
な
世
界
と
の
交
流
の
継
続
に
価
値
を

据
え
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
ふ
る
ま
い
の
う
ち
に
一
貫
し
て
見
い
だ
せ
る
の
は
、
先
に

第
三
節
で
触
れ
た
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
思
想
で
あ
る
。
国
家
や
文
明

な
ど
向
か
っ
て
く
る
も
の
に
〈
し
な
い
〉
、
支
配
下
に
収
ま
り
な
が
ら
も
、

い
ず
れ
そ
こ
か
ら
〈
巣
出
て
〉
再
生
を
つ
づ
け
て
い
く
こ
と
に
価
値
の

中
核
を
据
え
る
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
（
国
家
の
側
か
ら
見
れ
ば
）
究
極

の
ア
ナ
キ
ズ
ム
思
想
と
も
い
え
る
。
国
家
の
内
部
に
あ
り
な
が
ら
そ
の

権
力
と
権
威
を
相
対
化
し
つ
づ
け
、
集
権
的
な
政
府
が
ア
メ
と
ム
チ
い

ず
れ
の
策
を
立
て
よ
う
と
も
、
陸
地
と
同
様
の
支
配
を
貫
徹
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
こ
の
脈
絡
か
ら
推
し
量
れ
ば
、
も
し
国
際
情
勢
の
変
転

の
な
か
で
今
後
ふ
た
た
び
琉
球
自
身
の
国
家
が
再
興
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
次
の
再
生
に
お
い
て
乗
り

捨
て
る
ま
で
の
仮
構
と
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う
。
環
境
史
と
民
衆
史
を
入

れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
歴
史
観
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
展
望

が
描
け
る

）
18
（

。

む
す
び　

 「
ア
ジ
ア
の
世
紀
」を
受
け
て
立
つ 

社
会
思
想
史
研
究

　

第
一
節
で
立
て
た
ア
ジ
ア
に
お
け
る
市
民
社
会
、
社
会
思
想
史
研
究

の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
問
い
に
も
ど
ろ
う
。
ア
ジ
ア
で
は
人
間
の
支
配
が
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貫
徹
し
な
い
多
様
な
自
然
環
境
の
も
と
、
共
同
体
の
自
治
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
民
族
文
化
や
宗
教
が
多
元
的
に
発
展
す
る
一
方
、
神
格
化
を
追
求

す
る
専
制
権
力
が
古
く
か
ら
自
生
し
、
ま
た
そ
こ
に
西
欧
か
ら
の
帝
国

主
義
支
配
の
圧
迫
が
重
な
り
、
現
在
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も
と
で
総
じ

て
強
権
的
な
政
治
体
制
が
多
く
の
国
々
で
（
再
）
構
築
さ
れ
る
趨
勢
に

あ
る
。
二
十
一
世
紀
は
「
ア
ジ
ア
の
世
紀
」
と
な
る
と
い
わ
れ
て
久
し

い
が
、
そ
れ
は
ア
ジ
ア
が
経
済
成
長
の
世
界
的
な
中
心
と
な
る
展
望
に

も
と
づ
い
て
い
る
。
核
兵
器
と
領
土
紛
争
、
民
族
対
立
を
か
か
え
た
ア

ジ
ア
諸
国
が
強
権
的
な
政
治
支
配
の
も
と
で
紛
争
を
暴
発
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
平
和
の
う
ち
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
は
世
界
人
類
の
願
い
で
あ

り
、
私
た
ち
ア
ジ
ア
の
人
間
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
認
識
と
問
題
意
識
に
立
つ
と
き
、
大
国
の
動
向
に

偏
重
し
た
政
治
史
観
や
、
国
家
形
成
／
対
抗
の
主
体
に
ば
か
り
注
目
す

る
よ
う
な
思
想
史
観
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
内
外
の
大
国

の
支
配
を
う
け
、
と
き
に
国
際
紛
争
の
発
火
点
や
弾
薬
庫
、
決
戦
場
と

さ
れ
て
き
た
地
域
社
会
に
つ
い
て
、
欧
米
・
大
国
中
心
的
な
偏
見
を
排

し
た
公
正
な
認
識
を
も
つ
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
。
む
し
ろ
二
十
世
紀
後

半
以
降
、
沖
縄
や
韓
国
、
台
湾
は
ア
ジ
ア
で
は
例
外
的
に
大
衆
運
動
に

よ
る
民
主
化
を
実
現
し
、と
り
く
み
を
持
続
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は

国
内
外
の
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
か
ら
社
会
の
生
存
を
は
か
ろ
う
と
す
る
、
地

域
レ
ベ
ル
か
ら
の
大
衆
的
な
集
合
意
思
が
働
い
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る

）
19
（

。

　

こ
れ
ら
ア
ジ
ア
の
強
権
的
な
政
治
と
、
そ
れ
に
た
い
し
て
抑
制
を
は

か
る
社
会
の
共
同
性
の
双
方
に
つ
い
て
、
西
欧
を
モ
デ
ル
と
し
た
市
民

社
会
論
は
、
有
効
な
分
析
概
念
と
も
、
現
実
的
な
目
標
や
理
念
と
も
な

り
が
た
い
。
適
用
可
能
な
の
は
大
都
市
圏
の
知
識
人
層
を
中
心
と
し
た

動
向
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ア
ジ
ア
に
お
け
る
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
や
強
権
支
配
を
抑
制
な
い
し
克
服

す
る
可
能
性
の
芽
は
、
近
代
化
論
や
市
民
社
会
論
と
は
別
の
視
点
か
ら

と
ら
え
出
す
と
り
く
み
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
一
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

を
ま
た
新
た
に
立
て
る
と
い
う
よ
り
、
多
様
か
つ
多
元
的
な
ア
ジ
ア
や

第
三
世
界
の
社
会
を
視
野
に
収
め
る
こ
と
の
で
き
る
、
ひ
ら
か
れ
た

パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
設
定
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
は
紙
幅
と

テ
ー
マ
の
都
合
か
ら
十
分
に
考
察
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
に
む
け
た
一
歩
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
国
家
を
忌

避
す
る
社
会
の
人
類
学
研
究
、
民
衆
思
想
史
な
ど
の
知
見
を
用
い
て
、

国
家
に
順
応
し
つ
つ
国
家
を
乗
り
捨
て
て
い
く
海
域
世
界
の
社
会
思
想

を
提
起
し
た
。

　

国
家
と
の
距
離
の
と
り
方
は
屈
従
か
抵
抗
か
、
さ
も
な
く
ば
逃
亡
か

と
い
っ
た
単
純
な
も
の
で
は
な
い
し
、
民
主
主
義
や
自
治
は
市
民
社
会

だ
け
の
専
売
特
許
で
も
な
い
。
本
稿
は
形
の
う
え
で
は
市
民
社
会
論
の

ア
ジ
ア
や
海
域
世
界
に
た
い
す
る
不
適
合
性
を
論
じ
た
が
、
こ
う
し
た

〈
否
定
〉
の
作
業
を
一
旦
く
ぐ
っ
た
う
え
で
、
思
想
と
文
化
の
多
様
な

影
響
・
接
合
関
係
を
考
察
し
、
真
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
価
値
と
文
化
基
盤

の
上
に
社
会
思
想
史
研
究
が
再
生
を
と
げ
る
こ
と
は
決
し
て
不
可
能
で
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は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
海
域
世
界
に
見
ら
れ
た
複
数
の
思
想
原
理
を

ゆ
る
や
か
に
編
成
す
る
ス
タ
イ
ル
は
、
そ
の
手
が
か
り
の
一
つ
と
な
る

か
も
し
れ
な
い
。

 

（
も
り
・
よ
し
お
／
東
ア
ジ
ア
近
現
代
史
）

注（
1
） 

リ
ン
・
ハ
ン
ト
『
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
歴
史
学
』
長
谷
川
貴
彦
訳
、
岩
波

書
店
、
二
〇
一
六
年
、
一
三
九
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
2
） 

日
弁
連
編
『
復
帰
後
の
沖
縄
白
書
』
（
『
法
律
時
報
』
増
刊
号
、
一
九
七
五

年
二
月
）
一
七
〇
―
八
〇
頁
。

（
3
） 

チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
『
ア
メ
リ
カ
帝
国
へ
の
報
復
』
鈴
木
主
税

訳
、
集
英
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
七
頁
。
訳
文
は
原
書
（Johnson, C

. 
2000, Blow

back: Th
e C

osts and C
onsequences of Am

erican Em
pire, H

enry 
H

olt &
 C

o.

）
を
参
照
。

（
4
） 

以
下
、
戦
後
沖
縄
に
つ
い
て
は
森
宣
雄
『
沖
縄
戦
後
民
衆
史
』
岩
波
現
代

全
書
、
二
〇
一
六
年
を
参
照
。

（
5
） 

戦
後
沖
縄
の
法
的
地
位
は
複
雑
で
あ
る
が
、
森
前
掲
『
沖
縄
戦
後
民
衆
史
』

九
七
―
一
〇
四
頁
に
分
析
を
ま
と
め
た
。

（
6
） 

植
村
邦
彦
『
市
民
社
会
と
は
何
か
』
平
凡
社
新
書
、
二
〇
一
〇
年
参
照
。

な
お
李
妍
焱
『
中
国
の
市
民
社
会
』
（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
二
年
）
は
「
公

共
的
な
事
柄
に
関
す
る
討
論
と
決
定
に
人
々
が
、
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

に
よ
っ
て
参
加
す
る
権
利
、
仕
組
み
、
及
び
文
化
」
を
そ
な
え
て
い
る
の
が

「
市
民
社
会
」
だ
と
定
義
し
て
、
現
代
中
国
に
お
け
る
そ
の
あ
ら
わ
れ
を
検

討
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
国
の
大
都
市
圏
・
知
識
人
層
の
動
き
に
西
欧
的
な

市
民
社
会
概
念
を
適
用
し
た
例
と
い
え
る
。

（
7
） 

以
下
、
先
史
古
代
に
つ
い
て
は
主
に
次
を
参
照
。
豊
見
山
和
行
編
『
琉
球
・

沖
縄
史
の
世
界
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
。
安
里
進
「
七
～
十
二
世
紀

の
琉
球
列
島
を
め
ぐ
る
三
つ
の
問
題
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

一
七
九
集
、
二
〇
一
三
年
。
青
山
和
夫
な
ど
『
マ
ヤ
・
ア
ン
デ
ス
・
琉
球
―

―
環
境
考
古
学
で
読
み
解
く
「
敗
者
の
文
明
」
』
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一

四
年
。
高
宮
広
土
編
『
奄
美
・
沖
縄
諸
島
先
史
学
の
最
前
線
』
南
方
新
社
、

二
〇
一
八
年
。

（
8
） 

琉
球
の
古
代
思
想
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
次
を
参
照
。
比
嘉
実
『
古
琉
球

の
思
想
』
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
九
一
年
。
外
間
守
善
『
南
島
の
神
歌　

お
も
ろ
さ
う
し
』
中
公
文
庫
、
一
九
九
四
年
。
倉
塚
曄
子
『
巫
女
の
文
化
』

平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
四
年
。

（
9
） 

近
世
琉
球
の
三
点
の
特
徴
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。
豊
見
山
和
行
「
官
人

制
度
の
一
側
面
」
『
新
琉
球
史
』
近
世
編
（
下
）
、
琉
球
新
報
社
、
一
九
九
〇

年
。
高
良
倉
吉
『
琉
球
王
国
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
三
年
、
第
五
章
。
森
宣

雄
「
琉
球
は
「
処
分
」
さ
れ
た
か
」
『
歴
史
評
論
』
二
〇
〇
〇
年
七
月
号
。

伊
江
朝
助
顕
彰
会
『
伊
江
朝
助
先
生
を
偲
ぶ
』
一
九
六
四
年
、
四
一
頁
。

（
10
） 

戦
後
沖
縄
の
思
想
の
総
体
的
な
特
徴
と
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ア
ナ

キ
ズ
ム
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
い
う
時
に
対
立
し
あ
う
三
つ
の
思
想
潮

流
が
鼎
立
し
、
多
元
的
に
ひ
ら
か
れ
た
か
た
ち
の
編
成
を
つ
く
っ
て
き
た
こ

と
は
森
前
掲
『
沖
縄
戦
後
民
衆
史
』
の
終
章
で
論
じ
た
。
こ
れ
に
近
い
議
論

は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
『
三
つ
の
旗
の
も
と
に
―
―
ア
ナ
ー
キ

ズ
ム
と
反
植
民
地
主
義
的
想
像
力
』
（
山
本
信
人
訳
、
N 

T 

T
出
版
、
二
〇

一
二
年
）
に
も
見
ら
れ
る
。
同
書
は
、
国
境
を
こ
え
て
自
由
と
尊
厳
を
も
と

め
分
か
ち
あ
う
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
思
想
運
動
が
、
脱
植
民

地
化
を
め
ざ
す
十
九
世
紀
末
の
民
族
解
放
運
動
の
は
じ
ま
り
に
お
い
て
決
定

的
な
役
割
を
担
い
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
交
差
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
11
） 

こ
の
裁
判
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。
森
宣
雄
「
〈
沖
縄
平
和
運
動
裁
判
〉

と
歴
史
の
ゆ
く
え
―
―
中
間
報
告
」
山
城
博
治
さ
ん
た
ち
の
完
全
無
罪
を
勝

ち
取
る
会
編
刊
『
裁
判
闘
争
中
間
報
告
』
Ⅱ
、
二
〇
一
七
年
。
森
宣
雄
「
非
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暴
力
抵
抗
か
ら
平
和
主
義
の
（
再
）
立
憲
へ
」
戦
後
沖
縄
刑
法
史
研
究
会
編

刊
『
沖
縄
平
和
運
動
裁
判
を
考
え
る
―
―
証
言
と
研
究
』
二
〇
一
七
年
。
『
〈
沖

縄
平
和
運
動
裁
判
を
考
え
る
〉
読
後
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
そ
の
後
通
信
』
一
・
二
、

森
宣
雄
・
鹿
野
政
直
発
行
、
二
〇
一
八
年
。

（
12
） 
構
成
的
権
力
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
『
構
成
的

権
力
』
斉
藤
悦
則
・
杉
村
昌
昭
訳
、
松
籟
社
、
一
九
九
九
年
。
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
暴
力
批
判
論
」
『
暴
力
批
判
論　

他
十
篇
』
野
村
修
編
訳
、

岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
年
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
『
法
の
力
』
堅
田
研
一
訳
、

法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
九
年
。

（
13
） 

マ
イ
ナ
・
キ
ア
イ
お
よ
び
ク
リ
ス
ト
フ
・
ヘ
イ
ン
ズ
「
集
会
の
適
切
な
管

理
に
関
す
る
国
連
勧
告
」
（Joint report of the Special R

apporteur on the 
rights to freedom

 of peaceful assem
bly and of association and the 

S pecial R
apporteur on extrajudicial, sum

m
ary or arbitrary executions 

on the proper m
anagem

ent of assem
blies

）
は
、
沖
縄
国
際
人
権
法
研
究

会
の
ウ
ェ
ブ
ロ
グ
（http://okinaw

ahum
anrights.blogspot.com

/

）
に
日

本
語
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
14
） 

日
本
の
法
政
治
体
制
か
ら
の
思
想
的
流
出
は
、
在
日
米
軍
基
地
の
七
割
が

集
中
す
る
沖
縄
県
に
と
っ
て
や
む
を
え
な
い
必
然
性
が
あ
る
が
、
危
険
な
賭

け
で
も
あ
り
、
県
内
世
論
は
一
枚
岩
で
は
な
い
。
米
軍
基
地
が
主
に
立
地
す

る
沖
縄
島
以
外
の
「
離
島
」
、
と
く
に
琉
球
王
国
に
征
服
さ
れ
沖
縄
島
か
ら
差

別
・
搾
取
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
も
つ
宮
古
・
石
垣
で
は
、
市
長
が
日
本
の
保
守

勢
力
と
連
携
し
つ
つ
自
衛
隊
基
地
の
誘
致
を
推
進
す
る
な
ど
、
沖
縄
島
の
政

治
と
距
離
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
群
島
社
会
の
多
元
性
を
保
持
し
、
沖
縄

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
自
治
を
守
ろ
う
と
す
る
原
理
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
る
。

（
15
） 

ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
＝

ス
ト
ロ
ー
ス
『
人
種
と
歴
史
』
荒
川
幾
男
訳
、
み

す
ず
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
二
八
・
三
五
頁
。

（
16
） 

ピ
エ
ー
ル
・
ク
ラ
ス
ト
ル
『
国
家
に
抗
す
る
社
会
』
渡
辺
公
三
訳
、
水
声

社
、
一
九
八
七
年
。
同
『
暴
力
の
考
古
学
』
毬
藻
充
訳
、
現
代
企
画
室
、
二

〇
〇
三
年
。

（
17
） 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
C
・
ス
コ
ッ
ト
『
ゾ
ミ
ア
―
―
脱
国
家
の
世
界
史
』
佐
藤

仁
監
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
三
年
、
三
三
〇
―
三
四
頁
。

（
18
） 

陸
地
中
心
の
歴
史
観
を
海
か
ら
変
え
る
と
り
く
み
は
、
ブ
ロ
ー
デ
ル
に
よ

る
古
典
『
地
中
海
』
な
ど
で
提
起
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
生
態
系
の
変
遷
を

追
い
、
そ
の
再
生
力
を
高
め
る
こ
と
に
目
的
を
す
え
た
近
年
の
環
境
史
の
視

点
か
ら
は
、
そ
れ
も
「
本
当
は
海
の
周
り
の
土
地
の
歴
史
」
で
あ
っ
て
、「
海

洋
に
関
す
る
大
観
的
な
環
境
史
は
未
だ
に
書
か
れ
て
い
な
い
」
と
さ
れ
る

（
J
・
ド
ナ
ル
ド
・
ヒ
ュ
ー
ズ
『
環
境
史
入
門
』
村
山
聡
・
中
村
博
子
訳
、

岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
、
一
二
六
頁
）
。
本
稿
は
そ
の
よ
う
な
環
境
史
の
う

ち
に
包
摂
さ
れ
る
人
類
史
の
見
方
と
し
て
、
政
治
経
済
権
力
を
中
心
と
し
な

い
民
衆
史
の
視
点
を
立
て
、
環
境
史
と
民
衆
史
を
あ
わ
せ
て
、
人
間
・
権
力
中

心
主
義
か
ら
脱
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
え
が
こ
う
と
試
み
て
い
る
。

（
19
） 

こ
こ
で
触
れ
た
よ
う
な
沖
縄
・
韓
国
・
台
湾
の
民
主
化
運
動
に
注
目
す
る

議
論
は
次
の
論
考
で
く
わ
し
く
述
べ
た
。
森
宣
雄
「
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
沖

縄
の
日
本
復
帰
運
動
―
―
台
湾
・
沖
縄
・
韓
国
の
脱
冷
戦
・
民
主
化
運
動
」

『
イ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
』
一
〇
三
号
、
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
一
九
九
七
年
。

森
前
掲
『
沖
縄
戦
後
民
衆
史
』
の
韓
国
語
版
（
金
希
英
・
金
容
儀
訳
、
民
俗

苑
よ
り
二
〇
一
九
年
発
行
予
定
）
に
掲
載
の
「
序
文　

世
界
の
歴
史
を
〈
下

か
ら
〉
〈
海
か
ら
〉
変
え
る
」
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

琉
球
・
沖
縄
史
、
海
域
史
、
民
衆
史
、
環
境
史
、
ア
ジ
ア
の
民

主
主
義



社会思想史研究　No. 43　2019

〈特集〉東アジアの市民社会　●　52

は
じ
め
に

　

一
九
八
九
年
十
一
月
、
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
の
崩
壊
に
象
徴
さ
れ
る

い
わ
ゆ
る
東
欧
革
命
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
こ
の
三
〇
年
近
く
、
世

界
的
規
模
で
市
民
社
会
論
が
復
活
し
て
い
っ
た
。
こ
の
東
欧
革
命
は
、

社
会
主
義
の
一
党
独
裁
体
制
に
対
し
て
、
労
働
組
合
、
教
会
、
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
下
か
ら
」
の
運
動
が
高
揚
す
る
な

か
で
展
開
し
、
国
家
権
力
に
抗
う
市
民
の
力
の
大
き
さ
を
印
象
づ
け
た
。

し
か
し
、
こ
の
直
前
に
起
き
た
天
安
門
事
件
（
一
九
八
九
年
六
月
）
で
は
、

こ
の
世
界
史
的
事
件
と
は
ほ
と
ん
ど
対
極
の
状
況
が
濃
厚
に
醸
し
出
さ

れ
、
そ
の
後
、
そ
れ
を
弾
圧
し
て
い
っ
た
一
党
独
裁
の
政
治
体
制
が
そ

の
ま
ま
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
こ
と
に
は
現
在

で
も
、
基
本
的
に
何
ら
変
化
を
み
せ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
習

近
平
体
制
の
成
立
（
二
〇
一
三
年
）
後
、
中
国
に
お
け
る
言
論
状
況
は

厳
し
さ
を
増
し
、
当
局
は
「
市
民
社
会
」
に
対
す
る
抑
圧
姿
勢
を
ま
す

ま
す
強
め
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
改
革
（
リ
ベ
ラ
ル
）
派
の
代
表
的
知
識
人
や
弁
護
士
ら

を
は
じ
め
と
し
て
、
全
国
各
地
の
社
会
活
動
家
、
作
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
新
公
民
運
動
な
ど
に
参
加
し
た
一
般
市
民
が
、
こ
れ
ま
で
次
々

と
当
局
に
よ
る
弾
圧
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
中
国
政
府

が
二
〇
一
五
年
、
何
百
人
も
の
弁
護
士
や
活
動
家
を
一
斉
に
弾
圧
し
た

際
、
そ
の
ま
ま
行
方
不
明
と
な
り
、
当
局
に
拘
束
さ
れ
な
が
ら
、
起
訴

も
釈
放
も
さ
れ
な
い
で
い
る
活
動
家
や
弁
護
士
は
、
そ
の
後
も
数
多
く

〈
特
集
〉
東
ア
ジ
ア
の
市
民
社
会　

〈
論
文
〉

現
代
中
国
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
論
の
展
開

石
井
知
章
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に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
年
の
十
二
月
に
は
、
広
東
の
労
働
N 

G 

O
に
対

し
て
も
一
斉
に
弾
圧
が
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
「
下
か
ら
」

の
労
働
N 
G 

O
は
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
、
政
府
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
と
し
て
「
上
か
ら
」
再
編
成
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
二

〇
一
八
年
五
月
以
降
、
広
東
深
圳
の
外
資
系
企
業
で
の
労
働
争
議
を
支

援
し
た
学
生
た
ち
の
多
く
は
、
同
年
八
月
以
降
、
身
柄
を
拘
束
さ
れ
、

さ
ら
に
こ
れ
に
抗
議
す
る
全
国
の
大
学
生
た
ち
が
「
マ
ル
ク
ス
主
義
研

究
会
」
を
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
立
ち
上
げ
る
と
、
二
〇
一
八
年
秋
以
降
、

次
々
に
拘
束
さ
れ
、
二
〇
一
九
年
二
月
ま
で
に
、
五
〇
人
近
く
が
行
方

不
明
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
み
な
、
二
〇
一
三
年
五
月
、
党
中
央
が
普

遍
的
価
値
、
報
道
の
自
由
、
市
民
（
公
民
）
社
会
、
公
民
の
権
利
、
中

国
共
産
党
の
歴
史
的
な
誤
り
、
権
貴
資
産
階
級
、
司
法
の
独
立
に
つ
い

て
論
じ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
七
不
講
」（
七
つ
の
タ
ブ
ー
）

と
呼
ば
れ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
統
制
下
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ

る
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
中
国
で
の
動
き
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
、
学
生
・

市
民
に
よ
る
中
台
服
務
貿
易
協
定
に
反
対
す
る
台
湾
で
の
「
ひ
ま
わ
り

運
動
」
（
二
〇
一
四
年
春
）
が
、
さ
ら
に
行
政
長
官
選
挙
を
め
ぐ
っ
て
中

国
側
が
設
け
た
反
民
主
的
な
規
制
に
抗
議
す
る
学
生
ら
数
万
人
に
よ
る

香
港
で
の
「
雨
傘
（
オ
キ
ュ
パ
イ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
）
運
動
」（
二
〇
一
四
年
秋
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
最

近
で
も
、
習
近
平
国
家
主
席
が
二
〇
一
九
年
一
月
、
「
台
湾
同
胞
に
告

ぐ
書
」
発
表
四
〇
周
年
記
念
で
講
話
し
、
二
〇
二
〇
年
の
台
湾
総
統
選

に
向
け
て
「
一
国
二
制
度
」
に
よ
る
平
和
統
一
を
選
択
し
な
い
限
り
、

武
力
統
一
も
あ
り
得
る
と
発
言
し
た
の
に
対
し
て
、
台
湾
の
蔡
英
文
総

統
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
一
国
二
制
度
を
断
じ
て
受
け
入
れ
な
い
」
と
改

め
て
拒
否
す
る
考
え
を
表
明
し
て
い
る

）
1
（

。

　

さ
ら
に
天
安
門
事
件
か
ら
三
〇
周
年
を
迎
え
た
二
〇
一
九
年
六
月
、

中
国
本
土
へ
の
容
疑
者
引
き
渡
し
を
可
能
に
す
る
「
逃
亡
犯
条
例
」
改

正
案
の
完
全
撤
回
と
親
中
派
の
林
鄭
月
娥
（
キ
ャ
リ
ー
・
ラ
ム
）
行
政

長
官
の
辞
任
を
求
め
、
香
港
で
は
史
上
最
大
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
万
人

に
よ
る
抗
議
デ
モ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
二
〇
一
四
年
の
雨
傘
運
動
で

は
、
総
人
口
約
七
〇
〇
万
の
三
〇
％
以
上
の
香
港
人
が
占
拠
行
為
を
支

持
し
、
延
べ
約
一
三
〇
万
人
の
市
民
が
実
際
に
現
場
に
赴
い
て
運
動
に

参
加
し
た
と
さ
れ
る
が
、
二
〇
一
九
年
六
月
の
抗
議
デ
モ
は
、
は
る
か

に
そ
れ
を
上
回
る
規
模
に
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た

一
連
の
で
き
ご
と
が
、
中
国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
市
民

社
会
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
大
き
な
問
い
を
投
げ
か
け
る
結
果
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
現
代
中

国
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
の
概
念
史
と
、
一
党
独
裁
の
統
制
下
で
ま

す
ま
す
政
治
的
厳
し
さ
に
直
面
し
て
い
る
社
会
的
諸
集
団
、
民
間
組
織
・

団
体
の
制
度
的
課
題
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
。
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一　

現
代
中
国
に
お
け
る「
市
民
社
会
」を
め
ぐ
る
概
念
史

　

西
側
社
会
でC

ivil Society

と
は
、
理
論
的
概
念
で
あ
り
な
が
ら
、

歴
史
的
概
念
で
も
あ
り
、
世
俗
社
会
、
文
明
社
会
、
政
治
社
会
、
公
民

社
会
な
ど
多
く
の
現
実
的
社
会
形
態
を
含
意
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
も

そ
も
現
代
中
国
で
い
わ
れ
る
「
市
民
社
会
」
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
な
社
会
な
の
か
。
一
種
の
理
念
な
の
か
、
そ
れ
と
も
実
体
な
の
か
。

中
国
史
上
、
そ
れ
は
す
で
に
存
在
し
た
の
か
否
か
。
中
国
で
市
民
社
会

は
生
ま
れ
得
る
の
か
、
そ
れ
と
も
欧
米
の
市
民
社
会
が
中
国
に
適
用
可

能
な
の
か
。
そ
れ
は
ま
っ
た
く
存
在
し
て
い
な
い
土
壌
に
中
国
外
部
か

ら
「
移
植
」
さ
れ
る
と
い
う
性
格
の
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
す
で
に

内
部
に
存
在
し
て
い
る
「
萌
芽
」
に
対
し
て
外
部
か
ら
の
刺
激
を
与
え

て
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
い
ず
れ
で
も

な
い
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
い
に
対
し
、こ
れ
ま
で
中
国
に
お
け
る
「
市

民
社
会
」
論
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
い
わ
ゆ
る
リ
ベ
ラ
ル
派
（
改
革
派
）

知
識
人
は
、
早
く
か
ら
自
分
た
ち
な
り
の
回
答
を
提
出
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
た
し
か
に
民
主
、
自
由
、
人
権
、
憲
政
な
ど
の
市
民
社
会
の

概
念
が
西
洋
の
社
会
的
経
験
と
知
的
伝
統
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る

と
は
い
え
、
そ
れ
ら
が
も
と
も
と
地
域
、
文
化
を
超
え
た
「
普
遍
的
価

値
」
と
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
仮
に
そ
の
援
用
に
中
国

と
い
う
国
の
特
殊
な
事
情
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は

中
国
で
も
使
え
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
使
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
彼

ら
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

「
市
民
社
会
」
の
概
念
が
中
国
に
適
用
可
能
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
を

具
体
的
に
援
用
し
つ
つ
、
中
国
に
お
け
る
近
代
化
プ
ロ
セ
ス
を
ど
の
よ

う
に
研
究
す
る
か
と
い
う
実
際
の
効
果
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
、
と
リ

ベ
ラ
ル
派
は
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
一
九
九
〇
年
代
は

じ
め
、
中
国
学
術
界
が
「
市
民
社
会
」
の
概
念
を
導
入
し
た
際
、
ロ
ッ

ク
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
、
マ
ル
ク
ス
を
経
て
、
M
・
ウ
ォ
ル
ツ
ァ
ー
、
C
・

テ
イ
ラ
ー
、
J
・
キ
ー
ン
ら
へ
と
至
る
、
中
国
社
会
主
義
国
家
と
一
定

の
距
離
を
お
い
た
自
律
（
＝
自
立
）
的
社
会
、
あ
る
い
は
「
公
的
領
域
」

に
対
す
る
「
私
的
領
域
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
注
目

さ
れ
た
の
は
、
「
市
民
社
会
」
の
国
家
に
対
す
る
自
主
性
、
自
律
性
、

多
元
性
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
市
民
社
会
」
の
基
本
理
念
、
原
則
、
構
造
、

価
値
と
い
っ
た
方
向
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
中
国
の
現

代
化
プ
ロ
セ
ス
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
も
、
「
市
民
社
会
」

論
が
紹
介
さ
れ
る
に
際
し
て
は
、
も
と
も
と
マ
ル
ク
ス
主
義
が
中
国
政

府
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
公
式
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

マ
ル
ク
ス
の
理
論
的
資
源
が
「
市
民
社
会
」
の
中
国
へ
の
適
用
可
能
性

を
検
証
す
る
た
め
の
正
当
性
の
基
礎
と
な
っ
た
の
も
あ
る
意
味
で
当
然

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
は
中
国
の
計
画
経
済
か
ら
市

場
経
済
へ
と
向
か
う
プ
ロ
セ
ス
と
重
な
っ
て
お
り
、
市
場
化
と
「
私
的

領
域
」
が
国
家
的
枠
組
み
の
外
側
で
急
速
な
発
展
を
と
げ
、
市
民
社
会
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（bürgerliche G
esellschaft

）
は
こ
の
現
実
を
裏
付
け
る
理
論
の
発
露
と

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
私
的
領
域
」
と
は
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
」
（bürgerliche

）
意
味

で
「
私
的
空
間
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
社
会
化
さ
れ
た
「
個
的
」
価
値

と
し
て
展
開
し
て
い
く
主
体
の
活
動
の
場
と
し
て
の
「
政
治
空
間
」
で

も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
中
国
の
「
市
民
社
会
」
と
は
、
伝
統
的
コ
ン

テ
ク
ス
ト
の
中
で
は
一
定
程
度
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い
を
帯
び
、

日
本
の
場
合
と
同
様
に
、
し
ば
し
ば
資
本
主
義
社
会
と
同
等
の
意
味
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
い
う
「
市
民
」
（Bürger

）
は
中
国

で
は
た
ん
に
「
都
市
住
民
」
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
そ

こ
に
一
定
の
政
治
学
的
意
味
を
持
た
せ
る
必
要
性
か
ら
、
の
ち
に
「
市

民
社
会
」
は
「
公
民
社
会
」
と
い
う
言
葉
で
代
替
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ

の
場
合
、「
公
民
社
会
」
と
は
、
い
わ
ゆ
るZivil G

esellschaft

（
ハ
ー
バ
ー

マ
ス
）
と
い
う
自
立
（
自
律
）
し
た
政
治
社
会
の
規
範
性
と
の
親
和
性

を
強
く
持
つ
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
お
も
な

課
題
は
、
資
本
主
義
の
経
済
的
関
係
（
ヘ
ー
ゲ
ル
「
欲
求
の
体
系
」
）
に

由
来
す
る
市
民
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
）
を
「
普
遍
的
規
範
性
」
の
と
も
な
う

法
的
関
係
に
由
来
す
る
公
民
（
シ
ト
ワ
イ
ア
ン
）
へ
と
、
い
か
に
し
て

揚
棄
す
る
か
に
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
古
典
的
市
民
社
会
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
近
代
社
会
が
分
化

し
て
い
く
歴
史
的
過
程
の
な
か
で
生
起
し
た
の
は
「
市
民
社
会
」
と
「
公

民
国
家
」
な
の
だ
か
ら
、
市
民
社
会
こ
そ
が
近
代
以
降
の
社
会
を
理
解

す
る
う
え
で
も
っ
と
も
有
効
な
座
標
で
あ
り
、
そ
こ
で
社
会
改
革
を
進

め
る
際
の
最
終
的
根
拠
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
そ
の
根
底
に
あ
る
規
範

性
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
の
普
遍
的
意
義
は
、

現
代
中
国
社
会
に
お
い
て
も
何
ら
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
に

中
国
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
も
い
わ
ば
理
念
型
（
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
）

と
し
て
の
現
実
的
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
だ
が
、こ
こ
で
「
公
民
社
会
」

の
概
念
は
、
「
市
民
社
会
」
と
「
公
民
国
家
」
の
そ
れ
ぞ
れ
が
備
え
る

異
な
っ
た
性
質
を
混
同
し
、
そ
れ
ら
の
間
に
存
在
す
る
異
質
性
を
捨
象

し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
現
代
中
国
に
お
い
て
「
市
民
社

会
」
論
を
め
ぐ
る
論
争
に
関
与
し
て
き
た
多
く
の
社
会
科
学
者
ら
が
激

し
く
議
論
を
闘
わ
せ
た
の
も
、
ま
さ
に
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
と

い
え
る
。

　

と
は
い
え
、
中
国
に
は
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
志
向
す
る
市
民
社
会
の
歴

史
的
基
礎
と
文
化
の
伝
統
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て

お
ら
ず
、
逆
に
実
際
に
見
ら
れ
た
の
は
、
国
家
が
社
会
を
ま
る
ご
と
併

呑
し
て
い
く
と
い
う
変
遷
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
改
革
開
放
後
に
な
っ

て
よ
う
や
く
自
主
的
な
社
会
的
力
が
立
ち
上
が
っ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
意
味
で
、
「
公
民
社
会
」
は
、
既
述
の
よ
う
な
「
ア
ジ
ア
的
」
コ

ン
テ
ク
ス
ト
で
は
、
「
市
民
社
会
」
よ
り
も
国
家
の
機
能
（
全
体
）
を

強
調
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
国
家
だ
け
が
行
使
で
き
る
「
現
実
的
」

政
治
権
力
に
よ
っ
て
、
諸
個
人
を
自
律
的
な
「
市
民
」
で
も
「
公
民
」

で
も
な
く
、
国
家
に
従
属
的
な
「
臣
民
」
の
地
位
に
押
し
戻
す
契
機
を
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あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、こ
の
「
公
民
社
会
」

と
「
市
民
社
会
」
と
い
う
二
つ
の
言
葉
が
並
存
し
て
い
る
と
い
う
中
国

の
特
殊
な
事
情
そ
の
も
の
が
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
市
民
社
会
を
論
じ

る
こ
と
の
難
し
さ
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
う
し
た

基
本
的
視
座
を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
代
中
国
に
お
け
る
市
民
社
会
を
論
じ

る
こ
と
が
、
そ
の
有
用
性
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
の
重
要
な
鍵
に
な

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

）
2
（

。

二　

一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る「
市
民
社
会
」論
の
模
索

　

一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
た
し
か
に
中
国
の
「
市
民
社
会
」
論
者

は
理
論
上
の
分
析
を
通
じ
、
解
釈
モ
デ
ル
と
し
て
の
「
市
民
社
会
」
の

意
義
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
研
究
モ
デ
ル
と
し
て

の
訴
求
そ
の
も
の
は
、
当
時
、
わ
ず
か
に
理
論
上
の
主
張
、
あ
る
い
は

こ
れ
ま
で
の
解
釈
モ
デ
ル
の
延
長
線
上
に
と
ど
ま
る
の
み
で
あ
っ
た
。

中
国
の
学
術
界
が
「
市
民
社
会
」
理
論
を
導
入
し
た
の
は
、
こ
の
分
野

で
の
研
究
を
リ
ー
ド
し
た
鄧
正
来
・
景
躍
進
に
よ
る
「
中
国
の
市
民
社

会
を
構
築
す
る
」
（
一
九
九
二
年
）
と
題
さ
れ
た
論
文
の
発
表
以
降
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
に
、
こ
の
概
念
と
理
論
が
急
速
に
広
ま
っ
て

い
く

）
3
（

。
こ
こ
で
は
新
た
な
研
究
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち
、
「
市
民
社
会
と

国
家
」
と
い
う
相
互
作
用
の
関
係
性
を
め
ぐ
る
研
究
に
基
づ
き
、
中
国

の
近
代
化
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
国
家
―
社
会
間
の
相
互
作
用
に
つ
い
て

の
規
範
的
解
釈
や
分
析
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
だ
が
、
一
部
の
研
究

が
中
国
社
会
の
転
換
過
程
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
う

し
た
研
究
は
当
初
、
西
側
の
市
民
社
会
モ
デ
ル
に
準
拠
し
て
、
中
国
社

会
の
歴
史
に
西
洋
と
の
類
似
点
の
発
見
を
期
待
す
る
か
、
あ
る
い
は
西

欧
近
代
市
民
社
会
モ
デ
ル
を
規
範
と
し
て
、
こ
れ
に
適
合
し
な
い
現
象

を
批
判
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
向
性
で
の
焦
点
が
中
国
と
西
洋

と
の
差
異
に
向
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
西
側
が
市
民
社
会
発

展
の
た
め
に
た
ど
っ
て
き
た
道
を
中
国
が
近
代
化
に
向
か
う
唯
一
の

ル
ー
ト
と
定
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
努
力
は
、
研
究
過
程
に
お
い
て
往
々
に
し
て

二
つ
の
誤
っ
た
方
向
へ
と
導
い
て
い
く
。
そ
の
一
つ
は
、
理
論
モ
デ
ル

を
研
究
の
出
発
点
に
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
は
中
国
の
歴
史
と
現
状

に
お
い
て
一
部
の
既
存
モ
デ
ル
に
合
致
し
た
前
提
的
事
実
だ
け
を
参
照

点
に
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
二
つ
目
は
、
こ
の
ル
ー
ト
も
し

く
は
既
存
モ
デ
ル
に
基
づ
く
と
、
中
国
の
多
元
的
か
つ
多
層
的
歴
史
か

ら
一
部
の
み
を
切
り
取
り
、
本
来
な
ら
二
面
的
に
解
読
ま
た
は
解
釈
で

き
る
経
験
的
材
料
に
つ
い
て
も
、
一
方
的
解
読
ま
た
は
批
判
し
か
で
き

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

）
4
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
解

釈
モ
デ
ル
と
し
て
の
市
民
社
会
を
た
ん
に
モ
デ
ル
上
の
議
論
、
お
よ
び

単
純
な
併
用
の
次
元
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
は
、
結
果
的
に
は
中
国
の

近
代
化
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
こ
の
解
釈
モ
デ
ル
の
有
効
性
を
証
明
で

き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
そ
れ
を
議
論
の
対
象
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
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自
体
、
少
な
か
ら
ず
困
難
に
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

鄧
正
来
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
論
者
が
こ
う
し
た
解
釈
モ
デ
ル
と
し
て

の
「
市
民
社
会
」
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
一
つ
に
は
そ
れ
が
打
ち
建
て

る
実
体
的
対
象
の
軽
視
に
つ
な
が
り
、
あ
る
い
は
そ
の
中
に
存
在
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
覆
い
隠
し
た
り
、
無
視
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
中
国
の
近
代
化
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
国
家
―

社
会
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
互
作
用
の
関
係
、
お
よ
び
そ
の
関
係
性
の
具

体
的
変
化
に
対
し
て
詳
し
い
分
析
や
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
一
部
の
「
市
民
社
会
」
論
者
が
、
中
国
に
お

け
る
実
体
と
し
て
の
「
市
民
社
会
」
の
構
築
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
簡
略

化
し
て
い
よ
う
と
、
そ
の
た
め
に
一
部
の
研
究
者
が
こ
の
分
野
の
研
究

に
懐
疑
と
異
議
を
持
っ
て
い
よ
う
と
、
い
ず
れ
も
よ
り
深
い
次
元
で
問

題
の
検
討
を
疎
か
に
し
て
き
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
中
国
の
論
者
を
支

配
す
る
、
中
国
の
発
展
を
め
ぐ
る
方
法
論
と
し
て
の
「
市
民
社
会
」
の

建
設
に
当
た
っ
て
依
拠
す
る
基
本
的
思
考
の
枠
組
み
と
、
そ
こ
に
隠
さ

れ
た
前
提
に
対
す
る
検
討
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
中
国
国
内
の
論
者
は
、
「
市
民
社
会
」
を
打
ち
建
て
る
道
筋

の
選
択
に
つ
い
て
、
「
近
代
化
の
枠
組
み
」
（
近
代
化
理
論
）
と
そ
れ
が

持
つ
全
て
の
前
提
か
ら
の
影
響
を
著
し
く
受
け
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ

は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
中
国
の
「
市
民
社
会
」
論
者
が
な
お
も
西
洋
の
発

展
と
い
う
経
験
を
通
し
て
自
由
経
済
の
基
礎
の
上
に
「
市
民
社
会
」
を

打
ち
建
て
、
そ
の
「
市
民
社
会
」
の
基
礎
の
上
に
政
治
的
民
主
化
の
実

現
を
見
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
認
識
を
中
国
の
近
代

化
発
展
過
程
に
投
影
す
る
こ
と
は
、
西
洋
に
お
い
て
実
現
し
た
近
代
化

の
道
筋
が
普
遍
的
有
効
性
を
持
つ
と
い
う
前
提
を
強
く
含
意
し
て
い
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

）
5
（

。

　

こ
の
分
野
に
お
け
る
具
体
的
問
題
と
し
て
鄧
正
来
は
、
次
の
よ
う
な

五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
が
、
中
国
の
論
者
の

「
市
民
社
会
」
の
道
に
対
す
る
選
択
は
基
本
的
に
は
典
型
的
西
洋
型
の

道
で
あ
り
、
中
国
の
ロ
ー
カ
ル
な
経
験
と
知
識
に
基
づ
い
て
は
お
ら
ず
、

西
側
に
お
い
て
政
治
的
近
代
化
を
実
現
し
た
方
法
論
の
普
遍
的
有
効
性

に
関
す
る
認
識
に
端
を
発
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た

前
提
的
認
識
は
、
具
体
的
研
究
の
面
に
お
い
て
、
西
洋
の
制
度
、
構
造
、

そ
し
て
そ
れ
を
中
国
に
そ
の
ま
ま
「
移
植
」
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
何

ら
の
疑
問
も
反
映
し
て
い
な
い
。
第
二
が
、
市
民
社
会
は
政
治
的
近
代

化
の
必
要
条
件
で
は
あ
る
が
十
分
条
件
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

中
国
国
内
の
論
者
の
脳
裏
に
は
、
西
洋
型
市
民
社
会
の
成
功
経
験
が
深

く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、
彼
ら
の
研
究
に
は
こ
の
問
題
は
た
ん

に
象
徴
的
に
し
か
論
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
一
部
の
西
側
の
国
家
が
な
ぜ
、
市
民
社
会
を
打
ち
建
て
な
が
ら

政
治
的
近
代
化
に
は
成
功
し
て
い
な
い
の
か
と
い
う
複
雑
な
現
象
に
対

す
る
分
析
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
。
第
三
が
、
具
体
的
研
究
に
お
い
て
、

中
国
の
論
者
は
往
々
に
し
て
、
中
国
の
現
実
的
経
験
と
近
代
市
民
社
会

の
概
念
を
安
易
に
比
較
し
て
し
ま
う
の
だ
が
、
そ
の
結
果
、
中
国
が
た
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ど
っ
て
き
た
複
雑
な
発
展
の
経
験
の
中
で
西
側
の
定
義
に
合
致
す
る
も

の
だ
け
が
拡
大
解
釈
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
た
め
に
中
国
の
発
展
に
お

い
て
実
質
的
に
意
味
の
あ
る
経
験
が
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
だ
。

第
四
が
、
中
国
の
「
市
民
社
会
」
論
者
は
、
国
内
の
市
場
経
済
に
対
す

る
具
体
的
分
析
を
軽
ん
じ
て
お
り
、
西
洋
の
市
場
経
済
と
の
差
異
に

よ
っ
て
、
中
国
の
「
市
民
社
会
」
の
問
題
が
近
代
市
民
社
会
と
は
異
な

る
問
題
に
発
展
し
て
い
く
可
能
性
に
つ
い
て
十
分
な
議
論
を
尽
く
し
て

い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
五
が
、
一
部
中
国
の
「
市
民
社
会
」
研
究
に

対
す
る
批
判
は
あ
る
が
、
そ
う
し
た
批
判
や
議
論
が
依
拠
す
る
基
準
の

大
部
分
が
、
西
側
の
論
者
に
よ
る
「
市
民
社
会
」
観
や
近
代
市
民
社
会

の
経
験
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
市
民
社
会
」
を
中
国

に
建
設
す
る
た
め
の
基
準
が
実
際
の
と
こ
ろ
、
西
洋
型
市
民
社
会
を
中

国
に
打
ち
建
て
る
こ
と
の
困
難
さ
を
意
味
し
て
い
る
。
と
は
い
え
鄧
正

来
は
、
こ
う
し
た
困
難
さ
は
た
ん
に
一
時
的
な
も
の
で
、
最
終
的
に
は

克
服
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
さ
え
解
決
で
き
れ
ば
、
中
国
は
西
洋
を
内
部

に
包
摂
し
た
普
遍
的
意
味
で
の
市
民
社
会
を
打
ち
建
て
る
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
政
治
的
近
代
化
も
実
現
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る

）
6
（

。

三　

 

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
中
国
社
会
へ
の 

適
用
可
能
性
を
め
ぐ
る「
市
民
社
会
」論

　

一
九
九
二
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
か
け
、
主
に
海
外
で
生
ま
れ

た
理
論
の
翻
訳
を
「
移
植
」
、
評
価
す
る
こ
と
で
欧
米
の
市
民
社
会
理

論
が
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
は
既
述
の
よ
う
な
規
範
的
理
論
研

究
が
主
流
を
な
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、「
土
着
化
」

す
る
（
あ
る
い
は
中
国
的
特
色
を
有
す
る
）「
市
民
社
会
」
の
実
証
分
析
段

階
に
入
る
と
、
「
市
民
社
会
」
論
は
中
国
問
題
と
実
証
研
究
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
、
市
民
社
会
（
公
民
社
会
）
と
は
何
か
、

「
市
民
社
会
と
国
家
」は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
い
か
に
し
て
「
市

民
社
会
」
を
構
築
す
る
の
か
、
「
市
民
社
会
」
が
持
つ
機
能
と
不
足
点

は
何
な
の
か
、
な
ど
を
め
ぐ
る
論
争
が
そ
の
間
長
く
続
い
た
。
そ
こ
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
が
た
ゆ
ま
ず
前
進
し
、
市
民
社
会
―
公
民
社
会
―

社
会
主
義
市
民
社
会
・
公
民
社
会
と
い
う
用
語
の
転
換
を
推
進
し
、
こ

れ
に
従
っ
て
「
土
着
化
」
し
た
市
民
社
会
（
公
民
社
会
）
研
究
も
深
化

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る

）
7
（

。

　

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
「
市
民
社
会
」
か
ら
「
公
民
社
会
」
へ
の

転
換
は
翻
訳
語
や
学
術
用
語
の
単
純
な
置
き
換
え
で
は
な
く
、
そ
こ
に

は
よ
り
深
い
現
実
的
動
機
が
認
め
ら
れ
る
。
実
際
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、

改
革
が
徐
々
に
深
層
領
域
に
踏
み
込
む
に
つ
れ
て
、
社
会
の
質
的
転
換

に
と
も
な
う
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
や
問
題
が
顕
現
し
、
大
衆
の
権
利
主
張

や
利
益
追
求
が
増
え
、
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
非
政
府
組
織
（
N 

G 

O
）

も
急
速
に
立
ち
上
が
っ
て
い
っ
た
。
民
生
部
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇

〇
〇
年
ま
で
に
全
国
で
各
種
の
非
政
府
組
織
の
数
は
一
三
万
七
六
八
団

体
に
達
し
、
民
営
の
非
企
業
組
織
は
一
万
八
六
二
二
団
体
を
数
え
る
に

至
り
、
二
〇
一
五
年
ま
で
に
、
全
国
の
社
会
組
織
は
六
六
万
二
〇
〇
〇
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団
体
に
達
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
国
家
の
統
制
か
ら
の
解
放
や
社
会
的

集
団
の
相
対
的
自
立
性
の
発
展
か
ら
出
現
し
た
「
私
人
領
域
」
、
「
私
人

利
益
」
問
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
政
治
参
加
、
権
利
主
張
、
法
治
秩
序

に
照
準
を
合
わ
せ
た
よ
り
積
極
的
な
諸
問
題
へ
と
立
ち
向
か
い
、
「
公

民
社
会
」
と
い
う
用
語
は
ま
さ
に
こ
の
変
革
と
転
換
の
理
論
的
反
映
そ

の
も
の
と
理
解
さ
れ
た

）
8
（

。
そ
れ
は
い
く
つ
か
の
重
要
な
変
化
を
も
た
ら

し
た
が
、
具
体
的
に
は
ま
ず
、
そ
れ
ま
で
の
「
市
民
社
会
」
と
い
う
言

葉
の
「
欧
米
化
」
さ
れ
た
色
彩
を
薄
め
、
近
年
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル

な
市
民
社
会
の
勃
興
を
多
か
れ
少
な
か
れ
現
実
的
に
反
映
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
市
民
社
会
」
と
「
資
本
主
義
社
会
」
の
概
念
上

に
お
け
る
混
同
を
払
拭
し
、「
市
民
社
会
」と
い
う
言
葉
に
隠
さ
れ
た
「
国

家
と
市
民
社
会
」
を
め
ぐ
る
「
二
元
的
対
立
」
の
枠
組
み
を
回
避
し
、

国
家
の
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
参
与
し
、
国
家
と
の
相
互
作
用
を
形
成

す
る
方
向
性
を
確
立
し
、「
国
家
―
市
民
社
会
」
と
い
う
二
分
法
を
「
国

家
―
経
済
―
公
民
社
会
」
と
い
う
三
分
法
に
転
換
し
た
。
そ
し
て
最
後

に
、
覚
醒
し
た
市
民
（
公
民
）
意
識
を
中
国
と
い
う
社
会
生
活
の
現
実

に
近
づ
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る

）
9
（

。

　

こ
の
二
十
数
年
間
に
お
け
る
学
術
研
究
の
進
展
か
ら
分
る
の
は
、
二

十
世
紀
末
以
前
の
中
国
に
お
け
る
「
市
民
社
会
」
研
究
で
は
、
欧
米
の

理
論
資
源
の
導
入
と
マ
ル
ク
ス
市
民
社
会
観
の
新
た
な
解
釈
が
重
要
な

地
位
を
占
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
学
術
界
は
「
中

国
問
題
」
へ
の
関
心
を
強
め
、
と
く
に
民
間
組
織
（
非
政
府
組
織
、
社

会
団
体
、
N 

G 

O
、
N 

P 

O
、
第
三
セ
ク
タ
ー
）
な
ど
に
対
す
る
詳
細
な

実
証
研
究
を
進
め
、
中
国
「
市
民
社
会
」
の
現
状
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
展

望
、
そ
し
て
「
公
共
領
域
」
に
関
す
る
研
究
に
積
極
的
に
乗
り
出
し
て

い
く
。
「
市
民
社
会
」と
法
治
国
家
の
基
礎
理
論
研
究
に
つ
い
て
い
え
ば
、

一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
、
中
国
法
学
界
は
「
市
民
社

会
」
と
民
法
、
「
市
民
社
会
」
と
法
の
精
神
、
「
市
民
社
会
」
と
法
治
な

ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
建
設
的
論
争
を
繰
り
広
げ
て
い
っ
た

）
10
（

。

　

今
世
紀
に
入
る
と
、
一
部
の
研
究
者
は
近
代
市
民
社
会
論
の
視
角
に

立
っ
て
、
欧
米
法
治
思
想
の
変
革
と
近
代
法
治
の
生
成
プ
ロ
セ
ス
を
考

察
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
法
治
思
想
上
、
欧
米
法
治
理

論
が
過
去
か
ら
現
在
に
わ
た
っ
て
注
視
し
た
深
層
問
題
の
一
つ
が
、
市

民
社
会
と
政
治
国
家
、
私
的
権
利
と
公
的
権
力
の
間
に
横
た
わ
る
制
度

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
治
の
生
成
上
、
近
代
の
法
治
か
ら
生

ま
れ
た
深
層
で
の
動
因
で
あ
り
、
国
家
の
再
建
と
市
民
社
会
の
自
主
的

運
動
に
お
け
る
権
力
と
権
利
の
区
別
、
衝
突
、
整
合
性
で
あ
り
、
法
治

の
変
革
上
、
昨
今
の
欧
米
に
お
け
る
法
治
形
態
の
文
化
、
収
束
、
変
革

方
向
、
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
国
家
と
し
て
の
法
治
路
線
の
選
択
で
あ
り
、

「
国
家
と
市
民
社
会
」
の
多
様
性
・
共
通
性
・
必
要
性
を
そ
れ
ぞ
れ
顕

著
に
体
現
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
ま
さ
に
、
国
家
か
ら
市
民
社
会
へ

と
い
う
、
国
家
と
社
会
と
が
等
し
く
緊
張
関
係
を
維
持
し
つ
つ
も
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
の
中
で
、
法
治
の
基
礎
を
打
ち
固
め
、
法
治
の

限
界
を
画
定
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
国
が
民
主
と
法
治
に
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真
摯
に
向
か
う
た
め
に
は
、
「
国
家
と
市
民
社
会
」
に
お
け
る
相
互
の

バ
ラ
ン
ス
関
係
を
確
立
し
、
公
権
力
を
制
御
し
、
多
元
的
権
利
を
保
障

し
て
、
自
主
自
律
の
規
則
や
秩
序
を
模
索
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

さ
れ
る

）
11
（

。
そ
の
後
、
研
究
者
の
多
く
は
「
市
民
社
会
」
的
法
治
観
に
対

す
る
法
哲
学
的
分
析
を
進
め
、
「
市
民
社
会
」
と
法
治
研
究
の
分
野
で

理
論
的
基
礎
を
固
め
て
い
っ
た

）
12
（

。
さ
ら
に
、
民
間
組
織
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
研
究
に
つ
い
て
も
、
一
般
的
に
民
間
組
織
は
市
民
社
会
（
公
民
社
会
）

の
核
心
的
要
素
で
あ
り
、
そ
の
運
用
母
体
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
「
市
民
社
会
」
論
に
と
っ
て
、
民
間
組
織
と
法

秩
序
、
民
間
組
織
と
中
国
法
治
の
進
展
に
関
す
る
研
究
は
き
わ
め
て
重

要
で
あ
る
が
、
馬
長
山
に
よ
れ
ば
、
中
国
法
学
界
は
主
に
四
つ
の
具
体

的
問
題
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
っ
た
。
第
一
は
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社

団
革
命
」
と
社
団
立
法
で
あ
る
。
多
く
の
研
究
者
は
経
済
が
グ
ロ
ー
バ

ル
化
す
る
中
で
権
利
保
護
を
旨
と
す
る
社
会
団
体
法
の
制
定
の
必
要
性

を
主
張
し

）
13
（

、
ま
た
別
の
研
究
者
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
団
革
命
」
を
詳

細
に
検
討
す
る
中
で
、
そ
れ
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
国
家
と
社
会
、

権
力
と
権
利
の
相
互
発
展
と
と
ら
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
法
秩
序
の
形
成

を
推
進
し
た
。
中
国
の
民
間
組
織
が
分
権
を
推
進
し
て
自
律
し
た
管
理

を
促
し
、
秩
序
の
安
定
を
維
持
し
て
民
主
法
治
を
推
進
す
る
社
会
的
力

に
な
る
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る

）
14
（

。
第
二
は
民
間
組
織
の
制
度
環

境
に
つ
い
て
で
あ
る
。
研
究
者
た
ち
は
ま
ず
、
中
国
市
民
社
会
（
公
民

社
会
）
の
制
度
的
環
境
か
ら
議
論
に
着
手
し
、
マ
ク
ロ
な
奨
励
と
ミ
ク

ロ
の
束
縛
、
段
階
的
な
登
録
と
二
重
管
理
、
多
重
管
理
と
多
頭
管
理
、

政
府
が
定
め
た
法
規
、
党
の
政
策
、
制
度
の
行
き
過
ぎ
、
制
度
の
欠
乏
、

現
実
空
間
と
制
度
空
間
な
ど
の
環
境
特
性
に
つ
い
て
考
察
し

）
15
（

、
関
係
す

る
民
間
組
織
の
法
制
度
、
非
営
利
組
織
に
関
す
る
法
制
度
、
税
収
に
関

す
る
問
題
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
合
法
性
な
ど
の
法
的
環
境
を
分
析
し
、

そ
れ
相
応
の
法
改
正
案
を
提
出
し
て
い
っ
た

）
16
（

。
第
三
は
、
民
間
組
織
の

合
法
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
中
国
の
民
間
組
織
は
法
的
問
題
を
少
な
か

ら
ず
抱
え
、
八
〇
％
以
上
が
非
合
法
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
合
法

的
に
登
記
さ
れ
た
民
間
組
織
に
も
内
部
管
理
の
不
備
が
あ
り
、
財
務
の

混
乱
や
違
法
犯
罪
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
法
律
上
の

困
難
さ
は
主
に
政
府
が
法
を
執
行
で
き
な
い
こ
と
に
起
因
し
、
結
局
の

と
こ
ろ
立
法
の
不
備
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
現
行
の
民
間
組
織
に
対

す
る
法
体
系
が
実
効
性
を
欠
き
、
正
当
性
と
合
法
性
に
欠
け
る
困
難
な

状
況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
早
急
に
「
民
間
組
織
法
」
を
制
定
し
、
管

理
制
度
の
変
革
を
推
進
し
、
規
制
か
ら
育
成
型
の
管
理
に
転
換
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
る

）
17
（

。
法
的
正
当
性
を
核
と
し
て
社
会
的
、
行
政
的
、

政
治
的
合
法
性
を
整
合
す
る
こ
と
で
民
間
組
織
に
十
分
な
法
的
根
拠
を

付
与
す
べ
き
と
す
る
研
究
者
の
指
摘
も
あ
り

）
18
（

、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
結
社
の
自
由
と
民
主
、
社
団
管
理
制
度
の
改
善
を
促
し
、
結
社

の
自
由
を
擁
護
す
る
司
法
の
保
障
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第

四
は
、
民
間
の
管
理
秩
序
で
あ
る
。
最
近
の
中
国
に
お
け
る
社
会
転
換
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と
民
間
組
織
の
勃
興
は
、
国
家
の
管
理
に
対
応
す
べ
き
民
間
の
管
理
メ

カ
ニ
ズ
ム
、
国
家
の
法
秩
序
と
の
相
互
支
援
体
制
、
多
元
的
バ
ラ
ン
ス

状
態
を
生
成
さ
せ
、
対
話
と
協
調
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
社
会
資
本
の
生
成

メ
カ
ニ
ズ
ム
、
公
共
領
域
の
運
営
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
作
り
出
し
、
法
秩
序

に
重
要
な
動
力
と
基
盤
を
提
供
し
て
い
る
。
当
然
、
民
間
の
管
理
に
は

一
定
の
困
難
さ
と
問
題
が
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
改
革

を
進
め
、
制
度
を
改
善
し
、
民
間
組
織
に
本
来
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を

発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

）
19
（

。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
研
究
者

た
ち
は
民
間
組
織
と
民
間
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
研
究
で
、
多
元
的

分
権
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
自
治
秩
序
の
研
究
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
、
市
民
の
資
質
に
関
す
る
研
究
で
は
、
公
民
（
市
民
）
精
神
と

民
主
的
能
力
を
醸
成
し
、
公
共
領
域
の
研
究
で
は
民
間
の
世
論
空
間
に

お
け
る
自
主
的
発
言
と
民
主
へ
の
参
与
、
社
会
に
対
す
る
監
督
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
確
立
を
促
し
た
。
こ
れ
ら
は
国
家
権
力
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
・

ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
、
社
会
的
権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
道
筋
と
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
模
索
過
程
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
研
究
者
ら
は
、
「
国
家

と
市
民
社
会
」
に
対
し
て
双
方
向
の
関
係
構
築
、
あ
る
い
は
バ
ラ
ン
ス

あ
る
再
建
を
企
図
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る

）
20
（

。

四　

現
代
中
国
に
お
け
る「
市
民
社
会
」論
の
可
能
性
と
限
界

　

こ
の
よ
う
に
、
た
し
か
に
中
国
学
術
界
に
お
い
て
「
市
民
社
会
」
と

法
治
に
関
す
る
研
究
が
大
き
く
発
展
し
て
き
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
だ

が
、
政
治
体
制
、
文
化
的
伝
統
、
中
国
独
自
の
特
殊
事
情
な
ど
の
要
因

に
よ
る
影
響
を
受
け
、
そ
の
前
進
過
程
に
は
多
く
の
困
難
と
問
題
が
存

在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
政
治
的
タ
ブ
ー
と
学
問
の
自

由
に
つ
い
て
で
あ
る
。
市
民
社
会
（
公
民
社
会
）
に
関
す
る
研
究
は
一

九
九
〇
年
代
、
ま
た
た
く
間
に
学
術
界
の
争
点
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
を
巻
き
起
こ
し
て
い
っ
た
。
だ
が
、
「
国
家
と
社
会
」
と
の
対
立

様
相
の
強
ま
っ
た
二
〇
〇
五
年
以
降
は
、
改
革
の
発
展
と
法
治
の
確
立

に
状
況
の
変
化
が
生
ま
れ
、
政
府
部
門
は
全
国
規
模
で
社
会
主
義
法
治

に
関
す
る
理
念
教
育
を
展
開
し
、
市
民
社
会
（
公
民
社
会
）
の
タ
イ
ト

ル
が
付
い
た
研
究
は
次
第
に
「
敏
感
論
文
」
と
し
て
、
と
く
に
学
術
雑

誌
で
発
表
す
る
際
に
制
限
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
だ
が
、
そ

う
し
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
研
究
者
は
市
民
社
会
に
対
す

る
学
術
研
究
を
放
棄
す
る
こ
と
な
く
、
学
術
会
議
へ
の
参
加
や
専
門
書

の
執
筆
を
通
じ
て
市
民
社
会
や
法
治
の
深
層
な
ど
に
関
す
る
分
析
や
研

究
を
継
続
し
、
「
市
民
社
会
」
や
「
公
民
社
会
」
な
ど
の
直
接
的
語
彙

を
避
け
、
民
間
組
織
、
公
共
領
域
、
公
民
の
品
格
、
群
体
性
事
件
（
社

会
運
動
）
な
ど
に
照
準
を
合
わ
せ
た
実
践
的
研
究
を
い
わ
ば
「
消
極
的

に
」
進
め
て
い
っ
た
。

　

「
国
家
と
社
会
」
と
の
新
た
な
関
係
に
つ
い
て
中
共
第
一
八
回
大
会

（
二
〇
一
二
年
）
は
、
「
社
会
建
設
の
強
化
、
和
諧
社
会
の
創
出
に
は
国

民
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
負
い
、
享
有
す
る
」
と
い
う
諸
個
人
の
社
会
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的
責
任
の
局
面
を
強
調
し
て
い
る
。
第
十
八
期
五
中
全
会
は
さ
ら
に
、

「
全
国
民
が
共
建
共
享
の
社
会
統
治
枠
組
み
を
構
築
す
る
」
と
い
う
国

家
と
社
会
と
の
共
同
戦
略
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
党
＝
国
家

は
、
政
策
立
案
・
決
定
者
が
国
家
の
力
で
経
済
の
変
革
を
推
進
し
、
社

会
の
力
と
社
会
建
設
に
舵
を
切
っ
て
力
を
注
ぎ
、
「
共
同
建
設
、
共
同

享
有
」
を
力
強
く
促
す
と
い
う
「
共
建
共
享
」
戦
略
を
推
進
し
、
国
家

と
社
会
の
相
互
作
用
、
相
互
関
係
の
構
築
を
実
現
し
よ
う
と
試
み
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
相
互
関
係
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
も
っ
と
も
突

出
し
て
い
た
の
が
、
北
京
と
上
海
で
実
験
的
に
進
め
ら
れ
た
「
枢
軸
型
」

の
民
間
組
織
、
す
な
わ
ち
政
府
主
導
で
作
ら
れ
、
あ
る
い
は
認
可
さ
れ

た
大
型
民
間
組
織
が
「
社
会
で
社
会
を
管
理
」
し
て
行
く
と
い
う
手
法

だ
っ
た

）
21
（

。
だ
が
、
こ
う
し
た
国
家
主
導
に
よ
る
「
枢
軸
型
」
、
「
社
会
で

社
会
を
管
理
」
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
民
間
組
織
の
建
設
で
は
、
本

来
の
意
味
で
の
双
方
向
の
構
築
、
相
互
バ
ラ
ン
ス
、
「
共
建
共
享
」
を

実
現
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
依
然
と
し
て
国
家
本
意
の
色
彩
を
免
れ
て

い
な
い

）
22
（

。
既
述
の
よ
う
に
、
そ
の
直
後
に
教
育
・
研
究
機
関
で
市
民
（
公

民
）
社
会
や
公
民
の
権
利
に
つ
い
て
語
る
こ
と
を
禁
じ
る
「
七
つ
の
タ

ブ
ー
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
自
体
（
二
〇
一
三
年
五
月
）
、「
国
家
と
社
会
」

と
の
関
係
は
、
自
律
的
「
市
民
社
会
」
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
最
終

的
に
は
国
家
へ
と
吸
収
さ
れ
て
い
く
「
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」

（
P
・
シ
ュ
ミ
ッ
タ
ー
）
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
現
代
中
国
社
会
で
は
、
理
想
へ
の
期
待
と
悲
観

的
現
実
と
の
乖
離
が
す
で
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
中
国
で
は
こ
れ
ま
で

法
治
理
論
、
「
市
民
社
会
」
理
論
と
も
に
、
あ
る
種
の
理
想
主
義
と
現

実
主
義
と
い
う
二
つ
の
傾
向
に
支
配
さ
れ
て
き
た
。
理
想
主
義
者
は

往
々
に
し
て
急
進
的
変
革
と
未
来
へ
の
期
待
か
ら
欧
米
を
源
流
と
す
る

方
法
と
理
論
を
土
台
と
し
て
「
中
国
社
会
」
の
再
構
築
を
推
し
量
り
、

評
価
、
批
判
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
実
主
義
者
は
、
中

国
の
特
殊
事
情
と
現
実
生
活
に
重
き
を
置
い
て
、
中
国
が
西
側
の
「
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
市
民
社
会
」
の
構
築
に
お

け
る
資
源
的
有
効
性
を
強
調
し
、
漸
進
的
変
革
と
中
国
独
自
の
諸
条
件

に
見
合
っ
た
発
展
を
支
持
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
馬

長
山
は
、「
市
民
社
会
」
を
め
ぐ
る
理
想
主
義
と
現
実
主
義
と
の
対
立
は
、

そ
れ
ぞ
れ
短
所
と
長
所
を
孕
ん
で
は
い
る
も
の
の

）
23
（

、
中
国
の
独
自
性
に

対
す
る
配
慮
と
理
性
を
欠
い
た
理
想
の
青
写
真
と
は
単
な
る
「
机
上
の

空
論
」
で
あ
り
、
西
洋
理
論
の
安
易
な
「
移
植
」
は
中
国
の
現
実
に
は

そ
ぐ
わ
な
い
も
の
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る

）
24
（

。

五　

 

現
代
中
国
に
お
け
る
市
民
社
会（
公
民
社
会
）の 

制
度
論
的
課
題

　

現
代
中
国
に
一
定
の
規
範
性
の
と
も
な
う
市
民
社
会
（
あ
る
い
は
公

民
社
会
）
が
実
際
に
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
と
り

わ
け
九
〇
年
代
以
降
、
国
家
に
対
し
て
相
対
的
に
自
立
し
た
さ
ま
ざ
ま
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な
社
会
集
団
、
民
間
組
織
が
主
に
政
府
主
導
の
下
で
急
速
に
形
成
さ
れ

て
き
た
こ
と
だ
け
は
た
し
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
中
国
の
「
市
民

社
会
」
は
典
型
的
政
府
主
導
型
の
「
公
民
」
社
会
で
あ
り
、
官
民
に
よ

る
二
重
性
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
国
の
民
間
組
織

の
圧
倒
的
大
多
数
が
政
府
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
多
か

れ
少
な
か
れ
、
つ
ね
に
政
府
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
業

界
組
織
、
同
業
組
織
、
研
究
団
体
、
利
益
団
体
な
ど
、
合
法
的
に
登
録

さ
れ
、
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
民
間
組
織
は
と
く
に
そ
う
で
あ
る
。
中

国
共
産
党
・
中
国
政
府
は
、
民
間
団
体
に
お
け
る
自
主
性
の
拡
大
を
意

図
し
て
、
何
度
も
文
書
を
交
付
し
、
そ
の
中
で
党
・
政
府
の
指
導
部
に

い
る
現
職
の
指
導
者
が
各
種
民
間
組
織
や
民
営
非
企
業
組
織
の
指
導
的

職
責
を
担
え
な
い
と
た
び
た
び
勧
告
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政

府
が
重
要
な
民
間
組
織
に
つ
い
て
は
つ
ね
に
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
と

い
う
の
が
中
国
の
「
公
民
社
会
」
に
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
。

　

俞
可
平
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
政
府
の
「
公
民
社
会
」
に
対
す
る

指
導
的
役
割
は
主
に
以
下
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。
政

府
に
よ
る
民
間
組
織
の
登
録
管
理
に
関
す
る
条
例
規
定
に
よ
る
と
、
い

か
な
る
民
間
組
織
が
登
録
・
登
記
を
行
う
場
合
で
も
、
必
ず
国
家
が
規

定
し
た
正
式
な
党
・
政
府
機
関
を
主
管
部
門
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

主
管
部
門
と
し
て
党
・
政
府
機
関
は
当
該
民
間
組
織
に
対
し
政
治
的
指

導
を
行
う
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
民
間
組
織
の

絶
対
的
大
多
数
は
、
政
府
自
ら
が
創
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
最
終
的
に

組
織
か
ら
そ
の
創
設
者
が
離
脱
し
た
と
し
て
も
、
両
者
の
間
に
な
お
も

き
わ
め
て
緊
密
な
関
係
が
あ
る
の
は
、
創
設
者
自
ら
が
通
常
こ
う
し
た

民
間
組
織
の
主
管
部
門
だ
か
ら
で
あ
る
。
政
府
の
関
連
規
定
に
よ
れ
ば
、

民
間
組
織
の
経
費
は
原
則
的
に
は
自
己
調
達
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
実
際
に
は
今
に
至
る
も
な
お
、
重
要
な
非
政
府
組
織
の
活
動
経
費

は
政
府
の
財
政
か
ら
配
分
さ
れ
、
経
済
的
に
は
完
全
に
政
府
頼
み
に

な
っ
て
い
る
。
お
お
む
ね
、
お
よ
そ
政
府
に
よ
り
編
成
さ
れ
た
民
間
組

織
、
た
と
え
ば
政
府
が
創
設
し
た
各
種
専
門
職
協
会
、
業
界
団
体
や
商

会
な
ど
の
経
費
は
ほ
ぼ
す
べ
て
政
府
か
ら
配
分
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
一
部
の
重
要
な
民
間
組
織
、
た
と
え
ば
学
術
研
究
団
体
な
ど
も
部
分

的
に
は
政
府
の
財
政
支
援
を
受
け
て
い
る

）
25
（

。

　

い
い
か
え
れ
ば
、
中
国
に
お
い
て
民
間
組
織
は
ま
さ
に
形
成
の
途
上

に
あ
り
、
過
渡
的
性
格
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
西
側
の

民
間
組
織
に
比
べ
る
と
、
中
国
は
ま
だ
成
熟
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
典
型

的
な
特
徴
で
あ
る
自
主
性
、
自
発
性
、
非
政
府
性
な
ど
の
点
に
お
い
て

は
る
か
に
及
ば
な
い
。
圧
倒
的
多
数
の
民
間
組
織
は
八
〇
年
代
以
降
に

成
長
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
り
、
わ
ず
か
な
短
い
歴
史
し
か
も
た
な
い
た

め
、
ま
だ
変
化
の
途
上
に
あ
り
、
そ
の
構
造
に
お
い
て
も
機
能
に
お
い

て
も
定
ま
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
方
で
は
最

新
の
政
府
規
定
に
従
い
、
あ
ら
ゆ
る
民
間
組
織
が
党
と
の
関
係
性
を
絶

縁
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
も
う
一
方
で
政
府
は
、

民
間
組
織
へ
の
指
導
機
関
を
通
じ
そ
の
活
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い



社会思想史研究　No. 43　2019

〈特集〉東アジアの市民社会　●　64

る
の
で
あ
る
。
ま
た
基
本
的
に
は
政
府
の
指
導
と
統
制
を
受
け
、
本
来

持
つ
べ
き
独
立
性
、
自
発
性
、
非
政
府
性
と
い
っ
た
特
質
を
欠
い
て
い

る
民
間
組
織
が
あ
る
一
方
で
、
一
〇
〇
％
市
民
（
公
民
）
に
よ
り
自
主

的
に
創
設
さ
れ
、
政
府
へ
の
登
録
も
ま
っ
た
く
行
っ
て
お
ら
ず
、
意
外

に
も
政
府
部
門
か
ら
の
指
導
を
ま
っ
た
く
受
け
て
い
な
い
民
間
組
織
も

存
在
し
て
い
る
。
民
間
組
織
の
こ
の
よ
う
な
過
渡
期
的
性
格
は
、
市
民

（
公
民
）
社
会
を
含
む
中
国
社
会
全
体
そ
の
も
の
が
転
換
期
に
あ
る
と

い
う
マ
ク
ロ
な
状
況
と
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
様
相
は
、
い

わ
ば
社
会
が
転
換
す
る
過
程
に
お
い
て
同
様
に
大
き
く
変
化
し
て
い
る

民
間
組
織
の
特
質
の
具
体
的
表
れ
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る

）
26
（

。
そ
の

こ
と
は
ま
た
、
中
国
の
民
間
組
織
が
ま
だ
十
分
に
規
範
化
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
一
九
九
八
年
に
民
政
部
が
民

間
組
織
の
規
範
化
を
試
み
る
新
た
な
条
例
を
修
正
公
布
し
て
い
る
が
、

こ
の
規
範
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
二

〇
〇
五
年
以
降
、
と
り
わ
け
習
近
平
体
制
の
成
立
（
二
〇
一
三
年
）
以

降
は
、
む
し
ろ
そ
れ
に
逆
行
し
た
党
＝
国
家
に
よ
る
統
制
強
化
の
傾
向

に
あ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
市
民
社
会
」
を
め
ぐ
る
研
究
は
九

〇
年
代
以
降
、
中
国
の
学
界
で
活
発
に
追
究
さ
れ
、
多
く
の
研
究
成
果

を
蓄
積
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
研
究
成
果
は
、
中
国
の
こ
れ
ま
で

の
近
代
化
過
程
に
対
し
、
国
家
と
社
会
と
の
間
の
相
互
作
用
・
相
互
関

係
な
ど
、
新
た
な
視
点
を
提
起
す
る
と
と
も
に
、
真
剣
な
検
討
と
反
省

に
値
す
る
一
連
の
問
題
を
惹
起
し
て
き
た
。
こ
こ
で
再
度
繰
り
返
せ
ば
、

西
洋
の
市
民
社
会
モ
デ
ル
を
容
易
に
援
用
し
て
無
意
識
の
う
ち
に
そ
れ

を
実
際
の
中
国
に
当
て
は
め
る
議
論
も
、
実
体
と
し
て
の
市
民
社
会
を

中
国
に
構
築
す
る
に
際
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的
問
題
が
あ
る
こ
と
を

認
識
し
つ
つ
、
市
民
社
会
の
理
念
型
と
し
て
の
意
義
を
無
意
味
と
し
て

否
認
す
る
や
り
方
も
、
い
ず
れ
も
中
国
の
「
市
民
社
会
」
研
究
に
存
在

す
る
問
題
を
解
決
で
き
な
い
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
。
こ
こ
で
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
ら
を
含
め
て
、
党
＝
国
家
と

い
う
「
上
か
ら
」
の
政
策
立
案
に
直
接
か
か
わ
る
側
と
、
「
市
民
社
会
」

の
構
築
を
「
下
か
ら
」
構
想
す
る
側
と
と
も
に
問
題
意
識
を
現
実
的
に

共
有
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

た
し
か
に
、
学
術
界
に
止
ま
ら
ず
、
国
の
政
策
決
定
者
も
一
方
的
な

国
家
構
築
に
問
題
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
国
家
と
社
会
の
「
共
建
共

享
」
の
推
進
に
動
き
始
め
、
一
方
通
行
の
国
家
構
築
を
国
家
と
社
会
の

双
方
向
か
ら
推
進
し
て
い
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
中
共

第
十
六
期
四
中
全
会
（
二
〇
〇
四
年
）
が
「
社
会
主
義
建
設
と
管
理
を

強
化
し
、
社
会
管
理
体
制
の
革
新
を
推
進
す
る
方
針
」
を
提
出
し
た
わ

ず
か
二
年
後
は
、
第
十
六
期
六
中
全
会
が
「
社
会
主
義
と
和
諧
社
会
に

関
す
る
若
干
の
重
大
問
題
に
関
す
る
決
定
」
に
よ
っ
て
、
再
度
「
社
会
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的
調
和
」
の
重
要
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
一
つ

の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
そ
の
目
標
は
「
中
国
共
産
党

が
人
民
全
体
の
共
同
建
設
を
指
導
し
、と
も
に
和
諧
社
会
を
享
有
す
る
」

こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
国
家
と
社
会
と
の
関
係
に
大

き
な
変
化
が
生
じ
た
二
〇
〇
五
年
か
ら
、
さ
ら
に
習
近
平
体
制
成
立
後

の
二
〇
一
五
年
以
降
、
「
市
民
社
会
」
を
め
ぐ
る
全
般
的
状
況
は
人
権

派
弁
護
士
・
活
動
家
や
労
働
N 

G 

O
に
対
す
る
一
斉
弾
圧
が
繰
り
返
さ

れ
て
き
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
き
わ
め
て
厳
し
い
「
冬
の
時

代
」
に
あ
る
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
れ
ま

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
諸
集
団
、
民
間
組
織
・
団
体
を
め
ぐ
る
制
度

改
革
の
取
り
組
み
に
一
定
の
進
捗
状
況
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
現
代
中

国
に
お
け
る
市
民
社
会
へ
の
道
は
、
任
多
く
し
て
は
る
か
に
遠
い
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

 

（
い
し
い
・
と
も
あ
き
／
中
国
社
会
思
想
・
労
働
問
題
）

注（
1
） 

「
『
一
国
二
制
度
』
改
め
て
拒
否
―
―
中
国
に
民
主
化
呼
び
掛
け　

台
湾
総

統
」
時
事
ド
ッ
ト
コ
ム
ニ
ュ
ー
ス
、
二
〇
一
九
年
一
月
五
日https://w

w
w.

jiji.com
/jc/article?k=2019010500374&

g=int

（
最
終
確
認
二
〇
一
九
年

二
月
四
日
）
。

（
2
） 

拙
稿
「
中
国
に
お
け
る
市
民
社
会
論
の
現
在
」
石
井
知
章
・
緒
形
康
・
鈴

木
賢
編
『
現
代
中
国
と
市
民
社
会
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
所
収
を
参
照
。

（
3
） 

鄧
正
来
・
景
躍
進
「
構
建
中
国
的
市
民
社
会
」
『
中
国
社
会
科
学
季
刊
』

二
〇
〇
七
年
第
二
期
。

（
4
） 

鄧
正
来
「
市
民
社
会
研
究
導
論
」
『
中
国
書
評
』
一
九
九
五
年
九
月
総
第

七
期
、
一
一
六
―
一
一
七
頁
。

（
5
） 

同
「
中
国
発
展
研
究
的
検
視
―
―
兼
論
中
国
市
民
社
会
的
研
究
」
『
中
国

社
会
科
学
季
刊
』
二
〇
〇
四
年
第
七
期
、
五
五
―
五
六
頁
。

（
6
） 

同
「
中
国
発
展
研
究
的
検
視
―
―
兼
論
中
国
市
民
社
会
的
研
究
」
五
六
頁
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
鄧
正
来
「
国
家
と
社
会
―
―
中
国
に
お
け
る
市
民
社
会

研
究
の
回
顧
」
、
前
掲
『
現
代
中
国
と
市
民
社
会
』
所
収
を
参
照
。

（
7
） 

馬
長
山
「
中
国
市
民
社
会
論
の
現
状
と
課
題
・
展
望
」
前
掲
『
現
代
中
国

と
市
民
社
会
』
所
収
、
七
八
頁
。

（
8
） 

同
「
当
代
中
国
的
《
市
民
社
会
》
話
語
転
換
及
其
対
法
治
進
程
的
影
響
」

『
求
是
学
刊
』
二
〇
〇
七
年
第
二
期
。

（
9
） 

同
「
中
国
市
民
社
会
論
の
現
状
と
課
題
・
展
望
」
前
掲
『
現
代
中
国
と
市

民
社
会
』
所
収
、
八
〇
頁
。

（
10
） 

同
、
八
五
頁
。

（
11
） 

同
『
国
家
、
市
民
社
会
與
法
治
』
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
二
年
を
参
照
。

（
12
） 

劉
旺
洪
「
国
家
與
社
会
―
―
法
哲
学
研
究
範
式
的
批
判
與
重
建
」
『
法
学

研
究
』
二
〇
〇
二
年
第
六
期
、
同
『
国
家
與
社
会
―
―
現
代
法
治
的
基
本
理

論
』
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
13
） 

信
春
鷹
、
張
燁
「
全
球
結
社
革
命
與
結
社
立
法
」
『
法
学
研
究
』
一
九
九

八
年
第
三
期
。

（
14
） 

馬
長
山
「
全
球
《
社
団
革
命
》
與
当
代
法
治
秩
序
変
革
」
『
法
学
研
究
』

二
〇
〇
三
年
第
四
期
。

（
15
） 

兪
可
平
『
中
国
公
民
社
会
的
制
度
環
境
』
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六

年
、
二
五
―
三
三
頁
。

（
16
） 

蘇
力
［
等
］
『
規
制
與
発
展
―
―
第
三
部
門
的
法
律
環
境
』
浙
江
人
民
出

版
社
、
一
九
九
九
年
参
照
。

（
17
） 
謝
海
定
「
中
国
民
間
組
織
的
合
法
性
困
境
」
『
法
学
研
究
』
二
〇
〇
四
年
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第
二
期
。

（
18
） 

高
丙
中
「
社
会
団
体
的
合
法
性
問
題
」
『
中
国
社
会
科
学
』
二
〇
〇
〇
年

第
二
期
。

（
19
） 
馬
長
山
「
N 

G 

O
的
民
間
治
理
與
転
型
期
的
法
治
秩
序
」
『
法
学
研
究
』

二
〇
〇
五
年
第
三
期
、
同
『
法
治
進
程
中
的
《
民
間
治
理
》
―
―
民
間
社
会

組
織
與
法
治
秩
序
関
係
的
研
究
』
法
律
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

（
20
） 

同
「
中
国
市
民
社
会
論
の
現
状
と
課
題
・
展
望
」
前
掲
『
現
代
中
国
と
市

民
社
会
』
所
収
、
八
六
―
八
七
頁
。

（
21
） 

崔
玉
開
「
《
枢
紐
型
》
社
会
組
織
―
―
背
景
、
概
念
與
意
義
」
『
甘
粛
理
論

学
刊
』
二
〇
一
〇
年
第
五
期
、
盧
建
「
北
京
市
構
建
社
会
組
織
《
枢
紐
型
》

工
作
体
系
的
実
践
與
策
略
」
『
社
団
整
備
研
究
』
二
〇
一
一
年
第
九
期
。

（
22
） 

前
掲
「
中
国
市
民
社
会
論
の
現
状
と
課
題
・
展
望
」
『
現
代
中
国
と
市
民

社
会
』
所
収
、
九
二
―
九
三
頁
。

（
23
） 

蒋
立
山
「
法
治
理
想
主
義
與
法
治
現
実
主
義
―
―
読
《
法
治
進
程
中
「
民

間
治
理
」
有
感
》
」
『
法
制
與
社
会
発
展
』
、
二
〇
〇
七
年
第
六
期
。

（
24
） 

前
掲
「
中
国
市
民
社
会
論
の
現
状
と
課
題
・
展
望
」
『
現
代
中
国
と
市
民

社
会
』
所
収
、
九
五
頁
。

（
25
） 

俞
可
平
「
中
国
公
民
社
会
の
制
度
的
環
境
」
前
掲
『
現
代
中
国
と
市
民
社

会
』
所
収
、
一
三
六
―
一
三
七
頁
。

（
26
） 

同
、
一
三
七
頁
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

東
ア
ジ
ア
、
中
国
、
市
民
社
会
、
社
会
政
策
、
党
＝
国
家
、
独
裁
、

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
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は
じ
め
に

　

ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
が
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
を
書
い
た
狙
い
を
、

彼
が
同
書
第
二
五
章
な
ど
で
展
開
し
た
「
助
言
者
」counsellor
に
か

ん
す
る
議
論
を
手
掛
か
り
に
検
討
す
る
動
き
が
あ
る
。
例
え
ば
ジ
ェ
ラ

ル
ド
・
マ
ラ
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
で
臣
民
に
主
権

者
へ
の
服
従
を
説
く
だ
け
で
な
く
、
主
権
者
に
対
し
て
自
然
法
に
従
い
、

平
和
実
現
の
た
め
に
自
ら
の
情
念
を
統
御
す
る
よ
う
助
言
し
て
い
る
と

主
張
す
る

）
1
（

。
ま
た
ノ
エ
ル
・
マ
ル
コ
ム
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
王
太
子
は
数

学
教
師
と
し
て
彼
に
仕
え
た
ホ
ッ
ブ
ズ
に
政
治
的
事
柄
の
教
授
も
期
待

し
た
可
能
性
が
高
く
、
ゆ
え
に
ホ
ッ
ブ
ズ
は
王
太
子
の
「
政
治
的
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
を
書
い
た
の
だ
と
推
定
す

る
）
2
（

。
同
じ
く
ホ
ッ
ブ
ズ
を
王
太
子
の
「
助
言
者
」
と
み
な
す
ジ
ョ
ア
ン

ネ
・
ポ
ー
ル
に
よ
る
と
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
助
言
論
を
展
開
し
た
の
は
、
通

常
は
王
の
助
言
者
と
し
て
機
能
す
る
議
会
が
、
王
政
の
腐
敗
と
い
う
危

機
に
際
し
て
は
主
権
を
担
え
る
と
い
う
議
会
派
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ー
カ
ー

の
言
説
を
論
駁
す
る
た
め
で
あ
っ
た

）
3
（

。

　

し
か
し
ホ
ッ
ブ
ズ
が
「
助
言
者
」
と
し
て
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
を

書
い
た
と
論
じ
る
に
は
、
彼
の
助
言
論
が
「
ふ
さ
わ
し
い
助
言
者
」
を

め
ぐ
る
同
時
代
の
論
争
の
中
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
必
要
が

あ
る
。
本
稿
は
ホ
ッ
ブ
ズ
の
助
言
者
像
の
特
質
を
彼
の
対
抗
者
の
議
論

〈
公
募
論
文
〉

ホ
ッ
ブ
ズ
は
「
助
言
者
」
で
あ
っ
た
の
か

【
政
治
を
め
ぐ
る
同
時
代
人
と
の
論
争
】

上
田
悠
久
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と
の
対
比
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
彼
は
い
か
な
る
意
味
で
助
言
者
で

あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
第
一
節
で
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
議

会
批
判
と
助
言
論
と
の
関
係
を
再
検
討
す
る
。
第
二
・
三
節
で
は
、
そ

の
議
会
批
判
を
根
拠
に
国
制
に
無
理
解
な
哲
学
者
だ
と
烙
印
を
押
さ
れ
、

助
言
者
と
し
て
の
適
格
性
を
否
定
さ
れ
た
ホ
ッ
ブ
ズ
が
、
実
は
ふ
さ
わ

し
い
助
言
者
に
は
高
貴
さ
も
経
験
も
必
要
な
い
と
示
し
て
い
た
こ
と
を

審
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
第
四
節
と
「
お
わ
り
に
」
で
は
、
主
権
者
が

助
言
者
の
補
佐
を
得
て
国
家
の
運
営
に
直
接
関
与
す
る
と
い
う
統
治
モ

デ
ル
を
通
し
て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
新
た
な
助
言
者
像
の
提
示
を
試
み
て
い

た
こ
と
を
示
す
。

一　

議
会
は
助
言
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
か
―
―
議
会
批
判

　

先
述
の
通
り
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
助
言
に
つ
い
て
語
っ
た
背
景
に
は
、
議

会
の
助
言
者
と
し
て
の
役
割
を
め
ぐ
る
議
会
派
と
の
対
抗
関
係
が
あ
っ

た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。こ
の
議
会
派
の
理
論
的
支
柱
こ
そ
ヘ
ン
リ
ー
・

パ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
一
方
ク
エ
ン
テ
ィ
ン
・
ス
キ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
ホ
ッ

ブ
ズ
は
あ
え
て
議
会
派
の
用
い
た
「
代
表
」
概
念
を
使
っ
て
議
会
派
の

議
論
に
反
駁
し
、
議
会
両
院
が
代
表
者
た
る
君
主
に
対
す
る
諮
問
機
関

に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
た

）
4
（

。
し
か
し
こ
う
し
た
研
究
は
、
議
会
派
が
議

会
を
人
民
の
代
表
か
つ
王
の
助
言
者
で
あ
る
と
考
え
た
以
上
、
ホ
ッ
ブ

ズ
は
議
会
の
代
表
と
し
て
の
側
面
と
助
言
者
と
し
て
の
側
面
の
両
方
を

批
判
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
し
て
い
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
議

会
が
代
表
者
と
し
て
も
助
言
者
と
し
て
も
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
主
張
す

る
こ
と
で
議
会
派
に
対
抗
し
た
の
で
あ
る
。

　

内
乱
前
後
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
混
合
政
体
に
お
け
る
議
会
の
役

割
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
一
六
四
二
年
六
月
に
議
会
が
チ
ャ
ー
ル
ズ

一
世
に
対
し
て
送
付
し
た
い
わ
ゆ
る
「
一
九
箇
条
」
の
第
一
条
は
、
枢

密
院
顧
問
官
の
任
命
や
罷
免
に
議
会
両
院
の
承
認
を
求
め
、
第
二
条
で

は
王
国
の
重
大
事
は
私
的
助
言
者
で
は
な
く
「
陛
下
の
偉
大
で
至
高
の

評
議
会
で
あ
る
議
会
」
が
決
定
す
べ
き
だ
と
宣
言
す
る

）
5
（

。
こ
れ
に
対
し

て
王
側
が
出
し
た
「
議
会
両
院
の
一
九
箇
条
提
案
に
対
す
る
国
王
陛
下

の
返
答
」
は
、
絶
対
君
主
政
、
貴
族
政
、
民
主
政
の
三
つ
の
欠
点
を
排

し
便
益
を
取
り
こ
む
べ
く
、
「
先
祖
の
経
験
と
知
恵
」
が
こ
れ
ら
を
混

合
し
た
政
体
を
作
っ
た
と
主
張
し
、
議
会
の
暴
走
を
防
ぐ
王
権
の
意
義

を
示
し
た

）
6
（

。
そ
し
て
王
権
を
毀
損
し
、
法
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
信
託

範
囲
を
逸
脱
し
て
行
為
す
る
議
会
両
院
こ
そ
が
政
体
を
破
壊
し
て
い
る

と
結
論
づ
け
る

）
7
（

。

　

そ
う
し
た
論
争
の
中
で
議
会
派
の
理
論
的
支
柱
と
な
っ
た
パ
ー
カ
ー

は
、
議
会
が
人
民
の
代
表
と
し
て
、
そ
し
て
王
の
助
言
者
と
し
て
王
を

制
限
す
る
役
割
を
主
張
し
た
。
彼
は
国
王
文
書
に
た
い
す
る
反
論
『
国

王
陛
下
の
最
近
の
回
答
と
表
明
の
若
干
に
関
す
る
省
察
』
（
一
六
四
二
年

七
月
）
の
中
で
、
王
は
「
個
人
よ
り
も
大
き
い
が
全
体
よ
り
も
小
さ
く
」

singulis m
ajor, universis m

inor

、
「
人
民
の
安
全
」
と
い
う
目
的
に
よ
り
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制
約
さ
れ
る
と
述
べ
る
。
人
々
を
代
表
す
る
議
会
の
役
割
は
あ
く
ま
で

公
共
の
事
柄
に
関
し
て
助
言
す
る
こ
と
で
あ
り
、
王
権
を
損
な
う
こ
と

は
な
い
と
彼
は
断
言
す
る

）
8
（

。
パ
ー
カ
ー
ら
議
会
主
義
者
は
人
民
代
表
に

監
視
さ
れ
る
君
主
政
こ
そ
が
暴
政
を
避
け
安
全
を
図
る
最
善
の
道
で
あ

る
と
示
し
た
が
、
内
乱
勃
発
後
は
議
会
主
権
を
主
張
す
る

）
9
（

。
パ
ー
カ
ー

は
「
通
常
」
の
時
期
に
お
け
る
議
会
と
王
権
の
役
割
分
担
を
示
す
一
方
、

王
政
が
王
を
そ
そ
の
か
す
私
的
な
助
言
者
に
よ
り
腐
敗
し
議
会
の
公
的

な
助
言
が
退
け
ら
れ
る
「
危
機
」
の
際
は
、
議
会
両
院
が
超
法
規
的
措

置
と
し
て
悪
い
助
言
者
を
排
除
す
る
べ
く
恣
意
的
権
力
を
振
る
え
る
と

主
張
し
、
「
民
兵
条
例
」
で
宣
言
さ
れ
た
王
に
対
す
る
武
装
蜂
起
を
正

当
化
し
た

）
10
（

。
つ
ま
り
パ
ー
カ
ー
は
、
王
政
の
腐
敗
を
王
で
は
な
く
王
の

私
的
助
言
者
の
せ
い
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
議
会
が
王
の
良
き
助
言
者
と

し
て
王
権
を
し
の
ぐ
強
制
権
力
を
持
つ
と
主
張
し
た
の
だ
。

　

一
方
ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
に
お
い
て
合
議
体
が
主
権

者
で
あ
る
場
合
の
問
題
点
を
示
す
。
人
々
が
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
譲
渡
し

た
「
一
個
人
ま
た
は
合
議
体
」
は
代
表
で
あ
り
、
か
つ
主
権
者
で
あ
る

）
11
（

。

よ
っ
て
臣
民
の
集
合
体
の
権
力
は
主
権
者
の
権
力
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、

王
が
「
個
人
よ
り
も
大
き
い
が
全
体
よ
り
も
小
さ
い
」と
い
う
パ
ー
カ
ー

の
考
え
に
は
根
拠
が
な
い

）
12
（

。
そ
し
て
民
主
政
や
貴
族
政
な
ど
合
議
体
が

主
権
者
で
あ
る
場
合
は
、
富
の
獲
得
を
目
指
し
人
々
を
興
奮
さ
せ
る
よ

う
な
特
権
的
助
言
者
し
か
助
言
を
許
さ
れ
ず
、
人
々
は
雄
弁
家
な
ど
の

「
悪
い
助
言
」
に
支
配
さ
れ
る
た
め
、
民
主
政
や
貴
族
政
は
君
主
が
「
お

べ
っ
か
使
い
」
に
支
配
さ
れ
る
の
と
同
等
の
欠
点
を
有
す
る

）
13
（

。
こ
の
議

論
は
、
古
代
ア
テ
ナ
イ
の
民
主
政
に
お
い
て
熟
議
は
弁
論
家
に
よ
っ
て

毀
損
さ
れ
た
と
い
う
、
彼
が
ト
ゥ
キ
デ
ィ
デ
ス
か
ら
学
ん
だ
民
主
政
懐

疑
論
を
流
用
し
た
も
の
で
あ
る

）
14
（

。
よ
っ
て
合
議
体
で
あ
る
議
会
は
主
権

者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
は
い
え
、
君
主
が
主
権
を
担
う
場
合
に
比
べ

る
と
利
点
は
無
い
の
だ
。

　

主
権
者
と
代
表
の
一
体
性
を
主
張
す
る
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
君
主
政
下
で

議
会
が
、
主
権
者
に
助
言
す
る
と
い
う
目
的
に
限
定
さ
れ
た
人
民
代
表

に
な
れ
る
か
否
か
検
討
す
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
に
よ
る
と
、
既
に
主
権
権
力

が
確
立
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
主
権
者
に
よ
っ
て
一
定
の
目
的
に
制
限

さ
れ
た
「
従
属
的
代
表
」
を
除
い
て
、
人
民
の
代
表
が
並
立
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
六
〇
〇
年
続
く
「
あ
る
君
主
政
」
で

は
、「
代
表
」が
王
で
は
な
く
、
人
民
の
請
願
と
忠
告
を
王
に
届
け
る
人
々

の
称
号
と
な
っ
て
い
る

）
15
（

。
こ
の
「
あ
る
君
主
政
」
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を

指
し
、
請
願
と
忠
告
を
届
け
る
「
代
表
」
は
議
会
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

君
主
が
主
権
者
か
つ
代
表
者
で
あ
る
君
主
政
に
お
い
て
、
人
民
の
代
表

を
標
榜
す
る
議
会
は
「
従
属
的
代
表
」
と
し
て
の
道
し
か
残
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
こ
で
い
う
「
従
属
的
代
表
」
と
は
、
主
権
者
に
助
言
す
る
と

い
う
目
的
に
お
い
て
の
み
存
続
を
許
さ
れ
た
「
代
理
人
」deputy

を

意
味
す
る
。

　

代
理
人
た
ち
は
、
彼
ら
に
割
り
当
て
ら
れ
た
会
合
の
場
所
と
時
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間
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
に
お
い
て
、
か
つ
そ
の
時
に
は
、〔
割

り
当
て
ら
れ
た
〕
領
土
の
あ
ら
ゆ
る
臣
民
を
代
表
す
る
政
治
体
で

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
主
権
者
の
権
威
に
よ
っ
て
主
権
者
の
た

め
に
派
遣
さ
れ
た
人
ま
た
は
合
議
体
が
、
主
権
者
に
対
し
て
提
出

す
る
事
柄
の
〔
処
理
の
〕
た
め
の
み
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
以
上
何

も
提
出
な
い
し
討
議
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
権
者
に
宣
告
さ
れ

る
場
合
、
こ
の
団
体
は
解
散
さ
れ
る

）
16
（

。

　

し
か
し
す
で
に
主
権
者
と
な
る
積
極
的
な
理
由
を
否
定
さ
れ
た
議
会

は
、
助
言
を
目
的
と
す
る
従
属
的
代
表
と
し
て
の
役
割
も
結
局
否
定
さ

れ
る
。
ま
ず
議
会
は
、
主
権
者
に
任
命
・
委
任
さ
れ
て
主
権
行
使
を
担

う
「
公
的
代
行
者
」
と
し
て
は
不
適
当
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
主
権
者

が
い
る
場
で
は
主
権
者
の
人
格
は
他
の
者
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
得
な
い
の
で
、
主
権
者
に
助
言
す
る
権
威
し
か
持
た
な
い
助
言

者
お
よ
び
国
家
会
議
は
主
権
行
使
を
担
う
公
的
代
行
者
に
は
な
り
得
な

い
か
ら
で
あ
る

）
17
（

。
そ
し
て
合
議
体
が
主
権
者
に
助
言
す
る
場
合
、
合
議

体
に
お
い
て
自
己
利
益
を
追
求
す
る
者
た
ち
に
よ
る
雄
弁
と
そ
れ
に
よ

る
人
々
へ
の
扇
動
は
不
可
避
で
あ
る
た
め
、
助
言
は
合
議
体
か
ら
で
は

な
く
個
人
か
ら
個
別
に
受
け
る
方
が
望
ま
し
い
と
ホ
ッ
ブ
ズ
は
主
張
す

る
）
18
（

。
彼
は
、
有
能
な
補
助
者
を
使
っ
て
テ
ニ
ス
を
す
る
場
合
の
よ
う
に
、

主
権
者
は
助
言
者
を
用
い
る
ほ
う
が
良
い
一
方
で
、
複
数
の
優
れ
た
テ

ニ
ス
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
押
す
カ
ー
ト
に
乗
せ
ら
れ
て
も
う
ま
く
テ
ニ
ス

が
で
き
な
い
よ
う
に
、
合
議
体
に
よ
る
助
言
よ
り
も
個
別
的
な
助
言
の

ほ
う
が
望
ま
し
い
と
結
論
付
け
る

）
19
（

。
つ
ま
り
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
議
会
が
主

権
者
に
従
属
し
主
権
者
に
助
言
す
る
と
い
う
目
的
に
拘
束
さ
れ
る
と
一

旦
述
べ
た
上
で
、
合
議
体
に
よ
る
助
言
を
否
定
す
る
こ
と
で
議
会
が
そ

の
役
割
を
担
え
な
い
と
示
し
た
の
だ
。

　

多
数
の
目
は
一
つ
の
目
よ
り
多
く
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
事
実

で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
多
く
の
助
言
者
に
つ
い
て
考
え
ら
れ

る
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、
最
終
決
定
が
一
人
に
よ
る
場
合
だ
け
で

あ
る
。
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
多
数
の
目
は
同
じ
も
の
を
様
々

な
方
向
に
お
い
て
見
る
し
、
様
々
な
私
的
な
便
益
を
横
目
で
見
が

ち
で
あ
る
か
ら
、
的
を
外
す
ま
い
と
欲
す
る
人
々
は
、
見
回
す
の

は
二
つ
の
目
に
よ
る
が
、
一
つ
の
目
で
し
か
決
し
て
狙
わ
な
い

）
20
（

。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
「
多
数
の
目
」
を
用
い
た
説
明
は
、
パ
ー
カ
ー
を
念

頭
に
置
い
た
反
論
と
言
え
る

）
21
（

。
と
い
う
の
も
パ
ー
カ
ー
は
、
公
共
の
事

柄
に
関
す
る
諮
問
で
は
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の

「
多
数
の
目
」
の
方
が
少
数
の
眼
よ
り
多
く
の
こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

彼
ら
の
私
的
利
益
は
正
義
や
平
穏
を
奪
う
こ
と
は
な
い
の
で
、
議
会
の

助
言
は
他
の
助
言
よ
り
も
忠
実
、
不
偏
、
敬
虔
で
あ
る
と
主
張
し
た
か

ら
で
あ
る

）
22
（

。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
反
論
す
る
に
あ
た
っ
て

「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
に
言
及
し
て
は
い
な
い
。
で
は
ホ
ッ
ブ
ズ
は
こ
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う
し
た
政
治
制
度
を
構
成
す
る
身
分
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
態
度
を

取
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二　

評
議
会
と
身
分
―
―
国
制
理
解
を
め
ぐ
っ
て

　

議
会
が
助
言
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
と
を
示
し
た
ホ
ッ
ブ
ズ

は
、
次
に
議
会
の
正
統
性
を
評
議
会council

す
な
わ
ち
王
の
助
言
者

集
団
に
求
め
る
議
会
派
の
議
論
に
取
り
組
む
が
、
彼
の
探
究
は
王
の
助

言
者
を
称
す
る
者
た
ち
が
構
成
す
る
既
存
の
政
体
全
般
へ
の
疑
い
へ
と

展
開
す
る
。
『
ビ
ヒ
モ
ス
』
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
「
王
の
助
言
者
、
貴
族
、

及
び
資
質
と
経
験
あ
る
人
々
」
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
統
治
体
が
絶
対

的
で
は
な
く
混
合
君
主
政
と
考
え
、
王
権
を
奪
お
う
と
す
る
議
会
の
企

て
を
知
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
王
に
対
し
て
議
会
と
交
渉
し
和
解
す
る

よ
う
助
言
し
た
と
指
摘
す
る

）
23
（

。
「
助
言
者
」
が
作
成
し
た
宣
言
書
に
は

問
題
が
あ
る
と
彼
は
考
え
る
が
、
今
日
で
は
そ
れ
ら
の
多
く
が
初
代
ク

ラ
レ
ン
ド
ン
伯
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ハ
イ
ド
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
さ
れ
る

）
24
（

。

ホ
ッ
ブ
ズ
は
「
誰
彼
の
名
前
を
言
う
必
要
は
な
い
」
と
い
う
が
、
彼
は

混
合
君
主
政
を
唱
え
る
助
言
者
と
し
て
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
を
指
し
て
い
る

と
言
え
よ
う

）
25
（

。
一
方
で
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
は
王
政
復
古
後
の
一
六
七
六
年
、

『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
に
お
け
る
教
会
と
国
家
に
対
す
る
危
険
で
有
害
な

誤
り
を
め
ぐ
る
概
観
と
検
討
』
を
出
版
し
ホ
ッ
ブ
ズ
の
国
制
理
解
を
批

判
し
た
。
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
の
ホ
ッ
ブ
ズ
批
判
に
つ
い
て
は
既
に
犬
塚
元

が
混
合
政
体
論
を
軸
に
両
者
の
比
較
を
詳
細
に
行
っ
て
い
る

）
26
（

。
一
方
本

節
で
は
、
彼
ら
の
議
論
を
「
ふ
さ
わ
し
い
助
言
者
」
を
め
ぐ
る
論
争
と

位
置
付
け
、
助
言
者
に
必
要
と
さ
れ
た
身
分
や
世
襲
制
に
対
す
る
彼
ら

の
見
解
に
注
目
す
る
。

　

パ
ー
カ
ー
は
議
会
の
起
源
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
古
く
か
ら
存
在
す
る

評
議
会
に
求
め
、
議
会
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
こ
そ
助
言
者
に
ふ
さ
わ
し

い
と
考
え
た
。
ジ
ョ
ン
・
ガ
イ
に
よ
れ
ば
討
議
の
制
度
（
場
）
と
し
て

の
評
議
会
と
、
諮
問
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
助
言
と
は
十
六
世
紀
末
期
ま

で
混
同
さ
れ
、
十
七
世
紀
に
お
い
て
も
両
者
は
区
別
さ
れ
た
も
の
の
互

い
を
排
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
、
ジ
ェ
ー

ム
ズ
一
世
の
時
代
、
議
会
側
は
王
を
取
り
巻
く
助
言
者
を
制
限
す
る
こ

と
を
狙
い
、
議
会
の
機
能
と
制
度
的
評
議
会
の
機
能
を
結
び
つ
け
る
議

論
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た

）
27
（

。
と
く
に
パ
ー
カ
ー
は
議
会
が
他
の
ど

の
評
議
会
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
考
え
た

）
28
（

。
議
会
の
優
越
を
示
す
べ
く

議
会
と
大
評
議
会
を
結
び
つ
け
る
主
張
を
彼
が
繰
り
返
し
た
こ
と
で
、

「
議
会
＝
大
評
議
会
」
テ
ー
ゼ
は
王
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
の
自
由

を
正
当
化
す
る
長
期
議
会
の
理
論
的
支
柱
と
な
っ
た

）
29
（

。
そ
し
て
議
会
の

担
い
手
と
し
て
パ
ー
カ
ー
が
言
及
し
た
の
は
、
自
身
の
出
身
階
級
で
も

あ
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
で
あ
る

）
30
（

。
彼
ら
は
大
学
や
法
学
院
で
教
育
を
受

け
て
、
議
会
に
お
け
る
選
挙
区
の
代
表
と
し
て
、
あ
る
い
は
王
の
評
議

会
に
お
い
て
君
主
に
進
言
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た

）
31
（

。
前
節
の
最
後

に
触
れ
た
パ
ー
カ
ー
の
「
多
数
の
目
」
に
関
す
る
言
明
は
、
こ
う
し
て
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議
員
に
な
る
べ
く
教
育
を
受
け
た
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
た
ち
か
ら
な
る
議

会
こ
そ
助
言
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
示
す
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
ホ
ッ
ブ
ズ
は
後
年
執
筆
し
た
『
ビ
ヒ
モ
ス
』
に
お
い

て
、
議
会
の
正
統
性
だ
け
で
な
く
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
を
問
題
視
し
て
い

る
。
ロ
ー
マ
時
代
・
ノ
ル
マ
ン
時
代
、
領
主
は
「
王
国
の
分
別
と
知
恵

あ
る
者
」
と
し
て
王
に
助
言
し
て
い
た

）
32
（

。
そ
し
て
ヘ
ン
リ
三
世
や
エ
ド

ワ
ー
ド
一
世
の
時
代
（
十
三
世
紀
）
に
領
主
の
権
力
を
弱
め
る
た
め
王

が
代
表
を
招
集
し
た
が
、
庶
民
院
召
集
の
目
的
は
忠
告
の
付
与
で
は
な

か
っ
た
と
ホ
ッ
ブ
ズ
は
述
べ
、
庶
民
院
が
王
の
評
議
会
を
構
成
す
る
と

の
見
方
を
否
定
す
る

）
33
（

。
彼
は
さ
ら
に
、
内
乱
の
原
因
が
聖
職
者
と
ジ
ェ

ン
ト
ル
マ
ン
の
野
心
に
あ
る
と
断
定
し
、
民
主
政
を
好
む
ジ
ェ
ン
ト
ル

マ
ン
が
王
の
専
制
を
罵
り
人
々
を
人
民
統
治
へ
と
仕
向
け
た
こ
と
を
問

題
視
し
た

）
34
（

。
こ
う
し
て
ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
ビ
ヒ
モ
ス
』
で
議
会
の
正
統
性

と
身
分
制
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
の
だ
。

　

た
だ
し
ホ
ッ
ブ
ズ
は
既
に
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
に
お
い
て
、
議
会

だ
け
で
な
く
枢
密
院
な
ど
当
時
の
統
治
機
構
を
支
配
す
る
特
権
的
助
言

者
に
批
判
の
矛
先
を
向
け
て
い
た
。
彼
は
第
三
〇
章
「
主
権
を
持
つ
代

表
者
の
職
務
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
助
言
者
と
君
主
政
下
で
の
評
議
会

の
関
係
を
説
明
し
て
い
る
が
、
助
言
の
語
が
「
こ
れ
か
ら
何
が
な
さ
れ

る
べ
き
か
を
熟
慮
す
る
た
め
」
に
集
っ
た
人
々
だ
け
で
な
く
、
法
的
判

断
の
た
め
の
合
議
体
を
も
意
味
す
る
が
、
前
者
の
意
味
に
お
い
て
こ
の

語
を
用
い
る
と
宣
言
す
る

）
35
（

。
と
こ
ろ
で
王
の
評
議
会
の
流
れ
を
く
む
枢

密
院
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
に
お
い
て
国
王
へ
の
諮
問
や
国
家
の
様
々
な
事

柄
、
そ
し
て
通
常
の
法
的
処
理
で
は
解
決
不
可
能
と
な
っ
た
紛
争
を
調

停
・
解
決
す
る
司
法
的
役
割
ま
で
一
手
に
担
っ
て
お
り
、
ス
チ
ュ
ア
ー

ト
朝
に
な
る
と
役
割
は
そ
の
ま
ま
に
定
員
が
増
や
さ
れ
た

）
36
（

。
つ
ま
り

ホ
ッ
ブ
ズ
の
説
明
は
、
評
議
会
が
伝
統
的
に
担
っ
て
い
た
司
法
的
部
分

を
と
り
の
ぞ
き
、
評
議
会
の
持
つ
諮
問
・
助
言
機
能
の
み
に
限
定
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
「
よ
い
助
言
は
く
じ
に
よ
っ
て
も
相
続
に

よ
っ
て
も
生
じ
な
い
」
と
述
べ
る
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
ゲ
ル
マ
ン
人
以
来
の

「
国
家
の
最
高
評
議
会
」
が
他
国
征
服
の
た
め
に
作
ら
れ
相
続
に
よ
る

継
承
を
特
権
と
す
る
領
主
た
ち
の
結
合
体
で
あ
る
と
説
明
し
、
将
来
領

主
た
ち
は
特
権
を
め
ぐ
る
争
い
の
後
に
特
権
を
手
放
す
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
と
指
摘
す
る

）
37
（

。
こ
こ
で
同
時
代
の
文
脈
に
照
ら
せ
ば
、
批
判
さ
れ

て
い
る
の
が
選
挙
で
選
ば
れ
る
庶
民
院
で
は
な
く
、
世
襲
貴
族
の
集
う

貴
族
院
、
あ
る
い
は
王
の
評
議
会
の
流
れ
を
く
む
枢
密
院
の
可
能
性
が

あ
る
。
特
に
枢
密
院
批
判
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
貴
族
院
批
判
以
上

の
意
味
を
持
つ
。と
い
う
の
も
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
る
ニ
ュ
ー

カ
ッ
ス
ル
公
は
枢
密
院
顧
問
官
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が

宮
廷
内
に
入
れ
た
の
は
彼
の
力
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
か
ら
だ

）
38
（

。
実

際
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
枢
密
顧
問
官
が
君
主
の
こ
と
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る

よ
り
も
、
農
夫
が
自
ら
の
家
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
の
方
が
多
い

と
述
べ
、
枢
密
院
を
揶
揄
し
て
い
る

）
39
（

。
自
ら
の
パ
ト
ロ
ン
が
属
す
る
組

織
を
否
定
し
て
ま
で
、
身
分
を
助
言
者
と
し
て
の
適
性
か
ら
切
り
離
す
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彼
の
姿
勢
は
徹
底
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

既
存
の
助
言
に
関
す
る
制
度
全
般
へ
の
嫌
悪
を
む
き
出
し
に
す
る

ホ
ッ
ブ
ズ
の
態
度
は
、ク
ラ
レ
ン
ド
ン
に
よ
っ
て
「
国
制
へ
の
無
理
解
」

と
一
刀
両
断
に
さ
れ
る
。
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
は
、
君
主
が
人
民
の
代
表
と

み
な
さ
れ
る
べ
き
で
な
く
、
王
の
権
威
は
君
主
の
職
務
に
固
有
の
も
の

で
あ
る
と
主
張
す
る

）
40
（

。
そ
し
て
「
六
〇
〇
年
の
世
襲
王
権
」
を
代
表
と

結
び
付
け
て
し
ま
う
ホ
ッ
ブ
ズ
の
観
察
は
真
理
に
反
し
て
お
り
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
統
治
体
の
法
と
国
制
を
無
視
し
、
内
乱
の
原
因
と
起
源
に
つ

い
て
理
解
し
た
と
傲
慢
に
も
考
え
て
い
る
と
糾
弾
す
る

）
41
（

。
ク
ラ
レ
ン
ド

ン
は
「
王
へ
の
助
言
」
以
外
の
目
的
に
お
い
て
議
会
は
人
民
を
代
表
し

得
な
い
こ
と
を
認
め
る

）
42
（

。
一
方
彼
は
ゲ
ル
マ
ン
人
に
さ
か
の
ぼ
る
ホ
ッ

ブ
ズ
の
叙
述
を
歴
史
の
領
域
を
侵
略
し
た
空
想
と
断
じ
、
統
治
に
お
い

て
は
親
か
ら
の
継
承
者
や
子
孫
は
徳
か
ら
堕
落
し
な
い
限
り
優
位
で
あ

る
と
論
じ
る
な
ど
、
世
襲
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る

）
43
（

。
こ
の
ク
ラ
レ
ン

ド
ン
こ
そ
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
の
家
で
生
ま
れ
、
法
律
家
と
な
り
、
議
員
に

選
出
さ
れ
た
の
ち
、
宮
廷
に
転
じ
て
助
言
者
と
し
て
王
に
仕
え
た
人
物

で
あ
っ
た

）
44
（

。
枢
密
顧
問
官
と
し
て
王
に
仕
え
た
彼
は
、
枢
密
院
を
宣
誓

し
た
者
達
の
集
ま
り
と
い
う
限
定
的
な
意
味
で
捉
え
て
い
た
も
の
の
、

枢
密
院
を
助
言
の
最
も
望
ま
し
い
形
態
と
考
え
て
い
た

）
45
（

。
高
貴
な
者
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
貴
族
院
や
枢
密
院
に
対
す
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の
批
判
は
、

そ
の
根
拠
と
な
る
歴
史
認
識
と
合
わ
せ
て
斥
け
ら
れ
た
。
つ
ま
り
ク
ラ

レ
ン
ド
ン
の
よ
う
な
助
言
者
が
理
解
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
国

制
に
お
い
て
議
会
や
枢
密
院
は
助
言
者
な
の
で
あ
り
、
助
言
者
と
し
て

の
適
格
性
に
疑
問
符
を
つ
け
、
既
存
の
助
言
制
度
を
支
え
る
世
襲
制
に

異
議
を
唱
え
る
ホ
ッ
ブ
ズ
は
国
制
に
つ
い
て
「
無
知
」
な
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
既
存
の
助
言
者
や
制
度
を
批
判
し
た
ホ
ッ
ブ
ズ
は
「
国

制
の
無
理
解
」
と
い
う
烙
印
を
押
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
彼
の
助
言
者

像
は
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
ら
既
存
の
助
言
者
に
は
認
め
難
か
っ
た
。
ホ
ッ
ブ

ズ
は
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
に
お
い
て
「
ふ
さ
わ
し
い
」fit

助
言
者

の
条
件
を
い
く
つ
か
列
挙
す
る
が
、
そ
の
な
か
に
身
分
に
か
ん
す
る
も

の
は
一
切
な
い

）
46
（

。
こ
こ
に
は
彼
が
一
時
期
秘
書
と
し
て
仕
え
た
ベ
ー
コ

ン
が
枢
密
顧
問
官
の
選
出
に
関
し
て
述
べ
た
の
と
同
様
の
、
既
存
の
制

度
や
階
層
に
縛
ら
れ
ず
知
識
を
重
視
す
る
姿
勢
が
現
れ
て
い
る

）
47
（

。
で
は

助
言
者
が
織
り
な
す
既
存
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
を
批
判
し
た
ホ
ッ
ブ

ズ
は
、
は
た
し
て
助
言
者
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
同
時
代
人
は
そ
う

は
見
な
さ
な
か
っ
た
。

三　
「
哲
学
者
」ホ
ッ
ブ
ズ
へ
の
批
判

　

ホ
ッ
ブ
ズ
は
既
存
の
助
言
者
と
は
異
な
る
立
場
か
ら
政
治
に
つ
い
て

語
ろ
う
と
し
た
。
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
で
彼
は
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス

を
作
り
維
持
す
る
技
術
は
テ
ニ
ス
の
よ
う
な
実
践
で
は
な
く
算
術
・
幾

何
学
的
規
則
で
あ
る
と
述
べ
る

）
48
（

。
彼
は
「
勤
勉
な
省
察
」
に
よ
っ
て
見

出
さ
れ
る
「
国
制
を
永
続
さ
せ
る
理
性
的
諸
原
理
」
は
「
私
が
こ
の
論
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考
に
お
い
て
述
べ
て
き
た
も
の
だ
」
と
述
べ
、
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』

で
学
知
に
基
づ
い
た
「
政
治
学
」politiques

を
展
開
し
た
こ
と
を
誇

る
）
49
（

。
一
方
で
助
言
論
に
お
い
て
彼
は
学
知
だ
け
で
な
く
経
験
の
重
要
性

を
認
め
て
い
る
。
先
行
研
究
は
こ
う
し
た
逸
脱
を
整
合
的
に
解
釈
し
よ

う
と
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
ポ
ー
ル
や
マ
ル
コ
ム
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
助

言
論
に
お
い
て
経
験
的
知
識
の
余
地
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
次

善
の
も
の
で
あ
り
、
学
知
が
経
験
に
勝
る
と
い
う
彼
の
基
本
姿
勢
は
貫

か
れ
て
い
る
と
論
じ
る

）
50
（

。
ホ
ッ
ブ
ズ
を
学
知
重
視
の
人
間
と
見
做
す
こ

う
し
た
解
釈
は
、
彼
と
同
時
代
人
の
主
教
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
モ
ー
ル
や
ク

ラ
レ
ン
ド
ン
ら
に
よ
る
批
判
と
相
通
じ
る
。
彼
ら
は
伝
統
的
な
実
践
的

政
治
観
を
守
る
立
場
か
ら
、
ホ
ッ
ブ
ズ
を
幾
何
学
の
よ
う
な
学
問
と
し

て
政
治
を
論
じ
た
「
哲
学
者
」
と
断
定
し
、
政
治
経
験
が
な
い
に
も
関

わ
ら
ず
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
助
言
者
に
な
ろ
う
と
媚
を
売
っ
て
い
る
と
み

な
し
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
を
批
判
し
た
い
者
に
と
っ
て
、
彼
は
実
践
と
し
て

の
政
治
を
否
定
す
る
「
哲
学
者
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
助
言
者

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

　

ク
ラ
レ
ン
ド
ン
同
様
に
ホ
ッ
ブ
ズ
批
判
を
展
開
し
た
ブ
ラ
モ
ー
ル
は
、

ホ
ッ
ブ
ズ
が
持
つ
歴
史
観
と
反
世
襲
の
姿
勢
を
批
判
し
た
う
え
で
、
彼

が
政
治
を
幾
何
学
の
よ
う
な
学
問
と
捉
え
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
。

ブ
ラ
モ
ー
ル
は
ホ
ッ
ブ
ズ
と
自
由
意
志
論
争
を
長
き
に
わ
た
り
行
っ
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
一
六
五
八
年
に
出
さ
れ
た
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン

捕
獲
』
の
中
で
彼
は
議
会
主
権
論
に
も
ホ
ッ
ブ
ズ
の
絶
対
主
義
に
も
反

対
す
る
立
憲
主
義
者
と
し
て
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
正
統
な
王
党
派
で
は
な
く

内
乱
を
正
当
化
す
る
扇
動
政
治
家
だ
と
述
べ
る

）
51
（

。
彼
は
ク
ラ
レ
ン
ド
ン

と
同
様
に
ホ
ッ
ブ
ズ
の
「
混
合
君
主
政
」
理
解
を
批
判
し
た

）
52
（

。
そ
し
て

ホ
ッ
ブ
ズ
が
評
議
会
を
議
会
と
混
同
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
政
治
以
上

に
世
襲
の
技
芸
は
な
く
、
「
如
何
な
る
技
芸
に
も
卓
越
し
た
父
は
子
孫

に
同
じ
者
を
生
む
傾
向
が
あ
る
」
と
述
べ
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
政
治
家
へ
の

反
抗
を
む
き
出
し
に
し
て
い
る
と
評
す
る

）
53
（

。
さ
ら
に
ブ
ラ
モ
ー
ル
は
、

政
治
を
幾
何
学
の
よ
う
に
「
方
法
」
が
必
要
な
も
の
と
捉
え
る
ホ
ッ
ブ

ズ
の
以
下
の
記
述
を
問
題
に
す
る
。

　

政
治
の
研
究
に
は
（
幾
何
学
の
研
究
で
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
な
）

何
ら
の
方
法
も
必
要
で
は
な
く
、
〔
政
治
の
〕
観
察
者
で
あ
る
こ

と
の
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
な
い
限
り
、
富
裕
ま
た
は

高
貴
な
者
か
ら
国
家
の
事
柄
に
つ
い
て
善
い
忠
告
を
期
待
す
べ
き

理
由
は
、
要
塞
の
規
模
の
輪
郭
を
描
く
こ
と
に
つ
い
て
〔
善
い
忠

告
を
期
待
す
る
理
由
〕
と
同
じ
く
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
政
治

学
は
二
つ
〔
幾
何
学
と
政
治
〕
の
中
で
も
よ
り
難
し
い
研
究
で
あ

る
）
54
（

。

　

ブ
ラ
モ
ー
ル
は
こ
の
記
述
を
引
用
し
た
上
で
、
「
幾
何
学
よ
り
も
政

治
が
難
し
い
研
究
で
、
理
論
と
い
う
よ
り
も
実
践
で
あ
り
、
研
究
よ
り

も
経
験
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
わ
か
る
こ
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と
だ
と
」
述
べ
る

）
55
（

。
と
こ
ろ
で
近
年
の
研
究
に
目
を
向
け
る
と
、
マ
ル

コ
ム
は
右
の
記
述
に
お
け
る
「
要
塞
の
規
模
の
輪
郭
」
が
高
貴
な
若
者

に
対
す
る
数
学
教
育
で
目
指
さ
れ
た
「
実
践
的
応
用
」
を
指
し
て
い
る

と
指
摘
し
、
富
や
高
貴
さ
が
助
言
者
の
資
格
で
な
い
こ
と
を
提
示
す
る

ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
幾
何
学
の
実
践
的
応
用
の
よ
う
に
、
主
権
の
維
持
に
つ

い
て
の
抽
象
的
な
政
治
理
論
を
実
際
に
適
用
す
る
際
の
最
適
な
助
言
者

と
し
て
自
ら
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
だ
と
論
じ
る

）
56
（

。
興
味
深
い
こ
と
に
、

ホ
ッ
ブ
ズ
の
助
言
論
は
自
分
の
政
治
学
を
、
そ
し
て
助
言
者
と
し
て
の

自
ら
の
立
場
を
擁
護
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
解
釈
は
、
す
で
に
同
時
代

人
ブ
ラ
モ
ー
ル
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　

も
っ
と
も
ホ
ッ
ブ
ズ
は
助
言
者
に
学
知
だ
け
で
な
く
経
験
も
求
め
る
。

彼
に
よ
れ
ば
「
ふ
さ
わ
し
い
」
助
言
者
は
、
推
論
な
ど
「
真
実
を
明
白

に
語
る
こ
と
ば
」
で
語
り
、
自
ら
の
仕
事
に
か
ん
し
て
省
察
し
考
察
す

る
必
要
が
あ
る
一
方
、
研
究
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
知
識
だ
け
で
な
く
、

国
内
外
の
風
土
、
産
物
や
力
、
他
民
族
の
傾
向
や
意
図
な
ど
経
験
に
よ
っ

て
獲
得
さ
れ
る
知
識
も
必
要
で
あ
る

）
57
（

。
そ
し
て
彼
は
学
知
と
経
験
の
両

方
を
助
言
者
に
求
め
る
。

　

も
し
（
発
明
品
や
建
築
に
お
け
る
幾
何
学
の
規
則
の
よ
う
に
）

あ
る
こ
と
を
す
る
た
め
の
無
謬
の
規
則
が
あ
れ
ば
、
世
界
中
の
全

経
験
は
〔
無
謬
の
〕
規
則
を
学
ぶ
か
見
出
し
た
者
の
助
言
に
等
し

く
な
り
え
な
い
。
そ
し
て
そ
う
し
た
規
則
が
無
い
場
合
は
、
個
々

の
種
類
の
仕
事
に
最
大
の
経
験
を
持
つ
も
の
が
、
そ
れ
に
つ
い
て

の
最
善
の
判
断
を
持
つ
、
最
善
の
助
言
者
で
あ
る

）
58
（

。

　

と
こ
ろ
が
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
が
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
へ
の
忠
誠
を
示

す
た
め
の
書
で
あ
る
と
考
え
る
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
は

）
59
（

、
こ
う
し
た
ホ
ッ
ブ

ズ
の
記
述
が
自
ら
の
助
言
者
と
し
て
の
適
性
を
示
す
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。
彼
は
「
助
言
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た
『
リ
ヴ
ァ

イ
ア
サ
ン
』
第
二
五
章
が
「
低
俗
で
衒
学
的
」
で
あ
る
と
断
じ
る
。
そ

の
う
え
で
、
「
ふ
さ
わ
し
い
」
助
言
者
に
関
す
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の
記
述
を

引
用
し
、
ホ
ッ
ブ
ズ
は
自
ら
が
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
助
言
者
に
ふ
さ
わ
し

い
と
信
じ
、
ま
た
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
助
言
者
に
な
ろ
う
と
し
た
が
た
め

に
、
経
験
と
研
究
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
知
識
の
重
要
性
を
示
し
た
と
主

張
す
る

）
60
（

。
つ
ま
り
経
験
的
知
識
を
わ
ざ
わ
ざ
助
言
者
に
求
め
た
こ
と
を

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
対
す
る
「
へ
つ
ら
い
」
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
ク

ラ
レ
ン
ド
ン
は
、
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
思
弁
的
知
識
か
ら
忠
告
す

る
者
は
、
「
経
験
が
発
見
す
る
よ
り
も
誤
る
こ
と
の
な
い
幾
何
学
の
規

則
に
よ
っ
て
統
治
体
の
発
明
品
を
作
る
の
だ
ろ
う
」
と
皮
肉
を
述
べ
る

）
61
（

。

彼
は
君
主
と
の
間
の
対
等
な
友
情
を
基
盤
と
す
る
、
伝
統
的
な
助
言
者

像
に
依
拠
す
る
助
言
者
で
あ
っ
た

）
62
（

。
ホ
ッ
ブ
ズ
が
あ
く
ま
で
算
術
や
幾

何
学
の
よ
う
な
学
知
を
追
求
す
る
人
物
だ
と
指
摘
す
る
こ
と
で
、
ホ
ッ

ブ
ズ
が
伝
統
的
な
助
言
者
の
領
域
に
踏
み
込
み
自
ら
も
助
言
者
に
な
ろ

う
と
す
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
だ
。
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実
際
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
助
言
者
に
求
め
ら
れ
て
い
た
思
慮
、
そ
し
て
歴

史
か
ら
の
学
習
に
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
思
慮
は
初
期
近
代

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
政
治
そ
の
も
の
と
同
一
視
さ
れ
る
ほ
ど
重

視
さ
れ
て
い
た

）
63
（

。
当
時
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
英
訳
が
広
く
読
ま
れ
て
い
た

ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
リ
プ
シ
ウ
ス
の
『
政
治
学
六
巻
』
に
よ
る
と
、
体
験
と

記
憶
、
す
な
わ
ち
経
験
と
歴
史
か
ら
得
ら
れ
る
思
慮
が
助
言
に
は
必
要

で
あ
り
、
良
い
助
言
者
と
は
忠
実
で
、
か
つ
世
界
の
事
柄
と
人
々
に
関

し
て
経
験
を
持
つ
者
で
あ
る

）
64
（

。
こ
れ
に
対
し
ホ
ッ
ブ
ズ
は
思
慮
を
経
験

の
豊
富
さ
と
み
な
し
、
経
験
が
多
い
ほ
ど
将
来
予
測
の
確
実
性
が
増
す

と
考
え
た
が
、
思
慮
の
多
さ
は
経
験
の
多
寡
で
し
か
な
い
ゆ
え
人
々
の

思
慮
に
は
さ
ほ
ど
の
差
が
な
い
と
も
述
べ
る

）
65
（

。
ま
た
彼
は
歴
史
を
感
覚

や
記
憶
と
同
じ
（
そ
し
て
哲
学
と
は
区
別
さ
れ
る
）「
事
実
に
関
す
る
知
識
」

と
定
義
し
、
書
物
の
権
威
に
頼
る
こ
と
も
否
定
す
る

）
66
（

。
こ
う
し
て
ホ
ッ

ブ
ズ
は
助
言
者
に
求
め
ら
れ
て
い
た
経
験
知
と
は
異
な
る
、
学
知
に
基

づ
く
政
治
学
を
構
想
し
た
。

　

一
方
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
は
実
践
知
と
し
て
の
政
治
を
重
視
し
、
と
く
に

助
言
者
が
歴
史
を
学
ぶ
意
義
を
強
調
し
た
。
法
律
家
で
も
あ
る
彼
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
制
が
最
善
で
あ
る
と
考
え
る
政
治
家
で
あ
り
、
経

験
と
実
践
が
抽
象
的
推
論
よ
り
も
政
治policy

に
対
す
る
手
引
き
と
し

て
優
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た

）
67
（

。
彼
は
法
律
家
に
な
る
べ
く
ロ
ン
ド
ン

の
法
学
院
に
入
っ
た
が
、
法
学
の
勉
強
に
は
熱
心
で
な
く
、
歴
史
、
と

り
わ
け
ロ
ー
マ
史
に
大
き
な
関
心
を
抱
き
続
け
て
い
た

）
68
（

。
そ
う
し
た
彼

に
と
っ
て
、
歴
史
を
学
知
か
ら
切
り
離
し
、
書
物
の
権
威
に
頼
る
こ
と

を
批
判
す
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の
見
解
は
容
認
で
き
な
か
っ
た
。
ク
ラ
レ
ン
ド

ン
は
、
過
去
の
時
代
に
何
が
な
さ
れ
何
が
為
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
に
つ

い
て
の
記
憶
を
示
す
こ
と
が
歴
史
の
役
割
で
あ
り
、
記
憶
は
「
助
言
に

対
し
て
有
用
で
妥
当
な
熟
考
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
述
べ
、

助
言
者
が
何
を
研
究
に
よ
っ
て
獲
得
す
る
べ
き
か
を
知
る
に
は
事
例
や

書
物
の
権
威
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る

）
69
（

。
歴
史
の
意
義
を
過
小
評
価

す
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の
助
言
論
は
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
に
と
っ
て
ホ
ッ
ブ
ズ
の

学
知
同
様
に
排
除
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

ホ
ッ
ブ
ズ
は
秘
密
の
保
持
さ
れ
た
非
公
開
の
場
に
お
け
る
助
言
を
最

善
と
考
え
た
が
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
に
と
っ
て
そ
れ
は
全
く
容
認
で
き
な

い
も
の
だ
っ
た
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
秘
密
を
守
る
べ
き
審
議
を
合
議
体
に

担
わ
す
の
は
危
険
で
あ
り
、
物
事
に
精
通
し
、
か
つ
忠
実
な
少
数
の
人
々

に
よ
る
助
言
を
用
い
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る

）
70
（

。
こ
れ
に
関
連
し
て
前
述

の
リ
プ
シ
ウ
ス
は
、
助
言
者
に
秘
密
を
保
持
す
る
寡
黙
さ
を
求
め
て
い

た
）
71
（

。
タ
キ
ト
ゥ
ス
に
大
き
く
依
拠
し
た
彼
の
議
論
は
、
当
時
の
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
手
段
を
選
ば
ず
実
行
可
能

性
を
模
索
す
る
「
政
治
的
思
慮
」
を
重
視
し
、
国
家
が
策
略
を
巡
ら
し

偽
装
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
国
家
理
性
論
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た

）
72
（

。

一
方
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
は
、
秘
密
や
偽
装
を
正
当
化
し
政
治
的
事
柄
の
迅

速
な
処
理
の
た
め
に
は
手
段
を
選
ば
な
い
タ
キ
ト
ゥ
ス
的
な
政
治
観
を

否
定
し
、
君
主
に
対
す
る
助
言
で
は
開
か
れ
た
自
由
な
討
議
が
必
要
で
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あ
る
と
考
え
て
い
た

）
73
（

。
こ
の
よ
う
に
国
家
理
性
論
に
も
通
じ
る
ホ
ッ
ブ

ズ
の
助
言
者
像
は
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
の
示
す
助
言
者
像
と
真
っ
向
か
ら
対

立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ブ
ラ
モ
ー
ル
も
算
術
・
幾
何
学
を
政
治
に
適
用
す
る
「
助
言
者
」
ホ
ッ

ブ
ズ
を
批
判
し
、
経
験
や
慣
習
に
訴
え
か
け
る
保
守
的
姿
勢
を
示
す
。

ブ
ラ
モ
ー
ル
は
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
捕
獲
』
に
お
い
て
、
助
言
者
に
な
っ

た
こ
と
は
な
く
、
国
家
の
策
謀
を
知
る
機
会
も
無
か
っ
た
者
が
横
柄
に

も
政
治
に
お
い
て
命
令
し
て
い
る
と
ホ
ッ
ブ
ズ
を
批
判
す
る

）
74
（

。
そ
し
て

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
作
り
維
持
す
る
技
術
は
テ
ニ
ス
の
よ
う
な
実
践
で

は
な
い
と
述
べ
る
ホ
ッ
ブ
ズ
に
対
し
、
ブ
ラ
モ
ー
ル
は
政
治
に
お
け
る

無
謬
の
規
則
の
必
要
性
自
体
は
斥
け
な
い
も
の
の
、
政
治
は
「
事
柄
か

ら
は
全
く
抽
象
さ
れ
て
い
る
算
術
や
幾
何
学
で
は
全
く
な
く
、
む
し
ろ

『
テ
ニ
ス
』
の
よ
う
で
あ
り
、
政
治
の
本
質
は
主
題
の
こ
と
が
ら
に
た

い
し
て
こ
う
し
た
規
則
を
器
用
か
つ
巧
み
に
適
用
す
る
こ
と
で
あ
る
」

と
述
べ
る

）
75
（

。
彼
自
身
は
聖
職
者
と
し
て
の
専
門
教
育
を
受
け
た
人
物
で

は
あ
る
が

）
76
（

、
そ
う
し
た
人
間
も
実
践
と
し
て
の
政
治
学
を
強
調
し
た
こ

と
は
、
実
践
知
と
し
て
の
政
治
学
が
幅
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　

幾
何
学
的
原
理
に
基
づ
く
助
言
を
排
除
す
る
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
と
ブ
ラ

モ
ー
ル
の
主
張
は
、
彼
ら
の
よ
う
な
旧
来
の
助
言
者
が
ホ
ッ
ブ
ズ
を
危

険
な
助
言
者
と
し
て
警
戒
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ク
ラ
レ
ン

ド
ン
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
算
術
・
幾
何
学
的
規
則
が
こ
れ
ま
で
何
百
年
も

幸
福
に
続
い
て
き
た
統
治
体
を
変
え
る
よ
う
人
々
を
説
得
し
て
い
る
と

考
え
る

）
77
（

。
そ
の
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
は
、
政
治
闘
争
に
敗
れ
フ
ラ
ン
ス
に
亡

命
し
た
際
、
国
王
に
対
す
る
忠
誠
と
愛
情
を
示
し
帰
国
の
許
可
を
求
め

る
た
め
に
、
ホ
ッ
ブ
ズ
を
批
判
す
る
『
概
観
と
検
討
』
を
出
版
し
た

）
78
（

。

ま
た
ブ
ラ
モ
ー
ル
の
執
筆
動
機
は
ホ
ッ
ブ
ズ
が
不
誠
実
な
哲
学
者
で
あ

る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た

）
79
（

。
二
人
の
批
判
か
ら
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
に

「
哲
学
者
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と
で
、
政
治
の
舞
台
に
い
る

既
存
の
助
言
者
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
っ
た
彼
を
政
治
か
ら
締
め
出
そ
う

と
す
る
政
治
的
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
ホ
ッ
ブ
ズ
が
経
験
豊
富

な
助
言
者
の
意
義
を
認
め
た
重
要
性
は
、
彼
ら
（
そ
し
て
現
代
の
研
究
者
）

に
よ
っ
て
見
過
ご
さ
れ
た
の
だ
。

四　

実
践
と
し
て
の
政
治
と
助
言
―
―
国
家
の
運
営

　

哲
学
者
と
し
て
政
治
に
つ
い
て
考
察
し
た
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
果
た
し
て

自
ら
の
助
言
者
と
し
て
の
適
性
を
示
す
と
い
う
動
機
だ
け
で
『
リ
ヴ
ァ

イ
ア
サ
ン
』
を
執
筆
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
彼
の
「
政
治

学
」
が
実
践
と
し
て
の
政
治
と
い
う
理
解
を
退
け
た
も
の
な
の
か
と
い

う
政
治
学
史
上
の
関
心
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
例
え
ば
マ
ル
コ

ム
は
国
家
理
性
論
を
参
照
し
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
統
治
の
日
常
的
な
事
柄
に

お
け
る
思
慮
と
、
統
治
の
必
要
性
を
説
く
学
知
を
分
け
、
後
者
の
優
位

を
説
く
と
指
摘
す
る

）
80
（

。
し
か
し
ホ
ッ
ブ
ズ
の
助
言
論
で
学
知
の
優
位
は
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論
じ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
思
慮
の
重
要
性
さ
え
語
ら
れ
て
い
る
。

本
節
で
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
絶
対
的
主
権
者
の
国
家
運
営
を
助
言
者
が
補

佐
す
る
と
い
う
統
治
モ
デ
ル
を
通
じ
、
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
に
お
い

て
実
践
と
し
て
の
政
治
を
呈
示
し
た
こ
と
を
示
す
。

　

『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
以
前
の
著
作
で
あ
る
『
市
民
論
』
に
お
い
て
、

ホ
ッ
ブ
ズ
は
最
高
命
令
権
（
主
権
）
の
権
利
と
行
使
を
区
別
し
、
主
権

者
は
主
権
の
行
使
を
代
行
者
や
助
言
者
に
委
ね
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

彼
は
「
王
た
ち
が
満
足
の
い
く
形
で
選
ん
だ
代
行
者m

inister

や
助
言

者consiliarius

を
通
し
て
、
命
令
権
を
行
使
し
、
判
断
す
る
場
合
が
あ
る
」

と
述
べ
る
。
そ
し
て
万
物
の
動
因
で
あ
る
神
が
、
二
次
的
な
「
原
因
」

に
よ
っ
て
自
然
的
な
結
果
を
生
み
出
す
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
、
主

権
者
が
主
権
の
行
使
に
関
与
す
る
こ
と
は
自
然
の
秩
序
に
反
す
る
と
論

じ
る

）
81
（

。
つ
ま
り
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
主
権
者
自
ら
が
国
家
を
統
治
す
る
の
で

は
な
く
、
代
行
者
や
助
言
者
に
委
ね
る
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
で
も
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
統

治
の
担
い
手
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
設
立
に
よ
る
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の

主
権
者
は
、
平
和
と
防
衛
と
い
う
自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
必
要
な
手
段
を
行
使
で
き
る
の
で
、
「
平
和
お
よ
び
戦
争
に

お
け
る
、
あ
ら
ゆ
る
助
言
者
、
代
行
者
、
行
政
官
、
役
人
を
選
ぶ
」
権

利
を
持
っ
て
い
る

）
82
（

。
主
権
が
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
い
う
人
工
的
人
間
に

生
命
と
運
動
を
与
え
る
「
人
工
の
魂
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
行
政
官
と

役
人
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
関
節
に
相
当
す
る

）
83
（

。
ま
た
（
本
稿
第
一
節

で
も
言
及
し
た
）
主
権
者
に
よ
っ
て
雇
用
さ
れ
「
そ
の
役
目
に
お
い
て

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
人
格
を
代
表
す
る
権
威
」
を
も
つ
公
的
代
行
者
は
、

コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
神
経
や
腱
、
発
声
器
官
、
手
、
目
と
し
て
機
能
す

る
）
84
（

。
そ
し
て
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
た
と
え
君
主
が
戦
争
で
捕
虜
と
な
っ
て
も

君
主
の
主
権
は
存
続
し
て
い
る
の
で
、
主
権
者
が
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の

「
運
営
」adm

inistration

に
か
ん
し
て
指
名
し
た
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス

を
主
権
者
の
名
に
お
い
て
統
治
す
る
行
政
官
や
役
人
へ
の
服
従
を
臣
民

は
義
務
付
け
ら
れ
る
と
述
べ
る

）
85
（

。
こ
の
記
述
に
は
主
権
と
そ
の
行
使
を

区
別
す
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る

）
86
（

。
ヘ
ク
ス
ト
ラ
に
よ

れ
ば
、
ボ
ダ
ン
や
ホ
ッ
ブ
ズ
が
用
い
た
主
権
と
執
行
の
区
別
は
ロ
ー
マ

法
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
主
権
者
は
統
治
の
執
行
を
別
の
者
に
委

ね
る
が
主
権
者
と
し
て
の
権
利
は
保
持
す
る
と
の
説
明
を
可
能
に
す
る

も
の
で
あ
る

）
87
（

。
こ
の
よ
う
に
主
権
者
が
任
命
す
る
者
の
う
ち
、
行
政
官
、

役
人
、
代
行
者
た
ち
は
主
権
者
に
か
わ
っ
て
「
主
権
者
の
名
の
も
と
に
」

主
権
の
行
使
を
担
う
の
で
あ
る
。

　

一
方
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
で
ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
市
民
論
』
と
は
異
な

り
、
主
権
者
自
ら
が
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
運
営
に
参
与
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
、
助
言
者
を
主
権
者
の
補
佐
役
と
位
置
づ
け
、
代
行
者
と
の

役
割
の
違
い
を
強
調
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
第
一
節
で
述
べ

た
よ
う
に
、
助
言
者
は
主
権
者
に
助
言
す
る
権
威
し
か
持
っ
て
お
ら
ず
、

ま
た
同
じ
場
に
主
権
者
と
そ
の
代
行
者
が
共
存
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
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い
の
で
、
助
言
者
は
主
権
行
使
を
委
任
さ
れ
得
な
い

）
88
（

。
一
方
コ
モ
ン
ウ
ェ

ル
ス
が
「
知
る
必
要
の
あ
る
全
て
の
事
柄
」
を
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
対

し
て
示
す
助
言
者
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
記
憶
と
し
て
機
能
す
る

）
89
（

。
助

言
者
の
能
力
は
経
験
と
学
知
か
ら
生
じ
る
と
は
い
え
、
「
大
き
な
コ
モ

ン
ウ
ェ
ル
ス
の
運
営
に
か
ん
し
て
知
る
必
要
の
あ
る
全
て
の
事
柄
に
経

験
を
持
っ
て
い
る
者
な
ど
い
な
い
と
思
わ
れ
る
」
の
で
、
あ
る
者
が
良

い
助
言
者
と
言
え
る
の
は
そ
の
人
が
精
通
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
熟
考

し
た
仕
事
に
お
い
て
で
あ
る

）
90
（

。
そ
し
て
「
助
言
者
の
職
務
は
、
あ
る
行

為
が
熟
慮
さ
れ
る
際
、
助
言
相
手
が
真
に
か
つ
明
白
に
知
る
こ
と
が
で

き
る
や
り
方
で
行
為
の
帰
結
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
ホ
ッ

ブ
ズ
は
述
べ
る

）
91
（

。
つ
ま
り
主
権
者
に
委
託
さ
れ
た
範
囲
で
主
体
的
に
主

権
を
行
使
す
る
代
行
者
と
は
異
な
り
、
助
言
者
は
主
権
者
に
知
識
を
も

た
ら
す
こ
と
で
、
主
権
者
が
自
ら
の
行
為
に
関
し
て
熟
慮
す
る
際
に
役

立
つ
の
で
あ
る
。
助
言
者
が
主
権
者
の
熟
慮
を
補
佐
す
る
と
い
う
こ
の

協
同
関
係
は
、
主
権
者
が
運
営
、
す
な
わ
ち
主
権
の
行
使
を
自
ら
行
う

こ
と
を
前
提
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

主
権
者
自
ら
国
家
の
運
営
す
な
わ
ち
「
舵
取
り
」
を
担
い
、
そ
の
補

佐
を
助
言
者
が
務
め
る
と
い
う
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
の
議
論
は
、
伝

統
的
な
「
実
践
と
し
て
の
政
治
」
と
の
連
続
性
を
持
っ
て
い
る
。
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
れ
ば
思
慮
と
は
「
他
の
仕
方
で
あ
り
う
る
も
の
」
に

か
ん
し
て
思
案
す
る
能
力
で
あ
る

）
92
（

。
行
為
原
理
の
把
握
と
判
断
能
力
を

も
た
ら
す
思
慮
は
、
特
定
の
状
況
に
お
い
て
正
し
く
行
為
す
る
た
め
の

実
践
知
と
し
て
政
治
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る

）
93
（

。
ま
た
先
述
し
た
リ
プ
シ

ウ
ス
の
議
論
に
学
ん
だ
者
た
ち
は
、
変
転
す
る
現
実
を
前
に
、
普
遍
的

な
規
則
で
は
な
く
過
去
の
経
験
を
現
在
の
状
況
に
照
ら
し
、
公
共
の
利

益
の
た
め
に
手
段
を
選
ば
ず
実
行
可
能
性
を
模
索
す
る
「
政
治
的
思
慮
」

が
助
言
者
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
た

）
94
（

。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
「
政
治
的
思
慮
」

を
持
つ
と
称
す
る
人
々
を
揶
揄
し
て
は
い
る

）
95
（

。
し
か
し
す
で
に
触
れ
た

よ
う
に
、
無
謬
の
規
則
が
な
い
分
野
で
は
「
個
々
の
種
類
の
仕
事
に
最

大
の
経
験
を
持
つ
も
の
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
最
善
の
判
断
を
持
つ
、

最
善
の
助
言
者
で
あ
る

）
96
（

」
。
主
権
者
は
絶
対
無
謬
の
規
則
が
通
用
し
な
い
、

変
転
す
る
現
実
を
前
に
し
て
都
度
判
断
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
そ
う
し
た
判
断
を
補
佐
す
る
助
言
者
に
は
経
験
的
知
識
が
要

求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
助
言
者
本
人
は
「
舵
取
り
」
を
し
な
い
が
、

主
権
者
の
「
舵
取
り
」
に
必
要
な
知
識
を
供
給
す
る
主
体
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
の
議
論
は
、
助
言
者

自
ら
が
主
体
的
に
判
断
す
る
こ
と
を
考
慮
し
な
い
点
で
、
助
言
者
が
経

験
に
基
づ
い
て
自
ら
考
え
行
為
す
る
と
い
う
、
ブ
ラ
モ
ー
ル
や
ク
ラ
レ

ン
ド
ン
が
立
脚
し
て
い
た
実
践
と
し
て
の
政
治
の
あ
り
方
と
は
様
相
を

異
に
す
る
。
一
方
で
ホ
ッ
ブ
ズ
に
は
な
い
と
さ
れ
た
実
践
と
し
て
の
政

治
は
、
主
権
者
中
心
の
統
治
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
ホ
ッ
ブ
ズ
に

よ
っ
て
、
主
権
者
と
助
言
者
の
関
係
性
の
中
に
再
定
位
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。



81　●　〈公募論文〉ホッブズは「助言者」であったのか――上田悠久

お
わ
り
に
―
―
ホ
ッ
ブ
ズ
は「
助
言
者
」で
あ
っ
た
の
か

　

本
研
究
に
よ
り
ホ
ッ
ブ
ズ
の
助
言
論
の
文
脈
と
意
義
の
一
端
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
議
会
な
ど
が
助
言
者
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
論
じ
た

ホ
ッ
ブ
ズ
に
対
し
、
同
時
代
人
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
制
に
無
知
な
哲
学

者
の
彼
こ
そ
助
言
者
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
応
じ
た
。
し
か
し
ホ
ッ
ブ

ズ
を
既
存
の
政
治
観
へ
の
挑
戦
者
と
み
な
し
た
同
時
代
人
の
理
解
と
は

裏
腹
に
、
主
権
者
が
助
言
者
の
助
け
を
得
て
国
家
の
運
営
に
関
与
す
る

こ
と
を
考
え
た
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
伝
統
的
な
実
践
知
を
一
概
に
は
否
定
し

て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ホ
ッ
ブ
ズ
の
思
想
を
理
解
す
る
新
た
な
見
方

を
示
し
て
い
る
。
で
は
ホ
ッ
ブ
ズ
自
身
は
助
言
者
と
い
え
る
の
だ
ろ
う

か
。
高
貴
さ
や
経
験
の
豊
富
さ
な
ど
助
言
者
に
求
め
ら
れ
た
伝
統
的
な

価
値
観
を
共
有
し
な
い
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、
政
治
に
関
し
て
具
申
し
た
と
し

て
も
（
同
時
代
の
用
法
に
基
づ
け
ば
）
助
言
者
と
は
言
い
難
い
。

　

一
方
で
哲
学
者
と
し
て
政
治
そ
の
も
の
を
問
い
直
し
た
ホ
ッ
ブ
ズ
は
、

二
つ
の
意
味
で
新
た
な
「
助
言
者
」
と
呼
べ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
主
権
者
が
自
ら
の
支
配
の
正
統
性
を
示
す
に
あ
た
り
、
そ
の

根
拠
と
な
る
知
識
を
科
学
的
な
政
治
学
と
し
て
示
す
「
助
言
者
」
で
あ

る
。
こ
の
見
方
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
学
を
近
代
社
会
科
学
の
成
立
や

政
治
学
の
科
学
化
の
端
緒
と
み
な
し
て
き
た
二
十
世
紀
の
解
釈
と
も
重

な
る
も
の
で
あ
る
。
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
よ
れ
ば
、
ホ
ッ
ブ

ズ
は
「
認
識
可
能
な
対
象
は
制
作
可
能
な
対
象
の
み
で
あ
る
」
と
考
え

る
近
代
自
然
科
学
の
制
作
的
関
心
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な
実
践
と
し

て
の
政
治
学
に
持
ち
込
み
、
政
治
学
を
近
代
的
で
応
用
可
能
な
「
社
会

哲
学
」
へ
と
転
換
し
た

）
97
（

。
佐
藤
正
志
も
、
国
家
の
素
材
か
つ
制
作
者
で

あ
る
人
間
に
よ
っ
て
再
構
成
可
能
な
国
家
を
論
じ
る
ホ
ッ
ブ
ズ
の
「
政

治
哲
学
」
を
貫
く
の
は
技
術
的
関
心
で
あ
り
、
市
民
が
自
律
的
に
自
己

形
成
を
図
る
「
実
践
」は
消
え
去
っ
た
の
だ
と
結
論
づ
け
る

）
98
（

。
ホ
ッ
ブ
ズ

の
同
時
代
人
や
現
代
の
論
者
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、
彼
は
実
践
知
で

は
な
く
学
知
を
も
た
ら
す
「
助
言
者
」
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　

第
二
に
、
そ
う
し
た
支
配
の
正
統
性
を
示
す
政
治
学
だ
け
で
は
国
家

を
運
営
で
き
な
い
こ
と
を
認
識
し
、
国
家
が
多
様
な
ア
ク
タ
ー
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
主
権
者
を
中
心
と
し

た
統
治
の
あ
り
方
を
模
索
し
た
「
助
言
者
」
で
あ
る
。
日
々
刻
々
と
変

化
す
る
状
況
に
立
ち
向
か
う
実
践
の
領
域
で
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
が
示
し
た

絶
対
確
実
な
知
識
と
し
て
の
政
治
学
だ
け
で
は
通
用
し
な
い
こ
と
を
彼

自
身
理
解
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
国
家
を
運
営
す
る
主
権
者
は
多
様

な
知
識
を
も
た
ら
す
多
様
な
助
言
者
を
取
り
こ
む
必
要
が
あ
る
と
彼
は

説
い
た
の
で
あ
る
。
ホ
ッ
ブ
ズ
は
哲
学
者
と
し
て
真
摯
に
政
治
に
向
き

合
い
、
自
ら
の
知
識
だ
け
で
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
運
営
な
ど
で
き
な

い
こ
と
を
自
覚
し
、
政
治
に
つ
い
て
の
現
実
的
な
処
方
箋
を
書
こ
う
と

も
が
い
た
「
助
言
者
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 

（
う
え
だ
・
は
る
ひ
さ
／
政
治
思
想
史
）
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凡
例

　

ホ
ッ
ブ
ズ
の
以
下
の
著
作
か
ら
引
用
す
る
際
は
略
号
を
用
い
た
。
訳
は
適
宜

変
更
し
た
。
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』
は
略
号
、
章
、
マ
ル
コ
ム
版
の
頁
、
初
版
（
ヘ
ッ

ド
版
）
の
頁
、
水
田
訳
の
巻
数
と
頁
を
記
す
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は
じ
め
に　

問
題
設
定

）
1
（

　

I
・
カ
ン
ト
と
い
う
人
物
は
、
実
は
意
外
に
も
「
社
交
家
」
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
い
ま
や
多
く
の
伝
記
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る

）
2
（

。
さ
ら
に

注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
カ
ン
ト
は
著
作
に
お
い
て
も
わ
ず
か
な
が
ら
「
社

交
性
（G

eselligkeit

）
」
「
社
交
（G

esellschaft

）
」
「
交
際
（U

m
gang

）
」
を

取
り
上
げ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
道
徳
に
と
っ
て
も
重
要
な
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
カ
ン
ト
の
社
交
論
は
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て

十
分
に
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
確
か
に
、
歴
史
哲
学
に
お

け
る
「
素
質
」
と
し
て
の
「
非
社
交
的
社
交
性
」
を
扱
う
研
究

）
3
（

や
、
社

交
に
お
け
る
「
理
性
の
公
的
使
用
」
の
役
割
に
注
目
し
た
研
究

）
4
（

は
す
で

に
存
在
す
る
。
し
か
し
、
か
え
っ
て
社
交
概
念
そ
の
も
の
は
、
わ
ず
か

な
例
外
を
除
い
て
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
え
る

）
5
（

。
さ
ら

に
、
社
交
と
道
徳
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

少
な
く
と
も
そ
の
一
因
は
、
カ
ン
ト
が
社
交
へ
の
十
分
な
言
及
を
残

し
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
帰
結
と
し
て
、
カ
ン
ト
道
徳
哲
学
の

中
に
社
交
論
を
い
か
に
位
置
づ
け
た
ら
よ
い
の
か
、
と
い
う
解
釈
上
の

問
題
も
浮
上
す
る
。
カ
ン
ト
の
道
徳
哲
学
は
、
『
道
徳
形
而
上
学
の
基

礎
づ
け
』（
一
七
八
五
年
。
以
下
『
基
礎
づ
け
』
）
や
『
実
践
理
性
批
判
』（
一

〈
公
募
論
文
〉

カ
ン
ト
道
徳
哲
学
に
お
け
る
社
交
論
の
意
義

【
礼
儀
作
法
が
い
か
に
し
て
他
者
を
道
徳
化
す
る
の
か
】

髙
木
裕
貴



社会思想史研究　No. 43　2019

　●　88

七
八
八
年
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
経
験
的
な
も
の
を
捨

象
し
た
道
徳
形
而
上
学
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
経
験
的
に
捉
え
ら
れ

た
人
間
同
士
の
社
交
や
交
際
が
道
徳
哲
学
に
入
り
込
む
余
地
は
な
い
よ

う
に
さ
え
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、
カ
ン
ト
の
ま
と
ま
っ
た
社
交
論
は
、

批
判
期
の
道
徳
哲
学
的
著
作
で
は
な
く
、
晩
年
の
経
験
的
著
作
で
あ
る

『
実
用
的
見
地
に
お
け
る
人
間
学
』
（
一
七
九
八
年
。
以
下
『
人
間
学
』
）

に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
本
稿
は
カ
ン
ト
の
道
徳
哲
学
に
お
け
る

社
交
論
の
意
義
を
解
明
す
る
こ
と
を
最
終
目
的
と
す
る
。
詳
し
く
は
本

論
で
紹
介
す
る
が
、
本
稿
の
論
点
は
主
に
二
つ
あ
る
。
第
一
に
、
カ
ン

ト
の
社
交
論
を
、
道
徳
形
而
上
学
で
は
な
く
、
そ
れ
を
補
完
す
る
「
応

用
道
徳
哲
学
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
少
な
く

と
も
「
社
交
」
は
カ
ン
ト
道
徳
哲
学
の
究
極
根
拠
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
批
判
期
か
ら
一
貫
し
て
カ
ン
ト
は
道
徳
形
而
上
学
を
人
間
に

応
用
し
た
も
の
を
「
応
用
道
徳
哲
学
」
「
実
践
的
人
間
学
」
「
道
徳
的
人

間
学
」
と
い
う
表
現
に
お
い
て
予
告
し
て
き
た
の
で
あ
る

）
6
（

。
第
二
に
、

社
交
に
お
け
る
礼
儀
作
法
が
も
つ
道
徳
的
意
義
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ

る
）
7
（

。
カ
ン
ト
は
、
礼
儀
作
法
は
自
己
の
道
徳
化
と
と
も
に
他
者
の
道
徳

化
も
実
現
す
る
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
道
徳
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
社
交
が
応
用
道
徳
哲
学
に
い
か
に
寄
与
で
き
る
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
制
限
上
、

自
己
の
道
徳
化
で
は
な
く
、
主
に
他
者
の
道
徳
化
に
つ
い
て
解
明
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

本
稿
が
主
に
扱
う
の
は
、
『
人
間
学
』
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
の
第
八
八
節
に
お
い
て
、
社
交
に
関
す
る
比
較
的
体
系
だ
っ

た
記
述
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
曖

昧
さ
を
含
ん
で
お
り
、
多
く
の
解
釈
上
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
そ
こ

で
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
他
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
す
る
こ
と
で
読
み
解
い

て
い
く
。
本
稿
の
試
み
に
は
解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
は
多
く
、
本
稿
は

そ
れ
ら
す
べ
て
に
着
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
本
稿
を

通
じ
て
カ
ン
ト
道
徳
哲
学
に
お
け
る
社
交
論
の
展
望
が
わ
ず
か
な
が
ら

開
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
は
次
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
第
一
節
で
は
、
カ
ン
ト

道
徳
哲
学
の
体
系
的
構
造
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
『
人
間
学
』
の
中
に

道
徳
哲
学
的
要
素
を
見
出
す
可
能
性
を
確
保
す
る
。
続
く
第
二
節
で
は
、

カ
ン
ト
の
道
徳
的
社
交
論
を
整
理
し
、
「
礼
儀
作
法
」
の
問
題
点
を
指

摘
す
る
。
第
三
節
で
は
、
礼
儀
作
法
と
錯
覚
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
く
。
最
後
の
第
四
節
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
議
論
を
ふ
ま
え
、
礼
儀

作
法
が
他
者
を
道
徳
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
し
て
い
く
。

一　

道
徳
哲
学
と『
人
間
学
』

1　

道
徳
形
而
上
学
か
ら
人
間
学
へ

　

カ
ン
ト
は
『
基
礎
づ
け
』
序
文
に
お
い
て
も
っ
と
も
明
確
に
自
身
の
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道
徳
哲
学
の
体
系
的
構
造
を
描
き
出
し
て
い
る
。
自
然
法
則
を
扱
う
自

然
哲
学
と
同
様
に
、
自
由
の
法
則
を
扱
う
道
徳
哲
学
は
二
つ
の
部
門
を

も
つ
。
合
理
的
部
門
と
経
験
的
部
門
で
あ
る
。
道
徳
哲
学
の
合
理
的
部

門
は
道
徳
形
而
上
学
で
あ
る
が
、
経
験
的
部
門
は
「
実
践
的
人
間
学
」

（IV
388

）
と
呼
ば
れ
る
。
道
徳
哲
学
は
「
自
然
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
る

限
り
に
お
け
る
人
間
の
意
志
に
対
し
て
」
（IV

387

）
法
則
を
定
め
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
「
生
じ
る
べ
き
こ
と
が
し
ば
し
ば
生
じ
な

い
諸
条
件
」
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（IV

388

）
。
道
徳
形
而
上
学

は
あ
く
ま
で
あ
ら
ゆ
る
理
性
的
存
在
者
に
妥
当
す
る
道
徳
法
則
を
論
究

す
る
が
、
こ
れ
が
感
性
を
も
備
え
た
理
性
的
存
在
者
た
る
人
間
に
適
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
ま
さ
に
そ
の
法
則
の
順
守
を
邪
魔
す
る
感
性
や
傾

向
性
と
い
う
条
件
を
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

同
様
に
、
カ
ン
ト
は
道
徳
哲
学
を
人
間
学
か
ら
独
立
し
た
道
徳
形
而

上
学
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
解
く
中
で
次
の
よ
う
な
こ
と

を
述
べ
て
い
る
（IV

410

）
。
つ
ま
り
、
純
粋
数
学
が
応
用
数
学
か
ら
、

そ
し
て
純
粋
論
理
学
が
応
用
論
理
学
か
ら
区
別
さ
れ
る
の
と
同
様
に
、

純
粋
道
徳
哲
学
は
応
用
道
徳
哲
学
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
確
か
に
純
粋
道

徳
哲
学
は
、
あ
く
ま
で
経
験
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ
る
人
間
本
性
に
依

拠
す
る
こ
と
な
く
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、こ
の
よ
う
な
道
徳
形
而
上
学
が
「
人
間
本
性
へ
と
応
用
」（IV

410

）

さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
応
用
道
徳
哲
学
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

『
道
徳
形
而
上
学
』
（
一
七
九
七
年
）
に
お
い
て
も
こ
の
構
想
は
保
持

さ
れ
て
い
る
（V

I216-217

）
。
ア
プ
リ
オ
リ
な
認
識
の
体
系
で
あ
る
形

而
上
学
は
、
自
然
の
形
而
上
学
と
道
徳
形
而
上
学
に
区
分
さ
れ
る
。
自

然
の
形
而
上
学
が
そ
の
最
高
原
則
を
経
験
の
対
象
に
適
用
す
る
た
め
の

原
理
を
必
要
と
す
る
の
と
同
様
に
、
道
徳
形
而
上
学
も
そ
の
原
則
を
経

験
の
対
象
に
適
用
す
る
た
め
の
原
理
を
必
要
と
す
る
。
道
徳
形
而
上
学

の
原
則
は
経
験
的
対
象
と
し
て
の
人
間
に
適
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
カ
ン
ト
は
経
験
的
に
の
み
認
識
さ
れ
る
人
間
本
性
を
取
り

上
げ
、
こ
の
本
性
に
対
し
て
原
則
か
ら
の
帰
結
を
示
す
必
要
が
あ
る
の

だ
。
「
道
徳
形
而
上
学
は
人
間
学
の
上
に
建
て
る
こ
と
の
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
か
え
っ
て
人
間
学
に
適
用
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
［
…
］
」

（V
I217

）
。

　

そ
の
上
で
、
カ
ン
ト
は
、
道
徳
哲
学
一
般
に
お
い
て
道
徳
形
而
上
学

の
対
を
な
す
も
の
は
「
道
徳
的
人
間
学
」
（V

I217

）
で
あ
る
と
述
べ
る
。

こ
の
道
徳
的
人
間
学
は
、
「
人
間
本
性
に
お
け
る
道
徳
形
而
上
学
の
法

則
の
実
行
を
阻
止
し
た
り
、
後
援
し
た
り
す
る
主
観
的
条
件
や
、（
教
育
、

学
校
教
育
、
民
衆
教
育
に
お
け
る
）
道
徳
原
則
の
創
造
や
普
及
、
そ
し
て

経
験
に
基
づ
く
そ
の
他
の
教
説
や
指
示
」
（V

I217

）
を
含
む

）
8
（

。

　

以
上
か
ら
わ
か
る
の
は
、
『
基
礎
づ
け
』
『
実
践
理
性
批
判
』
『
道
徳

形
而
上
学
』
な
ど
で
追
及
さ
れ
、
確
立
さ
れ
た
道
徳
形
而
上
学
は
、
経

験
的
人
間
学
へ
と
応
用
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
カ
ン
ト
の
一
貫
し

た
構
想
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
と
っ
て
道
徳
哲
学
と
は
ま
ず
も
っ
て
道
徳

形
而
上
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
理
性
的
存
在
者
に
妥
当
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す
る
ア
プ
リ
オ
リ
な
法
則
が
経
験
か
ら
独
立
し
て
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
人
間
学
の
よ
う
な
経
験
知
か
ら
導
か
れ
た
原
理
は
、

格
率
を
提
供
こ
そ
す
る
が
、
法
則
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し

か
し
、
道
徳
形
而
上
学
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
法
則
は
、
今
度
は
人
間

本
性
に
適
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
カ
ン
ト
は
こ
の

ア
プ
リ
オ
リ
な
道
徳
法
則
の
人
間
本
性
へ
の
適
用
を
い
つ
、
ど
こ
で

行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
も
そ
も
行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。2　

著
作
と
し
て
の
『
人
間
学
』

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
、
晩
年
に
出
版
さ
れ

た
『
人
間
学
』
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
人
間
学
的
著
作
の
題
名
は

「
実
践
的
・
道
徳
的
見
地
に
お
け
る
人
間
学
」
で
は
な
く
、
「
実
用
的
見

地
に
お
け
る
人
間
学
」
で
あ
る
。
『
基
礎
づ
け
』
に
お
い
て
顕
著
な
よ

う
に
、
「
実
用
的
（pragm

atisch

）
」
と
「
道
徳
的
（m

oralisch
）
」
と
は

決
し
て
混
同
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
「
実
用
的
」
と
は
あ
く
ま
で
幸
福
に

関
わ
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
は
ず
で
あ
る
（IV

416-7

）
。
そ
れ
ゆ
え
一

見
す
る
と
、「
実
用
的
見
地
」
と
い
う
限
定
が
付
さ
れ
て
い
る
『
人
間
学
』

は
道
徳
と
は
無
関
係
で
あ
る
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る
。
実
際
に
『
人
間

学
』
に
お
い
て
は
道
徳
へ
の
言
及
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
『
基
礎
づ
け
』

で
予
告
さ
れ
た
よ
う
な
道
徳
形
而
上
学
と
人
間
学
の
関
係
性
は
明
示
さ

れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
『
人
間
学
』
序
文
に
お
け
る
「
実
用
的
見
地
」
と
い
う
概

念
の
説
明
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
『
人
間
学
』
の
中
に
道
徳
形
而
上
学

で
は
な
く
、
そ
れ
と
人
間
学
の
接
続
、
す
な
わ
ち
応
用
道
徳
哲
学
を
見

出
す
可
能
性
を
確
保
し
て
お
こ
う
。

　

第
一
に
、
生
理
学
的
見
地
に
お
け
る
人
間
学
と
実
用
的
見
地
に
お
け

る
人
間
学
が
区
別
さ
れ
る
。
ま
ず
、
前
者
は
、
自
然
が
人
間
か
ら
何
を

作
り
出
す
か
に
関
す
る
。
こ
の
見
地
に
お
い
て
人
間
は
た
だ
「
傍
観
者
」

で
あ
る
。
対
し
て
後
者
は
、「
人
間
が
自
由
に
行
為
す
る
存
在
者
と
し
て
、

自
己
自
身
か
ら
何
を
作
り
出
し
、
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
、
作
り
出
す

べ
き
か
」
（V

II119

）
に
関
す
る
。
こ
こ
で
人
間
と
は
、
「
理
性
を
付
与

さ
れ
た
地
上
の
存
在
者
（m

it Vernunft begabtes Erdw
ese

）
9
（n

）
」（V

II119

）

を
意
味
し
、
こ
の
人
間
に
関
す
る
知
は
世
界
知
と
呼
ば
れ
る
。

　

第
二
に
、
世
界
知
が
実
用
的
と
言
わ
れ
る
の
は
、
人
間
を
「
世
界
市

民
（W

eltbürger

）
」
（V

II120

）
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
を
含
む
。
こ
の

よ
う
な
認
識
な
き
知
識
は
、
あ
く
ま
で
理
論
的
世
界
知
に
し
か
な
り
え

な
い
。
こ
こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
「
世
界
市
民
」
と
い
う
概

念
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
カ
ン
ト
哲
学
を
読
み
解
く
重
要
タ
ー
ム

で
あ
る
が
、
実
は
そ
の
一
義
的
な
定
義
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

少
な
く
と
も
『
人
間
学
』
に
お
け
る
そ
の
定
義
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

カ
ン
ト
は
ま
ず
『
人
間
学
』
本
文
の
冒
頭
に
お
い
て
、
自
己
意
識
か

ら
端
を
発
す
る
三
つ
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
区
別
し
て
い
る
（V

II128-130

）
。

第
一
に
、
論
理
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
あ
る
。
論
理
的
エ
ゴ
イ
ス
ト
は
、
自
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分
の
判
断
を
他
者
の
悟
性
に
も
照
ら
し
て
吟
味
す
る
こ
と
を
無
用
と
考

え
る
。
第
二
に
、
美
感
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
あ
る
。
美
感
的
エ
ゴ
イ
ス
ト

は
、
た
と
え
他
者
が
彼
の
詩
や
絵
画
や
音
楽
な
ど
を
ど
ん
な
に
悪
評
し
、

非
難
し
、
嘲
笑
さ
え
し
よ
う
と
も
、
自
分
自
身
の
趣
味
だ
け
で
十
分
満

足
す
る
。
第
三
に
、
道
徳
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
あ
る
。
道
徳
的
エ
ゴ
イ
ス

ト
は
、
一
切
の
目
的
を
自
己
自
身
の
上
だ
け
に
限
り
、
己
に
役
立
つ
も

の
に
し
か
効
用
を
認
め
な
い
。

　

重
要
な
の
は
、
カ
ン
ト
は
こ
れ
ら
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
対
す
る
の
は
「
複

数
主
義
（Pluralism

）
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
複
数
主

義
と
は
、
「
全
世
界
を
自
分
の
中
に
包
み
持
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
自

己
を
み
な
し
た
り
振
る
舞
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
自
己
を
一
人
の

単
な
る
世
界
市
民
と
し
て
考
え
、
振
る
舞
う
思
考
様
式
」
（V

II130

）
で

あ
る
。
複
数
主
義
と
は
、
自
己
を
世
界
市
民
と
し
て
捉
え
、
そ
の
よ
う

に
振
る
舞
う
思
考
様
式
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
世
界
市
民
と
は
、
他
者
に

よ
る
論
理
的
・
美
感
的
・
道
徳
的
な
吟
味
を
自
己
に
対
し
て
必
要
と
す

る
人
の
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

以
上
か
ら
、
『
人
間
学
』
と
は
、
（
三
種
類
の
）
エ
ゴ
イ
ス
ト
に
対
す

る
世
界
市
民
と
し
て
人
間
を
形
成
す
る
た
め
の
知
識
を
目
指
し
た
も
の

と
言
え
る
。
『
人
間
学
』
に
お
け
る
「
実
用
的
」
と
は
、
批
判
期
と
は

異
な
っ
た
広
い
意
味
に
お
い
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
れ

ば
、
道
徳
的
エ
ゴ
イ
ス
ト
に
対
す
る
世
界
市
民
と
し
て
人
間
を
形
成
す

る
た
め
の
知
識
が
『
人
間
学
』
に
お
い
て
描
か
れ
て
い
る
と
推
測
す
る

こ
と
は
、
十
分
許
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
先
述
の
よ
う
に
『
人
間
学
』
に
お
い
て
は
道
徳
へ
の
言
及

は
わ
ず
か
で
あ
る
し
、
ま
し
て
や
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
道
徳
形
而
上

学
と
人
間
学
の
関
係
性
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と

も
、
そ
の
内
容
を
一
見
す
る
と
、
「
道
徳
的
・
自
然
的
最
高
善
に
つ
い

て
（Von dem

 höchsten m
oralisch-physischen G

ut

）
」
と
い
う
節
が
あ
る

よ
う
に
、
道
徳
へ
の
視
線
が
こ
の
著
作
の
中
に
も
見
ら
れ
る

）
10
（

。
こ
こ
に

応
用
道
徳
哲
学
を
見
出
す
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
節
で
中

心
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
こ
そ
、
「
社
交
」
で
あ
る
。

二　

カ
ン
ト
の
道
徳
的
社
交
論

1　

『
人
間
学
』
に
お
け
る
社
交
論

　

本
節
で
は
、
『
人
間
学
』
に
お
け
る
社
交
論
を
概
説
し
て
い
く
。
『
人

間
学
』
は
、
「
第
一
部　

人
間
学
的
教
授
論
」
と
「
第
二
部　

人
間
学

的
性
格
論
」
か
ら
な
る
が
、
カ
ン
ト
の
社
交
論
が
扱
わ
れ
る
の
は
第
一

部
の
文
字
通
り
最
終
節
で
あ
る
。

　

カ
ン
ト
は
、
社
交
を
扱
う
第
八
八
節
を
「
道
徳
的
・
自
然
的
最
高
善

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
い
る
。
ま
ず
、
自
然
的
善
た
る
歓
楽
生
活
へ
の

傾
向
性
と
道
徳
的
善
た
る
徳
と
は
互
い
に
闘
争
し
て
お
り
、
後
者
が
前

者
を
制
限
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
幸
福
と
道
徳
は
原

理
的
に
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
カ
ン
ト
の
基
本
的
立
場
で
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あ
る
。

　

で
は
、
「
道
徳
的
・
自
然
的
最
高
善
」
と
は
い
か
に
し
て
生
じ
る
の
か
。

カ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。
「
交
際
（U

m
gang

）
に
お
い
て
、
歓

楽
生
活
（W

ohlleben

）

と
徳
と
を
結
合
さ
せ
て
い
る
思
考
様
式

（D
enkungsart

）
が
、
人
間
性
（H

um
anität

）
で
あ
る
」
（V

II277

）
。
こ

こ
で
は
、
カ
ン
ト
は
歓
楽
生
活
と
徳
の
調
和
点
、
す
な
わ
ち
、
ま
さ
に

「
道
徳
的
・
自
然
的
最
高
善
」
の
場
と
し
て
「
交
際
」
を
挙
げ
て
い
る

こ
と
は
注
目
に
値
す
る

）
11
（

。
こ
こ
で
カ
ン
ト
は
、
社
交
の
場
を
自
然
的
最

高
善
に
と
ど
ま
ら
ず
、
道
徳
的
・
自
然
的
最
高
善
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
社
交
と
道
徳
と
の
無
視
で
き
な
い
関
係

性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
間
性

）
12
（

を
促
進
す
る
社
交
と
は
い
か
な
る
も
の

な
の
か
。
カ
ン
ト
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
真

の
人
間
性
と
も
っ
と
も
よ
く
調
和
す
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
歓
楽
生
活

は
、
よ
き
（
そ
れ
と
、
可
能
で
あ
れ
ば
交
代
す
る
）
集
ま
り
に
お
け
る
よ

き
食
事
（M

ahlzeit

）
で
あ
る
」
（V

II278

）
。
こ
の
よ
う
な
食
卓
の
集
ま

り
は
、
「
肉
体
的
満
足
（leibliche Befriedigung

）
」
で
は
な
く
、
「
社
交

的
楽
し
み
（geselligeVergnügen

）
」
を
目
的
と
す
る
食
卓
で
あ
る

（V
II278

）
。
肉
体
的
満
足
は
あ
く
ま
で
社
交
的
快
楽
の
手
段
で
し
か
な

い
。
本
稿
で
は
詳
細
に
論
じ
る
余
裕
は
な
い
が
、
社
交
に
お
け
る
自
然

的
善
と
は
カ
ン
ト
が
繰
り
返
し
言
及
す
る
社
交
的
楽
し
み
の
こ
と
で
あ

る
と
解
釈
で
き
る

）
13
（

。
こ
れ
は
「
社
交
的
歓
楽
生
活
と
徳
の
結
合
」

（V
II278

）
と
い
う
表
現
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。

　

そ
う
す
る
と
次
の
問
題
は
、
道
徳
的
善
を
い
か
に
解
釈
す
る
か
で
あ

る
。
カ
ン
ト
は
続
け
て
理
想
的
な
食
卓
を
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
描
き

出
し
て
い
る
が
、
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
、
そ
の
中
で
も
唯
一
明
確
に

道
徳
と
関
係
す
る
と
さ
れ
て
い
る
「
徳
の
衣
装
」
に
関
す
る
議
論
で
あ

る
。
本
稿
で
こ
れ
以
降
に
詳
し
く
確
認
し
て
い
く
が
、
カ
ン
ト
が
徳
の

衣
装
と
し
て
常
に
強
調
す
る
の
が
「
礼
儀
作
法
（M

anieren

）
」
で
あ
る
。

礼
儀
作
法
は
「
純
粋
道
徳
的
法
則
と
比
べ
れ
ば
無
意
味
に
見
え
る
」

（V
II282

）
。
し
か
し
、
礼
儀
作
法
の
よ
う
に
社
交
性
を
促
進
す
る
も
の

は
す
べ
て
、
「
や
は
り
徳
に
と
っ
て
有
利
な
衣
装
（G

ew
and

）
で
あ
り
、

ま
じ
め
な
観
点
に
お
い
て
も
徳
の
た
め
に
推
奨
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

（V
II282

）
。

　

ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
礼
儀
作
法
が
、
一
方

で
社
交
性
を
促
進
し
、
他
方
で
は
、
徳
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
徳
の

た
め
に
有
用
な
衣
装
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
自
然
的

善
が
社
交
的
楽
し
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
道
徳
的
善
は
こ
の
徳
の
衣

装
た
る
礼
儀
作
法
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
礼
儀
作
法

は
、
純
粋
に
道
徳
的
な
法
則
、
す
な
わ
ち
定
言
命
法
が
直
接
に
命
ず
る

も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
二
つ
の
問
題
提
起
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
礼

儀
作
法
が
い
か
に
し
て
社
交
性
を
促
進
す
る
の
か
、
そ
し
て
、
礼
儀
作

法
が
い
か
に
し
て
徳
に
と
っ
て
有
利
な
衣
装
た
り
う
る
の
か
。
こ
の
点
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を
解
決
し
な
け
れ
ば
、「
道
徳
的
・
自
然
的
最
高
善
の
場
と
し
て
の
社
交
」

と
い
う
カ
ン
ト
の
理
念
は
説
得
力
を
失
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、

徳
の
衣
装
に
関
し
て
は
記
述
が
非
常
に
少
な
く

）
14
（

、
解
釈
を
加
え
る
の
が

困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
ひ
と
ま
ず
、
『
道
徳
形
而
上
学
』
に
お
け
る
社

交
論
に
注
目
し
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
カ
ン
ト
は
ま
さ
に
徳
を
扱
っ
て

い
る
『
道
徳
形
而
上
学
』
に
お
い
て
も
社
交
論
を
展
開
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

2　

『
道
徳
形
而
上
学
』
に
お
け
る
社
交
論

　

『
道
徳
形
而
上
学
』
「
徳
論
の
形
而
上
学
的
基
礎
論
」
の
文
字
通
り
最

終
節
に
お
い
て
、
「
交
際
の
徳
（U

m
gangstugenden

）
」
（V

I473

）
が
補

稿
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
交
際
」
は
自
己
と
他
者
に
対

す
る
特
殊
な
徳
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
「
互
い
に
社

交
を
促
進
し
合
う
こ
と
・
自
分
を
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
」
「
社
交
に
お

け
る
快
適
さ
（Annehm

lichkeit

）
・
人
付
き
の
よ
さ
（Verträglichkeit

）
・

相
互
の
愛
と
尊
敬
（
愛
想
の
よ
さ
と
礼
儀
正
し
さ
（Leutseligkeit und 

W
ohlanständigkeit, hum

anitas aesthetica et decorum

）
）
を
開
拓
す
る
こ

と
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
し
て
徳
に
優
雅
さ
（G

razien

）
を
付
け
加
え

る
こ
と
」
（V

I473

）
は
徳
の
義
務
で
あ
る
。

　

カ
ン
ト
は
こ
れ
ら
の
実
践
を
「
美
し
い
徳
に
似
た
外
見
を
表
す
外
貌

（Außenw
erk

）
や
添
え
物
（Beiw

erk

）
」
「
補
助
貨
幣
（Scheidem

ünze

）
」

に
す
ぎ
な
い
と
も
述
べ
て
い
る
。
「
親
し
み
や
す
さ
（Zugänglichkeit

）
」

「
愛
想
の
よ
さ
（G

esprächigkeit

）
」
「
丁
寧
さ
（H

öflichkeit

）
」
「
も
て
な

し
の
よ
さ
（G

astfreiheit

）
」「
温
和
さ
（G

elindigkeit

）
」
と
い
う
実
践
は

「
単
な
る
交
際
の
作
法
（M

anieren des Verkehrs

）
」
、
す
な
わ
ち
、
礼
儀

作
法
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
実
践
は
「
こ
の
仮
象
を
で
き

る
だ
け
真
実
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
努
力
を
通
じ
て
、
徳
の
感
情
そ
の

も
の
を
促
進
す
る
」（V

I473

）
。
さ
ら
に
、こ
れ
ら
を
通
じ
て
我
々
は
、「
同

時
に
他
者
に
責
務
を
課
し
、
徳
の
心
術
を
求
め
て
努
力
せ
ざ
る
を
え
な

く
さ
せ
る
」
（V

I473

）
。

　

以
上
の
議
論
に
は
、
礼
儀
作
法
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
論
点
が

二
つ
含
ま
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
礼
儀
作
法
を
通
じ
て
行
為
者
自
身
が

徳
そ
の
も
の
の
感
情
を
促
進
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、

礼
儀
作
法
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
る
相
手
が
徳
の
心
術
を
求
め
ざ
る
を
え

な
く
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
交
際
に
お
け
る
礼
儀
作
法

は
、
自
己
の
み
な
ら
ず
、
他
者
を
も
徳
へ
と
誘
う
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
『
人
間
学
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
点
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
礼
儀
作
法
は
徳
の
た
め
に
推
奨
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
真
意
を
こ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
礼
儀

作
法
は
自
己
と
他
者
の
道
徳
化
に
寄
与
す
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
礼
儀
作
法
は
「
徳
に
似
た
美
し
い
仮
象

（Schein

）
」
（IV

473

）
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
礼
儀

作
法
は
徳
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
仮
象
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
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カ
ン
ト
は
、
誰
も
が
こ
の
仮
象
が
仮
象
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
か
ら
、

礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
相
手
を
騙
す
こ
と
は
な
い
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、

礼
儀
作
法
の
実
践
は
、
カ
ン
ト
が
常
に
厳
し
く
否
定
し
て
い
る
「
嘘
」

に
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
カ
ン
ト
が
「
徳
論
」
に
お
い
て
「
嘘
」

に
関
す
る
決
疑
論
的
問
題
と
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
と
符
号
す
る
。
つ

ま
り
、
「
単
な
る
礼
儀
に
由
来
す
る
虚
構

）
15
（

」
に
よ
っ
て
は
誰
も
騙
さ
れ

な
い
の
で
あ
る
（V

I431
）
。
カ
ン
ト
が
嘘
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
こ

の
点
を
と
り
わ
け
強
調
し
た
の
は
、
ま
さ
に
礼
儀
作
法
が
も
つ
道
徳
的

役
割
を
救
い
出
す
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
先
に
述
べ
た
礼
儀
作
法
が
も
つ
道
徳
的
役
割
に
は
解
決

さ
れ
る
べ
き
端
的
な
課
題
が
あ
る
。す
な
わ
ち
、
一
体
い
か
に
し
て
単
な

る
徳
の
仮
象
で
あ
る
礼
儀
作
法
が
自
己
と
他
者
を
真
な
る
徳
へ
と
促
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
、で
あ
る
。と
い
う
の
も
、こ
の
よ
う
な
礼
儀
作
法
が

徳
へ
と
移
行
し
な
い
こ
と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、礼
儀
作
法
関
す
る
三
つ
の
問
い
が
見
出
さ
れ
る
。つ
ま
り
、①
礼

儀
作
法
は
い
か
に
し
て
社
交
性
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
②
礼
儀

作
法
は
い
か
に
し
て
自
己
を
道
徳
化
す
る
の
か
、
③
礼
儀
作
法
は
い
か

に
し
て
他
者
を
道
徳
化
す
る
の
か
、で
あ
る
。
そ
こ
で
礼
儀
作
法
の
概
念

を
可
能
な
限
り
明
確
に
す
る
こ
と
で
次
節
へ
の
準
備
作
業
と
し
よ
う
。

3　

文
化
・
文
明
・
道
徳

　

カ
ン
ト
は
し
ば
し
ば
、
本
稿
前
節
で
紹
介
し
た
社
交
論
と
は
別
の
文

脈
に
お
い
て
礼
儀
作
法
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
間
の
進
歩
に

お
け
る
礼
儀
作
法
の
起
源
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

カ
ン
ト
は
、
人
間
に
備
わ
っ
て
い
る
素
質
の
展
開
を
、
大
き
く
「
開

化
（kultivieren

）
」「
文
明
化
（zivilisieren

）
」「
道
徳
化
（m

oralisieren

）
」

に
分
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
説
明
す
る
に
は
、
実
は
『
基
礎
づ
け
』
の

議
論
に
ま
で
遡
る
必
要
が
あ
る
。
順
に
説
明
し
て
い
こ
う
。

　

カ
ン
ト
は
『
基
礎
づ
け
』
に
お
い
て
、
技
術
的
（technisch

）
命
法
・

実
用
的
（pragm

atisch

）
命
法
・
道
徳
的
（m

oralisch

）
命
法
と
い
う
三

種
類
の
命
法
を
展
開
し
た
。
こ
れ
ら
三
つ
は
順
に
、
練
達
性

（G
eschicklichkeit

）

の
命
法
・
怜
悧
（K

lugheit

）

の
命
法
・
道
徳
性

（M
oralität

）
の
命
法
を
構
成
す
る
。
詳
細
は
省
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、

実
用
的
命
法
は
、
人
間
に
と
っ
て
現
実
的
目
的
と
認
め
ら
れ
う
る
「
幸

福
（G

lückseligkeit

）
」
を
獲
得
す
る
た
め
の
手
段
を
命
じ
る
も
の
で
あ

る
）
16
（

。
こ
の
よ
う
な
手
段
に
熟
練
し
て
い
る
こ
と
は
と
り
わ
け
「
怜
悧
」

と
呼
ば
れ
る
。

　

続
い
て
カ
ン
ト
は
『
人
間
学
』
に
お
い
て
、
先
の
三
つ
の
命
法
に
対

応
す
る
人
間
の
素
質
を
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
技
術
的
素
質
、
実

用
的
素
質
、
道
徳
的
素
質
で
あ
る
。こ
れ
ら
は
す
べ
て
の
人
間
に
備
わ
っ

て
い
る
と
同
時
に
、
人
間
の
本
質
を
構
成
す
る
。

　

ま
ず
、
技
術
的
素
質
と
は
、
「
物
を
使
用
す
る
た
め
の
技
術
的
（
意

識
と
結
び
つ
い
た
機
械
的
な
）
素
質
」
（V

II322

）
で
あ
る
。
実
用
的
素
質

と
は
「
他
者
を
自
分
の
意
図
の
た
め
に
使
用
す
る
素
質
」
（V

II322

）
、
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で
あ
る
。
最
後
に
、
道
徳
的
素
質
と
は
、
自
由
の
原
理
に
従
っ
て
行
為

す
る
素
質
で
あ
る
。

　

同
様
の
議
論
は
『
教
育
学
』
（
一
八
〇
三
年
）
に
も
み
ら
れ
る
。
教
育

に
は
三
つ
の
対
象
が
あ
る
（IX

455

）
。
練
達
性
、
世
間
的
怜
悧

（W
eltklugheit

）
、
道
徳
性
で
あ
る
。
練
達
性
と
は
「
任
意
の
目
的
す
べ

て
に
対
し
て
十
分
な
能
力
を
も
つ
こ
と
」
で
あ
り
、
世
間
的
怜
悧
と
は
、

「
自
己
の
練
達
性
を
他
者
に
対
し
て
う
ま
く
発
揮
す
る
能
力
」
（IX
455

）
、

「
我
々
の
練
達
性
を
人
々
に
売
り
込
む
技
術
、
す
な
わ
ち
、
い
か
に
し

て
人
間
を
自
分
の
意
図
の
た
め
に
利
用
で
き
る
か
に
関
す
る
技
術
」

（IX
486

）
で
あ
る
。
最
後
は
道
徳
性
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
は
練

達
性
や
怜
悧
ば
か
り
で
は
な
く
、
「
善
い
目
的
だ
け
を
選
ぶ
よ
う
な
心

術
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（IX

450
）
。

　

カ
ン
ト
は
以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
素
質
の
展
開
を
、
開
化

（kultivieren

）
、
文
明
化
（zivilisieren

）
、
道
徳
化
（m

oralisieren

）
と
呼

ぶ
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
文
明
化
に
属
す
る
世
間
的
怜
悧
に
つ
い
て
少

し
掘
り
下
げ
て
み
よ
う
。

　

カ
ン
ト
は
、
世
間
的
怜
悧
と
は
、「
人
間
社
会
に
適
合
し
、
愛
さ
れ
、［
他

者
に
対
し
て
］
影
響
を
も
つ
」（IX

450

）
こ
と
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
こ
そ
、
「
礼
儀
作
法
（M

anieren

）
や

礼
儀
正
し
さ
（Artigkeit

）
」
（IX

450

）
で
あ
る
。
「
外
的
な
仮
象
の
技
術

が
礼
儀
（Anstand

）
で
あ
る
」
（IX

486

）
。
我
々
は
礼
儀
作
法
を
駆
使

す
る
こ
と
で
、「
自
己
を
隠
し
、
不
透
明
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（sich 

verhehlen und undurchdringlich m
achen m

ussen

）
」（IX

486

）
。
す
な
わ
ち
、

世
間
的
怜
悧
と
は
、
我
々
が
礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
自
己
を
隠
し
、
他
者

に
愛
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
実
用
的
素
質
と
は
、「
と
り

わ
け
（vornehm

lich

）
、
交
際
の
特
性
と
い
う
素
質
と
、
社
会
的
関
係
に
お

い
て
単
に
自
分
の
実
力
だ
け
の
野
蛮
さ
を
脱
し
て
和
合
を
本
分
と
し
た

風
儀
の
よ
い
（
ま
だ
道
徳
的
と
は
い
え
な
い
に
せ
よ
）
存
在
者
と
な
る
と
い

う
人
類
の
自
然
的
性
癖
」（V

II323

）
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

同
様
に
、
論
文
「
人
類
史
の
憶
測
的
始
原
」
（
一
七
八
六
年
）
に
お
け

る
次
の
記
述
に
も
注
目
し
よ
う

）
17
（

。

　

つ
つ
ま
し
や
か
さ
（Sittsam

keit

）
、
す
な
わ
ち
、
よ
い
行
儀
（
軽

蔑
を
招
き
う
る
も
の
を
隠
す
こ
と
）
に
よ
っ
て
自
分
に
対
す
る
尊
敬

を
他
者
に
起
こ
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
性
は
、
あ
ら
ゆ
る
真
正
な

社
交
性
の
本
来
的
基
盤
と
し
て
、
そ
の
う
え
（überdem

）
、
道
徳

的
被
造
物
と
し
て
人
間
を
形
成
す
る
た
め
の
第
一
の
ヒ
ン
ト
を
与

え
た
。 

（V
III113

）

　

つ
つ
ま
し
や
か
さ
は
、
社
交
性
の
基
礎
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
他

者
か
ら
軽
蔑
さ
れ
そ
う
な
も
の
を
隠
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
か
ら
自

分
へ
の
尊
敬
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
逆
に
、
軽
蔑

さ
れ
る
も
の
を
他
者
に
さ
ら
け
出
し
た
ら
、
他
者
は
私
を
蔑
み
、
尊
敬

を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
社
交
は
生
じ
な
い
。
だ
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か
ら
こ
そ
、
社
交
を
求
め
る
人
間
は
礼
儀
に
よ
っ
て
身
を
固
め
る
の
で

あ
る
。
自
己
を
隠
し
、
む
し
ろ
行
儀
よ
く
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
交

性
が
促
進
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
礼
儀
作
法
は
世
間
的
怜
悧
の

実
践
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、「
幸
福
」「
世
間
的
怜
悧
（
他
者
を
利
用
す
る
）
」「
文
明
化
」

「
礼
儀
作
法
」
の
関
係
性
が
解
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
礼
儀
作
法
と
は
、

自
己
の
幸
福
の
た
め
に
他
者
を
利
用
す
る
と
い
う
世
間
的
怜
悧
に
基
づ

く
実
践
な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
『
人
間
学
』
に
お
い
て
カ
ン
ト
は
、
理
性
は

そ
の
逆
順
を
要
求
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
の
本
性
に
従
え
ば
、

我
々
の
進
歩
は
開
化
か
ら
文
明
化
を
経
て
道
徳
化
に
至
る
と
い
う
順
番

に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（V

II328

）
。
こ

の
こ
と
は
、
「
世
界
市
民
的
見
地
に
お
け
る
普
遍
史
の
理
念
」
（
一
七
八

四
年
）
に
お
け
る
カ
ン
ト
の
時
代
認
識
に
も
強
く
表
れ
て
い
る
。
「
我
々

は
今
、
技
術
と
科
学
に
よ
っ
て
高
度
に
開
化

0

0

し
て
い
る
。
我
々
は
社
交

的
丁
寧
さ
や
礼
儀
正
し
さ
（Artigkeit und Anständigkeit

）
に
関
し
て
煩

わ
し
い
ま
で
に
文
明
化

0

0

0

し
て
い
る
。
し
か
し
、
我
々
自
身
を
す
で
に
道0

徳
化

0

0

し
て
い
る
と
み
な
す
に
は
、
ま
だ
甚
だ
し
く
欠
け
て
い
る
」

（V
III26

）
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
ト
は
自
分
の
時
代
を
す
で
に
道
徳
化
さ

れ
た
時
代
と
見
て
は
い
な
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
前
節
の
考
察
を
つ
け
足
せ
ば
、
徳
の
衣
装
た
る
礼
儀
作
法
は

真
な
る
徳
へ
の
媒
介
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
礼
儀

作
法
は
単
な
る
実
用
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
文
明
化
か
ら
道
徳
化

へ
の
移
行
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
カ
ン
ト
が
描
こ
う
と

し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
い
ま
だ
道
徳
な
き
文
明
社
会
に
お
い
て
い
か

に
し
て
道
徳
が
芽
生
え
る
の
か
、
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
単
な
る

幸
福
へ
の
配
慮
か
ら
礼
儀
作
法
を
身
に
着
け
、
社
交
を
促
し
、
他
者
へ

の
愛
や
尊
敬
を
見
せ
か
け
て
い
た
は
ず
が
、
自
己
と
他
者
の
道
徳
化
を

手
助
け
す
る
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
で
、
礼
儀
作
法
が
社
交
性
を
促
進
す
る
の
は
、
礼
儀
作
法

が
他
者
を
あ
る
程
度
道
徳
化
す
る
か
ら
で
あ
る
と
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

私
の
礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
他
者
が
私
を
尊
敬
す
る
よ
う
に
な
ら
な
い
限

り
、
社
交
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
他
者
の
道
徳
化
は

少
な
く
と
も
自
己
の
道
徳
化
に
先
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
が
礼
儀

作
法
を
実
践
す
る
の
は
、
自
己
の
道
徳
化
の
た
め
で
は
な
く
、
他
者
の

道
徳
化
を
通
じ
て
社
交
を
促
進
す
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

礼
儀
作
法
が
社
交
性
を
促
進
で
き
る
か
否
か
は
、
礼
儀
作
法
が
他
者
を

道
徳
化
で
き
る
か
否
か
に
依
拠
し
て
い
る
と
言
え
る
。

三　

礼
儀
作
法
と
文
明
化

1　

許
さ
れ
た
道
徳
的
仮
象
（S

c
h
e
in

）
と
し
て
の
礼
儀
作
法

　

礼
儀
作
法
に
よ
る
道
徳
化
の
最
終
的
問
題
は
、
世
間
的
怜
悧
に
依
拠

し
た
単
な
る
徳
の
衣
装
に
よ
っ
て
他
者
が
い
か
に
し
て
道
徳
化
さ
れ
る
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か
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
『
人

間
学
』
に
お
け
る
「
許
さ
れ
て
い
る
道
徳
的
仮
象
に
つ
い
て
」
と
題
さ

れ
た
第
一
四
節
に
ヒ
ン
ト
を
求
め
た
い
。
こ
の
節
の
中
身
を
説
明
し
て

い
こ
う
。

　

人
間
は
文
明
化
さ
れ
る
ほ
ど
「
演
技
者
（Schauspieler

）
」
と
な
り
、「
愛

情
、
他
者
へ
の
尊
敬
、
つ
つ
ま
し
や
か
さ
、
私
欲
の
な
さ
」
の
仮
象
を

装
う
よ
う
に
な
る
（V

II151
）
。
カ
ン
ト
は
こ
の
よ
う
な
仮
象
の
例
と
し

て
、「
善
い
端
正
な
礼
儀
（Anstand

）
」
、「
つ
つ
ま
し
や
か
さ
（Sittsam

keit, 

pudicitia

）
）
」
、「
礼
儀
正
し
さ
（W

ohlanständigkeit, decorum

）
」
、
「
鄭
重

さ
（H

öflichkeit, Politesse

）
」
、「
お
辞
儀
（V

erbeugung, K
om

plim
ente

）
」

な
ど
の
礼
儀
作
法
を
挙
げ
て
い
る
。
カ
ン
ト
が
こ
こ
で
礼
儀
作
法
を
端

的
に
「
好
意
と
尊
敬
（W

ohlw
ollen und Achtung

）
」
（V

II152

）
の
仮
象

で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
『
道
徳

形
而
上
学
』
「
徳
論
」
に
お
け
る
「
愛
の
義
務
」
と
「
尊
敬
の
義
務
」

に
対
応
し
て
い
る

）
18
（

。
他
者
に
対
す
る
義
務
は
愛
と
尊
敬
の
ど
ち
ら
か
に

区
分
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
（V

I448-45

）
19
（0

）
。
こ
の
点
が
重
要
な
の
は
、

カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
愛
の
義
務
を
実
行
す
る
こ
と
は
相
手
を
義
務
づ
け

る
こ
と
を
結
果
す
る
か
ら
で
あ
る
（V

I450

）
。
例
え
ば
、
感
謝
と
は
、

愛
の
義
務
で
あ
る
が
、
「
我
々
に
示
さ
れ
た
親
切
の
ゆ
え
に
、
あ
る
人

格
を
尊
敬
す
る
こ
と
」
（V

I454

）
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
礼
儀
作
法
が

愛
を
表
す
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
同
時
に
相
手
を
義
務
づ
け
、

道
徳
化
へ
と
誘
う
こ
と
に
な
る
。

　

第
一
四
節
が
重
要
で
あ
る
も
う
一
点
は
、
礼
儀
作
法
に
よ
る
道
徳
化

の
プ
ロ
セ
ス
が
わ
ず
か
な
が
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
カ
ン

ト
は
、
こ
の
よ
う
な
仮
象
は
単
に
許
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う

に
み
な
が
礼
儀
作
法
を
通
じ
て
演
技
し
て
い
る
世
界
は
非
常
に
善
い
も

の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
な
ぜ
な
ら
、

人
間
が
こ
の
役
割
を
演
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
終
的
に
は
、
人
間
が
長

い
期
間
を
通
じ
て
わ
ざ
と
徳
の
外
見
を
装
っ
て
き
た
だ
け
の
は
ず
の
そ

の
徳
が
、
次
第
次
第
に
確
か
に
現
実
に
も
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
て
、
心
術

（G
esinnung

）
へ
と
移
行
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
」
（V

II151

）
。
つ
ま
り
、

礼
儀
作
法
を
実
践
す
る
者
は
、
時
間
を
通
じ
て
現
実
的
心
術
を
獲
得
す

る
に
至
る
の
で
あ
る

）
20
（

。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
詳
細
に
解
釈
す
る
余
裕
は
な

い
が
、
カ
ン
ト
は
こ
の
自
己
の
道
徳
化
を
、
二
重
の
欺
瞞
は
「
罪
の
な

い
錯
覚
」
で
あ
る
と
い
う
テ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
正
当
化
し
て
い
る

）
21
（

。

　

他
方
で
、
他
者
の
道
徳
化
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
本
稿
前

節
で
み
た
『
道
徳
形
而
上
学
』
に
お
け
る
言
明
と
一
致
し
て
、
礼
儀
作

法
と
い
う
仮
象
の
意
図
は
他
者
を
欺
瞞
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
が

仮
象
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
誰
も
が
わ
か
っ
て
い
る
。
礼
儀
作
法
は
、
他

者
に
対
す
る
欺
瞞
で
は
な
く
、「
錯
覚
と
し
て
非
常
に
有
益
」
（V

II152

）

な
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
わ
か
る
の
は
、
カ
ン
ト
は
こ
こ
で
欺
瞞
と
錯
覚
の
区
別
に

訴
え
か
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
カ
ン
ト
は
そ
の
上
で
、

「
自
然
は
賢
明
に
も
人
間
に
、
喜
ん
で
自
己
を
錯
覚
さ
せ
る
と
い
う
性
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癖
を
植
え
付
け
た
」（V

II152

）
と
い
う
決
定
的
な
主
張
を
し
て
い
る
。こ

の
い
さ
さ
か
楽
天
的
な
前
提
を
認
め
れ
ば
、
相
手
が
義
務
づ
け
ら
れ
る

こ
と
は
容
易
に
説
明
さ
れ
う
る
。す
な
わ
ち
、
愛
の
礼
儀
作
法
を
受
け
入

れ
、こ
れ
に
喜
ん
で
錯
覚
さ
せ
ら
れ
る
人
は
、
同
時
に
義
務
づ
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
カ
ン
ト
の
経
験
的
洞
察
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
正
当
化
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、こ
の
主
張
を
検
討
す
る
に
は
、

ひ
と
ま
ず
欺
瞞
と
錯
覚
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

2　

欺
瞞
と
錯
覚

　

こ
こ
で
、
『
人
間
学
』
第
一
四
節
の
直
前
に
置
か
れ
た
「
感
覚
の
仮

象
と
人
為
的
に
戯
れ
る
こ
と
（Spiel

）
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た
第
一

三
節
の
議
論
に
注
目
し
よ
う
。
第
一
四
節
は
第
一
三
節
を
前
提
と
し
て

お
り
、
両
者
の
議
論
は
連
続
し
て
い
る
。
説
明
し
て
い
こ
う
。

　

こ
の
節
に
お
い
て
カ
ン
ト
は
、
幻
想
を
錯
覚
と
欺
瞞
に
区
分
し
て
い

る
（V

II149

）
。
ま
ず
、
悟
性
に
対
し
て
感
官
の
表
象
に
よ
っ
て
作
ら
れ

る
「
幻
想
（Blendw

erk

（praestigiae

）
）
」
は
、
自
然
的
（natürlich
）
か

人
為
的
（künstlich

）
か
で
あ
る
。
自
然
的
な
幻
想
は
「
錯
覚
（Täuschung

（illusio

）
）
」
と
呼
ば
れ
、
人
為
的
な
幻
想
は
「
欺
瞞
（Betrug

（fraus

）
）
」

と
呼
ば
れ
る
。

　

ま
ず
「
錯
覚
（Illusion

）
」
と
は
、
「
対
象
と
称
さ
れ
る
も
の
が
現
実

に
あ
る
の
で
は
な
い
と
知
っ
て
い
て
も
、
な
お
現
存
す
る
幻
想
」

（V
II149

）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
が
仮
象
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

い
て
も
、
我
々
を
惑
わ
し
、
我
々
に
影
響
を
与
え
る
。
例
え
ば
、
好
ま

し
く
映
る
衣
装
、
人
間
や
動
物
に
似
せ
た
像
は
錯
覚
で
あ
る
。
ま
た
、

カ
ン
ト
は
現
代
で
言
う
「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
」
の
よ
う
な
絵
画
も
例
示

し
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
こ
れ
を
「
心
の
遊
び
」
と
呼
ん
で
お
り
、
「
非

常
に
快
適
で
面
白
い
（sehr angenehm

 und unterhaltend

）
」
と
評
価
し

て
い
る
（V

II149-150

）
。
対
し
て
、
「
欺
瞞
」
と
は
、
「
対
象
が
ど
の
よ

う
な
性
質
の
も
の
か
を
人
が
知
る
や
否
や
、
仮
象
も
た
ち
ま
ち
消
え
て

し
ま
う
類
の
も
の
」
（V

II150

）
で
あ
る
。
例
え
ば
、
化
粧
や
手
品
は
欺

瞞
で
あ
る
。

　

『
人
間
学
講
義
』
に
お
い
て
は
一
見
す
る
と
異
な
る
定
義
が
な
さ
れ

て
い
る
。
「
フ
リ
ー
ト
レ
ン
ダ
ー
の
講
義
録

）
22
（

」
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の

仮
象
は
、
真
理
の
認
識
と
結
合
さ
れ
う
る
な
ら
ば
錯
覚
で
あ
り
、
真
理

の
認
識
と
結
合
さ
れ
え
な
い
な
ら
ば
欺
瞞
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
カ
ン
ト

は
前
者
の
例
と
し
て
衣
装
を
、
後
者
の
例
と
し
て
化
粧
を
あ
げ
て
い
る
。

衣
装
は
、
そ
れ
を
着
て
い
る
人
物
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

相
手
を
喜
ば
せ
る
。
対
し
て
、
化
粧
は
、
そ
れ
が
取
り
去
ら
れ
、
そ
の

素
顔
が
知
ら
れ
た
場
合
に
は
、
人
を
喜
ば
せ
な
い
。

　

さ
て
、
こ
の
講
義
録
は
、
『
人
間
学
』
と
異
な
る
説
明
を
し
て
い
る

ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
補
完
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
錯
覚
に
お
け
る
仮
象
は
、
そ
れ
が
仮
象
と
知
ら
れ
、
す
な
わ
ち
真

理
の
認
識
と
結
合
さ
れ
て
も
、
な
お
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
存

続
す
る
。
対
し
て
、
欺
瞞
に
お
け
る
仮
象
は
、
そ
れ
が
仮
象
と
知
ら
れ
、
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す
な
わ
ち
真
理
の
認
識
と
結
合
さ
れ
る
と
、
も
は
や
人
を
喜
ば
せ
る
こ

と
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
消
え
去
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
礼
儀
作
法
に
立
ち
返
っ
て
み
よ
う
。
カ
ン
ト
が
繰

り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
礼
儀
作
法
は
欺
瞞
で
は
な
く
、
錯
覚
で
あ
る
。

ま
ず
、
自
己
に
対
し
て
礼
儀
作
法
は
欺
瞞
で
は
な
く
、
二
重
の
欺
瞞
と

い
う
形
で
は
あ
る
が
、
錯
覚
と
し
て
役
立
つ
。
つ
ま
り
、
私
が
自
分
の

礼
儀
作
法
が
仮
象
に
す
ぎ
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
そ
の
実
践
は
依

然
と
し
て
自
分
に
影
響
を
も
ち
続
け
る
。
対
し
て
、
相
手
に
対
し
て
礼

儀
作
法
は
端
的
に
欺
瞞
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
か
と
い
っ
て
二
重
に
欺

瞞
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
嘘
の
議
論
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
相
手
は
そ
の

内
実
を
理
解
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
騙
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
そ
の
仮
象
が
相
手
に
影
響
を
保
持
で
き
る
は
ず
で
あ
り
、
礼

儀
作
法
は
相
手
に
と
っ
て
も
錯
覚
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
他
者
に
よ
っ
て
私
の
礼
儀
作
法
が
仮
象
で
あ
る
こ

と
を
見
破
ら
れ
て
も
、
依
然
と
し
て
他
者
に
と
っ
て
そ
の
仮
象
は
存
続

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

四　

他
者
の
道
徳
化

1　

錯
覚
し
な
い
人
物
（
1
）

　

本
節
で
は
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
礼
儀
作
法
が
他
者
を
錯

覚
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
者
の
道
徳
化
を
考

察
し
よ
う
。
重
要
な
の
は
、
他
者
に
と
っ
て
礼
儀
作
法
が
欺
瞞
で
は
な

く
錯
覚
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
実
態
が
見
抜
か
れ
て
も
そ
の
仮
象
は
依

然
と
し
て
存
立
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
カ
ン
ト

は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
言
わ
ば
「
見
破
ら
れ
た
仮
象
」
が
他

者
を
道
徳
化
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
我
々
は
そ
れ
が
仮
象
に

す
ぎ
な
い
と
見
抜
い
て
い
る
礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
徳
の
心
術
へ
と
努
力

す
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
「
自
然
は
賢
明
に
も
人
間
に
、
喜

ん
で
自
己
を
錯
覚
さ
せ
る
と
い
う
性
癖
を
植
え
付
け
た
」（V

II152

）
と

い
う
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
テ
ー
ゼ
に
対
し
て
二
つ
の
問
を
立

て
た
い
。
第
一
に
、
錯
覚
し
な
い
こ
と
も
可
能
で
あ
る
の
か
、
そ
し
て

も
し
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
は
ど
の
よ
う
な
弊
害
が
あ
る
の
か
。
第

二
に
、
確
か
に
少
な
く
と
も
喜
ん
で
欺
瞞
さ
れ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
が
、
な
ぜ
礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
は
喜
ん
で
錯
覚
さ
れ
う
る

の
か
。
こ
れ
ら
の
問
に
答
え
る
こ
と
で
、
錯
覚
す
る
性
癖
と
い
う
カ
ン

ト
の
テ
ー
ゼ
を
擁
護
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
第
一
の
問
を
扱
う
。

　

実
際
カ
ン
ト
は
、
人
間
に
は
喜
ん
で
錯
覚
す
る
性
癖
が
あ
る
と
述
べ

つ
つ
も
、
礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
錯
覚
し
な
い
こ
と
は
あ
り
う
る
と
考
え

て
い
る
。
カ
ン
ト
は
安
易
に
錯
覚
に
身
を
任
せ
な
い
人
物
を
二
種
類
挙

げ
て
い
る
の
で
、
順
番
に
検
討
し
て
い
こ
う
。

　

カ
ン
ト
は
、
礼
儀
作
法
と
い
う
補
助
貨
幣
に
は
値
打
ち
が
な
い
と
言

い
ふ
ら
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
仮
象
を
暴
露
し
よ
う
と
す
る
人
物
を
想
定
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し
、
こ
れ
は
「
人
間
性
に
関
し
て
犯
さ
れ
た
反
逆
」
で
あ
る
と
批
判
し

て
い
る
（V

II153

）
。
と
い
う
の
も
、「
他
者
に
お
け
る
善
の
仮
象
さ
え
も
、

我
々
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
に
違
い
な
い
」
（V

II153

）
か
ら
で
あ
る
。

カ
ン
ト
が
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
仮
象
か
ら
真
な
る
徳

が
生
じ
う
る
。
相
手
に
礼
儀
作
法
を
実
践
さ
せ
て
お
け
ば
、
彼
の
道
徳

化
が
期
待
さ
れ
る
。
も
し
礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
他
者
が
自
己
を
道
徳
化

し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
近
く
に
い
る
私
に
と
っ
て
は
有
益
な
こ

と
で
あ
ろ
う
。
彼
は
私
を
つ
ね
に
道
徳
的
に
扱
っ
て
く
れ
る
に
違
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
そ
れ
を
邪
魔
す
る
理
由
は
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
私
が
相
手
の
礼
儀
作
法
を
わ
ざ
わ
ざ
邪
魔
し
な
い
と
し
て

も
、
こ
の
こ
と
は
、
私
が
礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
錯
覚
さ
せ
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
や
、
ま
し
て
や
私
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
な
い
。
私
は
相
手
の
礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
欺
瞞
さ
れ
る
こ
と
も
錯

覚
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
か
つ
相
手
の
礼
儀
作
法
を
邪
魔
し
な
い

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
礼
儀
作
法
の
実
践
を
邪
魔
し
な
い
と
は
、
錯
覚

に
陥
る
必
然
性
を
説
明
し
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

2　

錯
覚
し
な
い
人
物
（
2
）

　

カ
ン
ト
は
「
人
間
学
の
レ
フ
レ
ク
シ
オ
ー
ン
」
に
お
い
て
、
先
と
は

異
な
る
観
点
か
ら
錯
覚
し
な
い
人
物
を
想
定
し
て
い
る
。
ア
デ
ィ
ッ
ケ

ス
に
よ
っ
て
一
七
七
〇
年
代
に
執
筆
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
レ
フ
レ
ク

シ
オ
ー
ン
一
四
八
二
番
に
は
次
の
よ
う
な
言
明
が
あ
る
。
「
美
し
い
仮

象
の
背
後
に
あ
る
も
の
を
あ
ま
り
詮
索
す
る
人
は
、
徳
へ
の
信
仰

（G
laube an Tugend

）
を
失
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
か
ら
、
人
間
嫌
い

（M
isanthropen

）
と
か
女
嫌
い
が
生
じ
る
わ
け
だ
。
弱
さ
（Schw

achheiten

）

が
あ
る
限
り
、
洗
練
さ
れ
た
上
品
な
礼
儀
は
、
少
な
く
と
も
徳
の
外
見

で
あ
る
。
し
か
し
、
悪
意
（Bosheit

）
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
は
欺
瞞

と
な
る
」
（X

V
687

）
。
さ
ら
に
、
講
義
録
に
は
次
の
よ
う
な
関
連
す
る

言
明
が
見
出
さ
れ
る
。
「
徳
の
錯
覚
の
背
景
を
探
ろ
う
と
す
る
人
は
、

あ
ら
ゆ
る
信
頼
（Zutrauen

）
と
徳
へ
の
鼓
舞
を
失
う
。
徳
の
詮
索
を

通
じ
て
人
間
嫌
い
（M

isanthropen

）
が
生
じ
る
」
（X

X
V

932

）
。

　

こ
れ
ら
の
言
明
は
他
者
の
礼
儀
作
法
へ
の
応
答
に
関
す
る
も
の
と
し

て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
礼
儀
作
法
と
い
う
徳
の
錯
覚
の
背
後
を
探
ろ

う
と
す
る
人
、
す
な
わ
ち
喜
ん
で
錯
覚
す
る
こ
と
の
な
い
人
は
、
徳
へ

の
信
仰
を
失
い
、
そ
の
結
果
人
間
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
こ
で
『
人
間
学
』
の
「
認
識
能
力
に
お
け
る
心
の
弱
さ
に
つ
い
て
」

と
題
さ
れ
た
第
四
六
節
に
お
け
る
人
間
嫌
い
の
説
明
に
注
目
し
よ
う
。

カ
ン
ト
は
欺
瞞
と
認
識
能
力
の
弱
さ
の
関
係
性
に
言
及
し
て
い
る
。
カ

ン
ト
は
、
「
た
や
す
く
信
頼
す
る
（vertrauen

）
誠
実
な
者
」
に
対
し
て
、

「
一
人
が
私
を
欺
い
た
か
ら
と
い
っ
て
他
の
何
人
も
信
頼
し
な
い
者
」

を
あ
げ
、
こ
れ
を
「
人
間
嫌
い
」
（V

II205

）
と
呼
ぶ
。
こ
の
場
合
の
正

解
は
、
あ
く
ま
で
「
一
度
欺
い
た
者
を
信
頼
し
な
い
こ
と
」
（V

II205

）

な
の
で
あ
る
か
ら

）
23
（

、
人
間
嫌
い
と
は
、
不
当
で
あ
る
が
「
他
者
へ
の
信
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頼
喪
失
」
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
悪
い
の
は
騙
す
者
で
あ
る
。
人
々
が
騙
さ
れ
る
の
は
、

彼
ら
の
「
馬
鹿
さ
（D

um
m

he

）
24
（it

）
」
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

こ
こ
で
強
調
さ
れ
る
べ
き
は
、
あ
く
ま
で
騙
さ
れ
る
者
に
非
は
な
い
に

せ
よ
、
騙
さ
れ
る
だ
け
の
「
認
識
能
力
に
お
け
る
心
の
弱
さ
」
を
も
っ

て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
上
を
踏
ま
え
て
、
先
の
レ
フ
レ
ク
シ
オ
ー
ン
に
解
釈
を
加

え
て
み
よ
う
。
第
四
六
節
が
あ
く
ま
で
欺
瞞
を
問
題
に
し
て
い
た
の
に

対
し
て
、
レ
フ
レ
シ
オ
ー
ン
に
お
い
て
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
欺

瞞
で
は
な
く
、
錯
覚
と
し
て
の
礼
儀
作
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
礼

儀
作
法
の
裏
に
あ
る
も
の
を
詮
索
し
よ
う
と
す
る
人
、
換
言
す
れ
ば
相

手
の
徳
・
不
徳
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
人
は
、
実
際
に
欺
瞞
さ
れ
る
こ

と
な
く
と
も
、
人
間
嫌
い
に
陥
り
、
誰
も
信
頼
し
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
徳
へ
の
信
仰
や
鼓
舞
を
失
い
、
道
徳
的

で
あ
ろ
う
と
す
る
努
力
が
引
き
起
こ
さ
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
我
々
の
認
識
能
力
に
は
限
界
が
あ
り
、
誰
が
自
分
を
欺
こ

う
と
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
他
者
の
心
術
を

垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
レ
フ
レ
ク
シ
オ
ー
ン
に
お

け
る
「
弱
さ
」
と
は
、
先
述
し
た
「
認
識
能
力
の
弱
さ
」
で
あ
り
、
他

者
が
自
分
を
騙
そ
う
と
す
る
意
図
を
見
抜
く
力
の
欠
如
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
弱
さ
が
あ
る
限
り
、
礼
儀
作
法
を
疑
い
に
か
け
る

こ
と
は
得
策
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
人
間
嫌
い
が
好
ま
し
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
礼
儀

作
法
を
疑
う
こ
と
は
人
間
の
弱
さ
ゆ
え
に
不
合
理
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

こ
の
こ
と
か
ら
礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
錯
覚
す
る
必
然
性
は
帰
結
し
な
い
。

ま
し
て
や
、
人
間
嫌
い
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、
私
が
他
者
の

礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
、
道
徳
化
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

3　

礼
儀
作
法
に
よ
る
錯
覚
の
動
機

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
で
、
錯
覚
し
な
い
こ
と
に
伴
う
弊
害
に
関
す
る
第

一
の
問
へ
の
二
つ
の
答
え
を
検
討
し
た
。
確
か
に
こ
れ
ら
の
弊
害
に
対

し
て
は
、
錯
覚
す
る
こ
と
が
一
つ
の
有
効
な
処
方
箋
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
は
我
々
が
礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
錯
覚
さ
せ
ら
れ
る
動
機
を

提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
。
他
者
が
自
己
を
道
徳
化
す
る
の
を
邪
魔
し

な
い
た
め
に
徳
の
背
景
を
暴
露
し
な
い
人
は
、
錯
覚
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
ま
た
、
人
間
嫌
い
に
陥
ら
な
い
た
め
に
徳
の
背
景
を
詮
索
し

な
い
人
も
、
錯
覚
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
彼
ら
は
確
か
に

礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
錯
覚
さ
れ
て
よ
い
理
由
を
も
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
自
然
的
に
錯
覚
さ
せ
ら
れ
る
動
機
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
礼
儀
作
法
と
い
う
錯
覚
に
喜
ん
で
陥
る
た

め
の
動
機
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
は
喜
ん
で
錯
覚
に
陥
る

性
癖
を
植
え
付
け
た
と
い
う
カ
ン
ト
の
テ
ー
ゼ
を
擁
護
し
て
お
こ
う
。

　

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
錯
覚
と
は
、
そ
れ
が
仮
象
で
あ
る
こ
と
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が
知
ら
れ
て
も
な
お
人
を
喜
ば
せ
る
。
「
錯
覚
は
、
そ
れ
が
真
理
と
合

致
し
な
い
と
知
ら
れ
て
も
楽
し
み
を
与
え
る
仮
象
で
あ
る
」（X

X
V

928

）
。

さ
ら
に
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
欺
瞞
と
異
な
り
、
錯
覚
は
あ
る
種

の
「
遊
び
（Spiel

）
」（V

II149

）
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
カ
ン
ト
は
明
示
し
て
い
な
い
が
、
礼
儀
作
法
は
錯
覚
で
あ

る
の
だ
か
ら
、
礼
儀
作
法
も
ま
た
遊
び
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
カ
ン
ト
に
お
い
て
社
交
・
談
話
は
無
目
的
な
遊
び
で
あ
っ

た
（V

II152, 281

）
。
カ
ン
ト
は
「
仕
事
」
か
ら
区
別
さ
れ
た
「
遊
び
」

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
遊
び
に
携
わ
る
こ
と
は
、
そ

の
際
さ
ら
に
な
に
か
あ
る
目
的
を
意
図
す
る
こ
と
な
し
に
、
そ
れ
自
体

で
快
適
で
あ
る
」
（X

I470

）
。
快
適
な
社
交
を
楽
し
む
た
め
に
、
人
々

は
礼
儀
作
法
を
実
践
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
社
交
と
い
う
遊
び
に
お
け
る

参
加
者
は
す
べ
て
「
演
技
者
（Schauspieler

）
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
は
人
を
騙
す
た
め
の
演
技
で
は
な
く
、
遊
び
を
お
互
い
に
楽
し
む
た

め
の
演
技
で
あ
る
。こ
の
演
技
は
仮
象
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
仮
象
で
あ
る

と
知
ら
れ
て
も
存
続
せ
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
遊
び
も
演
技
も
、
そ
れ
自
身
が
快
適
で
あ
る
と
い
う
動
機

な
し
に
は
生
じ
え
な
い
。
遊
び
と
し
て
の
錯
覚
の
本
質
は
、
そ
れ
が
仮

象
で
あ
る
と
知
ら
れ
て
も
「
快
適
」
（V

II150

）
で
あ
り
、
相
手
を
喜
ば

せ
る
こ
と
に
あ
る
。
同
様
に
、
礼
儀
作
法
は
「
快
適
な
錯
覚
」（X

X
V

930

）

で
あ
っ
た
。
礼
儀
作
法
は
そ
も
そ
も
愛
と
尊
敬
の
印
で
あ
り
、
相
手
に

快
適
で
美
し
い
印
象
を
与
え
る
。
こ
の
こ
と
は
「
お
世
辞
で
も
嬉
し
い
」

と
い
う
一
般
的
言
葉
使
い
に
も
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

ま
さ
に
礼
儀
作
法
自
身
が
も
つ
快
適
さ
が
遊
び
と
演
技
へ
と
誘
う
の
で

あ
る
。
カ
ン
ト
は
「
演
技
と
い
う
こ
の
方
法
を
通
じ
て
、
［
…
］
人
間

は
真
な
る
鄭
重
さ
を
受
け
入
れ
る
（annehm

en

）
た
め
の
素
質
を
も
っ

て
い
る
」
（X

X
V

1254

）
と
述
べ
て
い
る
が
、
礼
儀
作
法
を
受
け
入
れ
る
、

つ
ま
り
礼
儀
作
法
に
よ
っ
て
錯
覚
す
る
の
は
、
ま
さ
に
礼
儀
作
法
そ
の

も
の
が
快
適
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
礼
儀
作
法
は
遊
び

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
仮
象
で
あ
る
と
わ
か
っ
て
い
て
も
動
機
づ
け
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

結　

論

　

カ
ン
ト
の
社
交
論
に
注
目
す
る
従
来
の
研
究
は
、
社
交
に
お
け
る
理

性
の
公
的
使
用
、
す
な
わ
ち
思
考
の
伝
達
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
と
論
理

的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
の
関
係
を
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解

釈
は
、
「
社
交
は
道
徳
的
・
自
然
的
最
高
善
の
場
で
あ
る
」
と
い
う
カ

ン
ト
自
身
の
意
図
を
必
ず
し
も
十
全
に
く
み
取
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
『
人
間
学
』
に
お
い
て
道
徳
的
善
と
さ
れ
て
い
る
礼

儀
作
法
に
注
目
し
た
。
本
稿
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

　

第
一
節
で
は
、
応
用
道
徳
哲
学
の
展
望
を
示
し
た
。
そ
れ
以
降
の
節

で
は
社
交
論
を
応
用
道
徳
哲
学
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
社
交
論
を
分
析

し
て
き
た
。
第
二
節
で
は
、
道
徳
的
社
交
論
を
紹
介
し
、
そ
の
中
で
も
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礼
儀
作
法
と
い
う
概
念
に
ま
つ
わ
る
課
題
を
三
つ
指
摘
し
た
。
第
三
節

で
は
、
礼
儀
作
法
が
道
徳
化
す
る
仕
組
み
は
、
礼
儀
作
法
が
罪
の
な
い

錯
覚
で
あ
る
こ
と
に
依
拠
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
第
四
節
で
は
、
錯

覚
が
い
か
に
し
て
他
者
を
道
徳
化
す
る
の
か
を
解
明
す
る
た
め
に
、「
自

然
は
、
喜
ん
で
錯
覚
に
陥
る
性
癖
を
植
え
付
け
た
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を

錯
覚
の
遊
び
論
と
し
て
解
釈
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
社
交
論
は
、
カ
ン
ト
に
よ
る
応
用
道
徳
哲
学

の
試
み
と
し
て
解
釈
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
礼
儀
作
法

は
、
「
純
粋
な
道
徳
法
則
」
と
比
べ
れ
ば
、
依
然
と
し
て
無
意
味
に
見

え
る
。
と
い
う
の
も
、
礼
儀
作
法
は
あ
く
ま
で
世
間
的
怜
悧
に
基
づ
く

実
践
で
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
ま
さ
に
「
人
間
本
性
」
に
内
在
す
る

と
こ
ろ
の
「
喜
ん
で
錯
覚
に
陥
る
性
癖
」
の
お
か
げ
で
、
礼
儀
作
法
と

い
う
「
補
助
貨
幣
」
を
利
用
し
て
、
我
々
は
道
徳
的
理
想
社
会
の
実
現

へ
と
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
。
道
徳
的
法
則
を
実
現
す
る
に
は
、「
我
々

は
人
間
を
あ
る
が
ま
ま
に
（w

ie sie sind

）
捉
え
ね
ば
な
ら
な
い
」

（X
X

V
932

）
の
で
あ
る
。
人
間
を
あ
る
が
ま
ま
に
捉
え
た
上
で
、
道
徳

的
法
則
を
実
現
す
る
た
め
の
処
方
箋
を
提
出
す
る
こ
と
こ
そ
、
応
用
道

徳
哲
学
の
試
み
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
本
稿
に
は
い
く
つ
か
の
積
み
残
し
が
あ
る
。
ま
ず
、
本

稿
は
道
徳
哲
学
的
側
面
に
注
目
す
る
が
あ
ま
り
、
自
然
的
善
と
し
て
の

社
交
的
楽
し
み
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
で
は

礼
儀
作
法
が
自
己
を
道
徳
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討

す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
本
稿
の
考
察
か
ら
わ
か

る
こ
と
を
述
べ
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
社
交
と
は
常
に
相
互
的
営
み
で
あ

り
、
道
徳
化
さ
れ
た
他
者
に
と
っ
て
も
私
は
一
人
の
他
者
で
あ
る
。
道

徳
化
さ
れ
た
他
者
が
少
な
く
と
も
礼
儀
作
法
で
も
っ
て
私
に
応
答
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
私
も
道
徳
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、

礼
儀
作
法
が
他
者
を
道
徳
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
そ
の
他
者
が
私
を
道

徳
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
礼
儀

作
法
に
よ
っ
て
他
者
が
道
徳
化
さ
れ
る
こ
と
は
、
間
接
的
で
あ
る
が
、

同
時
に
私
を
道
徳
化
へ
と
誘
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

 

（
た
か
き
・
ゆ
う
き
／
倫
理
学
）

注（
1
） 

本
稿
で
は
、
カ
ン
ト
の
著
作
か
ら
引
用
す
る
際
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
版
の

巻
数
を
ロ
ー
マ
数
字
で
、
ペ
ー
ジ
数
を
算
用
数
字
で
示
す
。
た
だ
し
、
『
純

粋
理
性
批
判
』
に
限
っ
て
は
、
そ
の
第
一
版
を
A
、
第
二
版
を
B
と
表
す
。

引
用
文
は
概
ね
拙
訳
に
よ
る
が
、
既
存
の
邦
訳
書
を
適
宜
参
照
し
た
。

（
2
） 

例
え
ば
、
A
・
グ
リ
ガ
［1983

］
『
カ
ン
ト
―
―
そ
の
生
涯
と
思
想
』
濱

田
義
文
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
。
N
・
ヒ
ン
ス
ケ
［1985

］
『
現
代
に
挑
む

カ
ン
ト
』
石
川
文
康
・
小
松
恵
一
・
平
田
俊
博
訳
、
晃
洋
書
房
。
ボ
ロ
ウ
ス

キ
ー
他
［1967

］
『
カ
ン
ト　

そ
の
人
と
生
涯
―
―
三
人
の
弟
子
の
記
録
』

芝
烝
訳
、
創
元
社
。
M
・
キ
ュ
ー
ン
［2007

］
『
カ
ン
ト
伝
』
菅
沢
龍
文
・

中
澤
武
・
山
根
雄
一
郎
訳
、
春
風
社
。

（
3
） Schneew

ind, J. B. [2009] “G
ood out of Evil: K

ant and the idea of 
unsocial sociabi lity, ” Kant’s Idea for a U

niversal H
istory w

ith a cosm
opolitan 

A
im

: A
 C

ritical G
uide, (eds.) A

m
elie O

ksenberg R
orty and Jam

es 
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Schm
idt, C

am
bridge: C

am
bridge U

niversity Press.
 

　

W
ood, A

llen. [2009] “K
ant ’s Fourth Proposition: the unsociable 

sociability of hum
an nature, ” K

ant’s Idea for a U
niversal H

istory w
ith a 

cosm
opolitan Aim

: A C
ritical G

uide, (eds.) Am
elie O

ksenberg Rorty and 
Jam

es Schm
idt, C

am
bridge: C

am
bridge U

niversity Press.

（
4
） 
浜
田
義
文
［1994

］
『
カ
ン
ト
哲
学
の
諸
相
』
法
政
大
学
出
版
局
。

H
inske, N

orbert. [1990] “K
ants höchstes m

oralisch-physisches G
ut: 

Essen und allgem
eine M

enschenvernunft, ” Aufklärung 5, H
am

burg: F. 
M

einer.

（
5
） 

例
え
ば
、
国
内
に
限
れ
ば
、
宇
都
宮
芳
明
［2006

］
『
カ
ン
ト
の
啓
蒙
精

神
―
―
人
類
の
啓
蒙
と
永
遠
平
和
に
む
け
て
』
岩
波
書
店
。
笠
原
賢
介

［2017

］
『
ド
イ
ツ
啓
蒙
と
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
―
―
ク
ニ
ッ
ゲ
、
レ
ッ
シ

ン
グ
、
ヘ
ル
ダ
ー
』
未
來
社
。
高
田
純
［2012

］
『
カ
ン
ト
実
践
哲
学
と
イ

ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
―
―
カ
ン
ト
・
ヒ
ュ
ー
ム
・
ス
ミ
ス
』
梢
出
版
社
。が
あ
る
。

（
6
） 

本
稿
は
道
徳
形
而
上
学
と
人
間
学
の
接
続
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
以

下

の

文

献

か

ら

学

ん

だ
。H

inske, N
orbert. [1961] “K

ants Idee der 
Anthropologie, ” D

ie Frage nach dem
 M

enschen: Aufriss einer philosophischen 

Anthropologie: Festschrift für M
ax M

üller zum
 60. G

eburtstag, (hrsg.) 
H

einrich Rom
bach, Freiburg: Verlag K

arl Alber.
 

　

Louden, Robert B. [2000] Kant’s Im
pure Ethics: From

 Rational Beings to 

H
um

an Beings, O
xford: O

xford U
niversity Press. Louden, R

obert B. 
[2011] Kant’s H

um
an Being: Essay on his Th

eory of H
um

an N
ature, O

xford: 
O

xford U
niversity Press.

（
7
） C

ohen, A
lix. [2008] “T

he U
ltim

ate K
antian Experience: K

ant on 
D

inner Parties, ” H
istory of Philosophy Q

uarterly 25-4. Frierson, Patrick. 
[2013] W

hat is the H
um

an Being?, London: R
outledge. Form

osa, P. 
[2010] “K

ant on the H
ighest M

oral-Physical G
ood: Th

e Social Aspect 
of K

ant ’s M
oral Philosophy, ” Kantian Review 15-1. 

こ
れ
ら
の
研
究
は
礼

儀
作
法
が
道
徳
的
意
義
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

を
踏
み
込
ん
で
解
明
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（
8
） 

実
は
こ
の
よ
う
な
構
想
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
も
見
出
さ
れ
う
る
。
た

だ
し
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
道
徳
哲
学
は
純
粋
道
徳
と
徳
論
に
区

分
さ
れ
て
い
る
（A55/B79

）
。

（
9
） 

「
理
性
を
付
与
さ
れ
た
地
上
の
存
在
者
」
と
は
、
カ
ン
ト
の
言
う
「
理
性

的
存
在
者
一
般
」
と
は
異
な
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
「
理
性
能
力
を

付
与
さ
れ
た
動
物
」
（V

II321

）
と
同
様
に
、
こ
れ
は
有
限
で
感
性
を
も
っ

た
理
性
的
存
在
者
と
し
て
の
人
間
を
意
味
す
る
。

（
10
） 

御
子
柴
は
『
人
間
学
』
を
単
に
記
述
的
な
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

ま
た
ブ
ラ
ン
ト
は
、
『
人
間
学
』
は
道
徳
に
十
分
な
言
及
を
し
て
い
な
い
と

指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
一
定
の
再
考
を
迫
る
も
の
で

あ
る
。
御
子
柴
善
之
［2011

］
「
実
践
哲
学
の
第
三
層
―
―
カ
ン
ト
の
「
規

範
的
人
間
学
」
構
想
」『
哲
学
論
集
』
第
四
〇
巻
、
上
智
大
学
哲
学
会
、
三
四
頁
。

Brandt, Reinhard. [2007] “Th
e G

uiding Idea of K
ant ’s Anthoropology 

and the Vocation of the H
um

an Being, ” Essays on K
ant’s Anthropology, 

(eds.) Brian  Jacobs and Patrick K
ain, C

am
bridge: C

am
bridge U

niversity 
Press, p. 85.

（
11
） 

カ
ン
ト
の
最
高
善
概
念
を
こ
こ
で
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ

が
『
実
践
理
性
批
判
』
弁
証
論
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
、
心
術
の
道
徳

的
完
成
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
幸
福
を
構
成
要
素
と
す
る
形
而
上
学
的
最
高

善
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
社
交
に
は
、
魂
の
不
死
性
も
神
の
現
存

も
要
請
さ
れ
な
い
。

（
12
） 

こ
こ
で
の
「
人
間
性
（H

um
anität

）
」
は
、
批
判
期
に
多
用
さ
れ
る
「
人

間
性
（M

enschheit

）
」
と
は
異
な
り
、
感
性
的
側
面
を
含
ん
で
い
る
。
カ

ン
ト
は
こ
こ
で
も
、
「
社
交
的
歓
楽
生
活
を
も
た
な
い
キ
ュ
ニ
コ
ス
派
の
純

粋
主
義
と
隠
遁
主
義
の
禁
欲
」
が
「
人
間
性
（H

um
anität

）
へ
の
要
求
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
て
強
く
批
判
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
み
て
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と
れ
る
（V

II282

）
。

（
13
） 

コ
ー
エ
ン
は
、
こ
の
自
然
的
善
を
食
事
に
よ
る
肉
体
的
満
足
と
解
釈
し
て

い
る
（C

ohen[2008]pp. 315-6

）
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
は
食
卓
以
外
に

お
い
て
は
自
然
的
・
道
徳
的
最
高
善
は
実
現
さ
れ
え
な
い
こ
と
に
な
る
が
、

カ
ン
ト
は
そ
の
よ
う
に
は
考
え
て
い
な
い
。
カ
ン
ト
が
こ
こ
で
い
う
自
然
的

善
と
は
、
あ
く
ま
で
道
徳
的
善
と
区
別
さ
れ
た
善
で
あ
り
、
身
体
的
・
肉
体

的
善
と
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
「
自
然
的
完
全
性
」
と
「
道

徳
的
完
全
性
」
（V

I444-447

）
の
区
別
や
、
「
自
然
的
幸
福
」
と
「
道
徳
的

幸
福
」
（V

II67
）
の
区
別
に
お
い
て
、
自
然
と
は
身
体
の
み
を
意
味
す
る
わ

け
で
は
な
い
。

（
14
） 

カ
ン
ト
は
こ
の
説
を
「
道
徳
的
・
自
然
的
最
高
善
」
と
題
し
て
い
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
徳
に
つ
い
て
は
一
段
落
し
か
費
や
し
て
い
な
い
。

（
15
） 

カ
ン
ト
は
、
手
紙
の
末
尾
に
「
従
順
を
き
わ
め
る
下
僕
」
と
書
く
例
を
あ

げ
て
い
る
（V

I431

）
。

（
16
） 

「
さ
て
、
自
分
自
身
の
最
大
の
幸
せ
へ
の
手
段
の
選
択
に
お
け
る
熟
練
は
、

最
も
狭
い
意
味
に
お
け
る
怜
悧
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
（IV

416

）
。

（
17
） 

「
憶
測
的
始
原
」
は
、
カ
ン
ト
の
人
類
史
的
論
文
で
あ
り
、
人
間
本
性
に

お
け
る
根
源
的
素
質
か
ら
自
由
が
展
開
す
る
歴
史
を
描
い
て
い
る
。
カ
ン
ト

は
こ
の
人
間
の
歴
史
を
四
段
階
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
社
交
性
が
関
係
す

る
の
は
そ
の
第
二
段
階
で
あ
る
。

（
18
） 

こ
こ
で
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
様
々
な
礼
儀
作
法
の
例

は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
愛
と
尊
敬
の
ど
ち
ら
か
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

（
19
） 

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
愛
と
尊
敬
は
、
あ
る
種
の
感
情
と
考
え
ら
れ
て
は
な

ら
な
い
。
カ
ン
ト
が
繰
り
返
し
言
う
よ
う
に
、
あ
る
感
情
を
も
つ
こ
と
は
命

令
も
禁
止
も
さ
れ
え
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
こ
こ
で
カ
ン
ト
が
言
う
愛
と

は
、
「
（
実
践
的
な
も
の
と
し
て
）
好
為
を
結
果
す
る
好
意
（W

ohlw
ollen

）

の
格
率
」
で
あ
り
、
尊
敬
と
は
、
「
我
々
の
自
重
を
、
他
の
人
格
に
お
け
る

人
間
性
の
尊
厳
に
よ
っ
て
制
限
す
る
格
率
」
で
あ
る
（V

I449

）
。
カ
ン
ト

に
よ
れ
ば
、
徳
は
あ
く
ま
で
格
率
、
つ
ま
り
心
術
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
20
） 

こ
こ
で
カ
ン
ト
が
「
心
術
」
へ
の
移
行
を
論
じ
て
い
る
の
は
示
唆
的
で
あ

る
。
カ
ン
ト
は
礼
儀
作
法
を
通
じ
た
「
行
為
の
適
法
性
」
か
ら
「
心
術
の
道

徳
性
」
へ
の
移
行
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
21
） 

カ
ン
ト
は
こ
の
よ
う
な
心
術
へ
の
移
行
の
仕
組
み
を
次
の
簡
素
な
一
文
で

説
明
し
て
い
る
。
「
我
々
自
身
に
お
け
る
欺
瞞
者
、
す
な
わ
ち
傾
向
性
を
欺

瞞
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
徳
の
法
則
へ
の
服
従
に
再
び
復
帰
す
る
こ
と
で

あ
っ
て
、
欺
瞞
で
は
な
く
、
我
々
自
身
の
罪
の
な
い
錯
覚
で
あ
る
」
（V

II151

）
。

本
稿
で
は
、
こ
の
一
文
の
検
討
は
積
み
残
し
と
す
る
し
か
な
い
。
ち
な
み
に
、

自
己
の
道
徳
化
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

（
22
） 

こ
の
講
義
録
は
正
確
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
版
カ
ン
ト
全
集
第
二
五
巻
に
収

め
ら
れ
た
、
フ
リ
ー
ト
レ
ン
ダ
ー
の
筆
記
に
よ
る
一
七
七
五
―
七
六
年
の
講

義
録
で
あ
る
。
本
段
落
は
、X

X
V

502

の
ま
と
め
で
あ
る
。

（
23
） 

と
は
い
え
、
こ
こ
で
カ
ン
ト
は
、
あ
ま
り
に
も
あ
か
ら
さ
ま
な
悪
徳
者
と

は
交
際
す
べ
き
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
（V

I474, 
V

II294

）
。

（
24
） 

馬
鹿
さ
と
は
、
判
断
力
（
普
遍
的
な
も
の
に
対
し
て
特
殊
的
な
も
の
を
発

見
す
る
能
力
）
と
機
知
（
特
殊
的
な
も
の
に
対
し
て
普
遍
的
な
も
の
を
考
え

だ
す
能
力
）
を
欠
く
こ
と
で
あ
る
（V

II201, 204

）
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

社
交
性
、
応
用
道
徳
哲
学
、
礼
儀
作
法
、
錯
覚
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一　

問
題
の
所
在

　

本
論
の
主
題
は
、
J
・
S
・
ミ
ル
（
一
八
〇
六
―
一
八
七
三
年
）
の
展

開
し
た
女
性
の
性
格
形
成
論
が
も
つ
思
想
史
的
特
徴
と
ミ
ル
思
想
形
成

史
上
の
意
義
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。G

uillin

（2009

）
が
そ
の
詳

細
を
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ミ
ル
が
女
性
の
性
格
形
成
に
つ
い
て
論

じ
た
際
の
主
要
な
論
敵
は
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
思
想
家

オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
（
一
七
九
八
―
一
八
五
七
年
）
で
あ
っ
た
。
ミ

ル
と
コ
ン
ト
の
間
に
は
一
八
四
一
年
十
一
月
八
日
か
ら
一
八
四
七
年
五

月
十
七
日
の
間
に
計
八
九
通
（
ミ
ル
か
ら
四
四
通
、
コ
ン
ト
か
ら
四
五
通
）

も
の
手
紙
が
や
り
取
り
さ
れ
一
時
期
は
き
わ
め
て
親
密
な
関
係
だ
っ
た

が
、
そ
の
仲
違
い
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
女
性
の
性
格
形
成
と

い
う
主
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
二
人
の
思
想
家
の
相
違
点
は
、
コ
ン
ト

が
当
時
流
行
し
て
い
た
骨
相
学
を
援
用
と
し
て
、
女
性
は
脳
が
小
さ
い

の
で
知
的
な
資
質
に
お
い
て
男
性
よ
り
も
劣
る
と
主
張
し
た
の
に
対
し

て
、
ミ
ル
は
『
論
理
学
体
系
』
（
一
八
四
三
―
一
八
七
二
年
、
以
下
『
体
系
』
）

の
中
で
も
明
確
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
心
理
学
に
関
す
る
「
真
の
科

学
的
精
神
（the true scientific spirit

）
か
ら
離
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

コ
ン
ト
氏
よ
り
も
告
発
さ
れ
る
べ
き
人
物
は
、
今
も
昔
も
誰
一
人
と
し

て
い
な
い
」
（C

W
V

III: 859

訳
⑥48

）
と
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
た
こ

と
に
あ
る

）
1
（

。
こ
の
残
さ
れ
た
文
献
的
資
料
の
多
さ
と
、
女
性
の
性
格
形

〈
公
募
論
文
〉

J
・
S
・
ミ
ル
に
お
け
る
女
性
の
性
格
形
成

【
シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
「
女
性
教
育
」
と
の
対
比
を
手
が
か
り
に
】

山
尾
忠
弘
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成
に
関
す
る
考
え
方
の
顕
著
な
相
違
か
ら
、
ギ
ラ
ン
は
ミ
ル
の
性
格
形

成
論
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
コ
ン
ト
と
の
関
係
に
着
目
し
た
の
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
当
時
に
お
い
て
き
わ
め
て
論
争
的
な
女
性
の
性
格
形
成
と

い
う
問
題
に
着
目
し
た
時
、
ミ
ル
は
孤
立
し
た
思
想
家
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か

）
2
（

。
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
ギ
ラ
ン
の
研
究
で
は
必
ず
し
も
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
ギ
ラ
ン
が
そ
れ
を
主
題
と
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
以
上
の
困
難
を
含
ん
で
い
る
。
と
い
う
の
は
、
一
見

す
る
と
ミ
ル
自
身
が
同
時
代
あ
る
い
は
先
行
す
る
時
代
に
同
種
の
主
題

に
つ
い
て
論
じ
た
思
想
家
た
ち
を
自
ら
の
先
駆
者
と
は
み
な
し
て
い
な

い
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
ウ
ェ

ン
（
一
七
七
一
―
一
八
五
八
年
）
は
『
新
社
会
観
』（
一
八
一
三
）
に
お
い
て
、

コ
ン
ト
や
骨
相
学
者
と
は
異
な
り
、
性
格
形
成
に
つ
い
て
徹
底
し
た
環

境
原
因
論
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
人
間
に
あ
た
え
ら
れ
た
環
境
だ

け
が
性
格
形
成
の
原
因
だ
と
す
る
オ
ー
ウ
ェ
ン
の
思
想
は
、
川
名
が
適

切
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
コ
ン
ト
と
同
様
人
間
の
自
由
を
脅
か
す
「
決

定
論
的
人
間
観
」
（
川
名 2012: 233

）
に
基
づ
く
も
の
だ
と
ミ
ル
に
は

思
わ
れ
た
。
ま
た
、
一
八
六
七
年
の
選
挙
法
改
正
に
む
け
て
ミ
ル
と
共

に
活
動
し
た
思
想
家
の
中
で
、
バ
ー
バ
ラ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ン
（
一
八
二

七
―
一
八
九
一
年
）
や
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
マ
ー
テ
ィ
ノ
ー
（
一
八
〇
二
―
一

八
七
六
年
）
は
と
も
に
女
性
の
教
育
に
関
す
る
論
考
を
記
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず

）
3
（

、
ミ
ル
の
著
作
に
は
こ
れ
ら
の
論
者
へ
の
言
及
が
見
ら

れ
な
い
。

　

た
だ
し
ミ
ル
の
著
作
を
仔
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
ミ
ル
自
身
が
好

意
的
に
引
用
し
て
い
る
重
要
な
思
想
家
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

英
国
国
教
会
の
牧
師
シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
（
一
七
七
一
―
一
八
四
五
年
）

で
あ
る
。
本
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
内
外
の
諸
研
究
に
お
い
て
も
ほ
と
ん

ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
ス
ミ
ス
の
論
説
「
女
性
教
育
（Fem

ale 

Education

）
」
（
一
八
一
〇
）
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ミ
ル
が
展

開
し
た
女
性
の
性
格
形
成
論
の
思
想
史
的
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
ミ
ル
が
女
性
論
に
つ
い
て
「
哲
学
的
急
進
派
」

で
は
な
く
、
あ
え
て
そ
の
論
敵
で
あ
っ
た
「
哲
学
的
ウ
ィ
ッ
グ
」
の
代

表
的
思
想
家
の
一
人
シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
の
論
説
に
着
目
し
た
事
実
の

思
想
史
的
意
義
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ミ
ル
が
哲
学

的
急
進
派
の
継
承
者
で
あ
っ
た
事
実
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
点
は
女
性
の

性
格
形
成
を
め
ぐ
る
ス
ミ
ス
と
の
対
比
と
い
う
視
点
の
重
要
性
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
本
論
が
両
者
の
性
格
形
成
論
を
対
比
す
る
第
二
の
理
由

は
、
ス
ミ
ス
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
人
間
の
性
格
形
成
に
関
す
る
ミ
ル

の
科
学
的
理
論
と
さ
れ
た
「
エ
ソ
ロ
ジ
ー
（ethology

）
」
が
未
完
で
あ
っ

た
こ
と
が
決
定
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
が
も
つ

ミ
ル
思
想
形
成
史
上
の
意
義
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の

は
、
近
年
の
注
目
す
べ
き
研
究
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
『
女
性
の
隷
従
』

（
一
八
六
九
）
と
エ
ソ
ロ
ジ
ー
の
関
係
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
関
係
に
つ
い
て
はRyan

（1974

）
、O

kin

（1979

）
、
水
田
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（1984

）
な
ど
が
先
駆
的
に
着
目
し
て
い
る
が
、
典
型
的
な
解
釈
は
カ
ー

ラ
イ
ル
の
「
エ
ソ
ロ
ジ
ー
は
何
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
を
指
摘
す

る
こ
と
は
で
き
る
が
、
知
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」（C

arlisle 1991: 162

）
と
い
う
言
葉
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
体

系
』
（
初
版
一
八
四
三
）
に
お
い
て
構
想
さ
れ
た
エ
ソ
ロ
ジ
ー
は
『
女
性

の
隷
従
』
に
お
い
て
、
男
女
の
性
格
の
違
い
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
、
と
い
う
形
で
い
わ
ば
逆
説
的
に
展
開
さ
れ
た
の
だ
と
カ
ー
ラ

イ
ル
は
解
釈
す
る
。Ball
（2010

）
やRosen

（2013

）
も
、
『
女
性
の

隷
従
』
を
エ
ソ
ロ
ジ
ー
の
一
つ
の
適
用
と
し
て
読
む
と
い
う
点
に
お
い

て
、
カ
ー
ラ
イ
ル
と
同
様
の
解
釈
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
カ
ー
ラ

イ
ル
ら
の
解
釈
に
は
『
女
性
の
隷
従
』
の
中
で
展
開
さ
れ
た
議
論
を
、

ミ
ル
自
身
が
た
だ
の
一
度
も
「
エ
ソ
ロ
ジ
ー
」
と
は
呼
ん
で
い
な
い
事

実
を
説
明
で
き
な
い
と
い
う
大
き
な
弱
点
が
あ
る
。
本
論
で
は
こ
れ
ま

で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
こ
の
基
本
的
事
実
か
ら
未
完
の
エ
ソ
ロ
ジ
ー
構

想
が
「
未
完
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
こ
そ
持
ち
え
た
ミ
ル
の
思
想
形
成
史

上
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

二　

 

十
九
世
紀
ブ
リ
テ
ン
の
思
想
史
的
文
脈
と 

シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
の
「
女
性
教
育
」

　

十
九
世
紀
前
半
に
お
け
る
ブ
リ
テ
ン
の
思
想
史
的
文
脈
を
描
き
出
す

た
め
の
有
力
な
参
照
点
と
し
て
、
哲
学
的
ウ
ィ
ッ
グ
と
哲
学
的
急
進
派

の
論
争
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（C

ollini, W
inch, &

 Burrow
 1983: 

chap. 3

）
。
「
哲
学
的
ウ
ィ
ッ
グ
（Philosophic W

higs

）
」
は
ア
ダ
ム
・
ス

ミ
ス
（
一
七
二
三
―
一
七
九
〇
年
）
の
伝
記
作
家
と
し
て
も
高
名
な
デ
ュ

ガ
ル
ド
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
（
一
七
五
三
―
一
八
二
八
年
）
か
ら
強
い
影
響

を
受
け
、
『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
に
寄
稿
し
た
知
識
人
た
ち

の
総
称
で
あ
り
、
「
哲
学
的
急
進
派
（Philosophic R

adicals

）
」
は
ジ
ェ

レ
ミ
ー
・
ベ
ン
サ
ム
（
一
七
四
八
―
一
八
三
二
年
）
や
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ミ

ル
（
一
七
七
三
―
一
八
三
六
年
）
を
中
心
と
し
て
『
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・

レ
ヴ
ュ
ー
』
を
創
刊
し
た
功
利
主
義
者
た
ち
の
総
称
で
あ
る
。
こ
の
思

想
史
的
文
脈
に
お
い
て
、
J
・
S
・
ミ
ル
は
「
哲
学
的
急
進
派
」
の
若

き
俊
英
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
精
神
的
危
機
を
経
験
し
て
ベ
ン
サ
ム
主

義
と
一
定
の
距
離
を
取
り
始
め
た
後
で
さ
え
、
ミ
ル
は
「
哲
学
的
急
進

派
の
立
場
か
ら
脱
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」（
山
下2017: 5

）
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ミ
ル
と
女
性
論
と
の
関
わ
り
に
関
し
て
い
え
ば
、
問
題
は

そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
そ
の
事
情
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、

『
自
伝
』
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
父
ミ
ル
の
利
益
包
含
説
に
対
す
る
、

ミ
ル
の
よ
く
知
ら
れ
た
批
判
で
あ
る
。
利
益
包
含
説
と
は
、
女
性
の
利

益
は
「
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
父
親
あ
る
い
は
夫
の
利
益
に
含
ま
れ
る
の
で
」

（M
ill 1820: 500

訳156

）
参
政
権
か
ら
除
外
し
て
よ
い
と
い
う
父
ミ
ル

の
議
論
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ミ
ル
は
『
自
伝
』
の
中
で
「
私
の

考
え
で
は
、
女
性
の
利
益
が
男
性
の
利
益
に
含
ま
れ
る
と
い
う
主
張
は
、

臣
下
の
利
益
が
国
王
の
利
益
に
含
ま
れ
る
と
い
う
主
張
と
同
程
度
の
主

張
で
あ
っ
て
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
」
（C

W
I: 107

訳159

）
と
痛
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烈
に
批
判
し
た
。
ミ
ル
に
よ
れ
ば
、
哲
学
的
急
進
派
の
若
い
世
代
は
ミ

ル
と
同
様
の
見
解
を
持
っ
て
い
た
し
、
「
ベ
ン
サ
ム
氏
が
こ
の
重
要
な

問
題
に
つ
い
て
完
全
に
我
ら
と
同
意
見
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
の
は
喜
ば
し
い
」
（C

W
I: 107

訳159

）
と
さ
え
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
女
性
論
に
関
し
て
哲
学
的
急
進
派
は
か
な
ら
ず
し
も

一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
重
層
性
を
端
的
に
表
し
て
い
る
の
が
ベ

ン
サ
ム
そ
の
人
で
あ
る
。
ベ
ン
サ
ム
が
女
性
へ
の
参
政
権
付
与
に
積
極

的
で
あ
っ
た
こ
と
は
ミ
ル
の
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
と
女

性
の
性
格
形
成
に
つ
い
て
は
、
主
著
と
さ
れ
る
『
道
徳
お
よ
び
立
法
の

諸
原
理
序
説
』
（
一
七
八
九
）
の
な
か
で
は
厳
し
い
評
価
が
見
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
ベ
ン
サ
ム
は
「
女
性
の
健
全
さ
は
男
性
の
そ
れ
よ
り
も
繊

細
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
肉
体
の
強
度
と
頑
健
さ
、
知
識
の
質
と
量
、

知
力
の
強
度
、
そ
し
て
精
神
の
頑
健
さ
に
つ
い
て
、
女
性
は
一
般
に
劣
っ

て
い
る
」
（Bentham

 1789: 64

訳138

）
と
い
う
の
で
あ
る
。
ミ
ル
は
こ

の
よ
う
な
ベ
ン
サ
ム
の
主
張
を
知
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
著
作
の
中
で

言
及
し
て
い
る
箇
所
は
見
出
せ
な
い
。
言
い
か
え
れ
ば
、
ミ
ル
自
身
が

女
性
の
性
格
形
成
に
関
し
て
ベ
ン
サ
ム
、
あ
る
い
は
哲
学
的
急
進
派
の

論
説
を
好
意
的
に
引
用
し
て
い
な
い
の
で
あ
る

）
4
（

。
反
対
に
、
ミ
ル
が
好

意
的
に
引
用
し
て
い
る
の
は
、
哲
学
的
ウ
ィ
ッ
グ
の
領
袖
た
る
シ
ド

ニ
ー
・
ス
ミ
ス
の
論
説
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
今
日
で
は
忘
れ
ら
れ
た
シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
と
は
一
体

ど
の
よ
う
な
思
想
家
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
の
伝
記
的
研
究

に
よ
れ
ば
ス
ミ
ス
は
一
七
七
一
年
六
月
三
日
、
エ
セ
ッ
ク
ス
の
ウ
ッ
ド

フ
ォ
ー
ド
に
お
い
て
商
人
ロ
バ
ー
ト
と
そ
の
妻
マ
リ
ア
の
間
に
二
番
目

の
子
供
と
し
て
産
ま
れ
た
。
そ
の
後
名
門
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
一

つ
で
あ
る
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
、
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
ニ
ュ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
進
ん
だ
も
の
の
、
知
的
に
啓
発
さ

れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
む
し
ろ
彼
の
知
性
が
開
花
す
る

き
っ
か
け
は
一
七
九
八
年
か
ら
一
八
〇
三
年
に
か
け
て
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

に
滞
在
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
知
識
人
と
親
交
を
結
ん
だ
こ
と
に

あ
っ
た
。
こ
の
五
年
間
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
滞
在
が
ス
ミ
ス
の
思
想
形
成

に
あ
た
え
た
決
定
的
重
要
性
は
、
「
シ
ド
ニ
ー
は
彼
自
身
の
社
会
的
繋

が
り
を
築
き
は
じ
め
た
。
最
初
の
、
そ
し
て
最
良
の
友
人
の
一
人
が
一

七
八
五
年
か
ら
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
の
道
徳
哲
学
の
教
授
で
あ
っ
た

デ
ュ
ガ
ル
ド
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
で
あ
る
。
〔
…
〕
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

に
い
た
時
、
シ
ド
ニ
ー
は
知
的
あ
る
い
は
道
徳
的
な
欠
乏
を
感
じ
て
い

た
。
い
ま
や
彼
は
満
た
さ
れ
つ
つ
あ
る
」
（V

irgin 1994: 49

）
と
指
摘

さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
彼
に
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
の

は
「
最
初
の
、
そ
し
て
最
良
の
友
人
の
一
人
」
た
る
デ
ュ
ガ
ル
ド
・
ス

テ
ュ
ア
ー
ト
で
あ
る
。
二
人
の
交
流
は
ス
ミ
ス
の
娘
に
よ
っ
て
も
、「
ス

ミ
ス
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
に
お
い
て
、
デ
ュ
ガ
ル
ド
・
ス
テ
ュ
ア
ー

ト
氏
の
素
晴
ら
し
い
講
義
に
毎
回
出
席
し
て
お
り
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
氏

と
の
交
際
は
彼
の
ほ
と
ん
ど
日
課
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
」
（Sm

ith 

1855 vol. 1: 63
）
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
ス
ミ
ス
は
自
ら
の
牧
師
と
し
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て
の
仕
事
の
合
間
に
一
八
〇
四
・
一
八
〇
五
・
一
八
〇
六
年
の
三
回
に

わ
た
っ
て
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
か
ら
学
ん
だ
「
コ
モ
ン
セ
ン
ス
（
常
識
）
」

の
道
徳
哲
学
を
ロ
ン
ド
ン
の
一
般
大
衆
に
講
義
し
た

）
5
（

。
と
り
わ
け
一
八

〇
四
年
の
講
義
は
会
場
で
あ
っ
た
王
立
研
究
所
（Royal Institution

）
の

部
屋
に
人
が
入
り
き
ら
ず
、
席
を
取
る
た
め
に
一
時
間
前
か
ら
並
ぶ
人

が
い
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
あ
っ
た
と
い
う
（V

irgin 1994: 96

）
。

　

し
か
し
、
ス
ミ
ス
の
顕
著
な
業
績
は
コ
モ
ン
セ
ン
ス
哲
学
の
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
お
け
る
普
及
者
と
し
て
で
は
な
く
、
彼
の
本
業
で
あ
る
牧
師

と
し
て
の
仕
事
に
よ
っ
て
で
も
な
い
。
彼
の
名
を
高
か
ら
し
め
た
の
は
、

ト
ー
リ
ー
党
の
機
関
誌
と
も
称
さ
れ
た
『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー

（Q
uarterly Review

）
』
（
一
八
〇
九
）
と
並
ん
で
十
九
世
紀
ブ
リ
テ
ン
の
政

治
的
世
論
を
左
右
し
た
、
同
じ
く
ウ
ィ
ッ
グ
党
の
機
関
誌
と
も
い
わ
れ

る
『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
・
レ
ヴ
ュ
ー
（Edinburgh Review
）
』
（
一
八
〇
二
）
、

そ
の
創
刊
者
の
一
人
と
し
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
ス
ミ
ス
は
編
集

の
一
翼
を
担
い
な
が
ら
、
創
刊
か
ら
一
年
の
あ
い
だ
で
同
誌
に
掲
載
さ

れ
た
一
〇
一
本
の
論
文
の
う
ち
一
九
本
を
自
ら
執
筆
す
る
な
ど
積
極
的

な
貢
献
を
し
た
（V
irgin 1994: 76

）
。
そ
し
て
哲
学
的
急
進
派
の
論
敵

で
あ
っ
た
哲
学
的
ウ
ィ
ッ
グ
が
言
論
活
動
の
場
と
し
て
い
た
雑
誌
こ
そ
、

こ
の
『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
十
九
世
紀
ブ
リ
テ
ン
に
お
け
る
言
論
活
動
の
状
況
は
、
哲
学
的

急
進
派
の
台
頭
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
一
八
二

四
年
に
『
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
が
創
刊
さ
れ
た
こ
と

が
『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
と
『
ク
オ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』

に
よ
る
独
占
の
終
わ
り
を
示
し
た
」
（Shattock 1989: 155

）
と
い
わ
れ

て
い
る
。
『
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
の
主
要
な
批
判
対

象
の
一
つ
は
当
時
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
・
レ
ヴ
ュ
ー
』

で
あ
っ
て
、『
自
伝
』
に
お
い
て
、『
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』

創
刊
直
前
の
一
八
二
三
年
に
、
批
判
の
た
め
「
父
は
私
に
『
エ
デ
ィ
ン

バ
ラ
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
の
全
巻
あ
る
い
は
何
ら
か
の
重
要
性
を
も
つ
も
の

全
て
を
読
ま
せ
た
」
（C

W
I: 93-95

訳150

）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
論
が
着
目
す
る
シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
の
「
女
性
教
育
」
を
ミ

ル
が
読
ん
だ
の
は
こ
の
時
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
思
想
史
的
文
脈
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
論
じ
る
よ
う
に
、

哲
学
的
急
進
派
の
俊
英
と
み
な
さ
れ
て
い
た
ミ
ル
が
哲
学
的
ウ
ィ
ッ
グ

の
領
袖
た
る
シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
の
論
説
を
好
意
的
に
引
用
し
て
い
る

こ
と
は
思
想
史
的
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
ト
ロ
ン
ト
大
学
出

版
局
版
『
ミ
ル
著
作
集
』
全
三
三
巻
（
う
ち
一
巻
は
索
引
）
に
お
い
て
、

ミ
ル
は
一
二
回
シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
の
著
作
に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ

の
多
く
は
話
の
枕
に
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
他
の
人
物
と
並
ん
で
言
及

さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
二
箇
所
に
お
い
て

ス
ミ
ス
自
身
の
著
作
、
し
か
も
同
じ
著
作
の
同
じ
箇
所

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
引
用
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
著
作
こ
そ
、
ス
ミ
ス
が
一
八
一
〇
年
に
『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
・

レ
ヴ
ュ
ー
』
に
寄
稿
し
た
「
女
性
教
育
」
と
い
う
論
説
で
あ
る
。

　

ス
ミ
ス
の
「
女
性
教
育
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
文
脈
を
見
て
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み
よ
う
。
一
つ
目
の
引
用
は
一
八
四
六
年
に
『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
・
レ

ヴ
ュ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
、
ミ
ル
の
『
論
説
・
論
考
集
（D

issertations and 

D
iscussions

）
第
二
巻
』
（
一
八
五
九
）
に
再
録
さ
れ
た
「
グ
ロ
ー
ト
の
ギ

リ
シ
ャ
史
［
一
］
」
と
い
う
論
説
の
脚
注
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

論
説
は
哲
学
的
急
進
派
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
ロ
ー
ト

（
一
七
九
四
―
一
八
七
一
年
）
の
『
ギ
リ
シ
ャ
史
』
（
一
八
四
六
―
一
八
五
六

年
）
に
関
す
る
書
評
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ミ
ル
は
同
書
を

高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
同
時
に
グ
ロ
ー
ト
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
の
性

質
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
「
女
性
的
（fem

inine

）
」
あ
る
い
は
「
男
性

的
（m

asculine

）
」
と
い
う
形
容
詞
を
不
用
意
に
用
い
た
こ
と
を
次
の
よ

う
に
批
判
し
て
い
る
。
「
グ
ロ
ー
ト
氏
は
こ
れ
ら
の
対
比
さ
れ
た
〔
六

つ
の
〕
性
質
の
う
ち
最
初
の
二
つ
〔
敬
虔
さ
・
詩
才
〕
に
「
女
性
的
」
と

い
う
形
容
詞
を
割
り
当
て
、
あ
と
の
四
つ
〔
行
動
力
・
団
結
力
・
判
断
力
・

推
論
力
〕
に
「
男
性
的
」
と
い
う
形
容
詞
を
割
り
当
て
て
い
る
。
彼
が
、

あ
る
陳
腐
な
概
念
を
軽
率
に
も
黙
認
し
て
し
ま
っ
た
の
が
確
実
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
我
々
は
残
念
に
思
う
。
―
―
公
正
な
意
見
が
き
わ
め

て
重
要
な
あ
る
主
題
に
つ
い
て
、
彼
が
意
図
的
に
そ
の
陳
腐
な
概
念
を

推
奨
す
る
こ
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
我
々
は
信
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が

―
―
こ
の
雑
誌
に
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
牧
師
の
言

葉
に
よ
っ
て
、
我
々
は
グ
ロ
ー
ト
氏
に
返
答
す
る
こ
と
に
し
よ
う
」

（C
W

X
I: 275n

）
。
こ
の
直
後
に
「
女
性
教
育
」
か
ら
の
引
用
が
続
い
て

い
る
が
、
そ
れ
を
見
る
前
に
「
女
性
教
育
」
の
同
じ
箇
所
が
引
用
さ
れ

て
い
る
も
う
一
つ
の
文
脈
を
確
認
し
て
お
く
。

　

二
つ
目
の
引
用
は
一
八
五
一
年
に
ミ
ル
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
ハ
リ

エ
ッ
ト
・
テ
イ
ラ
ー
（
一
八
〇
七
―
一
八
五
八
年
）
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ

『
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
た
後
、
ミ
ル
に
よ
っ

て
『
論
説
・
論
考
集
第
二
巻
』
に
再
録
さ
れ
た
「
女
性
参
政
権

（Enfranchisem
ent of W

om
en

）
」
と
い
う
論
説
の
中
に
あ
る
。
こ
こ
で

注
目
す
べ
き
は
第
一
に
、
「
女
性
参
政
権
」
で
引
用
さ
れ
て
い
る
シ
ド

ニ
ー
・
ス
ミ
ス
の
同
じ
著
作
の
同
じ
箇
所
が
、
ミ
ル
に
よ
っ
て
執
筆
さ

れ
た
「
グ
ロ
ー
ト
の
ギ
リ
シ
ャ
史
［
一
］
」
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
女
性
参
政
権
」
は
『
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン

ス
タ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー
』
に
発
表
さ
れ
た
時
に
は
匿
名
の
論
考
で
あ
っ
て
、

有
力
な
複
数
の
伝
記
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
同
時
代
に
お
い
て
「
そ
れ
は

一
般
に
ミ
ル
の
も
の
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
た
」
（Packe 1954: 347

）
し
、

「
ミ
ル
は
故
意
に
、
そ
の
論
説
が
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
も
の
だ
と
い
う
事
実

を
ご
ま
か
し
た
」
（C

apaldi 2004: 228

）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

同
時
代
人
は
「
女
性
参
政
権
」
と
ミ
ル
の
思
想
に
共
通
性
を
見
出
し
て

い
た
し
、
ミ
ル
自
身
で
さ
え
そ
う
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
利
用
し
た
可
能

性
が
高
い
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
ミ
ル
が
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
論
説
を
自
身

の
『
論
説
・
論
考
集
』
に
再
録
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
再
確
認
し
て

お
き
た
い
。
こ
の
『
論
説
・
論
考
集
』
は
そ
の
序
文
に
お
い
て
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
ミ
ル
が
執
筆
し
た
も
の
の
中
で
「
ど
の
よ
う
な
形
で

あ
れ
残
し
て
お
く
の
が
望
ま
し
い
」
（C

W
X

: 493

訳357

）
と
考
え
た
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論
考
を
集
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
初
版
は
一
八
五
九
年
に
二
巻
本

と
し
て
刊
行
さ
れ
、
一
八
六
七
年
に
初
版
出
版
後
に
執
筆
さ
れ
た
論
考

を
収
め
た
第
三
巻
を
加
え
て
二
版
が
、
一
八
七
五
年
に
二
版
出
版
後
の

論
考
を
収
め
た
第
四
巻
を
加
え
て
三
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
四
巻
本

と
な
っ
た
三
版
に
は
計
三
二
本
の
論
考
が
収
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
ミ
ル
が
執
筆
し
た
も
の
で
な
い
論
考
は
、こ
の
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
「
女

性
参
政
権
」
た
だ
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
事
実
で
あ
る

）
6
（

。
こ

れ
ら
三
つ
の
理
由
か
ら
、
少
な
く
と
も
本
論
の
問
題
意
識
の
範
囲
内
に

お
い
て
、
「
女
性
参
政
権
」
に
は
ミ
ル
の
思
想
も
ま
た
あ
ら
わ
れ
て
い

る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
「
女
性
参
政
権
」
の
中
で
は
全
般
に
わ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
女

性
参
政
権
組
織
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
念
頭
に
は
ブ
リ

テ
ン
で
の
女
性
参
政
権
運
動
の
組
織
化
の
遅
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち

の
一
箇
所
で
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
我
々
は
会
議
の
き
わ

め
て
適
切
な
例
に
従
う
こ
と
に
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
現
在
証
拠
な
く

断
定
さ
れ
て
い
る
両
性
の
肉
体
的
・
精
神
的
性
質
の
相
違
に
関
わ
る
問

い
に
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
は
我
々
が
言
う
べ
き
こ
と

を
持
た
な
い
か
ら
で
は
な
い
、
言
う
べ
き
こ
と
が
あ
り
す
ぎ
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
の
一
部
分
に
つ
い
て
さ
え
我
慢
で
き
る
程
度
に
論
じ

る
に
は
、
そ
の
主
題
全
体
の
た
め
に
我
々
が
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

全
て
の
紙
幅
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
」
（C

W
X

X
I: 401

訳146

）
。
こ

の
箇
所
に
注
が
つ
い
て
お
り
、
「
そ
の
主
題
の
こ
の
部
分
に
関
す
る
素

晴
ら
し
い
一
節
を
、
シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
が
『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
・
レ

ヴ
ュ
ー
』
に
寄
稿
し
た
論
文
か
ら
煩
を
い
と
わ
ず
引
用
す
る
こ
と
に
し

よ
う
」
（C

W
X

X
I: 401n

訳148

）
と
述
べ
ら
れ
た
あ
と
「
女
性
教
育
」

の
一
節
が
引
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
二
つ
の
場
所
で
引
用
さ
れ
て

い
る
「
女
性
教
育
」
の
一
節
を
実
際
に
確
認
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

男
女
の
間
に
お
け
る
能
力
の
本
来
的
相
違
に
つ
い
て
、
多
く
の
こ

と
が
言
わ
れ
て
き
た
。
あ
た
か
も
女
性
は
よ
り
せ
っ
か
ち
で
男
性

は
よ
り
思
慮
深
い
、
あ
る
い
は
女
性
は
交
際
に
あ
た
っ
て
繊
細
な

心
遣
い
に
優
れ
て
お
り
男
性
は
思
い
や
り
に
優
れ
て
い
る
、
か
の

よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
告
白
す
る
。
我
々
に

は
、こ
れ
ら
す
べ
て
が
空
想
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
。
我
々

が
日
常
で
出
会
う
男
女
の
知
性
に
相
違
が
あ
る
こ
と
は
す
べ
て
の

人
が
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
我
々
も
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
憶

測
に
す
ぎ
な
い
原
初
的
精
神
構
造
の
相
違
に
ま
っ
た
く
言
及
し
な

く
て
も
、
そ
の
男
女
が
置
か
れ
た
環
境
の
相
違
に
よ
っ
て
必
ず
そ

の
原
因
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
男
の
子
と
女
の

子
が
砂
場
で
走
り
回
り
一
緒
に
輪
回
し
遊
び
を
し
て
い
る
限
り
、

そ
の
子
供
た
ち
は
全
く
同
じ
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
の
生
き
物
の

半
数
を
捕
ま
え
て
特
定
の
行
為
と
意
見
の
方
向
に
向
け
て
訓
練
し
、

も
う
半
数
を
全
く
反
対
の
方
向
に
向
け
て
訓
練
し
た
と
し
て
み
よ

う
。
ど
ち
ら
の
方
向
に
時
間
を
用
い
る
か
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
才
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能
を
呼
び
起
こ
す
の
だ
か
ら
、
知
性
は
違
っ
て
き
て
当
然
で
あ
る
。

こ
ん
な
に
も
単
純
な
一
つ
の
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
も
っ
と

難
し
く
て
わ
か
り
に
く
い
推
論
に
立
ち
入
る
必
要
は
け
っ
し
て
な

い
。

 

（Sm
ith 1810: 299; C

W
X

I: 275n-276n; C
W

X
X

I: 401n

訳148

）

　

一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
の
主
張
は
環
境
・
教
育
に
よ
っ

て
性
格
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、こ
の
点
に
つ
い
て
「
女

性
教
育
」
の
論
旨
は
ミ
ル
の
主
張
と
同
じ
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
と
い

え
る
。
し
か
し
、
ミ
ル
が
好
意
的
に
「
女
性
教
育
」
を
引
用
し
て
い
る

と
い
う
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
女
性
教
育
」
の
引
用
箇
所
以
外
を

検
討
し
て
み
る
と
、
女
性
の
性
格
形
成
に
つ
い
て
ミ
ル
と
ス
ミ
ス
が
同

じ
見
解
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
ス

ミ
ス
は
女
性
の
性
格
形
成
を
教
育
の
結
果
と
し
て
ば
か
り
考
え
て
い
た

が
、
ミ
ル
は
そ
れ
で
は
不
十
分
だ
と
考
え
た
。
言
い
か
え
れ
ば
、
ミ
ル

は
た
ん
に
教
育
に
よ
る
性
格
形
成
を
論
じ
る
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
社

会
制
度
全
般
の
変
動
ま
で
視
野
に
入
れ
た
性
格
形
成
学
と
い
う
体
系
を

構
想
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

三　
『
女
性
の
隷
従
』と
未
完
の
エ
ソ
ロ
ジ
ー
構
想

　

エ
ソ
ロ
ジ
ー
あ
る
い
は
性
格
形
成
学
と
呼
ば
れ
る
ミ
ル
の
理
論
は
、

『
体
系
』
の
六
篇
五
章
「
エ
ソ
ロ
ジ
ー
、
す
な
わ
ち
性
格
形
成
の
科
学
に

つ
い
て
（O
f Ethology, or the Science of the Form

ation of C
haracter

）
」

に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
エ
ソ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
ミ
ル
が
厳
密
に

ど
の
よ
う
な
構
想
を
抱
い
て
い
た
か
は
か
な
ら
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
し
、
ミ
ル
研
究
者
の
間
で
も
見
解
は
一
致
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

本
論
の
問
題
意
識
か
ら
み
て
重
要
な
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、

ミ
ル
に
と
っ
て
エ
ソ
ロ
ジ
ー
は
性
格
形
成
に
関
す
る
科
学
的
説
明
で
あ

り
、
そ
れ
は
ラ
イ
ア
ン
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
「
人
間
本
性
の
普
遍
的

な
法
則
と
特
定
の
状
況
に
い
る
人
々
を
支
配
す
る
実
際
の
原
理
と
の
必

然
的
な
連
結
」
（Ryan 1974: 88

）
を
探
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
し

か
に
、
ミ
ル
の
エ
ソ
ロ
ジ
ー
は
か
な
ら
ず
し
も
女
性
の
性
格
形
成
だ
け

を
説
明
す
る
た
め
に
案
出
さ
れ
た
理
論
装
置
で
は
な
く
、
む
し
ろ
よ
り

一
般
的
に
、
人
間
本
性
の
法
則
と
諸
国
民
を
規
定
す
る
気
候
・
風
土
・

社
会
構
造
等
の
多
様
性
と
の
間
の
有
機
的
関
係
を
解
明
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
は
そ
の
よ
う
な
エ
ソ
ロ
ジ
ー

が
確
立
す
れ
ば
、
女
性
の
性
格
形
成
に
つ
い
て
一
般
に
流
布
し
て
い
る

考
え
も
ま
た
論
駁
で
き
る
と
ミ
ル
が
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ミ
ル

は
『
体
系
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
数
多
く
の
精
神
的
・

道
徳
的
相
違
が
、
男
女
の
間
に
存
在
す
る
と
観
察
、
あ
る
い
は
想
定
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
将
来
に
お
い
て
、
平
等
な

自
由
と
平
等
で
独
立
し
た
社
会
的
地
位
が
両
性
に
も
た
ら
さ
れ
、
男
女

の
性
格
の
相
違
（their differences of character

）
が
取
り
除
か
れ
る
か
、
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あ
る
い
は
完
全
に
改
ま
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
」
（C

W
V

III: 

868
訳
⑥62-63

）
。
つ
ま
り
、
現
在
の
女
性
の
性
格
は
女
性
を
男
性
に

従
属
さ
せ
る
社
会
制
度
の
産
物
で
あ
っ
て
、
異
な
る
社
会
制
度
、
と
り

わ
け
男
性
と
平
等
な
自
由
と
独
立
が
女
性
に
も
た
ら
さ
れ
れ
ば
、
女
性

の
性
格
は
異
な
っ
た
も
の
に
な
り
う
る
と
ミ
ル
は
考
え
て
い
た
。
ミ
ル

に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
女
性
の
性
格
が

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
エ
ソ
ロ
ジ
ー
の

重
要
な
役
割
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
よ
り
決
定
的
に
重
要
な
の
は
二
番
目
の
点
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
ミ
ル
は
エ
ソ
ロ
ジ
ー
を
自
ら
の
体
系
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果

た
す
も
の
と
み
な
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
い
に
完
成
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
有
力
な
文
献
的
証
拠
は
、
一
八
五
四
年

二
月
四
日
付
の
ハ
リ
エ
ッ
ト
へ
の
手
紙
の
中
で
、
今
後
取
り
組
む
べ
き

主
題
と
し
て
「
性
格
の
相
違
（
国
民
、
人
種
、
年
齢
、
性
別
、
気
質
）
」（C

W
X

IV
: 

152

）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
ミ
ル
が
そ

れ
を
主
題
と
す
る
書
物
あ
る
い
は
論
説
を
執
筆
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ

る
。
同
じ
手
紙
の
中
に
は
「
自
由
」
、
「
社
会
主
義
」
、
「
道
徳
の
基
礎
づ

け
」
、
「
宗
教
の
功
利
性
」
（C

W
X

IV
: 152

）
な
ど
、
の
ち
に
『
自
由
論
』
、

『
社
会
主
義
論
』
、
『
功
利
主
義
』
、
『
宗
教
三
論
』
な
ど
の
形
で
部
分
的

に
で
も
出
版
さ
れ
、
あ
る
い
は
遺
稿
と
し
て
残
さ
れ
た
主
題
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば

）
7
（

、
エ
ソ
ロ
ジ
ー
が
「
書
か
れ
ざ
る
性
格
学
」

（Feuer 1976

）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
は
十
分
な
根
拠
が
あ
る

）
8
（

。

　

ミ
ル
が
エ
ソ
ロ
ジ
ー
に
も
と
づ
く
著
作
を
十
分
な
形
で
刊
行
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
だ
け
か
ら
も
前
に
言
及
し
た
カ
ー
ラ

イ
ル
ら
の
研
究
に
は
か
な
り
の
難
点
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ

の
最
大
の
問
題
点
は
『
女
性
の
隷
従
』
に
お
い
て
ミ
ル
自
身
が
同
書
は

エ
ソ
ロ
ジ
ー
の
意
識
的
適
用
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
一
節
を
等
閑
視

し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
ス
ミ
ス
と
の
対
比
が
有
用
な
の
は
、
エ
ソ

ロ
ジ
ー
が
『
女
性
の
隷
従
』
の
段
階
で
は
未
完
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
ス
ミ
ス
と
の
対
比
に
よ
っ
て
よ
り
明
瞭
に
示
さ
れ
る
か
ら
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
相
違
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
た
め
、
ま
ず
ス
ミ
ス
と
ミ
ル
の
間

で
共
通
し
た
見
解
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ミ
ル
に
と
っ
て
も
ス
ミ
ス

と
同
様
、
男
女
の
現
在
観
察
さ
れ
て
い
る
性
格
の
相
違
の
原
因
の
一
つ

が
、
女
性
に
対
す
る
教
育
に
あ
る
と
い
う
見
解
は
大
前
提
で
あ
っ
た
。

ミ
ル
は
『
女
性
の
隷
従
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
す
べ
て
の

女
性
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、
理
想
的
な
性
格
（ideal of character

）
が

男
性
の
そ
れ
と
は
正
反
対
の
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
育
て
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
女
性
の
理
想
的
な
性
格
は
、
意
志
の
強
さ
や
自
律
で
は
な

く
、
服
従
や
他
律
に
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
人
の
た

め
に
生
き
る
こ
と
。
自
分
自
身
を
完
全
に
捨
て
て
、
献
身
に
人
生
を
捧

げ
る
こ
と
。
す
べ
て
の
道
徳
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が
女
性
の
義
務
で
あ
り
、

現
在
あ
る
感
情
の
全
て
か
ら
、
こ
れ
が
女
性
の
本
性
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
」
（C

W
X

X
I: 271-272

訳58

）
。
ス

ミ
ス
の
「
女
性
教
育
」
を
引
用
し
た
理
由
が
、
グ
ロ
ー
ト
が
ギ
リ
シ
ャ
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人
の
性
質
に
つ
い
て
論
じ
る
際
、
安
易
に
「
女
性
的
」
あ
る
い
は
「
男

性
的
」
と
い
う
形
容
詞
を
用
い
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
で
あ
っ
た
こ
と

を
思
え
ば
、
こ
の
点
に
関
し
て
ス
ミ
ス
と
ミ
ル
の
認
識
に
顕
著
な
差
異

は
な
い
と
考
え
て
よ
い
。

　

し
か
し
、
二
人
の
議
論
の
間
に
次
の
よ
う
な
相
違
点
が
あ
る
こ
と
は

注
目
に
値
す
る
。
ミ
ル
は
女
性
に
関
す
る
歴
史
的
事
実
と
当
時
の
女
性

の
実
情
を
、
ス
ミ
ス
の
「
女
性
教
育
」
に
は
見
出
せ
な
い
よ
う
な
厳
し

い
論
調
で
「
女
性
は
未
だ
時
代
を
画
す
る
よ
う
な
、
新
奇
で
聡
明
な
思

想
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
に
は
考
え
つ
か
れ

も
し
な
い
効
果
を
予
想
さ
せ
た
り
、
新
し
い
学
派
を
創
設
し
た
り
す
る

ほ
ど
、
根
本
的
に
新
し
い
芸
術
上
の
概
念
を
生
み
出
し
た
こ
と
も
な
い
」

（C
W

X
X

I: 314

訳141

）
と
断
言
し
て
い
る
。
ミ
ル
は
別
の
箇
所
で
次

の
よ
う
に
も
論
じ
る
。
「
女
性
の
願
望
は
、
彼
女
ら
が
自
分
の
目
で
見

る
人
た
ち
に
好
か
れ
、
愛
さ
れ
、
称
賛
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
知
性
、

芸
術
、
そ
し
て
芸
事
の
熟
達
に
つ
い
て
も
、
そ
の
た
め
に
十
分
な
程
度

で
ほ
と
ん
ど
常
に
彼
女
ら
は
満
足
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
、
あ
り
の
ま

ま
の
女
性
を
判
断
す
る
場
合
に
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
女
性
の
性

格
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
」
（C

W
X

X
I: 320

訳152

）
。
ミ
ル
の
指
摘
は

一
見
し
た
だ
け
で
は
女
性
の
現
実
に
対
す
る
辛
辣
な
判
断
と
も
読
め
る

が
、
こ
れ
は
ミ
ル
が
徹
底
し
て
事
実
と
経
験
に
基
づ
い
て
自
ら
の
理
論

を
構
築
し
よ
う
と
し
た
帰
結
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
実
際
、
十
九
世
紀
当

時
の
ブ
リ
テ
ン
に
お
い
て
、
女
性
の
現
実
に
つ
い
て
ミ
ル
の
立
論
に
都

合
の
悪
い
事
実
が
多
く
観
察
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ミ
ル
は
こ
う
し

た
事
実
を
無
視
す
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
だ
が
、
彼
は
事
実
に
対
し
て

誠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
ミ
ル
の
知
的
な
誠
実
さ
は
現
代
の
解
釈

者
に
し
ば
し
ば
誤
解
を
あ
た
え
て
き
た
が

）
9
（

、
ミ
ル
が
観
察
さ
れ
た
事
実

に
た
だ
甘
ん
じ
て
い
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
た
強
調
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
ミ
ル
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
観
察
さ
れ
た
事

実
を
記
述
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
事
実
が
な
ぜ
生

じ
て
い
る
か
を
解
明
す
る
た
め
の
科
学
的
探
求
で
あ
っ
た
。

　

前
に
挙
げ
た
、
思
想
的
・
芸
術
的
に
独
創
的
な
女
性
が
歴
史
的
に
存

在
し
て
い
な
い
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
、
女
性
の
文
学
が
男
性
の
文
学

の
模
倣
に
す
ぎ
な
い
の
は
、
古
代
ロ
ー
マ
人
の
文
学
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ

人
の
文
学
の
模
倣
で
あ
る
の
と
同
じ
こ
と
だ
と
ミ
ル
は
説
明
す
る
。
そ

の
理
由
は
「
た
ん
に
ギ
リ
シ
ャ
人
が
先
に
生
ま
れ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
」

（C
W

X
X

I: 316

訳145

）
。 

同
様
に
、
女
性
の
性
格
の
特
徴
と
さ
れ
て
い

る
熱
心
さ
の
欠
如
に
つ
い
て
も
「
女
性
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
自
然

な
結
果
だ
」（C

W
X

X
I: 320

訳152

）
と
ミ
ル
は
論
じ
る
。
女
性
の
「
理

想
的
な
性
格
」
が
「
服
従
や
他
律
」
に
あ
る
と
信
じ
て
育
て
ら
れ
て
い

れ
ば
、
女
性
は
熱
心
に
何
事
か
を
成
し
遂
げ
る
の
で
は
な
く
、
ほ
か
の

人
々
に
「
愛
さ
れ
、
賞
賛
さ
れ
る
」
だ
け
で
満
足
す
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
の
女
性
の
現
実
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
て
い
た
ミ
ル

に
は
、
ス
ミ
ス
の
よ
う
に
た
ん
に
教
育
だ
け
を
改
め
れ
ば
女
性
の
性
格
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も
ま
た
改
善
さ
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
。
先
ほ
ど
引
い
た
『
体
系
』

の
一
節
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ミ
ル
に
よ
れ
ば
、
女
性
の
真
の
性

格
は
現
状
の
社
会
構
造
そ
れ
自
体
の
改
良
な
く
し
て
は
最
終
的
に
判
断

し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
女
性
の
隷
属
を
放
置
し
た
ま
ま
女
性
の
性

格
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
関
す
る
ミ

ル
の
結
論
は
、
『
女
性
の
隷
従
』
に
お
け
る
次
の
部
分
に
も
っ
と
も
明

確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

道
徳
的
・
理
性
的
存
在
と
み
な
さ
れ
る
男
女
両
性
の
間
に
、
な
ん

ら
か
の
差
異
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
さ
え
断
言
す
る
資
格
を
誰
か

が
得
る
た
め
に
は
、
性
格
形
成
の
諸
法
則
（law

s of form
ation 

of character

）
に
関
す
る
最
も
深
遠
な
知
識
を
欠
く
こ
と
は
で
き

な
い
。
ま
し
て
や
そ
の
相
違
が
な
ん
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
よ

り
広
範
な
知
識
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
未
だ
か
つ
て
こ
の
よ
う

な
知
識
を
持
つ
者
は
い
な
い
の
だ
か
ら
、
何
人
も
そ
の
主
題
に
つ

い
て
積
極
的
な
意
見
を
表
明
す
る
資
格
な
ど
持
ち
合
わ
せ
て
は
い

な
い
。
（
と
い
う
の
は
、
そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
性
格

形
成
ほ
ど
研
究
さ
れ
て
い
な
い
主
題
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で
あ

る
） 

（C
W

X
X

I: 277-278

訳70-71

）

　

つ
ま
り
、
女
性
の
真
の
性
格
を
知
る
た
め
に
は
『
体
系
』
に
お
い
て

そ
の
構
想
が
示
さ
れ
た
、
社
会
構
造
の
変
化
ま
で
含
め
た
性
格
形
成
の

諸
法
則
に
関
す
る
科
学
的
理
論
が
不
可
欠
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
完
成
し

て
い
な
い
以
上
、
女
性
の
真
の
性
格
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
先
ほ
ど
引
い
た
『
体
系
』
の
一
節
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
実
際

に
女
性
の
自
由
や
独
立
が
達
成
さ
れ
て
は
じ
め
て
女
性
の
真
の
性
格
が

判
明
す
る
と
ミ
ル
は
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
同
時
に
こ
の
箇

所
に
お
い
て
、
ミ
ル
が
自
ら
を
含
め
て
「
未
だ
か
つ
て
こ
の
よ
う
な
知

識
を
持
つ
も
の
は
い
な
い
」
、
あ
る
い
は
「
何
人
も
そ
の
主
題
に
つ
い

て
積
極
的
な
意
見
を
表
明
す
る
資
格
な
ど
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
」

と
結
論
し
て
い
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
思
想
史
的
意
味
を
持
っ

て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
ミ
ル
は
当
時
な
に
よ
り
も
ま
ず
『
体
系
』
の

著
者
と
し
て
高
名
で
あ
り
、
ミ
ル
に
対
す
る
同
時
代
の
も
っ
と
も
苛
烈

な
批
判
者
の
一
人
で
あ
っ
た
人
類
学
者
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ハ
ン
ト
（
一

八
三
三
―
一
八
六
九
年
）
で
さ
え
、
半
ば
皮
肉
ま
じ
り
と
は
い
え
、
ミ
ル

が
「
十
九
世
紀
に
お
け
る
最
も
有
能
な
論
理
学
者
」
（H

unt 1866: 

135

）
だ
と
い
う
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

）
10
（

。
ミ

ル
は
自
ら
の
性
格
形
成
学
が
、
少
な
く
と
も
『
女
性
の
隷
従
』
の
段
階

で
は
未
完
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
率
直
に
認
め
る
と
共
に
、
こ
の
主
題

に
つ
い
て
最
も
精
力
的
に
研
究
し
て
き
た
自
分
で
さ
え
分
か
ら
な
い
の

だ
か
ら
、
誰
に
も
分
か
る
は
ず
が
な
い
で
は
な
い
か
と
主
張
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
点
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
見
逃
さ
れ
て
き
た
『
女
性

の
隷
従
』
が
エ
ソ
ロ
ジ
ー
の
意
識
的
適
用
で
は
な
か
っ
た
証
左
に
ほ
か

な
ら
な
い
。



117　●　〈公募論文〉J・S・ミルにおける女性の性格形成――山尾忠弘

四　
「
女
性
教
育
」の
意
図
的
読
み
か
え
と
ミ
ル
の
思
想
形
成

　

こ
こ
で
三
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
第
一
に
女
性
の
性
格
形
成
に
つ
い

て
、
主
と
し
て
教
育
の
み
に
着
目
す
る
ス
ミ
ス
と
具
体
的
な
自
由
や
独

立
な
ど
社
会
構
造
ま
で
視
野
に
入
れ
る
ミ
ル
と
い
う
大
き
な
違
い
は
ど

こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
て
い
る
の
か
。
第
二
に
、
な
ぜ
ミ
ル
は
こ
の
よ
う

な
相
違
が
あ
り
な
が
ら
、
哲
学
的
急
進
派
の
論
敵
で
あ
っ
た
シ
ド
ニ
ー
・

ス
ミ
ス
の
論
説
を
二
度
も
好
意
的
に
引
用
し
て
い
る
の
か
。
第
三
に
、

エ
ソ
ロ
ジ
ー
が
未
完
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
女
性
の
隷
従
』

は
依
拠
す
べ
き
哲
学
的
・
方
法
論
的
基
盤
を
失
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ら
三
つ
の
疑
問
で
あ
る
。
第
一
の
疑
問
に
つ
い
て
何
よ
り
も
ま
ず

見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
両
者
が
分
析
の
対
象
と
す
る
社
会
階

層
の
相
違
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
「
女
性
教
育
」
に
お
い
て
、
文
明
社
会

に
お
け
る
女
性
の
生
活
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
お
そ

ら
く
、
英
国
に
は
環
境
に
よ
っ
て
必
要
労
働
を
免
除
さ
れ
て
い
る
五
万

人
の
女
性
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
人
間
と
い
う
も
の
は
生
き
て
い
る

か
ぎ
り
何
か
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
知
識
の
追
求
と
い
う
の

は
、
文
明
の
最
先
進
国
（nations far advanced in civilization

）
に
お
い

て
多
く
あ
る
も
の
の
中
で
、
も
っ
と
も
罪
深
く
な
く
、
も
っ
と
も
品
位

が
あ
り
、
暇
を
つ
ぶ
す
の
に
も
っ
と
も
有
用
な
方
法
な
の
で
あ
る
」

（Sm
ith 1810: 305

）
。
一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
が
主
な

分
析
の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
上
流
の
女
性
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
ミ
ル
の
場
合
、
た
と
え
ば
『
経
済
学
原
理
』（
一
八
四
八
―
一
八
七
一
年
）

の
な
か
で
「
労
働
者
階
級
の
女
性
の
中
で
、
そ
の
地
位
が
奴
隷
や
苦
役

者
で
は
な
い
の
は
、
工
場
で
雇
わ
れ
て
い
る
女
性
だ
け
で
あ
る
」

（C
W

III: 953

訳
⑤318

）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
労
働
者

階
級
の
女
性
が
ミ
ル
の
分
析
対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。

　

第
二
に
注
目
す
べ
き
は
、
ス
ミ
ス
が
「
も
し
女
性
の
教
育
が
改
善
さ

れ
れ
ば
、
男
性
の
教
育
も
ま
た
改
善
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
に
」
（Sm

ith 

18 10: 309

）
と
論
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ミ
ル
が
引
用
し
た
「
女
性
教
育
」

の
一
節
に
お
い
て
も
教
育
の
重
要
性
は
説
か
れ
て
い
た
が
、
な
ぜ
ス
ミ

ス
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
教
育
に
着
目
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
か
な
ら
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
が
も
っ
と
も
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
の
が
次
の
部
分
で
あ
る
。

あ
る
国
が
所
有
で
き
る
中
で
最
も
立
派
な
財
産
は
、
徳
と
知
識
を

愛
す
る
高
貴
で
裕
福
な
男
性
で
あ
る
。
そ
の
男
性
は
、
意
志
の
弱

さ
や
熱
狂
と
無
縁
で
あ
り
な
が
ら
敬
虔
で
あ
り
、
党
派
的
に
な
る

こ
と
な
く
決
然
と
し
て
お
り
、
か
つ
独
立
心
を
有
し
て
い
る
。
政

治
生
活
に
お
い
て
は
国
王
と
民
衆
の
間
の
公
平
な
調
停
者
で
あ
り
、

市
民
生
活
に
お
い
て
は
祖
国
に
栄
光
を
あ
た
え
、
世
界
の
平
和
と

秩
序
を
断
固
と
し
て
促
進
す
る
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
私
た
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ち
が
こ
れ
ら
の
物
事
を
重
要
だ
と
み
な
す
の
で
あ
れ
ば
、
性
格
形

成
と
し
て
（as the form

ation of character

）
、
女
性
の
教
育
が

重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
人
生
の
最
初

の
七
か
ら
八
年
は
ほ
と
ん
ど
完
全
に
彼
女
ら
に
依
存
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

（Sm
ith 1810: 309-310

）

　

こ
の
箇
所
か
ら
も
ス
ミ
ス
が
対
象
と
し
て
い
る
の
が
上
流
の
女
性
た

ち
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
女
性
の
教
育
を
向
上

さ
せ
る
理
由
を
、
国
の
「
最
も
立
派
な
財
産
」
で
あ
る
「
徳
と
知
識
を

愛
す
る
高
貴
で
裕
福
な
男
性
（a noble and rich m
an w

ho loves virtue 

and know
ledge

）
」
を
育
て
る
こ
と
に
求
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
ス
ミ
ス

に
と
っ
て
、
女
性
の
教
育
は
女
性
自
身
の
自
由
と
独
立
の
た
め
の
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ス
ミ
ス
の
主
張
に
は
、
『
経
済
学
原
理
』

に
お
い
て
、
「
貧
者
が
富
者
に
従
属
す
べ
き
で
あ
る
必
要
が
も
は
や
な

い
の
と
同
じ
理
由
が
、
同
様
に
女
性
が
男
性
に
従
属
す
べ
き
で
あ
る
必

要
を
な
く
し
て
い
る
」
（C

W
III: 765

訳
④126

）
と
断
言
す
る
ミ
ル
と

の
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
ス
ミ
ス
の
主
張
は
、
第
一
に
上
流
の
気
品

と
富
の
み
に
着
目
す
る
点
に
お
い
て
、
第
二
に
男
性
の
徳
と
知
識
を
重

視
し
女
性
の
そ
れ
を
付
随
的
な
も
の
と
み
な
す
点
に
お
い
て
、
ミ
ル
の

議
論
と
は
二
重
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
相
違
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ミ

ル
が
「
女
性
教
育
」
を
二
度
も
好
意
的
に
引
用
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か

と
い
う
第
二
の
疑
問
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
こ
た
え
る
に

あ
た
っ
て
、
す
で
に
引
い
た
『
体
系
』
の
「
数
多
く
の
精
神
的
・
道
徳

的
相
違
が
〔
…
〕
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
将
来
に
お
い
て
、
平
等
な
自
由

と
平
等
で
独
立
し
た
社
会
的
地
位
が
両
性
に
も
た
ら
さ
れ
、
男
女
の
性

格
の
相
違
が
取
り
除
か
れ
る
か
、
あ
る
い
は
完
全
に
改
ま
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
で
あ
ろ
う
」
（C

W
V

III: 868

訳
⑥62-63

）
と
い
う
一
節
が
、
ふ

た
た
び
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
立
ち
現
れ
て
く
る
。
と
い
う
の
も
、
こ

の
一
節
に
は
次
の
よ
う
な
版
ご
と
の
異
同
が
あ
り
、
こ
の
改
訂
の
過
程

を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ミ
ル
の
思
想
形
成
史
が
よ
り
明
瞭
に
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
一
八
四
三
年
に
書
き
上
げ
ら

れ
た
と
推
定
さ
れ
る
『
体
系
』
六
巻
の
草
稿
に
お
い
て
、
こ
の
一
節
は

「
女
性
は
数
多
く
の
性
質
に
つ
い
て
男
性
と
異
な
る
と
観
察
さ
れ
て
い

る
が
、
女
性
に
男
性
と
よ
り
似
通
っ
た
教
育
を
行
う
こ
と
は
慣
習
と

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
次
の
世
代
で
は
、
そ
の
性
質
の
違
い
は
未
だ
残

る
で
あ
ろ
う
が
、
も
は
や
現
在
と
は
同
様
の
も
の
で
は
な
い
」
と
書
か

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
出
版
さ
れ
た
『
体
系
』
初
版
（
一
八
四
三
）

で
は
、
「
労
働
者
階
級
は
数
多
く
の
性
質
に
つ
い
て
上
層
階
級
と
異
な

る
と
観
察
さ
れ
て
い
る
が
、
労
働
者
階
級
に
上
層
階
級
と
よ
り
似
通
っ

た
教
育
を
行
う
こ
と
は
慣
習
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
次
の
世
代
で
は
、

そ
の
性
質
の
違
い
は
未
だ
残
る
で
あ
ろ
う
が
、
も
は
や
現
在
と
は
同
様

の
も
の
で
は
な
い
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
改
訂
は
二

版
（
一
八
四
六
）
で
も
踏
襲
さ
れ
、
先
に
引
い
た
文
章
に
置
き
か
え
ら
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れ
た
の
は
三
版
（
一
八
五
一
）
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

草
稿
を
一
読
し
た
際
に
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
、
ミ
ル
も
ま
た
こ
の

段
階
で
は
ス
ミ
ス
同
様
、
教
育
に
着
目
し
て
女
性
の
性
格
形
成
を
論
じ

て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
ミ
ル
が
「
女
性
教
育
」

を
読
ん
だ
の
が
一
八
二
三
年
だ
と
推
定
す
れ
ば
、
一
八
四
三
年
ま
で
女

性
の
性
格
形
成
に
関
し
て
ミ
ル
も
ま
た
基
本
的
に
は
教
育
の
改
善
に
着

目
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
こ
の
間
に
も
、
の
ち
に
三
版

で
明
ら
か
に
さ
れ
る
女
性
の
自
由
と
独
立
に
関
す
る
考
察
は
す
で
に
あ

ら
わ
れ
て
い
た
。
実
際
、
「
結
婚
論
」
（
一
八
三
二
―
一
八
三
三
年
）
と
い

う
論
説
に
お
い
て
ミ
ル
は
「
女
性
参
政
権
へ
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
最
初

の
段
階
は
、
生
活
の
糧
を
父
親
や
夫
に
依
存
し
な
い
た
め
に
、
女
性
が

十
分
に
教
育
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
」
（C

W
X

X
I: 42

）
と
、
教
育
の
改
善

と
女
性
の
独
立
の
関
係
に
つ
い
て
示
唆
だ
け
は
し
て
い
る
。
ミ
ル
の
中

で
も
教
育
を
改
め
る
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
本
当
に
女
性
の
性
格
が
改
善

さ
れ
る
の
か
に
は
迷
い
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
「
女

性
に
男
性
と
よ
り
似
通
っ
た
教
育
を
行
う
こ
と
は
慣
習
と
な
っ
て
い

る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
引
い
た
『
女
性
の
隷
従
』
の
一
節
に

も
あ
る
よ
う
に
、
当
時
「
女
性
は
未
だ
時
代
を
画
す
る
よ
う
な
、
新
奇

で
聡
明
な
思
想
を
生
み
出
し
た
こ
と
」（C

W
X

X
I: 314

訳141

）
は
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ミ
ル
自
身
の
迷
い
も
あ
っ
て
、
実
際
に

出
版
さ
れ
た
『
体
系
』
の
初
版
で
は
主
題
が
女
性
か
ら
労
働
者
に
書
き

換
え
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
。

　

そ
れ
で
は
、
一
八
五
一
年
の
三
版
に
お
い
て
教
育
だ
け
で
な
く
自
由

や
独
立
が
女
性
の
性
格
形
成
に
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
書
き
か
え
ら

れ
た
背
後
に
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点

に
つ
い
て
『
ミ
ル
著
作
集
』
の
編
者
ロ
ブ
ソ
ン
は
、
三
版
の
改
訂
が
コ

ン
ト
の
女
性
に
対
す
る
態
度
に
批
判
的
で
あ
っ
た
「
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
テ

イ
ラ
ー
の
説
得
」
（C

W
V

II: lxxxiii

）
に
よ
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
が
コ
ン
ト
の
決
定
論
的
女
性
観
に

対
し
て
批
判
を
展
開
す
べ
き
だ
と
ミ
ル
を
説
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
三

版
改
訂
が
な
さ
れ
た
と
ロ
ブ
ソ
ン
は
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
指
摘
は
大
筋
に
お
い
て
正
し
い
が
、
本
論
の
問
題
意
識
か
ら
は

新
た
な
疑
問
が
生
じ
る
。
主
と
し
て
教
育
を
重
視
す
る
ス
ミ
ス
の
「
女

性
教
育
」
か
ら
の
好
意
的
引
用
を
含
ん
だ
論
説
が
ミ
ル
に
よ
っ
て
一
八

四
六
年
に
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
に
よ
っ
て
一
八
五
一
年
に
公
刊
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ミ
ス
か
ら
離
れ
た
よ
う
に
見
え
る
『
体
系
』
三

版
の
改
訂
（
一
八
五
一
）
が
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
説
得
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
、
す
で

に
触
れ
た
ミ
ル
と
ハ
リ
エ
ッ
ト
が
「
女
性
教
育
」
の
一
節
を
引
い
た
文

脈
を
再
度
確
認
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ル
が
「
女
性
教
育
」
を
引
い

た
の
は
グ
ロ
ー
ト
が
「
男
性
的
」
、
「
女
性
的
」
と
い
う
「
陳
腐
な
概
念

を
軽
率
に
も
黙
認
し
て
し
ま
っ
た
の
が
確
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」

（C
W

X
I: 275n

）
を
批
判
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
が
引
い

た
の
は
「
現
在
証
拠
な
く
断
定
さ
れ
て
い
る
両
性
の
肉
体
的
・
精
神
的
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性
質
の
相
違
に
関
わ
る
問
い
に
は
立
ち
入
ら
な
い
」
（C

W
X

X
I: 401n

訳148
）
と
主
張
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ハ
リ
エ
ッ

ト
と
ミ
ル
は
、
教
育
を
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
女
性
の
性
格
が
改
善
さ

れ
る
と
い
う
「
女
性
教
育
」
の
主
張
を
、
教
育
が
改
ま
っ
て
い
な
い
の

で
女
性
の
性
格
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
意
図
的
に

0

0

0

0

読
み
か
え
て
い
る
。
た
し
か
に
引
用
さ
れ
た
「
女
性
教
育
」
の
一
節
は

そ
う
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
う
読
み
か
え
た
か
ら
こ
そ
、『
体
系
』

三
版
と
『
女
性
の
隷
従
』
で
の
主
張
、
す
な
わ
ち
女
性
の
自
由
と
独
立

が
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
女
性
の
真
の
性
格
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
主
張

と
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
女
性
教
育
」
の
主
張
を
読
み
か
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

ミ
ル
と
ハ
リ
エ
ッ
ト
は
コ
ン
ト
の
決
定
論
的
女
性
観
へ
の
有
効
な
対
抗

軸
を
打
ち
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
時
代
に
お
け

る
高
名
な
思
想
家
で
あ
る
シ
ド
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
を
自
分
た
ち
の
議
論
の

有
力
な
参
照
点
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
の
よ
う
な

ウ
ィ
ッ
グ
派
の
穏
健
な
思
想
家
の
論
説
を
引
用
す
る
こ
と
は
、
ボ
デ
ィ

シ
ョ
ン
や
マ
ー
テ
ィ
ノ
ー
、
あ
る
い
は
哲
学
的
急
進
派
の
論
説
を
引
く

よ
り
、
自
ら
の
立
論
の
党
派
性
を
薄
め
る
意
味
で
も
、
当
時
の
良
識
的

な
公
衆
へ
訴
え
か
け
る
と
い
う
意
味
で
も
、
二
重
の
効
果
を
も
っ
た
で

あ
ろ
う
。
こ
の
「
女
性
教
育
」
の
意
図
的
な
読
み
か
え
こ
そ
が
、
「
女

性
教
育
」
全
編
を
検
討
し
た
際
に
生
じ
る
ミ
ル
と
ス
ミ
ス
と
の
相
違
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
一
節
が
二
度
も
好
意
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
理

由
の
一
つ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

五　

結
論
―
― 

未
完
の
エ
ソ
ロ
ジ
ー
構
想
が
も
つ 

ミ
ル
思
想
形
成
史
上
の
意
義

　

最
後
に
第
三
の
そ
し
て
最
大
の
疑
問
で
あ
る
、
エ
ソ
ロ
ジ
ー
が
未
完

で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
『
女
性
の
隷
従
』
は
依
拠
す
べ
き
哲
学
的
・

方
法
論
的
基
盤
を
失
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
に
こ
た
え
る
こ

と
で
本
論
を
結
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の
疑
問
に
こ
た
え
る
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
検
討
し
た
ミ
ル
の
思
想
形
成
過
程
を
次
の
三
つ
の
段
階
に
整

理
し
よ
う
。
第
一
段
階
は
、
女
性
を
知
的
・
道
徳
的
に
男
性
と
平
等
な

個
人
と
し
て
捉
え
、
現
在
男
女
間
に
観
察
さ
れ
て
い
る
性
格
の
相
違
の

原
因
は
主
と
し
て
教
育
に
あ
る
と
説
明
す
る
段
階
で
あ
る
。
こ
の
段
階

で
は
、
個
人
と
し
て
の
女
性
は
抽
象
的
に
把
握
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、

現
実
の
女
性
の
無
権
利
状
態
は
等
閑
視
さ
れ
、
教
育
を
改
め
さ
え
す
れ

ば
女
性
の
性
格
も
ま
た
改
善
さ
れ
る
と
結
論
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
第
一

段
階
に
対
応
す
る
の
が
ス
ミ
ス
の
「
女
性
教
育
」
や
『
体
系
』
の
草
稿

で
あ
っ
た
。
第
二
段
階
は
、
個
人
と
し
て
の
女
性
が
自
由
や
独
立
な
ど

よ
り
具
体
的
・
社
会
科
学
的
な
概
念
と
と
も
に
把
握
さ
れ
、
女
性
の
性

格
形
成
の
要
因
を
社
会
構
造
そ
れ
自
体
に
求
め
る
段
階
で
あ
る
。
こ
の

段
階
が
『
体
系
』
第
三
版
に
対
応
す
る
。
そ
し
て
第
三
段
階
が
社
会
構

造
の
変
化
と
女
性
の
性
格
の
変
化
を
有
機
的
に
対
応
さ
せ
、
女
性
が
自

由
を
え
れ
ば
こ
の
よ
う
に
性
格
が
変
化
す
る
な
ど
の
科
学
的
説
明
を
行
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う
エ
ソ
ロ
ジ
ー
が
確
立
さ
れ
る
段
階
で
あ
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
既
存
の
研
究
に
お
い
て
ミ
ル
は
『
女
性
の

隷
従
』
で
第
三
段
階
に
達
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

ミ
ル
自
身
が
『
女
性
の
隷
従
』
は
未
だ
第
三
段
階
に
達
し
て
い
な
い
と

述
べ
て
い
た
こ
と
は
先
ほ
ど
強
調
し
た
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
こ

と
は
、『
女
性
の
隷
従
』が
依
拠
す
べ
き
哲
学
的
・
方
法
論
的
基
盤
を
失
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
む
し
ろ
『
女
性
の
隷

従
』
は
ミ
ル
に
よ
っ
て
、
エ
ソ
ロ
ジ
ー
だ
け
に
は
依
存
し
な
い
形
で
書

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
第
二
段
階
、

す
な
わ
ち
『
体
系
』
三
版
で
確
立
し
た
女
性
を
自
由
や
独
立
を
享
受
す

る
個
人
と
し
て
捉
え
、
そ
の
性
格
を
社
会
構
造
の
産
物
と
し
て
捉
え
る

と
い
う
視
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
が
、
ス
ミ
ス
の
「
女
性
教
育
」
の
意

図
的
な
読
み
か
え
と
同
時
に
到
達
し
た
、
十
九
世
紀
ブ
リ
テ
ン
の
思
想

史
的
文
脈
に
お
け
る
ミ
ル
の
女
性
の
性
格
形
成
論
が
も
つ
特
徴
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
エ
ソ
ロ
ジ
ー
だ
け
に
は
依
存
し
な
い
形
で
書
き
上
げ
ら

れ
た
『
女
性
の
隷
従
』
は
、
男
性
が
「
筋
肉
の
力
、
神
経
の
力
、
知
的

な
力
、
そ
し
て
活
力
あ
る
性
格
（character

）
」
に
お
い
て
女
性
よ
り
優

れ
て
い
る
と
い
う
の
は
「
一
般
的
な
真
理
」
（Stephen 1873: 212

）
だ

と
主
張
す
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
（
一
八
二
九
―
一
八
九
四
年
、

高
名
な
レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
兄
）
に
よ
っ
て
「
最
初
の
一
行
か

ら
最
後
の
一
行
ま
で
同
意
で
き
な
い
」
（203-204

）
と
厳
し
く
批
判
さ

れ
た
。
し
か
し
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
と
ミ
ル
の
議
論
を
比
較
し
た
ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ー
・
ベ
イ
ン
（
一
八
一
八
―
一
九
〇
三
年
）
は
、
『
J
・
S
・
ミ

ル
評
伝
』
（
一
八
八
二
）
に
お
い
て
、
ミ
ル
が
『
女
性
の
隷
従
』
で
展
開

し
た
性
格
形
成
論
に
自
分
は
か
な
ら
ず
し
も
同
意
し
な
い
と
述
べ
な
が

ら
次
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
る
。
「
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の

冷
酷
な
哲
学
は
、
最
近
数
年
間
に
お
け
る
女
性
の
教
育
を
向
上
さ
せ
、

女
性
の
勤
労
の
範
囲
を
拡
大
す
る
た
め
の
譲
歩
を
勝
ち
取
る
に
あ
た
っ

て
、
ミ
ル
の
使
徒
的
な
情
熱
に
と
っ
て
か
わ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
」
（Bain 1882: 193

訳228

）
。
こ
の
ベ
イ
ン
の
記
述
の
背

景
に
は
、
一
八
八
一
年
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
ト
ラ
イ
ポ
ス
の
門
戸

が
女
性
に
も
ひ
ら
か
れ
た
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
女
性
教
育
の
拡
充
が

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
エ
ソ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
女
性
の
隷
従
』
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ら
の
徹
底

し
た
批
判
に
耐
え
ぬ
き
女
性
教
育
の
進
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
で

あ
っ
た
と
ベ
イ
ン
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

『
女
性
の
隷
従
』
は
エ
ソ
ロ
ジ
ー
に
基
づ
い
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
強
い
思
想
的
影
響
力
を
も
ち
続
け
た
。
そ
の
影
響

力
を
基
礎
づ
け
て
い
た
も
の
こ
そ
、
本
論
が
明
ら
か
に
し
た
女
性
の
現

在
の
性
格
を
社
会
構
造
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
と
い
う
ミ
ル
の
視
点

な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
女
性
の
隷
従
』
で
こ
の
よ
う
な
基
本
的
視

座
を
す
で
に
確
立
し
て
い
な
が
ら
、
ミ
ル
は
そ
れ
を
エ
ソ
ロ
ジ
ー
に

よ
っ
て
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
こ
と
を
諦
め
て
は
い
な
か
っ
た
。
実
際
、
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本
論
が
注
目
し
て
い
る
『
体
系
』
三
版
で
あ
ら
わ
れ
た
一
節
は
、
ミ
ル

が
死
の
直
前
ま
で
改
定
に
改
訂
を
重
ね
て
た
ど
り
着
い
た
八
版
（
一
八

七
二
）
ま
で
削
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
残
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。
た
し

か
に
、
エ
ソ
ロ
ジ
ー
の
確
立
は
ミ
ル
終
生
の
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
に
自
ら
の
議
論
の
最
終
的
な
到
達
点
を
常
に
見
定
め
つ
つ
、

同
時
に
そ
れ
だ
け
に
固
執
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
ミ
ル
は

『
女
性
の
隷
従
』
を
書
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
こ
そ
、
未
完
の
エ
ソ
ロ
ジ
ー
構
想
が
も
つ
ミ
ル
の
思
想
形
成
史
上
の

意
義
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

 

（
や
ま
お
・
た
だ
ひ
ろ
／
近
代
英
国
社
会
思
想
史
）

注（
1
） 

ミ
ル
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
ト
ロ
ン
ト
大
学
出
版
局
版
『
ミ
ル
著
作
集
』

か
ら
行
い
、
（C

W

巻
号
：
ペ
ー
ジ
数
）
の
形
で
引
用
箇
所
を
示
す
。
邦
訳

は
参
考
文
献
表
に
挙
げ
た
既
存
の
訳
を
参
照
し
た
が
、
訳
文
に
は
か
な
ら
ず

し
も
従
っ
て
い
な
い
。
ほ
か
の
文
献
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
2
） 

「
性
格
」
と
い
う
概
念
が19

世
紀
ブ
リ
テ
ン
に
お
い
て
有
し
て
い
た
多

義
性
に
つ
い
て
は
、C

ollini

（1991: chap. 3

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
さ
し

あ
た
り
本
論
で
は
、
ミ
ル
の
『
論
理
学
体
系
』
に
し
た
が
っ
て
あ
る
種
の
「
精

神
的
・
道
徳
的
相
違
」
（C

W
V

III: 868

訳
⑥62

）
と
い
う
意
味
で
用
い
る
。

（
3
） Bodichon

（1860

）
、M

artineau

（1823

）
。

（
4
） 

た
だ
し
、
ベ
ン
サ
ム
は
後
期
の
著
作
に
お
い
て
女
性
の
知
的
陶
冶
の
可
能

性
に
つ
い
て
肯
定
的
な
評
価
も
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
板
井 2008

）
。

（
5
） 

ス
ミ
ス
の
死
後
、
こ
の
と
き
の
講
義
録
を
も
と
に
し
て
出
版
さ
れ
た
の
が

Sm
ith

（1850

）
で
あ
る
。

（
6
） 

匿
名
で
発
表
さ
れ
た
「
女
性
参
政
権
」
の
著
者
が
ハ
リ
エ
ッ
ト
で
あ
る
と

明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
『
論
説
・
論
考
集
』
に
収
録
さ
れ
た
際
に
つ
け
ら

れ
た
ミ
ル
の
前
書
き
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
ま
た
、
「
グ
ロ
ー
と
の
ギ
リ
シ
ャ

史
［
一
］
」
と
「
女
性
参
政
権
」
が
『
論
説
・
論
考
集
』
の
同
じ
巻
に
再
録

さ
れ
た
と
い
う
事
情
か
ら
、
前
者
に
お
け
る
ス
ミ
ス
か
ら
の
引
用
を
含
ん
だ

脚
注
が
『
論
説
・
論
考
集
』
再
録
時
に
削
除
さ
れ
て
い
る
理
由
の
一
端
が
明

ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ル
は
同
じ
著
作
内
に
お
い
て
同
一
の
引
用
文

が
重
複
す
る
こ
と
を
避
け
、
よ
り
議
論
の
本
筋
に
近
い
「
女
性
参
政
権
」
の

方
の
引
用
を
残
し
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

（
7
） 

な
お
パ
ッ
ク
は
こ
の
手
紙
に
示
さ
れ
た
ミ
ル
の
プ
ラ
ン
と
一
八
五
九
年
以

降
に
ミ
ル
が
実
際
に
執
筆
し
た
著
作
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
て
い
る

（Packe 1954: 368-369

）
。

（
8
） 

川
名
（2012

）
も
参
照
の
こ
と
。

（
9
） 

た
と
え
ばAnnas

（1977

）
は
『
女
性
の
隷
従
』
で
、
ミ
ル
が
男
女
の
脳

の
大
き
さ
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
に
論
じ
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判

し
て
い
る
。
こ
の
種
の
批
判
は
ミ
ル
に
公
平
と
は
言
え
な
い
し
、
『
女
性
の

隷
従
』
が
書
か
れ
た
思
想
史
的
文
脈
に
対
す
る
注
意
が
不
足
し
て
い
る
。

（
10
） 

な
お
、
ミ
ル
の
人
種
観
と
い
う
観
点
か
ら
ハ
ン
ト
の
こ
の
論
文
に
言
及
し

て
い
る
も
の
と
し
てVarouxakis

（2002: 47-48

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

G
uillin

（2009: 295n. 35

）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
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は
じ
め
に

　

一
九
二
〇
年
代
に
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
中
心
的
な
概
念
と
ま
で
目
さ

れ
た
「
母
性
」
と
い
う
概
念
は

）
1
（

、
戦
後
も
そ
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た

）
2
（

。
バ
ダ
ン
テ
ー
ル
が
フ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
の
と
同
様

）
3
（

、
日
本
に
お
い
て
「
母
性
」
と
い

う
概
念
は
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
一
つ
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
し
て
成
立
し
た

）
4
（

。
そ
の
概
念
史
を
概
括
す
る
と
、
平
塚
ら
い

て
う
が
一
九
一
三
年
に
『
青
鞜
』
へ
掲
載
し
た
エ
レ
ン
・
ケ
イ
（Ellen 

K
ey

）
のLifslinje

）
5
（r

の
英
訳
本Love and M

arriag

）
6
（e

を
底
本
と
し
た
翻
訳

「
恋
愛
と
結
婚

）
7
（

」
に
お
い
て
、motherhood

と
い
う
概
念
に
対
し
て
、「
母

性
」
と
い
う
訳
語
を
あ
て
た
も
の
が
そ
の
登
場
と
い
え
る

）
8
（

。
そ
の
後
、

一
九
一
〇
年
代
後
半
の
い
わ
ゆ
る
「
母
性
保
護
論
争

）
9
（

」
な
ど
を
通
じ
て

こ
の
概
念
は
広
ま
り
、
二
〇
年
代
に
は
マ
リ
ー
・
ス
ト
ー
プ
ス
の
訳
書

な
ど
「
母
性
」
を
冠
す
る
書
籍
の
出
版
も
増
加
し

）
10
（

、
三
〇
年
ご
ろ
ま
で

に
は
「
母
性
」と
い
う
概
念
が
人
々
の
間
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
「
母
性
」
概
念
が
戦
前
の
日
本
で
広
ま
っ
た
背
景
と
し
て
、
中
嶌

邦
は
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
期
の
日
本
に
、
特
に
女
子
教
育

の
流
れ
の
中
で
「
母
」
と
な
る
こ
と
に
重
点
を
お
く
潮
流
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る

）
11
（

。
ま
た
、
今
井
小
の
実
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、「
母

性
保
護
」
の
議
論
は
一
九
三
七
年
の
母
子
保
護
法
制
定
へ
と
繋
が
っ
て

〈
公
募
論
文
〉

高
群
逸
枝
に
お
け
る「
母
性
」概
念
の
成
立
と
展
開

【
差
別
否
定
か
ら
「
と
も
に
生
き
る
愛
」へ
】

蔭
木
達
也
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い
く
と
さ
れ
る

）
12
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
よ
り
つ
ぶ
さ
に
分
析
す
る
と
、
「
母
性
」
の
定
義

は
時
期
や
論
者
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九

一
三
年
に
翻
訳
に
よ
り
こ
の
概
念
を
提
起
し
た
平
塚
は
、
一
六
年
ご
ろ

ま
で
は
あ
く
ま
で
ケ
イ
の
「
紹
介
者
た
ら
む

）
13
（

」
こ
と
を
目
指
し
て
、
ケ

イ
の
「
母
た
る
本
能
」
と
い
う
定
義
に
依
っ
て
い
る
が
、
「
母
性
保
護

論
争
」
で
の
与
謝
野
晶
子
は
「
自
分
の
子
供
を
育
て
る
こ
と
に
私
の
注

意
が
集
ま
る
度
毎
」
に
「
私
の
自
我
を
統
率
し
て
居
る
」
も
の
が
「
母

性
」
だ
と
し
て
、
ケ
イ
と
は
無
関
係
に
自
ら
の
経
験
に
引
き
つ
け
て
定

義
し

）
14
（

、
山
川
菊
栄
は
「
母
性
に
伴
う
女
性
特
有
の
義
務
と
権
利
」
は
「
婦

人
労
働
の
問
題
」
に
帰
着
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る

）
15
（

。
山
田
わ
か

は
「
家
庭
」
の
中
で
の
「
母
」
と
い
う
像
を
「
母
性
」
に
な
ぞ
ら
え

）
16
（

、

平
塚
も
一
八
年
に
至
る
と
「
母
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
人
的
存
在
の
域

を
脱
し
て
、
社
会
的
な
、
国
家
的
な
存
在
者
と
な
る

）
17
（

」
こ
と
を
「
母
性
」

の
定
義
と
す
る
独
自
の
主
張
を
始
め
る

）
18
（

。
こ
の
よ
う
に
「
個
人
」「
労
働
」

「
家
庭
」
「
国
家
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
を
孕
み
つ
つ
、
二
〇
年
代

に
入
っ
て
も
「
母
性
」
と
い
う
概
念
は
一
定
し
た
内
容
を
持
た
な
か
っ

た
）
19
（

。

　

戦
前
に
お
い
て
「
母
性
」
概
念
を
最
後
に
引
き
継
い
だ
の
は
高
群
逸

枝
で
あ
っ
た

）
20
（

。
高
群
は
一
九
二
六
年
以
降
、
ケ
イ
の
「
母
性
」
概
念
を

批
判
し
つ
つ
独
自
の
「
母
性
」
概
念
を
打
ち
立
て
る
。
し
か
し
、
前
述

の
平
塚
の
「
母
性
」
概
念
や
「
母
性
保
護
論
争
」
に
比
べ
、
高
群
に
お

け
る
「
母
性
」
概
念
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
な
研
究
が
な

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
鹿
野
政
直
は
、
高
群
の
主

張
が
「
そ
の
初
期
以
来
「
母
性
」
の
観
念
を
根
底
に
お
い
て
い
た
」
と

指
摘
し
、
そ
の
内
容
は
「
個
の
原
理
」
に
立
つ
「
女
権
主
義
」
に
対
抗

す
る
た
め
に
、
「
家
を
丸
が
か
え
に
し
た
ま
ま
で
の
解
放
の
思
想
を
、

こ
の
母
な
い
し
主
婦
な
る
観
念
に
込
め
た
」と
分
析
し
、「
母
性
」を
「
母
」

と
「
家
」
と
に
還
元
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
分
析
を
行
っ
て
い
な

い
）
21
（

。
西
川
祐
子
も
、
高
群
が
「
ら
い
て
う
の
母
性
主
義
思
想
を
継
」
い

だ
と
し
つ
つ
、
「
新
女
性
主
義
」
を
打
ち
立
て
、
「
女
性
、
老
人
、
弱
者

を
ふ
く
む
人
間
の
絶
対
的
な
平
等
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
」
と
指
摘

し
、
「
母
性
」
概
念
そ
の
も
の
よ
り
も
「
新
女
性
主
義
」
の
方
を
重
視

し
て
い
る

）
22
（

。
加
納
実
紀
代
も
「
〈
産
む
性
〉
に
根
ざ
し
た
新
し
い
解
放

思
想
の
提
起
者

）
23
（

」
と
い
う
評
価
を
下
し
な
が
ら
、
「
母
性
」
概
念
自
体

を
詳
し
く
取
り
上
げ
る
こ
と
は
な
い
。
い
ず
れ
の
分
析
も
高
群
の
「
母

性
」
概
念
を
高
群
の
思
想
の
一
片
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、

高
群
の
思
想
全
体
に
お
け
る
「
母
性
」
概
念
の
位
置
付
け
と
展
開
に
は

触
れ
て
い
な
い
。

　

あ
る
い
は
、
山
下
悦
子
や
丹
野
さ
き
ら
に
お
け
る
高
群
の
「
母
性
」

概
念
に
対
す
る
関
心
は
、
逆
説
的
な
形
で
現
れ
て
い
る
。
山
下
は
、
高

群
を
「
母
性
主
義
者
」
と
解
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
し
て

）
24
（

、
「
あ
る

が
ま
ま
の
存
在
」
に
立
ち
返
る
「
主
情
主
義
」
に
基
づ
い
た
「
母
性
原

理
的
な
「
空
無
」
の
世
界
」
と
し
て
の
「
「
母
」
の
哲
学
」
を
そ
こ
に
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見
る

）
25
（

。
丹
野
も
「
母
性
主
義
者
と
し
て
の
高
群
像
は
解
体
さ
れ
る
べ

き
）
26
（

」
と
い
い
、
高
群
は
「
〈
歴
史
〉
批
判
者

）
27
（

」
で
あ
り
「
〈
種
へ
の
拒
否
〉
」

が
「
高
群
の
思
想
的
精
髄

）
28
（

」
だ
と
す
る
。
山
下
と
丹
野
は
高
群
の
「
母

性
」
概
念
を
戦
前
の
混
乱
し
た
「
母
性
」
概
念
か
ら
あ
え
て
切
り
分
け
、

高
群
独
自
の
思
想
的
立
場
を
「
「
母
」
の
哲
学
」
や
「
〈
歴
史
〉
批
判
」

と
い
う
切
り
口
か
ら
分
析
す
る
こ
と
で
、
「
母
性
主
義
者
」
と
い
う
評

価
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
山
下
の
研
究
に
頻
出
す
る
「
母

な
る
も
の
」
と
高
群
の
「
母
性
」
と
の
線
引
き
は
曖
昧
で
あ
る
し
、
丹

野
は
高
群
の
歴
史
研
究
に
登
場
す
る
「
母
性
」
概
念
に
触
れ
て
い
な
い
。

両
者
と
も
、
高
群
に
対
す
る
「
母
性
主
義
者
」
像
を
否
定
し
て
い
る
も

の
の
、
そ
こ
で
高
群
の
使
用
し
た
概
念
と
し
て
の
「
母
性
」
に
つ
い
て

の
内
在
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

確
か
に
「
母
性
」
と
い
う
概
念
は
、
混
乱
し
た
概
念
史
的
背
景
を
持

ち
、
先
行
研
究
が
直
接
的
に
論
じ
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
き
た
。
し
か

し
改
め
て
、
高
群
の
「
母
性
」
概
念
を
高
群
自
身
の
思
想
に
即
し
て
分

析
し
、
内
在
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら

に
そ
の
こ
と
は
、
「
母
性
」
を
巡
る
様
々
な
思
想
を
理
解
す
る
た
め
の

手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
本
論
は
、
高
群
の
「
母
性
」

概
念
を
、
そ
の
背
景
に
あ
る
同
時
代
の
思
想
潮
流
と
の
関
連
か
ら
分
析

し
、
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

一　

高
群
に
お
け
る「
母
性
」概
念
の
提
起

　

高
群
は
一
九
二
六
年
の
『
恋
愛
創
生
』
に
お
い
て

）
29
（

、
長
い
頁
を
割
い

て
エ
レ
ン
・
ケ
イ
の
「
母
性
」
概
念
に
対
す
る
批
判
を
繰
り
広
げ
て
お

り
）
30
（

、
こ
れ
を
通
じ
て
高
群
の
「
母
性
」
の
定
義
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
）
31
（

。
批
判
の
焦
点
は
、
ケ
イ
の
い
う
「
母
性
」
が
「
人
為
で
自
然
を
作

ろ
う
と

）
32
（

」
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

高
群
が
中
心
的
に
参
照
し
て
い
る
ケ
イ
の
『
恋
愛
と
結
婚

）
33
（

』
に
お
い

て
「
母
性
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
「
母
親
の
大
き
な
特
性
」
は
、
「
そ

の
子
ど
も
を
腕
に
抱
い
て
苦
労
を
意
識
せ
ず
、
ま
た
、
何
か
都
合
の
よ

い
例
外
を
期
待
す
る
の
で
も
な
く
、
幸
福
と
義
務
と
の
統
一
を
遂
げ
」
、

「
新
し
い
生
命
を
育
て
、
こ
れ
を
永
久
に
伝
え
る
こ
と
」
で
あ
り
、
こ

れ
は
「
女
性
の
永
遠
の
任
務
」
で
あ
る

）
34
（

。
ケ
イ
は
こ
の
よ
う
な
「
母
性
」

が
、
「
個
人
の
幸
福
と
種
族
の
幸
福
と
の
間
の
自
然
の
均
衡
で
あ
り
、

自
己
主
張
と
自
己
犠
牲
と
の
間
の
均
衡
で
あ
り
、
情
欲
と
精
神
充
実
と

の
間
の
自
然
の
均
衡
で
あ
る

）
35
（

」
と
主
張
す
る
。
ケ
イ
は
加
え
て
、
女
性

が
ど
れ
ほ
ど
「
家
庭
」
に
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
か
を
様
々
に
論
じ
、

国
家
に
よ
る
家
庭
管
理
・
指
導
も
望
ん
で
い
る
。
「
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、

家
庭
が
幸
福
で
あ
る
か
不
幸
で
あ
る
か
は
、
検
閲
も
受
け
な
け
れ
ば
表

彰
も
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
と
き
が
お
そ
ら
く
や
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。
〔
現
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
第
七
子
以
後
は
国
家
の
費
用
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に
よ
っ
て
養
わ
れ
、
ま
た
多
く
の
有
能
な
る
子
ど
も
を
産
み
育
て
た
婦
人
に
対

し
て
は
勲
章
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〕
そ
う
な
っ
た
ら
、
今
ま
で

は
な
か
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
「
解
放
さ
れ
た
女
性
」
た
ち
が
再
び
家
庭

の
方
面
に
力
を
伸
ば
そ
う
と
い
う
関
心
を
示
す
か
も
し
れ
な
い

）
36
（

」
。
こ

の
よ
う
に
、
ケ
イ
は
「
自
然
の
均
衡
」
に
基
づ
い
た
「
母
性
」
の
た
め

に
「
家
庭
」
へ
の
指
導
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ
に
対

し
て
、
高
群
は
ケ
イ
が
「
人
為
で
自
然
を
作
ろ
う
と
」
し
て
い
る
と
批

判
し
た
の
で
あ
る
。

　

高
群
は
ケ
イ
を
批
判
し
た
上
で
、
「
母
性
」
を
「
自
然
」
に
委
ね
、

人
為
的
な
制
度
を
撤
廃
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
高
群
は
「
母

性
と
い
う
感
情
」
が
「
子
供
の
世
話
や
、
責
任
と
は
、
無
関
係
に
存
在

し
う
る
」
と
い
う
ケ
イ
の
発
想
を
批
判
し
、
「
母
親
は
子
供
を
離
し
え

な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
確
か
な
根
底
」
を
強
調
す
る
。
続
け
て
、「
母

性
」
は
「
母
親
の
愛
」
で
あ
る
「
母
性
愛
」
を
そ
の
内
容
と
し
て
も
つ

と
定
義
す
る
。
「
母
性
」
は
「
母
親
の
本
能
」
で
あ
り
、
「
母
性
愛
」
は

子
供
を
「
本
能
的
に
主
観
的
に
愛
す
る
」
よ
う
な
愛
で
あ
る

）
37
（

。

　

こ
の
よ
う
な
高
群
の
「
母
性
」
の
定
義
は
、
ま
さ
に
バ
ダ
ン
テ
ー
ル

が
批
判
す
る
と
こ
ろ
の
「
弁
神
論

）
38
（

」
で
あ
り
、
す
べ
て
の
「
母
親
」
が

子
供
を
愛
し
養
育
す
る
本
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
述
の
山
田
わ
か
の
よ
う
に
「
家
庭
」

と
い
う
枠
を
あ
て
は
め
る
、
あ
る
い
は
平
塚
の
よ
う
に
社
会
的
に
定
義

す
る
な
ど
の
限
定
も
な
く
、
母
親
個
人
の
本
質
と
し
て
定
義
し
て
い
る

点
で
、
原
理
的
な
「
母
性
」
主
義
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
高
群
の
「
母
性
」
原
理
主
義
の
特
色
は
、
そ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
価

値
の
撤
廃
、
制
度
の
破
棄
を
主
張
し
、
人
々
を
無
差
別
に
扱
う
こ
と
で

あ
る
。

　

彼
女
〔
母
親
〕
の
本
能
に
は
、
男
児
で
も
、
女
児
で
も
無
差
別

で
あ
る
。
／
彼
女
の
本
能
は
、
無
差
別
の
空
気
の
な
か
に
、
子
供

を
生
み
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
／
彼
女
は
不
具
の
子
を
恐
れ
る
。

世
間
が
、
不
具
者
を
差
別
す
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
女
自
身
の
本
能

上
の
恐
れ
は
、
た
だ
専
ら
、
そ
の
子
供
が
不
幸
で
あ
り
は
し
な
い

か
、
不
自
由
の
た
め
に
、
い
た
く
、
苦
し
み
は
す
ま
い
か
、
と
い

う
一
事
で
あ
る
。
／
今
日
、
世
間
は
風
邪
や
、
胃
弱
の
、
患
者
に

対
し
て
、
差
別
的
意
識
を
も
た
な
い
。
け
れ
ど
も
、
不
具
な
る
点

に
お
い
て
は
、
同
一
で
は
な
い
か
？
／
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

他
の
不
具
者
だ
け
に
、
差
別
的
意
識
を
も
つ
。
自
分
自
身
、
不
自

由
で
あ
る
上
、
社
会
的
に
ま
で
不
自
由
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の

は
、
何
と
い
う
不
合
理
で
あ
ろ
う
。
／
母
性
文
化
の
社
会
が
き
た

な
ら
、
こ
ん
な
不
平
等
意
識
を
、
根
底
か
ら
覆
す
で
あ
ろ
う

）
39
（

。

　

高
群
は
、
母
親
が
、
自
ら
の
子
供
が
ど
の
よ
う
な
性
質
で
あ
る
か
に

関
わ
ら
ず
「
生
み
た
い
」
と
願
う
こ
と
、
生
命
の
い
か
な
る
あ
り
方
も

排
除
せ
ず
、
そ
の
多
様
な
可
能
性
を
予
め
肯
定
す
る
あ
り
方
を
「
母
親
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の
本
能
」
と
し
て
の
「
母
性
」
と
位
置
付
け
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
障
害

や
性
別
、
美
醜
と
い
っ
た
社
会
の
様
々
な
価
値
を
否
定
し
、
子
供
を
「
自

由
に
生
か
」
す

）
40
（

、
つ
ま
り
そ
こ
に
生
存
す
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
受
容
す

る
こ
と
が
、「
母
性
愛
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
発
揮
す
る
た
め
、「
母
性
愛
」

は
「
教
化
の
強
権
に
対
す
る
否
定
」
、
つ
ま
り
学
校
教
育
な
ど
制
度
教

育
を
否
定
し
、
「
ご
う
も
打
算
的
で
な
く
、
強
圧
的
で
は
な
い
。
伸
び

る
だ
け
伸
ば
し
、
生
き
る
だ
け
生
か
そ
う
と
す
る
純
真
な
愛
」
に
よ
る

「
自
然
を
重
ん
ず
る
」
教
育
を
行
う
「
養
育
本
能
」
と
さ
れ
る

）
41
（

。
し
か
し
、

母
親
が
「
女
と
し
て
の
ね
う
ち
、
母
親
と
し
て
の
ね
う
ち
」
と
い
う
「
鞭
」

で
追
い
立
て
ら
れ
、
「
結
婚
制
度
や
、
見
栄
や
、
義
理
、
そ
ん
な
不
純

な
も
の
で
縛
ら
れ
て
い
る

）
42
（

」
た
め
に
、
「
母
性
愛
」
の
発
揮
は
妨
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
障
害
を
取
り
除
き
、
「
母
親
の
本
能
の
、
自
由

で
あ
る
よ
う
、
制
度
づ
け
ら
れ
た
社
会

）
43
（

」
に
す
る
た
め
、
高
群
は
「
結

婚
制
度
の
廃
止
」
と
「
社
会
教
育
制
度
（
学
校
教
育
制
度
）
の
廃
止
」

を
「
母
性
愛
の
立
場
」
に
提
唱
す
る

）
44
（

。
高
群
の
「
母
性
」
原
理
主
義
と

そ
れ
に
基
づ
く
制
度
廃
止
論
は
、
そ
の
後
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
主
張
に

も
通
底
し
て
い
く

）
45
（

。

　

高
群
が
こ
こ
で
定
義
し
た
「
母
性
」
は
、
「
不
純
な
も
の
で
縛
ら
れ

て
い
る
」
現
実
の
母
親
た
ち
が
発
揮
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か

も
、
子
を
産
む
母
親
個
人
が
持
つ
感
情
の
範
型
と
し
て
宣
言
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
、
社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
内
在
的
に
定
義
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
現
実
の
母
親
に
も
当
て
は
ま
ら
ず
、
社
会

的
な
役
割
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
、
孤
立
し
た
定
義
で
あ

る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
定
義
は
同
時
代
の
「
母
性
」
の
定
義
と
は
大
き
く

食
い
違
っ
て
い
る
。
特
に
、「
個
人
的
存
在
の
域
を
脱
し
て
、
社
会
的
な
、

国
家
的
な
存
在
者
と
な
る
」
こ
と
と
し
て
の
「
母
性
」
を
主
張
し
た
一

九
一
八
年
以
降
の
平
塚
と
、
む
し
ろ
個
人
に
帰
せ
ら
れ
る
「
自
然
」
の

「
本
能
」
と
し
て
の
「
母
性
」
に
よ
っ
て
「
社
会
」
や
「
国
家
」
の
あ

り
方
を
覆
そ
う
と
し
た
二
六
年
以
降
の
高
群
と
の
あ
い
だ
に
は
、
「
母

性
」
概
念
の
位
置
づ
け
や
定
義
に
お
い
て
相
当
の
懸
隔
が
生
じ
て
い
た

と
い
え
よ
う

）
46
（

。

二　
「
母
性
」と「
恋
愛
」の
矛
盾

　

高
群
の
「
母
性
」
は
、
そ
の
子
供
を
絶
対
的
平
等
、
無
条
件
な
肯
定

の
下
に
養
育
す
る
。
他
方
で
、「
母
性
」
を
有
す
る
主
体
で
あ
る
「
母
親
」

は
い
か
な
る
立
場
に
あ
る
の
か
。
高
群
に
よ
れ
ば
、
「
母
親
」
は
同
性

と
競
争
し
て
異
性
を
獲
得
す
る
「
恋
愛
選
択
（
淘
汰

）
47
（

）
」
を
勝
ち
抜
い

た
「
女
性
」
で
あ
る
。
こ
の
「
女
性
」
は
、
「
母
性
」
が
想
定
す
る
無

差
別
な
環
境
の
外
部
に
出
る
こ
と
と
な
る
。

　

「
恋
愛
選
択
」と
は
、ケ
イ
が
社
会
進
化
論
を
参
照
し
つ
つ
、
ダ
ー
ウ
ィ

ン
の
「
自
然
選
択
」
と
い
う
概
念
に
な
ぞ
ら
え
て
提
唱
し
た
概
念
で
あ

る
）
48
（

。
内
容
は
、
「
自
由
恋
愛
」
に
基
づ
く
「
恋
愛
選
択
」
に
よ
り
種
族

の
向
上
を
目
指
す
べ
き
だ
と
す
る
主
張
で
あ
る
。
「
人
類
の
連
帯
感
が
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進
化
論
の
影
響
を
受
け
て
人
間
復
興
に
合
致
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
新
し

い
世
代
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
選
択
を
間
違
い
な
く
実
行
す
る
方
法
が

自
然
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う

）
49
（

」
。
ケ
イ
は
「
恋
愛
選
択
」
の
例

を
次
の
よ
う
に
示
す
。
「
個
人
に
し
て
も
一
般
に
し
て
も
、
魅
力
あ
る

性
質
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
し
、
男
性
女
性
の
ど
ち
ら
か
ら
も
目

を
つ
け
ら
れ
、
恋
愛
の
相
手
を
選
択
す
る
と
き
の
大
切
な
決
定
要
素
と

な
る
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
性
欲
の
弱
い
者
や
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
患

者
や
い
ろ
い
ろ
な
遺
伝
病
も
ち
や
心
身
障
害
者
は
、
ま
す
ま
す
恋
愛
に

縁
が
薄
く
な
る

）
50
（

」
。
こ
の
他
に
も
、
階
級
差
な
ど
い
く
つ
か
の
基
準
か

ら
よ
り
良
い
相
手
を
選
ぶ
べ
き
だ
と
す
る
。
よ
り
良
い
恋
愛
、
性
交
の

相
手
が
見
つ
か
れ
ば
、
「
種
族
改
良
」
の
た
め
に
「
姦
通
」
も
推
奨
さ

れ
る
。
「
恋
愛
の
選
択
は
新
し
い
解
釈
の
倫
理
的
「
姦
通
」
を
勧
め
る

こ
と
に
も
な
る
が
、
こ
れ
は
種
族
改
良
の
見
地
か
ら
意
識
さ
れ
た
一
つ

の
恋
愛
の
タ
イ
プ
で
あ
る

）
51
（

」
。

　

こ
れ
に
対
し
て
高
群
は
「
自
然
の
意
志
こ
そ
、
合
理
的
で
、
種
族
の

標
準
で
あ
る
」
と
い
い
、
恋
愛
の
選
択
か
ら
人
為
的
な
価
値
観
を
全
て

排
除
し
た
「
恋
愛
選
択
」
を
主
張
す
る
。
高
群
は
、
ケ
イ
が
「
種
族
や
、

肉
体
や
、
血
に
関
す
る
選
択
意
識
で
」
恋
愛
選
択
を
論
じ
た
た
め
に
「
特

殊
的
、
差
別
的
、
階
級
的
に
」
な
っ
て
い
る
と
し
、
こ
の
よ
う
な
人
為

的
な
「
選
択
」
に
よ
り
「
差
別
さ
れ
、
排
斥
さ
れ
る
大
多
数
の
者
に
は
、

恋
愛
の
可
能
性
は
な
い
か
？
」
と
問
う
。
人
為
的
な
「
選
択
意
識
」
を

排
す
れ
ば
、
「
病
気
や
、
世
間
の
者
の
忌
み
嫌
っ
て
い
る
障
害
を
超
越

し
た
恋
愛
」
も
否
定
さ
れ
な
く
な
る

）
52
（

。

　

「
恋
愛
選
択
」
に
よ
る
人
種
改
良
を
否
定
し
て
い
る
点
は
一
見
す
る

と
反
優
生
主
義
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
高
群
は
「
選
択
」
自
体
を
否
定

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、む
し
ろ
「
恋
愛
」
の
成
立
を
「
自
然
の
意
志
」

に
委
ね
る
こ
と
で
「
選
択
」
の
仕
組
み
そ
の
も
の
を
よ
り
純
化
し
、「
恋

愛
」
の
参
加
者
に
徹
底
し
た
競
争
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
恋
愛

選
択
」
に
負
け
た
人
間
は
子
孫
を
残
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
消
極

的
優
生
思
想
で
あ
る
。
高
群
は
そ
の
後
、
M
・
P
・
T
・
ア
チ
ャ
ル
ヤ

な
ど
と
の
論
争

）
53
（

を
通
じ
て
嫉
妬
の
概
念
を
論
じ
、
「
恋
愛
選
択
」
論
を

よ
り
徹
底
し
て
い
く
。

　

「
恋
愛
」
を
通
じ
て
異
性
を
「
選
択
」
で
き
た
「
女
性
」
だ
け
が
「
母

性
」
の
担
い
手
で
あ
る
「
母
親
」
に
な
れ
る
、
と
位
置
付
け
た
こ
と
は
、

当
時
の
恋
愛
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
高
群
も
ま
た
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
を

意
味
す
る

）
54
（

。
高
群
の
「
恋
愛
選
択
」
論
は
「
女
性
」
を
「
母
性
愛
」
の

対
象
の
外
に
出
す
と
同
時
に
、
そ
の
人
を
過
酷
な
優
生
的
競
争
に
晒
す

こ
と
を
肯
定
す
る
。
「
母
性
愛
」
に
お
け
る
子
供
に
対
す
る
絶
対
的
平
等
、

無
条
件
な
肯
定
の
追
求
と
、
「
恋
愛
」
に
お
け
る
選
択
、
優
生
思
想
は
、

両
立
不
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
、
「
恋
愛
」
と
「
母
性
愛
」
の
矛
盾
、
恋
愛
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
中
に
あ
る
「
女
性
」
と
「
母
性
」
原
理
主
義
の
中
に
あ
る
「
母
親
」

と
の
矛
盾
が
問
題
と
な
る
。
も
し
こ
れ
ら
が
別
々
の
も
の
だ
と
す
れ
ば
、

高
群
の
い
う
「
母
性
文
化
の
社
会
」
は
子
供
だ
け
が
遊
ぶ
ピ
ー
タ
ー
・
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パ
ン
の
世
界
で
し
か
な
く
、
同
性
と
は
対
立
し
自
分
の
子
供
だ
け
は
守

り
た
い
と
い
う
個
人
主
義
に
落
ち
着
い
て
し
ま
う
。
「
恋
愛
」
と
「
母

性
愛
」
、
「
女
性
」
と
「
母
性
」
の
矛
盾
を
、
高
群
は
ど
の
よ
う
に
考
え

た
の
だ
ろ
う
か
。

三　
「
母
性
愛
」と「
恋
愛
」を
統
合
す
る
恋
愛
進
化
論

　

『
恋
愛
創
生
』
の
一
九
二
六
年
以
降
三
一
年
ま
で
、
高
群
は
自
ら
が

主
宰
し
た
雑
誌
『
婦
人
戦
線
』
へ
の
寄
稿
な
ど
の
中
で
、
「
家
庭
」
の

廃
絶

）
55
（

や
婚
姻
制
度
の
廃
絶

）
56
（

を
継
続
し
て
論
じ
て
い
る
。
で
は
、
そ
れ
ら

文
化
や
制
度
を
取
り
払
っ
た
先
に
は
ど
の
よ
う
な
社
会
が
待
っ
て
い
る

の
か
。
高
群
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
で
は
個
々
人
が
自
由
に
任
意
の

相
手
と
合
体
し
「
一
体
」
と
な
る
社
会
が
現
出
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
一

体
」
と
は
、
二
体
の
単
細
胞
生
物
が
合
体
し
て
一
つ
に
な
る
こ
と
と
の

相
似
で
考
え
ら
れ
て
い
る

）
57
（

。
「
細
胞
に
は
結
合
が
で
き
る
が
、
個
体
に

は
で
き
な
い
。
手
と
手
を
ま
ぜ
合
い
、
内
臓
を
一
つ
に
し
、
二
つ
の
頭

を
割
っ
て
、
あ
る
一
つ
の
頭
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、

個
体
に
は
で
き
な
い

）
58
（

」
。
ゆ
え
に
、
「
精
神
の
密
か
な
部
分
で
抱
合

）
59
（

」
し
、

形
而
上
的
に
「
一
体
」
を
目
指
す
の
が
「
恋
愛
」
の
働
き
で
あ
る
。
二

者
間
で
の
「
恋
愛
」
が
成
立
し
た
「
最
後
の
一
体
」
で
は
、
あ
る
人
が

恋
愛
の
対
象
と
す
る
他
者
を
占
有
す
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
そ
の
他
者
を

そ
の
人
の
「
全
体
」
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
二
者
は
相
互
に
相
手

を
「
全
体
」
と
し
て
い
る

）
60
（

。
こ
の
定
義
は
、
相
手
を
「
無
差
別
」
に
受

け
止
め
、
相
手
の
あ
り
よ
う
の
「
全
体
」
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
、

つ
ま
り
「
自
由
に
生
か
す
」
と
い
う
「
母
性
愛
」
の
対
象
を
、
子
供
か

ら
異
性
に
入
れ
替
え
た
も
の
で
あ
る
と
読
め
る
。

　

さ
ら
に
、
高
群
が
恋
愛
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
前
提
と
し
て
「
母
性
」
を

定
義
し
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
「
恋
愛
」
は
男
女
の
「
一
体
」

化
を
も
た
ら
す
の
で
、
男
性
は
単
独
で
は
「
母
性
」
の
担
い
手
に
は
な

り
え
な
い
が
、
「
恋
愛
」
の
主
体
と
し
て
女
性
と
「
一
体
」
で
あ
る
限

り
に
お
い
て
「
母
性
愛
」
の
担
い
手
と
な
る
。
だ
か
ら
、
「
父
親
は
母

親
を
愛
し
て
い
る
と
き
に
も
っ
と
も
よ
い
父
親
で
あ
り
う
る

）
61
（

」
。
「
母
性

愛
」
と
「
恋
愛
」
の
矛
盾
は
こ
こ
に
解
消
さ
れ
、
「
恋
愛
」
か
ら
「
母

性
愛
」
ま
で
が
一
貫
し
て
「
無
差
別
」
で
「
自
由
に
生
か
す
」
と
い
う

環
境
を
人
々
に
提
供
す
る
の
で
あ
る
。
新
た
に
産
ま
れ
た
子
供
た
ち
は

「
母
性
愛
」
の
対
象
と
な
り
、
成
長
し
て
「
恋
愛
」
を
す
れ
ば
そ
の
中

で
自
ら
が
「
無
差
別
」
か
つ
「
自
由
」
で
あ
る
こ
と
が
で
き
、
「
恋
愛
」

の
中
で
男
女
相
互
に
「
一
体
」
と
な
り
、
産
ま
れ
た
子
供
に
対
し
て
ま

た
「
母
性
愛
」
を
提
供
す
る
、
と
い
う
循
環
が
成
立
す
る
の
だ
。

　

そ
し
て
、
「
恋
愛
」
の
失
敗
、
「
恋
愛
選
択
」
に
お
け
る
敗
北
は
「
一

体
」
に
到
達
す
る
ま
で
の
過
渡
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
個
人
は

「
一
体
」
へ
と
自
ら
を
投
じ
て
い
く
限
り
に
お
い
て
、
常
に
絶
対
的
平
等
、

無
条
件
肯
定
へ
の
契
機
を
有
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
消
極
的
優
生
思
想

も
否
定
さ
れ
る
。
「
選
択
」
は
消
滅
や
敗
北
な
ど
で
は
な
く
、
「
一
体
」
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と
な
る
ま
で
の
無
期
限
延
期
な
の
だ
。
誰
も
が
「
一
体
」
と
な
る
相
手

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
誰
も
が
子
供
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
。
最
後

の
一
体
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
個
体
が
合
体
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、

す
べ
て
の
人
々
は
「
恋
愛
」
に
よ
っ
て
結
び
つ
く
運
命
に
あ
る
。
全
て

の
人
は
「
一
体
」
と
な
る
可
能
性
に
お
い
て
「
恋
愛
」
の
主
体
な
の
で

あ
り
、
「
一
体
」
と
な
っ
た
人
々
は
そ
の
子
供
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を

待
つ
「
母
性
愛
」
の
主
体
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
高
群
の
恋
愛
進
化
論
は
、
全
て
の
人
間
が
「
恋
愛
」
を

成
就
し
「
母
性
愛
」
を
発
揮
す
る
と
前
提
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、

同
時
代
の
日
本
に
お
け
る
恋
愛
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
極
地
と
い
え
る
。
厨

川
白
村
ら
同
時
代
の
他
の
恋
愛
論
者
は
、
恋
愛
の
理
想
像
を
描
き
指
南

し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
を
人
類
に
あ
ま
ね
く
適
用
し
よ
う
と
は
し
な

か
っ
た
。
人
々
が
「
一
体
」
と
な
り
「
母
性
」
を
有
し
、
世
界
を
「
恋

愛
」
と
「
母
性
愛
」
が
覆
い
、
無
差
別
で
自
由
な
生
き
方
を
可
能
に
す

る
よ
う
社
会
が
進
化
し
て
い
く
、
と
い
う
高
群
の
恋
愛
進
化
論
の
独
特

な
論
理
展
開
は
、
ケ
イ
の
他
に
エ
ミ
ル
・
ル
カ
の
『
戀
愛
の
進
化

）
62
（

』
や

ウ
ォ
ー
ド
の
『
女
性
中
心
説
』
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
『
恋
愛
と

芸
術
と
天
才
と

）
63
（

』
の
引
用
を
通
じ
て
、
社
会
進
化
論
に
基
づ
く
様
々
な

理
論
を
基
礎
に
す
る
こ
と
で
成
立
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
高
群
の
立
論

に
対
し
て
は
、
社
会
進
化
論
と
い
う
西
洋
か
ら
借
り
て
き
た
理
論
を
衒

学
的
に
展
開
し
た
に
過
ぎ
な
い
空
想
で
あ
る
、
と
い
う
批
判
が
そ
の
当

時
か
ら
度
々
な
さ
れ
て
き
た

）
64
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
高
群
は
そ
の
「
母
性
」

お
よ
び
「
母
性
愛
」
の
社
会
を
単
に
空
論
と
し
て
片
付
け
た
わ
け
で
は

な
い
。
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
日
本
に
お
け
る
「
国

史
」
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
二
七
年
テ
ー
ゼ
な
ど

を
背
景
に
日
本
の
歴
史
学
に
強
い
影
響
を
与
え
た
モ
ル
ガ
ン
ら
の
古
代

社
会
研
究
を
知
っ
た
高
群
は
、
恋
愛
進
化
論
を
歴
史
研
究
に
よ
っ
て
立

証
し
よ
う
と
す
る
。

四　

歴
史
に
見
出
さ
れ
る「
母
性
愛
」と「
恋
愛
」

　

高
群
の
女
性
史
研
究
は
、
単
に
歴
史
的
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
「
母
性
」
社
会
を
現
実
化
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
も
位

置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
高
群
は
戦
後
に
、
研
究
を
始
め
た
き
っ
か
け
に

つ
い
て
「
女
性
解
放
へ
の
歴
史
的
根
拠
を
明
ら
か
な
ら
し
め
、
男
性
中

心
の
歴
史
観
を
訂
し
、
人
類
進
歩
の
正
常
化
に
役
立
た
せ
た
い

）
65
（

」
と
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
高
群
自
身
の
思
想
を
踏
ま
え
れ
ば
、

「
人
類
進
歩
の
正
常
化
」
と
い
う
独
特
な
言
い
回
し
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
を
理
解
で
き
る
。す
な
わ
ち
、「
男
性
中
心
の
歴
史
観
」
に
基
づ
く
様
々

な
文
化
や
制
度
を
「
訂
し
」
、
「
女
性
」
を
解
放
す
る
こ
と
で
「
恋
愛
」

と
「
母
性
愛
」
の
実
現
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
に
よ
り
「
人
類
進
歩
」
は

恋
愛
進
化
論
に
沿
う
こ
と
と
な
り
、
高
群
の
考
え
る
「
正
常
」
な
も
の

と
な
る
の
で
あ
る
。
研
究
は
、
そ
の
よ
う
な
未
来
の
た
め
の
「
歴
史
的

根
拠
」
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
『
恋
愛
創
生
』
か
ら
地
続
き
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に
生
ま
れ
て
く
る
。
高
群
が
『
大
日
本
女
性
人
名
辞
書
』
初
版
刊
行
時

（
一
九
三
六
年
）
の
跋
に
書
い
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
元
来
私
の
志
は

日
本
女
性
史
の
著
述
に
あ
り
」
、
こ
の
研
究
は
「
十
年
前
よ
り
の
計
画
」
、

つ
ま
り
『
恋
愛
創
生
』
の
刊
行
と
同
じ
一
九
二
六
年
か
ら
始
ま
っ
て
い

た
と
語
ら
れ
て
い
る

）
66
（

。
三
〇
年
に
は
、
『
婦
人
戦
線
』
創
刊
号
に
載
せ

た
論
考
で
「
我
々
に
襲
い
か
か
る
あ
ら
ゆ
る
旧
社
会
意
識
に
対
し
て
、

我
々
の
婦
人
戦
線
を
布
設
す
る

）
67
（

」
と
宣
言
し
、
『
恋
愛
創
生
』
に
お
け

る
制
度
廃
止
論
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
そ
の
先
に
あ
る
社
会
像
を
提
示
す

る
。
そ
れ
が
「
モ
ル
ガ
ン
、
マ
ウ
レ
ル
ら
の
発
見
し
た
古
代
自
治
社
会
」

で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
婦
人
が
非
常
に
自
由
で
あ
っ
た
」
と
論
じ
る

）
68
（

。

続
い
て
、ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
『
相
互
扶
助
論
』
な
ど
を
根
拠
に
そ
の
「
自

由
」
が
奪
わ
れ
、
ま
た
取
り
戻
さ
れ
る
と
い
う
歴
史
的
過
程
と
展
望
を

概
説
し
て
い
る

）
69
（

。
恋
愛
進
化
論
の
論
拠
と
制
度
廃
止
論
の
正
当
性
を
示

す
女
性
史
の
仮
説
は
、
こ
の
時
す
で
に
高
群
の
中
で
構
築
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
。

　

高
群
は
一
九
三
一
年
か
ら
「
森
の
家
」
と
名
付
け
ら
れ
た
世
田
谷
の

一
軒
家
で
の
研
究
生
活
に
専
念
し
、
三
八
年
に
『
大
日
本
女
性
史　

母

系
制
の
研
究
』
を
、
五
三
年
に
『
招
婿
婚
の
歴
史
』
を
著
す
。
全
五
巻

の
計
画
で
あ
っ
た
女
性
史
の
最
初
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
の
二
つ
の
研

究
は
、
母
系
制
研
究
が
「
系
譜
編
」
で
あ
り
、
招
婿
婚
研
究
が
「
婚
姻

編
」
と
さ
れ
て
い
る

）
70
（

。
こ
の
よ
う
な
二
分
法
に
は
、
高
群
に
お
い
て
「
母

性
愛
」
に
対
応
す
る
「
系
譜
」
、
「
恋
愛
」
に
対
応
す
る
「
婚
姻
」
と
い

う
二
つ
の
も
の
の
歴
史
的
実
証
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

　

日
本
の
古
代
社
会
に
女
性
解
放
の
理
想
像
を
見
出
し
、
「
母
性
」
と

結
び
つ
け
て
母
系
制
研
究
を
論
じ
る
こ
と
は
、
高
群
だ
け
が
提
起
し
た

発
想
で
は
な
い
。
「
母
性
」
と
母
系
制
と
い
う
概
念
の
密
接
な
結
び
つ

き
は
、
す
で
に
山
本
琴
子
が
論
じ
て
い
た

）
71
（

。
山
本
は
女
性
と
し
て
初
め

て
日
本
に
お
け
る
母
系
制
を
研
究
し
た
研
究
者
で
あ
り
、
「
わ
が
国
上

代
の
母
系
及
母
権
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
を
一
九
三
三
年
に
著
し
て

い
る

）
72
（

。
そ
こ
で
山
本
は
「
母
系
制
的
社
会
は
、
外
見
上
母
性
及
び
女
性

の
優
位
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
て
い
る
」
と
定
義
し
、

母
系
制
研
究
が
「
婦
人
を
、
社
会
的
解
放
へ
導
き
出
す
」
手
引
き
と
な

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

）
73
（

。
し
か
し
高
群
の
女
性
史
研
究
は
、
単
に
女

性
解
放
に
は
止
ま
ら
な
い
射
程
を
有
し
て
い
た
。

　

高
群
の
『
母
系
制
の
研
究
』
の
本
論
第
一
章
は
、
日
本
に
お
け
る
「
オ

ヤ
」
、
「
祖
」
、
「
神
」
が
す
べ
て
「
母
性
」
と
し
て
の
「
母
」
を
指
す
言

葉
と
し
て
使
わ
れ
始
め
た
と
い
う
議
論
か
ら
始
ま
る

）
74
（

。
章
の
冒
頭
で
高

群
は
、
先
行
研
究
を
引
き
な
が
ら
「
オ
ヤ
」
は
「
母
」
と
同
義
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
御
祖
（
ミ
オ
ヤ
）
は
母
の
意
で
あ
る
と
す
る
。
続
く

論
証
で
「
氏
神
」
の
中
心
を
な
す
も
の
は
「
母
ま
た
は
先
祖
の
神
」
で

あ
る
と
し
、
次
節
で
は
女
祖
を
論
じ
る
。
こ
の
よ
う
に
母
系
制
の
論
証

に
進
ん
で
行
く
わ
け
だ
が
、
系
譜
か
ら
母
系
制
を
論
証
す
る
と
い
う
研

究
が
、
系
譜
の
祖
が
「
母
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
始
ま
っ
て
い
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る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
高
群
の
母
系
制
の
研
究
は
母
系
制
の
存
在
を

立
証
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
母
系
制
の
存
在
を
前
提
と
し
た
上
で
そ
の

崩
壊
の
過
程
を
な
ぞ
る
と
い
う
筋
道
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
論
法
は
渡

部
義
通
や
モ
ル
ガ
ン
の
母
系
制
研
究
に
多
く
を
負
っ
た
も
の
で
あ
っ
た

）
75
（

。

し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
こ
こ
に
は
日
本
社
会
の
始
原
に
「
母
性
」
を
置

く
と
い
う
高
群
の
強
い
意
図
が
現
れ
て
お
り
、
母
系
制
の
研
究
は
そ
の

「
母
性
愛
」
が
抑
圧
さ
れ
る
歴
史
的
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

「
母
性
」
の
歴
史
的
実
証
の
試
み
が
、
「
母
性
愛
」
の
自
然
な
発
揮
を

挫
折
さ
せ
た
父
系
の
「
系
譜
」
の
発
生
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
母
系

制
研
究
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
恋
愛
」
に
対
応
す
る
高
群
の
招
婿
婚

研
究
は
、
「
一
体
」
へ
向
か
う
対
偶
婚
の
始
ま
り
と
展
開
を
歴
史
的
に

研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
高
群
は
対
偶
婚
と
い
う
「
一
夫
対
一
婦
の
現

象
」
が
現
れ
る
こ
と
が
「
招
婿
婚
の
出
現
」
で
あ
る
と
い
い
、
そ
れ
が

歴
史
上
に
お
い
て
「
群
婚
時
代
の
終
わ
っ
た
」
時
点
か
ら
始
ま
る
こ
と

を
強
調
す
る

）
76
（

。
対
偶
婚
に
お
い
て
「
男
女
は
平
等
」
で
あ
り
、
「
相
互

尊
敬
と
相
互
愛
の
態
度
で
接
し
あ
っ
て
い
る
」
。
高
群
の
研
究
の
理
路

に
従
え
ば
、
招
婿
婚
の
歴
史
は
、
対
偶
婚
と
い
う
男
女
の
当
人
同
士
の

「
自
然
的
」
「
自
由
的
」
な
一
夫
一
婦
婚
が
、
「
差
別
的
主
従
関
係
」
へ

と
変
化
す
る
過
程
で
あ
り

）
77
（

、
そ
の
終
点
が
家
父
長
制
の
始
ま
り
で
あ
っ

た
。

　

し
か
し
、
高
群
の
母
系
制
研
究
お
よ
び
招
婿
婚
研
究
は
、
世
界
的
な

研
究
動
向
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
化
の
中
で
否
定
さ
れ
て
い
く
。

同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
で
は
、
モ
ル
ガ
ン
の
学
説
に
対
す
る
批
判
者

と
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ウ
ェ
ス
タ
ー
マ
ー
ク
や
、
ロ
ン
ド
ン
で
彼
に

師
事
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ー
が
知
ら
れ
て
お
り
、

特
に
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
立
て
続
け
に
出
版
さ
れ
た
マ
リ
ノ
ウ
ス

キ
ー
の
未
開
社
会
論
は
、
原
始
時
代
に
お
け
る
父
権
的
一
夫
一
婦
婚
を

主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
母
権
説
に
立
つ
フ
ラ
ン

ス
の
ブ
リ
フ
ォ
ー
と
の
間
で
激
し
い
論
戦
が
戦
わ
さ
れ
る
な
ど
、
二
〇

年
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
歴
史
上
に
お
け
る
母
権
の

存
在
を
め
ぐ
る
学
説
は
大
き
く
転
換
し
た
。
こ
の
こ
と
が
日
本
に
及
ぼ

し
た
影
響
は
、
例
え
ば
石
原
通
子
が
中
川
善
之
助
と
青
山
道
夫
に
お
け

る
母
権
を
め
ぐ
る
解
釈
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
中
に
現
れ
て
い
よ
う

）
78
（

。

高
群
が
母
系
制
研
究
を
著
し
た
三
〇
年
代
の
日
本
に
お
け
る
歴
史
研
究

の
水
準
を
引
き
継
い
で
書
か
れ
た
『
招
婿
婚
の
研
究
』
は
、
そ
の
よ
う

な
研
究
動
向
の
変
化
を
踏
ま
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
高
群
の

研
究
は
日
本
の
歴
史
研
究
者
か
ら
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
。
モ
ル
ガ
ン
の
枠
組
み
を
批
判
的
に
引
き
継
い
だ
ク
ノ
ー
の
研
究
に

立
脚
し
て
、
日
本
に
お
け
る
母
権
を
研
究
し
た
洞
富
雄
で
す
ら
、
五
九

年
に
著
し
た
『
日
本
母
権
制
社
会
の
成
立
』
に
お
い
て
、
モ
ル
ガ
ン
及

び
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
図
式
は
「
科
学
的
と
は
い
え
な
い
古
め
か
し
い
考
説
」

で
あ
る
と
し

）
79
（

、
史
料
を
曲
解
し
て
そ
の
図
式
を
日
本
の
歴
史
に
当
て
は

め
よ
う
と
し
た
高
群
の
学
説
は
「
牽
強
付
会
」
に
過
ぎ
る
と
批
判
し
て
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い
る

）
80
（

。
つ
ま
り
、
高
群
の
女
性
史
研
究
は
そ
の
実
証
性
い
か
ん
の
前
に
、

研
究
に
あ
た
っ
て
採
用
し
た
枠
組
み
自
体
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
無

効
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

）
81
（

。

　

だ
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
高
群
が
女
性
史
研
究
を
通
じ
て
「
母
性

愛
」
と
「
恋
愛
」
を
、
「
母
系
制
」
と
「
招
婿
婚
」
と
い
う
形
で
、
普

遍
的
な
歴
史
理
論
の
上
に
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
高
群

は
恋
愛
進
化
論
の
理
想
と
す
る
社
会
を
日
本
の
遠
い
歴
史
上
に
見
出
し
、

そ
れ
を
証
明
す
る
こ
と
で
自
ら
の
恋
愛
進
化
論
の
具
体
性
を
提
示
し
よ

う
と
し
た
。
つ
ま
り
、
恋
愛
進
化
論
で
描
い
た
「
母
性
愛
」
の
表
れ
を

「
母
系
制
」
の
社
会
に
、
「
恋
愛
」
の
表
れ
を
「
招
婿
婚
」
の
社
会
に
見

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
の
女
性
史
で
あ
り
な
が
ら
、

モ
ル
ガ
ン
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
を
経
由
し
て
世
界
的
な
歴
史
観
と
直
接
的
に

接
続
さ
れ
、
そ
れ
の
乗
り
越
え
を
も
目
指
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
二
つ
の
論
理
は
、
高
群
の
女
性
史
研
究
の
最
後
の
巻

で
あ
る
『
女
性
の
歴
史
・
続

）
82
（

』
で
「
と
も
に
生
き
る
愛
」
へ
と
接
続
し

て
い
く
。
『
女
性
の
歴
史
・
続
』
の
最
後
の
節
は
、
「
愛
の
世
紀
」
と
題

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
高
群
は
「
母
性
愛
」
お
よ
び
「
恋
愛
」

を
「
と
も
に
生
き
る
愛
」
と
い
う
概
念
に
統
合
し
、
古
代
か
ら
現
代
ま

で
の
歴
史
の
延
長
線
上
に
配
置
す
る
。
「
母
親
の
愛
は
、
生
命
へ
の
愛

で
あ
る
」
。
「
生
命
へ
の
愛
は
、
ひ
い
て
は
共
存
の
愛
―
―
と
も
に
生
き

る
愛
―
―
で
あ
る
。
と
も
に
生
き
る
愛
は
た
だ
の
一
人
を
も
洩
れ
な
く

伴
う
愛
で
あ
り
、
た
だ
の
一
人
を
も
否
定
し
な
い
愛
で
あ
る

）
83
（

」
。
恋
愛

進
化
論
に
お
け
る
「
母
性
」
の
提
起
に
始
ま
っ
た
高
群
の
「
母
性
」
を

め
ぐ
る
思
想
は
、「
母
性
愛
」
が
自
由
に
発
揮
さ
れ
て
い
た
母
系
制
社
会
、

そ
し
て
「
恋
愛
」
の
自
由
に
基
づ
く
一
夫
一
婦
制
が
実
現
し
て
い
た
招

婿
婚
の
社
会
の
歴
史
学
的
論
証
を
経
て
、
「
と
も
に
生
き
る
愛
」
の
展

望
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

平
塚
の
翻
訳
と
「
母
性
保
護
論
争
」
を
通
じ
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
「
母

性
」
概
念
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
概
念
の
創
始
者
た
る
ケ
イ
は
、
「
母
性
」

概
念
を
通
じ
て
、
優
生
思
想
や
国
家
の
論
理
で
生
命
に
優
劣
が
つ
け
ら

れ
差
別
さ
れ
る
こ
と
を
必
然
か
つ
自
然
と
す
る
論
理
を
展
開
し
て
い
た
。

し
か
し
、
高
群
は
「
母
性
」
概
念
に
基
づ
き
、
む
し
ろ
差
別
を
否
定
し
、

自
由
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
、
生
命
と
い
う
も
の
を
そ
の
ま
ま
肯
定
す

る
た
め
の
論
理
を
創
造
し
よ
う
と
し
た

）
84
（

。
そ
こ
で
高
群
は
、
「
母
性
」

の
最
初
の
定
義
に
お
い
て
、
母
親
が
自
ら
の
子
が
ど
の
よ
う
な
性
質
を

有
す
る
人
間
で
あ
る
か
不
知
の
状
態
で
、
そ
れ
ゆ
え
子
の
性
質
に
よ
っ

て
予
め
差
別
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
子
を
生
み
た
い
と
思
う
感
情
を
範

型
と
し
た
。
だ
が
そ
の
定
義
は
、
高
群
自
身
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、

様
々
な
価
値
観
に
縛
ら
れ
た
現
実
の
母
親
は
む
し
ろ
持
ち
難
い
よ
う
な

感
情
で
す
ら
あ
っ
た
。
い
か
な
る
人
で
あ
っ
て
も
そ
の
生
が
予
め
肯
定

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
あ
り
方
を
指
示
す
る
の
に
、
「
母
性
」
は
も
っ
と
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も
妥
当
な
概
念
で
あ
る
と
高
群
は
考
え
た
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
た
め

に
は
ケ
イ
ら
の
進
化
論
的
論
理
を
同
じ
土
俵
で
科
学
的
に
反
駁
し
、
高

群
独
自
の
「
母
性
」
概
念
を
実
体
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

に
こ
そ
、
社
会
進
化
論
と
歴
史
学
と
い
う
、
同
時
代
に
お
い
て
科
学
的

と
さ
れ
た
理
論
に
基
づ
く
必
然
性
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、
「
母
性
」
と

い
う
概
念
は
「
哲
学
」
や
「
〈
歴
史
〉
批
判
」
で
は
あ
り
え
ず
、
む
し

ろ
科
学
と
し
て
の
進
化
論
と
し
て
、
あ
る
い
は
唯
物
論
的
歴
史
学
に
準

ず
る
よ
う
な
形
で
、
提
起
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に

高
群
は
、
恋
愛
進
化
論
の
立
論
、
通
史
的
日
本
女
性
史
研
究
と
い
う
仕

事
を
成
し
遂
げ
、
「
母
性
」
概
念
の
論
理
は
、
「
一
人
を
も
洩
れ
な
く
伴

う
愛
で
あ
り
、
た
だ
の
一
人
を
も
否
定
し
な
い
愛
」
と
し
て
の
「
と
も

に
生
き
る
愛
」
と
い
う
理
念
に
ま
で
到
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

高
群
が
示
し
た
「
母
性
」
、
そ
れ
は
与
謝
野
や
山
川
の
定
義
の
よ
う
な
、

現
実
に
い
る
「
母
」
や
「
女
性
」
に
つ
い
て
の
定
義
で
は
な
い
し
、
平

塚
や
山
田
の
よ
う
に
、
家
族
や
国
家
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
た
役
割
を

示
す
も
の
で
も
な
い
。
高
群
の
「
母
性
」
は
、
「
無
差
別
」
で
「
自
由

に
生
か
さ
れ
る
」
よ
う
な
社
会
の
原
理
と
し
て
、
「
生
命
へ
の
愛
」
と

い
う
さ
ら
に
抽
象
的
な
概
念
を
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
了
解
可
能
な
も
の
と

す
る
た
め
に
、
社
会
進
化
論
や
歴
史
学
の
援
用
に
よ
る
基
礎
づ
け
を
行

う
こ
と
で
、
よ
り
普
遍
的
か
つ
実
証
的
に
定
義
し
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
が
あ
り
の
ま
ま
に
そ
の
生
を
肯
定
さ
れ

る
と
い
う
論
理
を
透
徹
す
る
よ
う
な
新
た
な
社
会
の
核
と
な
る
も
の
と

し
て
、
高
群
が
生
涯
を
か
け
て
打
ち
立
て
よ
う
と
し
た
概
念
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、
高
群
の
「
母
性
」
概
念
は
、
同
時
代
の
他
の
論
者
の
「
母

性
」
概
念
の
位
置
付
け
を
超
え
て
、
女
性
解
放
に
留
ま
ら
な
い
普
遍
的

な
意
義
を
は
ら
ん
で
い
た
と
い
え
る
。
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注（
1
） 

例
え
ば
、
永
井
亨
は
『
婦
人
問
題
研
究
』
の
中
で
「
母
性
の
自
由
即
ち
母

た
る
こ
と
の
自
由
を
論
ず
る
ヱ
レ
ン
・
ケ
イ
は
母
性
主
義
の
代
表
者
」で
「
現

代
代
表
的
の
女
性
論
者
で
あ
る
」
と
い
う
。
永
井
亨
『
婦
人
問
題
研
究
』
岩

波
書
店
、
一
九
二
五
年
（
復
刻
版
、
中
嶌
邦
監
修
『
近
代
婦
人
問
題
名
著
選

集
』
第
七
巻
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
二
年
）
。
高
畠
素
之
は
『
社

會
問
題
辭
典
』
の
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
の
項
で
「
こ
の
種
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

の
う
ち
最
も
有
名
な
の
は
ス
エ
ー
デ
ン
の
エ
レ
ン
・
ケ
イ
で
あ
る
」
と
し
て

い
る
。
高
畠
素
之
『
社
會
問
題
辭
典
』
新
潮
社
、
一
九
二
五
年
、
一
五
〇
―

五
二
頁
。

（
2
） 

代
表
的
な
批
判
と
し
て
、
加
納
実
紀
代
編
『
母
性
フ
ァ
シ
ズ
ム　

母
な
る

自
然
の
誘
惑
』
ニ
ュ
ー
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
・
レ
ビ
ュ
ー
第
六
号
、
学
陽
書
房
、

一
九
九
五
年
。

（
3
） 

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
バ
ダ
ン
テ
ー
ル 

『
母
性
と
い
う
神
話
』
鈴
木
昌
訳
、
筑

摩
書
房
、
一
九
九
八
年
。Elisabeth Badinter, L’am

our en Plus: H
istoire de 

l’am
our m

aternel (XV II e-XX e siècle), Paris: Flam
m

arion, 1980.

（
4
） 

荻
野
は
日
本
の
「
女
性
」
概
念
に
つ
い
て
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
荻

野
美
穂
「
女
性
史
に
お
け
る
〈
女
性
〉
と
は
誰
か
」
田
端
泰
子
・
上
野
千
鶴

子
・
服
藤
早
苗
編
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
女
性
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九

七
年
、
一
一
五
―
三
四
頁
。
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（
5
） Ellen K

ey, Lifslinjer, I. K
ärleken och äktenskapet, Stockholm

: Albert 
Bonniers Förlag, 1903.

（
6
） Ellen K

ey, Love and M
arriage, Trans. Arthur G

. C
hater, N

ew
 York and 

London: G
. P. Putnam

’s Sons, 1911.
（
7
） 
ケ
イ
「
恋
愛
と
結
婚
」
平
塚
ら
い
て
う
訳
『
青
鞜
』
三
巻
一
号
、
一
九
一

三
年
一
月
、
一
―
一
九
頁
。

（
8
） 

エ
レ
ン
・
ケ
イ
の
翻
訳
史
と
平
塚
の
「
母
性
」
概
念
形
成
に
つ
い
て
は
、

金
子
幸
子
『
近
代
女
性
論
の
系
譜
』
不
二
出
版
、
一
九
九
九
年
お
よ
び
広
瀬

玲
子
「
平
塚
ら
い
て
う
の
思
想
形
成
―
―
エ
レ
ン
・
ケ
イ
思
想
の
受
容
を
め

ぐ
る
本
間
久
雄
と
の
違
い
」
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
学
』
第
二
号
、
二
〇
〇
六
年

に
詳
し
い
。

（
9
） 

「
母
性
保
護
論
争
」
に
つ
い
て
は
、
香
内
信
子
「
「
母
性
保
護
論
争
」
の
歴

史
的
意
義
―
―
「
論
争
」
か
ら
「
運
動
」
へ
の
つ
な
が
り
」『
歴
史
評
論
』

一
九
五
号
、
一
九
六
六
年
十
一
月
お
よ
び
香
内
信
子
編
『
資
料 

母
性
保
護

論
争
』
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
八
四
年
。

（
10
） 

マ
リ
ー
・
ス
ト
ー
プ
ス
夫
人
『
母
性
愛
』
矢
口
達
訳
、
朝
香
屋
書
店
、
一

九
二
四
年
。
そ
の
後
、
文
化
生
活
研
究
会
の
「
母
性
読
本
」
叢
書
（
一
九
二

六
―
二
七
）
な
ど
が
発
行
さ
れ
、
「
母
性
」
概
念
は
広
く
使
用
さ
れ
る
言
葉

と
な
っ
て
い
く
。

（
11
） 

中
嶌
邦
「
母
性
論
の
系
譜
」
『
歴
史
公
論
』
四
十
九
号
、
一
九
七
九
年
十

二
月
。

（
12
） 

今
井
小
の
実
『
社
会
福
祉
思
想
と
し
て
の
母
性
保
護
論
争
』
ド
メ
ス
出
版
、

二
〇
〇
五
年
。

（
13
） 

平
塚
ら
い
て
う
「
母
性
の
主
張
に
就
い
て
与
謝
野
晶
子
氏
に
与
ふ
」
『
文

章
世
界
』
十
一
巻
五
号
、
一
九
一
六
年
、
香
内
編
前
掲
書
所
収
、
三
八
―
四

九
頁
。

（
14
） 

与
謝
野
晶
子
「
母
性
偏
重
を
排
す
」
『
太
陽
』
二
十
二
巻
二
号
、
一
九
一

六
年
、
香
内
編
前
掲
書
所
収
、
二
八
―
三
八
頁
。

（
15
） 

山
川
菊
栄
「
無
産
階
級
の
婦
人
運
動
」
『
女
性
改
造
』
一
巻
一
号
、
一
九

二
二
年
十
月
、
五
一
頁
。

（
16
） 

山
田
わ
か
「
今
後
の
婦
人
問
題
を
提
唱
す
」
初
出
不
明
、
一
九
一
八
年
、

香
内
編
前
掲
書
所
収
、
九
三
頁
。

（
17
） 

平
塚
ら
い
て
う
「
母
性
保
護
問
題
に
就
い
て
再
び
与
謝
野
晶
子
氏
に
寄
す
」

『
婦
人
公
論
』
二
巻
七
号
、
一
九
一
八
年
、
香
内
編
前
掲
書
所
収
、
一
〇
六

―
七
頁
。

（
18
） 

米
田
佐
代
子
は
平
塚
が
「
国
家
」
と
「
社
会
」
「
人
類
」
と
い
う
概
念
を

同
義
語
と
し
て
使
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
米
田
佐
代
子
『
平
塚

ら
い
て
う　

近
代
日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
二
年
、
一
〇
七
頁
）
。
そ
も
そ
も
原
典
で
ケ
イ
はsläkt

（
「
人
類
」「
民

族
」「
家
族
」
）
、sam

hälle

（
「
社
会
」「
地
域
」
）
、land

（
「
国
家
」「
社
会
」「
土

地
」
）
な
ど
の
概
念
を
使
い
分
け
て
お
り
、
そ
れ
が
独
訳
、
英
訳
を
経
て
変

化
し
た
た
め
に
生
じ
た
用
語
の
混
乱
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
19
） 

「
母
性
」
概
念
の
定
義
の
不
統
一
が
生
じ
た
原
因
と
し
て
、
「
母
性
保
護
論

争
」
の
中
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
のM

oderskap

と
ド
イ
ツ
語
の

M
utterschutz 

が
ど
ち
ら
も
「
母
性
」
と
い
う
概
念
を
使
っ
て
訳
さ
れ
て
い

る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
前
者
は
ケ
イ
が
一
八
九
六
年
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

“M
issbrukad K

vinnokraft ”

（
「
誤
用
さ
れ
た
女
性
の
力
」
）
に
お
い
て
創
出

し
（
こ
れ
は
後
に
次
の
文
献
に
収
録
さ
れ
た
。Ellen K

ey, M
issbrukad 

K
vinnokraft och K

vinnopsykologi, Stockholm
: A

lbert Bonniers Förlag, 
1914

）
、
社
会
進
化
論
的
に
定
義
さ
れ
る
生
物
的
形
質
と
し
て
ケ
イ
が
打
ち

出
し
た
概
念
だ
が
、
後
者
は
山
田
嘉
吉
が
「
「
母
性
保
護
同
盟
」
に
就
い
て
」

（
『
女
王
』
八
号
、
一
九
一
六
年
、
香
内
編
前
掲
書
所
収
、
二
四
七
―
五
二
頁
）

に
お
い
て
解
説
し
た
通
り
ド
イ
ツ
の
「
母
性
保
護
」
に
端
を
発
す
る
用
語
で

あ
り
、
そ
の
二
つ
は
原
語
で
の
位
置
付
け
が
異
な
る
。
ゆ
え
に
「
母
性
保
護

論
争
」
は
同
床
異
夢
の
論
争
と
な
り
、「
名
称
と
内
容
と
が
か
な
り
違
う
」（
香

内
編
前
掲
書
「
解
説
」
、
三
一
九
頁
）
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
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平
塚
は
山
田
嘉
吉
が
前
掲
の
論
文
を
著
す
少
し
前
の
一
九
一
五
年
七
月
か
ら

山
田
が
主
催
す
る
英
語
塾
に
学
ん
で
お
り
、
そ
こ
で
「
母
性
保
護
」
に
関
す

る
情
報
を
得
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
（
金
子
前
掲
書
、
一
三
三
頁
）
。

M
utterschutz

に
つ
い
て
山
田
嘉
吉
が
参
照
し
て
い
る
「
母
性
保
護
同
盟
」

（Bund für M
utterschutz

）
は
ヘ
レ
ー
ネ
・
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
（H

elene 
Stöcker

）
が
一
九
〇
五
年
に
設
立
し
た
団
体
。
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
の
思
想
と
活

動
に
つ
い
て
は
、
市
野
川
容
孝
「
性
と
生
殖
を
め
ぐ
る
政
治
」
江
原
由
美
子

編
『
生
殖
技
術
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
六
年
、
一
六
四
―
八

六
頁
、
水
戸
部
由
枝
「
ヘ
レ
ー
ネ
・
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
と
帝
政
ド
イ
ツ
の
堕
胎

論
争
」
西
洋
史
学
会
編
『
西
洋
史
学
』
一
九
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
四
―

六
一
頁
、
太
田
恭
子
「
近
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ヘ
レ
ー
ネ
・
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー

の
「
新
し
い
倫
理
」
」
『
日
本
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
』
七
号
、
二
〇
〇
四
年
、
四

三
―
五
六
頁
な
ど
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
複
数
の
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー

著
作
を
翻
訳
し
て
い
る
掛
川
典
子
は
、
次
の
翻
訳
の
「
解
題
」
で
ニ
ー
チ
ェ

を
媒
介
と
し
た
ケ
イ
、
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
、
平
塚
の
思
想
的
連
関
に
つ
い
て
問

題
提
起
し
て
い
る
。
掛
川
典
子
「
ヘ
レ
ー
ネ
・
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
著
「
私
た
ち

の
価
値
転
換
」
（
一
八
九
七
）
」
『
昭
和
女
子
大
学
女
性
文
化
研
究
所
紀
要
』

四
十
四
号
、
二
〇
一
七
年
、
三
九
―
四
九
頁
。

（
20
） 

高
群
に
つ
い
て
は
堀
場
清
子
と
鹿
野
政
直
の
研
究
に
よ
り
、
そ
の
思
想
と

生
涯
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
鹿
野
政
直
・
堀
場
清
子
『
高
群
逸
枝
』
朝

日
新
聞
社
、
一
九
八
五
年
（
初
出
一
九
七
七
年
）
、
堀
場
清
子
『
高
群
逸
枝

の
生
涯　

年
譜
と
著
作
』
ド
メ
ス
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
お
よ
び
橋
本
憲
三
・

堀
場
清
子
『
わ
が
高
群
逸
枝
』
上
・
下
、
朝
日
新
聞
出
版
、
一
九
八
一
年
。

（
21
） 

鹿
野
・
堀
場
前
掲
書
、
二
三
六
―
七
頁
。

（
22
） 

西
川
祐
子
『
森
の
家
の
巫
女 

高
群
逸
枝
』
新
潮
社
、
一
九
八
二
年
、
一

一
〇
―
一
頁
。

（
23
） 

加
納
実
紀
代
『
女
た
ち
の
〈
銃
後
〉
』
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
一
九
九
五
年
、

一
六
〇
頁
。

（
24
） 

山
下
悦
子
『
高
群
逸
枝
論　

「
母
」
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』
河
出
書
房
新
社
、

一
九
八
八
年
、
一
〇
一
―
二
頁
。

（
25
） 

同
書
、
九
三
―
七
頁
。
上
野
千
鶴
子
は
山
下
が
「
母
」
の
論
理
で
高
群
を

天
皇
制
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
歴
史
的
事
実
と
反
す
る
と
し
て
、
山
下
の
読

み
込
み
の
政
治
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
上
野
千
鶴
子
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
加
納
編
前
掲
書
、
一
二
八
頁
。

（
26
） 

丹
野
さ
き
ら
『
高
群
逸
枝
の
夢
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
一
九
頁
。

（
27
） 

同
書
、
一
八
二
頁
。

（
28
） 

同
書
、
一
六
八
頁
。

（
29
） 

高
群
逸
枝
「
恋
愛
創
生
」
『
高
群
逸
枝
全
集
』
第
七
巻
、
理
論
社
、
一
九

六
七
年
。
以
下
、
『
高
群
逸
枝
全
集
』
全
十
巻
、
理
論
社
、
一
九
六
六
―
六

七
年
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
単
に
『
全
集
』
と
し
、
出
版
社
・
出
版
年

を
略
す
。
ま
た
、
二
回
目
以
降
の
引
用
は
題
名
の
み
示
す
。

（
30
） 

一
九
二
六
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
恋
愛
創
生
』
に
先
立
っ
て
同
年
一
月

に
発
行
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
高
群
逸
枝
「
婦
人
か
ら
の
抗
議　

主
と
し

て
共
産
主
義
者
に
対
す
る
」
啓
明
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
第
六
冊
、
啓
明
会
本
部
、

一
九
二
六
年
）
に
お
い
て
も
ケ
イ
に
対
す
る
「
母
性
」
批
判
（
二
二
―
六
頁
）

が
、
同
様
の
論
調
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

（
31
） 

高
群
の
自
叙
伝
『
火
の
国
の
女
の
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
高
群
に
お
け
る
「
母
性
主
義
」
の
「
開
眼
の
契
機
」
は
一
九
二
二
年
、

高
群
が
二
十
八
歳
の
時
に
男
児
を
死
産
し
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
（
高
群
逸

枝
・
橋
本
憲
三
「
火
の
国
の
女
の
日
記
」
『
全
集
』
第
十
巻
、
一
九
六
頁
）
。

（
32
） 

「
恋
愛
創
生
」
一
〇
七
頁
。

（
33
） 

高
群
が
参
照
し
た
訳
本
は
、
『
恋
愛
創
生
』
内
の
引
用
文
と
の
対
照
か
ら

次
の
文
献
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
エ
レ
ン
・
ケ
イ
『
戀
愛
と
結
婚
』
原
田

実
訳
、
天
佑
社
、
一
九
二
〇
年
。

（
34
） 
エ
レ
ン
・
ケ
イ
『
恋
愛
と
結
婚
』
小
野
寺
信
・
小
野
寺
百
合
子
訳
、
新
評

論
、
一
九
九
七
年
、
二
一
五
頁
（
底
本
：Ellen K

ey, Kärleken och äktenskapet, 
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）
。
ケ
イ
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
瑞
語
か
ら

の
直
接
翻
訳
で
あ
る
小
野
寺
訳
を
引
用
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
注
に
お
い
て
原

田
訳
に
も
言
及
し
た
。
た
だ
し
、
原
著
初
版
は
注
（
5
）
で
引
用
し
た
通
り
、

『
生
命
線
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
35
） 
ケ
イ
『
恋
愛
と
結
婚
』
、
二
一
四
頁
。

（
36
） 
ケ
イ
『
恋
愛
と
結
婚
』
、
二
五
一
頁
。
〔　

〕
内
は
小
野
寺
訳
で
は
欠
落
し

て
い
る
た
め
、
前
掲
原
田
訳
二
七
八
―
二
七
九
頁
か
ら
補
い
、
旧
字
、
旧
仮

名
遣
い
は
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
た
。
高
群
は
こ
れ
を
「
恋
愛
創
生
」
一
〇

九
頁
に
お
い
て
引
用
し
て
い
る
。
原
田
訳
の
底
本
で
あ
る
独
訳
版
、
英
訳
版

の
該
当
箇
所
は
次
を
参
照
せ
よ
。Ellen K

ey, Ü
ber Liebe und Ehe, trans. 

Francis M
aro, Berlin: S. Fischer, Verlag, 1911, p. 264. 

お
よ
びK

ey, Love 
and M

arriage, p. 243.

（
37
） 

「
恋
愛
創
生
」
、
九
七
―
八
お
よ
び
一
〇
三
―
四
頁
。

（
38
） 

バ
ダ
ン
テ
ー
ル
前
掲
書
、
二
〇
頁
。

（
39
） 

「
恋
愛
創
生
」
、
一
〇
九
頁
。
こ
れ
は
、
前
述
の
ケ
イ
の
「
有
能
な
る
子
ど

も
を
産
み
育
て
」
る
母
親
を
表
彰
す
べ
き
だ
、
と
い
う
く
だ
り
に
対
応
し
た

批
判
で
あ
る
。

（
40
） 

「
恋
愛
創
生
」
、
一
〇
七
頁
。

（
41
） 

「
恋
愛
創
生
」
、
九
八
―
一
〇
〇
頁
。

（
42
） 

「
恋
愛
創
生
」
、
一
〇
八
頁
。

（
43
） 

「
恋
愛
創
生
」
、
八
〇
頁
。

（
44
） 

「
恋
愛
創
生
」
、
一
一
八
―
九
頁
。

（
45
） 

例
え
ば
そ
れ
は
、
高
群
が
一
九
三
〇
年
の
『
婦
人
戦
線
』
創
刊
号
に
お
い

て
、
ケ
イ
の
『
児
童
の
世
紀
』
の
表
現
を
引
き
な
が
ら
書
く
次
の
一
節
に
現

れ
る
。
「
「
二
十
世
紀
は
婦
人
と
児
童
の
世
紀
で
あ
る
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
ご

と
く
、
婦
人
の
自
覚
は
、
常
に
母
性
本
能
の
自
覚
、
従
っ
て
子
供
の
自
由
及

び
権
利
に
対
す
る
自
覚
を
伴
う
て
起
こ
っ
て
く
る
」
（
高
群
逸
枝
「
婦
人
戦

線
に
立
つ
」
『
婦
人
戦
線
』
一
巻
一
号
、
一
九
三
〇
年
三
月
、
一
〇
頁
）
。

（
46
） 

米
田
は
平
塚
と
高
群
の
違
い
を
前
者
が
「
権
利
」
、
後
者
が
「
自
然
」
と

し
て
「
母
性
」
を
捉
え
た
点
に
見
出
し
て
い
る
（
米
田
佐
代
子
「
母
性
主
義

の
歴
史
的
意
義
」
女
性
史
総
合
研
究
会
編
『
日
本
女
性
史
』
五　

現
代
、
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
、
一
三
九
頁
）
。

（
47
） 

今
日
で
は
進
化
論
に
お
け
るselection

を
「
選
択
」
と
訳
す
の
が
通
例
で

あ
る
が
、
当
時
は
「
淘
汰
」
と
訳
さ
れ
て
い
た
。
本
論
で
は
八
杉
龍
一
の
見

解
に
従
い
、
「
選
択
」
に
統
一
し
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
『
種
の
起
原
（
上
）
』
八

杉
龍
一
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
四
四
四
頁
お
よ
び
、
八
杉
龍
一
編

訳
『
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
論
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
一
三
―
四
頁
を

参
照
の
こ
と
。

（
48
） 

『
恋
愛
と
結
婚
』
の
第
四
章“K

ärlekens urval ”

は
、
英
語
に
す
れ
ば“Love ’s 

selection

（
恋
愛
選
択
）”

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の“N

atural 
selection

（
自
然
選
択
）”

と
の
対
比
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。
ケ
イ
に
お

け
る
社
会
進
化
論
の
影
響
に
つ
い
て
は
複
数
の
研
究
が
あ
る
。
ハ
ミ
ル
ト
ン

に
よ
れ
ば
、
ケ
イ
は
一
八
七
九
年
に
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
触
れ
、
同
年
秋
に

ロ
ン
ド
ン
へ
訪
れ
た
際
に
は
ハ
ク
ス
リ
ー
や
ヘ
ッ
ケ
ル
と
面
会
し
て
い
る

（Louise N
yström

-H
am

ilton, Ellen Key: H
er Life and H

er W
ork, Trans. A. 

E. B. Fries, N
ew

 York: Th
e K

nickerbocker Press, 1913, p. 61

）
。
ま
た
、

レ
ン
グ
ボ
ル
ン
は
、
ケ
イ
の“Tankeböckerna ”

（
「
思
想
書
」
）
と
題
さ
れ

た
日
記
や
手
紙
の
分
析
を
通
じ
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
が
ケ
イ
の
思
想
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
と
論
じ
て
い
る
（Th

orbjörn Lengborn, “Ellen K
ey ”, 

Prospects: the quarterly review
 of com

parative education, vol. 23, Autum
n, 

1993, pp. 825-837

）
。

（
49
） 

ケ
イ
『
恋
愛
と
結
婚
』
、
一
五
一
―
二
頁
。

（
50
） 

ケ
イ
『
恋
愛
と
結
婚
』
、
一
五
八
―
九
頁
。

（
51
） 

ケ
イ
『
恋
愛
と
結
婚
』
、
一
六
四
頁
。

（
52
） 
「
恋
愛
創
生
」
、
九
〇
―
九
三
頁
。

（
53
） 
「
通
信
網
は
世
界
に
張
ら
れ
た
！
」
『
婦
人
戦
線
』
一
巻
七
号
、
一
九
三
〇



社会思想史研究　No. 43　2019

　●　140

年
九
月
、
三
一
頁
に
よ
れ
ば
、
松
本
正
枝
「
女
性
の
社
会
主
義
」
『
婦
人
戦
線
』

一
巻
二
号
、
一
九
三
〇
年
四
月
は
英
訳
さ
れ
て
諸
外
国
に
送
ら
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
M
・
P
・
T
・
ア
チ
ャ
ル
ヤ
か
ら
「
嫉
妬
心
の
問
題
に
つ
い
て
」

が
寄
稿
さ
れ
た
（
『
婦
人
戦
線
』
二
巻
二
号
、
一
九
三
一
年
二
月
）
。
ア
チ
ャ

ル
ヤ
は
の
ち
に
イ
ン
ド
共
産
党
の
設
立
に
も
関
わ
る
イ
ン
ド
出
身
の
運
動
家

で
あ
り
、
当
時
フ
ラ
ン
ス
で
活
動
し
て
い
た
（
代
表
的
な
人
物
研
究
と
し
て
、

Bisham
ber D

ayal Yadav, M
.P.T

 Acharya: Rem
iniscences of an Indian 

Revolutionary, N
ew

 D
elhi: Anm

ol Publications, 1991

）
。
ア
チ
ャ
ル
ヤ
の

こ
の
寄
稿
か
ら
、
『
婦
人
戦
線
』
誌
上
で
「
嫉
妬
心
論
争
」
が
始
ま
っ
た
。

佐
藤
和
夫
『
女
た
ち
の
近
代
批
判
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
一
年
に
詳
し
い
。

（
54
） 

当
時
の
恋
愛
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
は
複
数
の
研
究
が
あ
る
。
高
群
を

主
題
的
に
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
加
藤
秀
一
『
〈
恋
愛
結
婚
〉
は
何
を
も
た

ら
し
た
か
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
四
年
。
ま
た
、
次
の
文
献
も
参
照
の
こ
と
。

菅
野
聡
美
『
消
費
さ
れ
る
恋
愛
論
』
青
弓
社
、
二
〇
〇
一
年
お
よ
び
小
谷
野

敦
『
恋
愛
の
昭
和
史
』
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
五
年
。

（
55
） 

高
群
逸
枝
「
家
庭
否
定
論
」
『
婦
人
戦
線
』
一
巻
二
号
、
一
九
三
〇
年
四
月
。

（
56
） 

高
群
逸
枝
「
無
政
府
恋
愛
を
描
く
」
『
婦
人
戦
線
』
一
巻
七
号
、
一
九
三

〇
年
九
月
。

（
57
） 

「
恋
愛
創
生
」
、
三
〇
頁
。
高
群
は
こ
の
発
想
を
次
の
文
献
か
ら
得
た
。
レ

ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ド
『
女
性
中
心
説
』
堺
利
彦
訳
、
牧
民
社
、
一
九
一
六
年
。

原
著
はLester F. W

ard, “Th
e Phylogenetic Forces, ” Pure Sociology, N

ew
 

York: M
acm

illan, 1903.

（
58
） 

「
恋
愛
創
生
」
、
三
三
頁
。

（
59
） 

「
恋
愛
創
生
」
、
一
八
一
頁
。

（
60
） 

「
恋
愛
創
生
」
、
一
五
三
頁
。

（
61
） 

「
女
性
の
歴
史　

二
」
『
全
集
』
第
五
巻
、
一
〇
三
一
頁
。

（
62
） 

エ
ミ
ル
・
ル
カ
『
戀
愛
の
進
化
』
衛
藤
利
夫
訳
、
大
日
本
文
明
協
會
、
一

九

一

六

年
。

原

著

はEm
il Lucka, D

ie drei Stufen der Erotik, Berlin: 

Schuster &
 Loeffl

er, 1913.

（
63
） 

シ
ョ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
『
恋
愛
と
芸
術
と
天
才
と
』
山
下
三
郎
・
庄
直
一

訳
、
角
田
勘
一
郎
編
、
隆
文
館
、
一
九
〇
七
年
。
原
著
出
典
不
明
。

（
64
） 

例
え
ば
山
川
は
、
高
群
の
主
張
（
「
山
川
菊
栄
氏
の
恋
愛
観
を
難
ず
」
『
婦

人
公
論
』
十
三
巻
五
号
、
一
九
二
八
年
五
月
）
を
、「
夢
遊
病
者
の
譫
言
」
「
奔

放
な
空
想
」
と
酷
評
す
る
（
山
川
菊
栄
「
ド
グ
マ
か
ら
出
た
幽
霊
」
『
婦
人

公
論
』
十
三
巻
六
号
、
一
九
二
八
年
六
月
、
四
九
頁
）
。

（
65
） 

「
母
系
制
の
研
究
」
『
全
集
』
第
一
巻
、
二
頁
。
全
集
に
収
録
さ
れ
た
も
の

は
一
九
五
三
年
に
講
談
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
新
版
で
あ
り
、
初
版
か
ら
は
大

き
な
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
66
） 

高
群
逸
枝
『
大
日
本
女
性
人
名
辞
書
』
改
訂
版
、
厚
生
閣
、
一
九
四
二
年
、

（
復
刻
版
：
新
人
往
来
社
、
一
九
八
〇
年
）
跋
一
頁
。

（
67
） 

前
掲
「
婦
人
戦
線
に
立
つ
」
九
頁
。

（
68
） 

「
母
性
」
の
理
想
像
を
原
始
社
会
に
見
出
す
と
い
う
前
提
は
、
歴
史
研
究

の
期
間
を
通
じ
て
晩
年
ま
で
堅
持
さ
れ
て
い
る
。
「
原
始
社
会
の
族
母
は
一

部
落
の
老
若
男
女
を
あ
た
た
か
く
大
き
な
母
性
愛
で
つ
つ
ん
で
い
た
」
（
「
女

性
の
歴
史　

二
」
、
一
〇
三
一
頁
）
。

（
69
） 

前
掲
「
婦
人
戦
線
に
立
つ
」
一
二
―
三
頁
。

（
70
） 

高
群
逸
枝
「
招
婿
婚
の
研
究　

一
」
『
全
集
』
第
二
巻
、
例
言
一
頁
。

（
71
） 

山
本
と
高
群
の
関
係
に
つ
い
て
は
緒
方
の
研
究
を
参
照
の
こ
と
。
緒
方
和

子
「
山
本
琴
子
を
さ
が
し
も
と
め
て　

女
性
史
研
究
の
先
駆
者
」
『
女
性
史

研
究
』
十
九
集
、
一
九
八
四
年
十
二
月
お
よ
び
、「
山
本
琴
子
と
『
古
代
社
会
』

の
邦
訳
」
『
女
性
史
研
究
』
二
十
二
集
、
一
九
八
七
年
十
二
月
、
「
山
本
琴
子

の
郷
里
を
た
ず
ね
て
」
『
女
性
史
研
究
』
二
十
六
集
、
一
九
九
一
年
十
二
月
。

（
72
） 

山
本
琴
子
「
わ
が
国
上
代
の
母
系
及
母
権
に
つ
い
て
」
『
歴
史
科
学
』
二

巻
一
号
、
一
九
三
三
年
三
月
六
六
―
七
六
頁
。

（
73
） 
「
日
本
古
代
史
研
究
座
談
会
」
『
歴
史
科
学
』
二
巻
一
号
、
一
九
三
三
年
三

月
一
〇
六
―
一
五
頁
。
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（
74
） 

「
母
系
制
の
研
究
」
六
四
頁
以
下
。

（
75
） 

高
群
は
渡
部
義
通
『
日
本
原
始
社
会
史
』
白
揚
社
、
一
九
三
四
年
な
ど
を

参
照
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
高
群
逸
枝
『
母
系
制
の
研
究
』
と
「
血

の
帰
一
」
の
思
想
」
『
総
合
女
性
史
研
究
』
三
六
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
、

二
九
―
四
九
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
76
） 

「
招
婿
婚
の
研
究　

一
」
、
六
七
―
八
頁
。

（
77
） 

「
招
婿
婚
の
研
究　

二
」
『
全
集
』
第
三
巻
、
一
〇
二
二
―
七
頁
。

（
78
） 

石
原
通
子
「
ブ
リ
フ
ォ
ー
『
母
た
ち
』
を
め
ぐ
っ
て
」
『
歴
史
評
論
』
三

四
七
号
、
一
九
七
九
年
三
月
、
二
七
―
四
六
頁
。

（
79
） 

洞
富
雄
『
日
本
母
権
制
社
会
の
成
立
』
早
大
生
協
出
版
、
一
九
五
九
年
（
湯

沢
雍
彦
監
修
『
「
家
族
・
婚
姻
」
研
究
文
献
選
集
』
戦
後
編
十
九
、
ク
レ
ス

出
版
、
一
九
九
一
年
所
収
）
、
九
頁
。

（
80
） 

同
書
、
一
九
四
―
二
〇
二
頁
。
栗
原
弘
は
、
よ
り
詳
細
な
分
析
の
上
で
高

群
の
研
究
上
の
誤
謬
を
指
摘
し
て
い
る
。
栗
原
弘
『
高
群
逸
枝
の
婚
姻
女
性

史
像
の
研
究
』
高
梨
書
店
、
一
九
九
四
年
。

（
81
） 

た
だ
し
、
こ
れ
は
日
本
の
研
究
史
に
限
っ
た
話
で
あ
り
、
国
外
の
研
究
潮

流
の
中
で
は
モ
ル
ガ
ン
の
意
義
の
再
考
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

M
eyer Fortes, K

inship and the Social O
rder, London: R

outledge and 
K

egan Paul, 1969.

（
82
） 

一
九
三
一
年
『
母
系
制
の
研
究
』
に
始
ま
っ
た
高
群
の
女
性
史
研
究
は
、

五
八
年
に
校
了
し
た
『
女
性
の
歴
史
・
続
』
ま
で
の
六
巻
に
よ
っ
て
完
結
す

る
。
『
全
集
』
に
は
「
女
性
の
歴
史　

二
」
に
『
女
性
の
歴
史　

下
巻
』
と

一
続
き
の
も
の
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
83
） 

「
女
性
の
歴
史　

二
」
、
一
〇
三
一
―
五
三
頁
。

（
84
） 

神
と
国
家
と
の
関
連
で
、
高
群
の
「
母
性
」
と
太
平
洋
戦
争
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
西
川
は
高
群
が
「
一
足
先
に
〔
戦
争
〕
協

力
の
論
理
を
き
ず
い
て
い
た
」
（
西
川
前
掲
書
、
一
六
一
頁
）
と
い
う
が
、

戦
争
が
ど
の
よ
う
に
始
ま
る
か
、
展
開
す
る
か
は
予
知
さ
れ
え
な
い
の
だ
か

ら
、
高
群
が
日
本
女
性
史
研
究
か
ら
導
き
出
し
て
い
た
論
理
を
、
国
家
が
戦

争
の
た
め
に
援
用
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
逆
で
は
な
い
。
む
し
ろ

高
群
は
、
歴
史
研
究
を
も
と
に
天
皇
を
歴
史
内
に
位
置
付
け
て
そ
の
神
性
を

奪
い
つ
つ
、
神
の
地
位
を
「
母
性
」
で
置
き
換
え
る
こ
と
で
実
体
的
な
も
の

へ
と
落
と
し
込
も
う
と
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

高
群
逸
枝
、
母
性
、
恋
愛
、
進
化
論
、
女
性
史
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『
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ル
マ
ー
の
政
治
思
想 

 
 

―
―
ロ
ッ
ク
が
否
定
し
た
王
権
神
授
説

』

（
古
田
拓
也
著
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）

辻 

康
夫

　

本
書
は
十
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
絶
対
主
義
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ロ

バ
ー
ト
・
フ
ィ
ル
マ
ー
の
政
治
思
想
と
そ
の
受
容
を
論
じ
た
研
究
で
あ
る
。

本
書
は
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
思
想
を
あ
つ
か
う
第
一
部
「
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ

ル
マ
ー
と
そ
の
時
代
」
と
、
後
代
の
思
想
家
に
よ
る
フ
ィ
ル
マ
ー
論
を
検

討
す
る
第
二
部
「
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ル
マ
ー
の
遺
産
」
に
わ
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
二
つ
ず
つ
の
章
か
ら
な
る
。

　

第
一
章
で
は
、
内
乱
勃
発
以
前
の
フ
ィ
ル
マ
ー
の
思
想
が
、
『
パ
ト
リ

ア
ー
カ
』
を
素
材
に
し
て
分
析
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

は
、
議
会
の
立
場
を
擁
護
す
る
「
古
来
の
国
制
論
」
が
力
を
持
つ
一
方
で
、

国
王
を
法
の
上
に
お
く
ボ
ダ
ン
流
の
主
権
論
を
移
入
す
る
動
き
も
存
在
し

た
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
は
、
両
者
の
対
立
を
調
停
す
る
た
め
、
国
王
権
力

の
絶
対
性
を
一
般
論
と
し
て
認
め
つ
つ
も
、
「
文
明
的
王
国
」
で
あ
る
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
王
は
人
民
と
約
束
し
た
法
に
よ
っ
て
統
治
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
制
限
君
主
制
の
観
念
を
提
示
し
た
。
フ
ィ
ル
マ
ー

は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
熟
知
し
な
が
ら
、
あ
え
て
主
権
論
の
立
場
を
と
り
、

国
王
権
力
の
絶
対
性
を
主
張
す
る
。
彼
が
主
た
る
批
判
対
象
と
し
た
ス
ア

レ
ス
や
ベ
ラ
ル
ミ
ー
ノ
は
、「
自
然
的
自
由
」
か
ら
出
発
し
て
、
契
約
に
よ
っ

て
統
治
の
正
統
性
を
説
明
し
、
抵
抗
権
を
基
礎
づ
け
た
。
フ
ィ
ル
マ
ー
は

こ
れ
を
論
駁
す
る
た
め
に
、
「
自
然
的
自
由
」
の
存
在
を
否
定
し
、
こ
れ

に
代
え
て
ア
ダ
ム
の
支
配
権
の
観
念
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
創
造
の
時

点
か
ら
、
ア
ダ
ム
に
よ
る
子
孫
へ
の
統
治
が
存
在
し
、
そ
れ
が
連
綿
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
「
自
然
的
自
由
」
は
存
在
し
な
い
、
と
い

う
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
ア
ダ
ム
の
統
治
権
力
は
、
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
そ
の

保
持
者
は
ど
の
よ
う
に
特
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
を
め
ぐ

る
フ
ィ
ル
マ
ー
の
記
述
に
は
あ
い
ま
い
さ
が
あ
り
、
後
代
の
解
釈
も
一
様

で
な
い
が
、
本
書
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
理
論
の
本
筋
は
、「
摂

理
主
義
」
で
あ
る
。
世
界
に
は
、
君
主
制
以
外
に
貴
族
制
や
民
主
制
な
ど

多
様
な
統
治
形
態
が
存
在
し
、
ま
た
統
治
の
継
承
方
法
も
、
世
襲
、
選
挙
、
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簒
奪
、
征
服
な
ど
様
々
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
多
様
性
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
統
治
は
、
神
の
摂
理
に
よ
っ

て
成
立
し
た
の
で
あ
り
、
ア
ダ
ム
の
支
配
権
を
受
け
継
い
で
い
る
、
と
い

う
の
が
フ
ィ
ル
マ
ー
の
主
張
な
の
で
あ
る
。

　

第
二
章
は
、
内
乱
期
以
降
の
フ
ィ
ル
マ
ー
の
思
想
の
変
遷
を
あ
つ
か
う
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
「
十
九
箇
条
へ
の
回
答
」
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
統

治
を
混
合
政
体
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
で
、
議
論
の
場
を
一
変
さ
せ
た
。

議
会
派
は
、
混
合
君
主
制
の
観
念
を
手
が
か
り
に
、
国
王
へ
の
武
力
抵
抗

の
権
利
を
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
王
党
派
は
、
混
合
君
主
制
と
い

う
解
釈
を
否
定
し
、
他
方
で
絶
対
主
義
を
も
否
定
し
て
、
従
来
の
「
文
明

的
王
国
」
論
の
線
に
戻
ろ
う
と
す
る
。
本
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
状

況
の
な
か
で
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
議
論
の
力
点
は
、
政
体
と
し
て
の
絶
対
君

主
制
を
擁
護
す
る
こ
と
に
お
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
彼
は
混
合
君
主
制
は

も
と
よ
り
、
「
文
明
的
王
国
」
論
に
も
と
づ
く
「
制
限
君
主
制
」
を
も
明

確
に
拒
否
す
る
。
さ
ら
に
自
然
法
に
よ
る
国
王
権
力
へ
の
制
約
の
議
論
さ

え
も
取
り
去
ら
れ
、
「
暴
君
」
の
概
念
自
体
が
否
定
さ
れ
る
。
君
主
制
以

外
の
政
体
は
、
神
の
定
め
に
反
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

絶
対
君
主
制
を
強
く
擁
護
し
た
結
果
、
現
存
の
多
様
な
統
治
の
正
統
性
を

主
張
す
る
「
摂
理
主
義
」
と
の
間
の
矛
盾
が
表
面
化
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
矛
盾
は
、
共
和
政
の
成
立
に
よ
り
、
決
定
的
な
も
の
に
な
る
。
本

書
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
ル
マ
ー
は
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
「
摂
理
主
義
」
を
逸

脱
し
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
家
へ
の
忠
誠
を
部
分
的
に
維
持
す
る
選
択
を
す
る
。

す
な
わ
ち
、
亡
命
中
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
を
「
真
の
統
治
者
」
と
し
た
う
え
で
、

統
治
の
「
簒
奪
者
」
が
チ
ャ
ー
ル
ズ
を
害
さ
な
い
と
い
う
条
件
を
つ
け
て
、

国
民
に
「
簒
奪
者
」
へ
の
服
従
を
勧
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
ィ

ル
マ
ー
の
議
論
の
変
転
は
、
「
摂
理
主
義
」
の
帰
結
を
、
フ
ィ
ル
マ
ー
自

身
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。

　

第
三
章
で
は
、
ロ
ッ
ク
に
よ
る
フ
ィ
ル
マ
ー
と
の
対
決
が
た
ど
ら
れ
る
。

本
書
が
注
目
す
る
の
は
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
契
約
説
批
判
に
対
し
て
、
ロ
ッ

ク
が
ど
の
よ
う
に
応
答
し
た
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
ベ
ラ
ル
ミ
ー
ノ
や

ス
ア
レ
ス
の
契
約
説
に
よ
れ
ば
、
神
は
人
民
に
政
治
権
力
を
与
え
、
人
民

は
そ
の
行
使
を
為
政
者
に
託
す
が
、
そ
の
際
に
人
民
の
同
意
は
、
「
多
数

者
の
同
意
」
を
通
じ
て
与
え
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
フ
ィ
ル
マ
ー
は
こ
れ
ら

の
観
念
に
攻
撃
を
加
え
る
。
い
わ
く
、
自
然
状
態
の
自
由
は
、
す
べ
て
の

人
が
個
別
に
同
意
し
な
け
れ
ば
放
棄
さ
れ
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
社
会
の
構
成
員
は
つ
ね
に
変
化
し
て
い
る
か
ら
、
全
員
を
拘
束
す
る

契
約
を
お
こ
な
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
契
約
に
お
け
る

同
意
は
、
「
暗
黙
の
同
意
」
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
現
存
の
統
治
下
に
と

ど
ま
る
こ
と
を
「
同
意
」
と
み
な
す
な
ら
ば
、
事
実
上
、
ほ
と
ん
ど
の
統

治
が
正
統
化
さ
れ
、
同
意
を
要
求
す
る
意
味
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
同
意
に
よ
っ
て
統
治
が
成
り
立
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

帰
結
と
し
て
生
じ
る
抵
抗
権
は
、
や
は
り
個
々
人
の
判
断
に
よ
っ
て
行
使

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
必
然
的
に
ア
ナ
ー
キ
ー
が
帰
結
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
自
然
的
自
由
を
想
定
す
る
限
り
、
統
治
は
な
り
た
た
な
い
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
の
契
約
論
を
構
成
す
る
議
論
の
多
く
は
、
こ
れ

ら
の
議
論
へ
の
応
答
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

第
四
章
で
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
フ
ィ
ル
マ
ー
論
が
扱
わ
れ
る
。
は

じ
め
に
、
明
治
三
十
年
代
の
、
穂
積
八
束
に
対
す
る
戸
水
寛
人
の
批
判
が
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き
対
象
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
戦
後
に
は
、
フ
ィ
ル
マ
ー
を
戦
前
日

本
の
象
徴
と
し
て
批
判
し
、
他
方
で
ロ
ッ
ク
の
思
想
を
将
来
の
指
針
と
み

な
す
姿
勢
が
強
ま
る
。
本
書
が
と
り
あ
げ
る
丸
山
眞
男
は
、
制
度
や
で
き

ご
と
を
「
自
然
」
と
み
な
す
運
命
論
的
態
度
を
問
題
に
し
た
が
、
彼
に
と
っ

て
「
フ
ィ
ル
マ
ー
主
義
」
が
意
味
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
前
近
代
的
な

メ
ン
タ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
他
方
で
、
ロ
ッ
ク
に
代
表
さ
れ
る
社
会
契
約

は
、
制
度
を
人
間
の
作
為
と
見
る
近
代
的
な
思
考
様
式
で
あ
る
。
丸
山
は
、

ロ
ッ
ク
の
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
の
結
び
つ
き
を
認
識
し
つ
つ
、
こ
れ
と
こ

と
な
る
伝
統
を
持
つ
日
本
に
お
い
て
、
近
代
的
な
思
考
を
可
能
に
す
る
条

件
を
探
求
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
本
書
の
議
論
を
概
観
し
た
が
、
本
書
の
意
義
の
第
一
は
、
フ
ィ

ル
マ
ー
の
政
治
思
想
の
解
明
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
本
書
は
近
年
の
学
界
の

成
果
を
用
い
つ
つ
、
初
期
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
朝
の
思
想
の
脈
絡
に
お
い
て
、

彼
の
議
論
の
極
端
さ
と
と
も
に
、
そ
れ
が
生
ま
れ
て
き
た
一
定
の
必
然
性

を
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
フ
ィ
ル
マ
ー
の
思
想
の
内
部
構
造
お
よ
び
そ

の
変
遷
に
つ
い
て
も
、
説
得
力
の
あ
る
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ル

マ
ー
の
議
論
は
、
絶
対
権
力
の
主
張
に
関
し
て
は
単
純
明
快
で
あ
る
反
面
、

内
部
の
論
理
に
つ
い
て
は
多
々
の
混
乱
が
は
ら
ま
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ

を
整
合
的
に
理
解
す
る
作
業
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
本
書

は
洗
練
さ
れ
た
手
法
を
駆
使
し
つ
つ
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

す
な
わ
ち
、
契
約
説
と
の
対
抗
関
係
の
分
析
か
ら
、
「
自
然
的
自
由
」
の

否
定
を
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
の
本
質
と
み
て
、
こ
こ
か
ら
「
摂
理
主
義
」

を
議
論
の
本
筋
と
見
定
め
る
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
後
の
政
治
論
争
の
変
容
に

直
面
し
て
、
フ
ィ
ル
マ
ー
が
議
論
の
ト
ー
ン
を
変
化
さ
せ
る
過
程
を
あ
と

取
り
上
げ
ら
れ
る
。
穂
積
は
家
族
的
国
家
観
を
定
式
化
す
る
に
あ
た
り
、

祖
先
崇
拝
を
媒
介
に
家
族
と
国
家
を
結
び
つ
け
る
。
日
本
は
血
統
を
基
礎

と
す
る
血
族
団
体
で
あ
り
、
無
数
の
家
が
祖
先
崇
拝
に
よ
っ
て
結
合
し
て

い
る
。
天
皇
の
権
威
は
始
祖
の
霊
を
代
表
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
。
憲
法

以
下
の
法
律
は
す
べ
て
天
皇
の
意
志
に
発
し
、
天
皇
は
法
の
上
の
存
在
と

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
穂
積
の
議
論
を
戸
水
は
「
フ
ィ
ル
マ
ー
主
義
」
と

批
判
し
た
が
、
本
書
に
よ
れ
ば
、
戸
水
の
議
論
の
要
点
は
、
日
本
臣
民
は

理
屈
抜
き
に
皇
室
を
崇
拝
す
る
も
の
だ
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
「
フ
ィ
ル

マ
ー
的
」
な
理
屈
づ
け
が
、
か
え
っ
て
「
ロ
ッ
ク
」
の
よ
う
な
反
逆
を
呼

び
起
こ
す
こ
と
を
危
惧
し
た
の
で
あ
る
。

　

大
正
期
の
美
濃
部
達
吉
と
上
杉
慎
吉
の
間
の
論
争
に
お
い
て
も
、
フ
ィ

ル
マ
ー
が
言
及
さ
れ
る
。
美
濃
部
は
日
本
固
有
の
忠
君
愛
国
の
精
神
を
重

視
し
つ
つ
も
、
こ
れ
を
倫
理
学
・
道
徳
学
の
扱
う
べ
き
対
象
と
し
、
他
方

で
憲
法
学
の
領
域
に
お
い
て
は
、
他
国
と
共
通
す
る
普
遍
的
枠
組
み
と
し

て
国
家
法
人
説
を
提
唱
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
天
皇
も
国
家
の
機
関
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
そ
の
権
力
も
天
皇
個
人
で
は
な
く
国
家
に
属
し
、
国
家
の

目
的
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
。
上
杉
は
忠
君
愛
国
の
原
理
を
直
接
に
憲
法

学
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
美
濃
部
は
こ
れ
を
「
フ
ィ
ル
マ
ー

主
義
」
と
称
し
て
批
判
す
る
。
上
杉
の
主
張
は
国
家
を
天
皇
個
人
の
私
有

財
産
と
見
る
家
産
制
国
家
論
で
あ
り
、
統
治
の
目
的
を
国
家
の
共
通
善
と

切
り
離
し
、
臣
民
の
天
皇
へ
の
愛
着
を
掘
り
崩
す
危
険
が
あ
る
と
い
う
の

で
あ
る
。

　

明
治
憲
法
下
の
こ
れ
ら
の
論
争
に
お
い
て
は
、
論
客
の
間
に
家
族
的
国

家
観
が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
ロ
ッ
ク
も
フ
ィ
ル
マ
ー
も
、
批
判
さ
れ
る
べ
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り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
示
唆
的
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
本
書
の
ユ
ニ
ー
ク
な
構
成
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。

本
書
は
、
第
一
部
で
フ
ィ
ル
マ
ー
を
あ
つ
か
い
、
第
二
部
で
「
ロ
バ
ー
ト
・

フ
ィ
ル
マ
ー
の
遺
産
」
と
し
て
、
ロ
ッ
ク
お
よ
び
、
日
本
の
思
想
家
の
議

論
を
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
十
七
世
紀
の
思
想
を
あ
つ
か
う
フ
ィ

ル
マ
ー
か
ら
ロ
ッ
ク
ま
で
の
章
は
連
続
性
が
強
く
、
ロ
ッ
ク
は
フ
ィ
ル

マ
ー
の
「
遺
産
」
と
真
剣
に
対
決
し
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
他
方
、
第

四
章
の
日
本
の
思
想
家
に
と
っ
て
、
「
フ
ィ
ル
マ
ー
主
義
」
と
は
、
彼
ら

が
論
敵
に
は
り
つ
け
る
否
定
的
な
シ
ン
ボ
ル
に
す
ぎ
ず
、
真
剣
な
対
決
の

対
象
で
は
な
い
。
た
し
か
に
本
書
の
指
摘
す
る
よ
う
に
「
時
代
お
く
れ
の

敗
者
」
と
し
て
の
「
フ
ィ
ル
マ
ー
主
義
」
の
シ
ン
ボ
ル
が
論
争
の
中
で
は

た
す
機
能
は
、
興
味
深
い
テ
ー
マ
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
性
格
は
「
フ
ィ

ル
マ
ー
の
遺
産
」
と
い
う
よ
り
は
、
「
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
の
フ
ィ
ル
マ
ー
」

と
で
も
呼
ぶ
方
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
本
書

の
構
成
に
は
、
思
想
史
研
究
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
の
著
者
独
特
の
視
点

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
著
者
の
今
後
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
点

を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
考
を
喚
起
す
る
、
知
的
刺
激
に
富
ん
だ
作
品
で

あ
る
。 

（
つ
じ
・
や
す
お
／
政
治
理
論
）

づ
け
る
。
す
な
わ
ち
、
内
乱
が
は
じ
ま
る
と
、
フ
ィ
ル
マ
ー
は
絶
対
君
主

制
以
外
の
政
体
を
否
定
し
、
ま
た
国
王
の
権
力
の
無
制
約
性
を
強
調
す
る

よ
う
に
な
る
。
こ
の
な
か
で
、
当
初
『
パ
ト
リ
ア
ー
カ
』
に
含
ま
れ
て
い

た
あ
い
ま
い
さ
が
払
拭
さ
れ
、
内
部
の
矛
盾
も
顕
在
化
し
て
く
る
。
こ
の

矛
盾
は
共
和
制
の
成
立
に
伴
っ
て
決
定
的
に
な
り
、
彼
は
ス
チ
ュ
ア
ー
ト

王
家
へ
の
忠
誠
を
部
分
的
に
維
持
す
る
た
め
に
、
「
摂
理
主
義
」
か
ら
逸

脱
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
考
』
『
統
治
起
源
論
』

な
ど
は
、
こ
れ
に
辻
褄
を
あ
わ
せ
る
作
業
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
本

書
は
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
思
想
の
内
部
構
造
と
そ
の

変
遷
に
、
明
快
な
見
通
し
を
与
え
て
い
る
。

　

第
二
は
、
ロ
ッ
ク
研
究
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
フ
ィ
ル
マ
ー
の
理
論
の
特

徴
は
、
そ
の
聖
書
に
依
拠
し
た
統
治
の
起
源
論
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
が
ち

で
あ
る
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
議
論
を
支
え
る
の
は
、
契

約
説
批
判
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
社
会
契
約
の
不
可
能
性
が
証
明
さ
れ
る
こ

と
で
、
「
自
然
的
自
由
」
の
存
在
が
否
定
さ
れ
、
ア
ダ
ム
の
支
配
権
が
証

明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
説
の
評
価
こ
そ
が
、
ロ
ッ
ク

と
フ
ィ
ル
マ
ー
が
衝
突
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
本
書
は
こ
の
よ
う
な
観

点
に
た
ち
、
ロ
ッ
ク
の
契
約
論
を
、
フ
ィ
ル
マ
ー
へ
の
応
答
と
い
う
観
点

か
ら
読
み
解
い
て
ゆ
く
。
個
々
人
が
成
人
に
達
し
た
と
き
に
順
次
同
意
を

与
え
る
と
い
う
観
念
、
「
明
示
の
同
意
」
と
「
暗
黙
の
同
意
」
の
区
別
、

抵
抗
権
と
ア
ナ
ー
キ
ー
を
め
ぐ
る
議
論
な
ど
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ル
マ
ー
を

介
す
る
こ
と
で
重
要
な
示
唆
が
与
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
権
力
制
限
が
叛
乱

を
抑
止
す
る
と
い
う
か
つ
て
の
王
党
派
の
主
張
や
、
議
会
派
の
抵
抗
権
論

な
ど
が
、
フ
ィ
ル
マ
ー
に
よ
る
批
判
の
後
に
、
再
び
ロ
ッ
ク
の
議
論
に
取
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日
的
課
題
に
連
な
る
も
の
と
し
て
読
み
込
も
う
と
す
る
野
心
作
で
あ
り
、

当
時
の
啓
蒙
思
想
家
の
諸
文
献
は
も
ち
ろ
ん
、
多
様
な
二
次
文
献
（
と
り

わ
け
現
代
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
接
近
か
ら
の
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
研
究
）
を
も

克
明
に
フ
ォ
ロ
ウ
し
た
労
作
で
も
あ
る
。

　

そ
の
労
作
面
は
、
北
ア
メ
リ
カ
植
民
地
時
代
の
代
表
的
旅
行
記
（
シ
ャ

ル
ル
ヴ
ォ
ワ
と
ラ
フ
ィ
ト
）
と
東
イ
ン
ド
会
社
告
発
文
書
の
紹
介
（
第
二
章
「
旅

行
記
と
啓
蒙
さ
れ
た
世
界
」
）
、
十
八
世
紀
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
諸
歴
史
家
（
ケ

イ
ム
ズ
、
ダ
ル
リ
ン
プ
ル
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
ス
ミ
ス
）
の
封
建
法
論
の
検
討
（
第

四
章
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
歴
史
政
治
学
」
）
、
期
間
分
析
と
生
産
要
素
の
変

動
に
基
づ
く
均
衡
の
動
態
過
程
と
し
て
の
ス
ミ
ス
価
格
理
論
の
説
明
（
第

七
章
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
市
場
論
」
）
、
『
国
富
論
』
第
一
編
末
尾
の
地
代
論

「
余
論
」
へ
の
詳
細
な
目
配
り
（
第
六
章
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
貨
幣
論
と
ス
ト

レ
ン
ジ
ャ
と
の
遭
遇
の
衝
撃
」
）
、
な
ど
に
散
見
さ
れ
、
そ
の
野
心
面
は
、
ス

ミ
ス
に
お
け
る
地
域
的
道
徳
と
普
遍
的
道
徳
と
の
緊
張
関
係
（
今
日
の
政

治
理
論
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
リ
ズ
ム
も
し
く
は
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
の
緊
張
関
係
）
の
解
消
策
の
一
つ
と
し
て
の
ス
ト
レ
ン

ジ
ャ
視
点
と
、
他
者
の
感
情
（
感
覚
）
の
直
接
的
認
識
不
可
能
性
に
由
来

す
る
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
観
の
提
示
（
第
三
章
「
『
道
徳
感
情
論
』
に
お
け
る
仲
間

と
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
」
）
、
い
わ
ゆ
る
人
類
史
の
四
段
階
理
論
は
「
よ
り
広
い
法
・

政
治
制
度
進
展
史
」
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
進
展
の
先
に
は
「
商
業
社

会
よ
り
も
発
展
し
た
社
会
段
階
」
が
展
望
さ
れ
う
る
と
い
う
ス
ミ
ス
歴
史

政
治
学
と
、
そ
の
展
望
実
現
の
土
台
と
し
て
の
世
界
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
ス
ミ
ス
的
構
想
へ
の
着
目
（
第
四
章
、
第
九
章
）
、
『
道
徳

感
情
論
』
と
『
国
富
論
』
双
方
に
お
け
る
（
是
認
獲
得
願
望
と
し
て
の
）「
慎

　

書
評　

C
om

m
erce and Strangers in Adam

 Sm
ith

（Shinji N
ohara, Springer N

ature Singapore, 2018

）

篠
原 

久

　

野
原
慎
司
氏
の
新
著
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
コ
マ
ー
ス
と
ス
ト

レ
ン
ジ
ャ
』
は
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
関
す
る
日
本
人
に
よ
る
最
初
の
英

文
で
の
単
行
本
で
あ
っ
て
、
序
章
と
結
章
に
挟
ま
れ
た
七
つ
の
章
に
お
い

て
展
開
さ
れ
て
い
る
―
―
『
道
徳
感
情
論
』
、
『
法
学
講
義
』
、
『
国
富
論
』

を
素
材
と
す
る
―
―
新
鮮
な
議
論
は
、
ス
ミ
ス
の
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、

当
時
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
（
序
章
第
一
節
）
に
提
示
さ
れ
た
問
題
を
今
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慮
」
に
基
づ
く
「
行
動
の
一
般
的
規
則
」
の
解
明
（
第
五
章
「
感
情
の
規
則

性
と
不
規
則
性
―
―
道
徳
性
と
慎
慮
」
）
、
需
要
主
導
型
（
商
人
主
導
型
）
と
し

て
の
ス
ミ
ス
外
国
貿
易
論
の
提
示
（
第
八
章
「
世
界
と
の
遭
遇
―
―
国
際
貿

易
モ
デ
ル
」
）
、
な
ど
に
現
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
労
作
面
と
野
心
面
の
巧
妙
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
斬
新
な
解
釈

を
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
思
想
体
系
の
英
文
に
よ
る
提
示
と
し
て
刊
行
し
た

「
快
挙
」
が
、
ま
ず
何
よ
り
も
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
下
は
主
と
し
て
右
の
野
心
面
に
た
い
す
る
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

　

一
、
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
と
コ
マ
ー
ス
へ
の
「
ス
ミ
ス
の
焦
点
設
定
は
、
彼

の
時
代
に
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
開
始
に
基
づ
い
て
い
た
」

（
二
頁
）
の
で
あ
っ
て
、
本
書
は
「
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
と
の
遭
遇
を
ス
ミ
ス

が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
か
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
」
で
あ
り
（
一

〇
頁
）
、
「
彼
が
示
唆
を
受
け
た
の
は
、
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
、
す
な
わ
ち
自
分

た
ち
と
同
じ
社
会
的
・
文
化
的
価
値
と
背
景
を
共
有
し
て
い
な
い
者
と
出

会
っ
た
人
々
か
ら
で
あ
っ
た
」
（
同
）
と
い
う
言
明
か
ら
は
、
著
者
の
想

定
す
る
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
が
異
邦
人
（
外
国
人
）
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
が
（
第

三
章
第
三
節
「
文
化
的
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
」
）
、
著
者
の
用
法
に
は
、
「
公
正
な
道

徳
の
形
成
に
と
っ
て
鍵
概
念
」
と
な
る
「
各
自
の
心
の
な
か
の
想
像
上
の

ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
」
と
い
う
も
う
一
つ
の
用
法
が
あ
っ
て
（
同
、
第
四
節
「
道

徳
感
情
と
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
」
）
、
良
心
と
し
て
の
想
像
上
の
公
平
な
観
察
者
に

連
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
評
者
が
フ
ォ
ロ
ー
し
が
た
い
の
は
こ
の
種
の
ス

ト
レ
ン
ジ
ャ
が
「
親
密
で
地
域
的
な
空
間
」
（“intim

ate and local space ”

）

に
お
い
て
形
成
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
四
七
、
五
〇
頁
）
。

こ
の
こ
と
の
理
由
は
、
著
者
が
『
道
徳
感
情
論
』
第
一
部
（
共
感
に
基
づ

く
「
行
為
の
適
宜
性
」
論
）
の
場
面
設
定
を
人
々
が
互
い
に
よ
く
知
っ
て
い

る“intim
ate and local space ”

に
求
め
、
第
二
部
（
処
罰
と
褒
賞
の
対
象
と

し
て
の
「
行
為
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
メ
リ
ッ
ト
論
」
）
の
そ
れ
を
「
匿
名
社
会
」

（“anonym
ous society ”

）
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
五

六
頁
）
。
本
書
で
の
『
道
徳
感
情
論
』
分
析
に
特
化
し
て
い
る
第
三
章
導

入
部
で
は
「
地
域
的
道
徳
と
普
遍
的
道
徳
の
あ
い
だ
の
緊
張
関
係
」
に
関

す
る
最
近
の
諸
文
献
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
（
第
三
節
「
二
次
的
文
献
」
）
、

両
道
徳
の
あ
い
だ
の
関
係
（
調
停
）
解
釈
に
相
違
が
み
ら
れ
も
の
の
、
著

者
が
最
も
シ
ン
パ
シ
ー
を
抱
い
て
い
る
（
し
た
が
っ
て
影
響
を
受
け
て
い

る
？
）
の
は
フ
ォ
ナ
・
フ
ォ
ー
マ
ン
［
・
バ
ー
ジ
ラ
イ
］
の
「
共
感
の
輪
」

論
（Fonna Form

an [-Barzilai], Adam
 Sm

ith and the C
ircle of Sym

pathy, 

C
am

bridge U
niversity Press, 2010

）

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
（
五
〇
頁 

Form
an-Barzilai

は
現
在
で
は
単
にForm

an

と
な
っ
て
い
る
）
。
そ
こ
で
は
「
共

感
が
生
ま
れ
る
の
は
人
々
が
互
い
に
よ
く
知
り
合
っ
て
い
る
地
域
的
空
間

に
お
い
て
で
あ
っ
て
」
、
ス
ミ
ス
が
「
地
域
的
道
徳
と
普
遍
的
道
徳
の
緊

張
関
係
に
直
面
し
た
次
第
」
が
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
四
八
頁
）
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
二
次
文
献
に
は
著
者
の
（
二
種
類
の
）
ス
ト
レ

ン
ジ
ャ
の
用
法
と
は
異
な
る
、
（
同
じ
社
会
内
の
）「
街
中
で
出
会
う
見
知

ら
ぬ
人
」
と
し
て
の
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
の
役
割
を
重
視
す
る
文
献
（
ヒ
ル
、

イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
、オ
テ
ィ
ス
ン
な
ど
）
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
五

一
頁
）
、
こ
の
種
の
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
の
「
意
義
」
に
著
者
の
関
心
が
向
け

ら
れ
て
い
る
箇
所
を
評
者
が
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
伝
統
的
な

熱
き
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
」
よ
り
も
、む
し
ろ
「
見
知
ら
ぬ
人
々
の
集
団
」

と
し
て
の
新
た
な
「
匿
名
社
会
」
で
の
ク
ー
ル
な
「
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
シ
ッ
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三
、
地
域
的
道
徳
と
普
遍
的
道
徳
の
関
係
に
つ
い
て
見
解
の
差
が
あ
る

も
の
の
、
著
者
が
シ
ン
パ
シ
ー
を
抱
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
評
者
が

指
摘
し
た
フ
ォ
ナ
・
フ
ォ
ー
マ
ン
の
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
共
感
の
輪
』

（
副
題
は
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
道
徳
理
論
」
）
は
、
『
道
徳
感
情
論
』
第

六
部
（
最
晩
年
の
第
六
版
で
の
追
加
箇
所
）
第
二
篇
（
「
他
の
人
々
の
幸
福
に
作

用
し
う
る
か
ぎ
で
の
、
個
人
の
性
格
に
つ
い
て
」
）
で
展
開
さ
れ
て
い
る
「
わ

れ
わ
れ
の
非
常
に
限
ら
れ
た
慈
恵
（beneficence

）
の
能
力
を
方
向
づ
け
使

用
す
る
た
め
に
、
自
然
が
計
画
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
順
序
」
論
が
、

ス
ト
ア
の
「
オ
イ
ケ
イ
オ
ー
シ
ス
（oikeiōsis

）
」
論
（
配
慮
の
方
向
が
順
に
自

己
―
家
族
―
友
人
―
社
会
・
国
家
―
世
界
・
宇
宙
に
お
よ
ぶ
同
心
円
の
輪
を
ス
ト

ア
的
完
全
主
義
に
よ
り
こ
の
輪
を
崩
し
て
「
普
遍
的
仁
愛
」
の
立
場
を
奨
励
す
る

も
の
）
を
議
論
の
枠
組
み
と
し
て
利
用
し
つ
つ
、
そ
の
ス
ト
ア
の
結
論
（
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
）
を
批
判
し
て
「
配
慮
」
の
限
度
を
「
人
間
の
業
務
」

に
ふ
さ
わ
し
い
祖
国
愛
ま
で
に
限
定
し
た
も
の
だ
と
の
解
釈
を
示
し
て
い

る
（Form

an, op.cit., 120

）
。
し
た
が
っ
て
ス
ミ
ス
の
道
徳
理
論
か
ら
は
「
反

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
」
が
導
き
だ
さ
れ
る
の
だ
が
、
フ
ォ
ー
マ
ン
は
『
国

富
論
』
で
の
自
由
貿
易
論
に
基
づ
く
「
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ニ
ズ
ム
」
と
『
道
徳
感
情
論
』
末
尾
に
示
さ
れ
た
「
自
然
法
学
」
の
主
題

（
す
な
わ
ち
「
す
べ
て
の
実
定
的
な
制
度
か
ら
独
立
し
た
正
義
の
自
然
的
諸
規
則

…
…
、
す
べ
て
の
国
民
の
諸
法
を
貫
き
、
そ
れ
ら
の
基
礎
で
あ
る
べ
き
一
般
的
諸

原
理
」
）
を
支
え
る
「
消
極
的
正
義
」（
至
高
悪sum

m
um

 m
alum

と
し
て
の
「
惨

酷
さ
」
へ
の
本
能
的
嫌
悪
感
）
か
ら
、
異
文
化
の
諸
価
値
観
の
橋
渡
し
と
な

る
ス
ミ
ス
な
り
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
が
導
き
だ
さ
れ
る
の
で
な
い
か

と
の
解
釈
を
提
起
し
て
い
る
（op.cit., C

hap. 6: Th
e com

m
ercial cosm

opolis; 

プ
」
（Lisa H

ill, ‘Social distance and the new
 strangership in Adam

 Sm
ith, ’ 

Adam
 Sm

ith Review, 6, 2011

）
の
形
成
に
ス
ミ
ス
の
関
心
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

二
、
本
書
第
五
章
で
は
、
（
ス
ミ
ス
の
二
大
主
著
に
お
い
て
）「
慎
慮
」
に

基
づ
く
「
一
般
的
諸
規
則
」
が
、
感
情
の
「
不
規
則
性
」
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
観
察
と
経
験
に
基
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
形
成
さ
れ

る
次
第
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
は
い
る
が
、
『
道
徳
感
情
論
』
第
二
部
末

尾
で
の
「
感
情
の
不
規
則
性
」
（
第
三
篇
「
行
為
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
メ
リ
ッ

ト
に
関
し
て
、
人
類
の
感
情
に
偶
然
性
（Fortune

）
が
あ
た
え
る
影
響
に
つ
い
て
」
）

に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
著
者
は
当
該
第
五
章
で
の
序
論
で
、
「
道
徳

的
運
不
運
（m

oral luck

）
に
関
し
て
不
規
則
な
感
情
に
つ
い
て
論
じ
た
」

ハ
ン
キ
ン
ズ
の
論
文
（K

eith H
ankins, ‘Adam

 Sm
ith ’s Intriguing Solution 

to the Problem
 of M

oral Luck ’, Ethics, 126

（3
）
）
に
言
及
し
て
い
る
が
、

第
二
部
第
三
篇
末
尾
で
の
ス
ミ
ス
独
自
の
（
行
為
の
意
図
と
結
果
に
ま
つ
わ

る
）「
感
情
の
こ
の
不
規
則
性
」
（“this Irregularity of Sentim

ents ”

）
に
は

思
い
至
っ
て
い
な
い
。
ハ
ン
キ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
「
不
規
則
な
感
情
に
関
す

る
ス
ミ
ス
の
議
論
の
意
義
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
は
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
最
初
の
伝
記
に
よ
れ

ば
、
ス
ミ
ス
は
「
こ
の
難
問
の
重
要
性
に
十
分
に
気
づ
い
た
最
初
の
哲
学

者
」
で
あ
り
、
そ
の
難
問
に
与
え
ら
れ
た
説
明
は
「
こ
の
分
野
の
学
問
に

お
い
て
彼
が
行
っ
た
最
も
堅
実
で
貴
重
な
改
良
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
（
ド
ゥ
ー
ガ
ル
ド
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
生
涯
と
著
作

に
つ
い
て
の
説
明
』
―
―
一
七
九
五
年
刊
行
の
ス
ミ
ス
の
遺
著
『
哲
学
論
文
集
』

に
収
録
、
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
著
作
・
書
簡
集
』
第
三
巻
、
二
九
四
―
九
五
頁
）
。
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ス
評
論
』
（Adam
 Sm

ith Review, 11, 2019

）
に
発
表
さ
れ
た
著
者
の
論
文
で

は
、ヒ
ト
と
モ
ノ
の
交
渉
（
交
換
、
知
覚
）
を
も
含
む
広
義
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
コ
マ
ー
ス
の
学
」（
ス
ミ
ス
思
想
体
系
の
基
礎
的
枠
組
み
）

と
し
て
展
開
さ
れ
（‘Adam

 Sm
ith ’s Science of C

om
m

erce: Th
e effect of 

com
m

unication ’

）
、
『
道
徳
感
情
論
』
冒
頭
第
二
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
示
さ
れ
た

「
心
理
的
（
認
識
論
的
）
距
離
」
（
五
三
頁
）
が
、
本
書
で
の
特
殊
用
法
と
し

て
の
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
観
の
想
源
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
ス
ミ
ス
認
識

論
と
し
て
の
「
外
部
感
覚
論
」
（
『
哲
学
論
文
集
』
所
収
）
に
焦
点
が
あ
て
ら

れ
て
い
る
。
野
原
氏
に
よ
る
ス
ミ
ス
研
究
の
新
た
な
領
域
の
開
拓
に
大
い

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
次
第
で
あ
る
の
で
（
医
師
チ
ェ
ズ
ル
デ
ン
と
患
者
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
再
考
し
つ
つ
）
ス
ミ
ス
認
識
論
（
「
外
部
感
覚
論
」
）
の
い
っ

そ
う
の
精
読
を
望
み
た
い
。
そ
こ
に
は
「
危
害
」
（H

arm

）
に
対
す
る
警

戒
（
防
御
装
置
）
と
し
て
の
感
覚
論
と
い
う
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
。 

（
し
の
は
ら
・
ひ
さ
し
／
社
会
思
想
史
）

C
hap. 7: N

egative justice

）
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
著
者
の
解
釈
に
よ
る
ス
ミ
ス
道
徳
論
か
ら
は
「
公
平

な
観
察
者
」
と
し
て
の
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
の
役
割
の
延
長
と
し
て
コ
ス
モ
ポ

リ
タ
ニ
ズ
ム
が
導
き
出
さ
れ
―
―
し
た
が
っ
て
「
地
域
的
道
徳
の
形
成
が

普
遍
的
道
徳
の
基
礎
な
の
で
あ
る
」
（
四
八
頁
）
―
―
、
『
国
富
論
』
の
国

際
貿
易
（
国
際
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
論
に
は
国
内
市
場
（
一
国
モ
デ
ル
）

で
の
経
済
成
長
の
限
界
（
阻
害
要
因
）
を
乗
り
越
え
る
役
割
が
与
え
ら
れ
、

そ
の
た
め
の
法
的
・
制
度
的
諸
制
度
（
外
交
使
節
、
移
住
民
の
人
権
保
護
、

等
の
外
国
人
と
し
て
の
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
保
護
手
段
）
の
進
展
の
必
要
性
が
、
著

者
の
い
わ
ゆ
る
ス
ミ
ス
「
歴
史
政
治
学
」
の
一
環
と
し
て
強
調
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
（
九
一
頁
、
一
五
七
頁
）
。

　

本
書
第
三
章
第
二
節
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
多
様
な
二
次
的
文
献
は
「
相

対
主
義
と
普
遍
主
義
と
の
あ
い
だ
の
緊
張
関
係
」
に
対
処
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
も
あ
っ
た
。
ス
ミ
ス
「
自
然
法
学
」
の
意
図
（
『
法
学
講
義
』
の
主
題
）

の
解
明
と
と
も
に
、
こ
の
関
連
性
の
追
求
が
今
後
も
ス
ミ
ス
研
究
者
の
課

題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
本
書
第
七
章
第
二
節
で
ス
ミ
ス
当
時
の
「
市
場
」
の
現
実
を
例

証
す
る
た
め
ロ
バ
ー
ト
・
フ
レ
イ
ム
の
『
ラ
ナ
ク
州
の
利
益
に
つ
い
て
の

諸
考
察
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
サ
ー
・
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
ス
テ
ュ

ア
ー
ト
が
『
経
済
学
原
理
』
刊
行
二
年
後
の
一
七
六
九
年
に
当
該
偽
名
の

も
と
に
出
し
た
小
冊
子
（
『
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
著
作
集
』
第
五
巻
所
収
）
な
の
で
、

巻
末
の
文
献
リ
ス
ト
に
はSteuatt, Jam

es

の
著
作
と
し
て
掲
げ
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

本
書
で
の
「
コ
マ
ー
ス
」
論
の
ほ
う
は
、
最
新
号
の
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
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る
研
究
が
続
々
と
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
の
特
色
で
あ
り
、
ま
た
野

心
的
な
点
を
一
言
で
表
す
と
す
れ
ば
、
カ
ン
ト
が
置
か
れ
た
時
代
状
況
か

ら
カ
ン
ト
の
言
説
を
読
み
解
く
思
想
史
的
研
究
の
側
面
と
、
カ
ン
ト
哲
学

の
体
系
性
を
内
在
的
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
理
論
的
研
究
の
側
面
と
い
う

二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
カ
ン
ト
の
政
治
哲
学
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
点

で
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
各
章
の
概
略
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
評
者
に
と
っ

て
興
味
深
か
っ
た
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
な
お
、
先
ほ
ど
述
べ
た
二
つ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
そ
く
し
て
分
類
す
れ
ば
、
第
一
章
・
第
五
章
・
第
六
章

で
は
カ
ン
ト
の
論
述
が
同
時
代
の
論
争
や
状
況
へ
の
介
入
と
い
う
思
想
史

的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
解
明
さ
れ
、
第
二
章
・
第
三
章
・
第
四
章
で
は
カ
ン

ト
の
規
範
理
論
の
体
系
性
を
内
在
的
に
解
明
し
よ
う
と
す
る
理
論
的
ア
プ

ロ
ー
チ
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
章
「
理
論
と
実
践
―
―
プ
ロ
イ
セ
ン
の
場
合
」
で
は
、
十
八
世
紀

末
の
プ
イ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
が
た
び
た
び
寄
稿
し
た
『
ベ
ル

リ
ン
月
報
』
誌
上
で
展
開
さ
れ
た
理
論
と
実
践
を
め
ぐ
る
論
争
を
紹
介
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
法
と
政
治
を
め
ぐ
る
カ
ン
ト
の
議
論
が
ど
の
よ
う
な

文
脈
で
行
わ
れ
た
の
か
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
メ
ー

ザ
ー
や
バ
ー
ク
と
い
っ
た
論
者
が
、
進
行
し
つ
つ
あ
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
を

背
景
に
、
理
論
は
実
践
に
と
っ
て
無
用
で
あ
る
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
有
害

で
あ
る
と
い
う
主
張
を
展
開
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
カ
ン
ト
は
『
理

論
と
実
践
』
と
い
う
論
文
に
よ
っ
て
、
理
性
に
基
づ
く
理
論
が
実
践
に
お

い
て
も
妥
当
す
る
と
い
う
論
陣
を
張
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
カ

ン
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
側
に
立
つ
と
と
も
に
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
人
権

宣
言
か
ら
不
純
物
を
取
り
除
き
、
批
判
哲
学
に
よ
っ
て
そ
れ
を
純
化
し
よ

　

書
評　

『
共
和
制
の
理
念 

 
―
―
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
と
一
八
世
紀
末
プ
ロ
イ
セ
ン
の
「
理
論
と
実
践
」
論
争

』

（
網
谷
壮
介
著
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
八
年
）

金 

慧

　

本
書
は
、
前
著
『
カ
ン
ト
の
政
治
哲
学
入
門
―
―
政
治
に
お
け
る
理
念

と
は
何
か
』
に
続
く
著
者
二
作
目
の
カ
ン
ト
に
つ
い
て
の
著
書
で
あ
る
。

前
著
が
カ
ン
ト
の
政
治
哲
学
を
驚
く
べ
き
読
み
や
す
さ
と
明
快
さ
で
解
説

し
た
入
門
書
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
書
は
著
者
の
博
士
論
文
が
も
と
に

な
っ
た
研
究
書
で
あ
る
。
近
年
、
カ
ン
ト
の
法
・
政
治
哲
学
を
主
題
と
す
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う
と
も
」（
五
五
頁
）
し
た
と
い
う
。
著
者
は
こ
う
し
た
論
争
を
踏
ま
え
て
、

カ
ン
ト
が
提
示
す
る
根
源
的
契
約
の
役
割
と
近
世
の
社
会
契
約
論
と
の
違

い
や
カ
ン
ト
の
抵
抗
権
否
認
論
に
つ
い
て
簡
明
な
説
明
を
与
え
て
い
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
続
く
第
二
章
か
ら
第
四
章
は
カ
ン
ト
に
よ
る
法
と

国
家
の
規
範
的
理
論
が
詳
述
さ
れ
る
。
第
二
章
「
自
由
の
権
利
」
で
は
、

理
性
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
人
間
の
権
利
、
す
な
わ
ち
生
得
的
な
自

由
の
権
利
が
ど
の
よ
う
に
正
当
化
さ
れ
て
い
る
の
か
が
探
求
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
カ
ン
ト
に
お
け
る
法
的
自
由
と
は
普
遍
的
意
志
に
よ
っ
て
立
法
さ

れ
た
法
に
よ
る
拘
束
で
あ
る
と
定
式
化
さ
れ
、
こ
れ
が
可
能
と
な
る
た
め

に
は
各
人
に
政
治
的
権
利
が
認
め
ら
れ
た
共
和
制
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ

ゆ
え
カ
ン
ト
に
お
い
て
生
得
的
権
利
と
は
す
で
に
し
て
政
治
的
権
利
を
含

意
し
て
お
り
、
「
共
和
制
へ
の
権
利
」
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
人
間
の
権
利
の
根
底
に
は
、
法
的
人
格
で

あ
る
こ
と
を
自
分
自
身
に
義
務
づ
け
る
「
人
間
性
の
権
利
」
が
存
す
る
こ

と
が
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
章
「
私
法
か
ら
公
法
へ
」
で
は
、
自
然
状
態
か
ら
法
的
状
態
へ
の

移
行
義
務
の
論
証
、
す
な
わ
ち
、
な
ぜ
国
家
の
支
配
に
服
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
、
と
い
う
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
社
会
契
約
論
の
伝
統
と

は
異
な
り
、
カ
ン
ト
は
こ
う
し
た
移
行
を
各
人
の
同
意
に
依
拠
せ
ず
に
説

明
す
る
。
つ
ま
り
、
自
然
状
態
を
脱
し
て
国
家
の
支
配
の
下
に
入
る
こ
と

は
端
的
に
法
義
務
な
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
点
を
生
得
的
権
利
と
は
区

別
さ
れ
る
取
得
的
権
利
の
正
当
化
を
つ
う
じ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
自

然
状
態
に
お
け
る
占
有
は
、
占
有
者
の
一
方
的
な
意
志
に
よ
る
も
の
に
す

ぎ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
占
有
者
は
、
自
ら
の
正
し
さ
に
し
た
が
っ
て

そ
の
占
有
に
異
議
を
唱
え
る
者
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
正
し
さ

と
は
普
遍
的
意
志
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
個
別
的
な
意
志

に
よ
る
占
有
は
不
正
な
状
態
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
法
的
状
態
に
お
い
て
の

み
、
占
有
の
暫
定
性
が
克
服
さ
れ
確
定
性
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ

し
著
者
に
よ
れ
ば
、
自
然
状
態
か
ら
法
的
状
態
へ
の
移
行
の
義
務
は
、
占

有
を
確
実
な
も
の
に
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
な
さ
れ
る
仮
言
命
法
の

よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
自
然
状
態
が
不
正
状
態
で
あ
る
と
い
う
理
由
か

ら
法
的
状
態
へ
と
移
行
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
定
言
的
な
法
義
務
が
生

じ
る
の
で
あ
る
。

　

第
四
章
「
共
和
制
の
理
念
」
で
は
、
い
よ
い
よ
カ
ン
ト
が
提
示
す
る
共

和
制
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
が
解
明
さ
れ
る
。
著
者
は
、
カ
ン
ト

が
擁
護
す
る
政
治
体
制
は
結
局
の
と
こ
ろ
立
憲
君
主
制
で
あ
る
と
す
る
こ

れ
ま
で
の
理
解
を
き
っ
ぱ
り
と
否
定
し
、
カ
ン
ト
が
掲
げ
る
理
念
と
し
て

の
「
純
粋
共
和
制
」
を
明
確
に
定
式
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
二
つ
の
「
代

表
」
の
原
理
か
ら
な
り
、
一
つ
目
は
執
行
権
と
裁
判
権
が
立
法
権
の
帰
属

す
る
人
民
を
「
代
理
―

代
表
」
す
る
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
目
は
立
法
さ
れ

る
法
が
人
民
の
普
遍
的
意
志
を
完
全
に
「
表
象
―

代
表
」
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
は
こ
れ
以
外
に
も
「
共
和
主
義
的

体
制
」
や
「
真
の
共
和
制
」
、
さ
ら
に
「
設
立
さ
れ
た
共
和
制
」
と
共
和

制
を
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
呼
ぶ
が
、
こ
れ
ら
に
は
首
尾
一
貫
し
た
関
係
が

存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
純
粋
共
和
制
」
が
理
念
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

権
力
の
分
立
が
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
君
主
に
よ
る
統
治
に
お
い
て
さ
え

も
そ
の
統
治
様
式
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
は
「
共
和
主
義
的
統
治
」
が
可
能

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
理
念
を
現
実
に
お
い
て
表
示
す
る
体
制
が
「
あ
ら
ゆ
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正
当
な
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
言
論
の
実
践
は
一
方
で
統
治
の
誤
り
を

た
だ
す
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
他
方
で
は
し
か
し
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

君
主
の
統
治
を
共
和
主
義
化
す
る
と
い
う
重
大
な
役
割
を
あ
て
が
わ
れ
て

も
い
る
。
著
者
は
後
者
の
言
論
の
役
割
を
さ
ら
に
二
段
階
に
分
け
て
い
る
。

第
一
段
階
は
、
言
論
を
通
じ
て
根
源
的
契
約
の
理
念
（
万
人
の
同
意
）
に

適
し
て
い
な
い
立
法
か
ら
適
し
た
立
法
へ
と
導
く
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に

自
由
を
求
め
る
市
民
の
言
論
が
学
識
者
に
よ
る
解
釈
を
介
し
て
、
共
和
制

へ
の
移
行
を
、
す
な
わ
ち
「
統
治
の
共
和
主
義
化
を
終
焉
さ
せ
る
段
階
」

（
三
一
二
頁
）
に
ま
で
至
る
と
い
う
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
市
民
に
よ
る
抗
議
が
支
配
者
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
可
能
な
の
か
。
著
者
は
そ
の
答
え
を
抗
議
が
有
す
る
行
為
遂
行

的
な
力
に
求
め
て
い
る
。
一
方
で
市
民
の
抗
議
は
、
そ
れ
が
根
源
的
契
約

の
理
念
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
君
主
に
自
己
改
革
を
促
す
正
当
な

要
求
と
し
て
機
能
す
る
。
し
か
し
他
方
で
統
治
者
の
有
徳
さ
を
期
待
で
き

な
い
状
況
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
な
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ

で
著
者
が
指
摘
す
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
や
数
々
の
暴
動
の
発
生
を
背

景
に
、
市
民
の
抗
議
の
背
後
に
暴
動
の
可
能
性
を
読
み
取
ら
ざ
る
を
え
な

い
と
い
う
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
君
主
に
と
っ

て
市
民
の
抗
議
は
、
た
ん
に
自
発
的
な
改
革
を
促
す
要
求
と
い
う
「
発
語

内
行
為
」
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
言
外
に
暴
動
を
匂
わ
せ
る
脅
迫
と
い
う

「
発
語
媒
介
行
為
」
で
も
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
市

民
の
抗
議
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た

場
合
に
抵
抗
や
反
乱
が
生
じ
う
る
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
の
意
識
が
統

治
者
に
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
議

る
真
の
共
和
制
」
と
呼
ば
れ
、
君
主
に
よ
る
統
治
か
ら
「
あ
ら
ゆ
る
真
の

共
和
制
」
へ
の
移
行
過
程
に
お
い
て
出
現
す
る
の
が
「
設
立
さ
れ
た
共
和

制
」
な
の
で
あ
る
。

　

第
五
章
「
執
行
す
る
法
論
と
し
て
の
政
治
」
で
は
再
び
論
争
へ
の
介
入

と
い
う
視
点
か
ら
カ
ン
ト
の
政
治
理
解
の
重
要
な
一
側
面
が
照
ら
し
出
さ

れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
は
共
和
主
義
的
統
治
を
提
示
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
民
の
幸
福
を
目
指
す
旧
福
祉
国
家
的
統
治
と
対
決
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
こ
れ
に
よ
っ
て
政
治
概
念
の
刷
新
を

図
ろ
う
と
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
に
お
い

て
カ
ン
ト
が
批
判
し
た
同
時
代
の
政
治
と
は
、
統
治
の
目
的
を
公
共
の
福

祉
に
お
き
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
最
適
な
手
段
と
し
て
「
政
治
的
思
慮
」

を
重
視
す
る
統
治
の
あ
り
方
で
あ
る
。
カ
ン
ト
か
ら
見
れ
ば
、
こ
う
し
た

統
治
は
手
段
の
実
行
不
可
能
性
を
口
実
に
義
務
を
蔑
ろ
に
し
、
ま
た
経
験

的
知
識
の
曖
昧
さ
に
依
拠
し
て
自
ら
の
統
治
の
結
果
を
い
か
に
よ
う
に
で

も
弁
明
す
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
。
カ
ン
ト
は
、
こ
う
し
た
統
治
を
擁

護
す
る
政
治
家
の
論
理
に
潜
む
詭
弁
を
暴
露
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ

ば
「
統
治
理
性
批
判
」
を
遂
行
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
置
さ
れ
る
の

が
真
の
共
和
制
へ
の
改
革
の
実
践
と
し
て
の
「
執
行
す
る
法
論
」
で
あ
る
。

　

第
六
章
「
人
民
の
抗
議
と
共
和
主
義
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
共

和
制
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
駆
動
力
と
し
て
、
公
共
圏
で
な
さ
れ
る

市
民
の
言
論
実
践
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
著
者
が
注
目
す

る
言
論
実
践
と
は
、
統
治
者
へ
の
「
抵
抗
」
と
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
た
意

味
で
の
「
抗
議
」
で
あ
る
。
市
民
の
抗
議
は
、
そ
れ
が
抵
抗
へ
の
意
志
を

持
た
ず
、
か
つ
あ
ら
ゆ
る
他
者
が
許
容
可
能
な
判
断
に
も
と
づ
く
限
り
で
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に
」
行
わ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

　

二
点
目
は
、
カ
ン
ト
が
批
判
の
対
象
と
し
た
「
政
治
的
道
徳
家
」
に
つ

い
て
の
分
析
で
あ
る
。
第
五
章
の
概
要
で
述
べ
た
よ
う
に
、
カ
ン
ト
が
対

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
社
会
に
潜
む
法
則
性
を
把
握
し
、

そ
れ
に
も
と
づ
い
て
国
力
の
増
大
を
図
る
統
治
こ
そ
が
政
治
に
ほ
か
な
ら

な
い
と
考
え
る
「
政
治
的
思
慮
」
の
原
則
で
あ
っ
た
。
一
見
す
る
と
、
こ

う
し
た
原
則
に
も
と
づ
く
政
治
は
、
国
民
の
幸
福
を
首
尾
よ
く
追
求
す
る

こ
と
の
で
き
る
効
率
的
な
政
治
の
あ
り
方
に
思
え
る
。
し
か
し
、
著
者
に

よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
政
治
的
思
慮
の
統
治
は
、
目
的
の
制
約
か
ら
解
放

さ
れ
、
何
も
の
に
も
基
礎
づ
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
自
ら
の
無
基
底
性
を
明

ら
か
に
す
る
」
（
二
四
八
頁
）
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
根
源
的
契
約
の
理
念

と
い
う
立
法
の
原
則
に
よ
る
統
制
を
免
れ
た
統
治
（
行
政
）
は
、
そ
れ
が

過
剰
な
権
力
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
と
い
う
よ
り
も
持
つ
が
ゆ

え
に
）
、
進
む
べ
き
方
向
を
見
失
う
（
「
暴
走
機
械
」
に
な
る
）
と
い
う
の
で

あ
る
。
立
法
府
の
く
び
き
か
ら
の
統
治
の
解
放
と
肥
大
化
し
た
権
力
が
逆

に
統
治
の
迷
走
を
も
た
ら
す
と
い
う
き
わ
め
て
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
か
つ
重
要

な
論
点
を
こ
こ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
、
カ
ン
ト
の
法
・
政
治
哲
学
を
同
時
代
の
多
く
の
思
想
家
や
他

の
社
会
契
約
論
者
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ン
ト
が
い
か
な
る
論

争
の
磁
場
に
お
い
て
政
治
に
つ
い
て
思
考
し
た
の
か
を
詳
ら
か
に
す
る
一

方
、
そ
の
理
論
の
体
系
性
に
つ
い
て
き
わ
め
て
整
合
的
な
解
釈
を
提
示
し

て
い
る
。
本
書
の
登
場
に
よ
っ
て
、
カ
ン
ト
の
法
・
政
治
哲
学
の
研
究
水

準
が
新
た
な
局
面
に
到
達
し
た
の
は
間
違
い
な
い
。

 

（
き
む
・
へ
い
／
政
治
思
想
史
）

論
に
よ
っ
て
著
者
は
、
カ
ン
ト
は
た
ん
に
理
想
的
な
要
求
を
掲
げ
る
こ
と

に
満
足
し
た
夢
想
家
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
有
徳
な
統
治
者
に
期
待
し

た
ナ
イ
ー
ブ
な
思
想
家
で
あ
る
と
い
っ
た
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
否
定
し
て
、

カ
ン
ト
の
議
論
に
あ
る
種
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
戦
略
が
潜
め
ら
れ
て

い
た
と
い
う
点
を
強
調
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
章
も
整
合
的
な
説
明
と
説
得

力
あ
る
解
釈
に
溢
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
本
書
の
白
眉
で
あ
り
、
評
者

に
と
っ
て
最
も
興
味
深
か
っ
た
箇
所
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
著
書
の
タ
イ

ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
第
四
章
「
共
和
制
の
理
念
」
で
あ
る
。
従
来
、
カ

ン
ト
の
政
治
哲
学
に
お
い
て
「
移
行
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
は
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
専
制
か
ら
共
和
制
の
理

念
に
適
っ
た
政
治
体
制
へ
の
移
行
を
カ
ン
ト
は
展
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
移
行
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
際
も
、
そ
れ
が
君
主
に
よ

る
上
か
ら
の
改
革
と
し
て
進
行
す
る
と
主
張
さ
れ
る
に
せ
よ
、
あ
る
い
は

市
民
に
よ
る
下
か
ら
の
言
論
実
践
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
る
に

せ
よ
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
段
階
を
踏
ん

で
行
わ
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
不
分
明
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
本
書
の
画
期
的
な
点
は
、
カ
ン
ト
が
用
い
る
「
共
和
主
義
的

体
制
」
、
「
設
立
さ
れ
た
共
和
制
」
、
「
真
の
共
和
制
」
、
「
純
粋
共
和
制
」
と

い
う
概
念
に
は
一
貫
し
た
関
係
性
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
移
行
過
程
に

お
け
る
各
段
階
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
解
明
し
た
点
で
あ
る
。
し
か
も
、

こ
う
し
た
移
行
に
お
け
る
決
定
的
な
体
制
変
革
の
局
面
（
「
設
立
さ
れ
た
共

和
制
」
へ
の
移
行
）
が
、
国
家
統
治
者
に
よ
る
「
上
か
ら
」
の
移
行
で
も
、

人
民
に
よ
る
「
下
か
ら
」
の
移
行
で
も
な
く
、
両
者
に
よ
っ
て
「
水
平
的
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あ
る
い
は
、
イ
タ
リ
ア
版
の
〈
メ
タ
ヒ
ス
ト
リ
ー
〉
と
も
い
え
よ
う
。

　

実
は
、
冒
頭
の
惹
句
は
本
誌
第
三
五
号
（
二
〇
一
一
年
）
所
載
の
前
著

へ
の
伊
藤
公
雄
氏
の
書
評
か
ら
拝
借
し
た
の
だ
が
、
「
巨
人
」
と
い
う
称

号
に
誇
張
は
な
い
。
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ヒ
ュ
ー
ズ
も
『
意
識
と
社
会
―
―

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
思
想1890-1930

』
（
生
末
敬
三
・
荒
川
幾
男
訳
、
み
す
ず

書
房
、
一
九
六
五
年
［
原
著
一
九
五
八
年
］
、
一
三
八
頁
）
で
こ
う
記
し
て
い
る
。

　

「
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
思
想
の
ひ
ろ
が
り
は
、
百
科
事
典
的
で
あ
っ
た
。

か
れ
の
全
集
は
ち
ょ
っ
と
六
十
冊
を
こ
え
る
―
し
か
も
そ
れ
は
、
一

九
〇
三
年
以
来
自
分
で
編
集
し
た
か
れ
個
人
の
知
的
展
開
の
た
め
の

雑
誌
「
批
評
」La C

ritica

に
発
表
さ
れ
た
雑
多
な
評
論
を
ま
っ
た

く
含
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
か
れ
は
イ
タ

リ
ア
の
文
学
・
哲
学
界
に
い
わ
ば
一
種
の
慈
恵
的
独
裁
権
力
を
ふ

る
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
国
の
文
化
を
た
だ
一
人
の
人
間
が
こ

ん
な
に
完
全
に
支
配
し
た
の
は
、
ゲ
ー
テ
以
来
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
」

　

周
知
の
と
お
り
、『
意
識
と
社
会
』は
、ク
ロ
ー
チ
ェ
、
フ
ロ
イ
ト
、
ヴ
ェ
ー

バ
ー
の
三
人
を
軸
と
し
て
、
実
証
主
義
の
超
克
を
テ
ー
マ
に
二
十
世
紀
初

頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
彩
な
思
想
家
・
文
学
者
た
ち
の
一
大
パ
ノ
ラ
マ
を

描
き
だ
し
た
作
品
だ
が
、
本
書
は
ま
さ
に
そ
の
「
修
正
・
補
完
」
（
一
七

八
頁
）
を
見
事
に
成
し
遂
げ
て
い
る
。

　

で
は
、
本
書
の
流
れ
に
沿
っ
て
興
味
深
い
論
点
を
拾
っ
て
い
こ
う
。

　

書
評　

『
イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
生
き
た 

 
 

思
想
家
た
ち
―
―
ク
ロ
ー
チ
ェ
と
批
判
的
継
承
者

』

（
倉
科
岳
志
著
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
）

奥
田 

敬

　

「
イ
タ
リ
ア
思
想
界
の
『
巨
人
』
に
つ
い
て
、
戦
後
日
本
で
初
め
て
本

格
的
に
取
り
組
ん
だ
力
作
」
と
評
さ
れ
た
『
ク
ロ
ー
チ
ェ　

1866-1952

―
―
全
体
を
見
る
知
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判
』
（
藤
原
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）

の
著
者
に
よ
る
「
全
体
主
義
か
ら
い
か
に
自
由
を
守
る
の
か
、
と
の
問
い

を
主
題
」（
三
頁
）
と
し
た
列
伝
的
な
二
十
世
紀
イ
タ
リ
ア
思
想
史
で
あ
る
。
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一
番
の
読
み
ど
こ
ろ
は
、
一
九
一
〇
年
に
「
イ
タ
リ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

ト
協
会
」
を
設
立
し
た
文
筆
家
エ
ン
リ
ー
コ
・
コ
ッ
ラ
デ
ィ
ー
ニ
が
同
時

期
に
出
版
し
た
『
遠
き
戦
争
』
と
『
遙
か
な
る
祖
国
』
の
鋭
利
な
分
析
で

あ
る
。
こ
の
二
部
作
的
な
小
説
は
、
「
イ
タ
リ
ア
に
い
て
飢
え
死
に
す
る

よ
り
は
国
を
出
る
」
（
三
八
頁
）
と
決
意
し
た
南
米
へ
の
イ
タ
リ
ア
移
民

た
ち
の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た
調
査
旅
行
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
こ

に
「
神
話
」
の
濫
觴
を
見
極
め
た
の
は
著
者
の
炯
眼
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
章
「
ヴ
ォ
ル
ペ
―
―
中
間
層
の
歴
史
（
一
九
二
八
―
四
九
年
）
」
は
、

管
見
の
限
り
で
は
、
こ
の
忘
れ
ら
れ
た
中
世
史
の
泰
斗
に
関
す
る
日
本
で

初
め
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
生
き
た
思
想
家
」
と

い
う
呼
称
は
こ
の
人
物
に
こ
そ
相
応
し
い
。
思
想
統
制
に
反
発
し
て
ム
ッ

ソ
リ
ー
ニ
と
激
し
く
確
執
し
た
が
、
戦
後
も
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
加
担
を
隠

さ
な
か
っ
た
。
「
中
間
層
の
支
持
を
獲
得
し
、
組
合
組
織
を
通
じ
て
イ
タ

リ
ア
人
大
衆
を
生
産
者
と
し
て
法
制
度
に
掬
い
取
ろ
う
と
し
た
」
フ
ァ
シ

ズ
ム
こ
そ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
を
吸
収
・
統
合
し

た
「
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
の
完
成
形
態
」
（
六
四
頁
）
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

第
三
章
「
晩
年
の
ク
ロ
ー
チ
ェ
（
一
）
―
―
「
詩
」
と
「
文
学
」
（
一

九
三
三
―
四
一
年
）
」
は
、
「
実
証
主
義
と
観
念
論
の
論
争
を
架
橋
で
き
た

唯
一
の
思
想
家
」
と
し
て
ヴ
ェ
ー
バ
ー
を
高
く
評
価
す
る
ヒ
ュ
ー
ズ
に
疑

義
を
呈
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
「
人
文
学
か
ら
距
離
を
取
り
価
値
の

相
対
化
を
図
り
な
が
ら
社
会
科
学
へ
至
る
ヴ
ェ
ー
バ
ー
的
な
展
開
の
ほ
か

に
、
人
文
学
を
基
礎
に
観
念
論
的
価
値
体
系
の
下
で
学
問
秩
序
を
構
成
し
、

総
合
化
を
図
る
も
う
一
つ
の
道
筋
を
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
思
想
の
中
に
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
」
（
七
五
頁
）
。
そ
し
て
、
晩
年
の
大
作
『
詩
―
―
詩
と
文

　

序
章
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
下
の
思
想
家
た
ち
」
で
は
、
ま
ず
「
自
由
の
維
持

に
と
っ
て
必
要
な
歴
史
思
想
」
（
四
頁
）
の
意
義
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ

を
ク
ロ
ー
チ
ェ
は
「
倫
理
―
政
治
史
」
も
し
く
は
「
文
明
史
」
と
名
付
け

た
が
、
ジ
ョ
ア
ッ
キ
ー
ノ
・
ヴ
ォ
ル
ペ
は
「
国
民
の
歴
史
」
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・

グ
ラ
ム
シ
は
「
従
属
階
級
の
歴
史
」
、
エ
ル
ネ
ス
ト
・
デ
・
マ
ル
テ
ィ
ー

ノ
は
「
民
俗
学
的
歴
史
」
と
し
て
描
き
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
の

主
人
公
た
ち
を
紹
介
し
た
後
、
「
国
民
」
を
鍵
概
念
と
し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
形
成
史
が
概
説
さ
れ
る
。
そ
の
中
核
と
な
っ
た
の
は
急
進
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
で
あ
り
、
「
そ
れ
は
遡
れ
ば
十
九
世
紀
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
や
ロ
マ

ン
主
義
に
ま
で
辿
り
着
く
」
（
五
頁
）
と
い
う
視
点
や
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
が

目
指
し
た
人
間
像
と
は
若
く
強
靱
で
あ
り
、
現
代
に
復
活
し
た
古
代
ロ
ー

マ
人
の
よ
う
な
文
明
化
を
担
う
存
在
、
も
し
く
は
戦
士
で
あ
る
と
と
も
に

生
産
者
で
あ
る
国
民
で
あ
る
」（
一
三
頁
）
と
い
う
指
摘
は
見
落
と
せ
な
い
。

　

第
一
章
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
成
立
（
一
九
二
八
―
三
一
年
）
」

で
は
、「
ク
リ
ス
ピ
神
話
」
に
着
目
し
て
「
も
う
一
つ
の
イ
タ
リ
ア
＝

フ
ァ

シ
ズ
ム
」
と
い
う
図
式
が
定
着
・
流
布
し
た
経
緯
が
探
ら
れ
る
。
権
威
主

義
的
な
が
ら
も
行
政
制
度
の
改
革
と
地
方
自
治
の
拡
充
に
着
手
す
る
一
方

で
、
植
民
地
獲
得
の
た
め
の
ア
フ
リ
カ
侵
攻
も
断
行
し
、
ア
ド
ワ
の
大
敗

で
失
脚
し
た
、
「
歴
史
的
左
派
」
の
首
相
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ク
リ
ス
ピ
が
、

没
後
い
か
に
し
て
悲
劇
の
英
雄
に
祭
り
上
げ
ら
れ
た
の
か
。
「
進
歩
」
を

も
た
ら
す
「
指
導
階
級
」（
ク
ロ
ー
チ
ェ
）
か
、「
人
民
の
イ
タ
リ
ア
」（
ヴ
ォ

ル
ペ
）
か
、
と
い
う
対
極
的
な
ク
リ
ス
ピ
像
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
ム
ッ

ソ
リ
ー
ニ
政
権
の
閣
僚
と
な
っ
た
哲
学
者
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ジ
ェ
ン

テ
ィ
ー
レ
や
法
学
者
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ロ
ッ
コ
の
言
説
も
俎
上
に
上
が
る
が
、
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（
九
七
頁
）
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
欠
如
ゆ
え
に
、
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
を
「
革

命
な
き
革
命
」
と
呼
ん
だ
グ
ラ
ム
シ
に
は
、
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
史
』
は
、
「
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
や
大
衆
の
影
響
」
を
恐
れ
て
い
る
よ
う
に

映
じ
た
。
ま
た
、
ク
ロ
ー
チ
ェ
が
『
バ
ロ
ッ
ク
時
代
史
』
で
示
し
た
、
反

宗
教
改
革
の
イ
タ
リ
ア
か
ら
宗
教
改
革
の
ド
イ
ツ
へ
の
文
明
史
の
主
役
交

代
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
認
め
な
が
ら
、
「
宗
教
改
革
」
→
「
ド
イ
ツ
観
念
論
」

→
「
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
」
→
「
観
念
論
的
な
自
由
論
」
と
い
う
系
譜
の
代

わ
り
に
グ
ラ
ム
シ
は
、
「
宗
教
改
革
」
→
「
民
衆
文
化
」
→
「
ド
イ
ツ
観

念
論
」
・
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
→
「
史
的
唯
物
論
」
と
い
う
構
図
を
描
き
、

そ
こ
に
「
高
度
な
哲
学
が
民
衆
の
世
界
と
接
触
し
て
展
開
し
て
い
く
ル
ネ

サ
ン
ス
以
来
の
知
的
道
徳
的
改
革
〔
＝
啓
蒙
？
〕
の
『
完
成
』
」（
一
一
七
頁
）

を
展
望
す
る
。

　

第
六
章
「
晩
年
の
ク
ロ
ー
チ
ェ
（
二
）
―
―
「
生
命
性
」
と
「
文
明
」

（
一
九
四
一
―
五
二
年
）
」
で
は
、
大
戦
の
惨
禍
と
全
体
主
義
の
蛮
行
を
具

に
目
撃
し
た
最
晩
年
の
ク
ロ
ー
チ
ェ
が
熟
慮
の
末
に
到
達
し
た「
生
命
性
」

の
概
念
が
検
討
さ
れ
る
。
「
ク
ロ
ー
チ
ェ
は
自
ら
の
精
神
哲
学
の
深
化
に

あ
た
っ
て
、
歴
史
に
上
位
と
下
位
を
想
定
し
た
。
普
遍
的
な
層
を
構
成
す

る
上
位
の
歴
史
叙
述
に
は
、『
詩
』
の
歴
史
、
哲
学
史
、『
倫
理
―
政
治
史
』

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
の
が
『
文
学
史
』
、
科
学
―
技
術
史
、
政
治

―
経
済
史
で
構
成
さ
れ
る
文
明
史
で
あ
る
。
こ
れ
ら
歴
史
的
現
実
を
創
り

出
す
人
間
精
神
の
根
底
に
あ
る
の
が
『
生
命
性
』
で
あ
り
、
こ
れ
は
時
に

悪
に
転
化
し
、
猛
威
を
振
る
う
」
（
一
五
二
～
三
頁
）
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
特
徴
の
一
つ
が
、
「
啓
蒙
主
義
的
な
伝
統
の
超
克
と
し
て
、

生
命
や
行
動
と
い
っ
た
非
知
性
的
な
も
の
を
称
賛
す
る
こ
と
」（
一
三
頁
）

学
に
関
す
る
批
評
・
歴
史
序
説
』
（
一
九
三
六
年
）
で
導
入
さ
れ
た
「
詩
」

と
「
詩
で
な
い
も
の
」
の
区
分
に
ク
ロ
ー
チ
ェ
「
精
神
哲
学
」
の
深
化
を

見
届
け
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
で
い
う
「
詩
」
と
は
「
『
内
容
』
と
『
形
式
』

を
一
致
さ
せ
、
普
遍
の
中
に
特
殊
な
も
の
を
見
、
豊
か
な
人
間
性
を
表
現

す
る
こ
と
」
で
あ
る
が
、
「
詩
」
に
は
至
ら
ず
と
も
、
旧
弊
を
踏
襲
せ
ず
、

過
去
の
知
的
遺
産
を
創
造
的
に
生
か
す
機
能
を
果
た
す
表
現
も
あ
る
。
か

く
し
て
、
歴
史
の
進
歩
を
促
す
「
文
明
に
お
け
る
言
語
の
制
度
」
と
し
て

の
「
文
学
」
と
い
う
歴
史
主
義
的
な
独
自
の
概
念
が
編
み
出
さ
れ
、
そ
こ

に
は
「
『
有
用
』
〔
＝
経
済
〕
や
『
真
』
〔
＝
哲
学
〕
と
い
っ
た
他
の
目
的
に

転
用
さ
れ
た
表
現
」
（
八
六
頁
）
も
包
摂
さ
れ
る
。
確
か
に
人
文
学
的
な

発
想
で
あ
る
。

　

第
四
章
「
獄
中
期
グ
ラ
ム
シ
（
一
）
―
―
従
属
階
級
の
歴
史
へ
（
一
九

二
九
―
三
二
年
）
」
と
第
五
章
「
獄
中
期
グ
ラ
ム
シ
（
二
）
―
―
従
属
階
級

の
歴
史
へ
（
一
九
三
二
―
三
五
年
）
」
で
は
、
『
獄
中
ノ
ー
ト
』
の
文
献
学

的
な
考
証
・
読
解
を
踏
ま
え
て
、
「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
概
念
の
構
築
に
は
ク
ロ
ー

チ
ェ
へ
の
批
判
意
識
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
」
（
一
〇
七
頁
）
次
第
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
「
自
己
規
律
社
会
」
す
な
わ
ち
「
『
実
践
の
哲
学
』
〔
＝
マ
ル
ク
ス

主
義
〕
に
よ
っ
て
農
民
を
も
含
め
た
広
範
な
サ
バ
ル
タ
ン
を
諸
政
党
と
し

て
組
織
し
同
盟
関
係
を
形
成
し
、
そ
の
結
果
各
政
党
が
規
制
し
合
う
社
会
」

（
一
二
五
頁
）
を
構
想
す
る
に
至
る
過
程
が
追
究
さ
れ
る
（
グ
ラ
ム
シ
思
想

の
体
系
化
が
始
ま
る
の
は
一
九
三
二
年
以
後
だ
と
い
う
）
。
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
『
実

践
の
哲
学
』
を
グ
ラ
ム
シ
が
読
ん
だ
形
跡
は
な
い
と
い
う
指
摘
（
九
四
頁
）

は
意
外
だ
が
、
両
者
の
歴
史
観
の
対
比
は
鮮
や
か
で
あ
る
。
「
自
己
の
階

級
の
利
害
を
超
え
て
で
も
農
民
と
結
ん
で
革
命
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
」
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の
価
値
に
優
先
さ
れ
る
根
源
的
な
価
値
と
し
て
認
識
さ
れ
た
『
自
由
』
の

信
仰
」
と
解
答
す
る
。
そ
し
て
、
「
本
書
の
主
人
公
た
ち
は
そ
の
議
論
の

中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
永
ら
く
培
っ
て
き
た
人
文
主
義
の
伝
統
は
も
は
や

エ
リ
ー
ト
主
義
で
は
あ
り
え
ず
、
今
後
よ
り
広
い
層
へ
と
開
か
れ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
方
向
性
を
示
唆
し
た
」
（
一
八
五
頁
）
と
締
め
括
ら

れ
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
評
者
は
専
ら
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
〈
啓
蒙
の

弁
証
法
〉
の
行
方
と
い
う
角
度
か
ら
本
書
を
味
読
し
堪
能
し
た
。
「
わ
れ

わ
れ
は
だ
れ
で
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
啓
蒙
の
子
で
あ
る
」
（
『
意
識
と

社
会
』
二
〇
頁
）
。
そ
し
て
、
本
書
の
結
語
か
ら
直
ち
に
連
想
し
た
の
は
、「
ナ

ポ
リ
の
国
民
は
二
つ
の
国
民
に
、
二
つ
の
異
な
る
時
代
、
二
つ
の
異
な
る

風
土
に
分
裂
し
て
い
た
」
と
、
知
識
人
と
国
民
〔
大
衆
〕
と
の
隔
絶
を
嘆

い
た
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ク
オ
ー
コ
の
『
一
七
九
九
年
ナ
ポ
リ
革
命
史

論
』
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
段
の
「
我
々
の
革
命
は
受
動
的
革
命
で
あ
っ
て
、

そ
こ
で
成
功
す
る
た
め
の
唯
一
の
手
段
は
民
衆
の
意
見
〔
支
持
〕
を
獲
得

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
い
う
一
節
が
、
グ
ラ
ム
シ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
に

繋
が
る
こ
と
は
有
名
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
亡
命
先
の
ミ
ラ
ノ
で

書
い
た
未
完
草
稿
『
イ
タ
リ
ア
共
和
国
統
計
素
案
』
で
、
こ
の
ジ
ャ
コ
バ

ン
主
義
者
は
、
「
芸
術
へ
の
趣
味
は
祖
国
愛
の
最
も
確
実
な
保
障
で
あ
る
」

と
し
て
、
祭
り
や
演
劇
な
ど
の
民
衆
文
化
の
世
界
を
隅
々
ま
で
観
察
・
記

述
す
る
「
統
計
」
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
こ
こ
で
ふ
と
気
に
懸
か
っ

た
の
は
、
「
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
主
た
る
関
心
は
あ
く
ま
で
も
洗
練
さ
れ
た
知

識
人
に
よ
る
上
級
文
化
で
あ
り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
包
摂
し
た
一
般
大
衆
の

文
化
的
領
域
ま
で
降
り
て
く
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
っ
た
」
（
二
〇
頁
）
と

で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
そ
う
。
「
文
明
」
を
蝕
む
「
頽
廃
」
、
「
病
的

な
ロ
マ
ン
主
義
」
に
起
因
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
、
「
人
間
が
合
理
的
な
自

由
主
義
に
も
マ
ル
ク
ス
主
義
に
も
信
ず
べ
き
も
の
を
見
出
せ
な
い
と
き
に

生
じ
る
『
病
気
』
」（
一
四
五
頁
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
再
発
防
止
の
た
め
に
は
、

民
主
的
制
度
に
補
完
さ
れ
た
自
由
主
義
が
「
生
命
性
」
を
導
か
ね
ば
な
ら

な
い
。

　

第
七
章
「
晩
年
の
デ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
―
―
民
俗
学
的
歴
史
へ
（
一
九

四
九
―
六
五
年
）
」
で
は
、
こ
の
「
生
命
性
」
の
概
念
を
現
地
調
査
に
よ
っ

て
掘
り
下
げ
、
存
在
の
危
機
と
そ
の
回
復
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
だ
、

ク
ロ
ー
チ
ェ
の
弟
子
の
民
俗
学
者
デ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
が
登
場
す
る
。
そ

の
主
要
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
た
イ
タ
リ
ア
南
部
で
は
、
ト
ラ
ン
ス
状
態

で
踊
り
続
け
る
「
タ
ラ
ン
テ
ィ
ズ
モ
」
や
葬
礼
で
儀
礼
的
慟
哭
に
携
わ
る

職
業
的
な
「
泣
き
女
」
と
い
っ
た
呪
術
的
な
儀
礼
が
根
強
く
残
存
す
る
。

こ
れ
は
、
「
啓
蒙
思
想
も
ま
た
強
力
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
欠
如
す
る
イ

タ
リ
ア
南
部
で
は
上
級
階
級
の
文
化
に
影
響
を
与
え
る
に
留
ま
っ
た
」（
一

六
六
頁
）
か
ら
で
あ
る
（
こ
こ
に
は
グ
ラ
ム
シ
の
影
も
色
濃
い
）
。
だ
が
、
問

題
は
む
し
ろ
、
生
命
を
危
う
く
す
る
「
存
在
の
危
機
」
を
脱
歴
史
化
し
、

危
機
を
文
化
の
中
に
統
合
す
る
回
復
機
能
が
現
代
世
界
で
は
危
殆
に
瀕
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
デ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
が
最
後
の
希
望
を
托
し
た
の

は
、
「
超
越
の
エ
ー
ト
ス
」
（
宗
教
性
）
と
共
存
す
る
世
俗
社
会
で
あ
っ
た
。

　

終
章
「
近
代
社
会
に
お
け
る
自
由
と
信
仰
―
―
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ

て
」
で
は
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
脅
威
か
ら
自
由
を
保
ち
続
け
る
可
能
性
を

少
し
で
も
増
大
さ
せ
る
も
の
と
は
何
か
」
（
一
八
二
頁
）
と
問
い
、「
『
歴
史
』

の
相
で
同
時
代
を
考
察
す
る
こ
と
」
と
、
「
人
間
の
意
識
に
内
在
し
、
他
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書
評　

『
ア
ー
レ
ン
ト
の
マ
ル
ク
ス
―
―
労
働
と
全
体
主
義

』

（
百
木
漠
著
、
人
文
書
院
、
二
〇
一
八
年
）

石
田
雅
樹

　

ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
と
い
う
思
想
家
を
今
日
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら

論
じ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？   

本
書
は
こ
の
問
い
に
対
し

て
、
ア
ー
レ
ン
ト
を
「
労
働
と
全
体
主
義
」
の
親
和
性
に
注
目
し
た
思
想

家
と
し
て
再
定
義
し
、
そ
の
現
代
的
意
義
を
強
調
す
る
。
つ
ま
り
ア
ー
レ

ン
ト
が
問
題
視
し
た
「
全
体
主
義
」
と
は
、
単
に
ナ
チ
ズ
ム
や
ス
タ
ー
リ

ニ
ズ
ム
批
判
で
論
じ
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
資
本
主
義
の
拡
大
再
生

し
て
も
、
『
ナ
ポ
リ
の
諸
劇
場
』
や
『
ナ
ポ
リ
の
物
語
や
伝
説
』
の
よ
う

な
懐
か
し
い
作
品
、
ナ
ポ
リ
語
で
書
か
れ
た
ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
バ

ジ
ー
レ
『
五
日
物
語
』
の
イ
タ
リ
ア
語
訳
な
ど
の
根
本
動
機
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
勝
手
な
期
待
を
お
許
し
願
い
た
い
。
古
代
以
来
の
人
文
的
教

養
の
歴
史
に
お
け
る
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、
広
義

の
「
経
済
活
動
」
の
目
標
と
さ
れ
る
「
有
用
性
」
の
祖
型
は
、
少
な
く
と

も
キ
ケ
ロ
に
ま
で
遡
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
著
者
の
次
な
る
探
究
が

今
か
ら
楽
し
み
で
あ
る
。 

（
お
く
だ
・
た
か
し
／
ナ
ポ
リ
啓
蒙
）



159　●　〈書　評〉

や
エ
リ
ザ
ベ
エ
ス
・
ヤ
ン
グ
＝

ブ
ル
ー
エ
ル
ら
の
先
駆
的
研
究
に
お
い
て

指
摘
さ
れ
、
近
年
で
は
森
川
輝
一
ら
の
研
究
で
論
証
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ

の
時
期
ア
ー
レ
ン
ト
の
マ
ル
ク
ス
研
究
は
、
単
に
『
全
体
主
義
の
起
原
』

を
補
完
す
る
だ
け
で
な
く
、
後
の
『
人
間
の
条
件
』
で
提
示
さ
れ
る
「
労

働
／
仕
事
／
活
動
」
の
理
論
枠
組
み
を
準
備
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
著
者

は
こ
こ
で
、
生
前
に
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
ア
ー
レ
ン
ト
の
マ
ル
ク
ス
研

究
草
稿
（
邦
訳
『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
と
西
欧
政
治
思
想
の
伝
統
』
）
に
注
目
し
、

ア
ー
レ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
な
形
で
マ
ル
ク
ス
の
思
想
に
注
目
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
を
丹
念
に
検
証
し
て
い
く
。

　

こ
の
ア
ー
レ
ン
ト
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
解
釈
に
つ
い
て
は
、
第
二
章

「
ア
ー
レ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
の
労
働
思
想
比
較
」
、
第
三
章
「
労
働
・
政
治
・

余
暇
」
に
お
い
て
よ
り
詳
細
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
は

『
人
間
の
条
件
』
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
が
「
労
働
」
を
人
間
の
本
質
と

し
て
「
賛
美
」
し
な
が
ら
も
、
そ
の
「
労
働
」
か
ら
解
放
さ
れ
た
社
会
を

目
指
し
た
こ
と
を
「
は
な
は
だ
し
い
矛
盾
」
と
し
て
批
判
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
の
「
労
働
」
論

を
分
析
す
る
と
、
そ
こ
で
は
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
と
「
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

さ
れ
た
労
働
」
と
が
区
分
さ
れ
、
前
者
の
批
判
の
上
に
後
者
が
理
想
的
な

「
労
働
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
ア
ー
レ
ン

ト
に
と
っ
て
「
労
働
」
と
は
「
人
間
の
肉
体
の
生
物
学
的
過
程
に
対
応
す

る
営
み
」
に
過
ぎ
ず
、
必
然
性
に
囚
わ
れ
た
労
苦
に
他
な
ら
な
い
が
、
マ

ル
ク
ス
に
と
っ
て
そ
れ
は
「
労
働
」
の
一
側
面
と
し
て
の
「
疎
外
さ
れ
た

労
働
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
さ
れ
た
労
働
」

は
よ
り
多
義
的
か
つ
協
働
的
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
ア
ー
レ
ン

産
を
背
景
と
し
た
人
間
自
身
を
「
余
計
な
も
の
」
に
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
著
者
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
と

新ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

自
由
主
義
に
よ
っ
て
、
安
定
し
た
「
労
働
」
環
境
が
喪
失
し
つ
つ
あ
る

現
代
こ
そ
、
「
労
働
と
全
体
主
義
」
と
い
う
視
点
か
ら
ア
ー
レ
ン
ト
を
問

い
直
す
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
。

　

本
書
は
こ
の
「
労
働
と
全
体
主
義
」
と
い
う
枠
組
み
に
基
づ
き
、
称
揚

さ
れ
る
「
活
動
」
の
影
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
扱
わ
れ
て
き
た
「
労
働
」
に
光

を
当
て
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
あ
り
き
た
り
の
ア
ー
レ
ン
ト

論
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
決
し
て
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ

ク
な
議
論
を
展
開
す
る
も
の
で
は
な
い
。
著
者
は
冒
頭
で
、
ア
ー
レ
ン
ト

の
「
労
働
」
論
に
関
す
る
先
行
研
究
を
辿
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
度
々

取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
論
点
―
―
例
え
ば
「
仕
事
」
と
区
分
さ
れ
る
「
労

働
」
理
解
や
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
マ
ル
ク
ス
解
釈
の
妥
当
性
な
ど
―
―
を
確

認
し
た
上
で
、
本
書
の
論
点
を
こ
れ
ら
先
行
研
究
の
延
長
上
に
位
置
づ
け

る
。
こ
の
ア
ー
レ
ン
ト
「
労
働
」
論
の
検
証
は
本
書
の
中
核
部
分
を
構
成

し
て
お
り
、
著
者
は
一
方
で
ア
ー
レ
ン
ト
の
マ
ル
ク
ス
理
解
を
内
在
的
に

辿
り
、
他
方
で
は
マ
ル
ク
ス
の
テ
ク
ス
ト
と
の
比
較
検
証
を
行
う
こ
と
で
、

ア
ー
レ
ン
ト
が
な
ぜ
マ
ル
ク
ス
と
思
想
的
格
闘
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の

か
、
ま
た
マ
ル
ク
ス
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
（
誤
読
）
し
た
か
を
解
き
明
か

し
て
い
く
。

　

第
一
章
「
『
全
体
主
義
の
起
原
』
と
『
人
間
の
条
件
』
の
あ
い
だ
」
で
は
、

『
全
体
主
義
の
起
原
』
（
一
九
五
一
）
と
『
人
間
の
条
件
』
（
一
九
五
八
）
と

を
結
ぶ
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
」
と
し
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
マ
ル
ク
ス

研
究
の
意
義
が
再
考
さ
れ
て
い
る
。
既
に
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
カ
ノ
ヴ
ァ
ン
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著
者
は
、
こ
の
「
労
働
の
キ
メ
ラ
化
」
に
伴
う
「
肥
大
化
す
る
労
働
」

こ
そ
、
近
代
社
会
＝
資
本
主
義
社
会
の
本
質
と
し
て
ア
ー
レ
ン
ト
が
告
発

し
た
も
の
で
あ
る
と
訴
え
る
。
そ
れ
は
こ
の
「
肥
大
化
す
る
労
働
」
に
よ
っ

て
支
配
さ
れ
る
社
会
、
資
本
主
義
の
自
己
増
殖
運
動
に
よ
っ
て
「
労
働
―

消
費
」
の
無
限
サ
イ
ク
ル
に
覆
わ
れ
た
社
会
が
、
「
世
界
」
の
安
定
性
を

絶
え
ず
掘
り
崩
し
、
人
々
を
「
余
計
な
も
の
」
へ
と
追
い
や
り
、
「
全
体

主
義
」
が
台
頭
す
る
条
件
と
し
て
の
「
世
界
疎
外
」
を
生
み
出
す
こ
と
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。
第
五
章
「
『
余
計
な
も
の
』
の
廃
棄
」
で
は
、
こ
の

人
間
を
「
余
計
な
も
の
」
に
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
資
本
主
義
・
帝
国

主
義
・
全
体
主
義
の
連
続
性
に
つ
い
て
、『
全
体
主
義
の
起
原
』
第
二
部
「
帝

国
主
義
」
の
議
論
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
本
書

終
章
「
『
労
働
』
か
ら
『
仕
事
』
へ
」
で
は
、
改
め
て
ア
ー
レ
ン
ト
が
「
労

働
」
と
「
仕
事
」
と
を
区
分
し
た
こ
と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
。
つ
ま

り
「
肥
大
化
す
る
労
働
」
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
「
労
働
―

消
費
」

サ
イ
ク
ル
に
回
収
さ
れ
安
定
性
を
消
失
し
て
い
く
中
で
、
「
世
界
」
に
耐

久
性
を
与
え
る
「
仕
事
」
こ
そ
、
そ
れ
に
抗
す
る
試
み
に
他
な
ら
ず
、
そ

れ
は
同
時
に
「
活
動
」
の
舞
台
を
構
築
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

る
。
著
者
は
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
「
労
働
」
と
「
仕
事
」
と
の
分
節

化
の
意
義
を
再
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
先
行
研
究
を
幅
広
く
渉
猟
し
た
上
で
、

こ
れ
ま
で
十
分
に
考
察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
労
働
」
と
「
全
体
主
義
」

と
の
関
係
性
、
ま
た
そ
の
マ
ル
ク
ス
理
解
や
資
本
主
義
論
の
位
置
づ
け
を

検
証
し
た
労
作
で
あ
り
、
そ
の
研
究
的
意
義
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
う
し
た
本
書
の
意
義
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
で
は
幾
つ
か
疑

ト
は
こ
う
し
た
マ
ル
ク
ス
の
「
労
働
」
の
多
義
性
を
（
あ
る
意
味
意
図
的
に
）

捨
象
し
て
お
り
、
そ
れ
は
率
直
に
言
っ
て
「
誤
読
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で

あ
る
。
著
者
は
こ
の
よ
う
に
ア
ー
レ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
の
「
労
働
」
論
を

比
較
検
証
し
な
が
ら
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
い
か
に
マ
ル
ク
ス
を
「
誤
読
」
し

た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

し
か
し
本
書
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
う
し
た
ア
ー
レ
ン
ト
の
「
誤

読
」
を
単
に
マ
ル
ク
ス
へ
の
無
理
解
と
し
て
切
り
捨
て
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
「
誤
読
」
の
中
に
積
極
的
な
意
義
を
見
出
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
確

か
に
マ
ル
ク
ス
の
「
労
働
」
論
は
多
義
的
で
あ
り
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
論
じ

る
「
労
働
」
に
還
元
で
き
な
い
多
様
な
側
面
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
そ
も
そ
も
近
代
社
会
で
は
「
労
働
」
環
境
も
複
雑
化
し
、
「
労
働
／

仕
事
／
活
動
」
と
い
う
境
界
自
体
が
曖
昧
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
労
働
」
の
複
雑
化
や
曖
昧
化
を
ア
ー
レ
ン

ト
自
身
が
理
解
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
二

十
世
紀
ア
メ
リ
カ
に
生
き
た
ア
ー
レ
ン
ト
こ
そ
マ
ル
ク
ス
よ
り
も
こ
の

「
労
働
」
の
複
雑
化
・
曖
昧
化
を
理
解
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
中

で
敢
え
て
「
労
働
／
仕
事
／
活
動
」
境
界
を
設
定
し
、
区
分
す
る
思
考
の

重
要
性
を
説
い
た
の
で
は
な
い
の
か
。
著
者
は
多
義
化
し
複
雑
化
し
て
い

く
「
労
働
」
の
変
質
を
「
労
働
の
キ
メ
ラ
化
」
と
呼
び
、
ア
ー
レ
ン
ト
が

こ
の
「
労
働
の
キ
メ
ラ
化
」
を
批
判
す
る
た
め
に
、
敢
え
て
「
労
働
」
を

「
仕
事
」
や
「
活
動
」
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
分
節
化
し
た
と
い
う
解

釈
を
提
示
す
る
。
著
者
は
こ
の
よ
う
に
ア
ー
レ
ン
ト
の
「
誤
読
」
を
論
難

す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
肥
大
化
す
る
労
働
」
社
会
批
判
と
い
う
文

脈
で
積
極
的
に
評
価
す
る
の
で
あ
る
。
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問
点
を
提
示
し
た
い
。
そ
れ
は
著
者
の
ア
ー
レ
ン
ト
解
釈
へ
の
疑
問
で
あ

る
と
同
時
に
、
ア
ー
レ
ン
ト
自
身
の
「
全
体
主
義
」
論
が
孕
む
矛
盾
で
あ

る
よ
う
に
思
え
る
。

　

最
初
の
疑
問
は
、
本
書
で
語
ら
れ
る
「
労
働
と
全
体
主
義
」
と
い
う
問

題
提
起
に
つ
い
て
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
「
労
働
」
論
で
は
上
手
く
語
る
こ
と

の
で
き
な
い
「
全
体
主
義
」
論
、
端
的
に
言
え
ば
そ
の
全
体
主
義
の
テ
ロ

ル
の
問
題
に
つ
い
て
、
議
論
が
曖
昧
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
例

え
ば
本
書
で
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
「
全
体
主
義
」
に
つ
い
て
、
「
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
テ
ロ
ル
」
に
基
づ
い
て
「
敵
」
の
み
な
ら
ず
「
余
計
な
も
の
」

を
排
除
し
て
い
く
運
動
と
定
義
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
人
間
を
「
余

計
な
も
の
」
に
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
「
資
本
主
義
」
の
問
題
が
提
起

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
語
る
「
余
計
な
も
の
」

を
排
除
す
る
全
体
主
義
の
テ
ロ
ル
は
、
「
鉋
を
か
け
れ
ば
木
屑
が
落
ち
る
」

と
い
う
表
現
に
あ
る
よ
う
に
「
労
働
」
よ
り
も
「
仕
事
（
制
作
）
」
と
強

い
親
和
性
を
有
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
「
余
計
な
も
の
」

の
排
除
と
言
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
問
題
な
の
か
、
収
容

所
へ
の
物
理
的
な
強
制
収
容
な
の
か
、
あ
る
い
は
殺
処
分
を
意
味
す
る
の

か
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
本
書
の
議
論
は
必
ず
し
も
一
貫

し
て
い
な
い
。
例
え
ば
一
方
で
は
「
全
体
主
義
へ
と
繋
が
る
社
会
的
土
壌

を
用
意
」
す
る
（
一
五
八
頁
）
と
さ
れ
、
他
方
で
は
よ
り
直
接
的
に
―
―

パ
ト
リ
ッ
ク
・
ヘ
イ
デ
ン
や
ジ
グ
ム
ン
ド
・
バ
ウ
マ
ン
を
援
用
し
つ
つ

―
―
「
余
計
な
も
の
」
を
排
除
す
る
運
動
と
し
て
「
資
本
主
義
」
が
「
全

体
主
義
」
へ
と
転
化
す
る
危
険
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
一
九
九
、
二
四

五
頁
）
。
ア
ー
レ
ン
ト
の
「
全
体
主
義
」
を
論
じ
る
上
で
テ
ロ
ル
を
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
る
の
か
、
そ
れ
を
「
労
働
」
や
「
資
本
主
義
」
で
論
じ

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
／
で
き
な
い
の
か
、
よ
り
説
得
力
あ
る
議
論
が
必

要
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
そ
も
そ
も
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
る
「
全
体
主
義
」
と
い
う
用
語

自
体
が
ナ
チ
ズ
ム
と
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
を
同
一
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
捉
え
、

「
独
裁
」
や
「
専
制
」
と
は
異
な
る
独
自
の
政
治
体
制
・
政
治
運
動
を
説

明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
「
労
働
」
や
「
資
本
主
義
」
を

下
敷
き
に
し
て
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
元
々
の
独
自
性
を
消
失
し
、

政
治
言
語
と
し
て
の
理
論
的
妥
当
性
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
な
い
だ
ろ

う
か
。
端
的
に
言
え
ば
、
「
資
本
主
義
」
と
「
全
体
主
義
」
と
の
親
和
性

を
強
調
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
一
方
で
は
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
を
論
じ

る
も
の
と
し
て
説
得
力
を
失
い
、
他
方
で
は
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
な

ぜ
「
全
体
主
義
」
が
生
じ
な
い
の
か
と
い
う
擬
似
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
自
身
の
「
全
体
主
義
」
論
が
抱

え
る
矛
盾
点
で
あ
る
と
評
者
は
考
え
て
い
る
。
著
者
が
正
し
く
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、
ア
ー
レ
ン
ト
は
当
時
の
ア
メ
リ
カ
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
も

「
全
体
主
義
」
と
い
う
言
葉
で
論
じ
る
よ
う
に
な
る
が
（
七
一
頁
）
、
他
方

で
当
時
の
中
国
共
産
党
支
配
に
つ
い
て
さ
え
、
そ
の
洗
脳
や
テ
ロ
ル
を
承

知
し
な
が
ら
「
全
体
主
義
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
の
に
慎
重
で
あ
っ
た

（
邦
訳
『
全
体
主
義
の
起
原
』
第
三
巻
「
全
体
主
義
」viii

頁
）
。
こ
う
し
た
ア
ー

レ
ン
ト
自
身
の
曖
昧
さ
も
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
政
治
体
制
や
政
治
運
動

を
「
全
体
主
義
」
と
名
指
す
の
に
相
応
し
い
か
、
そ
の
濫
用
や
陳
腐
化
を

防
ぐ
た
め
に
も
よ
り
慎
重
な
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
ア
ー
レ
ン
ト
の
「
労
働
」
論
や
「
全
体
主
義
」
論
が
今
日
な
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書
評　

『
思
想
の
政
治
学
―
―
ア
イ
ザ
ィ
ア
・
バ
ー
リ
ン
研
究

』

（
森
達
也
著
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
八
年
）

蛭
田 

圭

　

バ
ー
リ
ン
研
究
は
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
大
別
さ
れ
る
。
ま
ず
最
も
標

準
的
な
も
の
と
し
て
、
「
多
元
主
義
」
や
「
啓
蒙
」
と
い
っ
た
個
別
テ
ー

マ
に
特
化
し
た
研
究
群
が
あ
る

）
1
（

。
次
に
、
近
年
注
目
さ
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
、
バ
ー
リ
ン
の
生
涯
の
一
時
期
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
を
精
査
す
る
「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
的
な
」
研
究
が
あ
る

）
2
（

。
こ
れ
ら
二
つ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
別
の
仕
方
で
は
あ
る
も
の
の
、
バ
ー
リ
ン
の
生
涯
と

お
有
効
な
分
析
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
本
書
の
前
提
を
一
応
共
有
し
た
と

し
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
や
新
自
由
主
義
が
「
全
体
主
義
」
を
準

備
す
る
／
転
化
す
る
と
い
う
本
書
の
主
張
に
は
最
後
ま
で
同
意
で
き
な

か
っ
た
（
一
五
八
頁
で
言
及
の
あ
る
藤
田
省
三
「
『
安
楽
』
へ
の
全
体
主
義
」
に

も
評
者
は
懐
疑
的
で
あ
る
）
。
現
代
社
会
で
そ
の
兆
候
と
し
て
示
さ
れ
る
の
は
、

労
働
倫
理
の
尊
重
（
二
四
五
頁
）
や
、
生
活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ
や
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
な
ど
の
排
外
主
義
（
二
四
頁
）
で
あ
り
、
本
書
で
繰
り
返
し
表

現
さ
れ
て
い
る
人
間
を
「
余
計
な
も
の
」
に
す
る
思
考
・
運
動
と
し
て
の

「
資
本
主
義
」
（
そ
こ
に
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
や
A 

I
な
ど
を
付
け
加
え
て
も

良
い
か
も
し
れ
な
い
が
）
が
「
全
体
主
義
」
を
呼
び
起
こ
す
と
い
う
議
論
に

リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
テ
ロ
リ
ズ
ム
防
止
を

名
目
と
し
た
監
視
社
会
や
、
健
康
増
進
を
謳
う
自
己
へ
の
配
慮
な
ど
の
方

が
灰
色
の
管
理
社
会
と
し
て
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
論
点
は

本
書
と
は
別
物
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
ア
ー
レ
ン
ト
を
読
み
込
む
の
は
無

理
が
あ
る
。
思
想
家
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
語
る
に
は
、
そ
の
限
界
点

を
踏
ま
え
相
対
化
し
た
上
で
、
そ
の
思
想
家
の
言
葉
を
通
じ
て
我
々
の
リ

ア
リ
テ
ィ
が
更
新
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
作

業
の
困
難
さ
に
つ
い
て
自
戒
を
込
め
つ
つ
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

 

（
い
し
だ
・
ま
さ
き
／
政
治
哲
学
）
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け
バ
ー
リ
ン
以
降
の
政
治
理
論
へ
の
言
及
は
多
く
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
、

マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ォ
ル
ツ
ァ
ー
か
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
ノ
リ
ー
と
ア
ク
セ
ル
・

ホ
ネ
ッ
ト
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
思
想
家
が
バ
ー
リ
ン
と
の
関
係
で
論
じ

ら
れ
る
。

　

本
書
は
二
部
構
成
で
あ
る
。
理
論
的
側
面
を
論
じ
る
前
半
部
で
は
、
バ
ー

リ
ン
の
哲
学
的
立
場
が
「
反
基
礎
づ
け
主
義
的
」
、
「
歴
史
主
義
的
」
と
特

徴
付
ら
れ
、
価
値
多
元
論
に
基
づ
く
バ
ー
リ
ン
独
自
の
自
由
主
義
が
描
き

出
さ
れ
る
。
そ
の
自
由
主
義
と
は
、
承
認
欲
求
を
中
心
に
据
え
た
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
も
、
「
多
元
主
義
の
事
実
」
を
ベ
ー
ス

と
し
た
ロ
ー
ル
ズ
流
の
政
治
的
自
由
主
義
と
も
異
な
る
、
「
ミ
ニ
マ
リ
ス

ト
・
リ
ベ
ラ
ル
の
立
場
」
で
あ
る
（
二
五
五
頁
）
。
そ
の
上
で
著
者
は
、
後

に
ア
ヴ
ィ
シ
ャ
イ
・
マ
ル
ガ
リ
ー
ト
が
精
緻
化
し
たdecency

（
ま
と
も
さ
、

ま
っ
と
う
さ
）
の
概
念
を
利
用
し
、
バ
ー
リ
ン
が
目
指
す
「
ま
っ
と
う
な

社
会
」
像
を
描
い
て
い
く

）
4
（

。

　

続
く
後
半
部
で
は
、
思
想
史
的
な
側
面
が
考
察
の
対
象
と
な
る
。
こ
こ

で
留
意
す
べ
き
は
、
本
書
で
は
自
由
の
思
想
史
に
一
章
が
割
か
れ
ず
、
コ

ン
ス
タ
ン
や
ル
ソ
ー
と
い
っ
た
、
バ
ー
リ
ン
自
由
論
で
中
心
的
な
役
割
を

果
た
す
人
物
が
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と

し
て
著
者
は
、
『
二
つ
の
自
由
概
念
』
に
関
す
る
研
究
蓄
積
が
す
で
に
豊

富
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
そ
の
詳
細
な
検
討
に
は
も
う
一
冊
の
書
物
を
書

く
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
（
八
頁
）
。
そ
の
た
め
、
バ
ー

リ
ン
の
自
由
論
を
入
り
口
と
し
て
彼
の
思
想
史
研
究
に
関
心
を
持
っ
た
読

者
に
と
っ
て
は
、
本
書
の
後
半
部
は
物
足
り
な
く
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
他
方
で
、
自
由
の
思
想
史
と
一
部
重
複
す
る
啓
蒙
と
反
啓
蒙
（
本

思
索
を
い
わ
ば
「
小
分
け
」
に
し
た
上
で
、
局
地
的
に
バ
ー
リ
ン
研
究
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
第
三
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
バ
ー
リ
ン
の
諸
著
作
の
あ
い
だ
の
関
連
性
を
重
視
し
、
そ
の
思
想
の

全
体
像
を
描
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
学
問
の
専
門
化
が
進
む
今
日
、

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
あ
る
種
の
知
的
蛮
勇
が
伴
い
、
研
究
者
が
敬
遠
し

が
ち
で
あ
る
こ
と
は
察
す
る
に
難
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
よ
う
な

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
複
数
の
専
門
家
に
よ
る
共
同
研
究
に
お
い
て
の
み
有
効

だ
と
す
る
考
え
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ラ
ウ
ダ
ー
の

Isaiah Berlin: Liberty and Pluralism
が
示
す
と
お
り
、
第
三
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
成
功
裏
に
用
い
ら
れ
、
バ
ー
リ
ン
研
究
の
発
展
に
寄
与
し
た
例
も
存

在
す
る

）
3
（

。

　

『
思
想
の
政
治
学
』
は
、
ク
ラ
ウ
ダ
ー
の
前
例
に
な
ら
い
、
バ
ー
リ
ン

の
諸
著
作
を
総
体
と
し
て
描
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
書
物
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
こ
の
こ
と
は
、
バ
ー
リ
ン
が
関
心
を
抱
い
た
す
べ
て
の
事
柄
に
均
等

に
目
配
り
を
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
本
書

の
研
究
の
主
対
象
は
、
バ
ー
リ
ン
の
著
作
群
の
中
心
を
な
す
（
広
義
で
の
）

政
治
思
想
で
あ
る
。
し
か
し
著
者
は
政
治
思
想
を
細
分
化
す
る
こ
と
を
拒

否
し
、
目
標
と
し
て
「
バ
ー
リ
ン
の
哲
学
、
政
治
理
論
、
思
想
史
、
そ
し

て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
／
シ
オ
ニ
ズ
ム
論
を
統
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
」
を

掲
げ
る
（
五
頁
）
。
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ダ
ー
の
著
書
が
入
門
書
と
し
て
使
わ

れ
る
こ
と
を
念
頭
に
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
思
想
の
政
治
学
』
は

研
究
書
と
し
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
（
実
際
に
、
本
書
は
著
者
が
過
去
に
発
表

し
た
七
本
の
論
文
に
基
づ
い
て
い
る
）
。
そ
の
た
め
本
書
で
は
、
ク
ラ
ウ
ダ
ー

の
著
作
以
上
に
、
著
者
独
自
の
解
釈
が
明
示
的
に
提
示
さ
れ
る
。
と
り
わ
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主
義
と
、
ロ
ー
テ
ィ
ー
の
反
基
礎
づ
け
主
義
的
な
自
由
主
義
の
あ
い
だ
に

強
い
親
近
性
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
に
は
議
論
の
余
地
が

あ
る
だ
ろ
う
。
あ
る
晩
年
の
未
刊
行
書
簡
で
、
バ
ー
リ
ン
は
こ
う
述
べ
て

い
る
。（

…
）
あ
な
た
は
ロ
ー
テ
ィ
ー
を
大
い
に
過
大
評
価
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
彼
の
一
元
主
義
と
理
性
主
義
へ
の
反
対
に
は
と
て
も
共

感
し
ま
す
し
、
彼
は
私
の
こ
と
を
同
盟
者
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
彼
は
や
り
す
ぎ
な
の
で
す
。
ポ
ス
ト
構
造
主
義
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
、

ま
た
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
現
代
の
非
理
性
主
義
へ
の
ロ
ー
テ
ィ
ー
の
愛

情
は
、
自
分
が
書
い
た
も
の
の
多
く
を
台
無
し
に
し
、
そ
れ
を
思
想

で
は
な
く
輝
か
し
い
美
文
の
中
で
焼
却
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、

私
に
は
思
わ
れ
ま
す
。
自
分
の
こ
と
を
認
め
て
く
れ
る
人
た
ち
に
対

し
て
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し

ロ
ー
テ
ィ
ー
に
引
証
さ
れ
る
こ
と
で
、
私
は
少
し
お
と
し
め
ら
れ
て

い
る
（m

ildly com
prom

ised

）
と
感
じ
ま
す

）
5
（

。

　

も
ち
ろ
ん
、
バ
ー
リ
ン
自
身
が
ロ
ー
テ
ィ
ー
に
批
判
的
で
あ
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
彼
の
著
作
が
ロ
ー
テ
ィ
ー
の
著
作
と
（
本
人
の
意
図
に
反
し
て
）

親
近
性
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
。
例
え
ば

バ
ー
ナ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
バ
ー
リ
ン
は
ニ
ー
チ
ェ
を
評
価
し
て

い
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
両
者
の
思
想
史
の
方
法
に
は
強
い
親
近
性

が
あ
る
と
い
う
的
を
射
た
指
摘
を
し
て
い
る

）
6
（

。
し
か
し
バ
ー
リ
ン
が
遺
し

た
膨
大
な
書
簡
類
に
は
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
的
な
も
の
に
対
す
る
強
い
懐

書
で
は
「
対
抗
啓
蒙
」
と
い
う
訳
語
が
当
て
ら
れ
て
い
る
）
の
対
立
は
丁
寧
に

論
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
通
常
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
い
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
思
想
史

に
は
多
く
の
紙
幅
が
割
り
当
て
ら
れ
、
著
者
独
自
の
視
点
が
提
供
さ
れ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
書
の
特
徴
を
も
う
少
し
丁
寧
に
見
な
が
ら
、

若
干
の
批
判
的
考
察
を
試
み
た
い
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、
前
述
し
た
「
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
的
な
」
文
脈
主
義
の

拒
絶
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
方
法
論
的
選
択
に
は
、
正
負
の
両
側
面
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
プ
ラ
ス
面
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
は
、
コ
ン
テ
ク

ス
ト
の
精
査
を
あ
え
て
放
棄
す
る
こ
と
で
、
バ
ー
リ
ン
思
想
の
全
体
像
を

描
く
と
い
う
目
的
が
現
実
的
な
も
の
と
な
る
点
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、

八
十
八
年
に
わ
た
り
複
数
の
文
化
圏
を
生
き
た
バ
ー
リ
ン
の
生
涯
全
体
を

コ
ン
テ
ク
ス
ト
化
す
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
一
冊
の
書
物
と
い
う
枠
内

で
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
先
に
触
れ
た
と
お
り
、
極
端
な
文

脈
主
義
を
放
棄
す
る
こ
と
で
、
バ
ー
リ
ン
思
想
の
現
代
的
意
義
を
直
接
論

じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
『
思
想
の
政
治
学
』
は
現
代
政

治
理
論
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
刺
激
的
な
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
同
じ
方
法
論
的
選
択
は
必
然
的
に
、
次
の
リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と

に
も
な
る
。
つ
ま
り
、
現
代
的
関
心
か
ら
バ
ー
リ
ン
を
読
む
結
果
、
解
釈

に
著
者
の
関
心
が
過
剰
に
投
影
さ
れ
る
リ
ス
ク
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
が
お

そ
ら
く
最
も
顕
著
な
の
は
、
バ
ー
リ
ン
の
規
範
に
つ
い
て
の
考
え
を
「
ポ

ス
ト
構
造
主
義
的
」と
す
る
解
釈
で
あ
ろ
う
（
八
三
頁
）
。
こ
の
言
葉
は
バ
ー

リ
ン
自
身
が
用
い
た
も
の
で
は
な
く
、
著
者
が
後
の
政
治
思
想
の
発
展
に

照
ら
し
、
遡
行
的
に
バ
ー
リ
ン
思
想
の
解
釈
と
し
て
提
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
と
り
わ
け
著
者
は
、
バ
ー
リ
ン
の
経
験
主
義
に
裏
打
ち
さ
れ
た
自
由
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疑
が
繰
り
返
し
表
明
さ
れ
て
お
り
、
著
者
の
描
く
バ
ー
リ
ン
像
と
、
バ
ー

リ
ン
本
人
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
あ
い
だ
に
軋
轢
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

今
後
バ
ー
リ
ン
の
未
刊
行
書
簡
が
漸
次
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
る
中
、
著
者

が
自
ら
の
バ
ー
リ
ン
解
釈
を
ど
の
よ
う
に
擁
護
、
調
整
な
い
し
発
展
さ
せ

る
か
、
一
読
者
と
し
て
注
目
し
た
い
。

　

次
に
問
題
提
起
と
し
て
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
論
じ
る
際
の
視
点
を
ひ
と
つ

提
案
し
た
い
。
著
者
は
バ
ー
リ
ン
の
「
ユ
ダ
ヤ
知
識
人
」
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
重
視
し
、
彼
の
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
立
場

を
、
実
存
的
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
（
二
〇
七
頁
）
。
そ
し
て
エ
ド
ワ
ー

ド
・
サ
イ
ー
ド
ら
の
バ
ー
リ
ン
批
判
を
あ
る
程
度
受
け
入
れ
つ
つ
、
バ
ー

リ
ン
が
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
ユ
ダ
ヤ
系
知
識
人
と
し
て
、
右
傾

化
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
を
「
内
部
か
ら
」
批
判
で
き
る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、

そ
れ
を
怠
っ
た
と
し
て
厳
し
い
評
価
を
下
す
（
二
五
二
頁
）
。
し
か
し
こ
こ

で
も
う
ひ
と
つ
検
討
す
べ
き
は
、
バ
ー
リ
ン
の
非
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
で
生
き
死
ぬ
こ
と
を
選
ん

だ
者
と
し
て
、
バ
ー
リ
ン
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
つ
い
て
の
（
特
に
批
判
的
な
）

公
的
発
言
を
自
重
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と

も
彼
自
身
の
意
識
に
即
し
て
言
え
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
治
に
つ
い
て
の
公

的
な
沈
黙
は
（
ユ
ダ
ヤ
系
知
識
人
と
し
て
の
）「
発
言
す
る
責
任
」
の
回
避

で
は
な
く
、（
非
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
し
て
の
）「
沈
黙
す
る
責
任
」
の
実
践
だ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
責
任
概
念
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が

あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
知
識
人
の
責
任
」
と
し
て
、
少
な
く
と
も
二
つ

の
倫
理
的
立
場
が
あ
り
う
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。す
な
わ
ち
、
サ
イ
ー

ド
的
な
「
発
言
す
る
責
任
」
と
、
カ
ミ
ュ
的
な
「
沈
黙
す
る
責
任
」
で
あ

る
）
7
（

。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、
バ
ー
リ
ン
の
沈
黙
（
そ
し
て
、
死
を
目
前
に
し
た

発
言
）
の
意
味
を
改
め
て
考
え
る
と
、
本
書
第
六
・
七
章
で
の
分
析
が
さ

ら
に
深
ま
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
の
他
、
本
書
が
提
起
す
る
論
点
は
多
岐
に
わ
た
り
、
紙
幅
の
都
合
上
、

す
べ
て
を
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
お
よ
そ
人
文
・

社
会
科
学
に
お
け
る
良
書
と
は
、
議
論
に
決
着
を
つ
け
る
も
の
で
は
な
く
、

新
た
な
視
座
を
示
し
議
論
を
活
発
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
が
多
く

の
読
者
に
読
ま
れ
、
日
本
に
お
け
る
バ
ー
リ
ン
研
究
が
活
性
化
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。 

（
ひ
る
た
・
け
い
／
政
治
理
論
・
思
想
史
）
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書
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『
ロ
ー
ル
ズ
を
読
む
』

（
井
上
彰
編
著
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
八
）

谷
澤
正
嗣

　

本
書
は
十
三
編
か
ら
成
る
論
文
集
で
あ
る
。
英
語
圏
で
は
ロ
ー
ル
ズ
に

つ
い
て
の
論
文
集
は
す
で
に
数
多
い
が
、
日
本
語
で
こ
の
種
の
書
物
が
出

版
さ
れ
る
の
は
評
者
の
知
る
か
ぎ
り
本
書
が
初
め
て
で
あ
る
。
日
本
語
に

よ
る
ロ
ー
ル
ズ
研
究
の
現
在
の
水
準
を
知
る
う
え
で
好
適
な
一
冊
と
な
っ

て
い
る
。

　

編
集
の
方
針
は
、
統
一
性
を
も
た
ら
す
よ
り
も
多
様
性
を
尊
重
す
る
こ

の
方
が
原
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
忠
実
で
あ
る
。

（
5
） Berlin, Isaiah to Aileen K

elly, 27 April 1990. O
xford, Bodleian 

Library, M
S. Berlin 225, fol. 132; cited here w

ith the perm
ission of 

the Isaiah Berlin Literary Trust.
（
6
） W

illiam
s, Bernard, “Liberalism

 and Loss, ” in M
ark Lilla, Ronald 

D
w

orkin and R
obert Silvers, eds., T

he Legacy of Isaiah Berlin, N
ew

 
York: N

ew
 York Review

 of Books 2001, pp. 91–103.

（
7
） 

こ
の
テ
ー
マ
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
、
ト
ニ
ー
・
ジ
ャ
ッ
ト
『
知
識
人

の
責
任
―
―
ブ
ル
ム
、
カ
ミ
ュ
、
ア
ロ
ン
』
土
倉
莞
爾
・
長
谷
川
一
年
・

渡
辺
和
行
・
神
垣
享
介
訳
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
九
年
。



167　●　〈書　評〉

自
体
を
共
同
化
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

規
範
理
論
に
お
け
る
議
論
の
仕
方
に
つ
い
て
の
ロ
ー
ル
ズ
の
見
解
は
、

反
照
的
（
反
省
的
）
均
衡
と
い
う
観
念
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
観
念
は

第
二
章
の
松
元
論
文
、
第
十
一
章
の
額
賀
論
文
で
主
題
と
な
っ
て
い
る
。

松
元
は
、
ロ
ー
ル
ズ
の
博
士
論
文
を
含
む
初
期
の
著
作
を
精
査
し
て
、
倫

理
学
方
法
論
が
つ
ね
に
ロ
ー
ル
ズ
の
主
要
な
関
心
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
、

し
か
も
彼
は
「
終
始
一
貫
し
て
、
科
学
哲
学
を
受
容
し
、
そ
の
変
化
か
ら

影
響
を
受
け
、
自
ら
の
倫
理
学
方
法
論
へ
と
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
」
こ
と

を
示
す
。
額
賀
は
さ
ら
に
焦
点
を
絞
り
込
ん
で
、
「
反
照
的
均
衡
の
最
も

重
要
な
構
成
要
素
は
、
判
例
法
の
判
断
基
準
で
あ
る
「
道
理
人
」
と
科
学

哲
学
の
「
解
明
」
を
結
合
さ
せ
た
「
道
理
人
の
解
明
」
で
あ
る
と
理
解
で

き
る
」
と
指
摘
す
る
。
反
照
的
均
衡
と
法
実
践
と
の
関
係
は
、
ロ
ー
ル
ズ

の
法
理
学
へ
の
貢
献
を
、
ハ
ー
ト
お
よ
び
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
そ
れ
と
比
較

し
な
が
ら
論
じ
た
第
七
章
の
田
中
論
文
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
田
中
に

よ
れ
ば
反
照
的
均
衡
を
含
む
ロ
ー
ル
ズ
ら
の
分
析
哲
学
的
手
法
は
、
裁
判

実
務
に
お
け
る
専
門
技
術
的
実
践
知
と
類
似
点
が
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
指
摘
が
ど
れ
も
正
し
い
と
す
れ
ば
、
反
照
的
均
衡
と
い
う
方

法
は
、
自
然
科
学
と
法
学
か
ら
示
唆
を
受
け
て
、
倫
理
学
や
政
治
理
論
に

固
有
の
規
範
を
発
見
し
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
よ
り
具

体
的
に
は
、
ま
ず
「
基
礎
的
デ
ー
タ
」
と
し
て
私
た
ち
の
価
値
判
断
を
収

集
し
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
規
範
原
理
を
定
式
化
し
た
う
え
で
、
そ
の
規
範

原
理
を
原
初
状
態
に
お
い
て
演
繹
的
に
導
出
す
る
試
み
と
、
そ
の
規
範
原

理
と
「
私
た
ち
の
熟
考
さ
れ
た
判
断
」
と
の
合
致
を
確
か
め
る
試
み
と
を

両
方
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
複
雑
な
手
続
き
全
体
が
「
正
義
の
理

と
に
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
寄
稿
者
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
様
々
で

あ
り
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ト
ピ
ッ
ク
や
叙
述
の
ス
タ
イ
ル
も
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
そ
の
反
面
、
複
数
の
論
文
で
同
じ
テ
ー
マ
が
論
じ

ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
論
文
間
の
差
異
や
重
な
り
合
い
が
さ
ら
に
掘
り

下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
や
や
残
念
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
そ
う

し
た
多
様
性
を
確
認
し
な
が
ら
、
論
文
間
の
対
話
の
可
能
性
に
つ
い
て
も

コ
メ
ン
ト
し
た
い
。

　

複
数
の
論
文
で
共
有
さ
れ
て
い
る
関
心
の
第
一
は
、
ロ
ー
ル
ズ
の
方
法

論
で
あ
る
。
第
一
章
の
盛
山
論
文
は
、
こ
の
関
心
を
次
の
よ
う
に
定
式
化

す
る
。
経
験
科
学
に
は
存
在
す
る
「
共
通
の
方
法
的
了
解
」
が
規
範
理
論

に
は
存
在
し
な
い
が
ゆ
え
に
、
対
立
す
る
規
範
的
立
場
の
間
で
決
着
を
つ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ロ
ー
ル
ズ
の
理
論
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
論
争
が

続
い
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
む
し
ろ
規
範
理
論
に
お
い
て
は
、

客
観
的
に
正
し
い
判
断
や
真
理
は
「
存
在
し
な
い
」
と
い
う
前
提
に
立
つ

べ
き
で
あ
る
。
こ
の
前
提
か
ら
盛
山
は
二
つ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
。
一
つ

は
、
経
験
科
学
に
お
け
る
「
証
拠
」
の
代
わ
り
に
、
規
範
理
論
は
「
人
び

と
の
日
常
的
な
規
範
意
識
」
を
「
参
考
資
料
」
と
し
て
活
用
す
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ー
ル
ズ
が
原
初
状
態
で
の
正
義
原
理
の
導
出
と
い

う
「
論
理
的
な
マ
ジ
ッ
ク
」
の
背
後
で
実
際
に
行
っ
て
い
た
の
も
、
そ
う

し
た
規
範
意
識
へ
の
訴
え
か
け
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
逆
説
的
で
あ

る
が
、
「
方
法
へ
の
探
求
」
を
徹
底
的
に
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
盛

山
が
言
う
方
法
と
は
、
「
議
論
を
通
じ
て
共
同
に
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で

き
る
も
の
」
に
至
る
方
法
を
指
す
。
規
範
理
論
は
議
論
を
通
じ
て
共
同
に

受
け
入
れ
可
能
な
判
断
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
議
論
の
仕
方
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サ
ニ
が
言
う
の
と
は
別
の
意
味
で
合
理
的
で
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
加
藤
は
ハ
ー
サ
ニ
の
批
判
以
上
に
ア
ロ
ー
の
批
判
を
重
視
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ア
ロ
ー
お
よ
び
加
藤
に
よ
れ
ば
、
個
人
が
「
不

思
議
で
互
い
に
理
解
し
が
た
い
何
か
」
で
あ
る
以
上
、
無
知
の
ヴ
ェ
ー
ル

を
備
え
た
原
初
状
態
と
い
う
概
念
装
置
は
放
棄
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
、
正
義
原
理
の
合
理
的
選
択
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
ま
で
も
放
棄
さ

れ
る
必
要
は
な
い
。
「
拡
張
さ
れ
た
社
会
的
選
択
理
論
」
の
方
法
に
よ
っ

て
正
義
原
理
を
特
定
で
き
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
加
藤
は
実
際
に
、「
基

本
財
情
報
」
、
「
全
会
一
致
」
、
「
最
小
公
平
性
」
と
い
う
比
較
的
争
い
の
余

地
の
少
な
い
三
つ
の
公
理
か
ら
、
「
も
っ
と
も
不
利
な
立
場
に
あ
る
個
人

の
基
本
財
指
標
が
改
善
す
る
よ
う
な
変
化
は
、
必
ず
社
会
的
に
見
て
望
ま

し
い
」と
い
う
結
論
、す
な
わ
ち
格
差
原
理
が
導
か
れ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

　

つ
ま
り
、
若
松
は
、
原
初
状
態
も
含
め
て
ロ
ー
ル
ズ
の
議
論
は
合
理
的

だ
と
主
張
し
、
加
藤
は
原
初
状
態
を
放
棄
す
れ
ば
ロ
ー
ル
ズ
の
議
論
は
合

理
的
に
再
構
成
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ぜ
ひ
と
も
二
人

の
間
の
討
論
を
望
み
た
い
。
評
者
が
と
く
に
知
り
た
い
の
は
、
拡
張
さ
れ

た
社
会
的
選
択
理
論
が
、
不
良
定
義
問
題
を
解
く
た
め
の
合
理
的
枠
組
な

の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
二
人
の
見
解
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
加
藤
の
証
明
は
ロ
ー
ル
ズ
の
正
義
の
理
論
の
合

理
性
を
強
力
に
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
原
初
状
態
は
も
は
や

不
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
人
生
計
画
や

正
義
原
理
の
選
択
は
拡
張
さ
れ
た
社
会
的
選
択
理
論
で
は
解
け
な
い
こ
と

に
な
り
、
そ
の
代
わ
り
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
、
原
初

状
態
が
依
然
と
し
て
有
効
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

論
」
を
整
合
説
的
な
意
味
で
正
当
化
す
る
の
だ
と
松
元
は
ま
と
め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
盛
山
の
問
い
か
け
へ
の
十
分
な
答
え
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
と
り
わ
け
、
基
礎
的
デ
ー
タ
な
い
し
参
考
資
料
と
し
て
私
た
ち
の
価

値
判
断
を
扱
う
こ
と
で
、
反
照
的
均
衡
は
、
経
験
科
学
に
お
け
る
方
法
と

同
じ
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
類
比
で
き
る
方
法
と
な
っ
て
い
る
か
。

　

以
上
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
在
の
ロ
ー
ル
ズ
研
究
に
お
い
て
は
、

反
照
的
均
衡
と
い
う
包
括
的
な
方
法
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
原
初
状

態
は
そ
の
一
部
を
な
す
、
限
定
的
な
思
考
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
傾

向
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
原
初
状
態
で
の
正
義
原
理
の
合
理
的
選
択
と
い

う
ア
イ
デ
ィ
ア
が
本
書
で
無
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
二
に
注

目
し
た
い
の
は
、
第
五
章
の
若
松
論
文
と
第
九
章
の
加
藤
論
文
が
ま
っ
た

く
別
の
方
向
か
ら
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
再
解
釈
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

若
松
は
、
正
義
原
理
の
選
択
に
つ
い
て
の
ロ
ー
ル
ズ
の
議
論
が
合
理
的

選
択
理
論
と
し
て
失
敗
し
て
い
る
と
い
う
、
ハ
ー
サ
ニ
の
批
判
か
ら
、
ロ
ー

ル
ズ
の
議
論
の
「
合
理
性
」
を
救
出
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
若
松

が
着
目
す
る
の
は
、
「
正
義
原
理
の
選
択
問
題
」
と
「
人
生
計
画
の
選
択

問
題
」
の
間
の
類
似
性
で
あ
る
。
二
つ
の
問
題
は
、
い
ず
れ
も
「
不
良
定

義
問
題
」
（
問
題
を
解
く
た
め
の
情
報
の
す
べ
て
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
問
題
）

で
あ
る
と
い
う
点
で
類
似
し
て
い
る
。
若
松
は
ま
ず
、
基
本
財
、
無
知
の

ヴ
ェ
ー
ル
、
マ
キ
シ
ミ
ン
・
ル
ー
ル
と
い
っ
た
特
徴
を
備
え
た
原
初
状
態

と
い
う
概
念
装
置
が
、
人
生
計
画
の
選
択
問
題
を
解
く
た
め
の
合
理
的
な

手
段
で
あ
る
こ
と
を
説
得
的
に
示
す
。
そ
こ
か
ら
類
比
的
に
示
唆
さ
れ
る

の
は
、
原
初
状
態
が
正
義
原
理
の
選
択
問
題
を
解
く
た
め
の
合
理
的
手
段

で
も
あ
る
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
原
初
状
態
の
議
論
は
ハ
ー
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三
番
目
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
『
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
』
、
『
公
正
と

し
て
の
正
義　

再
説
』
、
『
万
民
の
法
』
と
い
う
著
作
、
さ
ら
に
二
つ
の
講

義
録
に
も
周
到
に
目
配
り
し
た
う
え
で
、
『
正
義
論
』
以
後
の
、
い
わ
ゆ

る
後
期
ロ
ー
ル
ズ
を
論
じ
る
論
文
が
複
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
三
章
の
宮
本
論
文
は
、
フ
リ
ー
マ
ン
、
ワ
イ
ス
マ
ン
、
ガ
ウ
ス
ら
の

重
要
だ
が
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
研
究
を
参
照
し
な

が
ら
、
「
包
括
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
か
ら
「
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
に

至
る
ロ
ー
ル
ズ
の
政
治
的
転
向
な
い
し
転
回
が
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
っ

た
の
か
を
跡
づ
け
て
い
る
。
秩
序
だ
っ
た
社
会
の
安
定
性
を
い
か
に
確
保

す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
す
で
に
『
正
義
論
』
第
三
部
の
主
題
で
あ
っ
た

が
、
理
に
か
な
っ
た
包
括
的
教
説
の
多
元
性
の
認
識
を
ロ
ー
ル
ズ
が
強
め

る
に
つ
れ
て
、
ロ
ー
ル
ズ
に
と
っ
て
い
っ
そ
う
中
心
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

こ
の
問
題
に
対
す
る
ロ
ー
ル
ズ
の
新
し
い
解
答
が
、
包
括
的
教
説
間
の
、

正
義
の
政
治
的
構
想
を
焦
点
と
し
た
、
重
合
的
（
重
な
り
合
う
）
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
、
公
共
的
理
性
の
行
使
に
よ
っ
て
追
求
す
る
と
い
う
、
政
治
的

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
戦
略
で
あ
っ
た
。
宮
本
は
、
こ
の
戦
略
に
つ
い
て
三
つ

の
評
価
な
い
し
態
度
が
あ
り
う
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、

こ
う
し
た
評
価
な
い
し
態
度
の
違
い
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
、
政
治
的
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
（
あ
る
い
は
「
公
共
的
理
性
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
）
の
可
能
性
を
め

ぐ
る
論
争
は
、
ロ
ー
ル
ズ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
に
お
け
る
最
も
活
発
な
産

業
分
野
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

宮
本
が
あ
く
ま
で
ロ
ー
ル
ズ
の
内
在
的
な
解
釈
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し

て
、
第
四
章
の
木
山
論
文
、
第
八
章
の
齋
藤
論
文
、
第
十
二
章
の
角
崎
論

文
は
、
後
期
ロ
ー
ル
ズ
的
な
問
題
に
対
す
る
ロ
ー
ル
ズ
自
身
の
解
答
を
評

価
す
る
と
こ
ろ
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
。
木
山
は
『
万
民
の
法
』
に
お
け

る
ロ
ー
ル
ズ
の
人
権
論
を
詳
細
に
分
析
し
、
そ
れ
が
国
際
社
会
に
お
け
る

人
権
の
擁
護
と
し
て
は
失
敗
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
る
。
内
容
的
に
ミ
ニ

マ
ル
な
人
権
が
国
家
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
な
い
と
き
、
そ
の
国
家
の
主
権

は
け
っ
し
て
制
約
で
き
な
い
と
す
る
ロ
ー
ル
ズ
の
構
想
は
、
あ
ま
り
に
貧

弱
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
人
権
を
め
ぐ
る
政
治
の
現
実
か
ら
か
い
離
し
て

い
る
。
木
山
論
文
は
、
「
人
権
の
政
治
的
構
想
」
を
提
出
し
よ
う
と
す
る

政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
戦
略
自
体
に
否
定
的
で
あ
り
、
本
書
の
中
で
最

も
手
厳
し
い
ロ
ー
ル
ズ
批
判
だ
と
言
え
る
。

　

一
方
、
齋
藤
と
角
崎
は
、
ロ
ー
ル
ズ
の
基
本
戦
略
に
一
定
の
評
価
を
与

え
た
う
え
で
、
そ
の
成
果
に
批
判
を
提
起
し
て
い
る
。
齋
藤
は
、
『
政
治

的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
』
と
『
再
説
』
で
の
ロ
ー
ル
ズ
の
安
定
性
論
を
、
講
義

録
を
参
照
し
な
が
ら
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
ル
ソ
ー
、
カ
ン
ト
の
社
会
契

約
論
（
に
つ
い
て
の
ロ
ー
ル
ズ
の
解
釈
）
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、

そ
れ
が
成
功
し
て
い
る
か
を
問
う
。
重
な
り
合
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
確
保

と
い
う
、
安
定
性
問
題
へ
の
ロ
ー
ル
ズ
の
解
答
が
、
価
値
対
立
が
先
鋭
化

し
社
会
の
分
断
化
が
進
む
こ
ん
に
ち
の
状
況
に
対
す
る
真
剣
な
対
応
で
あ

る
こ
と
は
齋
藤
も
認
め
る
。
し
か
し
齋
藤
は
、
重
な
り
合
う
コ
ン
セ
ン
サ

ス
の
成
立
に
は
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
条
件
が
あ
り
、
ロ
ー
ル
ズ

的
な
戦
略
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ら
の
条
件
が
確
保
さ
れ
え
な
い
可
能
性
を
指

摘
し
て
い
る
。な
お
、
重
な
り
合
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
や
公
共
的
理
性
と
い
っ

た
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
含
ま
れ
る
観
念
は
、
田
中
論
文
に
お
い
て
、

「
価
値
多
元
的
状
況
の
も
と
で
の
実
践
的
議
論
・
決
定
の
理
に
適
っ
た
制

度
の
構
想
・
設
計
に
不
可
欠
」
な
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
田
中



社会思想史研究　No. 43　2019

●　170

　

書
評　

『
統
治
の
抗
争
史
―
―
フ
ー
コ
ー
講
義1978-79

』

（
重
田
園
江
著
、
勁
草
書
房
、
二
〇
一
八
年
）

箱
田 

徹

　

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
が
一
九
七
七
年
度
―
一
九
七
九
年
度
に
コ
レ
ー

ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
で
行
っ
た
講
義
『
安
全
・
領
土
・
人
口
』
と
『
生

政
治
の
誕
生
』（
原
著
は
共
に
二
〇
〇
四
年
刊
）
の
二
冊
は
「
統
治
性
講
義
」

と
ま
と
め
て
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
書
は
こ
の
著
名
な
講
義
に
つ
い

て
、
筆
者
が
折
に
触
れ
て
表
現
す
る
よ
う
に
、
あ
る
種
の
「
辞
書
」
的
な

注
解
作
業
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
講
義
録
の
読
者
が
フ
ー
コ
ー
の
議
論

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
観
念
は
、
実
務
に
も
通
じ
た
法
理
学
者
に
と
っ
て

は
、
す
で
に
な
じ
み
深
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

角
崎
は
、
『
再
説
』
で
の
財
産
所
有
制
民
主
主
義
の
素
描
を
、
社
会
福

祉
の
具
体
的
構
想
に
膨
ら
ま
せ
た
う
え
で
、
そ
の
包
摂
性
を
評
価
し
よ
う

と
す
る
。
角
崎
に
よ
れ
ば
、
財
産
所
有
制
民
主
主
義
は
、
「
伝
統
的
福
祉

国
家
の
政
策
モ
デ
ル
を
乗
り
越
え
、
低
所
得
者
・
移
民
・
女
性
・
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
・
障
害
者
な
ど
と
い
っ
た
人
々
の
、
社
会
参
加
の
基
盤
を
提
供
し

よ
う
と
す
る
も
の
」と
し
て
評
価
で
き
る
。
た
だ
し
、「
社
会
参
加
」が
、
ロ
ー

ル
ズ
に
よ
っ
て
「
生
産
的
な
社
会
的
協
働
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

重
大
な
問
題
で
あ
る
。
生
産
か
ら
引
退
し
た
高
齢
者
や
、
生
産
に
従
事
で

き
る
見
込
み
の
ま
っ
た
く
な
い
重
度
の
障
害
者
は
包
摂
で
き
な
い
か
ら
で

あ
る
。
角
崎
は
、
社
会
的
協
働
に
参
加
す
る
条
件
で
あ
る
「
二
つ
の
道
徳

的
能
力
」
を
解
釈
し
な
お
す
こ
と
で
、
ロ
ー
ル
ズ
の
議
論
を
拡
張
す
る
可

能
性
を
探
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
、
後
期
ロ
ー
ル
ズ
の
再
評
価
が

今
後
の
ロ
ー
ル
ズ
研
究
の
争
点
の
一
つ
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
予
感
さ
せ

る
。
こ
の
時
期
の
最
も
重
要
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
『
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
』
の
翻
訳
出
版
が
待
た
れ
る
。

　

ロ
ー
ル
ズ
の
自
尊
と
基
本
財
に
つ
い
て
の
議
論
を
彼
の
戦
争
体
験
を
背

景
に
解
釈
す
る
第
六
章
の
小
泉
論
文
、
ロ
ー
ル
ズ
と
ア
メ
リ
カ
経
済
思
想

の
関
連
を
論
じ
た
第
十
章
の
佐
藤
論
文
、
ロ
ー
ル
ズ
の
正
義
論
の
企
業
倫

理
へ
の
応
用
可
能
性
を
指
摘
す
る
第
十
三
章
の
井
上
論
文
に
つ
い
て
は
、

紙
数
の
限
界
で
十
分
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
意
外

な
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
ロ
ー
ル
ズ
研
究
の
多
様
性
を
増
す
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。 

（
や
ざ
わ
・
ま
さ
し
／
政
治
理
論
）
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統
治
」
と
い
う
固
有
の
問
題
設
定
の
始
ま
り
を
初
期
キ
リ
ス
ト
教
と
重
ね

合
わ
せ
る
。
そ
し
て
国
家
社
会
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
意
味
で
の
統
治

概
念
の
「
誕
生
」
を
、
十
六
世
紀
以
降
の
国
家
理
性
論
か
ら
ポ
リ
ス
論
へ

の
移
行
、
そ
し
て
十
八
世
紀
後
半
の
古
典
派
経
済
学
の
創
成
と
い
う
思
想

史
的
な
流
れ
に
見
て
取
る
。
統
治
性
講
義
で
は
、
こ
の
流
れ
と
二
十
世
紀

の
議
論
と
が
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
分
か
れ
て
い
る
の
で
、
本
書
の
よ
う
に

前
者
を
取
り
出
し
て
論
じ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

本
書
は
全
三
部
構
成
を
と
り
、
索
引
や
文
献
表
も
整
備
さ
れ
た
総
頁
数

五
〇
〇
頁
を
越
え
る
労
作
で
あ
る
。
本
体
の
章
立
て
は
次
の
と
お
り
だ
。

　

第
Ⅰ
部　

国
家
理
性

　

第
一
章　

統
治
、
統
治
術
、
君
主
鑑

　

第
二
章　

国
家
理
性
（
一
）
―
―
国
家
理
性
と
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ

　

第
三
章　

国
家
理
性
（
二
）
―
―
ク
ー
デ
タ
と
反
乱

　

第
四
章　

「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
的
秩
序
」

　

第
五
章　

ポ
リ
ス
論

　

第
Ⅱ
部　

人
口

　

第
六
章　

ポ
リ
ス
、
都
市
、
都
市
計
画

　

第
七
章　

病
と
衛
生

　

第
八
章　

人
口
の
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
（
一
）

　

第
九
章　

人
口
の
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
（
二
）

　

第
一
〇
章　

確
率
・
統
計
と
人
口

　

補　

章　

ベ
ル
ヌ
イ
―
―
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
問
題
の
迷
宮

の
思
想
史
的
背
景
や
、
そ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
る
概
念
に
ま
つ
わ
る
研
究
の

現
状
を
知
ろ
う
と
す
る
と
き
に
参
照
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

統
治
性
講
義
の
ね
ら
い
の
一
つ
は
、
西
洋
に
お
け
る
「
自
由
主
義
」
の

思
想
史
的
系
譜
の
探
究
で
あ
る
。
そ
の
背
景
を
な
す
同
時
代
的
な
問
題
意

識
と
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
、
世
界
的
な
反
シ
ス
テ
ム
運
動
を
背
景
に

し
な
が
ら
欧
米
諸
国
が
低
成
長
期
に
突
入
す
る
な
か
で
、
後
期
資
本
主
義

の
質
的
変
容
に
対
応
し
つ
つ
、
社
会
統
制
の
あ
り
方
を
更
新
す
る
「
反
動

的
な
」
試
み
と
し
て
台
頭
し
て
い
た
新
自
由
主
義
的
な
社
会
経
済
思
想
と

政
策
実
践
を
ど
う
捉
え
る
の
か
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
フ
ー

コ
ー
の
い
う
「
新
自
由
主
義
」
は
、
大
西
洋
の
両
側
の
思
想
潮
流
、
す
な

わ
ち
ド
イ
ツ
語
圏
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
学
派
と
米
国
の
シ
カ
ゴ
学
派
そ
れ
ぞ

れ
の
論
者
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ス
カ
ー
ル
政
権
の
政
策
を
指
し
て
い

た
。
当
時
で
は
珍
し
い
理
論
的
見
取
図
だ
っ
た
が
、
刊
行
後
に
そ
の
内
容

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
九
〇
年
代
以
降
の
批
判
的
な
新
自
由

主
義
研
究
の
新
展
開
と
思
い
が
け
ず
交
錯
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

他
方
で
、
『
監
獄
の
誕
生
』
（
一
九
七
五
年
）
と
『
知
へ
の
意
志
』
（
一
九

七
六
年
）
を
相
次
い
で
著
し
た
当
時
の
フ
ー
コ
ー
は
、
一
九
七
〇
年
代
前

半
か
ら
温
め
て
き
た
統
治
概
念
の
彫
琢
を
通
じ
て
、
法
中
心
的
な
権
力
観
、

あ
る
い
は
権
力
の
抑
圧
仮
説
へ
の
批
判
と
し
て
提
示
し
た
「
規
律
」「
調
整
」

「
生
権
力
」
「
生
政
治
」
と
い
っ
た
概
念
群
を
包
括
的
に
論
じ
よ
う
と
試
行

錯
誤
を
重
ね
て
い
た
。
な
お
「
統
治gouvernem

ent

」
と
は
、
振
る
舞

い
を
導
く
こ
とgouverner des conduites

で
あ
る
と
い
う
の
が
、
フ
ー

コ
ー
統
治
論
の
出
発
点
と
し
て
本
書
で
も
確
認
さ
れ
る
定
義
で
あ
る
。
こ

の
概
念
の
系
譜
を
フ
ー
コ
ー
は
古
代
社
会
に
ま
で
た
ど
る
一
方
、
「
人
の
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第
Ⅲ
部　

エ
コ
ノ
ミ
ー

　

第
一
一
章　

食
糧
難
と
穀
物
ポ
リ
ス

　

第
一
二
章　

穀
物
自
由
化
論

　

第
一
三
章　

フ
ー
コ
ー
に
よ
る
自
由
主
義
の
解
釈

　

第
一
四
章　

ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス

　

第
一
五
章　

統
治
と
エ
コ
ノ
ミ
ー

　

第
一
六
章　

市
民
社
会

　

ま
ず
第
Ⅰ
部
「
国
家
理
性
」
は
、
近
世
政
治
思
想
が
、
法
的
主
権
に
よ

る
力
の
行
使
で
は
な
く
、
一
定
の
人
び
と
が
住
ま
う
国
家
社
会
の
運
営
と

い
う
意
味
で
の
「
統
治
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
講
義
の
順
序
に
お
お
む
ね

沿
う
形
で
整
理
・
提
示
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
国
家
社
会
を
「
家
」
に
な
ぞ

ら
え
る
発
想
が
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
で
あ
り
、
フ
ー
コ
ー
の
い
う
統
治
と
同

一
視
で
き
る
と
の
指
摘
を
通
じ
て
、
統
治
性
講
義
を
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な

思
想
史
研
究
の
枠
内
で
論
じ
て
み
せ
る
と
い
う
本
書
全
体
の
ね
ら
い
が
示

唆
さ
れ
る
。

　

第
Ⅰ
部
の
終
わ
り
か
ら
第
Ⅱ
部
「
人
口
」
の
前
半
は
、
い
わ
ゆ
る
行
政

国
家
化
が
進
む
中
で
、
国
家
を
君
主
が
徳
と
力
に
よ
っ
て
介
入
す
べ
き
外

的
対
象
と
し
て
で
は
な
く
、
や
が
て
体
系
化
さ
れ
る
国
情
に
つ
い
て
の
知

を
元
手
に
介
入
す
べ
き
内
的
対
象
と
し
て
把
握
す
る
「
ポ
リ
ス
論
」
の
歴

史
的
展
開
が
文
献
を
通
じ
て
検
証
さ
れ
、
ポ
リ
ス
論
は
国
家
理
性
に
基
づ

く
統
治
実
践
の
具
体
例
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ポ
リ
ツ
ァ

イ
論
、
官
房
学
、
国
家
学
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
る
。
次

い
で
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
都
市
計
画
と
感
染
症
対
策
が
、
そ
れ

ら
を
権
力
装
置
の
三
形
態
―
―
主
権
、
規
律
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
安
全
）

―
―
を
対
比
さ
せ
て
論
じ
る
フ
ー
コ
ー
の
議
論
と
交
錯
さ
せ
る
か
た
ち
で
、

詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
Ⅱ
部
後
半
で
は
、
「
人
口
」
概
念
が
十
八

世
紀
に
確
立
す
る
思
想
史
的
背
景
が
提
示
さ
れ
る
。
あ
る
領
域
に
住
む
人

び
と
が
「
人
民
」
か
ら
「
人
口
」
へ
と
捉
え
直
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
が
社
会

の
統
治
化
で
あ
り
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
人
間
が
「
種
」
と
し
て
把

握
さ
れ
、
比
較
可
能
な
形
で
計
量
化
さ
れ
、
生
命
や
健
康
状
態
を
通
じ
た

介
入
の
対
象
と
な
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
な
の
だ
。
ま
た
人
口
学
と
統
計
学
、

確
率
論
と
の
か
か
わ
り
が
統
治
性
講
義
か
ら
発
展
す
る
形
で
検
討
さ
れ
て

も
い
る
。

　

第
Ⅲ
部
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
で
は
、
人
口
か
ら
自
由
主
義
へ
と
フ
ー
コ
ー

の
考
察
が
展
開
し
て
い
く
様
子
が
た
ど
ら
れ
る
。
ま
ず
統
治
性
講
義
で
論

じ
ら
れ
た
穀
物
論
争
を
事
例
に
、
ポ
リ
ス
論
的
な
発
想
や
重
商
主
義
と
自

由
化
論
の
対
立
が
検
討
さ
れ
る
。
そ
し
て
近
年
の
研
究
動
向
に
目
配
り
し

な
が
ら
、
富
へ
の
欲
望
を
社
会
の
原
動
力
と
す
る
ケ
ネ
ー
ら
フ
ィ
ジ
オ
ク

ラ
ッ
ト
の
議
論
を
自
由
主
義
経
済
学
の
誕
生
と
し
て
描
き
出
す
、
統
治
性

講
義
の
議
論
を
跡
づ
け
る
。
人
口
に
固
有
の
「
自
然
性
」
を
認
め
、
そ
れ

に
間
接
的
に
介
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
を
よ
り
よ
い
状
態
へ
と
導
く

と
い
う
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
的
な
立
場
、
抽
象
的
に
言
え
ば
、
事
象
そ
の

も
の
で
は
な
く
環
境
に
介
入
す
る
と
い
う
、
本
書
が
複
数
の
事
例
を
通
じ

て
論
じ
て
き
た
発
想
が
、
自
由
主
義
的
統
治
の
根
源
に
あ
る
と
の
総
括
が

な
さ
れ
る
。
後
半
で
は
、
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
市
民

社
会
と
い
う
概
念
を
め
ぐ
る
統
治
性
講
義
で
の
議
論
が
要
約
さ
れ
る
と
と
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る
の
だ
が
、
い
ず
れ
も
議
論
が
宙
づ
り
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
印
象
を
受

け
た
（
な
お
本
書
の
立
場
に
従
う
な
ら
、
パ
ノ
プ
テ
ィ
コ
ン
に
は
規
律
的
側
面

と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
的
側
面
が
共
に
あ
る
―
―
自
由
を
通
じ
た
統
治
を
行
う
功
利
主

義
と
は
元
来
そ
の
よ
う
な
二
面
性
を
も
つ
―
―
と
い
う
見
解
に
落
ち
着
く
は
ず
だ

ろ
う
）
。
ま
た
フ
ー
コ
ー
の
読
み
と
思
想
史
研
究
の
今
日
的
動
向
が
ず
れ

て
も
構
わ
な
い
は
ず
だ
が
、
本
書
は
フ
ー
コ
ー
の
議
論
に
好
意
的
な
方
向

で
動
向
を
整
理
し
が
ち
で
あ
る
点
も
気
に
な
っ
た
。
原
典
や
基
本
文
献
を

参
照
し
つ
つ
、
思
想
史
研
究
の
現
状
と
統
治
性
講
義
の
内
容
と
を
突
き
合

わ
せ
る
と
い
う
本
書
の
狙
い
か
ら
す
れ
ば
、
両
者
の
齟
齬
を
あ
え
て
探
す

と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
た
方
が
、
か
え
っ
て
統
治
性
講
義
に
固
有
の

問
題
構
成
と
今
日
的
意
義
が
鮮
明
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

 

（
は
こ
だ
・
て
つ
／
思
想
史
、
現
代
社
会
論
）

も
に
、
フ
ー
コ
ー
が
参
照
し
た
原
典
に
加
え
て
、
二
次
文
献
で
の
議
論
が

サ
ー
ベ
イ
さ
れ
て
提
示
さ
れ
る
。

　

著
者
が
本
書
を
構
想
し
た
動
機
だ
と
語
る
よ
う
に
、
統
治
性
講
義
の
精

読
に
あ
た
っ
て
は
、
フ
ー
コ
ー
が
分
析
す
る
論
者
や
概
念
に
つ
い
て
一
定

の
知
識
が
求
め
ら
れ
る
。
話
題
や
文
献
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
編
者
注

釈
は
も
ち
ろ
ん
、
二
次
文
献
や
事
典
類
に
頼
ら
ず
読
み
進
め
る
こ
と
の
で

き
る
読
者
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
国
家
理
性
論
か

ら
市
民
社
会
論
ま
で
を
原
典
と
二
次
文
献
を
大
量
に
収
集
、
参
照
す
る
こ

と
に
加
え
て
、
内
外
の
研
究
動
向
を
も
整
理
し
た
著
者
の
営
み
は
賞
賛
に

値
す
る
。
書
評
子
も
、
自
分
の
過
去
の
研
究
で
は
力
不
足
と
時
間
的
制
約

か
ら
参
照
を
限
定
し
た
部
分
や
、
気
に
な
る
け
れ
ど
も
手
を
つ
け
な
い
ま

ま
に
し
て
い
た
箇
所
に
つ
い
て
改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
と
と
も
に
、
最
近

の
研
究
動
向
や
二
次
文
献
に
つ
い
て
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
だ
が
、

そ
う
し
た
周
辺
部
分
に
つ
い
て
の
議
論
が
詳
し
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
調
べ
れ
ば
フ
ー
コ
ー
を
「
読
む
」
と
言
え
る
の
か
、

と
い
う
疑
念
が
沸
い
て
も
く
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
書
評
子
は
著
者
の
読
み
の
方
向
性
が
よ
く
理
解
で

き
な
か
っ
た
。
構
成
上
の
問
題
と
し
て
は
、
フ
ー
コ
ー
の
議
論
の
要
約
、

原
典
及
び
研
究
動
向
の
検
討
、
筆
者
の
見
解
と
い
う
流
れ
で
大
半
の
章
は

構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
最
後
の
パ
ー
ト
の
分
量
が
概
し
て
少
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
第
Ⅲ
部
後
半
で
は
、
ベ
ン
サ
ム
の
パ
ノ
プ
テ
ィ
コ

ン
が
規
律
的
な
も
の
か
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
的
な
も
の
か
は
っ
き
り
し
な
い

と
い
っ
た
、
フ
ー
コ
ー
の
自
由
主
義
理
解
を
め
ぐ
る
論
点
が
い
く
つ
か
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
著
者
が
ど
の
よ
う
に
考
察
す
る
の
か
と
興
味
を
引
か
れ
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二
〇
一
二
―
二
〇
一
六
年
ま
で
『
at
プ
ラ
ス
』
（
太
田
出
版
）
で
連
載
さ

れ
た
論
考
を
も
と
に
五
四
四
頁
に
及
ぶ
大
著
と
な
っ
た
本
書
は
か
か
る
世

界
情
勢
に
対
し
「
例
外
状
態
が
今
日
の
政
治
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
な
り
つ
つ

あ
る
」
（
一
〇
頁
）
と
い
う
認
識
を
出
発
点
に
、
「
主
権
に
対
す
る
統
治
の

優
位
」
に
着
目
し
、
そ
う
し
た
公
開
性
の
根
源
に
あ
る
「
例
外
状
態
の
系

譜
を
近
代
初
期
の
政
治
的
言
説
ま
で
遡
っ
て
」
（
一
六
頁
）
解
明
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

か
か
る
問
題
意
識
は
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
前
著
『
正
戦
と
内
戦

―
―
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
国
際
秩
序
思
想
』
（
以
文
社
、
二
〇
〇
九
年
）

に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
「
権
力
の
前
室
」
論
か
ら
得
ら
れ
た
洞
察
に
始

ま
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
考
に
内
在
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
抗
う
契
機
（
主

権
概
念
の
危
機
）
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト

論
／
批
判
論
と
し
て
本
書
を
読
む
こ
と
も
で
き
よ
う
。
近
代
初
期
か
ら
現

代
ま
で
の
歴
史
の
記
述
と
多
く
の
思
想
家
・
文
学
者
の
文
献
か
ら
劇
に
至

る
ま
で
、
「
歴
史
性
と
理
論
性
が
融
合
し
な
が
ら
」
（
五
四
七
頁
）
、
著
者
の

圧
倒
的
な
博
識
を
通
じ
て
展
開
さ
れ
る
本
書
の
内
容
を
要
約
す
る
意
義
に

戸
惑
い
を
覚
え
る
が
、
ま
ず
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

　

「
第
Ⅰ
部 

例
外
状
態
と
し
て
の
近
代
―
―
秘
密
と
陰
謀
の
政
治
学
」
で
、

筆
者
は
民
主
的
な
意
思
決
定
と
安
定
的
な
統
治
の
両
立
可
能
性
を
問
い
、

現
代
の
危
機
を
民
主
主
義
の
危
機
で
は
な
く
「
主
権
概
念
が
目
指
し
て
い

た
も
の
の
危
機
」
と
し
て
把
握
し
、
統
治
と
主
権
の
乖
離
を
指
摘
す
る
。

　

し
か
し
統
治
と
主
権
の
乖
離
は
、
既
に
近
代
国
家
の
初
期
に
存
在
し
て

い
た
こ
と
を
著
者
は
指
摘
す
る
。
筆
者
に
よ
れ
ば
、
近
代
初
期
（
十
六
、

十
七
世
紀
）
は
、
宗
教
内
戦
に
よ
り
宗
教
や
神
学
に
基
づ
く
中
世
的
秩
序

　

書
評　

『
公
開
性
の
根
源
―
―
秘
密
政
治
の
系
譜
学

』

（
大
竹
弘
二
著
、
太
田
出
版
、
二
〇
一
八
年
）

山
崎 

望

　

冷
戦
の
終
焉
を
契
機
に
自
由
主
義
と
民
主
主
義
は
世
界
大
に
拡
大
し
た

が
、
近
年
、
そ
の
有
効
性
と
正
統
性
に
対
す
る
疑
問
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
は
経
済
危
機
、
内
戦
、
テ
ロ
や
難
民
に
対
す
る
対
応
が
困
難
化
し
、

他
方
で
は
代
表
制
民
主
主
義
の
機
能
不
全
に
対
し
、
占
拠
、
デ
モ
や
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
が
噴
出
し
、
イ
リ
ベ
ラ
ル
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
権
威
主
義
や
独
裁
へ

の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
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し
か
し
筆
者
は
宗
教
内
戦
で
噴
出
し
た
人
間
の
情
念
の
克
服
と
い
う
課

題
が
、
理
性
に
よ
る
情
念
か
ら
の
解
放
／
情
念
の
統
御
を
唱
え
た
新
ス
ト

ア
主
義
や
、
利
益
に
よ
る
情
念
の
制
御
を
唱
え
た
イ
タ
リ
ア
国
家
理
性
学

派
で
は
克
服
で
き
な
い
困
難
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
、ド
イ
ツ
・
バ
ロ
ッ

ク
悲
劇
と
フ
ラ
ン
ス
古
典
演
劇
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
バ
ロ
ッ

ク
悲
劇
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
オ
ペ
ラ
・
セ
リ
ア
で
は
、
法
に
よ
る
処
罰
を

停
止
す
る
主
権
者
の
「
慈
悲
」
が
称
揚
さ
れ
、
「
栄
光
」
に
よ
る
支
配
の

態
様
が
描
き
出
さ
れ
る
。
や
が
て
「
代
表
的
公
共
性
」
に
お
け
る
「
栄
光
」

は
十
八
世
紀
の
市
民
革
命
に
よ
り
、
討
論
の
参
加
者
の
平
等
と
い
う
理
念

に
よ
る
「
市
民
的
公
共
性
」
に
よ
り
周
縁
化
さ
れ
る
が
、
近
代
の
代
表
制

の
中
に
姿
を
変
え
て
継
続
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
や
が
て
統
治
を
め

ぐ
る
秘
密
や
陰
謀
は
、
宮
廷
か
ら
群
衆
が
集
う
都
市
で
起
こ
る
犯
罪
と
捜

査
へ
と
転
移
し
、
主
権
と
公
開
性
の
時
代
に
お
い
て
も
、
残
存
し
た
こ
と

が
、
小
説
ジ
ャ
ン
ル
の
変
遷
を
通
じ
て
指
摘
さ
れ
る
。

　

「
第
Ⅲ
部 

社
会
国
家
と
そ
の
不
安
―
―
官
僚
と
非
行
者
」
で
は
、
十
九

世
紀
以
降
の
社
会
国
家
行
政
が
法
の
支
配
に
与
え
た
影
響
が
検
討
さ
れ
、

二
十
世
紀
に
お
け
る
国
家
危
機
の
徴
候
と
し
て
「
非
行
者
」
が
論
じ
ら
れ

る
。
ま
ず
十
七
世
紀
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
、
国
家
権
力
を
全
体
と
し
て
可

視
化
す
る
バ
ロ
ッ
ク
王
権
の
欲
望
と
も
い
う
べ
き
官
房
学
の
発
達
、
そ
し

て
十
八
世
紀
半
ば
に
確
立
し
た
ポ
リ
ツ
ァ
イ
学
に
お
け
る
福
祉
思
想
の
前

面
化
と
そ
れ
を
支
え
る
国
民
の
諸
活
動
に
つ
い
て
の
知
の
作
成
過
程
が
論

じ
ら
れ
る
。
行
政
活
動
の
拡
大
は
、
行
政
文
書
と
そ
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
拡

大
を
も
た
ら
す
。
そ
れ
は
文
字
を
用
い
た
人
々
、
す
な
わ
ち
識
字
能
力
を

持
ち
、
自
身
を
能
動
的
に
記
述
で
き
る
者
へ
の
臣
従
化
＝
主
体
化
と
い
う

が
解
体
す
る
一
方
、
主
権
国
家
と
い
う
近
代
的
秩
序
が
確
立
さ
れ
て
い
な

い
移
行
期
で
あ
っ
た
。
宗
教
や
神
学
か
ら
自
律
性
を
得
つ
つ
あ
っ
た
政
治

に
対
し
、
そ
れ
を
駆
動
さ
せ
る
「
ア
ル
カ
ナ
・
イ
ン
ペ
リ
イ
」
と
呼
ば
れ

る
政
治
的
言
説
が
登
場
す
る
。
タ
キ
ト
ゥ
ス
に
由
来
す
る
ア
ル
カ
ナ
・
イ

ン
ペ
リ
イ
は
陰
謀
や
秘
密
に
基
づ
く
権
力
獲
得
や
秩
序
維
持
に
関
心
を
払

い
、
法
や
道
徳
を
踏
み
越
え
る
国
家
理
性
論
と
結
合
し
て
い
く
。
し
か
し

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
締
結
以
降
は
、
内
政
的
安
定
を
前
提
と
す
る
公

法
秩
序
と
、
啓
蒙
お
よ
び
公
開
性
の
時
代
の
到
来
に
よ
り
、
こ
う
し
た
統

治
の
言
説
は
周
縁
化
し
て
い
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
絶
対
王
政
期
に
成
立

し
た
可
視
性
と
現
前
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
「
代
表
的
公
共
性
」

の
確
立
は
、
公
開
性
を
基
本
原
則
と
す
る
政
治
を
主
流
化
さ
せ
た
。
ア
ル

カ
ナ
・
イ
ン
ペ
リ
イ
の
よ
う
な
統
治
の
技
法
は
、
公
開
性
に
よ
っ
て
正
当

化
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
法
や
主
権
に
よ
っ
て
訓
馴
さ
れ
て
い
く
か
に
見

え
た
。

　

し
か
し
著
者
は
、
統
治
が
主
権
や
法
の
公
開
性
か
ら
逃
れ
て
い
く
性
質

を
指
摘
し
、
主
権
者
の
統
治
能
力
の
不
全
性
を
補
う
統
治
の
技
法
は
宮
廷

か
ら
、
執
行
権
力
の
場
へ
と
移
転
し
た
、
と
論
じ
る
。

　

「
第
Ⅱ
部 

主
権
者
の
憂
鬱
―
―
代
表
的
公
共
性
の
影
と
光
」
で
は
、
バ

ロ
ッ
ク
絶
対
王
政
期
の
主
権
を
め
ぐ
る
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
。
バ
ロ
ッ
ク

絶
対
王
政
期
（
十
七
、
十
八
世
紀
）
は
、
君
主
の
「
栄
光
」
の
上
演
に
よ
っ

て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
が
、
主
権
者
が
自
ら
の
尊
厳
を
公
衆
の
現
前
で
演
劇

的
に
誇
示
す
る
「
代
表
的
公
共
性
」
に
基
づ
く
主
権
の
確
立
期
と
さ
れ
る
。

そ
れ
は
「
秘
密
の
政
治
技
術
に
よ
る
統
治
の
維
持
」
か
ら
「
栄
光
の
輝
き

の
も
と
で
統
治
を
正
当
化
」
す
る
時
代
へ
の
移
行
で
あ
る
。
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統
治
の
実
践
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ

ル
『
書
記
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
』
（
一
八
五
三
年
）
の
登
場
人
物
で
あ
る
バ
ー
ト

ル
ビ
ー
の
解
釈
が
な
さ
れ
、
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

中
断
し
続
け
、
文
字
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
目
的
な
き
手
段
に
変
え
、
近
代

的
主
体
の
在
り
方
を
中
断
さ
せ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
次

に
保
険
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
に
よ
る
、
法
と
そ
の

侵
犯
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
文
学
が
、
同
時
代
に
進
展
し
て
い
た
社
会
国
家

と
い
う
統
治
の
技
法
と
並
行
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
社
会
国
家
で
は
、
人
間

は
生
ま
れ
な
が
ら
に
リ
ス
ク
を
背
負
っ
た
存
在
と
さ
れ
、
自
由
な
個
人
が

責
任
を
負
う
と
い
う
自
由
主
義
的
な
法
治
国
家
の
発
想
は
退
け
ら
れ
る
。

社
会
国
家
で
は
、
法
を
追
い
越
し
て
行
政
措
置
に
よ
り
社
会
へ
と
介
入
す

る
統
治
が
実
践
さ
れ
る
。
そ
れ
は
カ
フ
カ
の
文
学
作
品
に
お
け
る
モ
チ
ー

フ
で
あ
る
法
と
そ
の
侵
犯
と
い
う
問
題
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
社
会
国
家
の
官
僚
の
表
裏
と
も
い
う
べ
き
「
非
行
者
（
探
偵
、
ス
パ
イ
）
」

に
つ
い
て
考
察
が
進
め
ら
れ
る
。
社
会
国
家
に
よ
る
統
治
の
時
代
は
、
大

衆
社
会
に
対
す
る
不
安
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
日
常
犯
罪
へ
の
関
心
の
高

ま
り
に
対
し
て
、
犯
罪
小
説
や
探
偵
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
確
立
さ
れ

る
が
、
探
偵
は
警
察
と
異
な
り
法
侵
害
の
有
無
と
関
係
な
く
、
潜
在
的
な

犯
罪
を
見
出
す
役
割
を
あ
て
が
わ
れ
る
。
探
偵
に
よ
る
予
防
的
な
実
践
は
、

法
を
越
え
て
統
治
を
す
る
社
会
国
家
の
官
僚
と
同
じ
形
象
で
あ
る
。
一
九

〇
〇
年
代
に
な
る
と
帝
国
主
義
間
の
対
立
を
背
景
に
、
ス
パ
イ
小
説
の

ジ
ャ
ン
ル
が
誕
生
し
、
国
家
の
安
全
と
い
う
目
的
が
前
景
化
す
る
が
、
同

時
に
国
家
に
対
す
る
不
信
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ラ
ド
ヤ
ー
ド
・
キ

プ
リ
ン
グ
『
少
年
キ
ム
』
（
一
九
〇
一
年
）
に
お
い
て
は
、
代
表
制
と
公
開

性
を
規
範
と
す
る
本
国
と
は
対
照
的
に
、
植
民
地
が
秘
密
政
治
と
匿
名
性

が
支
配
し
、
例
外
が
通
則
化
し
、
政
令
に
よ
る
支
配
の
空
間
と
し
て
描
か

れ
る
。
そ
し
て
欧
州
人
と
非
欧
州
人
の
「
は
ざ
ま
」
に
い
る
主
人
公
が
植

民
地
統
治
の
担
い
手
と
し
て
行
動
す
る
様
子
が
紹
介
さ
れ
る
。
法
を
侵
犯

す
る
主
人
公
は
、
同
時
に
統
治
を
支
え
て
お
り
、
法
や
主
権
か
ら
離
れ
た

統
治
の
担
い
手
の
形
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
終
章
と
補
論
で
著
者
は
、
主
権
／
生
政
治
、
超
越
的
権
威
／
内
在
的

秩
序
か
、
と
い
う
二
項
対
立
で
は
な
く
、
統
治
性
は
国
家
主
権
を
も
要
求

す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
統
治
や
主
権
か
ら
自
由
な
「
真
の
政

治
」
を
模
索
す
る
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
シ
ョ
ー
レ
ム
宛
て
の

書
簡
（
一
九
二
〇
年
）
や
『
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
』
（
一
九
三
四
年
）
を
手

掛
か
り
に
、
法
が
目
的
の
た
め
の
手
段
で
は
な
く
な
り
「
純
粋
な
手
段
」

と
な
る
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
、
著
者
は
役
に
立
た
な
い
事
物
の
無
能
力
に
、

目
的
合
理
的
な
連
関
か
ら
成
り
立
つ
世
界
の
働
き
を
停
止
さ
せ
、
別
の
世

界
を
可
能
に
す
る
潜
勢
力
を
見
出
す
。
著
者
は
統
治
の
技
術
的
性
格
を
批

判
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
や
ラ
デ
ィ
カ
ル
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
に
見
ら
れ
る
主

体
の
能
動
性
で
は
な
く
、「
モ
ノ
」
や
「
無
能
さ
」
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
「
真

の
政
治
」こ
そ
が
、こ
れ
ま
で
政
治
的
な
も
の
の
主
体
と
み
な
さ
れ
な
か
っ

た
も
の
（
人
間
の
み
な
ら
ず
事
物
を
も
含
み
得
る
）
を
包
摂
す
る
「
ラ
デ
ィ

カ
ル
に
平
等
な
政
治
」
や
「
全
体
論
的
で
は
な
い
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
政
治
」

へ
接
続
し
う
る
も
の
、
と
論
じ
る
。

　

浩
瀚
な
本
書
は
多
く
の
思
考
を
触
発
さ
せ
る
文
章
に
満
ち
て
い
る
が
、

本
書
を
貫
徹
す
る
問
題
意
識
に
即
し
て
三
点
の
み
、
疑
問
を
提
示
し
た
い
。

　

第
一
は
、
統
治
に
関
わ
る
問
い
で
あ
る
。
ま
ず
は
定
義
を
め
ぐ
る
問
題
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か
。
こ
う
し
た
批
判
は
、
主
権
と
、
そ
こ
か
ら
自
立
す
る
統
治
の
双
方
へ

の
批
判
の
後
に
何
が
残
る
か
、
と
い
う
次
の
問
題
と
関
連
す
る
。

　

第
三
は
、
「
統
治
の
彼
方
の
政
治
」
を
め
ぐ
る
問
い
で
あ
る
。
著
者
は

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
思
想
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
既
存
の
目
的
連
関
を
停
止
さ

せ
る
「
純
粋
な
手
段
」
で
あ
る
「
真
の
政
治
」
を
擁
護
す
る
。
た
し
か
に

目
的
連
関
の
停
止
は
、
「
い
ま
あ
る
も
の
と
は
違
っ
た
よ
う
に
も
あ
り
得

る
」
（
四
九
七
頁
）
こ
と
を
開
示
し
、
異
な
る
連
関
へ
の
自
由
の
条
件
を
形

成
す
る
が
、
混
沌
を
招
き
よ
せ
る
危
険
も
あ
る
（
ゆ
え
に
潜
勢
力
な
の
だ
が
）
。

既
存
の
目
的
連
関
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
と
、
「
こ
れ
ま
で
政
治
的
な
も
の

の
主
体
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
た
ち
を
も
包
摂
す
る
政
治
」
（
五

二
三
頁
）
を
結
び
つ
け
る
も
の
は
、
い
か
に
言
語
化
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
な
く
し
て
は
「
目
的
連
関
の
停
止
」
の
正
当
性
は
脆
弱
な
も
の
に
な

り
か
ね
な
い
。
そ
れ
は
立
憲
民
主
主
義
や
自
由
民
主
主
義
が
危
機
に
あ
る
、

と
い
う
指
摘
が
相
次
ぐ
現
代
世
界
に
お
い
て
、
目
的
連
関
の
停
止
を
も
た

ら
す
「
真
の
政
治
」
と
い
う
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
主
張
と
、
（
著
者
が
他
の
著
作

で
表
明
す
る
）
立
憲
民
主
主
義
の
擁
護
と
い
う
主
張
が
い
か
な
る
関
係
に

立
つ
か
、
と
い
う
課
題
に
も
つ
な
が
る
問
い
で
あ
る
。

　

主
権
と
統
治
の
関
係
に
着
目
し
、
公
開
性
の
根
源
に
あ
る
統
治
の
系
譜

学
を
近
代
初
期
に
遡
っ
て
著
し
た
本
書
は
、
圧
倒
的
な
知
識
の
下
で
理
論

性
と
歴
史
性
が
融
合
し
、
読
者
を
哲
学
的
思
索
に
誘
う
稀
有
な
書
で
あ
る

だ
け
で
は
な
く
、
「
民
主
主
義
の
危
機
」
と
い
う
言
葉
が
語
ら
れ
る
現
代
、

そ
の
根
源
に
何
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
を
思
考
す

る
た
め
の
、
最
良
の
導
き
の
書
で
も
あ
る
。

 

（
や
ま
ざ
き
・
の
ぞ
む
／
政
治
理
論
）

で
あ
る
。
本
書
で
は
統
治
は
法
の
適
用
、
執
行
権
力
か
ら
市
場
、
経
済
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
ま
で
及
ん
で
い
る
。
統
治

性
論
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
れ
ば
違
和
感
は
な
い
が
、
か
か
る
定
義
で
は
、

た
と
え
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
の
統
治
性
と
行
政
権
力
の
統
治
性
の
緊
張

関
係
を
捉
え
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
。
統
治
の
概
念
の
分
節
化
と
い
う
道

も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
現
代
で
は
主
権
は
も
ち
ろ
ん

統
治
に
よ
っ
て
も
制
御
不
可
能
な
「
統
治
不
可
能
性
」
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
だ
ろ
う
。
主
権
か
ら
自
立
す
る
統
治

の
問
題
性
は
説
得
的
だ
が
、
同
時
に
統
治
の
射
程
と
の
関
連
か
ら
、
統
治

不
可
能
性
を
め
ぐ
る
問
い
を
深
め
る
こ
と
も
要
請
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
最
後
に
著
者
が
求
め
る
統
治
像
の
不
明
瞭
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

著
者
は
統
治
一
般
を
否
定
し
な
い
が
、
い
か
な
る
統
治
を
ど
の
よ
う
な
規

範
に
基
づ
き
正
当
化
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
二
は
、
主
権
を
め
ぐ
る
問
い
で
あ
る
。
本
書
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ

れ
る
の
は
、
統
治
行
為
の
技
術
的
性
格
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
主
権
概
念

の
「
失
敗
」
の
歴
史
で
あ
る
。
し
か
し
「
主
権
者
は
統
治
で
き
な
い
」
と

し
て
も
、
法
規
範
や
公
開
性
に
基
づ
く
主
権
か
ら
正
統
性
を
見
出
す
、
と

い
う
思
考
法
に
、
擬
制
と
し
て
の
価
値
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
か
。
現
代
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
主
権
者
へ
の
期
待

が
高
ま
る
ほ
ど
、
主
権
と
統
治
の
距
離
は
拡
大
し
て
い
く
。
そ
れ
ゆ
え
、

逆
に
主
権
と
統
治
の
隔
た
り
が
狭
ま
り
「
主
権
の
危
機
」
が
顕
在
化
し
な

い
時
期
も
存
在
す
る
。
主
権
概
念
の
み
に
問
題
の
所
在
を
見
出
す
ア
プ
ロ

―
チ
の
問
題
性
を
受
け
入
れ
た
後
で
も
、
法
規
範
、
公
開
性
や
主
権
に
よ

る
統
治
の
正
当
化
を
一
定
程
度
評
価
す
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
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『
初
期
社
会
主
義
の
地

ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー

形
学
―
―
大
杉
栄
と
そ
の
時
代

』

（
梅
森
直
之
著
、
有
志
舎
、
二
〇
一
六
年
）

大
田
英
昭

　

本
書
は
、
日
本
に
お
け
る
「
初
期
社
会
主
義
」
を
研
究
し
て
き
た
著
者

が
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
発
表
し
て
き
た
諸
論
文
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ

た
著
作
で
あ
る
。
日
本
社
会
運
動
史
・
思
想
史
研
究
者
の
間
で
は
、
十
九

世
紀
末
か
ら
大
逆
事
件
を
経
て
一
九
一
〇
年
代
に
い
た
る
時
期
の
社
会
主

義
運
動
・
思
想
を
指
す
概
念
と
し
て
、
「
初
期
社
会
主
義
」
と
い
う
語
が

八
十
年
代
か
ら
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
（
な
お
「
初
期
社
会
主
義
」
の
終
期

に
つ
い
て
は
研
究
者
に
よ
る
見
解
の
相
違
が
あ
り
、
本
書
で
は
ロ
シ
ア
革
命
の
勃

発
か
ら
一
九
二
二
年
の
日
本
共
産
党
の
創
設
に
い
た
る
時
期
に
設
定
さ
れ
て
い

る
）
。
「
初
期
社
会
主
義
」
と
い
う
概
念
の
定
着
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

そ
の
研
究
を
牽
引
し
た
の
が
、
一
九
八
三
年
に
発
足
し
た
初
期
社
会
主
義

研
究
会
で
あ
っ
た
。
一
九
六
二
年
生
ま
れ
の
著
者
は
、
同
研
究
会
の
発
展

か
ら
多
く
の
養
分
を
吸
収
し
た
第
二
世
代
の
中
心
的
研
究
者
と
い
え
る
。

　

「
初
期
社
会
主
義
」
研
究
の
進
展
す
る
八
十
年
代
半
ば
か
ら
九
十
年
代

初
頭
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
統
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
す
る
ソ

連
・
東
欧
の
社
会
主
義
国
家
の
体
制
が
動
揺
し
崩
壊
し
て
ゆ
く
時
期
に
あ

た
る
。
そ
う
し
た
状
況
で
、
「
現
存
す
る
社
会
主
義
」
と
は
異
な
る
社
会

主
義
思
想
の
新
た
な
可
能
性
を
、
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
が
日
本
の
思
想
界

を
席
巻
す
る
一
九
二
〇
年
代
よ
り
以
前
の
運
動
と
思
想
の
多
様
な
あ
り
方

の
中
に
探
ろ
う
と
す
る
問
題
意
識
が
、
「
初
期
社
会
主
義
」
研
究
の
発
展

を
促
す
原
動
力
だ
っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
書
を

構
成
す
る
諸
論
文
に
も
そ
う
し
た
意
識
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
著
者
の
「
初
期
社
会
主
義
」
研
究
全
体
を
貫
く
課
題
の
所
在

を
記
し
た
序
章
、
三
部
・
八
章
か
ら
成
る
本
論
、
お
よ
び
終
章
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
書
の
内
容
を
概
観
し
た
う
え
で
、
日
本
社
会
主

義
研
究
に
と
っ
て
本
書
が
い
か
な
る
新
し
い
成
果
を
も
た
ら
し
た
か
、
ま

た
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
か
に
つ
い
て
、
評
者
の
考
え
を

述
べ
た
い
。

　

序
章
で
は
ま
ず
、
「
初
期
社
会
主
義
」
に
対
す
る
本
書
の
研
究
姿
勢
が

示
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
革
命
の
「
成
功
」
に
よ
っ
て
権
威
づ
け
ら
れ
た

マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
基
準
に
「
初
期
社
会
主
義
を
、
マ
ル
ク
ス
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い
て
分
析
を
進
め
る
こ
と
。
第
三
に
、
国
民
国
家
の
枠
組
み
を
超
え
て
、「
初

期
社
会
主
義
」
を
帝
国
と
植
民
地
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
ロ
ー
カ
ル
な

空
間
に
位
置
づ
け
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
地
形
学
」
と
い
う

方
法
に
基
づ
き
、
本
書
は
、
初
期
社
会
主
義
者
た
ち
の
活
動
の
領
野
を
資

本
主
義
社
会
の
発
展
と
い
う
見
地
か
ら
構
造
的
に
検
討
す
る
第
Ⅰ
部
「
鳥

瞰
図
」
（
第
一
～
三
章
）
、
初
期
社
会
主
義
の
思
想
的
多
様
性
と
可
能
性
を

体
現
す
る
と
さ
れ
る
大
杉
栄
の
思
想
と
行
動
に
注
目
す
る
第
Ⅱ
部
「
踏
破

記
録
」
（
第
四
～
六
章
）
、
文
学
と
初
期
社
会
主
義
と
の
理
論
的
関
係
を
考

察
す
る
第
Ⅲ
部
「
時
間
地
図
」
（
第
七
・
八
章
）
か
ら
成
る
。

　

第
Ⅰ
部
・
第
一
章
「
明
治
ソ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
・
大
正
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
・

昭
和
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
」
は
、
社
会
主
義
の
単
線
的
・
段
階
的
な
発
展
を
描

く
従
来
の
社
会
主
義
史
を
批
判
し
、
社
会
主
義
の
「
複
数
性
」
お
よ
び
「
空

間
的
布
置
」
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
、
三
つ
の
タ
イ
プ
の
社
会
主
義
を
と

も
に
資
本
主
義
的
近
代
に
対
す
る
同
時
的
な
分
析
・
批
判
・
超
克
の
試
み

と
し
て
、
日
本
社
会
主
義
史
の
新
た
な
解
釈
枠
組
み
を
提
示
す
る
。
第
二

章
「
資
本
主
義
批
判
と
し
て
の
ア
ジ
ア
主
義
―
日
本
帝
国
主
義
の
宣
教
師

た
ち
」
は
、
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
主
義
を
資
本
主
義
批
判
の
思
想
と
し
て

再
解
釈
し
、
中
江
兆
民
『
三
酔
人
経
綸
問
答
』
・
宮
崎
滔
天
・
内
田
良
平

ら
を
取
り
上
げ
、
「
伝
統
と
近
代
、
進
歩
と
抵
抗
の
同
時
的
存
在
」
と
い

う
観
点
か
ら
そ
の
理
想
と
現
実
に
お
け
る
機
能
と
の
矛
盾
を
考
察
す
る
。

第
三
章
「
国
民
と
非
国
民
の
あ
い
だ
―
非
戦
論
か
ら
大
逆
事
件
へ
」は
、「
初

期
社
会
主
義
」
に
お
け
る
「
非
戦
論
」
の
性
格
の
変
化
を
考
察
の
対
象
と

し
、
と
り
わ
け
大
逆
事
件
と
安
重
根
事
件
の
比
較
を
通
じ
て
、
「
日
本
の

初
期
社
会
主
義
と
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
た
反
植
民
地
主

主
義
へ
至
る
前
史
で
あ
る
か
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
傾
向
」
に
あ
っ
た
従

来
の
社
会
主
義
研
究
に
対
し
て
、
著
者
は
、
こ
れ
ま
で
「
否
定
も
し
く
は

周
縁
化
さ
れ
て
き
た
多
様
な
社
会
主
義
の
運
動
や
思
想
を
あ
ら
た
め
て
取

り
上
げ
て
、
そ
の
思
想
的
可
能
性
を
検
討
」
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。
こ

こ
に
は
、
上
述
し
た
「
初
期
社
会
主
義
」
研
究
に
お
け
る
基
本
的
な
問
題

意
識
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
著
者
は
、

八
十
年
代
以
降
の
社
会
主
義
の
退
潮
期
に
お
い
て
、
政
治
的
実
践
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
「
実
証
的
な
歴
史
研
究
の
一
分
野
と
し
て
、
自
立

化
す
る
傾
向
を
示
し
始
め
た
」
社
会
主
義
研
究
の
（
「
初
期
社
会
主
義
」
研

究
に
お
い
て
も
顕
著
な
）
あ
り
方
に
も
満
足
し
な
い
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
今

世
紀
に
入
り
、
新
自
由
主
義
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
が
新
た
な
動
向

を
み
せ
る
一
方
、
そ
れ
に
抗
し
て
社
会
改
革
を
求
め
る
新
し
い
動
き
が
台

頭
し
て
く
る
な
か
で
、
社
会
主
義
に
対
す
る
理
論
的
関
心
が
再
び
よ
み
が

え
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
実
践
的
な
関
心
に
基
づ
き
、
著
者
は
「
初
期
社

会
主
義
」
を
「
日
本
に
お
け
る
最
初
の
意
識
的
な
資
本
主
義
へ
の
対
抗
運

動
」
と
し
て
捉
え
直
し
、
そ
こ
に
現
代
資
本
主
義
を
超
克
す
る
た
め
の
思

想
的
可
能
性
を
探
究
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の
方
法
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
「
初
期

社
会
主
義
の
地

ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー

形
学
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
社
会
主
義
の
段
階
論
的
な
発

展
図
式
を
前
提
と
す
る
従
来
の
研
究
方
法
に
対
し
て
、
次
の
三
つ
の
特
色

を
も
つ
と
い
う
。
第
一
に
、
社
会
主
義
の
理
論
に
「
正
解
」
が
あ
る
こ
と

を
前
提
と
せ
ず
、
「
初
期
社
会
主
義
」
の
実
践
の
総
体
を
分
析
の
対
象
と

す
る
こ
と
。
第
二
に
、
「
初
期
社
会
主
義
」
を
「
ア
ジ
ア
主
義
」
な
ど
当

時
の
資
本
主
義
に
対
す
る
「
別
種
の
対
抗
思
想
・
運
動
」
と
の
連
関
に
お
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実
」
を
鋭
敏
に
感
受
し
表
現
し
え
た
と
す
る
。
第
八
章
「
歌
が
滅
び
る
と

き
―
石
川
啄
木
に
お
け
る
「
時
間
の
政
治
」
」
は
、
発
展
論
的
進
歩
史
観

と
は
異
な
る
啄
木
の
「
時
代
閉
塞
」
と
い
う
時
間
概
念
に
基
づ
く
「
社
会

主
義
」
の
あ
り
方
を
論
じ
、
「
啄
木
の
「
社
会
主
義
」
的
実
践
が
、
そ
の

短
歌
的
な
実
践
の
発
展
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
」
を
、
「
大
逆
事
件
」
に
対

す
る
彼
の
接
近
の
仕
方
に
お
い
て
読
み
取
ろ
う
と
す
る
。

　

以
上
概
観
し
て
き
た
内
容
を
も
つ
本
書
は
、
日
本
社
会
主
義
研
究
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
挙
げ
る
べ
き

は
、
社
会
史
・
国
民
国
家
論
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
な
ど
、
新
し
い

方
法
論
を
社
会
主
義
研
究
に
導
入
す
る
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
第
四
章
で
は
、
大
杉
の
「
吃
音
」
を
単
な
る
個
人
的
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
は
な
く
、
近
代
国
家
形
成
に
お
け
る
「
国
語
」
教
育
や
、
軍
隊
教
育
に

お
け
る
「
号
令
」
、
政
治
文
化
と
し
て
の
「
演
説
」
な
ど
と
関
連
づ
け
な

が
ら
、
身
体
性
の
レ
ベ
ル
で
の
思
想
形
成
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
大
杉
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
第
二
に

挙
げ
る
べ
き
成
果
と
し
て
は
、
「
初
期
社
会
主
義
」
に
つ
い
て
、
欧
米
か

ら
の
受
容
・
影
響
関
係
の
考
察
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
の
植
民
帝
国

と
い
う
視
点
か
ら
再
解
釈
す
る
道
を
切
り
開
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
章

の
ア
ジ
ア
主
義
の
問
題
の
検
討
や
、
第
三
章
の
「
大
逆
事
件
」
と
安
重
根

事
件
と
の
関
連
の
考
察
、
第
六
章
の
大
杉
の
「
征
服
史
観
」
に
お
け
る
植

民
地
問
題
認
識
の
検
討
な
ど
が
、
こ
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。
第
三
の
成

果
は
、
大
杉
栄
研
究
に
お
け
る
実
証
レ
ベ
ル
で
の
進
展
で
あ
る
。
と
り
わ

け
第
五
章
に
お
け
る
大
杉
の
詳
細
な
「
読
書
リ
ス
ト
」
の
作
成
は
、
彼
の

思
想
的
関
心
の
動
向
を
具
体
的
に
解
明
し
た
も
の
と
し
て
重
要
な
意
義
を

義
闘
争
と
の
連
関
に
新
た
な
視
座
か
ら
光
を
あ
て
」
よ
う
と
す
る
。

　

第
Ⅱ
部
・
第
四
章
「
号
令
と
演
説
と
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
―
大
杉
栄
に
お
け

る
「
吃
音
」
の
問
題
」
は
、
大
杉
が
「
吃
音
」
と
い
う
形
の
「
言
語
的
実

践
」
を
通
じ
て
、
同
時
代
の
社
会
主
義
者
も
免
れ
な
か
っ
た
「
国
語
帝
国

主
義
」
の
暴
力
性
と
格
闘
し
な
が
ら
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
ゆ
く
、
彼
の
思

想
形
成
の
あ
り
方
を
描
き
出
す
。
第
五
章
「
無
政
府
主
義
の
遺
伝
子
―
大

杉
栄
に
お
け
る
「
科
学
」
と
「
自
由
」
」
は
、
明
治
期
の
社
会
主
義
と
比

較
し
な
が
ら
大
杉
の
「
科
学
」
を
め
ぐ
る
認
識
を
検
討
し
、
彼
に
お
け
る

二
十
世
紀
の
新
し
い
物
理
学
的
世
界
像
へ
の
開
眼
や
、
生
物
学
上
の
「
「
個

体
」
か
ら
「
遺
伝
子
」
へ
の
認
識
論
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
」
へ
の
理
解

が
、
従
来
の
「
科
学
的
社
会
主
義
」
の
革
命
論
に
対
す
る
批
判
へ
と
導
い

て
ゆ
く
こ
と
を
示
す
。
第
六
章
「
労
働
運
動
と
反
植
民
地
闘
争
の
あ
い
だ

―
「
ア
ナ
・
ボ
ル
」
論
争
の
脱
構
築
」
は
、
堺
利
彦
・
山
川
均
の
「
唯
物

的
歴
史
観
」
と
、
大
杉
の
「
征
服
史
観
」
と
を
比
較
的
に
考
察
し
、
「
「
自

我
」
か
ら
の
解
放
」
「
「
労
働
」
か
ら
の
解
放
」
と
い
う
主
張
に
つ
な
が
る

後
者
が
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
反
植
民
地
闘
争
の
現
場
」
へ
の
視

点
を
切
り
開
い
た
と
す
る
。

　

第
Ⅲ
部
・
第
七
章
「
社
会
主
義
と
文
体
―
堺
利
彦
と
幸
徳
秋
水
の
「
言

文
一
致
」
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
堺
利
彦
と
幸
徳
秋
水
の
「
言
文
一
致
」
に

対
す
る
姿
勢
の
違
い
に
つ
い
て
、
「
言
文
一
致
」
に
基
づ
く
透
明
で
対
等

な
人
間
関
係
を
追
求
す
る
堺
の
社
会
主
義
が
国
民
主
義
的
な
「
国
語
的
社

会
主
義
」
「
国
語
的
帝
国
主
義
」
に
陥
っ
た
の
に
対
し
、
複
数
的
で
多
様

な
文
体
の
併
存
に
執
着
し
た
幸
徳
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
非
同
時
的
時
間
が
渦

を
巻
き
衝
突
し
合
っ
て
い
た
極
東
の
後
発
資
本
主
義
国
家
の
社
会
的
現
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「
『
言
文
一
致
普
通
文
』
の
出
版
を
も
っ
て
み
ず
か
ら
の
文
体
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
と
し
、
そ
れ
以
後
一
貫
し
て
同
じ
文
体
を
貫
い
た
」
と
断
定
し
た
う

え
、
国
民
国
家
論
の
図
式
を
適
用
し
て
、
堺
の
社
会
主
義
を
「
国
語
的
」

「
国
民
主
義
的
」
だ
と
結
論
す
る
。
し
か
し
実
際
は
、
一
九
〇
二
・
〇
三

年
に
堺
が
『
万
朝
報
』
紙
上
に
執
筆
し
た
論
説
の
大
半
は
言
文
一
致
に
反

す
る
文
語
体
（
漢
文
体
に
近
い
和
漢
混
淆
文
）
で
書
か
れ
て
お
り
、
以
後
も

彼
の
文
語
体
の
論
説
は
一
九
一
四
年
の
『
へ
ち
ま
の
花
』
に
至
る
ま
で
断

続
的
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

終
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
「
初
期
社
会
主
義
」
と
は

何
か
と
い
う
問
い
に
単
一
の
解
答
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
本
書
が
私
た
ち
に
示
す
の
は
、
社
会
主
義
思
想
の
も
つ
本
来
的
な

多
義
性
・
複
数
性
・
多
様
性
で
あ
ろ
う
。
欧
州
の
冷
戦
終
結
か
ら
三
十
年

が
経
過
し
、
猛
威
を
振
る
う
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
に
抗
す
べ
く
新
た
な

社
会
主
義
思
想
へ
の
模
索
が
さ
ま
ざ
ま
に
行
わ
れ
る
一
方
、
東
ア
ジ
ア
に

は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
国
是
の
一
つ
と
す
る
強
大
国
が
自
由
貿

易
の
守
護
者
を
自
任
す
る
現
実
も
あ
る
。
百
年
前
の
社
会
主
義
者
た
ち
の

模
索
と
歩
み
の
跡
を
た
ど
り
直
す
こ
と
は
、
錯
雑
し
た
様
相
を
み
せ
る
社

会
主
義
の
現
在
と
未
来
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。

 

（
お
お
た
・
ひ
で
あ
き
／
日
本
近
代
思
想
史
）

も
っ
て
い
る
。
以
上
挙
げ
た
本
書
の
成
果
は
、
従
来
の
発
展
段
階
論
的
な

社
会
主
義
史
の
語
り
か
ら
著
者
が
意
識
的
に
距
離
を
置
い
た
こ
と
で
可
能

に
な
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
成
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
の
叙
述
上
の
問
題
点
も
指
摘
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
つ
は
、
「
初
期
社
会
主
義
」
と
ア
ジ
ア
の
反

植
民
地
主
義
闘
争
と
の
連
関
に
新
た
な
光
を
当
て
よ
う
と
す
る
著
者
の
努

力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
関
連
付
け
の
多
く
が
表
層
的
な
レ
ベ
ル
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
第
六
章
で
、
著
者
は
大
杉
の
「
植

民
地
主
義
へ
の
関
心
」
を
強
調
し
、
彼
の
「
資
本
主
義
へ
の
抵
抗
に
対
す

る
関
心
」
が
「
日
本
国
内
に
お
け
る
労
働
運
動
の
現
場
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
展
開
す
る
反
植
民
地
闘
争
の
現
場
へ
と
拡
大
」
し
て
い
っ
た
こ
と
を

特
筆
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
大
杉
の
テ
ク
ス
ト
は
、
彼

の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
運
動
論
な
い
し
革
命
論
が
理
論
的
に
反
植
民
地
主
義
闘

争
と
ど
の
よ
う
な
連
関
を
持
と
う
と
し
て
い
る
の
か
を
、
少
し
も
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
著
者
は
第
二
章
で
、
明
治
期
の
ア
ジ
ア
主

義
を
「
資
本
主
義
批
判
」
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
「
初
期
社

会
主
義
」
と
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
評
者
の
私
見
に
よ
れ
ば
明

治
期
の
ア
ジ
ア
主
義
に
お
け
る
「
資
本
主
義
批
判
」
の
要
素
は
微
々
た
る

も
の
に
過
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
真
に
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
「
初
期
社
会
主
義
」

者
の
ア
ジ
ア
に
対
す
る
関
心
の
全
般
的
な
希
薄
さ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

上
に
指
摘
し
た
部
分
も
含
め
、
本
書
に
は
、
テ
ク
ス
ト
史
料
の
分
析
を

通
じ
て
帰
納
的
に
結
論
を
導
く
と
い
う
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
作
ら
れ
た
図

式
を
外
か
ら
対
象
に
当
て
は
め
て
結
論
を
演
繹
し
て
い
る
よ
う
な
箇
所
も

見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
著
者
は
第
七
章
で
、
堺
利
彦
が
一
九
〇
一
年
の
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ひ
と
つ
は
同
機
関
の
分
析
を
通
じ
て
「
な
ぜ
日
本
の
指
導
者
た
ち
は
、
正

確
な
情
報
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
に
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
と
戦

争
す
る
こ
と
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
」
（
六
頁
）
と
の
問
い
が
考
察
さ

れ
る
。
以
下
、
本
書
の
目
次
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に

　

第
一
章　

満
洲
国
と
秋
丸
機
関

　

第
二
章　

新
体
制
運
動
の
波
紋

　

第
三
章　

秋
丸
機
関
の
活
動

　

第
四
章　

報
告
書
は
何
を
語
り
、
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か

　

第
五
章　

な
ぜ
開
戦
の
決
定
が
行
わ
れ
た
の
か

　

第
六
章　

「
正
し
い
戦
略
」
と
は
何
だ
っ
た
の
か

　

第
七
章　

戦
中
か
ら
戦
後
へ

　

お
わ
り
に

　

ま
ず
各
章
の
概
略
を
描
く
。
第
一
章
は
秋
丸
機
関
の
成
立
経
緯
で
あ
る
。

関
東
軍
参
謀
部
第
四
課
か
ら
経
理
局
主
計
課
に
異
動
し
た
秋
丸
が
、
有
沢

広
巳
（
第
二
次
人
民
戦
線
事
件
で
検
挙
）
ら
の
協
力
を
得
て
、
一
九
四
〇
年

に
戦
争
経
済
研
究
班
（
著
者
は
「
陸
軍
版
満
鉄
調
査
部
」
と
形
容
）
を
組
織

す
る
過
程
が
描
か
れ
る
。
第
二
章
は
、
新
体
制
運
動
下
で
秋
丸
機
関
が
政

財
界
、
検
察
、
右
翼
か
ら
批
判
さ
れ
る
状
況
が
説
明
さ
れ
る
。

　

第
三
章
は
、
『
班
報
』
に
依
拠
し
て
秋
丸
機
関
全
体
の
活
動
を
明
ら
か

に
し
た
う
え
で
、
各
班
の
活
動
状
況
や
中
間
報
告
『
経
済
戦
争
の
本
質
』

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
「
経
済
戦
」
と
は
総
力
戦
体
制
構
築
に
向
け
た

　

書
評　

『
経
済
学
者
た
ち
の
日
米
開
戦 

 
 

―
―
秋
丸
機
関
「
幻
の
報
告
書
」
の
謎
を
解
く

』

（
牧
野
邦
昭
著
、
新
潮
社
、
二
〇
一
八
年
）

福
家
崇
洋

　

本
書
は
二
つ
の
目
的
に
貫
か
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
戦
時
期
に
経
済

学
者
が
参
加
し
た
陸
軍
省
戦
争
経
済
研
究
班
（
通
称
秋
丸
機
関
）
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
「
経
済
学
者
が
対
米
戦
の

無
謀
さ
を
指
摘
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陸
軍
は
そ
れ
を
無
視
し
て
開
戦

に
踏
み
切
っ
て
し
ま
っ
た
」
（
五
頁
）
と
の
通
説
が
検
証
さ
れ
る
。
も
う
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日
英
米
開
戦
の
回
避
が
可
能
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
す
る
。

　

第
七
章
は
、
秋
丸
機
関
の
そ
の
後
、
敗
戦
後
の
関
係
者
の
軌
跡
が
描
か

れ
る
。
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
よ
る
有
沢
と
秋
丸
機
関
の
断
絶
、
太
平
洋
戦
争
後

は
大
本
営
の
仕
事
に
追
わ
れ
る
秋
丸
に
代
わ
り
武
村
忠
雄
が
機
関
を
主
宰

し
た
こ
と
や
、
満
鉄
調
査
部
事
件
に
よ
る
秋
丸
の
知
人
の
逮
捕
な
ど
も

あ
っ
て
一
九
四
二
年
に
機
関
が
解
散
し
た
こ
と
、
ま
た
解
散
・
敗
戦
を
へ

て
秋
丸
、
武
村
、
有
沢
た
ち
の
そ
の
後
が
記
さ
れ
る
。

　

本
書
は
す
で
に
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
版

を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、
全
体
を
通
じ
て
学
問
的
な
緊
張
感
で
あ
ふ
れ
て

お
り
、
著
者
の
研
究
・
調
査
に
対
す
る
誠
実
さ
が
随
所
に
見
ら
れ
、
読
ん

で
い
て
す
が
す
が
し
い
気
分
に
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
緊
張
感
・
誠
実
さ
の

背
景
に
は
、
著
者
が
『
戦
時
下
の
経
済
学
者
』
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一

〇
年
）
で
秋
丸
機
関
を
研
究
し
て
き
た
こ
と
、
そ
の
後
も
丁
寧
な
新
資
料

の
収
集
・
解
題
執
筆
な
ど
を
通
し
て
自
ら
の
研
究
を
再
検
証
し
、
新
た
な

秋
丸
機
関
像
を
提
示
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
書
は
、
長
年

に
わ
た
る
地
道
な
調
査
と
綿
密
な
分
析
を
基
盤
と
し
た
成
果
で
あ
る
こ
と

を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

あ
ら
か
じ
め
述
べ
れ
ば
、
本
書
評
が
素
人
の
域
を
出
な
い
感
想
程
度
で

あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
た
う
え
で
、
以
下
気
に
な
っ
た
点
を
二
点
記
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
秋
丸
機
関
に
つ
い
て
で
あ
る
。
希
望
を
言
え
ば
、
陸
軍
省

戦
争
経
済
研
究
班
が
省
内
で
ど
の
よ
う
に
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
の
か
が

も
う
少
し
知
り
た
か
っ
た
。
本
書
の
説
明
で
は
、
秋
丸
が
「
陸
軍
省
経
理

局
課
員
兼
軍
務
局
課
員
」
へ
異
動
し
た
あ
と
、
岩
畔
豪
雄
大
佐
か
ら
「
経

理
局
を
中
心
と
し
て
経
済
戦
の
調
査
研
究
に
着
手
し
た
い
か
ら
」
と
異
動

経
済
動
員
を
指
す
。
本
章
で
は
、
「
秋
丸
機
関
の
研
究
は
少
な
く
と
も
昭

和
一
六
年
前
半
時
点
で
は
当
局
者
に
日
本
の
国
力
の
限
界
を
認
識
さ
せ
、

武
力
行
使
を
抑
制
さ
せ
る
働
き
を
持
っ
て
い
た
」
（
六
九
頁
）
と
の
指
摘

が
あ
る
。

　

第
四
章
は
著
者
に
よ
る
新
資
料
（
『
英
米
合
作
経
済
抗
戦
力
調
査
（
其
一
）
』

『
英
米
合
作
経
済
抗
戦
力
調
査
（
其
二
）
』
『
独
逸
経
済
抗
戦
力
調
査
』
）
発
見
過

程
と
各
報
告
書
の
検
討
を
ふ
ま
え
、
特
に
重
要
な
『
独
逸
経
済
抗
戦
力
調

査
』
が
分
析
さ
れ
る
。
著
者
は
先
行
研
究
の
問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
、

報
告
書
と
近
い
内
容
（
例
え
ば
ド
イ
ツ
経
済
抗
戦
力
は
対
英
米
長
期
戦
に
耐
え

る
見
込
み
は
低
い
な
ど
）
は
雑
誌
で
公
表
し
う
る
常
識
的
な
内
容
だ
っ
た
こ

と
、
「
実
質
的
に
軍
務
局
の
機
関
」
だ
っ
た
秋
丸
機
関
は
陸
軍
省
の
意
向

に
沿
っ
た
南
進
を
主
張
し
、
結
果
的
に
「
対
英
米
ソ
開
戦
」
の
回
避
に
つ

な
が
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

第
五
章
は
本
書
の
別
の
テ
ー
マ
、
政
策
決
定
者
は
対
英
米
戦
の
困
難
を

知
り
な
が
ら
な
ぜ
リ
ス
ク
の
高
い
開
戦
を
選
ん
だ
か
が
考
察
さ
れ
る
。
行

動
経
済
学
と
社
会
心
理
学
を
援
用
す
る
こ
と
で
、「
日
本
の
指
導
者
に
と
っ

て
は
、
三
年
後
の
確
実
な
敗
北
よ
り
も
、
国
際
情
勢
次
第
で
結
末
が
変
化

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
日
本
に
有
利
に
働
く
か
も
し
れ
な
い
開
戦
の
方
が

「
ま
だ
ま
し
」
と
思
え
た
」
（
一
六
六
頁
）
と
の
結
論
が
導
か
れ
る
。

　

第
六
章
は
、
日
独
及
び
陸
海
軍
の
統
一
的
戦
略
の
な
さ
、
国
力
（
造
船
力
）

の
圧
倒
的
な
差
と
見
通
し
の
甘
さ
な
ど
の
要
因
に
よ
る
敗
北
必
至
と
い
う

状
況
の
な
か
で
、
秋
丸
機
関
が
ま
だ
果
た
し
得
た
役
割
と
し
て
、
「
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
現
実
」
で
は
な
い
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
プ
ラ
ン
」
の
提
示
に
よ
っ

て
時
間
稼
ぎ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
や
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
世
論
操
作
を
駆
使
し
て
、



社会思想史研究　No. 43　2019

●　184

に
は
与
え
ら
れ
た
よ
う
だ
。
戦
争
経
済
研
究
班
が
他
部
局
の
機
密
情
報
ま

で
ど
の
程
度
ア
ク
セ
ス
で
き
て
、
報
告
書
に
反
映
で
き
た
の
か
は
、
そ
の

評
価
と
影
響
範
囲
と
関
わ
る
だ
け
に
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

　

班
の
構
成
員
に
つ
い
て
は
「
左
記
人
名
ノ
者
ニ
業
務
ヲ
委
嘱
シ
若
干
ノ

報
酬
ヲ
与
ヘ
ア
ル
モ
陸
軍
省
嘱
託
若
ク
ハ
軍
属
ノ
身
分
ヲ
有
セ
ス
」
と
あ

る
。
疑
問
に
思
っ
て
い
た
の
は
、
「
左
翼
前
歴
者
」
ら
を
雇
用
す
る
場
合
、

決
済
を
と
る
際
に
陸
軍
省
内
で
異
論
が
出
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
右
の
記
述
を
見
れ
ば
、
雇
用
関
係
に
と
も
な
う
陸

軍
省
の
責
任
は
極
力
回
避
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
班
員
に
有
沢
の
名
は
な

い
が
、
太
田
耐
造
関
係
文
書
（
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
、
八
五
―
三
四
）

に
有
沢
と
秋
丸
機
関
の
関
係
に
関
す
る
メ
モ
が
あ
り
、
「
昭
和
一
五
・
二
・

一
〇　

陸
軍
省
主
計
課
別
班
（
月
給
三
百
円
）
／
秋
丸
主
計
中
佐
ノ
個
人

嘱
託
ノ
形
」
と
し
て
特
別
待
遇
で
あ
っ
た
。

　

以
上
は
秋
丸
機
関
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
項
目
と
考
え
る
が
、
海
軍

側
の
ま
と
め
や
メ
モ
な
の
で
、
今
後
、
そ
の
元
と
な
っ
た
陸
軍
側
の
文
書

も
探
し
た
う
え
で
、
戦
争
経
済
研
究
班
の
位
置
を
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
第
二
の
感
想
に
移
る
。
本
書
を
読
ん
で
気
に
な
っ
た
点
は
「
な
ぜ

日
本
の
指
導
者
た
ち
は
、
正
確
な
情
報
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
に
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
と
戦
争
す
る
こ
と
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
」
に

つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
理
論
と
社
会
心
理
学
の
「
集

団
極
化
」
概
念
に
よ
る
説
明
が
試
み
ら
れ
る
。
前
者
は
「
人
間
は
損
失
に

つ
い
て
の
選
択
肢
で
は
リ
ス
ク
愛
好
的
に
な
っ
て
し
ま
う
一
方
、
利
得
に

つ
い
て
は
リ
ス
ク
回
避
的
に
な
る
こ
と
」
（
二
〇
〇
頁
）
で
あ
り
、
後
者
は

理
由
を
教
え
ら
れ
、
経
理
局
主
計
課
長
ら
が
相
談
相
手
と
し
て
退
役
主
計

調
査
を
推
薦
し
若
干
の
予
算
も
配
当
さ
れ
、
研
究
班
編
成
に
着
手
し
た
と

い
う
。
秋
丸
は
関
東
軍
時
代
か
ら
旧
知
の
小
泉
吉
雄
（
企
画
院
嘱
託
）
に

ス
タ
ッ
フ
斡
旋
を
依
頼
、
こ
こ
に
経
済
学
者
が
参
加
す
る
。

　

こ
の
説
明
で
あ
れ
ば
、
秋
丸
が
中
心
だ
っ
た
点
は
わ
か
る
が
、
研
究
班

が
ど
の
組
織
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
上
記
の
設

立
経
緯
で
あ
れ
ば
、
陸
軍
省
戦
争
経
済
研
究
班
と
い
う
正
式
名
称
と
も
齟

齬
が
あ
る
。
一
見
、
陸
軍
省
新
聞
班
と
同
じ
位
置
づ
け
（
官
制
外
組
織
）
・

影
響
力
に
も
見
え
る
が
、
似
て
非
な
る
組
織
で
あ
る
。
規
模
や
格
か
ら
し

て
、
名
称
は
陸
軍
省
経
理
局
主
計
課
戦
争
経
済
研
究
班
が
相
当
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
本
書
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
海
軍
省
作
成
の
文
書
「
陸
軍
秋
丸

機
関
ニ
関
ス
ル
件
」
が
「
岸
幸
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
（
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）
A 

4
―
一
三
六
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
見
て
色
々
と
得
心
が
い
っ
た
。
ま
ず
「
戦
争
経
済
研
究
班
」
の
設

立
に
際
し
て
大
臣
決
済
を
得
た
こ
と
、
班
の
編
成
は
班
長
（
兼
任
主
計
課
長
）

の
下
に
班
員
と
し
て
佐
官
一
人
、
少
佐
（
尉
官
）
二
人
、
班
付
で
属
二
人

が
い
た
。
よ
っ
て
、
主
計
課
か
ら
稟
議
書
が
あ
げ
ら
れ
、
最
終
的
に
大
臣

決
済
を
へ
て
右
の
構
成
で
研
究
班
が
設
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
班
長

（
主
計
課
長
）
が
責
任
を
負
う
が
、
班
を
実
質
的
に
主
宰
し
た
の
は
秋
丸
で

あ
る
。
班
員
の
少
佐
（
尉
官
）
二
人
に
は
、
ま
ず
川
岸
茂
文
主
計
大
尉
が
、

の
ち
に
武
村
忠
雄
主
計
少
尉
が
加
わ
っ
た
（
五
一
頁
）
。

　

ま
た
海
軍
の
文
書
に
は
、
「
軍
事
課
、
軍
務
課
、
参
謀
本
部
第
二
課
及

第
二
部
ハ
之
カ
研
究
ニ
協
力
シ
其
ノ
成
果
ヲ
陸
軍
大
臣
ニ
報
告
シ
参
謀
総

長
ニ
通
報
ス
ル
」
と
あ
り
、
他
課
の
文
書
を
閲
覧
で
き
る
許
可
が
形
式
的
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ま
り
も
の
ご
と
を
計
画
的
に
や
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
、
か
え
っ
て
間
違
っ

た
の
じ
ゃ
な
い
か
と
時
々
思
う
の
で
す
よ
…
…
も
っ
と
世
の
中
に
慣
れ
た

人
は
、
「
ま
あ
い
い
ん
だ
。
三
万
円
全
部
使
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
の
う

ち
に
ま
た
な
ん
と
か
人
が
く
れ
る
か
、
世
の
中
が
ま
た
変
わ
っ
て
く
る
だ

ろ
う
」
と
、
（
笑
い
）
…
…
当
時
の
軍
人
と
い
う
も
の
は
、
そ
う
い
う
人

生
観
を
持
た
な
い
よ
う
に
し
て
お
っ
た
の
で
す
」
（
二
〇
二
頁
）
と
述
べ
て

い
る
。

　

西
浦
は
砕
け
た
物
言
い
を
し
て
い
る
が
、
私
に
は
、
帝
国
軍
人
は
人
間

形
成
に
失
敗
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
内
部
告
発
の
よ
う
に
聞
こ

え
た
。
机
上
の
「
計
画
」
で
し
か
現
実
を
把
握
し
よ
う
と
し
な
い
、
世
の

中
に
揉
ま
れ
て
い
な
い
人
々
を
培
養
し
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ

れ
は
教
育
や
社
会
の
制
度
的
な
問
題
で
も
あ
る
。
こ
の
問
題
提
起
は
、
本

書
に
出
て
く
る
経
済
学
者
に
も
実
は
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
が
、
彼
ら
学
者
が
い
か
な
る
思
想
の
も
と
で
国
民
の
生
活
を
推
し
は
か

り
な
が
ら
、
研
究
班
の
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
っ
た
の
か
を
、
よ
り
巨
視

的
な
視
点
か
ら
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
著
者
は
す
で
に
『
柴
田
敬
』
（
日

本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
す
ぐ
れ
た
評
伝
を
ま
と
め
て
お
り
、

今
後
の
仕
事
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
ろ
そ
ろ
紙
数
も
尽
き
そ
う
で
あ
る
。
改
め
て
本
書
の
全
体
像
に
た
ち

戻
れ
ば
、
日
米
開
戦
に
向
か
う
陸
軍
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
イ

メ
ー
ジ
（
「
非
合
理
的
」
「
情
報
軽
視
」
）
を
、
秋
丸
機
関
と
陸
軍
の
関
係
を

実
証
的
に
問
い
直
す
こ
と
か
ら
、
日
英
米
開
戦
に
い
た
る
背
景
と
諸
問
題

を
再
検
証
し
よ
う
と
し
た
意
欲
的
な
書
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
書
冒

頭
で
丸
山
眞
男
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
合
理
性
が
よ
き
社
会
を

「
「
集
団
意
思
決
定
」
の
状
態
で
は
、
個
人
が
意
思
決
定
を
行
う
よ
り
も
結

論
が
極
端
に
な
る
こ
と
が
多
い
こ
と
」
（
一
六
〇
頁
）
と
説
明
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
理
論
・
概
念
を
「
国
策
」
に
関
す
る
合
意
形
成
に
適
用

で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
本
書
で
実
証
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
日
本

政
府
や
参
謀
本
部
な
ど
の
重
要
な
諸
会
議
の
議
事
録
を
に
ら
み
な
が
ら
そ

の
よ
う
な
過
程
を
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
私
個
人
の
感
想
で
は
、

そ
う
し
た
作
業
は
ど
こ
か
説
明
の
た
め
の
説
明
の
よ
う
な
気
が
し
て
、
歴

史
を
生
き
た
人
々
の
真
実
と
現
実
に
迫
っ
て
い
る
か
は
疑
問
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
理
論
と
「
集
団
極
化
」
概
念
の
妥
当
性
を
ひ

と
ま
ず
受
け
入
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
人
間
の
判
断
と
心
理
を
対
象

と
し
て
お
り
、
思
想
は
問
題
に
な
ら
な
い
の
か
が
気
に
な
っ
た
。
こ
こ
で

の
思
想
と
は
広
義
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
、
国
家
の
方
針
に

か
か
わ
る
重
要
な
政
策
を
立
案
・
合
意
形
成
す
る
局
面
で
は
、
一
個
人
の

利
害
を
超
え
て
、
国
家
や
国
民
の
現
在
と
未
来
、
ま
た
「
民
意
」
や
関
係

国
へ
の
配
慮
な
ど
複
合
的
な
要
素
が
加
わ
る
う
え
に
、
政
策
決
定
者
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
か
ら
錬
磨
さ
れ
た
大
局
的
な
認
識
（
世
界
観
）
や
行
動

が
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
会
議
の
な
か
で
議
論
が
ど

の
よ
う
に
推
移
し
た
か
で
は
な
く
、
そ
の
会
議
に
参
加
す
る
ま
で
の
各
政

策
決
定
者
の
軌
跡
や
交
友
関
係
、
そ
し
て
広
義
の
思
想
が
い
か
な
る
も
の

だ
っ
た
の
か
も
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
別
の
主
体
だ
け
で
は

な
く
、
主
体
群
と
し
て
の
検
証
も
必
要
だ
ろ
う
。

　

こ
の
点
に
お
い
て
や
や
自
覚
的
な
発
言
を
し
て
い
た
と
感
じ
た
の
が
、

本
書
に
引
用
さ
れ
た
西
浦
進
の
戦
後
の
回
想
で
あ
る
。
彼
は
、
「
陸
軍
大

学
校
と
い
う
と
こ
ろ
は
計
画
を
始
終
や
ら
せ
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
あ
ん
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書
評　

『
道
徳
哲
学
史
』

（
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
著
、
門
亜
樹
子
訳
、 

 

京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）

前
田
俊
文

　

本
書
は
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
（1632-94

）
の
『
自
然
法
と
万
民
法
（D

e 

Jure N
aturae et G

entium

）
』
の
仏
訳
版
（
一
七
〇
六
年
）
に
付
け
ら
れ
た
バ
ル

ベ
ラ
ッ
ク
（1674-1744

）
に
よ
る
序
文
の
全
訳
で
あ
る
。
序
文
で
は
あ
る

が
、
長
編
か
つ
包
括
的
な
道
徳
哲
学
学
説
史
で
あ
る
。
こ
の
訳
書
に
関
し

て
は
、
有
江
大
介
氏
（
『
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
』
第
一
二
号
）
と
野
原
慎

も
た
ら
す
と
い
う
「
戦
後
啓
蒙
」
の
理
念
が
、
戦
後
七
〇
年
を
へ
て
再
検

証
さ
れ
る
べ
き
地
点
に
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
、
合
理
／
非
合
理

と
い
う
単
純
な
図
式
を
再
生
産
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
「
／
」
の
部
分

に
分
け
入
り
な
が
ら
、
開
戦
と
い
う
過
去
の
難
問
に
改
め
て
取
り
組
も
う

と
す
る
著
者
の
姿
勢
に
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。

 

（
ふ
け
・
た
か
ひ
ろ
／
社
会
思
想
史
）
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司
氏
（
『
歴
史
と
経
済
』
第
二
四
〇
号
）
の
二
本
の
書
評
が
す
で
に
存
在
す

る
の
で
、
こ
こ
で
は
全
体
に
つ
い
て
の
総
花
的
な
書
評
は
避
け
た
い
と
い

う
こ
と
で
編
集
部
に
は
ご
了
承
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

訳
者
で
あ
る
門
亜
樹
子
氏
の
解
説
で
は
、
『
道
徳
哲
学
史
』
が
聖
職
者

た
ち
に
よ
る
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
批
判
へ
の
反
駁
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
経

緯
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
（
四
六
四
―
九
頁
）
。
こ
の
指
摘
自
体
は
き

わ
め
て
正
し
い
が
、
こ
の
論
稿
が
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
『
自
然
法
と
万

民
法
』
（
一
六
七
二
年
）
の
仏
訳
版
の
序
文
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る

以
上
、
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
と
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
関
係
を
理
解
す
る
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
ず
、
彼
の
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
評
価
に
焦
点
を
合
わ
せ

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
研
究
に
お
い
て
、
我
々
が
ま
ず
知
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
の
「
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
に

対
す
る
一
貫
し
た
敬
意
と
信
頼
、
愛
情
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
知
ら
ず

し
て
こ
の
論
稿
の
意
義
お
よ
び
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
の
思
想
は
語
れ
な
い
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

　

バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
は
思
想
史
的
に
は
、
思
想
家
と
い
う
よ
り
も
グ
ロ
テ
ィ

ウ
ス
や
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
翻
訳
者
・
注
釈
者
・
紹
介
者
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
（
四
四
五
―
六
頁
）
。
と
こ
ろ
が
彼
の
名
前
は
ル
ソ
ー
の
『
人
間

不
平
等
起
源
論
』
（
一
七
八
二
年
改
訂
版
）
と
『
社
会
契
約
論
』
、
ス
ミ
ス

の
『
道
徳
感
情
論
』
、
さ
ら
に
は
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
道
徳
哲
学
講
座
初
代

教
授
カ
ー
マ
イ
ケ
ル
が
編
集
し
た
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
『
自
然
法
に
も
と

づ
く
人
間
と
市
民
の
義
務
』
（
一
六
七
三
年
、
以
下
『
義
務
論
』
と
略
記
）
の

編
者
序
文
や
注
釈
の
中
で
言
及
さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
思
想
的
影
響
力
が

大
き
な
著
名
人
で
も
あ
っ
た
。
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
の
フ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
大
学

在
籍
時
に
は
、
そ
の
名
声
を
聞
き
つ
け
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
多
く
の

留
学
生
が
や
っ
て
来
て
彼
の
下
で
学
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
十
八
世
紀

の
啓
蒙
思
想
の
発
展
に
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　

バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
と
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
に
は
一
貫
し
て
プ
ー
フ
ェ
ン
ド

ル
フ
を
擁
護
し
弁
護
す
る
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
る
。
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ

は
高
い
名
声
を
博
す
る
と
同
時
に
、
時
に
は
そ
の
著
作
は
聖
職
者
や
法
学

者
た
ち
か
ら
発
禁
処
分
を
受
け
、
時
に
は
名
声
へ
の
激
し
い
嫉
妬
心
か
ら

理
不
尽
な
攻
撃
に
も
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
際
に
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク

は
ま
る
で
伴
侶
の
よ
う
に
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
寄
り
添
っ
て
弁
護
し
続

け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
対
す
る
高
い
評
価

の
み
な
ら
ず
、
道
徳
科
学
、
と
り
わ
け
自
然
法
学
に
対
す
る
一
般
的
見
解

に
両
者
の
一
致
点
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
は
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
自

然
法
と
万
民
法
』
と
『
義
務
論
』
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
三
〇
年
以
上
経
っ

て
い
よ
う
が
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
が
目
指
し
た
方
向
性
（
自
然
法
学
の

一
般
的
汎
用
性
、
有
効
性
、
論
証
可
能
性
）
が
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
正
し
い
こ

と
を
力
説
す
る
。
第
一
～
二
章
で
道
徳
科
学
（
自
然
法
学
）
の
一
般
的
汎

用
性
、
論
証
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
が
、
平
凡
な
人
々
が
普
通
の

理
性
能
力
を
行
使
す
れ
ば
自
然
法
は
認
識
で
き
る
（
九
頁
）
と
い
う
点
で

プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
と
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら

に
そ
れ
は
、
定
理
に
よ
り
数
学
的
な
演
繹
的
体
系
を
構
築
で
き
る
と
す
る

点
で
こ
れ
も
両
者
は
一
致
し
て
い
る
。
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
が
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
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し
て
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
に
対
す
る
賛
辞
が
惜
し
む
こ
と
な
く
与
え
ら
れ
て
い

る
。
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
が
正
し
い
自
然
法
学
の
構
築
と
い
う
「
企
て
」
に
成
功

し
た
の
は
、
彼
が
す
ぐ
れ
た
能
力
（
知
性
の
高
さ
、
判
断
力
、
省
察
力
、学
識
）
と

資
質
（
研
究
へ
の
専
心
と
努
力
、
真
理
に
対
す
る
真
摯
な
愛
）
を
持
っ
て
い
た
か

ら
だ
と
さ
れ
る
（
三
九
四
頁
）
。
た
だ
し
、『
戦
争
と
平
和
の
法
』
で
は
自
然
法

学
に
関
わ
る
主
題
の
す
べ
て
が
論
じ
尽
く
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
グ
ロ
テ
ィ

ウ
ス
自
身
が
、
後
世
の
研
究
者
が
自
然
法
学
の
完
全
な
体
系
を
構
築
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
た
こ
と
を
付
言
し
て
い
る
（
三
九
五
頁
）
。
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク

は
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
へ
の
高
い
評
価
と
同
時
に
そ
の
限
界
を
示
す
こ
と
で
、

プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
評
価
の
下
馴
ら
し
を
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

次
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
で
あ
る
が
、
ホ
ッ
ブ

ズ
に
対
す
る
言
及
は
素
っ
気
な
い
。
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
偉
大
な
思

想
家
で
政
治
の
本
質
を
見
抜
き
な
が
ら
も
、
政
治
的
な
扇
動
や
動
乱
に
巻

き
込
ま
れ
て
真
理
の
探
究
を
怠
っ
た
こ
と
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
主
義
者
で
無
神

論
者
で
あ
っ
た
こ
と
、な
ど
で
あ
る
（
三
九
八
―
九
頁
）
。
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
は
、

プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
が
ホ
ッ
ブ
ズ
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て

は
い
た
が
、
彼
自
身
は
そ
れ
ほ
ど
評
価
し
て
い
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

　

第
三
〇
章
と
第
三
一
章
が
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
と
そ
の
著
作
に
対
す
る

評
価
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
第
三
〇
章
の
最
初
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、

グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
研
究
が
あ
ま
り
に
盛
況
す
ぎ
る
こ
と
の
弊
害
に
つ
い
て
で

あ
る
。
知
識
人
た
ち
が
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
言
葉
の
解
釈
に
の
み
溺
れ
、
訓

詁
学
に
熱
狂
す
る
愚
か
し
さ
を
「
ス
コ
ラ
学
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
皮

肉
っ
て
い
る
（
四
〇
二
頁
）
。
そ
し
て
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
こ
そ
が
「
グ
ロ

テ
ィ
ウ
ス
の
精
神
と
方
法
に
従
っ
た
」
正
当
な
後
継
者
で
あ
る
こ
と
が
指

ル
フ
に
向
け
ら
れ
た
数
多
く
の
批
判
や
そ
し
り
か
ら
彼
を
擁
護
す
る
基
点

が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
同
時
代
お
よ
び
後
世
の
道
徳
哲
学
者
た
ち
か
ら

多
く
の
批
判
を
受
け
て
い
る
が
、
最
も
有
名
な
の
が
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
よ

る
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
批
判
（
『
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
原
理
に
対
す
る
忠
告
』

一
七
〇
六
年
）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
手
紙
は
一
七
一
八
年

の
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
の
仏
訳
版
に
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
の
で
、も
ち
ろ
ん
『
道

徳
哲
学
史
』
で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
自
然
法
学
と
道
徳
神
学
は
分
離
で

き
な
い
、
自
然
法
の
対
象
は
人
間
の
外
面
的
行
為
に
限
定
さ
れ
な
い
、
と

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
こ
の
手
紙
の
中
で
激
し
く
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
を
攻
撃

し
て
い
る
。
実
際
に
は
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
自
然
法
の
自
然
神
学
的
基

礎
を
放
棄
し
て
お
ら
ず
、
人
間
の
外
面
的
行
為
に
限
定
し
た
自
然
法
学
と

い
う
の
は
、
『
義
務
論
』
の
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
よ
る
序
文
の
中
の
言

葉
尻
を
捉
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
仏
訳
版
の
中
で
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
は
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
に
対
す
る
反
論
も
同
時
に
掲
載
し
て
お
り
、「
我
々
の
著
者
［
＝

プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
］
の
小
さ
な
手
抜
か
り
は
大
目
に
み
ら
れ
て
も
よ
い
」

と
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
過
失
も
一
部
認
め
た
上
で
、
か
な
り
ひ
い
き
目

の
裁
定
を
下
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
が
近
代
自
然
法
学
の
主
要
な
人
物
た
ち
に
ど
の

よ
う
な
評
価
を
し
て
い
た
か
に
話
を
移
そ
う
。
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
は
、
道
徳

哲
学
の
歴
史
を
第
七
章
か
ら
第
二
八
章
に
か
け
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス

ト
教
、
教
父
哲
学
、
東
洋
哲
学
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
、
ス
ト
ア
派
、
ロ
ー

マ
の
政
治
哲
学
、
ス
コ
ラ
学
の
順
に
辿
り
、
第
二
九
章
か
ら
十
七
世
紀
の

自
然
法
学
を
扱
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
近
代
自
然
法
学
の
先
駆
者
・
開
拓
者
と
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完
全
に
し
た
の
が
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
そ
の
人
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い

る
。
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
と
カ
ー
マ
イ
ケ
ル
は
ほ
と
ん
ど
同
様
の
プ
ー
フ
ェ
ン

ド
ル
フ
評
価
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
道
徳
哲
学
講
座
の
後
継
者
で
あ
り
な
が
ら
、
歴
代
の

教
授
（
カ
ー
マ
イ
ケ
ル
、
ハ
チ
ス
ン
）
と
は
異
な
り
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
プ
ー

フ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
も
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
に
も
手
厳
し
か
っ
た
。
『
法
学
講
義

B
ノ
ー
ト
（
一
七
六
三
年
度
最
終
講
義
）
』
の
序
文
で
は
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の

自
然
法
学
は
「
そ
の
あ
ら
ゆ
る
欠
陥
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
な
お
最
も

完
全
な
著
作
で
あ
る
」
と
高
く
評
価
さ
れ
た
が
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
に

は
「
存
在
し
な
い
自
然
状
態
に
お
け
る
法
や
所
有
の
継
承
を
論
じ
て
も
何

の
役
に
も
立
た
な
い
」
と
批
判
的
で
あ
っ
た
。
『
道
徳
感
情
論
』
で
は
バ

ル
ベ
ラ
ッ
ク
も
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
も
決
疑
論
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

批
判
さ
れ
て
い
る
。
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
自
身
は
決
疑
論
を
批
判
し
て
い
た
の

で
（
二
八
頁
）
、
ス
ミ
ス
に
決
疑
論
者
と
烙
印
を
押
さ
れ
る
こ
と
は
不
本

意
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
と
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
は
、

ス
コ
ラ
的
で
教
条
主
義
的
な
道
徳
神
学
の
説
く
普
遍
的
真
理
を
否
定
し
よ

う
と
す
る
共
通
の
特
徴
が
あ
る
。
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
は
、
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク

は
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
と
同
様
の
十
七
世
紀
的
思
考
様
式
を
持
つ
理
性
主

義
的
な
道
徳
哲
学
者
だ
と
お
そ
ら
く
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と

く
に
道
徳
的
規
則
は
数
学
的
真
理
に
似
て
お
り
一
般
的
定
理
か
ら
の
演
繹

に
よ
っ
て
確
実
に
導
か
れ
る
と
い
う
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
の
確
信
（
一
五
頁
）

は
ス
ミ
ス
に
は
受
け
入
れ
が
た
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
の
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
対
す
る
批
判
と
い
う

よ
り
も
愚
痴
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
を
全

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
一
章
で
は
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
と
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
詳
細
な
比
較

が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
文
体
（
表
現
の
的
確
さ
）
で
は
グ
ロ
テ
ィ

ウ
ス
が
優
れ
て
い
る
が
、
簡
潔
す
ぎ
て
博
識
な
人
々
に
し
か
有
用
で
は
な

い
こ
と
、
理
解
の
し
や
す
さ
や
全
体
の
構
成
で
は
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
が

勝
っ
て
い
る
こ
と
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
は
自
然
法
の
基
本
原
理
を
十
分
に
説

明
し
て
い
な
い
が
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
そ
れ
が
で
き
て
い
る
こ
と
、

グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
は
第
一
原
理
か
ら
の
演
繹
と
し
て
個
別
の
主
題
が
導
か
れ

て
い
な
い
が
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
は
そ
れ
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
四
一
三
―
五
頁
）
。
そ
れ
ら
の
検
証
を
経
て
バ

ル
ベ
ラ
ッ
ク
は
、
「
彼
［
＝
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
］
の
著
作
は
、
全
て
を

総
合
す
る
と
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
著
作
よ
り
も
は
る
か
に
有
益
で
あ
る
と

推
論
で
き
る
」
と
結
論
付
け
る
（
四
一
六
頁
）
。

　

バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
と
同
様
に
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
を
高
く
評
価
し
、
お
そ

ら
く
は
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
に
よ
る
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
自
然
法
学
の
注
釈
版

や
仏
訳
版
が
出
版
さ
れ
る
以
前
に
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の
哲
学
講
義
で

プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
『
義
務
論
』
を
テ
ク
ス
ト
と
し
て
用
い
て
い
た
と

思
わ
れ
る
カ
ー
マ
イ
ケ
ル
が
、
彼
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
か
見
て

み
よ
う
。
カ
ー
マ
イ
ケ
ル
は
、『
義
務
論
』
の
注
釈
第
二
版
（
一
七
二
四
年
）

の
序
文
の
中
で
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
注
釈
者
や
批
評
家
た
ち
は
「
自
ら
の

研
究
を
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
範
囲
に
限
定
」
し
て
き
た

と
述
べ
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
研
究
の
隆
盛
に
対
し
て
シ
ニ
カ
ル
な
態
度
を

取
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
自
然
法
学
の
主
題
を
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
以
上
に

巧
み
に
整
理
し
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
著
作
に
欠
け
て
い
る
も
の
を
補
っ
て
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『
合
衆
国
滞
在
記
（
近
代
社
会
思
想
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
』

（
ト
ク
ヴ
ィ
ル
著
、
大
津
真
作
訳
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

二
〇
一
八
年
）

髙
山
裕
二

　

二
〇
〇
四
年
四
月
、
論
壇
世
界
の
片
隅
で
物
議
を
か
も
す
論
説
が
発
表

さ
れ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
（
ピ
ュ
ー
リ
ツ
ァ
ー
賞
受
賞
）
に
し
て
歴
史
家

の
ガ
リ
ー
・
ウ
ィ
ル
ズ
の
「
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
ア
メ
リ
カ
を
『
理
解
（
ゲ
ッ
ト
）
』

し
た
か
」
（
文
芸
誌Th

e N
ew

 York Review
 of Books

四
月
二
十
九
日
号
掲
載
）
で

あ
る
。
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
い
か
に
ア
メ
リ
カ
を
見
な
か
っ
た
か
、
事
実
を
い

面
的
に
擁
護
し
て
き
た
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
が
彼
を
唯
一
手
厳
し
く
論
難
す
る

の
が
、
論
稿
を
執
筆
す
る
際
に
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
が
行
っ
た
引
用
の
ミ

ス
と
手
抜
き
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
第
三
三
章
で
記
述
さ
れ
て
い

る
。
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
『
普
遍
法
学
原
理
』
を
上
梓
し
た
際
に
引
用

を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
論
旨
の
み
の
論
述
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
た
め
に
、
当

時
の
法
学
者
た
ち
に
「
古
典
的
な
素
養
の
な
い
浅
学
の
研
究
者
」
だ
と
嘲

り
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
反
論
す
る
形
で

『
自
然
法
と
万
民
法
』
の
あ
の
う
ん
ざ
り
す
る
よ
う
な
長
い
引
用
だ
ら
け

の
叙
述
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
（
『
義
務
論
』
で
は
元
の
ス
タ
イ
ル
に
戻
っ
て

い
る
）
。
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
自
身
は
自
ら
の
自
然
法
学
に
お
い
て
、
物

事
の
本
質
や
要
旨
の
み
を
簡
潔
に
記
述
す
る
ス
タ
イ
ル
を
好
ん
で
い
た

（
四
三
〇
頁
）
が
、
古
典
文
献
に
対
す
る
無
知
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
こ
と

へ
の
感
情
的
な
憤
り
と
し
て
、
大
量
の
古
典
文
献
の
引
用
を
行
い
、
功
を

焦
っ
た
結
果
、
多
く
の
引
用
の
間
違
い
を
犯
す
こ
と
に
な
っ
た
。
バ
ル
ベ

ラ
ッ
ク
は
「
（
古
典
文
献
を
引
用
す
る
際
に
）
彼
の
文
体
は
ぎ
こ
ち
な
く
、

時
に
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
不
注
意
に
よ
る
間
違
い
だ
ら
け
で

あ
っ
た
」
と
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
を
責
め
立
て
て
い
る
。
「
惚
れ
抜
い
た

伴
侶
へ
の
愛
情
の
こ
も
っ
た
叱
責
」
と
で
も
い
う
べ
き
か
。

　

本
書
は
た
ん
な
る
注
釈
集
で
は
な
く
、
道
徳
哲
学
の
歴
史
の
概
説
や
、

グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
や
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
比
較
と
評
価
に
ま
で
踏
み
込
ん

で
い
る
点
で
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
の
基
本
思
想
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

論
稿
で
あ
る
。
バ
ル
ベ
ラ
ッ
ク
研
究
の
み
な
ら
ず
、
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ

研
究
や
近
代
自
然
法
学
研
究
、
十
八
世
紀
啓
蒙
思
想
研
究
に
お
い
て
も
必

読
の
書
と
い
え
よ
う
。 

（
ま
え
だ
・
と
し
ふ
み
／
政
治
思
想
史
）
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か
に
無
視
な
い
し
曲
解
し
て
題
材
の
一
般
化
を
図
っ
た
か
を
批
判
し
た
も

の
だ
。
同
論
に
は
当
然
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
研
究
者
か
ら
―
―
こ
こ
で
紹
介
す

る
余
裕
は
な
い
が
―
―
多
く
の
反
論
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ウ
ィ
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
見
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
現
実

は
多
岐
に
及
ぶ
が
、
な
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
「
物
質
的
基
礎
」
に
関
心
を

も
た
な
か
っ
た
こ
と
は
致
命
的
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
産
業
、
工
場
、

銀
行
、
科
学
技
術
…
…
。
滞
在
が
九
カ
月
と
短
く
、
彼
が
未
来
の
著
作
の

素
材
を
集
め
得
た
期
間
は
正
味
六
カ
月
。
も
っ
ぱ
ら
東
海
岸
の
エ
ス
タ
ブ

リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
の
な
か
で
連
邦
派
（
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
）
の
生
き
残
り

か
ら
情
報
を
得
て
、
一
般
庶
民
に
関
心
を
も
つ
こ
と
な
く
、
あ
れ
ほ
ど
称

賛
し
た
自
治
体
（
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
）
の
会
合
に
は
一
度
も
出
席
し
て
い
な
い
。

そ
こ
に
潜
む
大
き
な
認
知
バ
イ
ア
ス
を
、
ウ
ィ
ル
ズ
は
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
ア

メ
リ
カ
表
象
の
緻
密
な
研
究
を
著
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
W
・
ピ
ア
ソ
ン
の
言

葉
も
引
き
合
い
に
出
し
て
剔
抉
し
て
い
る
。

　

問
題
が
深
刻
な
の
は
、こ
の
種
の
「
壮
大
な
単
純
化
好
み
」
が
ト
ク
ヴ
ィ

ル
の
著
作
す
べ
て
に
見
ら
れ
る
こ
と
だ
。
そ
う
論
じ
る
ウ
ィ
ル
ズ
は
フ
ュ

レ
の
見
解
を
楯
に
『
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
と
革
命
』
の
欠
陥
に
も
言

及
す
る
。
例
え
ば
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
「
旅
す
る
哲
学
者
」
と
称
さ
れ
る
ほ

ど
各
地
を
旅
行
し
た
が
、
同
書
で
母
国
と
対
比
さ
れ
る
ド
イ
ツ
に
つ
い
て

は
わ
ず
か
一
カ
月
の
滞
在
で
「
理
解
」
し
た
気
分
に
な
っ
て
い
る
、
と
。

　

と
は
い
え
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
精
力
的
に
旅
す
る
思
索
者
だ
っ
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。
短
い
期
間
で
ア
メ
リ
カ
を
「
理
解
」
す
る
た
め
に
事
前
に
問

い
を
用
意
し
て
新
大
陸
に
向
か
っ
た
ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
偏
見
は
あ
っ
た
が
、

各
問
題
に
真
摯
に
向
き
合
っ
た
。
彼
の
ア
メ
リ
カ
旅
行
に
同
行
し
た
友
人

の
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
ド
・
ボ
モ
ン
は
『
ア
メ
リ
カ
旅
行
記
』
の
一
部
を

0

0

0

最

初
に
刊
行
し
た
著
者
集
で
、
「
旅
行
中
、
ア
レ
ク
シ
・
ド
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル

は
休
む
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
註
記
し
、
「
あ
る
種
の
絶
え
ざ
る
不
安
」

の
な
か
で
思
索
を
続
け
る
そ
の
姿
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
だ
と
敬
意
を
込

め
て
語
っ
て
い
る

）
1
（

。
ま
た
、
旅
行
中
に
綴
っ
た
ノ
ー
ト
か
ら
な
る
『
旅
行

記
』
は
、
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
の
原
点
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
そ
の
観
察
自
体
が
貴
重
だ
と
言
う
。
少
な
く
と
も
、
ト
ク

ヴ
ィ
ル
が
ア
メ
リ
カ
を
ど
う
理
解
し
た
か
／
し
な
か
っ
た
か
を
知
る
に
は

必
携
の
著
作
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
ウ
ィ
ル
ズ
は
そ
の
論
争
的
な
記
事
を

書
く
際
、
同
書
を
携
帯
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

こ
の
『
ア
メ
リ
カ
旅
行
記
』
が
本
書
を
通
じ
て
よ
う
や
く
日
本
語
で
も

読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
翻
訳
の
企
画
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

初
訳
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
構
成
が
複
雑
な
た
め
（
後
述
）
、ト
ク
ヴ
ィ

ル
の
記
述
を
日
付
順
に
並
び
替
え
て
翻
訳
す
る
な
ど
、
日
本
の
読
者
に
読

み
や
す
い
よ
う
に
工
夫
も
さ
れ
て
い
る
（
読
者
の
便
宜
を
考
え
て
、ト
ク
ヴ
ィ

ル
の
も
の
で
は
な
い
小
見
出
し
も
付
し
て
い
る
）
。
時
系
列
で
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の

旅
行
を
追
体
験
す
る
の
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
選
択
は
代
償

を
と
も
な
う
。
し
か
も
本
書
は
、『
旅
行
記
』
の
う
ち
、
独
立
し
た
エ
ッ
セ
ー

「
荒
野
の
二
週
間
」
と
「
オ
ナ
イ
ダ
湖
旅
行
記
」
を
除
く
「
合
衆
国
旅
行

に
関
係
し
た
大
半
部
分
の
翻
訳
」
だ
と
さ
れ
る
。
小
評
で
は
、
紙
幅
の
都

合
上
、
こ
う
し
た
原
典
の
変
更
と
省
略
に
関
わ
る
本
訳
書
の
問
題
点
を
大

き
く
二
つ
に
絞
っ
て
指
摘
す
る
。

　

第
一
の
問
題
点
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ノ
ー
ト
の
分
類
を
変
更
し
た
こ
と
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と
す
ぐ
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
四
月
に
「
ア
メ
リ
カ
人
の
国
民
性
」
（
二
頁
）

と
し
て
「
情
緒
不
安
定
」
を
発
見
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
（
上
陸
は

五
月
）
、
新
版
の
編
者
の
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
六
月
頃
に
得
ら
れ
た
知

見
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
前
述
の
未
公
刊
の
書
簡
（
「
一
八
三
一
年
六
月
十

日
シ
ャ
ブ
［
ロ
ル
］
宛
書
簡
」
）
の
写
し
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
日
付
順
に
並

べ
よ
う
と
し
た
ら
（
そ
の
操
作
が
必
要
か
ど
う
か
は
置
く
と
し
て
）
、
編
者
註

も
踏
ま
え
た
他
の
資
料
と
の
整
合
は
避
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
整
合
に
つ
い

て
は
も
う
ひ
と
つ
、
ア
メ
リ
カ
人
の
信
仰
に
関
す
る
記
述
を
例
に
あ
げ
よ

う
。
今
後
ア
メ
リ
カ
人
は
一
方
で
「
す
べ
て
の
宗
教
の
な
か
で
一
番
有
効

で
、
一
番
強
烈
で
、
一
番
強
力
な
宗
教
」
、
他
方
で
「
ま
さ
に
哲
学
的
な

宗
派
」
を
選
ぶ
と
い
う
記
述
で
あ
る
（
二
八
頁
）
。
こ
れ
は
、
同
時
期
に

書
か
れ
た
周
知
の
友
人
ケ
ル
ゴ
ル
レ
宛
書
簡
（
六
月
二
十
九
日
）
と
同
じ

内
容
を
含
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
理
解
も
違
っ
て
く
る
。
前
後

も
訳
し
直
し
て
み
る
。
「
こ
う
し
て
同
じ
原
因
、
〔
宗
教
に
対
す
る
〕
無
関

心
が
、
二
つ
の
正
反
対
の
道
へ
と
人
び
と
を
向
か
わ
せ
る
。
情
熱
的
な
精

神
を
持
ち
、
想
像
力
が
敏
感
か
激
し
い
人
び
と
、
来
世
に
期
待
す
べ
き
も

の
が
多
く
あ
る
人
び
と
は
、
す
べ
て
の
宗
教
の
な
か
で
も
っ
と
も
実
定
的

（positive

）
か
つ
絶
対
的
で
強
力
な
宗
教
の
懐
へ
と
帰
っ
て
い
く
。
反
対
に
、

冷
静
で
論
理
的
な
精
神
を
持
ち
、
思
索
に
耽
る
物
静
か
な
性
格
で
、
知
的

か
高
尚
な
習
慣
を
持
つ
人
び
と
は
、
純
粋
な
理
神
論
を
ほ
と
ん
ど
公
言
す

る
こ
と
を
許
す
完
全
に
哲
学
的
な
宗
派
を
選
ぶ
」
。
注
目
し
た
い
の
は

positive
と
い
う
言
葉
で
、
こ
こ
で
哲
学
的
な
宗
派
（
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
）

と
対
比
さ
れ
て
い
る
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
（
新
版
の
編
者
註
に
よ
れ
ば

「
宗
教
の
懐
」
の
箇
所
に
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
」
と
書
い
て
線
で
消
さ
れ
た
跡
も
あ
る
）
。

に
あ
る
。
確
か
に
、
『
旅
行
記
』
は
ト
ク
ヴ
ィ
ル
生
前
に
は
刊
行
さ
れ
ず

（
よ
っ
て
ノ
ー
ト
を
配
列

0

0

し
た
の
は
彼
で
は
な
い
）
、
「
著
書
」
と
し
て
初
め
て

刊
行
さ
れ
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ガ
リ
マ
ー
ル
版
（
旧
版
）『
ト

ク
ヴ
ィ
ル
全
集
』
の
一
冊
（
第
五
巻
第
一
部
、
一
九
五
七
年
）
に
お
い
て
だ
っ

た
（
二
年
後
に
ロ
ン
ド
ン
で
英
訳
版
刊
行
）
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ト
ク
ヴ
ィ
ル

自
身
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
数
字
で
分
類
し
た
ノ
ー
ト
十
四
冊
を
そ
の
ま

ま
用
い
て
い
る
（
ノ
ー
ト
内
の
記
述
は
概
ね
日
付
順
だ
が
、
ノ
ー
ト
間
で
は
日

付
の
重
複
が
見
ら
れ
統
一
さ
れ
て
い
な
い
）
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
ド
版
（
新
版
）『
ト

ク
ヴ
ィ
ル
全
集
』
（
第
一
巻
、
一
九
九
一
年
）
に
基
づ
い
て
、
ノ
ー
ト
の
分

類
お
よ
び
配
列
を
左
記
し
て
お
く
。

　

（
一
）
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
付
い
て
い
な
い
ノ
ー
ト
一
～
三

　

（
二
）
携
帯
ノ
ー
ト
一
～
五
（
四
は
旧
全
集
刊
行
後
に
紛
失
）

　

（
三 

）
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
付
い
て
い
る
ノ
ー
ト
A
、
B
、
D
、
E
、

F
（
D
は
紛
失
、
E
・
F
も
自
筆
原
稿
は
な
く
複
写
の
み
）

　

（
四
）
〔
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
〕
ケ
ン
ト
に
関
す
る
ノ
ー
ト

　

ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
繰
言
は
省
略
し
た
O
・
ザ
ン
ツ
編
英
訳
書
も
、
彼
の
ノ
ー

ト
の
分
類
は
維
持
し
て
い
る
。
新
版
の
編
者
も
、
で
き
る
だ
け
手
を
加
え

ず
、
ボ
モ
ン
の
よ
う
な
「
整
理

）
2
（

」
は
避
け
、
断
章
や
即
興
の
性
格
を
残
し

た
い
と
註
記
し
て
い
る
。
ま
た
新
版
に
は
（
本
書
の
注
に
参
考
に
し
た
と
さ

れ
る
）
豊
富
な
編
者
註
と
と
も
に
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し

た
書
簡
や
会
話
を
整
理
し
た
メ
モ
、
旧
版
で
省
略
さ
れ
た
ノ
ー
ト
数
頁
等

が
初
め
て
収
録
さ
れ
た
が
、
本
書
は
な
ぜ
か
旧
版
を
底
本
と
し
て
い
る
。

　

で
は
、
分
類
の
変
更
で
生
じ
る
問
題
は
具
体
的
に
何
が
あ
る
か
。
①
多

く
あ
る
日
付
の
な
い
メ
モ
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
書
を
開
く
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こ
れ
は
前
記
の
書
簡
か
ら
、
宗
教
の
外
面
（
実
践
）
は
と
も
か
く
内
面
（
信

仰
）
は
疑
わ
し
い
ア
メ
リ
カ
人
が
将
来
的
に
は
無
関
心
と
懐
疑
の
果
て
に

理
神
論
か
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
（
ト
ク
ヴ
ィ
ル
に
よ
れ
ば
）
両
極
端
な
宗
派

に
行
き
着
く
と
い
う
内
容
を
指
し
て
い
る
と
推
測
で
き
、
『
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
』
第
二
巻
で
は
民
主
主
義
社
会
の
宗
教
の
行
方
と
し
て
展
開
さ
れ
る

知
見
だ
が
、
本
書
か
ら
そ
れ
を
推
察
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

問
題
点
の
記
述
に
戻
る
と
、
文
中
に
日
付
が
記
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ

が
執
筆
（
考
察
）
さ
れ
た
の
は
後
日
で
あ
る
こ
と
さ
え
珍
し
く
な
い
。
例

え
ば
、
「
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
‐
テ
ネ
シ
ー
」
（
三
二
七
頁
）
と
い
う
長
い
メ
モ

は
一
八
三
一
年
十
二
月
の
体
験
に
基
づ
く
が
（
本
書
で
は
同
時
期
に
分
類
）
、

じ
っ
さ
い
に
書
か
れ
た
の
は
翌
月
と
研
究
史
で
は
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に

分
類
の
変
更
に
と
も
な
い
、
②
日
付
の
な
い
メ
モ
書
き
が
落
ち
て
い
る
。

冒
頭
か
ら
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、「
さ
ま
ざ
ま
な
印
象
、
第
一
印
象
」（
一
一
頁
）

は
ト
ク
ヴ
ィ
ル
一
行
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
て
数
日
（
五
月
十
五
日
）

の
印
象
を
伝
え
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ノ
ー
ト
に
は
存
在
す
る
続
く
走
り

書
き
は
日
付
が
な
く
、
本
書
で
は
落
ち
て
い
る
。
こ
れ
は
南
部
の
体
験
を

経
て
描
か
れ
て
お
り
、
帰
国
直
前
に
描
か
れ
た
と
推
測
で
き
る
が
、
帰
国

後
の
著
作
の
構
想
を
窺
わ
せ
る
貴
重
な
メ
モ
で
あ
る
。
な
お
、
同
内
容
の

三
二
年
四
月
二
十
四
日
付
父
宛
書
簡
が
本
書
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
が

（
四
三
一
～
二
頁
）
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
『
旅
行
記
』
に
は
存
在
し
な
い
。

　

第
二
の
問
題
点
は
、
分
類
の
変
更
に
関
係
な
く
原
文
が
多
く
省
略
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
①
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
ア
メ
リ
カ
民
主
政
の

評
価
で
自
治
体
や
結
社
と
並
ん
で
重
要
な
陪
審
制
に
関
し
て
、
も
っ
と
も

整
理
さ
れ
た
考
察
を
な
す
ギ
ル
ピ
ン
氏
と
の
会
話
（
十
一
月
十
五
日
、
フ
ィ

ラ
デ
ル
テ
ィ
ア
）
が
本
書
で
は
指
示
な
く
落
ち
て
い
る
。
別
に
本
書
に
は

あ
る
（
ト
ク
ヴ
ィ
ル
自
身
の
も
の
で
は
な
い
）「
陪
審
制
は
暴
政
の
強
力
な
武

器
」
と
い
う
小
見
出
し
の
考
察
（
四
〇
一
頁
）
は
読
者
に
陪
審
制
に
つ
い

て
正
反
対
の
印
象
を
与
え
う
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
念
頭
に
あ
る
陪
審

制
の
悪
用
や
破
壊
の
事
例
は
、
別
の
箇
所
（
二
一
三
頁
）
と
同
様
、
フ
ラ

ン
ス
の
帝
政
や
イ
ギ
リ
ス
君
主
政
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
普
通
選
挙
」

（
四
二
八
頁
）
の
記
述
の
よ
う
に
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
ノ
ー
ト
に
は
別
の
箇
所

で
繰
言
（
完
全
に
同
じ
で
は
な
い
）
が
散
見
さ
れ
る
が
（
携
帯
ノ
ー
ト
四
・
五

を
参
照
）
、
こ
れ
ら
も
本
書
で
は
言
及
な
く
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　

②
指
示
の
あ
る
省
略
も
多
い
が
、
そ
の
方
針
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
例

え
ば
、
「
人
民
主
権
」
（
三
三
七
頁
）
で
は
『
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
第
十
二

篇
の
引
用
、
ま
た
「
連
邦
、
中
央
政
府
」
（
三
四
〇
頁
）
で
は
同
書
第
十
五

篇
の
参
照
を
指
示
す
る
記
述
と
そ
れ
に
続
く
メ
モ
（
三
四
四
頁
）
の
二
三

篇
の
引
用
（
い
ず
れ
も
ハ
ミ
ル
ト
ン
執
筆
）
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
ア
メ
リ
カ
観
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
『
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス

ト
』
の
ど
こ
に
彼
が
注
目
し
た
か
は
、
ウ
ィ
ル
ズ
の
よ
う
に
そ
の
独
創
性

を
疑
問
視
す
る
指
摘
を
評
価
す
る
う
え
で
も
貴
重
な
情
報
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

以
上
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
研
究
の
観
点
か
ら
見
て
諸
々
の
問
題
点
は
あ
る
と

は
い
え
、
本
書
が
ア
メ
リ
カ
社
会
や
民
主
主
義
に
つ
い
て
研
究
す
る
専
門

家
は
も
と
よ
り
、
一
般
読
者
の
興
味
を
ひ
く
古
典
の
大
半
を
初
め
て
日
本

語
で
読
め
る
よ
う
に
し
た
意
義
は
小
さ
く
な
い
。

　

ウ
ィ
ル
ズ
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
ア
メ
リ
カ
観
の
形
成

過
程
で
、
東
海
岸
の
教
養
層
と
の
会
話
が
与
え
た
多
大
な
影
響
は
否
定
で
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き
な
い
。
し
か
し
本
書
を
読
む
と
、
各
考
察
そ
れ
自
体
が
魅
力
的
で
あ
る

と
同
時
に
、
そ
の
知
的
世
界
を
超
え
た
実
体
験
が
、
彼
の
ア
メ
リ
カ
観
に

多
大
な
刻
印
を
残
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の

が
―
―
小
評
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
自
然
と
人
種
を
除
け
ば
―
―
「
平

等
」
の
観
察
で
あ
る
。
蒸
気
船
の
な
か
で
、
旅
籠
で
、「
召
使
」
が
「
主
人
」

と
対
等
に
扱
わ
れ
、
特
別
な
チ
ッ
プ
（
施
し
）
は
逆
に
彼
ら
を
侮
辱
す
る

こ
と
に
な
る
（
一
六
五
頁
）
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
そ
う
驚
き
を
も
っ
て
記
し
て

い
る
（
そ
の
偏
見
含
み
の
古
風
な
？
表
現
が
ま
た
そ
の
新
奇
さ
を
際
立
た
せ
る
）
。

か
か
る
観
察
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
は
人
間
が
法
の
前
で
平
等
で
あ
る
だ
け

で
な
く
「
事
実
」
と
し
て
平
等
な
の
だ
と
い
う
知
見
が
生
ま
れ
た
（
二
九

二
頁
）
。
こ
れ
は
あ
の
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
序
文
冒
頭
の
言
葉
に
結
実
す
る
。

こ
う
し
て
生
の
事
実
が
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
ア
メ
リ
カ
像
を
規
定
し
て
ゆ
く

様
子
を
見
る
の
は
、
本
書
の
よ
う
な
旅
行
記
の
醍
醐
味
で
あ
る
。

 

（
た
か
や
ま
・
ゆ
う
じ
／
政
治
思
想
史
）

注（
1
） Œ

uvres com
plètes d’Alexis de Tocqueville: C

orrespondance et œuvres 

posthum
es, vol. V

 (Paris: M
ichel Lévy, 1866), pp. 24-25. 

後
に
『
ア
メ

リ
カ
旅
行
記
』
に
再
録
さ
れ
る
エ
ッ
セ
ー“Q

uinze jours dans le désert ” 

と“Voyage au Lac O
neida ”

は
同
著
作
集
に
収
録
さ
れ
た
（
後
者
の
タ

イ
ト
ル
は
こ
の
ボ
モ
ン
版
で
は“C

ourse au lac O
néida ”

）。

（
2
） Ibid: M

élanges, fragm
ents historiques et notes, vol. V

III (Paris: M
ichel 

Lévy, 1865)

に
は
、
ア
メ
リ
カ
旅
行
ノ
ー
ト
の
一
部
が
各
項
目
に
整
理
さ

れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
（pp. 227-300

）。

　

書
評　

『
社
会
契
約
と
性
契
約
―
―
近
代
国
家
は
い
か
に
成
立
し
た
の
か

』

（
キ
ャ
ロ
ル
・
ペ
イ
ト
マ
ン
著
、
中
村
敏
子
訳
、
岩
波
書
店
、

二
〇
一
七
年
）

梅
垣
千
尋

　

本
書
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
立
脚
す
る
政
治
思
想
研
究
を
第
一
線
で
切

り
拓
い
て
き
た
キ
ャ
ロ
ル
・
ペ
イ
ト
マ
ン
の
代
表
的
著
作
の
翻
訳
で
あ
る
。

原
著
は
一
九
八
八
年
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
分
野
で
は
「
古
典
」
の

地
位
を
確
立
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
出
版
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
二

〇
一
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
新
た
な
英
語
版
の
序
文
（
本
邦
訳
で
は
未
収
録
）
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で
、
ペ
イ
ト
マ
ン
は
こ
の
間
の
多
岐
に
わ
た
る
社
会
的
、
経
済
的
、
政
治

的
な
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
で
提
示
し
た
〈
性
契
約
〉
と
い
う
概

念
が
依
然
と
し
て
そ
の
有レ

レ
ヴ
ァ
ン
ス

意
性
を
失
っ
て
い
な
い
と
力
強
く
主
張
し
て
い

る
（C

arole Patem
an, ‘Preface to the T

hirtieth A
nniversary Edition ’, in 

C
arole Patem

an, Th
e Sexual C

ontract, Polity Press, 2018, pp. ix-xi.

）
。

　

本
書
で
ペ
イ
ト
マ
ン
が
取
り
組
む
の
は
、
近
代
的
な
国
家
統
治
の
正
統

性
を
説
明
す
る
論
理
と
し
て
、
そ
の
起
源
を
個
人
間
の
相
互
契
約
に
み
い

だ
す
、
い
わ
ゆ
る
社
会
契
約
論
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
再
解
釈
で
あ
る
。
「
標

準
的
」
な
解
釈
に
お
い
て
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら

十
八
世
紀
に
か
け
て
唱
え
ら
れ
た
社
会
契
約
論
は
、
自
由
か
つ
平
等
な
個

人
の
自
発
的
同
意
に
も
と
づ
く
政
治
社
会
の
形
成
と
い
う
物
語
を
提
示
し

て
、
国
王
の
絶
対
的
支
配
権
を
擁
護
す
る
王
権
神
授
説
に
た
い
し
、
完
全

な
勝
利
を
お
さ
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
ペ
イ
ト
マ
ン
は
、
社

会
契
約
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
市
民
社
会
は
〈
性
契
約
〉
、
す
な
わ
ち
女

性
に
た
い
す
る
男
性
の
統
治
を
正
当
化
す
る
契
約
を
前
提
と
し
て
お
り
、

そ
れ
ゆ
え
近
代
的
な
形
態
を
と
り
つ
つ
も
、
依
然
と
し
て
家
父
長
制
的
な

性
格
を
も
つ
と
論
じ
る
。
た
と
え
ば
ロ
ッ
ク
は
、
父
親
に
た
い
す
る
息
子

の
生
ま
れ
な
が
ら
の
従
属
を
政
治
的
権
力
の
起
源
と
み
な
す
フ
ィ
ル
マ
ー

の
家
父
長
制
論
を
批
判
し
た
が
、
そ
こ
で
ロ
ッ
ク
が
否
定
し
た
の
は
「
父

権
的
権
力
」
で
あ
っ
て
、
夫
に
た
い
す
る
妻
の
従
属
に
自
然
の
基
礎
を
み

と
め
る
点
で
、
ロ
ッ
ク
は
フ
ィ
ル
マ
ー
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
父
権
的
な
家
父
長
制
に
代
わ
っ
て
登
場
し
た
の
は
、
女
性
の
肉

体
の
支
配
と
い
う
共
通
の
利
害
で
結
び
つ
い
た
男
性
同
士
の
兄
弟
愛
的
な

家
父
長
制
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
社
会
契
約
論
は
そ
の
こ
と
を
理
論
的
に
隠

蔽
し
て
い
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
近
代
国
家
の
も
と
で
の
女
性
の
従

属
を
決
定
づ
け
た
〈
性
契
約
〉
を
、
ペ
イ
ト
マ
ン
が
「
物
語
の
隠
さ
れ
た

半
分
」
と
呼
ぶ
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
ペ
イ
ト
マ
ン
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
再
解
釈
の
基
底
に
あ
る
の
は
、

社
会
契
約
論
で
語
ら
れ
た
自
由
か
つ
平
等
な
「
個
人
」
と
は
、
普
遍
的
な

人
間
一
般
を
指
す
か
の
よ
う
で
い
な
が
ら
実
際
に
は
男
性
の
こ
と
で
あ
り
、

女
性
は
男
性
と
同
じ
よ
う
に
は
市
民
社
会
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な

い
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
、
日
本
で
は
す
で
に
水
田
珠
枝
が

『
女
性
解
放
思
想
の
歩
み
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
や
『
女
性
解
放
思

想
史
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
九
年
）
で
展
開
し
た
議
論
と
重
な
る
も
の
で
、

社
会
思
想
史
研
究
で
は
旧
聞
に
属
す
る
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
ペ
イ
ト
マ
ン
の
議
論
の
特
徴
は
、
あ
く
ま
で
も
「
契
約
」
と

い
う
概
念
に
焦
点
を
当
て
る
点
に
あ
る
。
「
社
会
契
約
」
は
、
も
ち
ろ
ん

過
去
に
つ
く
ら
れ
た
政
治
的
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
る
の
だ
が
、
ペ
イ
ト

マ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
自
由
な
関
係
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
社
会
の
メ

ン
バ
ー
と
い
う
「
個
人
」
の
姿
を
映
し
だ
す
鏡
と
し
て
、
な
お
も
影
響
力

を
失
わ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
「
新
た
な
寿
命
」
を
も
つ
に
い
た
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
認
識
は
、
英
米
両
国
で
新
自
由
主
義
に
も
と
づ
く
右
派
政

府
が
誕
生
し
、
そ
れ
を
支
え
る
「
契
約
主
義
者
」
の
議
論
が
勢
い
を
増
し

た
一
九
八
〇
年
代
と
い
う
時
代
状
況
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ペ
イ
ト

マ
ン
は
〈
性
契
約
〉
と
い
う
概
念
を
突
破
口
と
し
て
、
肉
体
化
さ
れ
た
「
人

格
に
関
わ
る
財
産
」
を
扱
う
契
約
全
般
へ
と
考
察
の
対
象
を
広
げ
、
本
書

の
後
半
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
契
約
主
義
者
や
そ
の
影
響
を
受
け
た
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
へ
の
批
判
を
意
図
し
て
、
結
婚
契
約
、
雇
用
契
約
、
売
買
春
契
約
、
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代
理
母
契
約
を
め
ぐ
る
問
題
を
取
り
あ
げ
る
。
そ
こ
で
繰
り
返
し
論
じ
ら

れ
る
の
は
、
自
由
な
個
人
が
自
発
的
に
取
り
結
ぶ
「
合
理
的
」
な
契
約
が
、

い
か
に
不
平
等
な
社
会
構
造
の
も
と
で
「
任
意
の
支
配
」
と
「
任
意
の
従

属
」
を
生
み
だ
し
、
家
父
長
制
的
な
資
本
主
義
市
場
に
お
け
る
権
力
関
係

を
覆
い
隠
す
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ペ
イ
ト
マ
ン
の
議

論
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
契
約
の
背
後
に
は
た
ら
く
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
新
自
由
主
義
批
判
と
い
う
射
程
を
新
た
に
獲

得
し
て
お
り
、
ま
さ
に
そ
の
点
に
本
書
の
独
自
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
書
が
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に

か
け
て
学
問
的
発
展
を
遂
げ
た
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
研
究
か
ら
生
ま
れ
た
ゆ
た

か
な
成
果
で
あ
る
こ
と
は
、
強
調
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か

し
、
二
〇
一
〇
年
代
の
終
わ
り
と
い
う
現
時
点
か
ら
本
書
を
と
ら
え
た
場

合
、
と
り
わ
け
方
法
論
的
な
観
点
か
ら
、
こ
の
三
〇
年
間
に
生
じ
た
変
化

と
そ
れ
に
よ
る
本
書
と
の
隔
た
り
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

ペ
イ
ト
マ
ン
は
本
書
の
方
法
論
に
つ
い
て
、
第
一
章
で
こ
う
述
べ
て
い

る
。
自
身
の
議
論
で
は
「
社
会
契
約
論
の
古
典
的
著
作
が
非
常
に
目
立
つ

け
れ
ど
、
〈
性
契
約
〉
に
お
け
る
私
の
関
心
は
、
主
と
し
て
テ
キ
ス
ト
の

解
釈
に
あ
る
の
で
は
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
物
語
を
復
活
さ
せ
る
の

は
、
「
社
会
契
約
に
起
源
を
も
つ
か
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
適
切
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
社
会
に
お
け
る
主
な
社
会
制
度
の
、
現
在
の
構
造
に
光

を
あ
て
る
た
め
で
あ
る
」
と
（
五
頁
）
。
こ
の
説
明
か
ら
は
、
古
典
的
テ

ク
ス
ト
の
解
釈
と
現
在
の
社
会
構
造
分
析
の
あ
い
だ
の
密
接
な
関
係
が
想

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
し
か
し
両
者
の
結
び
つ
き
は
、

い
ま
や
自
明
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
思
想
史
研
究

で
は
、
過
去
の
テ
ク
ス
ト
を
分
析
す
る
際
に
、
そ
れ
が
書
か
れ
た
文
脈
や

思
想
家
自
身
の
執
筆
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト

主
義
の
影
響
力
が
強
ま
り
、
現
代
的
な
問
題
意
識
を
直
接
的
に
テ
ク
ス
ト

解
釈
に
持
ち
込
む
こ
と
は
避
け
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
他
方
、
政
治
理
論
研
究
で
は
、
よ
り
分
析
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と

る
規
範
的
政
治
哲
学
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
現
実
の
政
治
や
社
会
の
問
題

を
論
じ
る
う
え
で
、
過
去
の
古
典
的
テ
ク
ス
ト
に
ま
で
遡
る
必
要
性
は
あ

ま
り
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
両
者
の
分
岐
は
、
ペ
イ
ト

マ
ン
が
本
書
を
執
筆
し
て
い
た
時
点
か
ら
す
で
に
は
じ
ま
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
が
辿
っ
た
こ

う
し
た
道
筋
に
よ
っ
て
、
現
代
で
は
本
書
の
方
法
論
を
そ
の
ま
ま
受
容
す

る
の
は
か
な
り
困
難
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
の
実
際
の
批
判
や
想
定
さ
れ
る
反
応
を
あ
げ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て

具
体
的
に
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
政
治
理
論
の
側
か
ら
み
て
い
く
と
、
目
に
つ
く
の
は
、
ペ
イ
ト
マ

ン
と
同
じ
く
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
立
場
を
と
る
政
治
哲
学
者
た
ち
の
批
判
で

あ
る
。
た
と
え
ば
ス
ー
ザ
ン
・
モ
ラ
ー
・
オ
ー
キ
ン
は
、
「
個
人
」
や
「
契

約
」
と
い
う
概
念
の
再
定
義
を
迫
る
ペ
イ
ト
マ
ン
の
主
張
は
理
解
で
き
る

が
、
本
書
の
結
論
部
分
は
「
ま
っ
た
く
新
し
い
出
発
点
」
を
求
め
て
い
る

の
に
「
ど
こ
で
ど
う
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

感
覚
に
よ
っ
て
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
と
批
判
す
る
（
田
林
葉
・
重
森
臣
広
訳

『
政
治
思
想
の
な
か
の
女
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
二
五
六
頁
。
原
著
の
初

出
は
一
九
九
二
年
）
。
古
典
的
テ
ク
ス
ト
の
新
解
釈
と
、
新
た
な
社
会
関
係

の
構
図
の
提
示
は
あ
く
ま
で
も
別
物
だ
と
い
う
指
摘
だ
ろ
う
。
ま
た
ナ
ン
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シ
ー
・
フ
レ
イ
ザ
ー
は
、
「
支
配
と
服
従
の
モ
デ
ル
」
に
依
拠
し
た
本
書

の
枠
組
み
で
は
、
現
代
の
結
婚
契
約
、
雇
用
契
約
、
売
買
春
契
約
を
う
ま

く
説
明
で
き
な
い
と
論
じ
る
（
仲
昌
正
樹
監
訳
『
中
断
さ
れ
た
正
義
』
御
茶

の
水
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
第
一
〇
章
。
原
著
の
初
出
は
一
九
九
三
年
）
。
こ
の

批
判
は
、
古
典
的
な
議
論
を
用
い
た
現
代
社
会
分
析
と
い
う
方
法
が
必
然

的
に
も
つ
制
約
を
指
摘
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
本
書
で
ペ
イ
ト
マ
ン
が
意
図
し
た
の
は
、
多
く
の
政
治
学

者
が
依
拠
し
て
き
た
古
典
的
テ
ク
ス
ト
を
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
に
批
判
し

て
み
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
学
が
長
き
に
わ
た
り
男
女
の
関
係
や
家

族
の
問
題
を
「
政
治
」
か
ら
除
外
し
て
き
た
こ
と
を
告
発
す
る
と
い
う
戦

略
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
〈
性
契
約
〉
と
い
う
概
念
を

用
い
た
そ
の
大
胆
な
解
釈
が
注
目
を
集
め
、
日
本
で
も
「
政
治
理
論
に
お

け
る
家
族
の
地
位
の
不
確
か
さ
と
成
立
の
謎
に
つ
い
て
新
鮮
な
驚
き
を
あ

た
え
て
く
れ
る
」
と
い
っ
た
評
価
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
（
森
稔
政
『
〈
政

治
的
な
も
の
〉
の
遍
歴
と
帰
結
』
青
土
社
、
二
〇
一
四
年
、
九
八
頁
。
初
出
は
一

九
九
四
年
）
。
し
か
し
今
後
、
政
治
理
論
と
政
治
思
想
史
が
よ
り
明
確
に

区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
本
書
の
方
法
論
が
ど
れ
ほ
ど
擁
護
さ
れ
う

る
の
か
は
定
か
で
な
い
。
そ
の
後
の
ペ
イ
ト
マ
ン
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン

カ
ム
論
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
な
ど
、
古
典
的
テ
ク
ス
ト
の
解
釈
か
ら
離
れ
て

い
っ
た
よ
う
に
み
え
る
こ
と
自
体
が
、
そ
の
難
し
さ
を
物
語
る
の
か
も
し

れ
な
い
（
そ
の
後
の
理
論
的
展
開
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
山
田
竜
作
「
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
理
論
」『
政
治
思
想
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
）
。

　

そ
れ
で
は
、
思
想
史
研
究
に
お
い
て
は
ど
う
か
。
コ
ン
テ
ク
ス
ト
主
義

の
立
場
か
ら
寄
せ
ら
れ
そ
う
な
本
書
へ
の
反
応
と
し
て
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
と
い
う
現
代
的
な
問
題
意
識
を
持
ち
込
ん
だ
テ
ク
ス
ト
解
釈
は
「
ア
ナ

ク
ロ
ニ
ズ
ム
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
過
去
の
男
性
中
心
的
な
価
値
観
へ
の
批

判
は
「
紋
切
り
型
」
の
議
論
に
し
か
な
ら
な
い
、
と
い
っ
た
指
摘
が
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
外
在
的
か
つ
粗
雑
な
理
解
と
い
う
べ
き
だ
ろ

う
。
た
し
か
に
〈
性
契
約
〉
と
い
う
概
念
は
ペ
イ
ト
マ
ン
の
着
想
に
よ
る

も
の
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
本
書
が
時
代
錯
誤
の
一
面
的
な
議
論
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
ロ
ッ
ク
や
ル
ソ
ー
と
は
異
な
り
、

自
然
状
態
に
お
け
る
男
女
を
自
由
で
対
等
な
も
の
と
と
ら
え
た
ホ
ッ
ブ
ズ

の
特
異
性
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
、
本
書
で
ペ
イ
ト
マ
ン
は
、
個
々
の

思
想
家
た
ち
の
議
論
の
特
徴
や
相
互
の
異
同
を
新
た
な
視
点
か
ら
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
、
か
な
り
の
程
度
ま
で
成
功
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
現
在
に
お
け
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
主
義
的
な
思
想
史
の
研
究

状
況
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
本
書
の
議
論
が
い
く
ぶ
ん
物
足
り
な
く
感
じ

ら
れ
る
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。
本
書
で
ペ
イ
ト
マ
ン
は
、
家
父
長
制
的

関
係
を
批
判
し
た
同
時
代
の
女
性
思
想
家
を
「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
」
と

呼
び
、
メ
ア
リ
・
ア
ス
テ
ル
ら
の
主
張
を
取
り
あ
げ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん

ど
が
短
い
引
用
に
と
ど
ま
り
、
深
く
掘
り
下
げ
て
そ
の
思
想
内
容
が
検
討

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
の
女
性
の
著
作
は
、
有
名
な
男
性
思

想
家
た
ち
の
そ
れ
と
比
べ
れ
ば
体
系
性
に
欠
け
、
政
治
理
論
研
究
で
は
扱

い
に
く
い
面
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
男
性
に
た
い
す
る
女

性
の
従
属
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
た
い
す
る
当
時
の
女
性
思
想
家
た
ち
の

反
応
を
丁
寧
に
見
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、

当
事
者
と
し
て
の
女
性
の
側
に
よ
り
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
富
ん
だ
思
想
の
幅
が

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
政
治
思
想
の
な
か
で
か
き
消
さ
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れ
て
き
た
女
性
の
声
の
回
復
を
試
み
る
こ
う
し
た
歴
史
研
究
は
、
実
の
と

こ
ろ
、
そ
の
後
の
ペ
イ
ト
マ
ン
が
支
持
し
て
い
る
方
向
性
で
も
あ
る

（C
arole Patem

an, ‘W
om

en ’s w
riting, w

om
en ’s standing: theory and politics 

in the early m
odern period ’, in H

ilda L. Sm
ith (ed.), W

om
en W

riters and the 

Early M
odern British Political Tradition, C

am
bridge U

niversity Press, 1998.

）
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
理
論
と
歴
史
へ
の
方
法
論
的
分
岐
そ
の
も
の

を
否
定
的
に
と
ら
え
る
向
き
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

縦
割
り
に
な
っ
た
学
問
分
野
に
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
横
串
を
通
し
、
学
界
の

「
タ
コ
ツ
ボ
化
」
を
打
開
で
き
る
と
い
っ
た
期
待
を
込
め
て
、
本
書
を
読

む
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
読
み
方
の
妥
当
性
は
さ
て
お

き
、
い
ず
れ
に
し
て
も
ま
ず
重
要
な
の
は
、
私
的
領
域
に
お
け
る
男
女
の

関
係
や
家
族
の
問
題
と
い
う
「
物
語
の
半
分
」
が
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
ず
に

き
た
と
い
う
ペ
イ
ト
マ
ン
の
問
題
提
起
を
、
思
想
（
史
）
研
究
に
た
ず
さ

わ
る
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
る
方
法
で
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
る
こ
と
だ

ろ
う
。
日
本
の
社
会
思
想
史
研
究
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
女
性
の
視

点
に
立
っ
た
研
究
が
依
然
と
し
て
周
縁
的
な
位
置
づ
け
に
あ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
本
書
は
出
版
か
ら
三
〇
年
を
経
て
も
な
お
、

私
た
ち
に
な
す
べ
き
多
く
の
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

　

な
お
、
翻
訳
は
文
体
が
や
や
硬
質
で
、
最
近
訳
出
さ
れ
た
ペ
イ
ト
マ
ン

の
『
秩
序
を
乱
す
女
た
ち
？
』
（
山
田
竜
作
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一

四
年
）
と
比
べ
て
も
、
も
う
少
し
読
み
や
す
く
す
る
工
夫
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
ま
た
、
注
の
文
献
に
は
邦
訳
が
出
て
い
る
著
作

が
多
く
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
書
誌
情
報
が
一
切
あ
げ
ら
れ
て
い

な
い
点
も
気
に
な
っ
た
。 

（
う
め
が
き
・
ち
ひ
ろ
／
思
想
史
・
女
性
史
）

　

書
評　

『
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
―
―
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
友
と
敵

』

（ 

カ
ス
・
ミ
ュ
デ
、
ク
リ
ス
ト
バ
ル
・
ロ
ビ
ラ
・
カ
ル
ト
ワ
ッ

セ
ル
著
、
永
井
大
輔
・
髙
山
裕
二
訳
、
白
水
社
、 

 

二
〇
一
八
年
）

森
本
あ
ん
り

　

本
書
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
るA 

Very Short Introduction

シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
で
あ
る
。
評
者
は
出
版
当

初
か
ら
こ
の
小
著
が
も
つ
切
れ
味
の
よ
い
分
析
に
魅
せ
ら
れ
、
自
著
に
も

引
用
し
て
い
た
の
で
、
今
般
の
邦
訳
書
出
版
を
た
い
へ
ん
喜
ば
し
く
思
う
。
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本
書
と
相
前
後
し
て
ヤ
ン
＝

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
『
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
と
は
何
か
』
も
刊
行
さ
れ
た
が
、
両
書
の
著
者
た
ち
は
旧
知
の
仲
で
、

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
反
多
元
主
義
な
ど
は
両
著
で
同

じ
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
論
は
そ
の
後
も
イ
ワ
ン
・

ク
ラ
ス
テ
フ
の
『
ア
フ
タ
ー
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
な
ど
の
好
著
が
次
々
と
登

場
し
た
が
、
本
書
の
も
つ
価
値
は
類
書
の
中
で
も
色
褪
せ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

先
に
「
訳
書
」
と
し
て
の
意
義
か
ら
評
し
て
お
こ
う
。
「
解
説
」
に
よ

る
と
、
本
書
は
「
刊
行
後
に
著
者
の
希
望
で
数
カ
所
に
挿
入
さ
れ
た
文
章

も
合
わ
せ
て
訳
出
」
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
A 

4
で
五
枚
ほ
ど
の

分
量
で
、
い
ず
れ
も
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
出
現
に
関
す
る
部
分
と
い
う
こ

と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
加
筆
は
「
補
遺
」
と
し
て
別
立
て
に
訳
出
す
る
の

が
一
般
的
か
も
し
れ
な
い
。
追
加
さ
れ
た
文
章
は
各
所
に
分
散
し
て
お
り
、

原
著
と
訳
書
の
違
い
が
に
わ
か
に
は
掴
み
に
く
い
。
だ
が
考
え
て
み
る
と
、

訳
書
し
か
読
ま
な
い
大
方
の
読
者
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ
そ
の
方
が
統
一

感
も
あ
り
便
利
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
原
著
が
再
版
さ
れ
る
際
に
は
お
そ

ら
く
こ
の
加
筆
部
分
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
る
の
で
、
日
本
の
読
者
は
本

書
の
第
二
版
を
先
取
り
し
て
読
ん
で
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

追
加
部
分
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
関
連
箇
所
を
探
せ
ば
見
当
が
つ
く
。
彼

の
名
前
へ
の
言
及
は
、
原
著
で
は
一
度
だ
け
だ
が
、
邦
訳
で
は
八
回
に
及

ん
で
い
る
。
原
著
で
は
、
退
潮
期
に
あ
っ
た
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
が

そ
れ
で
も
共
和
党
予
備
選
に
テ
ッ
ド
・
ク
ル
ー
ズ
、
ラ
ン
［
ド
］・
ポ
ー
ル
、

マ
ル
コ
・
ル
ビ
オ
と
い
っ
た
候
補
者
を
送
り
得
た
こ
と
に
触
れ
、
こ
れ
ら

の
名
前
と
並
ん
で
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
を
「
共
和
党
の
ア
ウ
ト
サ
イ

ダ
ー
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
当
時
は
泡
沫
候
補
の
一
人
と
し
か
見
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
ト
ラ
ン
プ
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
一
度
で
も
彼
に
言
及

し
て
い
る
の
は
炯
眼
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
後
彼
が
共
和
党

内
で
ど
の
程
度
の
影
響
力
を
も
つ
よ
う
に
な
る
か
は
「
未
解
決
の
問
い
」

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
と
政
党
組
織
と
の
関
わ
り
方

に
複
数
の
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ポ
ピ
ュ
リ
ス

ト
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
オ
ル
バ
ー
ン
の
よ
う
に
、
既
存
の
非
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
政
党
を
そ
っ
く
り
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
へ
と
変
貌
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ハ
イ
ダ
ー
の
よ
う
に
、
党
内
の
権
力
を
掌

握
し
た
後
も
反
発
を
抑
え
込
む
こ
と
が
で
き
ず
に
党
を
去
る
結
果
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。
本
評
執
筆
時
点
（
二
〇
一
九
年
一
月
）
で
は
、
ト
ラ
ン
プ

と
共
和
党
は
驚
く
ほ
ど
強
固
な
支
持
基
盤
を
共
有
し
て
い
る
が
、
果
た
し

て
そ
れ
が
共
和
党
の
根
本
的
な
変
質
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
や
が

て
正
統
派
が
巻
き
返
し
て
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
化
を
阻
む
こ
と
に
な
る
の

か
を
判
断
す
る
の
は
な
お
時
期
尚
早
で
あ
る
。
正
統
も
異
端
も
、
も
う
少

し
長
い
歴
史
的
な
ス
パ
ン
で
熟
成
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
ト
ラ
ン
プ
に
関
す
る
加
筆
部
分
は
、
「
失
敗
し
腐
敗

し
た
政
治
的
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
」
へ
の
批
判
、
政
治
や
経
済
だ

け
で
な
く
メ
デ
ィ
ア
や
芸
術
を
含
む
「
エ
リ
ー
ト
」
へ
の
攻
撃
、
不
法
移

民
や
貿
易
取
引
へ
の
苛
立
ち
、
政
治
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
庶
民
の
声
の

真
の
代
弁
者
と
い
う
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
な
ど
、
い
ず
れ
も
何
の
齟
齬
も
な

く
原
著
本
文
に
ス
ム
ー
ズ
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
あ
た
か
も
、
本
書
の

理
念
型
的
な
記
述
が
そ
の
ま
ま
ト
ラ
ン
プ
と
い
う
現
実
像
に
焦
点
を
結
ん

だ
か
の
よ
う
で
、
著
者
た
ち
の
分
析
の
正
確
さ
を
例
証
し
た
格
好
で
あ
る
。
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ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
は
反
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
の
立
場
を
と
る
た
め
、

ひ
と
た
び
権
力
の
頂
点
に
昇
り
詰
め
て
し
ま
え
ば
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
で
あ

り
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
研
究
者
た
ち
も
あ
っ
た
。

著
者
た
ち
は
こ
れ
に
対
し
て
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
は
彼
ら
が
立
ち
向
か
う
べ

き
「
権
力
」
を
再
定
義
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
の
レ
ト
リ
ッ

ク
を
維
持
し
続
け
る
、
と
答
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
就
任
後
の
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
が
現
在
進
行
形
で
次
々
に
例
証
し
て
く
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
道

す
が
ら
彼
が
「
腐
敗
し
た
既
成
権
力
」
と
再
定
義
し
た
の
は
、
党
内
の
有

力
政
治
家
、
司
法
権
力
、
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
、
不
当
な
貿
易
慣
行
を
続

け
る
中
国
、
米
国
に
不
利
な
条
約
を
お
し
つ
け
る
国
際
勢
力
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
過
激
な
反
応
は
、
現
代
世
界
を
侵
蝕
す
る
「
陰
謀
論
」
に
養

分
を
与
え
続
け
る
こ
と
に
も
な
る
。
宗
教
に
せ
よ
政
治
に
せ
よ
、
既
存
の

権
力
に
対
す
る
疑
念
と
異
議
申
し
立
て
を
旨
と
し
て
き
た
セ
ク
ト
主
義
的

な
精
神
は
、
建
国
以
来
の
ア
メ
リ
カ
に
陰
謀
論
の
豊
か
な
土
壌
を
提
供
し

続
け
て
い
る
。
本
書
も
『
反
知
性
主
義
』
を
著
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ホ
フ

ス
タ
ッ
タ
ー
の
言
葉
を
引
い
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
政
治
の
特
質
を
「
パ

ラ
ノ
イ
ド
・
ス
タ
イ
ル
」
と
評
し
た
彼
の
言
葉
は
、
今
日
ま
す
ま
す
切
迫

し
た
現
実
感
を
帯
び
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

さ
て
、
本
書
の
基
本
的
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
理
解
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

著
者
た
ち
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
東
欧
を
含
む
広
汎
な
地
域
の
歴
史
と

現
代
か
ら
集
め
ら
れ
た
豊
富
な
事
例
研
究
の
蓄
積
か
ら
、
ま
ず
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
と
い
う
大
衆
現
象
が
多
様
で
あ
り
、
そ
の
定
義
も
多
義
的
で
あ
り
得

る
こ
と
を
説
明
す
る
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
理
解
の
中
に
は
、
十
九
世
紀
米
国

史
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
共
同
体
主
義
的
な
大
衆
運
動
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
を
求
め
て
体
制
の
変
革
と
被
抑
圧
者
の
解
放
を
も
た
ら
す
闘

争
、
大
規
模
な
政
府
支
出
を
伴
う
無
責
任
な
経
済
政
策
、
特
定
個
人
の
カ

リ
ス
マ
に
よ
る
直
接
統
治
と
い
う
政
治
手
法
、
そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
の
影
響

力
を
活
用
し
て
既
存
の
エ
リ
ー
ト
に
叛
旗
を
ひ
る
が
え
す
大
衆
動
員
術
、

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
含
ま
れ
る
。

　

本
書
の
魅
力
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
こ
う
し
た
多
義
性
を
前
景
と
し
つ

つ
も
、
単
な
る
事
例
紹
介
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
諸
現
象
形
態
を
通
し

て
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
一
種
の
「
世
界
観
」
と
捉
え
る
「
理
念
的
ア
プ
ロ
ー

チ
」
を
掲
げ
る
点
に
あ
る
。
こ
の
捉
え
方
に
よ
る
と
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と

は
既
成
特
権
階
層
へ
の
批
判
と
庶
民
へ
の
阿
諛
を
重
ね
、
社
会
を
「
汚
れ

な
き
人
民
」
と
「
腐
敗
し
た
エ
リ
ー
ト
」
に
分
断
し
、
人
民
の
「
一
般
意

志
」
の
体
現
者
た
る
こ
と
を
自
任
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
こ
の
理
念
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
著
者
た
ち
の
盟
友
で
い
ま
一
人
の

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
研
究
者
カ
ー
ク
・
ホ
ー
キ
ン
ス
の
命
名
に
由
来
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
「
中
心
の
薄
弱
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
で
あ

る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
れ
ば
、
政
治
に
限
ら
ず
人
間
や
社
会
の
あ
り
か

た
一
般
に
関
す
る
規
範
的
で
首
尾
一
貫
し
た
諸
理
念
を
も
つ
は
ず
で
あ
る

が
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
は
そ
れ
が
な
い
。
移
民
や
テ
ロ
と
い
っ
た
特
定
の

政
治
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
め
ぐ
る
賛
否
で
大
衆
の
感
情
を
強
く
動
員
す
る

が
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
自
体
が
現
実
社
会
の
問
題
に
対
す
る
何
ら
か
の
包
括

的
な
解
決
策
を
示
す
こ
と
は
な
い
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
左
右
を
問
わ
ず
多

種
多
様
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
容
易
に
（
場
合
に
よ
っ
て
は
内
的
矛
盾
を
も
顧

み
ず
）
手
を
組
む
変
幻
自
在
な
存
在
で
あ
る
こ
と
も
、
し
た
が
っ
て
ポ
ピ
ュ
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リ
ズ
ム
を
内
容
的
に
定
義
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
常
に
不
首
尾
に
終
わ
ら

ざ
る
を
得
な
い
の
も
、
こ
の
ゆ
え
で
あ
る
。

　

理
念
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
供
給
側
だ
け
で
な
く
需
要

側
す
な
わ
ち
「
大
衆
目
線
」
か
ら
理
解
す
る
こ
と
を
も
可
能
に
す
る
。
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
し
ば
し
ば
強
烈
な
個
性
を
も
っ
た
ワ
ン
マ
ン
指
導
者
に
牽

引
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
本
質
的
な
要
素
で
は
な
い
。
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
は
む
し
ろ
、
現
代
社
会
に
住
む
広
汎
な
層
の
人
び
と
に
内
在
し
な
が

ら
休
眠
状
態
に
あ
る
も
の
が
、
あ
る
き
っ
か
け
で
覚
醒
し
顕
在
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
じ
る
現
象
で
あ
る
。
ホ
ー
キ
ン
ス
流
に
平
た
く
言
い
換
え

る
と
、
「
わ
れ
わ
れ
の
な
か
に
ト
ラ
ン
プ
が
眠
っ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
れ
は
ど
ん
な
時
に
目
を
覚
ま
す
の
か
。
本
書
は
そ
の
ト
リ
ガ
ー

と
な
る
条
件
を
大
き
く
二
つ
挙
げ
て
い
る
。
経
済
の
失
策
や
汚
職
の
発
覚

な
ど
に
よ
り
、
社
会
全
体
の
構
造
的
な
正
統
性
に
大
き
な
脅
威
が
感
じ
ら

れ
る
時
と
、
政
権
を
担
当
す
る
エ
リ
ー
ト
が
有
権
者
の
関
心
事
に
向
き
合

わ
ず
、
一
般
市
民
の
声
に
対
す
る
反
応
が
悪
い
と
感
じ
ら
れ
る
時
で
あ
る
。

　

眠
れ
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
覚
醒
は
、
訳
者
が
ア
ー
レ
ン
ト
を
引
き
つ
つ

解
説
し
て
い
る
通
り
、
民
主
主
義
が
抱
い
て
き
た
二
つ
の
錯
覚
を
破
砕
す

る
。
す
な
わ
ち
、
民
主
主
義
は
多
数
決
支
配
で
あ
る
と
言
い
な
が
ら
、
実

際
に
は
ご
く
少
数
の
者
だ
け
が
決
定
権
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
し
た
が
っ

て
民
主
主
義
は
そ
の
よ
う
に
政
治
に
無
関
心
な
大
衆
が
黙
っ
た
ま
ま
で
い

る
こ
と
で
よ
う
や
く
機
能
す
る
統
治
原
理
で
あ
っ
て
、
ひ
と
た
び
大
規
模

な
覚
醒
が
起
き
れ
ば
統
制
不
可
能
に
陥
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
民
主
主
義
の
関
係
理
解
に
つ
い
て
も
、
本
書
は
明
快

な
見
取
り
図
を
与
え
て
く
れ
る
。
か
り
に
民
主
主
義
を
「
人
民
主
権
」
と

「
多
数
決
支
配
」
と
い
う
最
小
限
の
要
素
で
定
義
す
る
と
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
は
代
議
制
民
主
主
義
の
正
統
の
嫡
出
子
と
言
う
べ
き
存
在
で
あ
る
こ
と

に
な
る
。
だ
が
、
現
代
の
民
主
主
義
は
そ
れ
以
外
に
も
「
基
本
的
人
権
の

尊
重
」
「
法
の
支
配
」
「
報
道
の
自
由
」
「
寛
容
」
な
ど
と
い
っ
た
構
成
要

素
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
尊
重
す
る
。

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
は
、
ま
さ
に
こ
の
間
隙
に
く
さ
び
を
打
ち
込
む
の
で
あ
る
。

多
数
派
に
よ
る
支
配
は
、
少
数
派
の
権
利
と
常
に
緊
張
関
係
に
あ
る
が
、

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
は
多
数
決
で
掌
握
し
た
権
力
を
少
数
派
へ
の
配
慮
な
し
に

振
る
い
、
み
ず
か
ら
全
体
を
僭
称
し
て
価
値
の
多
元
性
を
容
認
し
な
い
。

つ
ま
り
「
非
リ
ベ
ラ
ル
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
で
あ
る
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
一

般
が
一
昔
前
の
よ
う
な
正
統
性
を
堪
能
で
き
な
く
な
っ
た
今
日
、
「
非
リ

ベ
ラ
ル
」
な
多
数
決
支
配
に
喝
采
を
送
る
人
が
多
い
の
も
不
思
議
で
は
な

い
。
そ
こ
で
標
的
に
さ
れ
る
の
は
、
司
法
と
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
本
書
で

も
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
元
首
相
の
「
赤
い
法
服
」
批
判
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
が
、
裁
判
官
や
独
立
し
た
司
法
へ
の
侮
蔑
、メ
デ
ィ
ア
攻
撃
な
ど

に
か
け
て
は
、
現
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
ひ
け
を
と
る
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

評
者
自
身
の
関
心
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
全
体
の
僭
称
は
宗
教
組

織
に
お
け
る
「
異
端
」
の
発
生
過
程
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
し
、
民
主
主

義
が
暗
黙
裡
に
依
存
し
て
い
る
無
関
心
な
大
衆
は
隠
れ
た
「
正
統
」
の
在

処
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
問
題
は
こ
の
書
評
で
は
論
じ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

本
書
を
読
み
了
え
て
感
じ
る
の
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
現
代
民
主
主
義

の
「
友
」
と
評
価
す
る
こ
と
の
難
し
さ
で
あ
る
。
著
者
た
ち
は
、
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
が
民
主
主
義
の
発
展
段
階
に
お
い
て
果
た
し
て
き
た
矯
正
や
活
性
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化
の
役
割
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。
た
し
か
に
そ
れ
は
、
既
存
の
固

定
的
な
勢
力
を
打
破
し
、
抑
圧
さ
れ
代
弁
者
を
も
た
な
か
っ
た
民
衆
に
政

治
参
加
へ
の
道
を
拓
く
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
民
主
主
義
の
発
展
と
と
も
に

成
長
す
る
の
で
、
そ
も
そ
も
民
主
主
義
の
な
い
と
こ
ろ
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

は
生
ま
れ
な
い
。
い
ま
だ
公
正
な
選
挙
制
度
や
法
の
支
配
が
確
立
し
て
い

な
い
権
威
主
義
的
国
家
に
あ
っ
て
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
今
後
も
民
主
主

義
の
強
力
な
「
友
」
で
あ
り
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
日
の
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
右
派
で
あ
ろ
う
と
左

派
で
あ
ろ
う
と
、
あ
ま
り
期
待
で
き
そ
う
に
な
い
。
現
代
の
民
主
主
義
が

平
等
や
人
権
な
ど
の
点
で
今
な
お
改
善
す
べ
き
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と

も
事
実
だ
が
、
そ
の
解
決
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
正
反
対
の
方
向
を
指
し
示

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
著
者
た
ち
は
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
観
を
涵
養
す
る

「
公
民
教
育
」
を
対
応
策
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
よ
り
効

果
的
な
の
は
、
「
多
数
者
の
暴
政
」
か
ら
民
主
主
義
を
守
る
古
典
的
な
知

恵
で
あ
り
、
少
数
者
の
権
利
を
守
る
最
後
の
砦
と
し
て
の
裁
判
所
の
機
能

を
強
化
し
て
本
来
的
に
発
動
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

民
主
主
義
に
「
完
全
な
勝
利
」
は
存
在
し
な
い
。
新
政
権
が
誕
生
す
る

た
び
に
、
か
つ
て
歓
呼
を
も
っ
て
迎
え
た
前
政
権
の
担
当
者
を
監
獄
へ
送

る
（
ま
た
は
そ
う
す
る
と
脅
す
）
よ
う
な
こ
と
は
、
ど
ん
な
に
そ
う
し
た
い

と
願
っ
て
も
、
今
日
の
民
主
主
義
社
会
で
は
禁
じ
手
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
自
己
抑
制
を
か
な
ぐ
り
捨
て
て
し
ま
う
の
が
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

本
書
結
論
部
で
著
者
た
ち
が
看
破
し
た
通
り
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
リ
ベ
ラ

ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
「
疚
し
い
本
音
」
な
の
で
あ
る
。

 

（
も
り
も
と
・
あ
ん
り
／
神
学
宗
教
学
、
ア
メ
リ
カ
研
究
）
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living together”. No one will be left behind or denied in that love, Takamure said. 
At last, Takamure has found the principal concept applicable to everyone for 
peaceful world as an original universal ideology.
　　Takamure’s motherhood was not just a mother herself, an essence of mother 
nor the role of mother. It realized the thought of rejection of discrimination with 
the scientific theory for affirmation of life without the god. That was fulfilled by 
positioning motherhood on the evolution theory and the historical materialism. 
Moreover, it finally brought her a universal ideology beyond various ‘-ism’.

Keywords: Itsue Takamure, motherhood, evolutionism, materialism, feminism



205　●　〈英文抄録〉

Itsue Takamure’s Motherhood (Bosei) Concept: From the 
Rejection of Discrimination to “Love of Living Together”

Tatsuya KAGEKI

　　This thesis reveals the establishment and changes of the concept of motherhood 
(Bosei) of Itsue Takamure (1894-1964), which was the fundamental concept of 
whole of the works by Takamure such as feminism and anarchism writings, and her 
research of women’s history. Motherhood was originally developed by Ellen Key as 
Swedish word moderskap. The first appearance of motherhood in Japan was in 
1910s, Raicho Hiratsuka turned it into Japanese Bosei from motherhood by Key’s 
English translated book. Motherhood in Japan has had various definitions in 1910-
20s. Akiko Yosano understood motherhood as just an experience of a mother. Kikue 
Yamakawa explained it concern with the problem of the female labor. Hiratsuka 
and Waka Yamada thought it as the mother’s role from their home to the nation.
　　While Takamure also established original definition of motherhood too, she 
defined motherhood on her own logic which was more radical than any other 
writer. In her early works in later 1920s, she got back to the roots of motherhood 
concept. She criticized to the eugenic thought of Key, and referred to the theory of 
social evolution and made motherhood as a key factor of “evolution of love”. Her 
evolution theory has had a feature that it rejects any discrimination because of “love 
of mother” which included in motherhood, whereas many debaters criticized that 
her insistence was just a utopia. Afterward, from 1931, Takamure began a research 
of Japanese women’s history. She tried to find the ideal and scientific model of 
motherhood-based society in the ancient matriarchy society through the research 
based on Marxism’s historical materialism. Though its research rejected and ignored 
by other researchers for obsolete theory, finally Takamure synthesized her evolution 
theory and historical research, and forecasted the new era in her book Josei no Rekishi 
(the History of Woman) in 1958. In the future named “the century of love”, she 
explained, “love of mother” will bring “love for live”, which connects to “love of 
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J. S. Mill and Sydney Smith: Compared on Women’s Character

Tadahiro YAMAO

　　This article studies John Stuart Mill’s unfinished “ethology” or a science of the 
formation of character from the perspective of intellectual context in nineteenth-
century Britain. Although Mill’s “ethology” has been discussed by scholars like 
Carlisle (1991), Ball (2010), and Rosen (2013), they seem to have failed to 
understand two significant points. First, they neglect the fact that Mill himself 
quoted positively the Rev. Sydney Smith’ work on an inquiry into the formation of 
female character. I will argue instead on the reason why Smith’s “Female Education” 
(1810) was regarded as an important article by Mill. Second, the scholars ignore the 
fact that Mill was not able to complete his “ethology” at least by the time he 
published Subjection of Women (1869). My argument places particular emphasis on 
the following passage in it. “since no one, as yet, has that knowledge, (for there is 
hardly any subject which, in proportion to its importance, has been so little 
studied), no one is thus far entitled to any positive opinion on the subject”. I 
conclude therefore that Mill’s “ethology” was not completed in his lifetime as his 
unfinished project. However, Mill in the Subjection of Women developed a radical 
departure from Smith’s aristocratic view of women, and presented the philosophical 
view that all women ought to be free and independent individuals.

Keywords:  J. S. Mill, Subjection of Women, Sydney Smith, Female Education, 
Ethology



207　●　〈英文抄録〉

The Meaning of the Theory of Sociability in Kant’s Moral 
Philosophy: How Politeness Moralizes Others

Yuki Takaki

　　The theory of sociability (Geseligkeit) by Kant has been underestimated in the 
long history of Kant-study. However, Kant notes that sociability is important for his 
moral philosophy, although in a vague way. So, my final aim in this paper is to 
clarify the role and meaning of the theory of sociability in his moral philosophy. I 
mainly focus on two points. (1) I will position his theory of sociability, not in the 
metaphysics of morals a priori, but in the applied moral philosophy. Kant’s main 
reference to sociability is found in his Anthropology in pragmatic point of view and 
there is a good reason to interpret this reference as his applied moral philosophy. (2) 
I will argue for the moral importance of politeness (Manieren) in the social 
intercourse. In fact, Kant notes that politeness can moralize oneself and others. 
After explaining politeness as practice of world-prudence (Weltklugheit), I 
especially, focus on how politeness as illusion can moralize others. And finally, I 
argue that politeness can act to others as a kind of play (Spiel) according to the 
distinction between deceit and illusion.

Keywords: sociability, applied moral philosophy, politeness, illusion
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Is Hobbes a Counsellor? 
– A Debate on Politics with Contemporaries

Haruhisa UEDA

　　Some scholars have argued that Thomas Hobbes is a political advisor, but they 
ignore the debate on proper counsellors held in England in the seventeenth century. 
He claims that Parliament is inappropriate for the people’s representative whose role 
is to counsel the king, rebutting the parliamentarian idea that Parliament is the 
king’s best counsellor. Earl of Clarendon and John Bramhall criticise Hobbes for 
such a ‘misunderstanding’ of the English constitution, labelling Hobbes as a 
philosopher who only studies science. They show that Hobbes is divorced from the 
traditional idea of politics in which the nobility and experiential knowledge are 
crucial, to demonstrate that he is unsuitable for a counsellor. Hobbes nevertheless 
demonstrates in Leviathan that experiential knowledge provided by counsellors is 
useful and even necessary. He argues that counsellors support the administration of 
the commonwealth directly managed by the sovereign, which suggests that there is 
room for practical wisdom as well as prudence in Hobbes’s idea of politics. He is a 
new type of counsellor who not only presents politics as science but also propose 
that diverse actors should assist the sovereign. He recognises the limit of rigid 
science in practice and makes a practical proposition.

Keywords: Thomas Hobbes, counsel, parliament, status, practical knowledge
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upheld as a political movement that emerged during the Hong Kong democracy 
protests of 2014 which widely extended passive resistance to the Hong Kong Police 
during a 79-day occupation of the city demanding freer elections of Hong Kong’s 
chief executive. Against these backgrounds, the paper mainly attempts to describe 
the fundamental changes in academic society in China which took place since 
1990s after introducing the theory of western-standardized “civil society,” and 
continues to discuss the implication of new social policies which have been adopted 
under the above-mentioned difficult conditions of “civil society” in contemporary 
China.

Keywords:  East Asia, China, Civil Society, Social Policy, Party=State, Dictatorship, 
Liberalism
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Contemporary China and Civil Society

Tomoaki ISHII

　　The so-called East European revolution symbolized by the collapse of “the 
Berlin Wall” in November 1989 was apparently the trigger of the world history 
which facilitated the restoration of “the theory of civil society” during the past 30 
years at the global level. The trade unions, Catholic society, as well as citizen forums 
had created the various types of citizen’s power “from the bottom,” and a series of 
movements represented a strong unified resistance to the state power as a party 
dictatorial organization of socialism under the framework of “civil revolution.” 
However, Tiananmen Square incident which took place just before the collapse of 
the Berlin Wall (June 1989) had a completely opposite implication in the 
contemporary history of the world in the respect that the civil movement in seek of 
democracy and freedom was brutally cracked down by its military power. In 
addition, the authoritarian political system which suppressed such “civil 
movements” has remained unchanged in China where the nature of such 
suppressive regime seems to have been further intensified since 2013 under the new 
leadership of Xi Jinping, the General Secretary of Chinese Communist Party. In 
2013, he promulgated the strict policy of “seven unmentionable topics,” and these 
taboo areas include universal values, press freedom, civil society, citizens’ rights, the 
party’s historical aberrations, the “privileged capitalistic class,” and the independence 
of the judiciary. It is evident that all of these “taboos” should be interpreted as 
against the idea of “civil society.”
　　Under such leadership, however, people in Taiwan and Hong Kong were not 
always obedient to the Chinese government. In Taiwan, the Sunflower Student 
Movement was associated with a protest movement driven by a coalition of students 
and civic groups that came to a head in March and April 2014 where the activists 
protested the passing of the Cross-Strait Service Trade Agreement (CSSTA) by the 
ruling party Kuomintang (KMT). In Hong Kong, the Umbrella Movement was 
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　　Such an open maritime way of dealing with state powers points us to the 
historical existence of an intermediate world between the state-centered society and 
the “Society against the State” (Pierre Clastres). Either unlike tribal societies in 
South America and the outback of Asia that have rejected the centralization of 
coercive power, the society in the Ryukyu-Okinawa islands has been trying to 
pursue the autonomy and prosperity of the community regardless of holding its 
own state or not.
　　Based on these discussions, this paper poses a clue to rebuild the study of social 
thought in Asia on truly global value and cultural basis.

Keywords:  Ryukyu-Okinawa society, maritime history, people’s history, 
environmental history, democracy in Asia.
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Transferring States as Vehicles: The Maritime Social Thought 
 in the Ryukyu-Okinawa History

Yoshio MORI

　　This paper overviews the social thought of the Ryukyu-Okinawa Islands from 
prehistoric times to the present, and offers a clue to reconstruct the study of Asian 
social thought from the European and state-centered paradigm to the global-
balanced perspective.
　　In the Ryukyu-Okinawa Islands, people had maintained a small-scale, 
egalitarian, nomadic society for a long time from about seven thousand years ago, 
and had inhibited excessive development that would be destructive to the island’s 
survival environment. From the 7th century, village communities cooperated in 
trade, and from about thousand years ago, they began to operate small states. Since 
that time, they have adapted to several civilizations developed on continent area in 
each era, such as the shellfish trade network between ancient royal powers, the 
international trade system of the Chinese Empire, the modern nation state of Japan, 
the international human rights movement, and sought to maintain life in their 
limited environment through that continuing interact with the outside diverse 
world.
　　Unlike the civil society in Europe, people of the islands have avoided 
identifying themselves as the subjects who form or oppose the centralized state, and 
have survived by transferring states to one after another. In the maritime history of 
the Ryukyu-Okinawa islands, it can be said that states are only vehicles for the 
community. From the viewpoint of modern thought, they have formed a trinity 
formation; basically the society is founded on community autonomy fulfilled with 
the anarchism and its spirit of mutual aid, on one hand, it defends the archipelago 
against the destructive effects from outside through Okinawan nationalism, on the 
other hand, opens new avenues through cosmopolitanism that transcended the 
ocean.
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contemporary China, the theory of civil society is actively discussed, confusion has 
arisen over how to understand the “civil society”, because the author’s political 
position may have a major impact on how to understand “civil society”.
　　In this paper, we will re-examine Chinese society under the Xi Jinping 
administration, which is stimulating the desires of the people in economy, and also 
strengthen the degree of authoritarianism, from the perspective of such as 
“governance through technology and architecture,” or “relationship between self-

interest and the publicity”.

Keywords:  surveillance society, civil society, architecture, internetization, Xi Jinping 
administration, Chinese society
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“Surveillance Socialization” of China and the Role of Civil Society

Kai KAJITANI

　　The rapid spread of ICT and the “internetization” of living infrastructure in 
recent Chinese society, brings about the emergence of so called “management 
society” or “surveillance society” where the government of big company control 
people’s behavior using the accumulation of huge personal information and social 
architecture formed by such information.
　　There has been a lot of controversial debate over such a “surveillance society” 
in western countries, including Japan. In these discussion, it was recognized that the 
spread of “surveillance societies” caused by technology progress, was an unstoppable 
phenomenon. And the focus of the argument is shifting to how civil society should 
check the control or surveillance using big data by big companies or governments.
　　On the other hand, in modern China, where concentration of power to CCP 
and president Xi Jinping is getting strengthened, we cannot hope that such 
“monitoring by citizens” against the government’s surveillance could work well. If 

so, does the progress of “surveillance society” in an authoritarian state such as 
China, just mean the arrival of a horrific dystopias which are completely different 
from the Western countries?
　　However, there seems to be a kind of utilitarian idea that prioritize the social 
convenience and security over personal privacy, on the background that 
“surveillance society” has been accepted by most of people. So, we think that it 

could be impossible to clearly draw a line between the acceptance of “surveillance 
society” in China and that in the “Western developed countries.”
　　In considering such problems, we cannot avoid passing through the difficult 
question how to achieve both “civil society”, which is established based on the 
pursuit of private interest, and the realization of “publicity”, in these days when the 
advent of “surveillance society” has become almost obvious. On the other hand, in 
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す
る
。
編
集
委
員
会
が
原
稿
の
書
き
直
し
を
求
め
る
場
合
が
あ
る
。

八
、
二
重
投
稿
は
認
め
な
い
。

九
、
『
社
会
思
想
史
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
著
作
権
は
、
社
会
思
想
史

学
会
に
帰
属
す
る
。
但
し
著
者
に
よ
る
論
文
の
転
載
等
を
学
会
と
し
て
制

限
す
る
も
の
で
は
な
い
。

公 

募 

論 

文 

投 

稿 

規 

程

一
、
論
文
投
稿
の
資
格
は
、
社
会
思
想
史
学
会
会
員
に
限
る
。

二
、
投
稿
は
随
時
受
け
付
け
る
。
た
だ
し
編
集
の
都
合
上
、
投
稿
受
け
付
け
の

区
切
り
を
年
一
回
設
け
、
七
月
三
一
日
（
必
着
）
と
す
る
。
送
付
先
は
社

会
思
想
史
学
会
事
務
局
と
す
る
。

三
、
論
文
の
枚
数
は
、
論
題
、
注
、
図
表
な
ど
を
含
め
、
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿

用
紙
換
算
で
六
〇
枚
（
本
文
、
注
と
も
に
、
一
行
四
〇
字
、
四
〇
行
で
印

刷
し
て
、
一
五
ペ
ー
ジ
）
以
内
と
す
る
。
論
文
の
最
後
に
、
日
本
語
表
記

の
キ
ー
ワ
ー
ド
三
か
ら
五
を
付
す
。

四
、
論
文
は
、
原
則
と
し
て
、
ワ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
を
電
子
メ
ー
ル
に
添
付
し
て

提
出
す
る
こ
と
。
原
稿
は
A 

4
サ
イ
ズ
で
一
ペ
ー
ジ
四
〇
字
×
四
〇
行
の

書
式
と
す
る
。
論
文
に
は
、
執
筆
者
名
や
執
筆
者
を
特
定
で
き
る
よ
う
な

表
現
を
記
載
し
な
い
こ
と
。

五
、
投
稿
者
は
、
別
に
次
の
文
書
を
ワ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
で
添
付
す
る
こ
と
。

（
1
）
編
集
連
絡
用
覚
書
。
論
題
、
執
筆
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話
番

号
、E-m

ail

ア
ド
レ
ス
、
執
筆
者
名
の
読
み
（
ひ
ら
が
な
）
、
執
筆

者
の
専
門
領
域
（
な
る
べ
く
簡
潔
に
）
を
明
記
す
る
。

（
2
）
英
文
抄
録
。
論
題
お
よ
び
執
筆
者
名
の
英
文
表
記
を
含
め
、
二
〇

〇
語
程
度
の
抄
録
を
作
成
す
る
。
ま
た
別
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
三
か
ら

五
を
付
す
。

六
、
論
文
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
執
筆
要
領
を
参
照
の
こ
と
。

七
、
論
文
の
採
否
は
、
公
募
論
文
審
査
規
程
に
基
づ
き
、
編
集
委
員
会
が
決
定
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を
除
い
て
、
必
要
と
認
め
ら
れ
な
い
。

B
の
上
：
内
容
的
に
は
本
年
報
掲
載
に
値
す
る
水
準
に
到
達
し
て
い

る
が
、
部
分
的
な
書
き
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
査
読
者
や
編
集

委
員
会
は
、
書
き
直
し
の
箇
所
と
理
由
を
必
ず
明
ら
か
に
す
る
。

B
の
下
：
論
文
と
し
て
公
表
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
編
集
委
員
会
の

指
示
に
従
っ
て
大
幅
な
書
き
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
査
読
者
や

編
集
委
員
会
は
、
書
き
直
し
の
箇
所
と
理
由
を
必
ず
明
ら
か
に

す
る
。

C
：
本
年
報
掲
載
に
値
す
る
水
準
に
到
達
し
て
い
な
い
。
査
読
者
や

編
集
委
員
会
は
、
そ
の
理
由
を
必
ず
明
ら
か
に
す
る
。

（
2
）
（
査
読
）
査
読
者
は
、
審
査
論
文
を
四
段
階
で
評
価
し
、
査
読
報

告
を
学
会
事
務
局
に
提
出
す
る
。

（
3
）
（
編
集
委
員
会
の
審
査
）
編
集
委
員
会
は
、
査
読
者
の
査
読
報
告

に
基
づ
き
な
が
ら
、
各
論
文
を
審
査
し
て
、
合
議
に
よ
っ
て
四
段
階

で
評
価
を
確
定
す
る
。
査
読
者
の
い
ず
れ
か
が
C
評
価
を
下
し
た
論

文
は
、
審
査
に
お
い
て
原
則
と
し
て
不
採
用
と
す
る
。
編
集
委
員
会

は
、
審
査
結
果
を
幹
事
会
に
報
告
す
る
。

四
、
審
査
結
果
通
知
と
再
審
査

（
1
）
編
集
委
員
会
は
、
投
稿
者
に
審
査
結
果
を
通
知
す
る
際
、
査
読
者

の
名
を
伏
せ
た
査
読
報
告
を
付
し
て
、
審
査
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す

　

公 

募 

論 

文 

審 

査 

規 

程

一
、
編
集
委
員
会
の
権
限
と
機
能

『
社
会
思
想
史
研
究
』
に
掲
載
す
る
公
募
論
文
の
採
否
は
、
編
集
委
員
会

が
決
定
す
る
。
編
集
委
員
会
は
、
査
読
者
に
査
読
を
委
嘱
し
、
論
文
の
内

容
・
構
成
・
表
現
な
ど
に
つ
い
て
、
投
稿
者
に
書
き
直
し
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

二
、
査
読
者
の
委
嘱

（
1
）
編
集
委
員
会
は
、
論
文
の
テ
ー
マ
・
内
容
を
考
慮
し
て
、
論
文
一

篇
に
つ
き
複
数
名
の
査
読
者
を
選
任
し
て
、
査
読
を
委
嘱
す
る
。
そ

の
際
、
投
稿
者
と
査
読
者
の
関
係
に
お
い
て
公
平
を
欠
く
こ
と
の
な

い
よ
う
、
慎
重
に
配
慮
す
る
。

（
2
）
査
読
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
投
稿
者
と
査
読
者
の
間
お
よ

び
査
読
者
相
互
間
は
匿
名
と
し
、
査
読
者
の
氏
名
は
、
事
前
に
も
事

後
に
も
編
集
委
員
会
の
外
部
に
は
公
開
し
な
い
。

三
、
審
査
要
領

（
1
）
（
評
価
区
分
）
審
査
過
程
に
お
い
て
、
査
読
者
や
編
集
委
員
会
は

そ
れ
ぞ
れ
、
論
文
を
A
、
B
の
上
、
B
の
下
、
C
の
四
段
階
に
区
別

し
て
評
価
す
る
。
そ
の
際
、
区
別
の
目
安
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

A
：
学
界
に
お
け
る
現
在
の
研
究
水
準
に
到
達
し
て
お
り
、
本
年
報

掲
載
に
値
す
る
。
提
出
原
稿
の
書
き
直
し
は
、
技
術
上
の
箇
所
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る
。

（
2
）
書
き
直
し
を
求
め
ら
れ
た
投
稿
者
は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
論
文

を
書
き
直
し
て
再
提
出
し
、
再
審
査
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
際
、
投
稿
者
は
、
書
き
直
し
を
求
め
ら
れ
た
箇
所
の
他
に
つ
い
て

は
、
大
幅
な
書
き
直
し
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
3
）
編
集
委
員
会
は
、
再
提
出
さ
れ
た
論
文
を
審
査
報
告
に
照
ら
し
て

再
審
査
し
、
論
文
の
採
否
を
最
終
決
定
す
る
。
編
集
委
員
会
は
、
再

審
査
結
果
を
幹
事
会
に
報
告
す
る
。

五
、
個
人
情
報
の
保
護

査
読
者
、
編
集
委
員
会
、
学
会
事
務
局
、
幹
事
会
は
、
公
募
論
文
の
審
査

過
程
に
お
い
て
知
り
得
た
個
人
情
報
の
す
べ
て
に
つ
い
て
守
秘
義
務
を
負

う
。
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執 

筆 

要 

領

■
表　

記

1　

現
代
仮
名
遣
い
、
常
用
漢
字
を
使
用
。

2　

接
続
詞
、
副
詞
の
類
の
漢
字
語
は
な
る
べ
く
仮
名
書
き
と
し
、
当
て
字
は

避
け
る
。

（
例
）　

故
に
→
ゆ
え
に　

所
謂
→
い
わ
ゆ
る　

然
る
に
→
し
か
る
に

　

等

3　

引
用
文
は
「　
　

」
で
括
る
。
引
用
文
中
に
さ
ら
に
引
用
の
あ
る
場
合
は

二
重
の
鍵
括
弧
『　
　

』
で
括
る
。
欧
文
を
使
用
す
る
時
は“　
　

”

な

ど
で
括
る
。
た
だ
し
、
長
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
前
後
を
一
行
空
け
て

段
落
全
体
を
一
字
下
げ
と
し
、
括
弧
は
用
い
な
い
。
そ
の
場
合
、
一
行
目

は
さ
ら
に
一
字
下
げ
と
す
る
。

4　

数
字
は
次
の
要
領
に
て
表
記
す
る
。

［
1
］
一
般
の
数
（
基
数
詞
の
類
）
に
つ
い
て
は
十
（
ト
ン
ボ
）
を
入
れ
ず
四

桁
目
ま
で
は
和
数
字
を
並
べ
る
。
万
・
億
・
兆
に
つ
い
て
は
単
位
語
を
入

れ
る
。
「
三
桁
区
切
」
の
読
点
は
不
要
。

（
例
）　

一
億
八
三
六
万
二
〇
〇
〇
円　
　

二
四
万
二
六
三
人

［
2
］
千
万
、
百
万
、
千
、
百
の
位
で
き
り
の
よ
い
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位

語
を
使
用
。

（
例
）　

六
千
万
年　

六
百
年

［
3
］
暦
年
に
つ
い
て
は
和
暦
に
十
（
ト
ン
ボ
）
を
使
用
し
、
西
暦
は
ト
ン
ボ

を
使
用
し
な
い
。

（
例
）　

一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年

［
4
］
年
齢
と
月
日
は
ト
ン
ボ
を
使
用
す
る
。

（
例
）　

十
一
月
十
八
日
で
三
十
一
歳
に
な
る

［
5
］
数
字
の
幅
は
最
後
に
単
位
語
を
付
す
。

（
例
）　

三
四
〇
─
四
八
〇
円　
　

一
九
六
〇
─
六
五
年

［
6
］
分
数
・
小
数
の
表
記
。

（
例
）　

三
分
の
一　
　

一
二
分
の
五　
　

五
二
・
三

［
7
］
紀
元
前
・
後
の
表
記
。

（
例
）　

前
二
二
─
後
三
二
年

［
8
］
世
紀
な
ど
の
序
数
詞
は
十
（
ト
ン
ボ
）
を
使
用
す
る
。

（
例
）　

十
九
世
紀　

二
十
一
世
紀　

ル
イ
十
四
世

5　

中
略
は
三
点
リ
ー
ダ
ー
二
文
字
分
を
亀
甲
括
弧
で
括
り
、
「
〔
…
…
〕
」
の

よ
う
に
記
す
。

■
翻
訳
上
の
記
号
の
置
換

お
お
よ
そ
、
次
の
様
な
要
領
に
て
置
換
す
る
。

［
1
］
原
文
中
の
引
用
符　

《　

》　

“　
　

”　

等
は
「　
　

」
に
。
引
用
符
中

の
引
用
符
は
『　
　

』
あ
る
い
は
〈　
　

〉
に
し
て
統
一
的
に
処
理
。

［
2
］
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
の
箇
所
は
、
書
名
・
作
品
名
・
紙
誌
名
の
場
合
『　
　

』

で
括
る
。

［
3
］
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
の
箇
所
が
強
調
な
い
し
概
念
表
現
で
あ
る
場
合
、
傍
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点
を
付
す
。

［
4
］
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
の
箇
所
が
、
単
に
原
文
に
対
す
る
外
国
語
で
あ
る
が

故
に
イ
タ
リ
ッ
ク
で
あ
る
場
合
は
何
も
し
な
い
。
或
い
は
必
要
に
応
じ
片

仮
名
で
ル
ビ
表
記
を
す
る
。

［
5
］
原
文
に
あ
る
［　
　

］
（
原
著
者
が
引
用
し
た
も
の
に
対
す
る
原
著
者

の
補
足
・
注
記
な
ど
）
は
そ
の
ま
ま
［　
　

］
に
。

［
6
］
訳
者
に
よ
る
訳
註
な
ど
の
補
足
は
〔　
　

〕
で
括
る
。

［
7
］
原
文
の
（　
　

）
は
そ
の
ま
ま
（　
　

）
に
。

［
8
］〝
意
味
の
纏
ま
り
な
ど
を
表
現
す
る
上
で
頗
る
効
果
的
で
あ
る
〞
な
ど

の
意
識
的
な
判
断
に
よ
っ
て
、
原
文
に
は
な
い
「　
　

」
（　
　

）
な
ど

を
敢
え
て
多
用
す
る
場
合
は
、
凡
例
な
い
し
訳
者
後
書
で
そ
の
む
ね
説
明

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

■
構　

成

1　

本
文
中
に
節
を
設
け
る
場
合
は
、
一　

二　

三　

…
と
し
、
さ
ら
に
項
を

立
て
る
場
合
は
、
1　

2　

3　

…
と
す
る
。
そ
れ
以
上
の
細
分
は
避
け

る
こ
と
。
ま
た
、
節
の
見
出
し
を
「
は
じ
め
に
」
や
「
お
わ
り
に
」
等
と

す
る
場
合
に
は
、
数
字
は
不
要
と
す
る
。
な
お
、
節
や
項
を
設
け
た
場
合

は
、
そ
の
見
出
し
の
前
を
一
行
空
け
る
こ
と
。

2　

本
文
以
外
の
補
足
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
注
、
参
考
文
献
の
順
と
す
る
。

参
考
文
献
リ
ス
ト
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
。
な
お
、
注
と
参
考
文
献

リ
ス
ト
も
原
稿
枚
数
に
含
む
。
本
文
、
注
、
参
考
文
献
リ
ス
ト
の
間
も
一

行
空
け
る
こ
と
。

■
注

1　

注
は
、
本
文
の
該
当
箇
所
に
（
1
）
（
2
）
（
3
）
…
と
記
し
、
稿
末
に
注

を
纏
め
番
号
順
に
配
列
す
る
。
注
番
号
は
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
使
用
せ
ず

に
、
英
数
半
角
で
普
通
の
入
力
で
お
こ
な
う
。
ま
た
引
用
の
場
合
に
は
引

用
カ
ッ
コ
の
す
ぐ
後
に
、
文
章
注
の
場
合
に
は
句
読
点
の
前
に
入
力
す
る
。

稿
末
に
配
列
す
る
注
に
は
そ
れ
ぞ
れ
（
1
）
、
（
2
）
…
…
と
表
記
す
る
こ

と
。例

：　

例
：　
「　
　

」
（
1
）　
　

『　
　

』
（
2
）
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
す
で
に
多
く
の
分
析
が
あ
る
（
3
）
。

2　

注
の
内
、
引
用
文
献
は
次
の
要
領
で
表
記
す
る
。
参
考
文
献
に
つ
い
て
も

同
様
に
表
記
。
（
参
考
文
献
の
配
列
の
基
本
は
、
和
文
の
場
合
は
五
十
音

順
に
、
欧
文
の
場
合
は
ロ
ー
マ
字
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
と
す
る
）
。

3　

表
記
す
る
情
報
は
、
著
者
名
、
（
あ
る
場
合
は
編
者
名
）
、
書
名
／
論
文
名
、

（
論
文
の
場
合
は
所
収
書
名
も
）
、
雑
誌
名
（
号
数
も
）
、
発
行
所
或
い
は

発
行
者
名
、
刊
行
年
。

4　

和
書
の
場
合
、
雑
誌
を
含
め
た
書
物
名
は
『　
　

』
で
括
り
、
論
文
名
は

「　
　

」
で
括
る
。

5　

欧
文
文
献
の
場
合
、
雑
誌
を
含
め
た
書
物
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
入
力
、

ま
た
は
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
付
し
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
原
稿
に
も
、

そ
の
箇
所
を
手
書
き
赤
線
で
「
イ
タ
リ
ッ
ク
」
と
指
示
す
る
。

［
和
書
の
場
合
］

（
例
）

丸
山
眞
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五

二
年
、
一
二
二
─
二
五
頁
。
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丸
山
眞
男
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
『
世
界
』
五
月
号
、
岩
波

書
店
、
一
九
四
六
年
。

丸
山
眞
男
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
、
同
『
増
補
版　

現
代
政

治
の
思
想
と
行
動
』
、
未
來
社
、
一
九
六
四
年
。

某
「
論
文
名
」
某
編
（
或
い
は
監
修
等
）
『
論
文
所
収
書
名
』
、
出
版
社

名
、
刊
行
年
。

［
和
訳
書
の
場
合
］

（
例
）

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
『
デ
ィ
ス
タ
ン
ク
シ
オ
ン
─
─
社
会
的
判
断

力
批
判
Ⅰ
Ⅱ
』
、
石
井
洋
二
郎
訳
、
藤
原
書
店
、
一
九
九
一
年
、
Ⅰ
、

五
六
七
頁
。

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
、
ジ
ャ
ン
＝

ク
ロ
ー
ド
・
パ
ス
ロ
ン
、
ジ
ャ

ン
＝

ク
ロ
ー
ド
・
シ
ャ
ン
ボ
ル
ド
ン
『
社
会
学
者
の
メ
チ
エ
─
─
認
識

論
上
の
前
提
条
件
』
、
田
原
音
和
・
水
島
和
則
訳
、
藤
原
書
店
、
一
九

九
四
年
。

［
外
国
語
文
献
］

そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
圏
な
い
し
専
門
分
野
で
の
慣
習
に
従
っ
て
表
記
し
て
か

ま
わ
な
い
が
、
論
文
内
で
の
統
一
を
は
か
る
こ
と
。
お
お
よ
そ
の
基
準
は

以
下
の
例
を
参
照
。
な
お
、, . : 

な
ど
の
前
に
は
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
ず
に

入
力
し
、, . :　

の
後
に
は
一
文
字
分
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
る
。

和
書
同
様
に
著
者
名
、
（
あ
る
場
合
は
編
者
名
）
、
書
名
／
論
文
名
、
（
論

文
の
場
合
は
所
収
書
名
も
）
、
雑
誌
名
（
号
数
も
）
、
発
行
地
、
出
版
社
、

刊
行
年
、
引
用
ペ
ー
ジ
を
表
記
す
る
。

書
名
・
雑
誌
名
の
部
分
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
入
力
、
あ
る
い
は
ア
ン
ダ
ー

ラ
イ
ン
を
付
す
（
印
刷
時
イ
タ
リ
ッ
ク
体
表
記
）
。

（
例
）

Bobbio, N
orberto, G

ram
sci and the concept of civil society, in 

C
hantal M

ouffe, ed., G
ram

sci and M
arxist T

heory, London: 
Routledge 1979, p.30.

W
ittig, M

onique, 

“Th
e M

ark of G
ender,

” Fem
inist Issues, Vol.5, 

N
o. 2, Fall 1985, p.4.

H
obson, Barbara 

（1996

）: Frauenbew
egung für Staatsrechte. In: 

Fem
inistische Studien, 14. Jg., 2, S. 18.

H
aberm

as, Jürge n, G
renzen des N

eohistorism
us, in: ders., D

ie 
nachholende Revolution, Frankfurt am

 M
ain 

（Suhrkam
p

） 1990, S. 
149.

 

（
以
上
）
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社
会
思
想
史
学
会
研
究
奨
励
賞
規
程

一　

目
的
お
よ
び
名
称

１　

社
会
思
想
史
学
会
は
、
『
社
会
思
想
史
研
究
』
に
掲
載
を
認
め
ら
れ

た
公
募
論
文
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た
論
文
を
執
筆
し
た
研
究
者
に
対
し
て
、

そ
の
業
績
を
顕
彰
し
、
さ
ら
な
る
研
究
を
奨
励
す
る
た
め
に
、
「
社
会
思

想
史
学
会
研
究
奨
励
賞
」
を
授
与
す
る
。

二　

受
賞
資
格
者

１　

論
文
掲
載
時
点
で
修
士
号
取
得
後
十
五
年
未
満
の
会
員
に
限
る
。

２　

受
賞
は
一
回
限
り
と
す
る
。

三　

選
考
方
法

１　

受
賞
者
は
年
報
編
集
委
員
会
の
審
議
に
基
づ
き
、
幹
事
会
で
決
定
さ

れ
る
。

四　

賞
の
授
与
お
よ
び
公
表

１　

受
賞
者
に
は
賞
状
と
副
賞
（
三
万
円
）
を
授
与
す
る
。

２　

社
会
思
想
史
学
会
全
国
大
会
総
会
で
受
賞
者
の
表
彰
を
お
こ
な
う
。

３　

受
賞
論
文
に
つ
い
て
は
『
社
会
思
想
史
研
究
』
に
そ
の
旨
を
明
記
す

る
。

五　

附
則

１　

本
規
程
は
、
『
社
会
思
想
史
研
究
』
第
三
五
号
（
二
〇
一
一
年
刊
行

予
定
）
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

２　

本
規
程
の
改
正
は
、
幹
事
会
の
議
を
経
て
、
総
会
の
承
認
を
得
る
も

の
と
す
る
。





　
　

社
会
思
想
史
学
会
の
創
立
に
あ
た
っ
て

　

こ
の
た
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
領
域
に
お
い
て
、
思
想
史
の
社
会
的
性
格
に
関
心
を
も
っ
て
い

る
も
の
が
あ
つ
ま
り
、
社
会
思
想
史
学
会
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
思
想
史
が
学
界
で
市
民
権
を
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
国
内
は
も
と
よ
り
国
際
的
に
も

比
較
的
あ
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
社
会
思
想
史
研
究
者
た
ち
は
、
既
成
の
各
学
問

分
野
で
訓
練
を
う
け
、
そ
こ
に
所
属
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
か
ら
社
会
思
想
史
を
研
究
し

て
き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
社
会
思
想
史
と
い
う
多
面
的
な
研
究
対
象
に
接
近
す
る
の
に
、
か
え
っ

て
有
利
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
し
、
今
後
も
こ
の
接
近
方
法
を
持
続
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
反
面
で
は
、
そ
れ
ら
の
多
様
な
接
近
に
意
見
交
流
の
場
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、

さ
ら
に
効
果
を
あ
げ
う
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
容
易
に
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
意
図
し
て
い
る
あ
た
ら
し
い
学
会
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
既
成
諸
学
会
の
存
在
を

前
提
と
し
た
横
断
組
織
と
し
て
の
思
想
史
研
究
者
の
あ
つ
ま
り
で
あ
り
、
思
想
史
の
社
会
的
性
格

へ
の
関
心
を
核
と
し
た
イ
ン
タ
ー
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
思
想
史
的
関
心
を
お

も
ち
の
研
究
者
各
位
の
広
範
な
ご
参
加
を
期
待
し
ま
す
。 

（
一
九
七
六
年
）
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何
と
か
無
事
に
第
43
号
を
お
届
け
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
三
本
の
特

集
論
文
と
四
本
の
投
稿
論
文
と
い
う
コ
ン

パ
ク
ト
な
構
成
で
す
が
、
特
集
論
文
は
昨

年
度
の
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
熱
気
を
誌

上
に
蘇
ら
せ
る
力
作
で
あ
り
、
公
募
論
文

に
は
社
会
思
想
史
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な

人
物
研
究
の
論
考
が
揃
い
ま
し
た
。
充
実

し
た
書
評
を
含
め
、
執
筆
者
の
方
々
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
号
は
わ
た
く
し
ど
も
の
編
集
委
員
会

体
制
で
編
集
す
る
最
後
の
一
冊
で
す
。

数
々
の
依
頼
や
お
願
い
を
受
け
て
く
だ

さ
っ
た
み
な
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。
す
で
に
二
〇
一
九
年
度
四
月
か

ら
新
し
い
幹
事
会
メ
ン
バ
ー
の
も
と
に
、

新
し
い
編
集
委
員
会
体
制
が
編
制
さ
れ
て

お
り
、
次
号
の
編
集
に
向
け
て
準
備
を
整

え
て
お
り
ま
す
。
本
号
の
完
成
と
と
も
に
、

バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
。

　

前
の
編
集
委
員
会
か
ら
バ
ト
ン
を
引
き

継
い
だ
時
に
は
、
あ
れ
も
や
り
た
い
、
こ

れ
も
や
っ
て
み
た
い
と
ア
イ
デ
ィ
ア
や
希

望
が
数
々
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
編

集
に
携
わ
る
と
、
会
員
七
〇
〇
名
あ
ま
り

を
抱
え
る
学
会
の
学
会
誌
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
引
き
継
が
れ
て
き
た
こ
と
が
ら
を
つ

つ
が
な
く
守
っ
て
ゆ
く
だ
け
で
も
、
か
な

り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
し
た
。
実
際

に
守
れ
た
の
か
ど
う
か
、
い
さ
さ
か
心
も

と
な
く
も
あ
り
ま
す
。

　

前
進
を
と
求
め
て
行
っ
た
わ
ず
か
な
改

革
が
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
あ
っ
た

と
願
い
ま
す
。
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ

と
、
新
た
に
導
入
す
る
方
が
よ
い
こ
と
は
、

遠
慮
な
く
改
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ

ま
す
。
学
会
誌
編
集
、
学
会
運
営
の
仕
事

の
あ
り
方
や
負
担
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ

ご
検
討
を
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
思
想
史
研
究
を
担
う
本
誌
と
会
員

の
み
な
さ
ま
の
御
研
究
の
発
展
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 （
編
集
主
任　

中
山
智
香
子
）
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後
藤
新
平
の
全
生
涯
を
描
い
た
金
字
塔

〈
決
定
版
〉

正
伝 

後
藤
新
平
（
全
８
分
冊
・
別
巻
一
）

鶴
見
祐
輔
著
／〈
校
訂
〉一
海
知
義

 

第
61
回
毎
日
出
版
文
化
賞（
企
画
部
門
）受
賞　

セ
ッ
ト
価
四
万
九
六
〇
〇
円

　

後
藤
新
平
の
全
仕
事
に
一
貫
し
た「
思
想
」と
は

シ
リ
ー
ズ 

後
藤
新
平
と
は
何
か 

後
藤
新
平
歿
八
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編

❶ 

自
治　

❷ 

官
僚
政
治　

❸ 

都
市
デ
ザ
イ
ン　

❹ 

世
界
認
識

 

セ
ッ
ト
価
一
万
六
〇
〇
円

自
治
・
公
共 

共
生
・
平
和

時
代
の
先
覚
者
・
後
藤
新
平　

1857-1929

御
厨
貴
編　

鶴
見
俊
輔
・
青
山
佾
・
苅
部
直
・
中
島
純
ほ
か�

三
二
〇
〇
円

後
藤
新
平
の「
仕
事
」

藤
原
書
店
編
集
部
編�

一
八
〇
〇
円

震
災
復
興 

後
藤
新
平
の
120
日　

都
市
は
市
民
が
つ
く
る
も
の

後
藤
新
平
研
究
会
編
著�

一
九
〇
〇
円

一
に
人 

二
に
人 

三
に
人

近
代
日
本
と「
後
藤
新
平
山
脈
」100
人

後
藤
新
平
研
究
会
編�

二
六
〇
〇
円

後
藤
新
平
と
日
露
関
係
史

ロ
シ
ア
側
新
資
料
に
基
づ
く
新
見
解

ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ　

木
村
汎
訳�

三
八
〇
〇
円

無
償
の
愛　
後
藤
新
平
、
晩
年
の
伴
侶
き
み

河
﨑
充
代�

一
九
〇
〇
円

後 藤 新 平 最 新 書
　

 

公 

共
と
公
益
の
精
神
で
、 

 

近
代
日
本
を
い
か
に
起
ち
上
げ
た
か
！

後 

藤
新
平
と 
 

五
人
の
実
業
家

後
藤
新
平
研
究
会
編
著　

序
＝
由
井
常
彦

〝
内
憂
外
患
〟
の
時
代
、「
公
共
・
公
益
」
の

精
神
で
、
共
働
し
て
社
会
を
作
り
上
げ

た
六
人
の
男
の
人
生
の
物
語
！   

二
十

世
紀
初
頭
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
か
け

て
、
日
本
は
、
世
界
に
ど
う
向
き
合
い
、

ど
う
闘
っ
て
き
た
か
。 

二
五
〇
〇
円

渋
沢
栄
一

益
田
孝

安
田
善
次
郎

大
倉
喜
八
郎

浅
野
総
一
郎

　

 「
第
二
次
世
界
大
戦
」
を
予
言
！

後
藤
新
平
著　
鈴
木
一
策
編
・
解
説

国 

難 

来　

こ
く
な
ん
き
た
る

時
代
の
先
覚
者
・
後
藤
新
平
は
、
関
東

大
震
災
か
ら
半
年
後
、
東
北
帝
国
大
学

学
生
を
前
に
、「
第
二
次
世
界
大
戦
を 

直

観
」
し
た
講
演
を
し
た
！
―
―
『
国
難

来
』
。
今
わ
れ
わ
れ
は
後
藤
新
平
か
ら

何
を
学
べ
ば
よ
い
の
か
？ 

一
八
〇
〇
円


